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I

はじめに

このマニュアルは，Groupmax Version 6iの Address Server Version 6（以降，Address Server
と呼びます）およびMail Server Version 6（以降，Mail Serverと呼びます）の機能および使用
方法について説明したものです。 このマニュアルを利用することで，ユーザが Address Server，
Mail Serverを利用してシステムの環境および運用を設定できるようになること，ならびにシス
テムを管理できるようになることを目的としています。

■対象読者
Groupmax上で Address ServerとMail Serverの環境設定，運用，および管理を担当するシス
テム管理者の方を対象としています。このマニュアルでシステム管理者とは，次の前提知識が
ある方とします。
• Windows NT
• TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）
• SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）
• X.400-MHS（Message Handling Systems）
• POP3（Post Office Protocol - Version3）
• IMAP4（Internet Message Access Protocol Version 4）
• LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）
• Groupmax Object Server Version 6または Groupmax High-end Object Server Version 6

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す四つの編と付録から構成されています。

第 1編　導入編

第 1章　概要
Address Server，Mail Serverの機能，用語について説明しています。

第 2章　アドレスサーバ環境の構築
2台のマシンを使用して，アドレスサーバ環境を構築する例について説明しています。

第 3章　メールサーバ環境の構築
2台のマシンを使用して，メールサーバ環境を構築する例について説明しています。

第 2編　設定編

第 4章　システムの環境設定
Address Server，Mail Serverのインストール方法，データベースの設定について説明していま
す。
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第 5章　システムの運用設定
システムの運用に必要な情報の設定手順について説明しています。

第 6章　X.400の設定
MTAなどの X.400MHSの設定手順について説明しています。

第 7章　POP3/IMAP4機能の設定
インターネットからのメール受信専用プロトコルである POP3および IMAP4の設定手順につい
て説明しています。

第 8章　アドレス管理ドメイン内の設定
アプリケーションプログラムの管理機能を設定する方法について説明しています。

第 9章　登録情報の設定
運転席から登録情報を設定する方法について説明しています。

第 10章　グループ情報の設定
グループ情報を設定する方法について説明しています。

第 11章　掲示板の設定
掲示板および掲示板の使用者をシステムに登録する方法，ならびに各掲示板の掲示物を管理する
方法について説明しています。

第 12章　Address Server及び Mail Server設定の最大値について
Address ServerおよびMail Serverに設定できる最大値について説明しています。

第 3編　運用編

第 13章　サーバの起動と停止
サーバのアプリケーションプログラムの起動と停止の方法について説明しています。

第 14章　アドレス管理ドメイン内の管理
サイト，サーバ，およびアプリケーションプログラムの管理機能について説明しています。

第 15章　バックアップとリストア
Address Server，Mail Serverおよび他 Groupmaxアプリケーションプログラムのバックアップ
とリストアの方法について説明しています。

第 16章　コマンドリファレンス
Address ServerとMail Serverが提供するコマンドの構文，戻り値，メッセージなどについて説
明しています。

第 4編　保守編

第 17章　メッセージ一覧
Address ServerとMail Serverの運用時に，Groupmax Address Consoleウィンドウとイベント
ビューアに出力されるメッセージについて説明しています。
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第 18章　トラブルシューティング
システムの運用時に発生しやすい，代表的なトラブルの対処方法について説明しています。

第 19章　こんなときには．．．
サーバの IPアドレスを変更する場合や，サーバに複数のネットワークカードがある場合などの，
応用的な環境設定について説明しています。

付録 A　バージョンアップ手順
Version2.0，Version 3または Version 5の Groupmaxアプリケーションを Version 6の
Groupmaxアプリケーションにバージョンアップする手順と制限事項について説明しています。

付録 B　POP3/IMAP4クライアントの設定
Groupmaxのメールを送受信するために POP3または IMAP4クライアントで必要な設定につい
て説明しています。

付録 C　リモート機能の利用
公衆回線や TCP/IPで接続された LAN上のクライアントから Groupmaxのメールを利用するた
めのリモート機能について説明しています。

付録 D　クラスタ環境の設定
Address Server，Mail Server環境をクラスタ環境で使用するための設定について説明していま
す。

付録 E　運転席メールの使用
運転席からのメールの受信，および送信の方法について説明しています。

付録 F　メールの稼働中バックアップ
ユーザがMail Serverの一部の機能を利用できる状態でバックアップを取得できる，Mail Server
独自のバックアップ方法について説明しています。

付録 G　LDAPディレクトリ認証
LDAPディレクトリサーバによってユーザ認証を実行するための設定について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

Groupmax Address/Mail Version 6 システム管理者ガイド ユティリティ編 (3020-3-B53)
一括登録ユティリティの使用方法，Mail - Administrator Utilitiesおよび Groupmax 
Directory Serverのセットアップと運用について説明しています。

Groupmax Integrated Desktop Version 6 ユーザーズガイド (3020-3-B38)
電子メール，電子掲示板および電子アドレス帳の機能について説明しています。

Groupmax Object Server Version 6 システム管理者ガイド (3020-3-B56)
Object Serverと High - end Object Serverの環境設定，運用方法について説明しています。

Groupmax Scheduler/Facilities Manager Version 6 システム管理者ガイド (3020-3-B57)
Scheduler Serverの環境設定，運用方法について説明しています。
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Groupmax Workflow Version 6 システム管理者ガイド (3020-3-B59)
Workflow Serverの環境設定，運用方法について説明しています。

Groupmax Document Manager Version 6 システム管理者ガイド (3020-3-B54)
Document Managerの環境設定，運用方法について説明しています。

Windows NT Groupmax System Manager - TCP/IP/System Agent - TCP/IP Version 5 システム
管理者ガイド (3020-3-A82)

System Manager - TCP/IPおよび System Agent - TCP/IPの環境設定，運用方法について
説明しています。

Windows NT Groupmax Remote Installation Server Version 3(3020-3-A40)
Windows NT Groupmax Remote Installation Server Version 3の使用方法について説明し
ています。

Groupmax Mail - SMTP Version 6 運用ガイド (3020-3-B55)
Mail - SMTPの環境設定，運用方法について説明しています。

Groupmax Version 6i サーバ環境設定ガイド（3020-3-B73）
Groupmaxの導入時に必要な Object Server，Address Server，Mail Serverなどのサーバ
製品の環境設定方法について説明しています。

MULTI2暗号ライブラリ &ユーティリティ Keymate/Multi ユーザーズガイド (3020-3-652)
MULTI暗号ライブラリ機能を利用したデータの暗号化の仕組みと操作方法について説明し
ています。

日立ディレクトリサービス 管理者ガイド（3020-3-763）
Hitachi Directory Gatewayの機能および環境設定の方法について説明しています。

日立ディレクトリサービス 導入編（3020-3-825）
日立ディレクトリサービスの基本的な構成，概念およびインストール方法について説明し
ています。

日立ディレクトリサービス システム管理編（3020-3-826）
日立ディレクトリサービスの環境設定および運用方法について説明しています。

日立ディレクトリサービス AP開発編（3020-3-827）
Hitachi Directory Runtime Version 2を利用してアプリケーションプログラムを開発する方
法について説明しています。

■マニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品名称を次に示す略称で表記しています。

製品名称 略称

Groupmax Address Server Version 6 Address Server

Groupmax Address Server - Replication Option 
Version 6

Address Server - Replication Option
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Windows 2000をご使用の方は，本文中の「Windows NT」を「Windows 2000」と読み替えてくだ
さい。

Groupmax Mail Server Version 6 Mail Server

Groupmax Mail - X.400 Version 6 Mail - X.400

Groupmax Address Server - Monitor Version 6，お
よび Groupmax Address Server -Data Collection 
Version 6

Monitor/Data Collection

Groupmax Mail - Administrator Utilities  Version 3 Mail - Administrator Utilities

Groupmax Directory Server Version 3 Groupmax Directory Server

Groupmax Directory Client Version 3 Groupmax Directory Client

Groupmax Mail - SMTP Version 6 Mail - SMTP

Groupmax Document Manager Version 6 Document Manager

Groupmax Object Server Version 6 Object Server

Groupmax High-end Object Server Version 6 High - end Object Server

Groupmax Scheduler Server Version 6 Scheduler

Groupmax Workflow Server Version 6 Workflow

Groupmax System Manager - TCP/IP Version 6 System Manager - TCP/IP

Groupmax System Agent - TCP/IP Version 6 System Agent - TCP/IP

Groupmax World Wide Web Desktop Version 6，
Groupmax World Wide Web Desktop for Scheduler 
Version 6，および Groupmax Workflow - End-user 
Tools Version 6 for WWW

Groupmax WWW Desktop

Groupmax Integrated Desktop Version 6 Integrated Desktop

Groupmax Server Setup Wizard Version 6 Setup Wizard

Groupmax Mail Client Version2.0 Gmax Mail

Keymate/Multi for HI-UX/WE2 Keymate/Multi

Keymate/Multi for HP-UX

Keymate/Multi Version 2

Microsoft(R) MS-DOS(R) MS-DOS

Microsoft(R) Windows(R) Operating System Version 
3.1

Windows 3.1

Microsoft(R) Windows(R) 95 Operating System Windows 95

Microsoft(R) Windows(R) 98 Operating System Windows 98

Microsoft(R) Windows NT(R) Server Network 
Operating System Version 4.0,Microsoft(R) Windows 
NT(R) Workstation Operating System Version 4.0, 
Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating 
Systemおよび Microsoft(R) Windows(R) 2000 
Advanced Server Operating System

Windows NT

製品名称 略称
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VI

マニュアルの本文中でマニュアル名称の後に「（Windows用）」と記述されている場合は，そのマ
ニュアルの適用 OSがWindows NT，およびWindows 2000であることを示します。

■このマニュアルで使用する記号
このマニュアルで使用する記号について説明します。

このマニュアルでは，FLORAシリーズの代表的なキーボード表記を使用しています。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
宛先（あてさき），必須（ひっす），閉塞（へいそく），桁（けた），汎用（はんよう），貼る（は
る）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

記号 意味

[　　] キー，メニューの名称や項目，またはダイアログボックスのボタン
を示します。

[　　]+[　　] ＋の前のキーを押したまま，後のキーを押すことを示します。
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第 1編　導入編

1　 概要
この章では，Address ServerおよびMail Serverの機能，シス
テム構成ならびに使用する用語について説明します。

1.1　Address Server，Mail Serverとは

1.2　サーバ構成

1.3　組織構成

1.4　メール構成

1.5　掲示板構成

1.6　メールボックス構成
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1.1　Address Server，Mail Serverとは

日立の統合型グループウェア Groupmaxでは，いくつかのアプリケーションを組み合わ
せて Groupmaxシステムを構成します。Groupmaxシステムの中で，Address Serverと
Mail Serverは次のようなサービスを提供します。

Address Server
システムを導入する組織の構成に合わせて，組織やユーザなどのシステム共通の情
報を登録・管理します。また，Address Serverは Groupmaxシステムへログインす
るユーザを認証します。ほかの Groupmaxアプリケーションと連携させることで，
Groupmaxシステム全体のユーザ情報を一元的に管理できます。

Mail Server
Groupmaxシステム上で，電子メール，電子掲示板，回覧などのサービスを提供し
ます。X.400，POP3などの標準プロトコルに準拠しています。ほかの Groupmax
アプリケーションとあわせて利用することで，ほかのメールシステムとメールをや
り取りできます。

Address ServerとMail Serverは，上記のようなサービスの提供だけでなく，システム
の拡大や変更，ユーザ数の増加などに対応するための運用・管理機能も提供します。こ
れらの機能の詳細については，「第 2編　設定編」および「第 3編　運用編」を参照して
ください。

また，Address ServerとMail Serverには，それぞれの拡張機能を提供する関連プログ
ラムがあります。次の四つのプログラムについては，このマニュアル，および
「Groupmax Address/Mail Version 6 システム管理者ガイド　ユティリティ編」
（Windows用）で説明しています。

Address Server - Replication Option
サイトに一つ設定して，マスタ管理サーバからの登録情報のレプリケーションを中
継する機能を提供します。サイト，マスタ管理サーバ，レプリケーションについて
は「1.2　サーバ構成」で説明します。

Directory Server
LDAPによって，アドレス管理ドメイン間を接続します。ほかのアドレス管理ドメ
インのアドレス情報をアクセスできる機能を提供します。アドレス管理ドメインに
ついては「1.2.1　サーバ管理階層」で説明します。

Mail - X.400
X.400プロトコルによって，アドレス管理ドメイン間でメールをやり取りできるよ
うにする機能を提供します。

Monitor/Data Collection，Mail - Administrator Utilities
送信メール，受信の使用頻度，掲示板へのアクセスなどの稼働統計情報を取得する
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機能を提供します。

次に Groupmaxシステムでの，Address Server，Mail Serverの位置付けを図 1-1に示
します。

図 1-1　Groupmaxシステムのプログラム構成

Object Server，High-end Object Serverは，各 Groupmaxアプリケーションが使用する
データを管理します。Address Server，Mail Serverを使用する場合，Object Serverま
たは High-end Object Serverが前提プログラムになります。

以降の節では，Address Server，Mail Serverのシステム構成と使用する用語について説
明します。
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1.2　サーバ構成
Address ServerおよびMail Serverの機能を提供する各種サーバについて，その構成と
機能を説明します。

1.2.1　サーバ管理階層
Address ServerおよびMail Serverのシステムは，通常，複数のサーバによる分散処理
で管理されます。システムを構成するサーバは，上位のサーバが下位のサーバをまとめ
て管理する，階層状の構成になっています。システム内のサーバ構成を，図 1-2に示し
ます。

図 1-2　システム内のサーバ管理階層
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サーバを管理するための階層は，次の二つです。

アドレス管理ドメイン
一つのマスタ管理サーバが管理する範囲を指します。Address ServerおよびMail 
Serverのシステムの中で，最上位の階層です。アドレス管理ドメインは，複数のサ
イトから構成されます。

サイト
アドレス管理ドメイン内のサーバを管理するための階層です。サイトは，一つまた
は複数のアドレスサーバとメールサーバから構成されます。
サイトはサーバの起動，停止および状態監視の単位になります。また，レプリケー
ションの単位にもなります。レプリケーションについては，「1.2.2　サーバの種類 」
の「マスタ管理サーバ」を参照してください。

1.2.2　サーバの種類
次に，各サーバの機能と実行する処理を示します。

マスタ管理サーバ
アドレス管理ドメイン全体を管理するサーバです。一つのアドレス管理ドメインに
一つだけあり，サーバマシンで動作します。
マスタ管理サーバの機能を次に示します。
• アドレス管理ドメイン全体のシステム構成情報の管理
• サイトの登録
• アドレスサーバ，メールサーバの登録
• ユーザや組織の登録
• グループの登録
• 役職の定義
• 各サーバへの登録情報の配布

運転席または一括登録で，ユーザ，組織，グループおよび掲示板アクセス権限を登
録すると，最初にマスタ管理サーバのデータベースに登録されます。その後，マス
タ管理サーバは，登録された情報の複製（レプリカ）をアドレスサーバに転送しま
す。そして，アドレスサーバは，受け取った情報を自分のデータベースに登録しま
す。これをレプリケーションといいます。

アドレスサーバ /メールサーバ
Address Serverがインストールされ，サイトに登録されたサーバをアドレスサーバ
と呼びます。アドレスサーバは各 Groupmaxアプリケーションからの要求に従っ
て，ログインしようとするユーザを認証します。
アドレスサーバ上にMail Serverがインストールされ，メールアプリケーション情
報が設定されたサーバをメールサーバと呼びます。メールサーバは，複数のメール
アプリケーションプログラムから構成されています。Address ServerおよびMail 
Serverのクライアントからの要求に従って，電子メールや掲示板などのサービスを
提供します。
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アドレスサーバ，メールサーバはマスタ管理サーバのマシン上にも設定できます。
アドレス管理ドメイン内にメールサーバを設定する場合は，マスタ管理サーバにも
メールサーバを設定してください。

レプリケーション中継サーバ
サイト内で一つ設定します。マスタ管理サーバから登録情報の複製（レプリカ）を
受信し，サイト内の各アドレスサーバへレプリカを転送します。レプリケーション
中継サーバを設定することで，マスタ管理サーバから各サイトへのレプリカの転送
が 1回で済みます。
アドレスサーバをレプリケーション中継サーバとして設定するには，Address 
Server - Replication Optionのインストールとセットアップが必要です。マスタ管理
サーバは，レプリケーション中継サーバに設定できません。

ディレクトリサーバ
各アドレス管理ドメインのマスタ管理サーバに設定します。アドレス管理ドメイン
間でアドレス情報をアクセスできるようにします。Hitachi Directory Gatewayとあ
わせて利用すると，アクセス性能を向上できます。Hitachi Directory Gatewayにつ
いては，マニュアル「日立ディレクトリサービス管理者ガイド」を参照してくださ
い。

1.2.3　管理プログラム
管理プログラムは，マスタ管理サーバと連携して，ユーザ情報とサーバ情報の設定，監
視，保守をします。

運転席
運転席からは，各種のシステム管理プログラムを実行して，各種の情報の設定，監
視，保守をします。
運転席は，通常，マスタ管理サーバのあるマシン上で運用します。Address Server
とMail Serverは，運転席を共用するため，Address Serverの運転席にはMail 
Serverの機能が表示されます。
なお，運転席とマスタ管理サーバをそれぞれ別のマシンで運用することもできます。

一括登録ユティリティ /グループ・掲示板メンバ一括登録ユティリティ
最上位組織，組織，ユーザ，グループ，掲示板のメンバなどの情報を，運転席を使
わないで一括して登録したり，出力したりするためのプログラムです。一括登録ユ
ティリティ /グループ・掲示板メンバ一括登録ユティリティについては，マニュアル
「Groupmax Address/Mail Version 6 システム管理者ガイド　ユティリティ編」
（Windows用）を参照してください。

起動・停止コマンド
運転席を使わないで，サイト，サーバ，メールアプリケーションプログラムを起動・
停止するコマンドです。
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1.2.4　メールアプリケーションプログラム
メールアプリケーションプログラムは，運転席または起動コマンドの指示によって起動
されます。各メールアプリケーションプログラムを次に説明します。

メール通信制御 (X.400-MHS)
OSI（Open Systems Interconnection）規定の 88年版 X.400プロトコルを実装した
MTA（Message Transfer Agent）です。メール通信を制御します。

クライアント・掲示板制御 (USER-AGENT)
PC（Personal Computer）クライアントから要求されたメール，掲示板，回覧など
の処理を X.400-MHSを使って実行します。

回覧制御 (OAFmfsv)
回覧機能を制御します。

メールユーザ管理支援制御 (oasfilreq)
クライアントからのユーザ管理を実行します。

リモート PC(RS232C)制御 (REMOTE-PC)
RS232Cで接続されたリモート PCを制御します。

リモート PC(TCP/IP)制御 (tcp_demon)
TCP/IPで接続されたリモート PCを制御します。

1.2.5　X.400-MHS
メールサーバを使用する場合は，メールのやり取りをするために必要な X.400-MHSの
設定が必要になります。ここでは，X.400-MHSの設定に必要な用語について説明しま
す。

MTA
メッセージ (メール )を送信および受信するための配信，転送用プログラムです。
メールサーバに必ず一つあります。

隣接 MTA
自MTAとネットワーク上で直接メールを送信および受信するMTAを，隣接MTA
として登録します。各サーバ単位に隣接MTAを登録します。
Mail Serverでは，隣接MTAの自動設定機能を提供しますので，通常は隣接MTA
の設定は必要ありません。

ルーティング
メールの宛先に従って，どの隣接MTAへメールを転送するかまたはどの隣接MTA
を経由して転送するかの経路を決めておくことをルーティングといいます。メール
は，あらかじめ設定されたルーティング情報に従って，宛先のユーザがいるMTAま
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で転送されます。
Mail Serverでは，ルーティング情報の自動設定機能を提供します。

ルーティンググループ
ルーティングを自動設定するための単位です。ルーティンググループ内のすべての
MTAが隣接MTAとして自動的に登録され，相互にルーティングされます。

ルーティングマスタ MTA
ルーティンググループ間でメッセージを転送します。各ルーティンググループには，
必ず一つだけルーティングマスタMTAを登録します。ルーティングマスタMTAは
相互に隣接MTAとして自動的に登録され，相互にルーティングされます。
ルーティングマスタMTAは，異なるルーティンググループにわたって登録すること
もできます。
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1.3　組織構成
Address Serverでは，システムを導入した組織（例えば，会社，官庁など）に対応した
階層構造を構築し，ユーザの情報を管理します。例えば，Address Serverを使用する
ユーザの名前を，ユーザが所属する部や課ごとにまとめて，会社の組織と同じ形のツ
リー構造として表示できます。

階層構造を構成する概念には，最上位組織，組織，ユーザがあります。また，階層構造
とは別に，グループや統括組織などの概念があります。次に，これらの概念について説
明します。

1.3.1　最上位組織
会社の構造に例えると，会社そのものに相当するもので，組織，およびユーザで構成さ
れます。システム内には，複数の最上位組織を登録できます。システムを導入した組織
の体系に合わせて，最上位組織の下に，複数の組織，および複数のユーザを登録して，
階層構造を構築します。

最上位組織の上に組織を作成することはできません。

最上位組織は，共用メールボックスを利用できません。

なお，Groupmaxではアプリケーションやサーバなどの，システムを構成する要素を，
組織として登録して管理しています。システムが管理する組織の最上位組織として，
「Groupmax_system」が初期登録されます。これは，Groupmaxアプリケーションがシ
ステム運用のために使用します。

！！！！ 注意事項

最上位組織 Groupmax_systemは Groupmaxシステムで使用しますので，
Groupmax_system以下のシステム固有の組織には，通常のユーザ・組織は登録しないでく
ださい。なお，最上位組織 Groupmax_system以下の階層は，クライアントからは表示でき
ません。

1.3.2　組織
一つ以上のユーザおよび組織で構成される集まりのことです。会社の構造に例えると，
部や課などに当たります。最上位組織の下には，組織を 10階層まで作成できます。

組織には，次の二つの種類があります。

アドレス帳組織
アドレス帳上の名前だけの組織です。共用メールボックスを利用できません。

アドレス組織
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メール属性を持ち，Mail Serverを利用する組織です。共用メールボックスを利用で
きます。

1.3.3　ユーザ
システムが個人として扱う単位です。一つの組織には，複数のユーザを登録できます。
システム内では，各ユーザが所有する一意な ID（ユーザ ID）によって管理されます。

ユーザには，次の三つの種類があります。

アドレス帳ユーザ
アドレス帳上の名前だけのユーザです。

アドレスユーザ
Address Serverを利用するユーザです。Address Serverによる認証の対象となり，
Mail Serverなどの Groupmaxアプリケーションを利用できます。

宛先ユーザ
アドレス帳上の名前だけのユーザです。X.400の O/R名を指定することで，Mail 
Serverの宛先に指定できます。

なお，一つのユーザが，複数の組織に所属し，複数の役職を持つこともできます。これ
を兼任と呼びます。本来所属する組織のほかに所属する組織を兼任先と呼び，兼任先か
ら見たユーザを兼任ユーザと呼びます。兼任ユーザはアドレス帳ユーザまたは宛先ユー
ザ扱いとなり，メールボックスを持ちません。本来所属する組織に居る兼任元のユーザ
は，主体ユーザと呼びます。

また，ユーザには，部長や課長などの役職を設定できます。役職を設定すると，Mail 
Serverのユーザ一覧などで，設定した役職の順番にユーザを表示できます。

組織とユーザの概念を，図 1-3に示します。
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図 1-3　組織とユーザ

1.3.4　グループ
組織の階層構造とは無関係に，ユーザや組織をまとめて，名前を付けたものです。例え
ば，複数の課が加わるプロジェクトがある場合に，そのプロジェクトにかかわる複数の
ユーザや組織をまとめて，グループを設定できます。

グループを構成している組織やユーザを，そのグループのメンバと呼びます。組織，
ユーザを複数指定したり，グループ間でメンバが重複したりしても構いません。また，
ユーザだけでグループを構成したり，組織だけでグループを構成したりしても構いませ
ん。

最上位組織や，グループそのものをグループのメンバにすることはできません。

グループ自体をアドレス帳やメール宛先で利用することはできません。

グループ，組織，およびユーザの関係を，図 1-4に示します。
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図 1-4　グループ，組織，及びユーザの関係

組織 Bを，組織 Dと組織 Eの上位組織と呼びます。逆に，組織 Dと組織 Eを組織 Bの
下位組織と呼びます。ユーザは，最上位組織に直接所属できます。ただし，ユーザの下
にユーザを登録したり，最上位組織の下に最上位組織を登録したりすることはできませ
ん。
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1.4　メール構成
Mail Serverは，Groupmaxシステム上で，メールや回覧機能などのサービスや，それら
のサービスのための管理機能を提供します。ここでは，Mail Serverの提供するメール
サービスの構成について説明します。

個人メール
ユーザ単位のメールサービスで，ユーザメールボックスに対応します。メール属性
付きのアドレスユーザが利用できます。

組織メール
組織単位のメールサービスで，共用メールボックスに対応します。メール属性付き
のアドレス組織に属するユーザが利用できます。

管理者メール
システム管理者が利用するメールサービスです。

回覧メール
配布ルートを定義できる特別なメールサービスです。個人メールから利用できます。
このマニュアルでは，サーバでの定義について説明します。クライアントでの定義
については，マニュアル「Groupmax Integrated Desktop Version 6 ユーザーズガイ
ド」を参照してください。
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1.5　掲示板構成
掲示板は，アクセス権限を持つユーザが記事を掲示したり，閲覧した記事に対してコメ
ントを付けたりできる機能です。

掲示板には，ユーザごとに，参照や書き込みなどのアクセス権限を設定できます。

1.5.1　掲示板の種類
掲示板には，次に示す 2種類があります。

一般掲示板
一般掲示板には，ユーザがクライアントから記事を投稿し，掲示できます。

定型掲示板
定型掲示板には，帳票データなどの定型の文書を登録できます。また，クライアン
トからその文書を読み込んで利用できます。

1.5.2　掲示板システムの構成
掲示板システムは，一つのマスタ掲示板から，複数のレプリカ掲示板に記事や定型文書
を配布する機能を持ちます。これによって，すべてのサーバで同じ記事・文書を掲示し，
参照できます。

マスタ掲示板
マスタ掲示板に投稿された記事は，レプリカ掲示板に配布されます。各掲示板に対
して，一つのマスタ掲示板が必要です。

レプリカ掲示板
レプリカ掲示板には，マスタ掲示板からの記事の複製が配布されます。レプリカ掲
示板を複数設定することで，複数のサーバで同じ記事・定型文書の情報を共有でき
ます。
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1.6　メールボックス構成
ここでは，メールボックスと，統括組織について説明します。

1.6.1　メールボックスの種類
メールボックスとは，メールを管理するための郵便受けのような仕組みです。Mail 
Serverでは，組織やユーザが，メールボックスを通してメールをやり取りします。

メールボックスには，共用メールボックスとユーザメールボックスがあります。

共用メールボックス
各組織に割り当てられるメールボックスです。組織に所属するユーザは，共用メー
ルボックスにアクセスできます。また，共用メールボックスを，複数の組織で共用
することもできます。

ユーザメールボックス
ユーザごとに割り当てられるメールボックスです。

ユーザは，一つの組織，または最上位組織に所属し，複数の組織に対して共用メール
ボックス用のアクセス権を所有できます。複数の組織に対してアクセス権を所有するこ
とで，自分が所属していない組織の共用メールボックスにアクセスできます。

！！！！ 注意事項

最上位組織には共用メールボックスを割り当てることができません。このため，最上位組織
に直接登録されたユーザは，共用メールボックスを持てません（クライアントで組織メール
が使用できません）。

図 1-5に，メールボックスの組織内および組織間の関係を示します。



1.　概要

16

図 1-5　メールボックスの関係

1.6.2　統括組織
共用メールボックス（組織メール）からメールを送るときは，メールの受信側で表示さ
れる発信者の所属組織を，実際の組織の階層構造とは関係なく指定できます。このとき
指定する組織を統括組織と呼びます。

なお，最上位組織は，統括組織に指定できません。
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2　 アドレスサーバ環境の構築
マルチサーバ構成でアドレスサーバ環境を構築する方法を具体
例を示して説明します。

2.1　アドレスサーバ環境構築の概要

2.2　アドレスサーバ環境構築のための事前準備

2.3　アドレスサーバ環境を構築する手順
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2.1　アドレスサーバ環境構築の概要
マルチサーバ構成でアドレスサーバ環境を構築する方法について，具体的な構築例を示
して説明します。ここで示す構築例に従って作業すれば，必要最小限のマルチサーバ構
成でのアドレスサーバ環境を構築できます。急いでマルチサーバ構成でのアドレスサー
バ環境を構築したい，調査，評価などのためにマルチサーバ構成でのアドレスサーバ環
境を構築したいなどのときにお読みください。構築例での各作業の詳細については，「4. 
システムの環境設定」および「5. システムの運用設定」を参照してください。

なお，ここでは Setup Wizardを利用した環境構築については説明しません。Setup 
Wizardを利用した環境構築については，マニュアル「Groupmax Version 6i サーバ環境
設定ガイド」（Windows用）を参照してください。

ここでは，図 2-1に示す構築例に沿って説明を進めます。

図 2-1　アドレスサーバ環境の構築例
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マルチサーバ構成としては最小規模の 2台のマシンで構築しています。オペレーティン
グシステム（以降，OS（Operating System）と略します）にはWindows NT 4.0を，
データベースには Object Serverを使用しています。

注意
• このマニュアルではWindows NT，Object Serverの機能について詳しく説明して
いません。Windows NTの機能について詳しく知りたい場合は，Windows NTの
マニュアルを参照してください。 また，Object Serverの機能について詳しく知り
たい場合は，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6システム管理者ガ
イド」（Windows用）を参照してください。

• ここで説明する構築方法は，Windows NT 4.0のセットアップ，および TCP/IP環
境が整っていることを前提にしています。

図 2-1の環境を構築する場合，表 2-1に示す作業を順番に実行します。

表 2-1　アドレスサーバ環境構築の作業項目

作業の分類 項番 作業内容 操作対象

host1 host2

事前準備 1 システム管理者のアカウントをWindows NTへ登録 ○ ○

2 hostsファイルの設定 ○ ○

3 プログラム（Object Serverおよび Address Server）のイ
ンストール

○ ○

4 システムのリブート ○ ○

5 servicesファイルの設定 ○ ○

6 データベース定義ファイルの作成 ○ ○

7 データベースの初期化 ○ ○

8 Object Serverの起動 ○ ○

アドレス
サーバ

9 Address Serverのセットアップ ○ ○

10 マスタ管理サーバのアドレスサービスの開始 ○ －

11 アドレスサーバのアドレスサービスの開始 － ○

12 運転席の起動 ○ －

13 サイトの登録 ○ －

14 アドレスサーバの登録 ○ －

15 運転席の停止 ○ －

16 アドレスサーバのアドレスサービスを停止 － ○

17 マスタ管理サーバのアドレスサービスを停止 ○ －

18 マスタ管理サーバのアドレスサービスを開始 ○ －
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（凡例）
○は該当する作業内容をそのマシンで操作することを，－は該当する作業内容をそ
のマシンで操作しないことを示す。

作業の分類が「事前準備」になっている項目は，Address Serverをインストールし，設
定する前に作業する必要があることを示します。作業の分類が「アドレスサーバ」に
なっている項目は， Address Serverのインストール以降の作業で， Address Serverの機
能を使用して作業することを示しています。

19 アドレスサーバのアドレスサービスを開始 － ○

20 運転席の起動 ○ －

作業の分類 項番 作業内容 操作対象

host1 host2
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2.2　アドレスサーバ環境構築のための事前準備
表 2-1の事前準備に該当する，次の作業内容について説明します。

1. システム管理者のユーザアカウントの登録
2. hostsファイルの設定
3. プログラム（Object Serverおよび Address Server）のインストール
4. システムのリブート
5. servicesファイルの設定
6. データベース定義ファイルの作成
7. データベースの初期化
8. Object Serverの起動

ここで説明する事前準備の「データベースの初期化」以外の操作は，host1(マスタ管理
サーバ +運転席 )，host2(アドレスサーバ )の両方のサーバに対して実行します。また，
どちらのサーバから作業しても構いません。データベースの初期化では，host1と host2
で指定する値が違います。詳細については「(7) データベースの初期化」を参照してくだ
さい。

（1） システム管理者のユーザアカウントの登録

Address Serverのシステム管理者のユーザアカウントがWindows NTに登録されている
必要があります。新規にユーザアカウントを登録する手順を次に示します。

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]から [管理ツール (共通 )]の [ドメインユー
ザーマネージャ ]を選択します。
次のユーザーマネージャウィンドウが表示されます。
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2. メニューの [ユーザー (U)]から [新しいユーザー (U)...]を選択します。
次の新しいユーザーダイアログボックスが表示されます。

3. ユーザー名 (U)，パスワード (P)，パスワードの確認入力 (C)を入力します。
デフォルトで [ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要 (M)]がチェックさ
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れているので，チェックを外してください。

4. [グループ (G)]ボタンを選択します。
次のグループメンバーシップダイアログボックスが表示されます。

5.「所属しないグループ (N)」のリストから「Administrators」を選択して，[<-追加 (A)]
ボタンを選択します。
「所属するグループ (M)」のリストに「Administrators」が表示されます。
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6. [OK]ボタンを選択してグループメンバーシップダイアログボックスを終了します。

7. 新しいユーザーダイアログボックスで [追加 ]ボタンを選択します。
ユーザアカウントが追加されます。

8. [閉じる ]ボタンを選択して，新しいユーザーダイアログボックスを終了します。

9. ログオフして新しいユーザアカウントでログオンします。

（2） hostsファイルの設定

host1と host2のマシンの hostsファイルをメモ帳などのエディタで開いて，host1と
host2のホスト名とその IPアドレスが設定されているかどうかを確認してください。設
定されていない場合は追加してください。hostsファイルは次の場所に格納されていま
す。

<Windows NTインストール先ディレクトリ>¥system32¥drivers¥etc¥hosts

（3） プログラムのインストール

日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動してインストールを開始します。
Object Serverおよび Address Serverをインストールします。なお，マスタ管理サーバ
+運転席をインストールする host1とアドレスサーバをインストールする host2では，
インストール方法が異なります。それぞれの方法に従ってください。

（a）マスタ管理サーバ +運転席 (host1)のインストール

1. 日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動します。

2. インストールプログラムの画面に従って作業を進め，インストールする製品を選択す
るためのダイアログボックスが表示されたら，インストールするサーバセット製品名
を選択します。
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3.［インストールの実行］をクリックします。
サーバセット製品をインストールする Groupmax統合インストーラが起動されます。

4.「カスタム」を選択します。
インストールする製品を選択するためのダイアログボックスが表示されます。

5.「Groupmax Object Server Version 6」および「Groupmax Address Server Version 6」
を選択します。
管理者の会社名と個人名を入力するダイアログボックスが表示されます。

6. 会社名と個人名を入力し，[開始 (S)]ボタンを選択します。
Object Serverのインストール先ディレクトリを指定するダイアログボックスが表示
されます。

7. Object Serverインストール先ディレクトリを入力します。
デフォルトとして次のディレクトリが表示されています。
<Windows NTインストール先ドライブ
>:¥Win32app¥HITACHI¥Groupmax¥ObjectSV
そのまま [続行 (G)]ボタンを選択します。指定したディレクトリがない場合，作成す
るかどうか問い合わせてきますので [はい ]を選択します。
Object Serverがインストールされます。

8. [終了 (E)]ボタンを選択します。
Object Serverのインストールが完了します。
続いて，次の Address Serverインストールダイアログボックスが表示され，Address 
Serverのインストールが開始されます。
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9.「マスタ管理サーバ +運転席 (M)」をチェックして，[続行 (G)]ボタンを選択します。
次のインストール先ディレクトリを指定するためのダイアログボックスが表示されま
す。

10.[続行 (G)]ボタンを選択します。
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11. [はい (Y)]ボタンを選択します。
インストール処理が開始されます。処理が終了すると次のメッセージ
が表示されます。

12.[終了 (E)]ボタンを選択します。
Address Serverのインストールは完了です。

（b）アドレスサーバ (host2)のインストール

1. 日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動します。

2. インストールプログラムの画面に従って作業を進め，インストールする製品を選択す
るためのダイアログボックスが表示されたら，インストールするサーバセット製品名
を選択します。

3.［インストールの実行］をクリックします。
サーバセット製品をインストールする Groupmax統合インストーラが起動されます。

4.「カスタム」を選択します。
インストールする製品を選択するためのダイアログボックスが表示されます。

5.「Groupmax Object Server Version 6」および「Groupmax Address Server Version 6」
を選択します。
管理者の会社名と個人名を入力するダイアログボックスが表示されます。
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6. 会社名と個人名を入力し，[開始 (S)]ボタンを選択します。
Object Serverのインストール先ディレクトリを指定するダイアログボックスが表示
されます。

7. Object Serverインストール先ディレクトリを入力します。
デフォルトとして次のディレクトリが表示されています。
<Windows NTインストール先ドライブ
>:¥Win32app¥HITACHI¥Groupmax¥ObjectSV
そのまま [続行 (G)]ボタンを選択します。指定したディレクトリがない場合，作成す
るかどうか問い合わせてきますので [はい ]を選択します。
Object Serverがインストールされます。

8. [終了 (E)]ボタンを選択します。
Object Serverのインストールが完了します。
続いて，次の Address Serverインストールダイアログボックスが表示され，Address 
Serverのインストールが開始されます。

9.「アドレスサーバ (Q)」をチェックして，[続行 (G)]ボタンを選択します。
次のインストール先ディレクトリを指定するためのダイアログボックスが表示されま
す。
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10.[続行 (G)]ボタンを選択します。

11. [はい (Y)]ボタンを選択します。
インストール処理が開始されます。処理が終了すると次のメッセージが表示されま
す。
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12.[終了 (E)]ボタンを選択します。
Address Serverのインストールは完了です。

（4） システムのリブート

Object Serverおよび Address Serverのインストールが終了すると，リブートするよう
にメッセージが表示されるので，Windows NTをリブートします。

リブートが完了したら，管理者のアカウントでログオンします。

（5） servicesファイルの設定

エディタなどを使用して servicesファイルを設定できますが，Object Serverが提供する
Groupmaxサーバ環境設定ユティリティで簡単に設定できます。

次にその操作手順を示します。

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [Groupmax環境
設定 ]を選択します。
次の Groupmax環境設定ウィンドウが表示されます。

2. 通信環境設定アイコンを起動します。
次のポート番号の設定ダイアログボックスが表示されます。
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3.「Address/Mail Server」だけがチェックされている状態にします。

4. [設定 ]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

5. [OK]ボタンを選択します。
servicesファイルの設定は完了です。

（6） データベース定義ファイルの作成

データベース定義ファイルとして，次の二つのファイルを作成します。

初期設定パラメタファイル (esetinit.txt)
ユーザ数，実装メモリなどのシステム情報から，生成される初期設定パラメタを格
納するファイルです。

システム共通定義ファイル (esetrc.txt)
Object Serverシステムに共通の環境を設定するためのファイルです。初期設定パラ
メタファイルの生成時に自動生成されます。
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これらのファイルを作成した後，システムに登録します。次に操作手順を示します。

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [Groupmax環境
設定 ]を選択します。
Groupmax環境設定ウィンドウが表示されます。

2. Object Server簡易設定アイコンを起動します。
次の Object Server簡易設定ダイアログボックスが表示されます。

3.「データベース定義ファイルの作成 (M)」をチェックして，[次へ (N)...>]ボタンを選択
します。
次のデータベース定義ファイルの作成ダイアログボックスが表示されます。
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4. デフォルトの状態で [次へ (N)...>]ボタンを選択します。
次のシステム構成の設定 - データベース初期設定ダイアログボックスが表示されます。
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5.「システム環境の設定」で host1と host2に実装しているメモリサイズを指定します。
「プログラムの選択」で「電子アドレス帳 (A)」だけをチェックした状態にします。

6. [完了 ]ボタンを選択します。
次のデータベース容量の確認ダイアログボックスが表示されます。
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7. [OK]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

8. [OK]ボタンを選択します。
Object Server簡易設定ダイアログボックスに戻ります。
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9. Object Server簡易設定ダイアログボックスで，「システム環境への登録 (E)」を
チェックして，[次へ (N)...>]ボタンを選択します。
次のシステム環境への登録ダイアログボックスが表示されます。

10.データベース定義ファイルの作成ダイアログボックスで指定したパラメタ名称
「myhost」をリストから指定して [登録 (E)]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。
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11. [はい (Y)]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

12.[OK]ボタンを選択します。
これでデータベース定義ファイルの作成と，システムへの登録は完了です。

（7） データベースの初期化

システムに登録したデータベース定義ファイルを基にデータベースを初期化します。次
に操作手順を示します。

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [Object Server管
理ツール ]を選択します。
次の Object Server管理ツールウィンドウが表示されます。
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2. データベース環境設定アイコンを起動します。
次のデータベースの環境設定ダイアログボックスが表示されます。

3.  [データベースの初期化 (I)...]ボタンを選択します。
次のデータベースの初期化ダイアログボックスが表示されます。
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マルチサーバ構成の場合，ノード IDによってデータベースに登録されている情報を
識別します。そのため，サーバごとにユニークな数値を設定する必要があります。

4. ここでは，host1ではノード IDに「1」を，host2ではノード IDに「2」を指定して
[OK]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

5. [OK]ボタンを選択します。
これでデータベースの初期化は完了です。

（8） Object Serverサービスの開始

次に操作手順を示します。

1. コントロールパネルからサービスアイコンを起動します。
次のサービスダイアログボックスが表示されます。
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2. Object Serverを指定して [開始 (S)]ボタンを選択します。
サービスを開始していることを知らせるメッセージが表示されます。サービスの開始
処理が終了すると，このメッセージが消えて，サービスの状態が「開始」になりま
す。
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2.3　アドレスサーバ環境を構築する手順
表 2-1で作業の分類が「アドレスサーバ」に該当する，次の作業内容について説明しま
す。

1. Address Serverのセットアップ
2. アドレスサービスの開始
3. 運転席の起動
4. サイトの登録
5. アドレスサーバの登録
6. システムオプション (パスワード有効期間 )の設定
7. 運転席の停止
8. アドレスサービスの再起動
9. 運転席の起動
10.アドレスサーバ環境構築後の確認

注意
•「マスタ管理サーバ +運転席 (host1) 」と「アドレスサーバ (host2)」で，操作が異
なる作業だけ項目を分けて説明します。

• 操作が同じでも，host1と host2で作業する順番が決まっている場合があります。
その場合は操作説明の前にどちらのマシンから先に作業するかを記述してありま
すので，説明に従って進めてください。

（1） Address Serverのセットアップ

（a）マスタ管理サーバ +運転席 (host1)のセットアップ

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [Address_Mail
セットアップ ]を選択します。
次の Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスが表示されます。
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2.「データベースのスキーマ名 (S)」にシステム構成の設定 - データベース初期設定ダイ
アログボックスで指定したスキーマ名を指定して [OK]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

3. [はい (Y)]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。
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4. [OK]ボタンを選択します。
次のダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスの指定で Address 
Serverが管理するユーザ情報などを登録するためのテーブルが作成されます。

5.「作成 (E)」をチェックして，[OK]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

6. [OK]ボタンを選択します。
コンソールウィンドウが表示され DB（DataBase）テーブルの作成処理が開始されま
す。
処理が終了すると，「続行するときは何かキーを押してください ...」というメッセー
ジが表示されます。何かキーを押せば，セットアップは終了です。

（b）アドレスサーバ (host2)のセットアップ

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [Address_Mail
セットアップ ]を選択します。
次の Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスが表示されます。
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2.「マスタ管理サーバのドメイン名 /ホスト名 (H)」にマスタ管理サーバのホスト名
(host1)を，「データベースのスキーマ名 (S)」にシステム構成の設定 - データベース初
期設定ダイアログボックスで指定したスキーマ名 (gmax)を指定して [OK]ボタンを選
択します。
次のメッセージが表示されます。

3. [はい (Y)]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。
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4. [OK]ボタンを選択します。
次のダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスの指定で Address 
Serverが管理するユーザ情報などを登録するためのテーブルが作成されます。

5.「作成 (E)」をチェックして，[OK]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

6. [OK]ボタンを選択します。
コンソールウィンドウが表示され DBテーブルの作成処理が開始されます。
処理が終了すると，「続行するときは何かキーを押してください ...」というメッセー
ジが表示されます。何かキーを押せば，セットアップは終了です。

（2） アドレスサービスの開始

次に示す順序でアドレスサービスを開始します。

1. マスタ管理サーバ (host1)のアドレスサービスを開始
2. アドレスサーバ (host2)のアドレスサービスを開始

Windows NT版のアドレスサービスの開始は，コントロールパネルのサービスの
「Address Server」の開始を意味します。アドレスサービスを開始する手順を次に示しま
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す。

1. コントロールパネルからサービスアイコンを起動します。
サービスダイアログボックスが表示されます。

2.「Address Server」を指定して [スタートアップ (R)...]ボタンを選択します。
次のダイアログボックスが表示されます。

3.「デスクトップとの対話をサービスに許可 (L)」をチェックして，[OK]ボタンを選択し
ます。

4.「Address Server」を指定して [開始 (S)]ボタンを選択します。
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サービスを開始していることを知らせるメッセージが表示されます。サービスの開始
処理が終了すると，このメッセージが消えて，サービスの状態が「開始」になりま
す。

（3） 運転席の起動

運転席を設定した host1のマシンから実行します。

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [運転席 ]を選択
します。
次の運転席起動条件設定ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボック
スが表示されるのはセットアップ後に初めて起動したときだけです。

2.「設定しない」をチェックして，[了解 ]ボタンを選択します。
次のシステム管理ウィンドウが表示されます。次回から運転席を起動したときは，こ
のウィンドウが最初に表示されます。
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（4） サイトの登録

運転席を起動してシステム管理ウィンドウを表示した後，サイト SITE1，SITE2を登録
します。

1. システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [DBメンテナンス (D)]の [サイト情報
(S)]を選択します。
次のサイト一覧ダイアログボックスが表示されます。
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2. [登録 ]ボタンを選択します。
次のサイト登録 /変更ダイアログボックスが表示されます。

3. サイト名に「SITE1」を入力して [了解 ]ボタンを選択します。
サイト一覧ダイアログボックスに SITE1が表示されます。

4.  [登録 ]ボタンを選択してサイト登録 /変更ダイアログボックスを表示します。

5.「SITE2」を入力して [了解 ]ボタンを選択します。
サイト一覧ダイアログボックスに SITE1，SITE2が表示されます。これでサイトの
登録は完了です。
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（5） アドレスサーバの登録

SITE1に SERVER1を，SITE2に SERVER2を登録します。

1. サイト一覧ダイアログボックスで「SITE1」を選択して，[サーバ一覧 ]ボタンを選択
します。
次に示す SITE1のサーバ一覧ダイアログボックスが表示されます。

2. [登録 ]ボタンを選択します。
次のサーバ追加 /変更ダイアログボックスが表示されます。
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3. サーバ名に「SERVER1」，ドメイン名 /ホスト名に「host1」を入力して [了解 ]ボタ
ンを選択します。
SITE1のサーバ一覧ダイアログボックスに SERVER1が表示されます。

4. [閉じる ]ボタンを選択して SITE1のサーバ一覧ダイアログボックスを終了します。
サイト一覧ダイアログボックスに戻ります。

5. サイト一覧ダイアログボックスで「SITE2」を選択して，[サーバ一覧 ]ボタンを選択
します。
次に示す SITE2のサーバ一覧ダイアログボックスが表示されます。



2.　アドレスサーバ環境の構築

52

6. [登録 ]ボタンを選択します。
次のサーバ追加 /変更ダイアログボックスが表示されます。

7. サーバ名に「SERVER2」，ドメイン名 /ホスト名に「host2」を入力して [了解 ]ボタ
ンを選択します。
SITE2のサーバ一覧ダイアログボックスに SERVER2が表示されます。
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8. [閉じる ]ボタンを選択して SITE2のサーバ一覧ダイアログボックスを終了します。
サイト一覧ダイアログボックスに戻ります。

9. [閉じる ]ボタンを選択してサイト一覧ダイアログボックスを終了します。
システム管理ウィンドウに戻ります。
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！！！！ 注意事項

システム管理ウィンドウが再描画されたときに，[SITE1]ボタン，[SITE2]ボタンが表示さ
れます。

（6） システムオプション (パスワード有効期間 )の設定

システムオプションを使用してアドレスユーザのパスワードに有効期間を設定します。
システムオプションはシステム全体に有効です。

1. システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [システムオプション (Y)]を選択しま
す。
次のシステムオプションダイアログボックスが表示されます。
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2.「ユーザパスワードに有効期間を設定する」をチェックします。
デフォルトで 90日が設定されます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
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パスワードの有効期間が設定され，システムオプションダイアログボックスが終了し
ます。システム管理ウィンドウに戻ります。

（7） 運転席の停止

システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [終了 (X)]を選択します。

（8） アドレスサービスの再起動

アドレスサービスは次の順序で再起動します。

1. アドレスサーバ (host2)のアドレスサービスを停止
2. マスタ管理サーバ (host1)のアドレスサービスを停止
3. マスタ管理サーバ (host1)のアドレスサービスを開始
4. アドレスサーバ (host2)のアドレスサービスを開始

Windows NT版のアドレスサービスの停止は，コントロールパネルのサービスの
「Address Server」の停止を意味します。アドレスサービスを停止する手順を次に示しま
す。

1. コントロールパネルからサービスアイコンを起動します。
サービスダイアログボックスが表示されます。

2.「Address Server」を指定して [停止 (T)]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。
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3. [はい (Y)]ボタンを選択します。
サービスを停止していることを知らせるメッセージが表示されます。サービスの停止
処理が終了すると，このメッセージが消えて，サービスの状態が「空欄」になりま
す。

サービスの開始方法については，「(2) アドレスサービスの開始」を参照してください。

（9） サービス再起動後の運転席の起動

「(3) 運転席の起動」と操作は同じです。host1のマシンから実行します。

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [運転席 ]を選択
します。
システム管理ウィンドウが表示されます。システム管理ウィンドウには，SITE1と
SITE2のボタンが水色で表示されます。

これでアドレスサーバ環境の構築作業は終了です。ユーザ情報などを登録できます。

（10） アドレスサーバ環境構築後の動作確認

正常に構築できているかどうかを確認するためには，次のようにしてください。

1. host1と host2をホームサーバとするアドレスユーザをそれぞれ登録します。
2. 登録したアドレスユーザで，電子アドレス帳にログインします。
正常にログインして電子アドレス帳が参照できれば，アドレスサーバ環境は正常に構
築できています。





59

3　 メールサーバ環境の構築
マルチサーバ構成でメールサーバ環境を構築する方法を具体例
を示して説明します。

3.1　メールサーバ環境構築の概要

3.2　メールサーバ環境構築のための事前準備

3.3　メールサーバ環境を構築する手順
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3.1　メールサーバ環境構築の概要
マルチサーバ構成でメールサーバ環境を構築する方法について，具体的な構築例を示し
て説明します。

ここで示す構築例に従って作業すれば，必要最小限のマルチサーバ構成でのメールサー
バ環境を構築できます。急いでマルチサーバ構成でのメールサーバ環境を構築したい，
調査，評価などのためにマルチサーバ構成でのメールサーバ環境を構築したいなどのと
きにお読みください。構築例での各作業の詳細については，「4. システムの環境設定」お
よび「5. システムの運用設定」を参照してください。

なお，ここでは Setup Wizardを利用した環境構築については説明しません。Setup 
Wizardを利用した環境構築については，マニュアル「Groupmax Version 6i サーバ環境
設定ガイド」（Windows用）を参照してください。

ここでは，図 3-1に示す構築例に沿って説明を進めます。
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図 3-1　メールサーバ環境の構築例

マルチサーバ構成としては最小規模の 2台のマシンで構築しています。OSには
Windows NT 4.0を，データベースには Object Serverを使用しています。

なお，ここで説明する構築方法は，Windows NT 4.0のセットアップ，および TCP/IP環
境が整っていることを前提にしています。

図 3-1の環境を構築する場合，表 3-1に示す作業を順番に実行します。
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表 3-1　メールサーバ環境構築の作業項目

（凡例）
○は該当する作業内容をそのマシンで操作することを，－は該当する作業内容をそ
のマシンで操作しないことを示す。

作業の分類が「事前準備」になっている項目は，Address Serverをインストールし，設
定する前に作業する必要があることを示します。

作業の分類が「アドレスサーバ」になっている項目は， Address Serverの機能を使用し
て作業することを示しています。

作業の分類 項番 作業内容 操作対象

host1 host2

事前準備 1 システム管理者のアカウントをWindows NTへ登録 ○ ○

2 hostsファイルの設定 ○ ○

3 プログラム（Object Server，Address ServerおよびMail 
Server）のインストール

○ ○

4 システムのリブート ○ ○

5 servicesファイルの設定 ○ ○

6 データベース定義ファイルの作成 ○ ○

7 データベースの初期化 ○ ○

8 Object Serverの起動 ○ ○

アドレス・
メール

9 Address Server，Mail Serverのセットアップ ○ ○

アドレス
サーバ

10 マスタ管理サーバのアドレスサービスの開始 ○ －

11 メールサーバのアドレスサービスの開始 － ○

12 運転席の起動 ○ －

13 サイトの登録 ○ －

14 アドレスサーバの登録 ○ －

メールサー
バ

15 メールサーバの設定 ○ －

16 運転席の停止 ○ －

17 メールサーバのアドレスサービスを停止 － ○

18 マスタ管理サーバのアドレスサービスを停止 ○ －

19 マスタ管理サーバのアドレスサービスを開始 ○ －

20 メールサーバのアドレスサービスを開始 － ○

21 運転席の起動 ○ －

22 メールサーバの起動 ○ －
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「メールサーバ」になっている項目は， Mail Serverの機能を使用して作業することを示
しています。 

「アドレス・メール」になっている項目は， Address ServerとMail Serverの両方の機能
を使用して作業することを示しています。
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3.2　メールサーバ環境構築のための事前準備
メールサーバ環境構築時の事前準備では，「プログラム（Object Server，Address Server
およびMail Server）のインストール」，「データベース定義ファイルの作成」以外はアド
レスサーバ環境構築時と同じです。「2.2　アドレスサーバ環境構築のための事前準備」
を参照してください。

1. システム管理者のユーザアカウントの登録
2. hostsファイルの設定
3. プログラム（Object Server，Address ServerおよびMail Server）のインストール
4. システムのリブート
5. servicesファイルの設定
6. データベース定義ファイルの作成 (アドレスサーバ環境構築時と異なる )
7. データベースの初期化
8. Object Serverの起動

ここでは，アドレスサーバ環境構築時との相違点である，「プログラム（Object Server，
Address ServerおよびMail Server）のインストール」と「データベース定義ファイル
の作成」について説明します。

（1） プログラムのインストール

日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動してインストールを開始します。
Object Server，Address ServerおよびMail Serverをインストールします。なお，「運
転席あり」でインストールする host1と「運転席なし」でインストールする host2では，
インストール方法が異なります。それぞれの方法に従ってください。

（a）運転席あり（host1）のインストール

1. 日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動します。

2. インストールプログラムの画面に従って作業を進め，インストールする製品を選択す
るためのダイアログボックスが表示されたら，インストールするサーバセット製品名
を選択します。

3.［インストールの実行］をクリックします。
サーバセット製品をインストールする Groupmax統合インストーラが起動されます。

4.「カスタム」を選択します。
インストールする製品を選択するためのダイアログボックスが表示されます。

5.「Groupmax Object Server Version 6」，「Groupmax Address Server Version 6」および
「Groupmax Mail Server Version 6」を選択します。
管理者の会社名と個人名を入力するダイアログボックスが表示されます。

6. 会社名と個人名を入力し，[開始 (S)]ボタンを選択します。
Object Serverのインストール先ディレクトリを指定するダイアログボックスが表示
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されます。

7. Object Serverインストール先ディレクトリを入力します。
デフォルトとして次のディレクトリが表示されています。
<Windows NTインストール先ドライブ
>:¥Win32app¥HITACHI¥Groupmax¥ObjectSV
そのまま [続行 (G)]ボタンを選択します。指定したディレクトリがない場合，作成す
るかどうか問い合わせてきますので [はい ]を選択します。
Object Serverがインストールされます。

8. [終了 (E)]ボタンを選択します。
Object Serverのインストールが完了します。
続いて，次のMail Serverインストールダイアログボックスが表示され，Mail Server
のインストールが開始されます。

9.「運転席あり (E)」をチェックして，[続行 (G)]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

10.[OK]ボタンを選択します。
Mail Serverのインストール処理が開始されます。
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処理が終了すると，次のメッセージが表示されます。

11. [終了 (E)]ボタンを選択します。
Mail Serverのインストールは完了です。
続いて，Address Serverのインストールに進みます。手順の詳細は，「2.2 アドレス
サーバ環境構築のための事前準備」の「(3) プログラムのインストール」を参照して
ください。

（b）運転席なし (host2)のインストール

1. 日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動します。

2. インストールプログラムの画面に従って作業を進め，インストールする製品を選択す
るためのダイアログボックスが表示されたら，インストールするサーバセット製品名
を選択します。

3.［インストールの実行］をクリックします。
サーバセット製品をインストールする Groupmax統合インストーラが起動されます。

4.「カスタム」を選択します。
インストールする製品を選択するためのダイアログボックスが表示されます。

5.「Groupmax Object Server Version 6」，「Groupmax Address Server Version 6」および
「Groupmax Mail Server Version 6」を選択します。
管理者の会社名と個人名を入力するダイアログボックスが表示されます。

6. 会社名と個人名を入力し，[開始 (S)]ボタンを選択します。
Object Serverのインストール先ディレクトリを指定するダイアログボックスが表示
されます。

7. Object Serverインストール先ディレクトリを入力します。
デフォルトとして次のディレクトリが表示されています。
<Windows NTインストール先ドライブ



3.　メールサーバ環境の構築

67

>:¥Win32app¥HITACHI¥Groupmax¥ObjectSV
そのまま [続行 (G)]ボタンを選択します。指定したディレクトリがない場合，作成す
るかどうか問い合わせてきますので [はい ]を選択します。
Object Serverがインストールされます。

8. [終了 (E)]ボタンを選択します。
Object Serverのインストールが完了します。
続いて，次のMail Serverインストールダイアログボックスが表示され，Mail Server
のインストールが開始されます。

9.「運転席なし (N)」をチェックして，[続行 (G)]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

10.[OK]ボタンを選択します。
Mail Serverのインストール処理が開始されます。
処理が終了すると，次のメッセージが表示されます。
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11. [終了 (E)]ボタンを選択します。
Mail Serverのインストールは完了です。
続いて，Address Serverのインストールに進みます。手順の詳細は，「2.2 アドレス
サーバ環境構築のための事前準備」の「(3) プログラムのインストール」を参照して
ください。

（2） データベース定義ファイルの作成

データベース定義ファイルの作成で，アドレスサーバ環境構築時とメールサーバ環境構
築時では，選択するプログラムが異なります。

次に，システム構成の設定 - データベース初期設定ダイアログボックスを示します。



3.　メールサーバ環境の構築

69

このダイアログボックスで，「プログラムの選択」に次の違いがあります。

アドレスサーバ環境構築時
「電子アドレス帳 (A)」一つだけをチェックした状態にします。

メールサーバ環境構築時
「メール (M)」と「電子アドレス帳 (A)」の二つをチェックした状態にします。
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3.3　メールサーバ環境を構築する手順
表 3-1で作業の分類が「アドレスサーバ」「アドレス・メール」「メールサーバ」に該当
する，次の作業内容について説明します。

1. Address Server，Mail Serverのセットアップ
2. アドレスサービスの開始
3. 運転席の起動
4. サイトの登録
5. メールサーバの登録
6. システムオプション (パスワード有効期間 )の設定
7. 運転席の停止
8. アドレスサービスの再起動
9. 運転席の起動
10.メールサーバの起動
11.メールサーバ環境構築後の動作確認

注意
•「マスタ管理サーバ +運転席 (host1) 」と「メールサーバ (host2)」で，操作が異な
る作業だけ項目を分けて説明します。

• 操作が同じでも，host1と host2で作業する順番が決まっている場合があります。
その場合は操作説明の前にどちらのマシンから先に作業するかを記述してありま
すので，説明に従って進めてください。

（1） Address Server，Mail Serverのセットアップ

（a）マスタ管理サーバ +運転席 (host1)のセットアップ

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [Address_Mail
セットアップ ]を選択します。
次の Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスが表示されます。Mail 
Serverをインストールした場合， Mail Serverオプションのチェックがアクティブに
なります。
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2.「データベースのスキーマ名 (S)」にシステム構成の設定 - データベース初期設定ダイ
アログボックスで指定したスキーマ名を指定して [OK]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

3. [はい (Y)]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。
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4. [OK]ボタンを選択します。
次のダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスの指定で Address 
Serverが管理するユーザ情報などを登録するためのテーブルが作成されます。

5.「作成 (E)」をチェックして，[OK]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

6. [OK]ボタンを選択します。
コンソールウィンドウが表示され DBテーブルの作成処理が開始されます。
処理が終了すると，「続行するときは何かキーを押してください ...」というメッセー
ジが表示されます。何かキーを押せば，セットアップは終了です。

（b）メールサーバ (host2)のセットアップ

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [Address_Mail
セットアップ ]を選択します。
次の Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスが表示されます。
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2.「マスタ管理サーバのドメイン名 /ホスト名 (H)」にマスタ管理サーバのホスト名
(host1)を，「データベースのスキーマ名 (S)」にシステム構成の設定 - データベース初
期設定ダイアログボックスで指定したスキーマ名 (gmax)を指定して [OK]ボタンを選
択します。
次のメッセージが表示されます。

3. [はい (Y)]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。
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4. [OK]ボタンを選択します。
次のダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスの指定で Address 
Serverが管理するユーザ情報などを登録するためのテーブルが作成されます。

5.「作成 (E)」をチェックして，[OK]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

6. [OK]ボタンを選択します。
コンソールウィンドウが表示され DBテーブルの作成処理が開始されます。
処理が終了すると，「続行するときは何かキーを押してください ...」というメッセー
ジが表示されます。何かキーを押せば，セットアップは終了です。

（2） アドレスサービスの開始

アドレスサービスは次の順序で開始します。

1. マスタ管理サーバ (host1)のアドレスサービスを開始
2. メールサーバ (host2)のアドレスサービスを開始
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Windows NT版のアドレスサービスの開始は，コントロールパネルのサービスの
「Address Server」の開始を意味します。アドレスサービスを開始する手順を次に示しま
す。

1. コントロールパネルからサービスアイコンを起動します。
サービスダイアログボックスが表示されます。

2.「Address Server」を指定して [スタートアップ (R)...]ボタンを選択します。
次のダイアログボックスが表示されます。

3.「デスクトップとの対話をサービスに許可 (L)」をチェックして，[OK]ボタンを選択し
ます。
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4.「Address Server」を指定して [開始 (S)]ボタンを選択します。
サービスを開始していることを知らせるメッセージが表示されます。サービスの開始
処理が終了すると，このメッセージが消えて，サービスの状態が「開始」になりま
す。

（3） 運転席の起動

運転席を設定した host1のマシンから起動します。

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [運転席 ]を選択
します。
次の運転席起動条件設定ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボック
スが表示されるのはセットアップ後に初めて起動したときだけです。

2.「設定しない」をチェックして，[了解 ]ボタンを選択します。
次のシステム管理ウィンドウが表示されます。次回から運転席を起動したときは，こ
のウィンドウが最初に表示されます。
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（4） サイトの登録

運転席を起動してシステム管理ウィンドウを表示した後，サイト SITE1，SITE2を登録
します。

1. システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [DBメンテナンス (D)]の [サイト情報
(S)]を選択します。
次のサイト一覧ダイアログボックスが表示されます。
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2. [登録 ]ボタンを選択します。
次のサイト登録 /変更ダイアログボックスが表示されます。

3. サイト名に「SITE1」を入力して [了解 ]ボタンを選択します。
サイト一覧ダイアログボックスに SITE1が表示されます。

4.  [登録 ]ボタンを選択してサイト登録 /変更ダイアログボックスを表示します。

5.「SITE2」を入力して [了解 ]ボタンを選択します。
サイト一覧ダイアログボックスに SITE1，SITE2が表示されます。これでサイトの
登録は完了です。
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（5） メールサーバの登録

まず，サイトにアドレスサーバを登録します。次に登録したアドレスサーバに対して
メールを設定します。

（a）SITE1へのメールサーバの登録

SITE1に host1をアドレスサーバ SERVER1として登録し，メールサーバを設定しま
す。

1. サイト一覧ダイアログボックスで「SITE1」を選択して，[サーバ一覧 ]ボタンを選択
します。
次に示す SITE1のサーバ一覧ダイアログボックスが表示されます。
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2. [登録 ]ボタンを選択します。
次のサーバ追加 /変更ダイアログボックスが表示されます。

3. サーバ名に「SERVER1」，ドメイン名 /ホスト名に「host1」を入力して [了解 ]ボタ
ンを選択します。
SITE1のサーバ一覧ダイアログボックスに SERVER1が表示されます。
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4. SERVER1を指定して，[メール設定 ]ボタンを選択します。
次のメールサーバの設定ダイアログボックスが表示されます。

5. [メール設定 ]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。
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6. [はい (Y)]ボタンを選択します。
次のメール情報設定ダイアログボックスが表示されます。

7. アプリケーション情報の「X400」をチェックします。
次のメッセージが表示されます。

8. [了解 ] ボタンを選択します。
アプリケーション情報の「X400」にチェックマークが付きます。

9. アプリケーション情報の「UA」をチェックします。
次の UA（USER-AGENT）詳細情報設定ダイアログボックスが表示されます。
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10.[了解 ] ボタンを選択します。
アプリケーション情報の「UA」にチェックマークが付きます。

11.メール情報設定ダイアログボックスで，[了解 ] ボタンを選択します。
メールサーバの設定ダイアログボックスに戻ります。

12.[閉じる ]ボタンを選択してメールサーバの設定ダイアログボックスを終了します。

13.[閉じる ]ボタンを選択して SITE1のサーバ一覧ダイアログボックスを終了します。
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サイト一覧ダイアログボックスに戻ります。

（b）SITE2へのメールサーバの登録

SITE2に host2をアドレスサーバ SERVER2として登録し，メールサーバを設定しま
す。

1. サイト一覧ダイアログボックスで「SITE2」を選択して，[サーバ一覧 ]ボタンを選択
します。
次に示す SITE2のサーバ一覧ダイアログボックスが表示されます。

2. [登録 ]ボタンを選択します。
次のサーバ追加 /変更ダイアログボックスが表示されます。

3. サーバ名に「SERVER2」，ドメイン名 /ホスト名に「host2」を入力して [了解 ]ボタ
ンを選択します。
SITE2のサーバ一覧ダイアログボックスに SERVER2が表示されます。
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4. SERVER2を指定して，[メール設定 ]ボタンを選択します。
次のメールサーバの設定ダイアログボックスが表示されます。

5. [メール設定 ]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。
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6. [はい (Y)]ボタンを選択します。
次のメール情報設定ダイアログボックスが表示されます。

7. アプリケーション情報の「X400」をチェックします。
次のメッセージが表示されます。

8. [了解 ] ボタンを選択します。
アプリケーション情報の「X400」にチェックマークが付きます。

9. アプリケーション情報の「UA」をチェックします。
次の UA詳細情報設定ダイアログボックスが表示されます。
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10.[了解 ] ボタンを選択します。
アプリケーション情報の「UA」にチェックマークが付きます。

11.メール情報設定ダイアログボックスで，[了解 ] ボタンを選択します。
メールサーバの設定ダイアログボックスに戻ります。

12.[閉じる ]ボタンを選択してメールサーバの設定ダイアログボックスを終了します。

13.[閉じる ]ボタンを選択して SITE2のサーバ一覧ダイアログボックスを終了します。
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サイト一覧ダイアログボックスに戻ります。

14. [閉じる ]ボタンを選択してサイト一覧ダイアログボックスを終了します。
システム管理ウィンドウに戻ります。

！！！！ 注意事項

システム管理ウィンドウを再描画したときに，[SITE1]ボタン，[SITE2]ボタンが表示され
ます。

（6） システムオプション (パスワード有効期間 )の設定

システムオプションを使用してアドレスユーザのパスワードに有効期間を設定します。
システムオプションはシステム全体に有効です。

1. システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [システムオプション (Y)]を選択しま
す。
次のシステムオプションダイアログボックスが表示されます。
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2.「ユーザパスワードに有効期間を設定する」をチェックします。
デフォルトで 90日が設定されます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
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（7） 運転席の停止

1. システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [終了 (X)]を選択します。
システム管理ウィンドウが終了します。

（8） アドレスサービスの再起動

アドレスサービスは次の順序で再起動します。

1. メールサーバ (host2)のアドレスサービスを停止
2. マスタ管理サーバ (host1)のアドレスサービスを停止
3. マスタ管理サーバ (host1)のアドレスサービスを開始
4. メールサーバ (host2)のアドレスサービスを開始

Windows NT版のアドレスサービスの停止は，コントロールパネルのサービスの
「Address Server」の停止を意味します。アドレスサービスを停止する手順を次に示しま
す。

1. コントロールパネルからサービスアイコンを起動します。
サービスダイアログボックスが表示されます。

2. Address Serverを指定して [停止 (T)]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。
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3. [はい (Y)]ボタンを選択します。
サービスを停止していることを知らせるメッセージが表示されます。サービスの停止
処理が終了すると，このメッセージが消えて，サービスの状態が「空欄」になりま
す。

サービスの開始方法については，「(2) アドレスサービスの開始」を参照してください。

（9） 運転席の起動

host1のマシンから実行します。

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から [運転席 ]を選択
します。
システム管理ウィンドウが表示されます。

（10） メールサーバの起動

（a）SITE1のメールサーバの起動

1. システム管理ウィンドウの [SITE1]ボタンを選択します。
次のサイト詳細情報ウィンドウが表示されます。
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2. SERVER1を指定した状態で，[起動 ]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

3. [はい (Y)]ボタンを選択します。
SERVER1の起動処理が実行され，サイト詳細情報ウィンドウの SERVER1の状態が
「稼働中」になります。

（b）SITE2のメールサーバの起動

1. システム管理ウィンドウの [SITE2]ボタンを選択します。
サイト詳細情報ウィンドウが表示されます。
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2. SERVER2を指定した状態で，[起動 ]ボタンを選択します。
次のメッセージが表示されます。

3. [はい (Y)]ボタンを選択します。
SERVER2の起動処理が実行され，サイト詳細情報ウィンドウの SERVER2の状態が
「稼働中」になります。

（11） メールサーバ環境構築後の確認

正常に構築できているかどうかを確認するためには，次のようにしてください。

システム管理ウィンドウで，登録したサイトの [SITE1]ボタンと [SITE2]ボタンが青色
になっているかどうかを確認してください。

！！！！ 注意事項

サイトのボタンの色は，システム管理ウィンドウを再描画したときに青色になります。
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第 2編　設定編

4　 システムの環境設定
Address ServerとMail Serverのインストール，およびデータ
ベースの環境設定について説明します。

4.1　環境設定の準備

4.2　インストール

4.3　データベースの環境設定
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4.1　環境設定の準備
Address ServerおよびMail Serverを使用したシステムを構築する前に，それらのサー
バを実行するマシンの環境を設定しなければなりません。また，Address Serverおよび
Mail Serverは，情報を管理するためにデータベースプログラムを使用するため，データ
ベースの環境設定も必要です。

この節以降では，Address ServerおよびMail Serverのサーバになるマシン上で必要な，
環境設定の作業について説明します。次に示す節で説明する作業を順番にしてください。

1.「4.1　環境設定の準備」

2.「4.2　インストール」

3.「4.3　データベースの環境設定」

この節では，環境設定の準備について説明します。

まず，Address ServerおよびMail Serverを使用するすべてのサーバに対して，次の作
業をしてください。

●システム管理者のユーザアカウントの登録

● TCP/IPの設定

● LAN（Local Area Network）環境の設定

●プリンタの設定

4.1.1　システム管理者のユーザアカウントの登録
Address Server用のシステム管理者のユーザアカウントを登録します。ユーザアカウン
トの登録には，Windows NTの「ドメインユーザーマネージャ」を使用します。「ドメイ
ンユーザーマネージャ」の使用方法については，Windows NTのマニュアルを参照して
ください。

システム管理者のユーザアカウントを登録するときは，次のようにしてください。

● Administratorsグループに所属させます。

●運転席のログイン IDと一致させる場合は 8文字以内にします。

●運転席メールを使用する場合，Address Serverのユーザ IDに使用できる，ユーザア
カウントにします (運転席メールについては，「付録 E運転席メールの使用」を参照し
てください )。

●システム管理者はWindows NTのドメインも含めます。同じユーザ名でもドメインが
違えばシステム管理者ではありません。

登録が完了した後，システム管理者のユーザアカウントでログオンし直してください。
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なお，サーバにシステム管理者が登録されるタイミングは，初めてサーバの環境設定
（Address_Mailセットアップ）を実行したときです。環境設定後はシステム管理者の
ユーザアカウントは変更できません。システム管理者だけが，今後のサーバの環境の設
定，サーバの操作，および運転席を使用するサーバの場合は運転席の操作ができます。

4.1.2　TCP/IPの設定
運転席，マスタ管理サーバ，アドレスサーバおよびメールサーバのすべてで，ドメイン
名またはホスト名を登録します。指定できる最大文字長は 255バイトです。登録には，
hostsファイルを使用する場合と DNS（Domain Name System）を利用する場合があり
ます。

● hostsファイルを使用する場合
ホスト名は，次のファイルに登録します。
<Windows NTインストール先ディレクトリ >¥system32¥drivers¥etc¥hosts
このファイルに，運転席，マスタ管理サーバ，アドレスサーバおよびメールサーバの
すべてのホスト名を登録してください。ホスト名は，すでに登録されているホスト名
と重複しないようにしてください。

！！！！ 注意事項

最後のエントリ（行）にも，必ず改行を入れてください。

● DNSを利用する場合
DNSを利用する場合，DNS定義に，運転席，マスタ管理サーバ，アドレスサーバお
よびメールサーバのすべてのドメイン名（ホスト名）を登録してください。ドメイン
名（ホスト名）は，すでに登録されているドメイン名（ホスト名）と重複しないよう
にしてください。以降，DNS定義に記述するドメイン名（ホスト名）のことを，単に
ドメイン名と記述します。

4.1.3　LAN環境の設定

（1） servicesファイルの作成

Address ServerおよびMail Serverで使用するサービス名称とポート番号を登録します。

＜インストール先ディレクトリ＞ ¥sample¥servicesというテンプレートファイルには，
すでにサービス名称とポート番号が提供されています。このテンプレートファイルの
データをほかのプログラムの情報と重複しないように修正して，<Windows NTインス
トール先ディレクトリ >¥system32¥drivers¥etc¥servicesに追加してください。このと
き，次のことに注意してください。

●マスタ管理サーバおよび全アドレスサーバの Address_Mail Serverポート番号は，同
じになるようにしてください。
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●追加する Address_Mail Serverポート番号が，すでに <Windows NTインストール先
ディレクトリ >¥system32¥drivers¥etc¥servicesファイルに登録されている場合， 
Address_Mail Serverポート番号を変更してください。

● uaXXXについて，同時ログインユーザ数を 257以上に拡張する場合は，ua257以降
も必要になります。例えば 1,000に拡張した場合は，ua1～ ua1000を設定してくだ
さい。ポート番号は連続させる必要はありません。

● X.400-MHSがMail Serverおよび他システムのサーバと，TCP/IPで通信するための
サービス名称は，p1am_tcpです。他システムと 84年版 X.400または 88年版 X.400
を TCP/IPで接続する場合，次の形式で指定してください。
p1am_tcp ポート番号 /tcp　X400_MAIL　X400_MAIL_88TCP

● POP3機能または IMAP4機能（以降，「POP3/IMAP4機能」と呼びます）を使用す
る場合は，次のインターネットサービスのポート番号を定義します。
#Internet Standard Services for Groupmax
popcfg     106/tcp
pop3       110/tcp
imap       143/tcp
なお，Windows NTでは，通常 pop3サービスを servicesファイルに定義しています。
そのため，定義済みであれば，改めて定義する必要はありません。
また，このサービスが定義されていない場合は，デフォルトのポート番号 (106，110，
143)でオープンします。

● LDAPディレクトリ認証機能を使用する場合は，次のポート番号を定義します。
ldap       389/tcp

（2） ファイアウォールの設定

ファイアウォールの設定を考えている場合は，マシン間のポートを限定することがあり
ます。次の説明を参考にしてください。

（a）サーバ・クライアント間

サーバとクライアントの間のルータにポート番号を設定する場合は，次のサービス名称
およびポート番号を指定します。ただし，ポート番号定義は，servicesファイルのポー
ト番号定義を同じにしたときだけ有効です。

● Address Serverで使用するポート番号
adsv_ap (9052/tcp)[認証用ポート番号 ]
adagt_ap(9080/tcp)[アドレスサービス用ポート番号 ]

●Mail Serverで使用するポート番号
16ビットクライアントからの接続が一切ないメールサーバでは，次のポート番号だけ
指定します。
uad(9100/tcp)
16ビットクライアントからの接続が考えられるメールサーバでは，次のポート番号が
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必要です。なお，同時ログインユーザ数を 257以上に拡張する場合は，ua257以降も
必要になります。例えば 1,000に拡張した場合は，ua1～ ua1000を指定してくださ
い。
uad(9100/tcp)
ua1～ ua256(9101/tcp～ 9356/tcp)
リモート PC/TCPを使用する場合は，次のサービス名称およびポート番号も指定しま
す。
tcp_demon (9053/tcp)

●Mail Serverが POP3機能で使用するポート番号
popcfg (106/tcp)[POP3用ポート番号 ]
pop3 (110/tcp)[POP3パスワード変更用ポート番号 ]

●Mail Serverが IMAP4機能で使用するポート番号
imap (143/tcp)[IMAP4用ポート番号 ]

● sendmailで使用するポート番号
smtp (25/tcp)[sendmail用ポート番号 ]

（b）サーバ・サーバ間

サーバとサーバの間のルータにポート番号を設定する場合は，次のサービス名称および
ポート番号を指定します。ただし，ポート番号定義は，servicesファイルのポート番号
定義を同じにしたときだけ有効です。

nxam_aa 9037/udp # alert manager recieved(UDP/IP)

nxar_am 9038/udp # alert requester recieved(UDP/IP)

nxlm_la 9039/tcp # log manager for log agent

nxla_lm 9039/tcp # log agent - log manager2

nxsm_sa 9041/tcp # system mng - system agt

nxsa_sm 9041/tcp # system agt - system mng

nxsr_sm 9042/tcp # system req - system mng

nxam_ar 9047/udp # alert manager to requester(UDP/IP)

nxaa_am 9048/udp # alert agent to manager(UDP/IP)

nxlr_lm 9049/tcp # log manager - log requester

nxlm_lr 9049/tcp # log requester - log manager

nxsftran 9051/tcp # system manager to agent file trans

adsv_ap 9052/tcp # address daemon to connect

tcp_demon 9053/tcp # remote-pc/tcp daemon

adnt_ap 9054/tcp # address note to connect

adagt_ap 9080/tcp # address agent to connect

adreq_ap 9081/tcp # address requester to connect
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uad 9100/tcp # login port number for PC

nxoaf 9400/tcp # kairan server and ua

nxrm_rr 9812/tcp # reg mng - reg req

nxrr_rm 9812/tcp # reg req - reg mng

nxrm_ra 9813/tcp # reg mng - reg agt

nxra_rm 9813/tcp # reg agt - reg mng

nxa1_a2 9814/tcp # reg agt2 - reg agt

nxa2_a1 9814/tcp # reg agt - reg agt2

nxrm_trn 9815/udp # regmng transaction port

nxrr_trn 9816/udp # regreq transaction port

nxmm_aa 9817/tcp # reg mng - reg agt3

nxaa_mm 9817/tcp # reg agt3 - reg mng

trace_r_m 9900/tcp #trace reg - mng

trace_m_a 9901/tcp #trace mng - agt

p1am_tcp 7800/tcp X400_MAIL X400_MAIL_88TCP # port for X.400 P1AM

ERR 9998/tcp # for error message agent

mtaset 9997/tcp # for system agent 

nxfilesvreq 9500/tcp # for FileServerRequester since V2

x400cfg_srv 7801/tcp # X.400 config server

x400cfg_agt 7802/tcp # X.400 config agent

x400cfg_mng 7803/tcp # X.400 config manager

adrshd 20141/tcp # vureq - adrshd,  adrshd - adrshdch



4.　システムの環境設定

101

4.1.4　プリンタの設定
運転席の印刷機能でプリンタを使用する場合，運転席の動作するサーバマシン上で [コン
トロールパネル ]の [プリンタ ]-[プリンタの追加 ]-[プリンタの追加ウィザード ]を使っ
てプリンタを設定します。

●［コントロールパネル］から［ネットワーク］を選択して，「Microsoft TCP/IP印刷」
が組み込まれていることを確認してください。

● [プリンタの追加ウィザード ]では，「ネットワークプリンタ (N)」を指定してパス名
を指定してください。

●パス名は「¥¥コンピュータ名 ¥共有名」の形式の，32バイト以内の文字列で，指定し
てください。この形式でないと運転席の印刷機能を使用できません。

！！！！ 注意事項

プリンタサーバマシンでは，TCP/IP Print Serverサービスを開始しておいてください。
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4.2　インストール
Address Server，Mail Server，および Address Server - Replication Optionのインス
トール方法について説明します。リモートインストールを実行する場合は，マニュアル
「Windows NT Groupmax Remote Installation Server Version 3」を参照してください。

4.2.1　Address Serverのインストール

（1） インストール

次の手順に従ってインストールします。

1. インストールを実行できるユーザアカウントでログオンします。

2. 日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動します。

3. インストールプログラムの画面に従って作業を進め，インストールする製品を選択す
るためのダイアログボックスが表示されたら，インストールするサーバセット製品名
を選択します。

4.［インストールの実行］をクリックします。
サーバセット製品をインストールする Groupmax統合インストーラが起動されます。

5.「標準」または「カスタム」のどちらかを選択します。
「標準」を選択すると，サーバセットの構成製品のインストールを開始します。
「カスタム」を選択すると，インストールする製品を選択するためのダイアログボッ
クスが表示されます。

6. 5.で「カスタム」を選択した場合は「Groupmax Address Server Version 6」を選択し
ます。
最初のインストール時にだけ会社名および個人名を入力するためのダイアログボック
スが表示されます。

7. 会社名および個人名を入力して［開始］ボタンをクリックします。
Address Serverのインストールオプションを選択するダイアログボックスが表示され
ます。
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「マスタ管理サーバ＋運転席」
Address Serverを新規にインストールする場合に有効になります。マスタ管理
サーバ機能と運転席機能の両方をインストールします。マスタ管理サーバを設定
する場合は，通常これを指定してください。

「アドレスサーバ＋運転席」
Address Serverを新規にインストールする場合に有効になります。アドレスサー
バ機能と運転席機能の両方をインストールします。ただし，アドレスサーバと運
転席は必ず同じバージョン／レビジョンにしてください。

「マスタ管理サーバ」
Address Serverを新規にインストールする場合に有効になります。マスタ管理
サーバ機能だけをインストールします。

「アドレスサーバ」
Address Serverを新規にインストールする場合に有効になります。アドレスサー
バ機能だけをインストールします。アドレスサーバを設定する場合は，通常これ
を指定してください。

「更新」
Address Serverを現在のバージョンに更新します。更新する場合，インストール
するソフトウェアの種類は変更できません。インストールするソフトウェアの種
類を変更（「マスタ管理サーバ」から「マスタ管理サーバ＋運転席」へなど）す
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る場合，一度削除した後で新規にインストールしてください。

「削除」
Address Serverのソフトウェアを削除します。ディレクトリ，ファイル，および
レジストリエントリが削除されます。詳細は「(2)アンインストール」を参照し
てください。
削除した場合，上位 Groupmaxアプリケーションとの連動についての設定も失
われ，正常に動作しなくなる場合があります。削除した場合の各 Groupmaxア
プリケーション側の対応については各マニュアルを参照してください。

「使用する DB」
使用する DBを選択します。

[続行 ]ボタン
選択した種類のインストールが始まります。

[中止 ]ボタン
インストールしないでインストールプログラムを終了します。

8. インストールオプションを選択して，[続行 (G)]ボタンを選択します。
インストールオプションが「更新」の場合は，確認のダイアログボックスを表示して
から，インストールを開始します。それ以外の場合は，インストール先のディレクト
リ設定ダイアログボックスが表示されます。

9. インストール先のディレクトリを次のように指定してください。
＜ディスクのドライブ名＞：ディレクトリ名
デフォルト値として，＜Windows NTがインストールされているドライブ＞：
¥Groupmax¥Addrが設定されています。ディレクトリの変更が必要な場合は，半角
なら 32文字，全角なら 16文字以内で指定してください。インストール先ディレクト
リがない場合，ディレクトリが作成されます。
なお，Mail Serverと Address Serverのインストール先は同じ場所になるように管理
されています。

10.[続行 (G)]ボタンを選択します。
インストール状況を示すダイアログボックスが表示されます。インストールが終了す
ると，終了確認のダイアログボックスが表示されます。[終了 (E)]ボタンを選択して
インストールを終了します。

（2） アンインストール

Address Serverをアンインストールする場合は，Mail Server，Address Server - 
Replication OptionおよびMail - Administrator Utilitiesも同時にアンインストールし
てください。アンインストールするとインストール先ディレクトリ以下のディレクトリ
およびファイルがすべて削除されます。

マスタ管理サーバとして使用していたマシンからソフトウェアをアンインストールする
場合，アドレス管理ドメイン内に一つもアドレスサーバおよびメールサーバがない状態
で実行してください。マスタ管理サーバをアンインストールするとアドレス管理ドメイ
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ンを運用できなくなります。

アドレスサーバ（メールサーバ）として使用していたマシンからソフトウェアをアンイ
ンストールする場合は，そのサーバがアドレス管理ドメインに属していない状態で実行
してください。また，アドレスのサービスを停止した状態（データベースのシステム共
通定義ファイル (xodrc)に記述されている resiobj(常駐タイプ )パラメタで，Address 
ServerおよびMail Serverが指定しているタイプが含まれる行を「(3) データベースファ
イルの削除」を参照してコメント行に変更後，データべースのサービスを再起動した状
態）でアンインストールしてください

アンインストール方法を次に示します。

1. システム管理者のユーザアカウントでログオンします。

2. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から Address_Mail
セットアップアイコンを起動します。
Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスが表示されます。

3. [DB編集 (B)]ボタンを選択します。
DBのテーブル編集のためのダイアログボックスが表示されます。

4.「データベーステーブル」の「削除 (D)」をチェックして [OK]ボタンを選択します。
Address Serverのデータべーステーブルが削除されます。xodrc中に resiobj(常駐タ
イプ )の指定を Address ServerおよびMail Serverが指定しているタイプに設定して
いない状況で実施します。ただし，すべてのデータべースファイルは削除されないの
で，アンインストールする場合は「（3）データべースファイルの削除」を参照して
ファイルを削除してください。

5. 日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動します。

6. インストールプログラムの画面に従って作業を進め，インストールする製品を選択す
るためのダイアログボックスが表示されたら，アンインストールするプログラムを含
むサーバセット製品名を選択します。

7.［インストールの実行］をクリックします。
サーバセット製品をインストールする Groupmax統合インストーラが起動されます。

8.「標準」または「カスタム」のどちらかを選択します。
「標準」を選択すると，サーバセットの構成製品のインストールを開始します。
「カスタム」を選択すると，インストールする製品を選択するためのダイアログボッ
クスが表示されます。

9. 8.で「カスタム」を選択した場合は「Groupmax Address Server Version 6」を選択し
ます。
Address Serverのインストールオプションを選択するダイアログボックスが表示され
ます。

10.「削除 (D)」をチェックして [続行 (G)]ボタンを選択します。
Address Serverのソフトウェアが削除されます。ディレクトリ，ファイル，およびレ



4.　システムの環境設定

106

ジストリエントリが削除されます。

！！！！ 注意事項

Address Serverをアンインストールした場合，上位 Groupmaxアプリケーションとの連動
についての設定も失われ，正常に動作しなくなる場合があります。Address Serverをアンイ
ンストールした場合の各 Groupmaxアプリケーション側の対応については，各マニュアル
を参照してください。

（3） データべースファイルの削除

データべースファイルの削除には，Object Serverを使います。Object Server管理ツー
ルから「データべース環境設定」を起動し，「データべースのエリアの削除 (R)」を選択
して削除します。

（a）Address Server，Mail Server以外の Groupmaxアプリケーションも使用している場
合

初期設定パラメタファイルに記述した次のファイルを削除してください。

（b）Address Server，Mail Server以外の Groupmaxアプリケーションを使用していない
場合

初期設定パラメタファイルに記述した次のファイルを削除してください。

GMA_LASTSEQNO_Type GMA_USERCONFIG_Type

GMA_USERCONFIG_ORNAME GMA_SENDMAILMAIN_Type

GMA_SENDRECIPIENTS_Type GMA_SENDRECIPIENTS_ORNAME

GMA_KMLT_Type GMA_RECVMAILMAIN_Type

GMA_REPORTMAIN_Type GMA_NOTICEMAIN_Type

GMA_RODATA_Type GMA_AORT_Type

GMA_CMPT_Type GMA_IORT_Type

GMA_LORT_Type GMA_LUST_Type

GMA_NXCT_Type GMA_NXIT_Type

GMA_NXIT_OR_NAME GMA_NXLT_Type

GMA_TEMT_Type GMA_TERMT_Type

GMA_USRT_Type GMA_USRT_OR_NAME

GMA_BDIT_Type GMA_BRDT_Type

GMA_KAIRANDB_Type GMA_HUST_Type

GMA_UDAT_Type GMA_UDNT_Type

GMA_GMAT_Type GMA_GMAT_ATTR

GMA_INDEX_MAIL GMA_INDEX_USER
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4.2.2　Mail Serverのインストール

（1） インストール

次の手順に従ってインストールします。

1. インストールを実行できるユーザアカウントでWindows NTにログオンします。

2. 日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動します。

3. インストールプログラムの画面に従って作業を進め，インストールする製品を選択す
るためのダイアログボックスが表示されたら，インストールするサーバセット製品名
を選択します。

4.［インストールの実行］をクリックします。
サーバセット製品をインストールする Groupmax統合インストーラが起動されます。

5.「標準」または「カスタム」のどちらかを選択します。
「標準」を選択すると，サーバセットの構成製品のインストールを開始します。
「カスタム」を選択すると，インストールする製品を選択するためのダイアログボッ
クスが表示されます。

6. 5.で「カスタム」を選択した場合は「Groupmax Mail Server Version 6」を選択しま

master01（マスタディレクトリ用ファイル） data01（データディレクトリ用ファイル）

dictionary01（ディクショナリ用ファイル） oidindex01（OIDインデクス用ファイル）

GMA_LASTSEQNO_Type GMA_USERCONFIG_Type

GMA_USERCONFIG_ORNAME GMA_SENDMAILMAIN_Type

GMA_SENDRECIPIENTS_Type GMA_SENDRECIPIENTS_ORNAME

GMA_KMLT_Type GMA_RECVMAILMAIN_Type

GMA_REPORTMAIN_Type GMA_NOTICEMAIN_Type

GMA_RODATA_Type GMA_AORT_Type

GMA_CMPT_Type GMA_IORT_Type

GMA_LORT_Type GMA_LUST_Type

GMA_NXCT_Type GMA_NXIT_Type

GMA_NXIT_OR_NAME GMA_NXLT_Type

GMA_TEMT_Type GMA_TERMT_Type

GMA_USRT_Type GMA_USRT_OR_NAME

GMA_BDIT_Type GMA_BRDT_Type

GMA_KAIRANDB_Type GMA_HUST_Type

GMA_UDAT_Type GMA_UDNT_Type

GMA_GMAT_Type GMA_GMAT_ATTR

GMA_INDEX_MAIL GMA_INDEX_USER
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す。
最初のインストール時にだけ会社名および個人名を入力するためのダイアログボック
スが表示されます。

7. 会社名および個人名を入力して［開始］ボタンをクリックします。
Mail Serverのインストールオプションを選択するダイアログボックスが表示されま
す。

「運転席あり」
 Mail Serverを新規にインストールする場合に指定します。
メール機能とメールの運転席機能の両方をインストールします。Address Server
の運転席がインストールされている場合に指定してください。
なお， Address Serverで運転席をインストールしていない場合は，この指定をし
ても運転席を使用できません。

「運転席なし」
 Mail Serverを新規にインストールする場合に指定します。
メール機能だけをインストールします。 Address Serverの運転席がインストール
されている場合は，これを指定しても運転席を使用できます。

「更新」
Mail Serverを現在のバージョンに更新します。
更新する場合，インストールするソフトウェアの種類は変更できません。インス
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トールするソフトウェアの種類を変更（「運転席なし」から「運転席あり」へな
ど）する場合，一度削除した後で新規にインストールしてください。

「削除」
Mail Serverのソフトウェアを削除します。専用のディレクトリ，ファイル，お
よびレジストリエントリを削除します。

[続行 ]ボタン
選択した種類のインストールが始まります。

[中止 ]ボタン
インストールしないでインストールプログラムを終了します。

8. インストールオプションを選択して，[続行 (G)]ボタンを選択します。
インストールオプションが「更新」の場合は，確認のダイアログボックスを表示して
から，インストールを開始します。それ以外の場合は，インストール先のディレクト
リ設定ダイアログボックスが表示されます。

9. インストール先のディレクトリを次のように指定してください。
＜ディスクのドライブ名＞：ディレクトリ名
デフォルト値として，＜Windows NTがインストールされているドライブ＞：
¥Groupmax¥Addrが設定されています。ディレクトリの変更が必要な場合は，半角
なら 32文字，全角なら 16文字以内で指定してください。インストール先ディレクト
リがない場合，ディレクトリが作成されます。
なお，Mail Serverと Address Serverのインストール先は同じ場所になるように管理
されています。

10.[続行 (G)]ボタンを選択します。
インストール状況を示すダイアログボックスが表示されます。インストールが終了す
ると，終了確認のダイアログボックスが表示されます。[終了 (E)]ボタンを選択して
インストールを終了します。

（2） アンインストール

Mail Serverをアンインストールする場合，Address Server，Address Server - 
Replication OptionおよびMail - Administrator Utilitiesもアンインストールしてくだ
さい。なお，Address Serverは，Mail Serverよりも先にアンインストールしてくださ
い。

アンインストール方法を次に示します。

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から Address_Mail
セットアップアイコンを起動します。
Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスが表示されます。

2. [DB編集 (B)]ボタンを選択します。
DBのテーブル編集のためのダイアログボックスが表示されます。
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3.「データベーステーブル」の「削除 (D)」をチェックして [OK]ボタンを選択します。
Address Serverのデータべーステーブルが削除されます。

4. 日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動します。

5. インストールプログラムの画面に従って作業を進め，インストールする製品を選択す
るためのダイアログボックスが表示されたら，アンインストールするプログラムを含
むサーバセット製品名を選択します。

6.［インストールの実行］をクリックします。
サーバセット製品をインストールする Groupmax統合インストーラが起動されます。

7.「標準」または「カスタム」のどちらかを選択します。
「標準」を選択すると，サーバセットの構成製品のインストールを開始します。
「カスタム」を選択すると，インストールする製品を選択するためのダイアログボッ
クスが表示されます。

8. 7.で「カスタム」を選択した場合は「Groupmax Mail Server Version 6」を選択しま
す。
Mail Serverのインストールオプションを選択するダイアログボックスが表示されま
す。

9.「削除 (D)」をチェックして [続行 (G)]ボタンを選択します。
Mail Serverのソフトウェアが削除されます。ディレクトリ，ファイル，およびレジ
ストリエントリが削除されます。

！！！！ 注意事項

ユーザのメールなどもすべて削除されます。

4.2.3　Address Server - Replication Optionのインストール
Address Server - Replication Optionは，マスタ管理サーバおよびレプリケーション中継
サーバとして利用するアドレスサーバにインストールする必要があります。

（1） インストール

インストールする前に次の前提条件を確認してください。

● Address Serverの 06-00以降がインストールされている

● Address Serverサービスが停止している

インストール手順を次に示します。

1. インストールを実行できるユーザアカウントでログオンします。

2. 日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動します。

3. インストールプログラムの画面に従って作業を進め，インストールする製品を選択す
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るためのダイアログボックスが表示されたら，「Groupmax Address Server - 
Replication Option Version 6」を選択します。

4.［インストールの実行］をクリックします。
サーバセット製品をインストールする Groupmax統合インストーラが起動されます。
最初のインストール時にだけ会社名および個人名を入力するためのダイアログボック
スが表示されます。

5. 会社名および個人名を入力して［開始］ボタンをクリックします。
インストール方法を選択するダイアログボックスが表示されます。

「新規・更新」
「新規・更新」の場合，Address Server - Replication Optionを新規にインストー
ルします。すでにインストールされている場合は，Address Server - Replication 
Optionを現在のバージョンに更新します。

「削除」
Address Server - Replication Optionのソフトウェアを削除します。ディレクト
リ，ファイル，およびレジストリエントリが削除されます。

6.「新規・更新 (N)」をチェックして「続行 (G)」ボタンを選択します。
インストールが終了すると，終了確認のダイアログボックスが表示されます。[終了
(E)]ボタンを選択してインストールを終了します。

（2） アンインストール

Address Server - Replication Optionをアンインストールする場合，次のことについて注
意してください。

●アドレスサーバの場合
レプリケーション中継サーバの設定がされていない状態でアンインストールしてくだ
さい。

●マスタ管理サーバの場合
アドレス管理ドメインに一つもレプリケーション中継サーバが設定されていない状態
でアンインストールしてください。

アンインストール手順を次に示します。

1. システム管理者のユーザアカウントでログオンします。

2. 日立総合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動します。

3. インストールプログラムの画面に従って作業を進め，インストールする製品を選択す
るためのダイアログボックスが表示されたら，「Groupmax Address Server - 
Replication Option Version 6」を選択します。

4.［インストールの実行］をクリックします。
サーバセット製品をインストールする Groupmax統合インストーラが起動され，イ
ンストール方法を選択するダイアログボックスが表示されます。
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5.「削除 (D)」をチェックして [続行 (G)]ボタンを選択します。
Address Server - Replication Optionのソフトウェアを削除します。ディレクトリ，
ファイル，およびレジストリエントリが削除されます。
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4.3　データベースの環境設定
Address ServerとMail Serverでは，ユーザ情報やメールなどのデータを，データベー
スとファイルに分けて管理します。ユーザ情報およびメールボックス情報は，データ
ベースで管理します。環境，グループ情報，掲示板情報，送受信メールなどは，ファイ
ルとして保存されます。ここでは，データベースの環境設定について説明します。

Address ServerとMail Serverで使用できるデータベースは，Object Serverまたは
High-end Object Serverです。

まず，使用するデータベースプログラムをインストールしてください。インストールの
方法については，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システム管理者ガイ
ド」（Windows用）を参照してください。

なお，Object Serverには，データベースの環境設定を支援するユティリティ機能が用意
されています。このユティリティを使えば，データベースの初期化，エリアおよびファ
イルの追加・削除，ファイルの属性変更などができます。ユティリティについても，マ
ニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システム管理者ガイド」（Windows用）
を参照してください。

4.3.1　Object Serverの環境設定
Object Serverの設定には，次の二つの場合があります。

●データベースを新規に導入し，Address Serverおよび Mail Serverのために環境を設定
する場合
「(1) 新規に導入する場合」を参照してください。

●既にデータベースとデータベースを使用するアプリケーションを導入していて，
Address Serverおよび Mail Serverのために環境設定を追加する場合
「(2) 既に導入している場合」を参照してください。

（1） 新規に導入する場合

Object Serverのデータベースの設定時に使用する次のファイルについては，テンプレー
トファイルを提供します。各ファイルでの Address ServerとMail Serverに固有のパラ
メタの設定については，「4.3.3　 Object Serverと High-end Object Serverのデータベー
スファイルの例」を参照してください。また， Object Serverのデータベースの設定方法
については，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システム管理者ガイド」
（Windows用）を参照してください。

初期設定パラメタファイル
初期設定パラメタファイルは，Object Serverのデータベースファイルを初期化する
ために必要な情報を記述するものです。Address Serverは，初期設定パラメタファ
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イルのテンプレートファイルとして，<インストール先ディレクトリ
>¥sample¥dbinitfile1, dbinitfile2, dbinitfile3の三つを提供します。それぞれ小規模
モデル用，中規模モデル用，大規模モデル用に定義されています。このファイルを
使用する場合，運用するメールシステムの形態に応じて，各エリアのセグメントサ
イズ（割り当ておよび増分サイズ）を，計算式を基に計算し書き換える必要があり
ます。

システム共通定義ファイル
システム共通定義ファイルは， Object Serverのシステムに共通する定義情報を記述
するものです。Address Serverは，システム共通定義ファイルのテンプレートファ
イルとして，<インストール先ディレクトリ >¥sample¥xodrc1, xodrc2, xodrc3の三
つを提供します。それぞれ小規模モデル用，中規模モデル用，大規模モデル用に定
義されています。このファイルを使用する場合，ファイル名を xodrcに変更し， 
Object Serverのエリア定義情報に記述するマスタディレクトリのファイル名を，絶
対パスで，システム共通定義ファイルの dbm_masterオぺランドに書き込んでくだ
さい。

（2） 既に導入している場合

次の作業をしてください。

（a）Address Serverと Mail Serverが使用するエリアの追加

●エリア追加情報ファイルの作成
テンプレートファイル <インストール先ディレクトリ >¥sample¥dbinitfile1, 
dbinitfile2, dbinitfile3から，Address ServerとMail Server用のエリア定義部分を抜
き出して，エリア追加情報になる新しいファイルを作成します。対象になるのは，
ユーザデータベースとインデクスの部分です。この作業によって，構成変更パラメタ
ファイルに転用できます。

●エリアの追加
作成したエリア追加情報ファイルを使用して，エリアを追加します。エリアの追加方
法については，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システム管理者ガイ
ド」（Windows用）を参照してください。

（b）システム共通定義ファイルの変更

● lck_limit, trn_tran_process_count, static_shmpool_size, gcache, resipoolの変更
Address ServerとMail Serverが使用する分を加えた値にします。

4.3.2　High-end Object Serverの環境設定
Object Serverの設定と同様に，「新規に導入する場合」と「既に導入している場合」が
あります。初期設定パラメタファイルとシステム共通定義ファイルの設定は Object 
Serverと同じなので，「4.3.1 Object Serverの環境設定」を参照してください。
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ここでは， Object Serverの設定との相違点である，ジャーナルファイルの作成について
説明します。

！！！！ 注意事項

Address ServerとMail Serverでは，データベースのバックアップを取得した後に障害が発
生した場合データを保証していないため，ジャーナルファイルによる障害時の復旧はできま
せん。また，Address ServerとMail Serverでは，大容量のトランザクションがないため，
データベースのすべての更新履歴を取得したり，保持したりする必要はありません。

ジャーナルファイルは 1トランザクション単位内のデータベースの更新を保証するため
に必要とされます。ジャーナルファイルは，ラップアラウンド方式で作成されます。
ラップアラウンド方式では，一つのジャーナルファイルが満杯になった場合に，まだ吸
い上げていないジャーナルファイルを交代先選択の対象とします。ラップアラウンド方
式を指定するには， High-end Object Serverのシステムジャーナルサービス定義の
jnl_unload_checkにNを指定します。

ジャーナルファイルを作成するためには，xodmkfs，xodjnlinit，xodstsinitコマンドを
実行します。これらのコマンドの実行方法については，マニュアル「Groupmax Object 
Server Version 6 システム管理者ガイド」（Windows用）を参照してください。

次に Address ServerとMail Serverでの標準パラメタの例を示します。

ジャーナルファイルの初期化バッチファイルの例 (XOD¥jnl)
rem ジャーナル関係のファイルの初期設定
echo 'xodjnlinit jnl start01'
xodjnlinit -j jnl -f C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥jnl1 -n 5050
 
rem ジャーナル関係のファイルの初期設定
echo 'xodjnlinit jnl start02'
xodjnlinit -j jnl -f C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥jnl2 -n 5050
 
rem ジャーナル関係のファイルの初期設定
echo 'xodjnlinit jnl start03'
xodjnlinit -j jnl -f C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥jnl3 -n 5050
 
rem ジャーナル関係のファイルの初期設定
echo 'xodjnlinit jnl start04'
xodjnlinit -j jnl -f C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥jnl4 -n 5050
 
rem ステータス関係のファイルの初期化
echo 'xodstsinit start11'
xodstsinit -f C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥stsfile11 -c 50
 
rem ステータス関係のファイルの初期化
echo 'xodstsinit start12'
xodstsinit -f C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥stsfile12 -c 50
 
rem end of file

ステータスサービス定義ファイルの例 ($XODDIR¥conf¥sts)
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set sts_file_name_1="stsfile1",¥
 "C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥stsfile11",¥
 "C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥stsfile12"

システムジャーナルサービス定義ファイルの例 ($XODDIR¥conf¥sysjnl)
set jnl_cdinterval=200
set jnl_unload_check=N
set jnl_rerun_swap=N
 
jnladdfg -g MANAGER1 ONL
jnladdpf -g MANAGER1 -a C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥jnl1
 
jnladdfg -g MANAGER2 ONL
jnladdpf -g MANAGER2 -a C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥jnl2
 
jnladdfg -g MANAGER3 ONL
jnladdpf -g MANAGER3 -a C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥jnl3
 
jnladdfg -g MANAGER4 ONL
jnladdpf -g MANAGER4 -a C:¥XOD¥jnl¥xodfil¥jnl4

4.3.3　Object Serverと High-end Object Serverのデータベー
スファイルの例

Object Serverの環境を定義するファイルには，初期設定パラメタファイルとシステム共
通定義ファイルがあります。これらのファイルは，High-end Object Serverを使用する
場合でも Object Serverと同様に設定します。ここでは，これらのファイルで設定する，
Address ServerとMail Server固有のパラメタについて説明します。

（1） 初期設定パラメタファイル

初期設定パラメタファイルは，データベースの初期設定情報を記述するファイルです。
areaパラメタにエリアの名称，用途およびセグメントサイズを指定します。エリアに含
まれるファイルについては，areaパラメタに続く fileパラメタによって，名称および初
期割り当て量を指定します。次に，パラメタの設定例を示します。

 
##************************************************************
#*ALL RIGHTS RESERVED,COPYRIGHT (C) 1995,2001,HITACHI,LTD.   *
#*LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.                         *
#*************************************************************
#**************************************************************
#Groupmax Object Server Version 6の初期設定パラメタファイル(1)*
#   小規模タイプの設定例を示します。                          *
#   この例を参考に適切な値を設定してください。                *
#**************************************************************
 
 
#**************************************************************
# ［小規模タイプの設定例］
#    全ユーザ数： 300人
#    全サーバ数： 3台
#**************************************************************
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area -n master01 -u MASTER -s 50          (→1)※

file -n C:¥XOD¥master01 -i 2              (→1)※

area -n data01 -u DATADIR -s 50           (→1)※

file -n C:¥XOD¥data01 -i 1                (→1)※

area -n dictionary01 -u DICTIONARY -s 8   (→1)※

file -n C:¥XOD¥dictionary01 -i 16         (→2)※
 

area -n oidindex01 -u OIDINDEX -s 32      (→1)※

file -n C:¥XOD¥oidindex01 -i 118          (→3)※
#******************************************
#**        ユーザデータベース            **
#******************************************
#******************************************
#**  Groupmax Address Server Version 6   **
#******************************************

area -n GMA_LASTSEQNO_Type               -u USER -s 2    (→4)※
file -n C:¥XOD¥GMA_LASTSEQNO_Type          -i 1  -m 3

area -n GMA_USERCONFIG_Type              -u USER -s 14   (→5)※
file -n C:¥XOD¥GMA_USERCONFIG_Type         -i 1  -m 3

area -n GMA_USERCONFIG_ORNAME            -u USER -s 3    (→6)※
file -n C:¥XOD¥GMA_USERCONFIG_ORNAME       -i 1  -m 3

area -n GMA_SENDMAILMAIN_Type            -u USER -s 627  (→7)※
file -n C:¥XOD¥GMA_SENDMAILMAIN_Type       -i 1  -m 3

area -n GMA_SENDRECIPIENTS_Type          -u USER -s 1297 (→8)※
file -n C:¥XOD¥GMA_SENDRECIPIENTS_Type     -i 1  -m 3

area -n GMA_SENDRECIPIENTS_ORNAME        -u USER -s 856  (→9)※
file -n C:¥XOD¥GMA_SENDRECIPIENTS_ORNAME   -i 1  -m 3 

area -n GMA_KMLT_Type                    -u USER -s 6   (→10)※
file -n C:¥XOD¥GMA_KMLT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_RECVMAILMAIN_Type            -u USER -s 3247(→11)※
file -n C:¥XOD¥GMA_RECVMAILMAIN_Type       -i 1  -m 3

area -n GMA_REPORTMAIN_Type              -u USER -s 710 (→12)※
file -n C:¥XOD¥GMA_REPORTMAIN_Type         -i 1  -m 3

area -n GMA_NOTICEMAIN_Type              -u USER -s 6526(→13)※
file -n C:¥XOD¥GMA_NOTICEMAIN_Type         -i 1  -m 3

area -n GMA_RODATA_Type                  -u USER -s 1   (→14)※
file -n C:¥XOD¥GMA_RODATA_Type             -i 1  -m 3

area -n GMA_AORT_Type                    -u USER -s 4   (→15)※
file -n C:¥XOD¥GMA_AORT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_CMPT_Type                    -u USER -s 1   (→16)※
file -n C:¥XOD¥GMA_CMPT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_IORT_Type                    -u USER -s 9   (→17)※
file -n C:¥XOD¥GMA_IORT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_LORT_Type                    -u USER -s 2   (→18)※
file -n C:¥XOD¥GMA_LORT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_LUST_Type                    -u USER -s 15  (→19)※
file -n C:¥XOD¥GMA_LUST_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_NXCT_Type                    -u USER -s 1   (→20)※
file -n C:¥XOD¥GMA_NXCT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_NXIT_Type                    -u USER -s 3   (→21)※
file -n C:¥XOD¥GMA_NXIT_Type               -i 1  -m 3
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area -n GMA_NXIT_OR_NAME                 -u USER -s 2   (→22)※
file -n C:¥XOD¥GMA_NXIT_OR_NAME            -i 1  -m 3

area -n GMA_NXLT_Type                    -u USER -s 4   (→23)※
file -n C:¥XOD¥GMA_NXLT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_TEMT_Type                    -u USER -s 2   (→24)※
file -n C:¥XOD¥GMA_TEMT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_TERMT_Type                   -u USER -s 1   (→25)※
file -n C:¥XOD¥GMA_TERMT_Type              -i 1  -m 3

area -n GMA_USRT_Type                    -u USER -s 25  (→26)※
file -n C:¥XOD¥GMA_USRT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_USRT_OR_NAME                 -u USER -s 7   (→27)※
file -n C:¥XOD¥GMA_USRT_OR_NAME            -i 1  -m 3

area -n GMA_BDIT_Type                    -u USER -s 3   (→28)※
file -n C:¥XOD¥GMA_BDIT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_BRDT_Type                    -u USER -s 2   (→29)※
file -n C:¥XOD¥GMA_BRDT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_KAIRANDB_Type                -u USER -s 1   (→30)※
file -n C:¥XOD¥GMA_KAIRANDB_Type           -i 1  -m 3

area -n GMA_HUST_Type                    -u USER -s 30  (→31)※
file -n C:¥XOD¥GMA_HUST_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_UDAT_Type                    -u USER -s 9   (→32)※
file -n C:¥XOD¥GMA_UDAT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_UDNT_Type                    -u USER -s 14  (→33)※
file -n C:¥XOD¥GMA_UDNT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_GMAT_Type                    -u USER -s 4   (→34)※
file -n C:¥XOD¥GMA_GMAT_Type               -i 1  -m 3

area -n GMA_GMAT_ATTR                    -u USER -s 14  (→35)※
file -n C:¥XOD¥GMA_GMAT_ATTR               -i 1  -m 3
#******************************************
#**              インデクス              **
#******************************************
#******************************************
#**  Groupmax Address Server Version 6   **
#******************************************

area -n GMA_INDEX_MAIL                   -u INDEX -s 290(→36)※
file -n C:¥XOD¥GMA_INDEX_MAIL              -i 14

area -n GMA_INDEX_USER                   -u INDEX -s 4  (→37)※
file -n C:¥XOD¥GMA_INDEX_USER              -i 32

注※
矢印の右側の番号は，後で述べる「セグメントサイズの見積もり方法」の説明の順
番に対応します。

上記のパラメタの設定例は，表 4-1に示すモデルを前提として設定されています。
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表 4-1　（DataBase）

項　　目 記号 マス
タ管
理
サー
バ※ 1

メー
ル
サー
バ※ 1

アド
レス
サー
バ※ 1

前提
モデ

ル値※
2

送信メール 1通当たりの宛先数の平均※ 3（同報数） a 〇 〇 1 5

全マスタ掲示板数（下位掲示板も含む） B 〇 － － 15

全レプリカ掲示板数（下位掲示板も含む） b 〇 － － 30

全掲示板に 1日当たり掲示される全記事数の平均 C 〇 〇 1 50

全サーバ数（システム全体のサーバ数） e 〇 〇 1 3

全グループ数 g 〇 〇 〇 100

ユーザ 1人が権利を所有（運転席での権利設定）する
組織の数とユーザが兼任する組織の数。ただし，自分
の所属する組織を含まない。

h 〇 〇 〇 1

組織一つが保持する保留メール数の平均 k 〇 〇 1 5

データベースの運用期間※ 4（日数）（データベースの
再編成までの期間）

n 〇 〇 〇 30

全組織数 o 〇 〇 〇 100

サーバ 1台に登録する組織メールボックス数 O 〇 〇 1 35

掲示板一つ当たりのレプリカ数の平均（レプリカ掲示
板を持つサーバ数）

p 〇 〇 1 3

個人メールボックスと組織メールボックスが保持する
受信メール数の平均※ 3（1メールボックスが保持して
いる受信メール数）

r 〇 〇 1 120

サーバ 1台が 1日当たり受信するメール数の平均※ 3 R 〇 〇 1 4,824

個人メールボックスと組織メールボックスが保持する
送信メール数の平均※ 3（1メールボックスが保持して
いる送信メール数）

s 〇 〇 1 60

サーバ 1台が 1日当たり発信するメール数の平均※ 3 S 〇 〇 1 965

全最上位組織数 t 〇 〇 〇 1

全ユーザ数 （Mail Serverのメールボックスを持つ
ユーザ数，宛先ユーザ数，Address Serverユーザ数お
よびアドレス帳ユーザ数の総数）

T 〇 〇 〇 300※
5

Mail Serverのメールボックスを持つ全ユーザ数 u 〇 － － 300

宛先ユーザとMail Serverのメールボックスを持つ全
ユーザ数（宛先ユーザ数＋Mail Serverのメールボッ
クスを持つユーザ数の総数）

U 〇 〇 1 300※
5

送信メール 1通当たりの送信先サーバ数の平均※ 3

（同報宛先のサーバ数）

v 〇 〇 1 3



4.　システムの環境設定

120

注※ 1
各サーバで設定に必要な項目を〇印で示しています。

注※ 2
このモデルはマスタ管理サーバへの設定を前提としています。

注※ 3
これらの項目を余裕のある値にすると，DB（DataBase）容量が大きくなります。
見積もる各要素は平均値で計算して，最大割り当て量（-mオペランド）を大きめに
した方が，ディスクスペース効率は良くなります。

注※ 4
運用期間を長くするとデータベースのオブジェクトの配置に乱れが生じ，オブジェ
クトのアクセス性能が低下するおそれがあります。

注※ 5
このモデルでは，Mail Serverのメールボックスを持つユーザの数を 300とし，そ
れ以外のユーザの数は 0としています。

次に示すセグメントサイズの見積もり方法の 4.から 35.までのユーザデータベースにつ
いては，初期割り当て量 (-iオペランド )はすべて 1になるように設計してください。イ
ンデクスについては 36.のインデクス 1には 14（固定）を，37.のインデクス 2には 32
（固定）を初期割り当て量 (-iオペランド )に指定してください。

最大割り当て量 (-mオペランド )は，初期割り当て量 (-iオペランド )の 2倍以上の値を
設定することをお勧めします。

次に，パラメタの設定例の中の番号に従って，セグメントサイズ (-sオペランド )の見積
もり方法を説明します。セグメントサイズ (-sオペランド )には 1以上の値を設定してく
ださい。なお，「↑ (式 )↑」は値の切り上げを，「↓ (式 )↓」は値の切り下げを表しま
す。

サーバ 1台に登録するメールボックス数（個人メール
ボックス＋組織メールボックス数）

x 〇 〇 1 134

サーバ 1台にメールボックスを持つユーザ数（個人
メールボックス数）

X － 〇 1 －

サーバ 1台にあるマスタ掲示板数（下位掲示板も含
む）

Y － 〇 1 －

サーバ 1台にあるレプリカ掲示板数（下位掲示板も含
む）

y － 〇 1 －

項　　目 記号 マス
タ管
理
サー
バ※ 1

メー
ル
サー

バ※ 1

アド
レス
サー

バ※ 1

前提
モデ
ル値※

2
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● セグメントサイズの見積もり方法

1. マスタディレクトリとデータディレクトリのセグメントサイズおよび初期割り当て
量，ディクショナリと OIDインデクスのセグメントサイズ：
マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システム管理者ガイド」（Windows
用）を参照して，適切な値を設定してください。

2. ディクショナリの初期割り当て量：16（固定）
（Address ServerおよびMail Serverの使用分）

3. OIDインデクスの初期割り当て量：
最初に，Address ServerおよびMail Serverが生成するオブジェクト数を計算しま
す。オブジェクト数は次の計算式で求めてください。
t+g+11EM+4× (U+u+SC)+3× (z+T)+{S× (2a+v+1)+R+C× (3p+1)}× n
t：全最上位組織数
g：全グループ数
EM：E-mailアドレス利用者数
U：宛先ユーザとMail Serverのメールボックスを持つ全ユーザ数
u：Mail Serverのメールボックスを持つ全ユーザ数
SC：Schedulerユーザ数
z：全アドレス組織数
T：全ユーザ数
S：サーバ 1台が 1日当たり発信するメール数の平均
a：送信メール 1通当たりの宛先数の平均
v：送信メール 1通当たりの送信先サーバ数の平均
R：サーバ 1台が 1日当たりに受信するメール数の平均
C：全掲示板に 1日当たりに掲示される全記事数の平均
p：掲示板一つ当たりのレプリカ数の平均
n：データベースの運用期間（日数）
-iオペランドには，計算式で求めたオブジェクト数を 4800で割った値を指定してく
ださい。ただし，セグメントサイズ（-sオペランド）を 32として計算しています。
セグメントサイズに 32以外の値を指定する場合は，マニュアル「Groupmax Object 
Server Version 6 システム管理者ガイド」（Windows用）を参照してください。また， 
Document ManagerやWorkflowなどとあわせて運用する場合，計算式で求めたオブ
ジェクト数に，それらのアプリケーションで使用するオブジェクト数を加えてくださ
い。

4. ユーザデータベース 1：↑ (x+3)/106↑
x：サーバ 1台に登録するメールボックス数

5. ユーザデータベース 2：↑ (x+3)/43+(x+3)/13↑
x：サーバ 1台に登録するメールボックス数

6. ユーザデータベース 3：↑ (x+3)/47↑
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x：サーバ 1台に登録するメールボックス数

7. ユーザデータベース 4：↑ (x× s)/23+(x× s)/29↑
x：サーバ 1台に登録するメールボックス数
s：個人メールボックスと組織メールボックスが保持する送信メール数の平均

8. ユーザデータベース 5：↑ (x× s× a)/31↑
x：サーバ 1台に登録するメールボックス数
s：個人メールボックスと組織メールボックスが保持する送信メール数の平均
a：送信メール 1通当たりの宛先数の平均

9. ユーザデータベース 6：↑ (x× s× a)/47↑
x：サーバ 1台に登録するメールボックス数
s：個人メールボックスと組織メールボックスが保持する送信メール数の平均
a：送信メール 1通当たりの宛先数の平均

10.ユーザデータベース 7：↑ (O× k)/54+(O× k)/75↑
O：サーバ 1台に登録する組織メールボックス数
k：組織一つが保持する保留メール数の平均

11.ユーザデータベース 8：↑ (x× r)/13+(x× r)/8↑
x：サーバ 1台に登録するメールボックス数
r：個人メールボックスと組織メールボックスが保持する受信メール数の平均

12.ユーザデータベース 9：↑ (x× s× v)/34↑
x：サーバ 1台に登録するメールボックス数
s：個人メールボックスと組織メールボックスが保持する送信メール数の平均
v：送信メール 1通当たりの送信先サーバ数の平均

13.ユーザデータベース 10：↑ (x× s× a)/14+(x× s× a)/11↑
x：サーバ 1台に登録するメールボックス数
s：個人メールボックスと組織メールボックスが保持する送信メール数の平均
a：送信メール 1通当たりの宛先数の平均

14.ユーザデータベース 11：1（固定）

15.ユーザデータベース 12：
↑ (h× u)/88↑（マスタ管理サーバの場合）
↑ (h× X)/88↑（メールサーバの場合）
h：ユーザ 1人が権利を所有（運転席での権利設定）する組織の数とユーザが兼任す
る組織の数。ただし，自分の所属する組織を含まない。
u：Mail Serverのメールボックスを持つ全ユーザ数
X：サーバ 1台にメールボックスを持つユーザ数

16.ユーザデータベース 13：↑ t/18+t/28↑
t：全最上位組織数
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17.ユーザデータベース 14：↑ o/25+o/22↑
o：全組織数

18.ユーザデータベース 15：
↑ z/70↑（マスタ管理サーバの場合）
↑ O/70↑（メールサーバの場合）
z：全アドレス組織数
O：サーバ 1台に登録する組織メールボックス数

19.ユーザデータベース 16：
↑ d/20↑（マスタ管理サーバの場合）
↑ D/20↑（アドレスサーバ・メールサーバの場合）
d：Address Serverの全アドレスユーザ（メールユーザを含む）
D：サーバ 1台の全アドレスユーザ（メールユーザを含む）

20.ユーザデータベース 17：1（固定）

21.ユーザデータベース 18：↑ z/43↑
z：全アドレス組織数

22.ユーザデータベース 19：↑ z/50↑
z：全アドレス組織数

23.ユーザデータベース 20：
↑ z/31↑（マスタ管理サーバの場合）
↑ O/31↑（メールサーバの場合）
z：全アドレス組織数
O：サーバ 1台に登録する組織メールボックス数

24.ユーザデータベース 21：↑ g/75↑
g：全グループ数

25.ユーザデータベース 22：1（固定）

26.ユーザデータベース 23：↑ T/12↑
T：全ユーザ数

27.ユーザデータベース 24：↑ U/47+(T-U)/180↑
T：全ユーザ数
U：宛先ユーザとMail Serverのメールボックスを持つ全ユーザ数

28.ユーザデータベース 25：
↑ (B+b)/28+(B+b)/68↑（マスタ管理サーバの場合）
↑ (Y+y)/28+(Y+y)/68↑（メールサーバの場合）
B：全マスタ掲示板数（下位掲示板も含む）
b：全レプリカ掲示板数（下位掲示板も含む）
Y：サーバ 1台にあるマスタ掲示板数（下位掲示板も含む）
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y：サーバ 1台にあるレプリカ掲示板数（下位掲示板も含む）

29.ユーザデータベース 26：
↑ (B× p)/65+(B× p)/68↑（マスタ管理サーバの場合）
↑ (Y× p)/65+(Y× p)/68↑（メールサーバの場合）
B：全マスタ掲示板数（下位掲示板も含む）
p：掲示板一つ当たりのレプリカ数の平均
Y：サーバ 1台にあるマスタ掲示板数（下位掲示板も含む）

30.ユーザデータベース 27：↑ e/65+e/67↑
e：全サーバ数

31.ユーザデータベース 28：↑ T/10↑
T：全ユーザ数

32.ユーザデータベース 29：↑ (T× HE)/36↑
T：全ユーザ数
HE：ユーザ任意属性の見出し数（ユーザ任意属性を使用しない場合は 1とする）

33.ユーザデータベース 30：14（固定）

34.ユーザデータベース 31：↑ (EM+SC)/75↑
EM+SCを 75で割ります。
EM：E-mailアドレス利用者数
SC：Schedulerユーザ数
1人のユーザが E-mailアドレスを利用して，かつ Schedulerユーザの場合は，EM
と SCをそれぞれ一つずつ数えてください。

35.ユーザデータベース 32：
↑ (EM/↓ 8120/(40＋ EAVE＋ 4)↓ )↑＋↑ (SC/↓ 8120/(40＋ 1＋ 4)↓）↑
EM：E-mailアドレス利用者数
SC：Schedulerユーザ数
EAVE：E-mailアドレスの平均長

36.インデクス 1：
まず，表 4-2の受信メール数，送信メールの宛先数を次の計算式から見積もります。
・サーバ 1台が保持している受信メール数　：　x× r
・サーバ 1台が保持している送信メールの宛先数　：　x× s× a
a：送信メール 1通当たりの宛先数の平均
r：個人メールボックスと組織メールボックスが保持する受信メール数の平均
s：個人メールボックスと組織メールボックスが保持する送信メール数の平均
x：サーバ 1台に登録するメールボックス数
次に，計算した見積もり値※に対応する必要なセグメントサイズを表 4-2から求めて
ください。求めた受信メール数と送信メールの宛先数に対応する必要なセグメントサ
イズで大きい方の値を -sオペランドに指定します。例えば，受信メール数が 50,000，
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送信メールの宛先数が 70,000の場合，求める -sオペランドは大きい方の 502になり
ます。

注※
計算した見積もり値が表中にない場合は，前後の関係から算出してください。例
えば，送信メールの宛先数が 20,000のときの必要なセグメントサイズは，
10,000のセグメントサイズ 72の 2倍である 144になります。

表 4-2　オブジェクト数に対応するセグメント数（1）

37.インデクス 2：
インデクス 1と同じ手順で，表 4-3から全ユーザ (T)に対応する必要なセグメントサ
イズを求めて，その値を -sオペランドに指定してください。
ただし，全ユーザ数 (T)よりも E-mailアドレス利用者数 (EM)＋ Schedulerユーザ
数 (SC)の方が大きい場合は，全ユーザ数を E-mailアドレス利用者数 (EM)＋
Schedulerユーザ数 (SC)と置き換えてセグメントサイズを求めてください。

受信メール 送信メール

サーバ 1台が保持して
いる受信メール数

必要なセグメントサ
イズ

サーバ 1台が保持して
いる送信メールの宛先

数

必要なセグメントサイ
ズ

0～ 100 1 0～ 100 1

300 4 300 4

500 6 500 5

700 8 700 6

1,000 11 1,000 9

3,000 31 3,000 23

5,000 51 5,000 37

7,000 71 7,000 51

10,000 101 10,000 72

30,000 301 30,000 216

50,000 502 50,000 359

70,000 701 70,000 501

100,000 1001 100,000 716

300,000 2998 300,000 2142

500,000 4994 500,000 3569

700,000 6991 700,000 4995

1,000,000 9986 1,000,000 7135
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表 4-3　オブジェクト数に対応するセグメント数（2）

（2） システム共通定義ファイル

システム共通定義ファイルは，システムに共通する定義情報を記述するファイルです。
システム共通定義ファイルでの，パラメタの設定例を次に示します。なお，このパラメ
タ設定例は，「(1) 初期設定パラメタファイル」のパラメタ設定例の前提となったモデル
を使用しています。

#***************************************************************
#* ALL RIGHTS RESERVED,COPYRIGHT (C) 1995,2001,HITACHI,LTD.    *
#* LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.                          *
#***************************************************************
#***************************************************************
# Groupmax Object Server Version 6のシステム共通定義ファイル(1)*
#  小規模タイプの設定例を示します。                            *
#  この例を参考に適切な値を設定してください。                  *
#***************************************************************
 
#***************************************************************
# ［小規模タイプの設定例］
#    全ユーザ数： 300人
#    全サーバ数： 3台
#***************************************************************

 set system_id = a1      (→1)※

 set lck_limit = 8800    (→2)※

 set trn_tran_process_count = 66     (→3)※
 

 set dynamic_shmpool_size = 7000     (→4)※

 set static_shmpool_size  = 39000    (→5)※
 

全ユーザ数 必要なセグメントサイズ

0～ 100 1

300 4

500 6

700 8

1,000 11

3,000 31

5,000 51

7,000 71

10,000 101

30,000 302

50,000 502

70,000 701

100,000 1001
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 set dbm_master = C:¥XOD¥master01    (→6)※
 

 gcache -n xod_gcache_area     -m 2500 -u AREA        (→7)※

 gcache -n xod_gcache_oidindex -m  378 -u OIDINDEX    (→8)※

 gcache -n xod_gcache_index    -m  369 -u INDEX       (→9)※

 resipool -n xod_dictionary    -m   90 -u DICTIONARY  (→10)※

 resipool -n xod_resipool_user -m   54 -u USER        (→11)※

 resipool -n xod_resipool_cstype -m  4 -u CSTYPE      (→12)※

 resiobj -s SCHEMA -t _GM_USRT_Type                   (→13)※

 resiobj -s SCHEMA -t _GM_USERCONFIG_Type             (→13)※

 resiobj -s SCHEMA -t _GM_LASTSEQNO_Type              (→13)※

 resiobj -s SCHEMA -t _GM_IORT_Type                   (→13)※

 resiobj -s SCHEMA -t _GM_BDIT_Type                   (→13)※

 resiobj -s SCHEMA -t _GM_CMPT_Type                   (→13)※

 resiobj -s SCHEMA -t _GM_USER_CONFIG_ORNAME_CSType   (→13)※

 resiobj -s SCHEMA -t _GM_USRT_OR_NAME_CSType         (→13)※

注※
矢印の右側の番号は，次のパラメタの説明での番号に対応します。

● パラメタの説明

1. system_id（システム ID）
a1（固定）

2. lck_limit（最大同時排他要求数）
268×↑ A/8↑ +200
A：同時アクティブ数（Address ServerとMail Serverの使用分）

3. trn_tran_process_count（並行して実行するトランザクション数）
↑ L/8↑ +↑ L/16↑ +18
L：同時ログイン数（Address ServerとMail Serverの使用分）

4. dynamic_shmpool_size（動的共用メモリの総量）
7000 (キロバイト )（固定）。ただし，共用メモリプールの使用量が常に 80％以上と
なるような場合は，これより大きい値を指定してください。

5. static_shmpool_size（静的共用メモリの総量）
39000 (キロバイト )。この値はマニュアル「Groupmax Object Server Version 6シス
テム管理者ガイド」（Windows用）を参照して，余裕のある値を算出してください。

6. dbm_master（マスタディレクトリのファイル名）
初期設定パラメタファイルで指定したマスタディレクトリのファイル名を，フルパス
で指定してください。

7. gcacheパラメタ（グローバルキャッシュ）

-nオペランド（名称）
xod_gcache_area（固定）
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-uオペランド（用途）
AREA（固定）

-mオペランド（面数）
（↑ 2500× L/256↑）と 2500を比較して，大きい方の値を指定してください
（Address ServerとMail Serverの使用分）。
L：同時ログイン数

8. gcacheパラメタ（グローバルキャッシュ）

-nオペランド（名称）
xod_gcache_oidindex（固定）

-uオペランド（用途）
OIDINDEX（固定）

-mオペランド（面数）
（↑ G1× G2× 3/n↑）と 100を比較して，大きい方の値を指定してください
（Address ServerとMail Serverの使用分）。
G1：初期設定パラメタファイルの oidindex01で設定した -iオペランドの値
G2：初期設定パラメタファイルの oidindex01で設定した -sオペランドの値
n：データベースの運用期間

9. gcacheパラメタ（グローバルキャッシュ）

-nオペランド（名称）
xod_gcache_index（固定）

-uオペランド（用途）
INDEX（固定）

-mオペランド（面数）
（↑ V1+V2× 4+V3/10↑）と 100を比較して，大きい方の値を指定してくださ
い（Address ServerとMail Serverの使用分）。
V1：該当するサーバの登録ユーザ数と同時ログイン数を比較して，次の該当する
方の値を V1としてください。
登録ユーザ数と同時ログイン数がほぼ同じの場合
初期設定パラメタファイルのインデクス 1で求めた -sオペランドの値をそのまま
V1の値としてください。
登録ユーザ数が同時ログイン数より大きい場合
初期設定パラメタファイルのインデクス 1の「x：サーバ 1台に登録するメール
ボックス数」を「x：同時ログイン数」と置き換えて -sオペランドの値を表 4-2
から再計算してその値を V1の値としてください。
ただし，初期設定パラメタファイルのインデクス 1やその他の値はそのままにし
て，再計算した値はこの gcacheパラメタの V1だけに適用してください。
V2：初期設定パラメタファイルのインデクス 2の -sオペランドの値
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V3：初期設定パラメタファイルのユーザデータベース 4の -sオペランドの値

10.resipoolパラメタ（常駐ページプール）

-nオペランド（名称）
xod_dictionary（固定）

-uオペランド（用途）
DICTIONARY（固定）

-mオペランド（面数）
90（Address ServerとMail Serverの使用分）

11. resipoolパラメタ※ 1（Address Serverと Mail Serverデータベースのキャッシュ）

-nオペランド（名称）
xod_resipool_user（固定）

-uオペランド（用途）
USER（固定）

-mオペランド（面数）※ 2

システム宛先台帳用キャッシュメモリに全情報をキャッシュした場合：↑

(A1+A2+A3+A4+A5+A6) / 3↑※ 3

システム宛先台帳用キャッシュメモリに半分情報をキャッシュした場合：↑

(A1+A2+A3+A4+A5+A6) / 2↑※ 3

システム宛先台帳用キャッシュメモリにキャッシュしなかった場合：

A1+A2+A3+A4+A5+A6※ 3

A1：初期設定パラメタファイルのユーザデータベース 1の -sオペランド値
A2：初期設定パラメタファイルのユーザデータベース 2の -sオペランド値
A3：初期設定パラメタファイルのユーザデータベース 13の -sオペランド値
A4：初期設定パラメタファイルのユーザデータベース 14の -sオペランド値
A5：初期設定パラメタファイルのユーザデータベース 23の -sオペランド値
A6：初期設定パラメタファイルのユーザデータベース 25の -sオペランド値

注※ 1
この項目は必須ではありません。この項目を指定すると，クライアントのレスポ
ンスが向上します。

注※ 2
パラメタ設定例ではシステム宛先台帳用キャッシュメモリにキャッシュしなかっ
た場合の値を示しています。

注※ 3
Address ServerとMail Serverの使用分です。

12.resipoolパラメタ※ (Address ServerとMail Serverデータベースのクラスタードリン
グオブジェクトの常駐指定）
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-nオペランド（名称）
xod_resipool_cstype（固定）

-uオペランド（用途）
CSTYPE（固定）

-mオペランド（面数）
A7＋↑ A8 / 10↑
A7：初期設定パラメタファイルのユーザデータベース 3の -sオペランド値
A8：初期設定パラメタファイルのユーザデータベース 24の -sオペランド値

注※
この項目は必須ではありません。この項目を指定すると，クライアントのレスポ
ンスが向上します。

13.resiobjパラメタ※（Address Serverと Mail Serverデータベースのキャッシュ詳細）
-sオペランド（スキーマ名称）：データベースのスキーマ名称を指定します。
-tオペランド（タイプ名称）：タイプ名称（固定）

注※
項番 11.の「resipoolパラメタ」を指定しなかった場合，この resiobjパラメタは
必要ありません。

Address Serverが提供するこのテンプレートファイルは，Address ServerとMail 
Serverだけを使用する場合に限って有効です。したがって，Document Managerや
Workflowなどとあわせて運用する場合，各プログラムの計算結果を足したものとなりま
す。なお，システム宛先台帳用キャッシュメモリについては， 「8.6 システム宛先台帳用
キャッシュメモリの設定」，高速宛先変換メモリキャッシュについては，「8.8 高速宛先変
換のためのメモリキャッシュの設定」を参照してください。
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5　 システムの運用設定
サーバの環境設定とシステムを運用するための設定について説
明します。

5.1　システムを運用する前に

5.2　サーバの環境設定

5.3　ソフトウェアの起動と停止

5.4　サイト情報の設定

5.5　アドレスサーバの設定

5.6　メールサーバの設定

5.7　回覧メールボックスの設定

5.8　gmpublicinfoファイルの設定
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5.1　システムを運用する前に
システムの運用に必要な情報を設定してシステム全体を構築します。システム構築時の
作業手順を示します。

5.1.1　マスタ管理サーバを設定する場合
マスタ管理サーバを設定する場合の作業手順を表 5-1に示します。マスタ管理サーバだ
けという場合は，マスタ管理サーバ欄の○の作業を実行してください。マスタ管理サー
バがアドレスサーバを兼用する場合は，アドレスサーバ欄の○の作業を実行してくださ
い。マスタ管理サーバがメールサーバを兼用する場合は，メールサーバ欄の○の作業を
実行してください

表 5-1　マスタ管理サーバ環境構築の作業項目

5.1.2　アドレスサーバを設定する場合
アドレスサーバを設定する場合の作業手順を表 5-2に示します。アドレスサーバの場合
は，アドレスサーバ欄の○の作業を実行してください。メールサーバの場合は，メール
サーバ欄の○の作業を実行してください

手順 作業内容 操作対象

マスタ管
理サーバ

アドレ
スサー
バ

メール
サーバ

1 設定するマスタ管理サーバの Address Serverのセット
アップ

○ ○ ○

2 設定するマスタ管理サーバのアドレスサービスの起動 ○ ○ ○

3 運転席の起動 ○ ○ ○

4 サイトの登録 ○ ○ ○

5 設定するマスタ管理サーバにアドレスサーバを登録 － ○ ○

6 設定するマスタ管理サーバにメールサーバの設定 － － ○

7 運転席の停止 ○ ○ ○

8 設定するマスタ管理サーバのアドレスサービスを停止 ○ ○ ○

9 設定するマスタ管理サーバのアドレスサービスを起動 ○ ○ ○

10 運転席の起動 ○ ○ ○

11 設定するマスタ管理サーバのメールサーバの起動 － － ○
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表 5-2　アドレスサーバ環境構築の作業項目

手順 作業内容 操作対象

アドレス
サーバ

メールサー
バ

1 設定するアドレスサーバの Address Serverのセットアップ ○ ○

2 マスタ管理サーバと既存のアドレスサーバのアドレスサービス
の起動開始

○ ○

3 設定するアドレスサーバのアドレスサービスの起動 ○ ○

4 運転席の起動 ○ ○

5 サイトの登録（新サイトに登録するときだけ） ○ ○

6 設定するアドレスサーバにアドレスサーバを登録 ○ ○

7 設定するアドレスサーバにメールサーバの設定 － ○

8 既存のメールサーバのメールサーバの停止 － ○

9 運転席の停止 ○ ○

10 設定するアドレスサーバのアドレスサービスを停止 ○ ○

11 マスタ管理サーバのアドレスサービスを停止 ○ ○

12 マスタ管理サーバのアドレスサービスを起動 ○ ○

13 設定するアドレスサーバのアドレスサービスを起動 ○ ○

14 運転席の起動 ○ ○

15 既存のメールサーバのメールサーバの起動 － ○

16 設定するアドレスサーバのメールサーバの起動 － ○



5.　システムの運用設定

134

5.2　サーバの環境設定
Address ServerとMail Serverをインストールしたすべてのサーバの環境を設定します。
サーバの環境設定は，Groupmaxサーバグループ内の Address_Mailセットアップアイ
コンを起動して実行します。

5.2.1　新規にサーバ環境を設定する場合
新規に設定をするときは，次の点に注意してください。

● Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスの起動元となる Address_Mail
セットアップアイコンは，Address Serverにあるため，Address Serverがインストー
ルされていないマシンでは実行できません (Address ServerはMail Serverの前提プ
ログラムです )。

● Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスのセットアップ内容は，イン
ストール形態によって異なります。インストール前にどのようなサーバにするか決定
してください。なお，サーバ形態を変更するには，Address ServerおよびMail 
Serverのアンインストール後，再インストールしてください。最初にセットアップを
実行したユーザアカウントだけが，次回以降のセットアップおよび運転席を実行でき
ます。セットアップを実行する前に Address Serverのシステム管理者を決めてくださ
い。設定を終了した後にユーザアカウント (Windows NT上のサーバとログオン先の
ドメインを含む )を変更する場合，Address ServerおよびMail Serverをいったんア
ンインストールした後，再度，インストールからやり直してください。

●正常に環境設定を終了した場合，一部の項目を除き変更できません。誤った指定で環
境設定を終了した場合，ソフトウェアをいったん削除した後，再度，インストールか
らやり直してください。

（1） 設定手順

設定手順を次に示します。なお，起動方法は，初回も 2回目以降も同じです。

なお，インストール形態によってセットアップに必要な項目は変わります。これについ
ては，次の項で説明します。

1. アドレスサービスが起動している場合は停止します。

2. セットアップを実行するユーザ (システム管理者 )のユーザアカウントでログオンし
ます。

3. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から Address_Mail
セットアップアイコンを起動します。
Address_Mail Serverセットアップダイアログボックス表示されます。
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4. 各項目を設定します。
次に設定項目を示します。グレーアウト表示の項目は設定不要です。グレーアウト表
示される項目は，インストール時の設定によって異なります。

「マスタ管理サーバのドメイン名 /ホスト名 (H)」
セットアップサーバがアドレスサーバの場合，マスタ管理サーバのドメイン名ま
たはホスト名を 255バイト以内で指定します。TCP/IPのホスト名定義ファイル
または DNSの定義ファイルに記述されたものを指定してください。初回のアド
レスサービスの起動が正常に完了すると変更できなくなります。

「データベースのスキーマ名 (S)」
作成する DBのスキーマ名を 63バイト以内で指定します。指定できる文字は，
全角文字，半角英数字および _（アンダーバー）です。なお，次の文字列または
文字は使用できません。
・"MASTER"
・"IS_"で始まる文字列
・"WF_"で始まる文字列
・全角の空白
初回セットアップ時にはデフォルト値として "gmax"を表示します。必要に応じ
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て変更してください。2回目以降では初回に設定した値を表示します。

「プリンタ名 (P)」
運転席の印刷機能を使用するために，出力先のプリンタの名称を指定します。プ
リンタ名（共有名）を選択するか，入力してください。プリンタ名（共有名）は
128バイト以内です。「¥¥コンピュータ名 ¥共有名」の形式で指定してください。

省略はできません。ただし，運転席の印刷機能を使用する場合は 32バイト以内
の文字列で指定してください。
なお，プリンタ名（共有名）には半角スペースを含むことができません。使用中
のプリンタ名（共有名）に半角スペースが含まれている場合は，スペースを含ま
ないプリンタ名（共有名）に変更してから選択してください。指定するプリンタ
の詳細を次に示します。
・自 PCにプリンタドライバがあるもの (ローカル，ネットワークは問わず )。
・デフォルト表示するプリンタ名は「常に使うプリンタ」に指定してあるもの。
・参照ボタンでは自 PCの論理プリンタを表示する。ただし，半角スペースを含
むプリンタは一覧上に表示されない。
・プリンタが未設定の場合は不活性にして lp0が設定される。

「回覧機能を使用する (C)」
アドレス管理ドメイン内で回覧機能を使用するかどうかを選択します。マスタ管
理サーバで指定します。変更した設定は，各サーバのアドレスサービスを再起動
したときに有効になります。初回のデフォルト値はチェックありです。

「POP3/IMAP4を使用する (O)」
アドレス管理ドメイン内で POP3または IMAP4を使用するかどうかを選択しま
す。マスタ管理サーバで指定してください。この設定をチェックするとインター
ネットクライアントを使用してメールを参照できます。初回のデフォルト値は
チェックなしです
この設定をチェックすると次のメッセージが表示されます。
「ドメインパートの変更を行うとこれまでクライアントにダウンロードされた
メールの宛先は無効となります。また，sendmailの設定変更および全アドレス
サーバのアドレスサービスと Mail-SMTPの再起動が必要になります。ドメイン
パートを変更しますか？」
運用時には注意してください。

「ニックネームマッピング (ニックネーム @ドメインパート )(N)」
インターネットクライアントを使用してメールを送信する場合に，ニックネーム
マッピングルールの宛先を送信者に割り当てるのを優先します。この設定を変更
すると [OK]ボタン選択時に次のメッセージが表示されます。
「インターネットクライアントを使用して Groupmaxユーザ宛にメールを送信す
る場合は Mail-SMTPで POP3と連携する設定を行ってください。また，
Mail-SMTPで Groupmaxとインターネットを接続している場合はインターネッ
トクライアントから送信する外部ユーザ宛のメールは Groupmaxを経由しません
ので，運用時のセキュリティには十分ご注意ください。」
運用時には注意してください。
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「ユーザ属性の E-mailアドレスマッピング (E)」
インターネットクライアントを使用してメールを送信する場合に，ユーザ属性の
E-mailを送信者に割り当てるのを優先します。

「ニックネームマッピングで使用するドメインパート (D)」
SMTPとの通信で使用する Groupmax固有のドメインパートを指定します。
E-mailなどで使用している既存のドメインパートと異なるものを指定してくだ
さい。「ニックネームマッピング (ニックネーム @ドメインパート )(N)」と
「ユーザ属性の E-mailアドレスマッピング (E)」のどちらを指定してもこの設定
は必要です。

[DB編集 (B)]ボタン
DBのテーブル編集のためのダイアログボックスを表示します。このダイアログ
ボックスでデータベーステーブルを作成または削除できます。

「作成 (E)」
データベーステーブルを作成します。この設定を選択して [OK]ボタンを選択す
るとデータベーステーブルの作成を開始します。Object Serverが起動されてい
る必要があります。作成済みの場合は作成できません。

「削除 (D)」
データベーステーブルを削除します。この設定を選択して [OK]ボタンを選択す
るとデータベーステーブルの削除を開始します。Object Serverが起動されてい
る必要があります。作成されていない場合は削除できません。
マスタ管理サーバの場合，「ドメイン内にサーバは 1台も追加されていません
か？」という確認用メッセージが表示されます。
追加されている場合は，[キャンセル ]ボタンを選択してください。
そのサーバがアドレスサーバまたはメールサーバで，アドレス管理ドメインに所
属している場合は，グレーアウト表示されます。

5. [OK]ボタンを選択します。
サーバの環境を設定します。処理が正常終了すると画面が閉じ，サーバの環境設定が
完了します。
始めてセットアップを実行する場合は，次のような動作をします。
• Object Serverが起動されている場合
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DBのテーブル編集のためのダイアログボックスが表示されます。「作成 (E)」を選
択してデータベーステーブルを作成してください。ただし，[DB編集 (B)]ボタンで
DB編集を実行済みの場合は表示されません。

• Object Serverが起動されていない場合
エラーメッセージが表示され，Address_Mail Serverセットアップダイアログボッ
クスが再び表示されます。Object Serverを起動した後に [DB編集 (B)]ボタンを選
択して，データベーステーブルを作成してください。その後，Address_Mail 
Serverセットアップダイアログボックスで [OK]ボタンを選択します。

「ニックネームマッピングで使用するドメインパート (D)」の値を変更した場合は，次
のメッセージボックスが表示されます。
「ドメインパートの変更を行うとこれまでクライアントにダウンロードされたメール
の宛先は無効となります。また，sendmailの設定変更および全アドレスサーバのアド
レスサービスと Mail - SMTPの再起動が必要になります。ドメインパートを変更しま
すか？」
変更してセットアップを終了したい場合は，[はい ]ボタンを選択してください。
変更しないでセットアップを終了したい場合は，[いいえ ]ボタンを選択してくださ
い。[いいえ ]ボタンを選択するとその他の変更値も反映されません。Address_Mail 
Serverセットアップダイアログボックスに戻りたい場合は，[キャンセル ]ボタンを
選択してください。
[キャンセル ]ボタンを選択した場合，環境を設定しないで Address_Mail Server
セットアップダイアログボックスを閉じます。

！！！！ 注意事項

セットアップを実行していない状態で運転席を起動すると，「Address_Mail セットアップを
行ってから運転席を起動してください」というメッセージが表示されます。

5.2.2　サーバ環境を変更する場合
グレーアウト表示の項目は変更できません。これらの項目を変更する場合，プログラム
をいったん削除した後，再度，インストールからやり直してください。変更できる項目
は次のとおりです。

[DB編集 (B)]ボタン
DBのテーブル編集のためのダイアログボックスを表示します。このダイアログボッ
クスでデータベーステーブルを作成または削除できます。

「作成 (E)」
データベーステーブルを作成します。この設定を選択して [OK]ボタンを選択す
るとデータベーステーブルの作成を開始します。このとき，Object Serverが起
動されている必要があります。作成済みの場合はこの機能は無効です。

「削除 (D)」
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データベーステーブルを削除します。この設定を選択して [OK]ボタンを選択す
るとデータベーステーブルの削除を開始します。Object Serverが起動されてい
る必要があります。作成されていない場合は削除できません。
マスタ管理サーバの場合，「ドメイン内にサーバは 1台も追加されていません
か？」という確認メッセージが表示されます。追加されている場合は，「キャン
セル」を選択してください。
そのサーバがアドレスサーバまたはメールサーバで，アドレス管理ドメインに
所属している場合は，グレーアウト表示されます。

「回覧機能を使用する (C)」
アドレス管理ドメイン内で回覧機能を使用するかどうかを選択します。マスタ管理
サーバで指定してください。変更した設定は，各サーバのアドレスサービスを再起
動したときに有効になります。

「POP3/IMAP4を使用する (O)」
アドレス管理ドメイン内で POP3または IMAP4を使用するかどうかを選択します。
マスタ管理サーバで指定してください。この設定をチェックするとインターネット
クライアントを使用してメールを参照することができます。初回のデフォルト値は
チェックなしです。この設定をチェックすると次のメッセージが表示されます。
「ドメインパートの変更を行うとこれまでクライアントにダウンロードされたメール
の宛先は無効となります。また，sendmailの設定変更および全アドレスサーバのア
ドレスサービスとMail-SMTPの再起動が必要になります。ドメインパートを変更し
ますか？」
運用時には注意してください。
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5.3　ソフトウェアの起動と停止
ここでは，Address ServerおよびMail Serverシステムの運用設定に必要な，ソフト
ウェアの起動と停止について説明します。

5.3.1　各サーバのアドレスサービスの起動
Address ServerおよびMail Serverの各サーバのアドレスサービスの起動について説明
します。アドレスサービスの起動はシステムの運用設定時だけでなく通常運用時にも必
要です。Windows NT版のアドレスサービスの起動は，コントロールパネルのサービス
の中の「Address Server」を開始することを意味します。サーバのアドレスサービスを
起動するには，各サーバマシンで，順番に次の操作をします。マスタ管理サーバ，アド
レスサーバ，およびメールサーバの起動方法は同じです。

1. システム管理者のユーザアカウントによるログオン

2. Object Serverの起動

3. アドレスサービスの起動

Object Serverの起動方法については，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 
システム管理者ガイド」（Windows用）を参照してください。ここでは，アドレスサー
ビスの起動方法について説明します。Windows NTでは，サービスの起動を手動または
自動に設定できます。なお，Address Serverをインストールした直後，サービスの起動
は「手動」に設定されています。

（1） 手動で起動するように設定されている場合

1. コントロールパネルからサービスを開きます。

2.「Address Server」サービスを選択します。
なお，「Address Server」サービスを選択したとき Groupmax Address Consoleウィ
ンドウも起動できます。その場合には，表示されたダイアログボックスから次の手順
で起動してください。
(1)「スタートアップ」を選択する。
(2)「デスクトップとの対話をサービスに許可」をチェックする。
(3) [OK]ボタンを選択する。
Groupmax Address Consoleウィンドウは，アドレスサービスを停止すると自動的に
停止します。

3. [開始 (S)]ボタンを選択します。
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！！！！ 注意事項

Groupmax Address Consoleウィンドウの設定を有効にするためには，アドレスサービスを
再起動してください。

（2） 自動で起動するように設定されている場合

マシンを起動すると自動的にサービスが起動します。

（3） 起動の設定を変更する場合

（a）サービスの起動を「自動」に設定する

アドレスサービスを自動で起動する設定にするときは，必ず Object Serverも自動で起動
する設定にしてください。

1. コントロールパネルからサービスを開きます。

2.「スタートアップの種別」を「自動」にします。

3. [OK]ボタンを選択します。

次にマシンを起動するときから，アドレスサービスが自動的に起動されます。

（b）サービスの起動を「手動」に設定する

アドレスサービスを手動で起動する設定にするときは，Object Serverの起動は手動と自
動のどちらでも構いません。

1. コントロールパネルからサービスを開きます。

2.「スタートアップの種別」を「手動」にします。

3. [OK]ボタンを選択します。

5.3.2　運転席の起動
運転席の起動について説明します。運転席の起動はシステムの運用設定時だけでなく通
常運用時にも必要です。

次の手順で運転席を起動します。ただし，運転席を起動するためにはマスタ管理サーバ
のアドレスサービスを起動しておく必要があります。

1. システム管理者のユーザアカウントでログオンします。

2. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から運転席アイコン
を起動します。
運転席アイコンを起動した結果は次の場合によって異なります。
•「初めて運転席を起動する場合」又は「運転席ログイン ID設定を解除した後に起動
する場合」

• 既に起動したことがある場合
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（1） 「初めて運転席を起動する場合」又は「運転席ログイン ID設定を解
除した後に起動する場合」

運転席起動条件設定ダイアログボックスが表示されます。

「設定する」
運転席管理者のログイン IDとパスワードの入力を要求する運転席ログイン ID設定
ダイアログボックスを表示します。このダイアログボックスで設定したログイン ID
とパスワードが次の起動時から要求されます。

「ログイン ID」
運転席管理者のログイン IDを指定します。半角の英大文字および数字で 8文字
以内で指定してください。

「パスワード」
運転席管理者のパスワードを入力します。半角の英大文字および数字で 8文字
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以内で指定してください。

「パスワード再入力」
確認のためのパスワードを入力します。「パスワード」で指定したものと同じも
のを指定してください。

「設定しない」
次回の起動からは運転席管理者のログイン IDを要求しません。

設定が終了すると，システム管理ウィンドウが表示されます

（2） 既に起動したことがある場合

●運転席起動条件設定ダイアログボックスで「設定する」を指定した場合
運転席ログイン ID設定ダイアログボックスが表示されます。「(1) 「初めて運転席を
起動する場合」又は「運転席ログイン ID設定を解除した後に起動する場合」」と同じ
ようにログイン IDなどを入力して [了解 ]ボタンを選択してください。入力内容が正
しければシステム管理ウィンドウが表示されます。

●運転席起動条件設定ダイアログボックスで「設定しない」を指定した場合
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システム管理ウィンドウが表示されます。

（3） 運転席ログイン ID設定の解除

コマンド「manageridinit」を使って解除します。次に操作手順を示します。なお，詳細
は「16.17 manageridinit」を参照してください。

1. コマンドプロンプトで，＜インストール先ディレクトリ＞ ¥tool¥manageridinitを実行
します。

2. 対話形式で設定済みのログイン IDとパスワードを入力すれば設定は解除されます。

5.3.3　運転席の停止
運転席を停止するには，運転席のシステム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [終了
(X)]を選択します。

5.3.4　各サーバのアドレスサービスの停止
Address ServerおよびMail Serverの各サーバのアドレスサービスの停止について説明
します。アドレスサービスの停止はシステムの運用設定時だけでなく通常運用時にも必
要です。Windows NT版のアドレスサービスの停止は，コントロールパネルのサービス
の中の「Address Server」を停止することを意味します。

サーバのアドレスサービスを停止するには，各サーバマシンで，順番に次の操作をしま
す。マスタ管理サーバ，アドレスサーバ，およびメールサーバの停止方法は同じです。

1. システム管理者のユーザアカウントによるログオン

2. アドレスサービスの停止

ここでは，アドレスサービスの停止方法について説明します。

次の手順で停止してください。

1. コントロールパネルからサービスを開きます。

2.「Address Server」サービスを選択します。

3. [停止 (T)]ボタンを選択します。
「状態」欄が空白の場合，サーバは停止しています。

注意
• サーバマシンのWindows NTをシャットダウンする前に，必ずアドレスサービス
を停止してください。

• アドレスサービス停止時に運転席を起動していた場合，運転席を必ず停止してく
ださい。
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5.4　サイト情報の設定
サイト名を設定することによって，サイトを登録します。

運転席から，次のサイト一覧ダイアログボックスを使ってサイト情報を設定します。シ
ステム管理ウィンドウの [ファイル (F)]の [DBメンテナンス (D)]から [サイト情報 (S)]
を選択すると表示されます。なお，[ファイル (F)]から [サイト詳細 (S)]を選択してもこ
のダイアログボックスを表示できますが，サイト情報の設定には使用できません。

！！！！ 注意事項

サイトの登録直後からマスタ管理サーバのアドレスサービスを停止するまでの表示順序は，
新しいものが一覧の下に追加されます。しかし，マスタ管理サーバのアドレスサービスを起
動すると，登録済みのサイトは，一覧の上から新しい順に表示されます。

[閉じる ]ボタンを選択すると，終了します。

ここでは，サイト情報を登録，削除，および変更する方法について説明します。

5.4.1　サイト情報の登録
次に操作手順を示します。

1. サイト一覧ダイアログボックスで，[登録 ]ボタンを選択します。
サイト登録 /変更ダイアログボックスが表示されます。
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2. サイト名を入力します。
サイト名は，全角ならば 16文字以内で，半角ならば 32文字以内で入力します。ただ
し，入力条件については，「9.5.6　関連項目の入力条件」のサーバ名 /サイト名に記
述されているものを使用してください。サイト名はアドレス管理ドメイン内で一意で
なければなりません。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
入力したサイト名がシステムに登録されます。[取消 ]ボタンを選択すると，登録が
取り消されてサイト一覧ダイアログボックスに戻ります。

サイトを登録するとサイト一覧ダイアログボックスのリストにサイト名が表示されます。
また，システム管理ウィンドウを再描画すると，サイト状態表示エリアにサイト名が表
示されます。

5.4.2　サイト情報の変更
既存サイトのサイト名を変更できます。操作する前に次の条件を満たしているかどうか
を確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動中である。

●変更するサイトに所属するすべてのアドレスサーバのアドレスサービスが起動中であ
る。

次に操作手順を示します。

1. サイト一覧ダイアログボックスで，[変更 ]ボタンを選択します。
サイト登録 /変更ダイアログボックスが表示されます。

2. 既存のサイト名を消して，新しいサイト名を入力します。
サイト名は，全角ならば 16文字以内で，半角ならば 32文字以内で入力します。ただ
し，入力条件については，「9.5.6　関連項目の入力条件」のサーバ名 /サイト名に記
述されているものを使用してください。サイト名はアドレス管理ドメイン内で一意で
なければなりません。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
入力したサイト名がシステムに登録されます。[取消 ]ボタンを選択すると登録が取
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消されてサイト一覧ダイアログボックスに戻ります。

サイトを変更するとサイト一覧ダイアログボックスのリストにサイト名が表示されます。
また，システム管理ウィンドウを再描画すると，サイト状態表示エリアに新しいサイト
名が表示されます。

5.4.3　サイト情報の削除
サイトを削除する場合，事前にサイト内の全サーバを削除してください。指定したサイ
トのサーバがすべて消去されていない場合，削除できません。次に操作手順を示します。

1. サイト一覧ダイアログボックスで，削除するサイトを指定した後，[削除 ]ボタンを選
択します。
「サイト (××××× )を削除してもよろしいですか。」というメッセージが表示され
ます。

2. [了解 ]ボタンを選択します。
指定したサイトが削除されます。[取消 ]ボタンを選択すると，指定したサイトを削
除しないでサイト一覧ダイアログボックスに戻ります。

サイトを削除するとサイト一覧ダイアログボックスのリストからサイト名が消えます。
また，システム管理ウィンドウを再描画すると，サイト名が消えます。
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5.5　アドレスサーバの設定
登録したサイトの構成を決めます。

5.5.1　アドレスサーバの登録
サイトに，アドレスサーバを登録します。次に操作手順を示します。

なお，マスタ管理サーバが参照する DNS定義または hostsファイルには，登録するサー
バマシンすべてのドメイン名またはホスト名を登録しておいてください。

1. サイト一覧ダイアログボックスで，アドレスサーバを登録するサイト名を指定しま
す。
一つのサイト内に，アドレスサーバとメールサーバを混在させると次の現象が発生し
ます。

現象
1台でもメールサーバが起動していると，停止中のアプリケーションがなくても，
サイトの状態が赤色になります。

アドレスサーバはアドレスサーバだけのサイトに，メールサーバはメールサーバだけ
のサイトに分けて運用してください。

2. [サーバ一覧 ]ボタンを選択します。
サーバ一覧ダイアログボックスが表示されます。

3. [登録 ]ボタンを選択します。
サーバ追加 /変更ダイアログボックスが表示されます。
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「ドメイン名 /ホスト名」
アドレスサーバのドメイン名またはホスト名を，半角の英数字，-（ハイフン），.
（ピリオド）で 255文字以内で入力します。文字列長が入力欄より長い場合，先
頭側を表示しますので，隠れた部分を参照する場合は，カーソルを移動してくだ
さい。
なお，ホスト名が上記の文字種に合っていない場合は，マスタ管理サーバおよび
すべてのアドレスサーバ（メールサーバ）の gmpublicinfoファイルに
DNAMERFC=Nを記述してから設定してください。
gmpublicinfoファイルの詳細については，「5.8 gmpublicinfoファイルの設定」
を参照してください。

4. アドレスサーバのサーバ名およびドメイン名またはホスト名を入力します。
サーバ名は，全角ならば 16文字以内で，半角ならば 32文字以内で入力します。ただ
し，入力条件については，「9.5.6　関連項目の入力条件」のサーバ名 /サイト名に記
述されているものを使用してください。サーバ名はアドレス管理ドメイン内で一意で
なければなりません。
ドメイン名またはホスト名は，サーバを設定するマシンの TCP/IPのドメイン名また
はホスト名です。半角の英数字，-（ハイフン），.（ピリオド）で 255文字以内で入力
してください。

5. [了解 ]ボタンを選択します。
追加したサーバが登録されます。[取消 ]ボタンを選択すると，登録をしないでサー
バ一覧ダイアログボックスに戻ります。

アドレスサーバを登録するとサーバ一覧ダイアログボックスのリストに登録したサーバ
のサーバ名が表示されます。

注意
サーバ追加時は，追加が正常に完了するか，タイムアウトメッセージが出力される
まで，プログラムを強制的に終了させたり，シャットダウンしたりしないでくださ
い。
サーバ追加時に，入力したドメイン名またはホスト名が有効にならない場合があり
ます。有効にならない条件を次に示します。
• サーバ追加時に設定したドメイン名またはホスト名と，TCP/IPのプロパティで設
定したドメイン名またはホスト名が異なる状況で，マスタ管理サーバを追加した。
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• サーバを追加する前に，MTAを登録した。

5.5.2　アドレスサーバ名の変更
既存アドレスサーバのサーバ名を変更できます。操作する前に次の条件を満たしている
かどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動中である。

●変更するアドレスサーバのアドレスサービスが起動中である。

次に操作手順を示します。なお，サーバ一覧ダイアログボックスを表示するまでは，
「5.5.1　アドレスサーバの登録」の手順に従ってください。

1. サーバ一覧ダイアログボックスで，[変更 ]ボタンを選択します。
サーバ追加 /変更ダイアログボックスが表示されます。
ドメイン名またはホスト名の変更については「19.6 ドメイン名又はホスト名を変更す
る」を参照してください。ドメイン名またはホスト名の変更と IPアドレスの変更を
考えている場合は，IPアドレスの変更前にドメイン名またはホスト名を変更してくだ
さい。なお，IPアドレスの変更については「19.2 サーバの IPアドレスを変更する」
を参照してください。

2. 既存のサーバ名を消して，新しいサーバ名を入力します。
サーバ名は，全角ならば 16文字以内で，半角ならば 32文字以内で入力します。ただ
し，入力条件については，「9.5.6　関連項目の入力条件」のサーバ名 /サイト名に記
述されているものを使用してください。サーバ名はアドレス管理ドメイン内で一意で
なければなりません。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
入力したサーバ名がシステムに登録されます。[取消 ]ボタンを選択すると登録が取
消されてサーバ一覧ダイアログボックスに戻ります。

注
IPアドレスが変更されるような，ドメイン名 /ホスト名の変更は避けてください。

サーバを変更するとサーバ一覧ダイアログボックスのリストに新しいサーバ名が表示さ
れます。

5.5.3　アドレスサーバの削除
サーバ情報の削除方法について説明します。サーバを削除する場合，事前に削除する
サーバをホームサーバにしている全ユーザと全組織，削除するサーバをマスタ掲示板に
している全掲示板を削除してください。サーバ内に，ユーザ，組織，掲示板が一つでも
あると削除できません。

次に操作手順を示します。
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1. サイト一覧ダイアログボックスで，[サーバ一覧 ]ボタンを選択します。

2. サーバ一覧ダイアログボックスで，削除するアドレスサーバを選択します。

3. [削除 ]ボタンを選択します。
「サイト (XXXXX)のサーバ (XXXXX)を削除してよろしいですか ?」というメッセー
ジが表示されます。

4. [はい ]ボタンを選択します。
指定したサーバが削除されます。[いいえ ]ボタンを選択すると，指定したサーバを
削除しないで終了します。

！！！！ 注意事項

アプリケーション情報が設定されたアドレスサーバ（メールサーバ）も上記手順で削除でき
ます。しかし，アドレスサーバを削除してもMTAは削除されません。MTAも削除する場
合は，X.400MHS運転席を使用して削除したアドレスサーバのドメイン名またはホスト名
を持つMTAを削除してください。アドレスサーバの削除とMTAの削除の作業の間に，ア
ドレスサービスは停止しないでください。

5.5.4　レプリケーション中継サーバの設定
レプリケーション中継サーバを設定する前に，Address Server - Replication Optionのイ
ンストールとセットアップが完了している必要があります。インストールとセットアッ
プが終了した後に設定してください。

ここでは，インストール後のセットアップと設定方法を順番に説明します。

セットアップ手順を次に示します。

1. [スタート ]メニューの [プログラム (P)]の [Groupmaxサーバ ]から中継サーバセッ
トアップアイコンを起動します。
レプリケーション中継サーバセットアップダイアログボックスが表示されます。

2.「セットアップ」を選択します。
セットアップが終了すると，終了確認のダイアログボックスが表示されます。[OK]
ボタンを選択してセットアップを終了します。

セットアップが完了したら，次の手順に従って設定します。

1. サーバ一覧ダイアログボックスを開きます。

2. レプリケーション中継サーバにするアドレスサーバを選択します。

3. [中継設定 ]ボタンを選択します。
指定したサーバの種別が「中継サーバ」になります。

レプリケーション中継サーバを解除したい場合，サーバ一覧ダイアログボックスでサー
バを指定し [中継解除 ]ボタンを選択してください。
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！！！！ 注意事項

レプリケーション中継サーバを設定するためには，マスタ管理サーバにも Address Server - 
Replication Optionをインストールしてセットアップする必要があります。
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5.6　メールサーバの設定
マスタ管理サーバとアドレスサーバにメールサーバを設定します。ここでは，メール
サーバの設定手順とアプリケーションの設定について説明します。

なお，メールサーバに設定するマシンには，Mail Serverをインストールする必要があり
ます。

注意
• マルチサーバ構成で一つでもメールサーバにするマシンがある場合は，マスタ管
理サーバにもメールサーバを設定してください。

• ユーザを登録する前に，マスタ管理サーバにメールサーバを設定する必要があり
ます。

• メールサーバの設定では，X.400およびUAを必ず設定してください。

1. 運転席のサーバ一覧ダイアログボックスを開きます。

2. メールサーバにするアドレスサーバを選択します。

3. [メール設定 ]ボタンを選択します。
メールサーバの設定ダイアログボックスが表示されます。
ダイアログボックス内にはすでに設定されているサーバ名およびドメイン名またはホ
スト名が表示されます。また，各サーバに設定されているアプリケーションには黒丸
が表示されます。黒丸が一つ以上表示されているサーバがメールサーバです。
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メールサーバには必ずMTAが必要です。メールサーバにするアドレスサーバにMTA
を設定する場合には次の三つがあります。
• 現段階ではMTAが設定されておらずデフォルト値でMTAを自動設定する場合，
手順 4に進んでください。この場合，手順 4を実行すると「MTA情報をデフォル
ト値で設定しますか？手動で設定する場合はMTAボタンを押してください。」とい
うメッセージが表示されます。

• MTAが設定されているいないにかかわらず任意にMTAを設定する場合，[MTA]
ボタンを選択して表示された X.400MHS運転席ウィンドウで任意にMTAを設定し
ます。次に手順 4に進んでください。MTAの詳細な設定については，「6. X.400の
設定」を参照してください。

• すでにMTAが設定されていてそのMTAを使用する場合，手順 4に進んでくださ
い。

4. メールサーバの設定ダイアログボックスで [メール設定 ]ボタンを選択します。
メール情報設定ダイアログボックスが表示されます。MTAが設定されていない場合，
確認のダイアログボックスを表示してデフォルト値でMTAを自動設定します。
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ダイアログボックス内には，設定中であるマシンのサイト名，サーバ名，ドメイン名
またはホスト名が表示されます。

「アプリケーション情報」
チェックボックスをチェックすると，各アプリケーションの設定画面を呼び出せ
ます。各アプリケーションの設定方法については「5.6.1　アプリケーション情報
の設定」を参照してください。

[了解 ]ボタン
チェックしたアプリケーションを登録して，ダイアログボックスを閉じます。

[取消 ]ボタン
アプリケーションを登録しないでダイアログボックスを閉じます。

5.6.1　アプリケーション情報の設定
Mail Serverを使用するために必要な，次に示すアプリケーション情報の設定方法を説明
します。

● X.400

● UA

●リモート PC

●リモート PC/TCP

注意
•「リモート PC/TCP」を設定できるのは，UNIX版のメールサーバに対してだけで
す。Windows NT版のメールサーバには「リモート PC/TCP」を設定できません。

• アプリケーション情報の設定を行うときは操作するメールサーバが停止している
状態で行ってください。
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（1） X.400の設定

X.400のデーモンを管理するかどうかを設定します。メールを使用（メールサーバに）
する場合は，必ず設定してください。MTAが設定されていない場合は，この設定を完了
することで自動的にMTAを設定します。

メール情報設定ダイアログボックスの「X400」を選択すると，X400運転管理サービス
設定ダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスには，「X400運転管理
サービスを設定します。」というメッセージが表示されます。

[了解 ]ボタンを選択すると，X400運転管理サービスを設定して，ダイアログボックス
を閉じます。[取消 ]ボタンを選択すると，設定しないでダイアログボックスを閉じま
す。

（2） UAの設定

UAは，PCなどのクライアントからの要求を受けて，サーバ上でメールや回覧などを処
理します。メールを使用（メールサーバに）する場合は必ず設定してください。なお，
設定するメールサーバのサーバが停止した（アドレスサービスは起動している）状態で
ないとできません。

メール情報設定ダイアログボックスの「UA」を選択する，またはメールサーバの設定ダ
イアログボックスで［UA］ボタンを選択すると，UA詳細情報設定ダイアログボックス
が表示されます。ここで [了解 ]ボタンを選択すると，UAを設定してダイアログボック
スを閉じます。[取消 ]ボタンを選択すると，UAを設定しないでダイアログボックスを
閉じます。
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このダイアログボックスでは，UAの設定と同時に自動削除デーモン動作タイミングの設
定もできます。これは，メールボックスに蓄積されたメールを削除する機能を持つ，自
動削除デーモンの動作する日時です。

！！！！ 注意事項

メールデータによってファイルシステムが満杯にならないように，定期的に自動削除デーモ
ンを動作させる運用をお勧めします。

自動削除の対象となるメールは，受信メールの場合，既読で日付の古いメールです。送
信メールの場合，メールボックスの容量がいっぱいになると日付の古いものから削除さ
れます。ただし，回覧メールと掲示板記事は自動削除の対象となりません。自動削除
デーモンは，削除後容量と削除後蓄積数の両条件を満たすまでメールを削除します。

！！！！ 注意事項

この機能でのメール 1通当たりのサイズは，受信メール一覧に表示されるものとは違いま
す。これは，1通当たり＋ 5キロバイト程度の誤差が生じるからです。したがって，受信
メール一覧でメールの合計サイズが，削除が開始される値に満たない場合でも削除されるこ
とがあります。なお，受信メール一覧にメールのサイズが表示されるのは，32ビットクラ
イアントの 03-10以降です。

[追加 ]ボタン
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自動削除デーモン動作タイミングを追加します。自動削除デーモン動作タイミング
ダイアログボックスが開きます。

[修正 ]ボタン
登録されている自動削除デーモン動作タイミングを変更します。自動削除デーモン
動作タイミングダイアログボックスが開きます。タイミングが変更される前に，「項
番 (×× )の自動削除デーモン動作タイミングを更新してよろしいですか？」という
メッセージが表示されます。

[削除 ]ボタン
指定した自動削除デーモン動作タイミングを削除します。削除する前に，「項番 (×
× )の自動削除デーモン動作タイミングを削除してよろしいですか？」というメッ
セージが表示されます。

[了解 ]ボタン
自動削除デーモン動作タイミングに対する追加・修正・削除を登録して，ダイアロ
グボックスを閉じます。

[取消 ]ボタン
自動削除デーモン動作タイミングに対する追加・修正・削除を登録しないで，ダイ
アログボックスを閉じます。

UA詳細情報設定ダイアログボックスで [追加 ]ボタンまたは [修正 ]ボタンを選択する
と，自動削除デーモン動作タイミングダイアログボックスが開きます。

年，月，日，曜日，時，分，時間を指定します。指定するときは，次の点に注意してく
ださい。

●年は 4けたの西暦で入力します。

●曜日は，次のように，英小文字で，曜日の先頭 3文字を指定します。
月曜日 → mon，火曜日 → tue，水曜日 → wed，木曜日 → thu，金曜日 → fri，土曜日 
→ sat，日曜日 → sun
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●時は，24時間制（0～ 23）で指定します。

●何年何月何日何時何分まで指定してある場合，その時刻にメールサーバが停止してい
ると次のサーバ起動時に動作します。

●時間は，指定した時刻からどれだけの時間デーモンを動作させるかを 0～ 99の範囲
で指定します。0を指定したときは，指定した時刻になっても自動削除デーモンは動
作しません。削除処理が次の開始時刻まで進んだとき次の処理は動きません。

注意
02-10以前のバージョンで，時間を指定しない運用を実施していた場合，この
バージョンに更新インストールすると，時間に 0が指定されるため自動削除デー
モンが動作しなくなります。自動削除デーモンを起動させる場合には，時間を設
定してください。
削除するメールが多い場合，指定した時間内にすべての対象メールを削除できな
いことがあります。

年，月，日，曜日，時，分は，それぞれ組み合わせて指定できます。自動削除の組み合
わせを表 5-3に示します。

表 5-3　自動削除の組み合わせ

（凡例）〇は指定する項目を示す。

運転席での自動削除デーモンタイミングの設定に対して，コマンドを使用してマスタ管
理サーバおよび各メールサーバの保存期間を超えたメールを削除することができます。
なお，保存期間を過ぎたメールに関しては，オプションの指定で既読メールだけでなく，
未読メールも削除できます。削除対象となるのは送信メールと受信メールです。回覧
メールと保留メールは対象になりません。

コマンドには，マスタ管理サーバ用とメールサーバ用の二つがあります。なお，各コマ
ンドの詳細は「16.コマンドリファレンス」を参照してください。

マスタ管理サーバ用
マスタ管理サーバ用コマンドは，該当サーバ（省略時，全サーバ）の指定された保
存期間を超えた送信メールおよび受信メールを削除します。

構文
nxudmailM 保存期間 [-hホスト名 ] [-o[n]] {[-uユーザ ID ユーザ ID ...] | [-fファ

年 月 日 曜
日

時 分 時
間

意味

〇 〇 〇 〇 〇 〇 指定された年月日の時刻に動作します。

〇 〇 〇 〇 〇 指定された月日の時刻に動作します。

〇 〇 〇 〇 指定された日の時刻に動作します。

〇 〇 〇 〇 指定された曜日の時刻に動作します。

〇 〇 〇 毎日，指定された時刻に動作します。
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イル名 ]}

メールサーバ用
メールサーバ用コマンドは，メールサーバの指定された保存期間を超えた送信メー
ルおよび受信メールを削除します。

構文
nxudmail 保存期間 [-o[n]] {[-uユーザ ID ユーザ ID ...] | [-fファイル名 ]}

注意事項
• コマンドを実行するメールサーバは必ず起動されている必要があります。マスタ
管理サーバからメールサーバのドメイン名またはホスト名を指定する場合も，該
当するドメイン名またはホスト名のメールサーバが起動されている必要がありま
す。

• コマンドを連続して実行する場合は，「メール削除が終了しました」というメッ
セージが表示されたことを確認した後で，コマンドを実行してください。ただし，
Windows NT版ではサービスの「スタートアップ」で「デスクトップとの対話を
サービスに許可」をチェックしないと，メッセージは表示されません。

• 自動削除デーモン処理実行中にコマンドを実行する場合，自動削除デーモン実行
処理が優先され，コマンドは自動削除デーモン実行処理が完了するまで実行され
ません。そのため，コマンドの処理終了が遅くなります。自動削除デーモン処理
とコマンドは併用して使用しないことをお勧めします。

• 自動削除デーモン動作タイミングを初めて設定して，その設定が年月日指定のと
き，指定した日が現在の日より前の場合は，設定直後のサーバ起動時だけ自動削
除デーモンが動作します。これは，指定したときは将来の日でも，時間が経過し
てから設定直後のメールサーバの起動をしたため，起動時刻が指定した日より新
しくなってしまった場合も同様です。

• コマンドが終了しても，保存期間処理は完了していません。
• マスタ管理サーバコマンド（nxudmailM）は，マスタ管理サーバでだけ実行でき
ます。 

• 自動削除デーモン動作タイミングの設定が年月日指定のとき，指定した日が現在
の日より前の場合は，設定直後のサーバ起動時に自動削除デーモンが動作します。
また曜日指定のときも，指定した曜日がサーバ起動曜日と同一曜日で，かつ時・
分の指定値が現在の時刻より前のときは，サーバ起動時に自動削除デーモンが動
作します。

• 時分指定以外ときは，時・分の指定値が現在の時刻より前のとき設定時間から現
在の時間に自動削除デーモンが動作した実績はないときは，サーバ起動時に自動
削除デーモンが動作します。

（3） リモート PCの登録

リモート PCとは，LANを介さないで，公衆回線でメールサーバと接続される PCのこ
とです。リモート PC接続によって，ネットワークに属していない PCから，電話回線な
どを通してMail Serverの機能を利用できます。
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リモート PCでMail Serverを利用するための操作やリモート PC側での設定の詳細は，
「付録 C リモート機能の利用」を参照してください。

リモート PCの接続構成を図 5-1に示します。

図 5-1　リモート PCの接続構成

リモート PC接続を利用するには，次の条件が前提となります。

●リモート PC

RS232Cインタフェースを持つ PC

RS232Cストレートケーブル

モデム
一般的なパソコン通信用のもので問題ありません。ATコマンドを認識できるも
のを使用してください。できれば，9,600bps以上で，MNP/V.42bisプロトコル
対応のものを使用してください。

通信ソフト
一般的なパソコン通信用のもので問題ありません。XMODEMでのファイル送信
機能，Xon/Xoffによるフロー制御機能を持つものを使用してください。Windows
ターミナルも使用できます。

●メールサーバ

RS232Cストレートケーブル

モデム
一般的なパソコン通信用のもので問題ありません。ATコマンドを認識でき，自
動着信機能，設定の不揮発メモリへの記憶機能があるものを使用してください。
できれば，9,600bps以上で，MNP/V.42bisプロトコル対応のものを使用してく
ださい。
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（a）リモート PC詳細情報設定ダイアログボックスの説明

リモート PCを登録するには，リモート PC詳細情報設定ダイアログボックスを使用しま
す。このダイアログボックスは，メール情報設定ダイアログボックスのアプリケーショ
ン情報で「リモート PC」を選択すると表示されます。

新しくリモート PCを登録する場合，リモート PC詳細情報設定ダイアログボックスで [
追加 ]ボタンを選択します。次のリモート PC詳細情報追加ダイアログボックスが表示さ
れます。[取消 ]ボタンを選択すると，メール情報設定ダイアログボックスに戻ります。
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ダイアログボックス内の設定項目を表 5-4に示します。

表 5-4　リモート PC詳細情報の設定項目

回線 IDは，回線を識別するための IDで，回線状態を確認する場合に使用します。任意
の名称を指定してください。その他の項目は，使用するモデムなどのデバイスの仕様に
合わせて指定してください（リモート PC接続のための標準的な設定値については，「(b) 
リモート PCの設定」を参照してください）。

[了解 ]ボタンを選択すると，設定した情報を登録してダイアログボックスを閉じます。[
取消 ]ボタンを選択すると，設定した情報を登録しないでダイアログボックスを閉じま

設定項目 指定する値

回線 ID 回線 IDを指定します。

デバイス名 RS232Cポートのデバイス名（COM2など）を指定します。

回線速度 回線速度を指定します。

漢字コード 漢字コードを指定します。

キャラクタ長 キャラクタ長をビット数で指定します。

パリティ パリティの有無を指定します。

ストップビット ストップビット長を選択します。

Xフロー制御 Xフロー制御の有無を指定します。

エコーバック エコーバックの有無を指定します。

改行コード（入力） 入力時の改行コードを指定します。（PC → メールサーバ）

改行コード（出力） 出力時の改行コードを指定します。（メールサーバ → PC）

タイムアウト 回線のタイムアウト値を指定します。
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す。

すでに登録されているリモート PCの情報を修正する場合は，リモート PC詳細情報設定
ダイアログボックスで，設定を変更するリモート PCを指定して，[修正 ]ボタンを選択
してください。指定したリモート PCの，リモート PC詳細情報追加ダイアログボックス
が表示されます。

リモート PCを削除する場合は，リモート PC詳細情報設定ダイアログボックスで削除す
るリモート PCを指定して，[削除 ]ボタンを選択します。

（b）リモート PCの設定

次に，メールサーバでリモート PCを動作させるための設定方法について説明します。
なお，ここでは，メールサーバ側，リモート PC側ともに 9,600bps MNP/V.42bis対応モ
デムを使用し，転送速度を 9,600bpsに設定する場合について説明します。順番に次の作
業をしてください。

1. メールサーバの RS232Cの設定
2. 運転席での設定
3. メールサーバ側のモデムの設定
4. PCの通信ソフトの設定
5. PC側のモデムの設定

各作業について説明します。

1. メールサーバの RS232Cの設定
コントロールパネルの「シリアルポートの設定」で，次のように設定します。
• 転送速度　－　9,600bps
• データ長　－　8ビット
• パリティビット　－　なし
• ストップビット　－　1ビット

2. 運転席での設定
リモート PC詳細情報追加ダイアログボックスで，リモート PCの設定をします。ダ
イアログボックスの操作については，「(a) リモート PC詳細情報設定ダイアログボッ
クスの説明」を参照してください。各項目を次のように設定します。
• 回線 ID　－　001
• デバイス名　－　COM1※

• 回線速度　－　9,600bps
• 漢字コード　－　SJIS
• キャラクタ長　－　8
• パリティ　－　無し
• ストップビット　－　1
• Xフロー制御　－　有り
• エコーバック　－　有り
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• 改行コード（入力）　－　CR
• 改行コード（出力）　－　CR
• タイムアウト　－　300

注※　デバイス名は，使用するマシンおよび RS232Cによって多少異なります。

3. メールサーバ側のモデムの設定
まず，メールサーバに接続するモデムを設定します。必ず次の三つの項目を設定して
ください。
• リザルトコード　－　無し
• 自動応答　－　有り
• ダイアルトーン検出　－　無し

（内線の場合）
次に，ATコマンドを入力します。ATコマンドは，使用するモデムによって多少異な
ります。入力する ATコマンドの例とその意味を次に示します。
AT&F

ATE0Q1X1&M5¥J0¥Q0%C1S0=1

AT&W

&F　－　設定を初期状態に戻す

E0　－　コマンドエコーなし

Q1　－　リザルトコード表示なし

X1　－　ダイアルトーン，ビジートーン検出なし

&M5　－　V.42通信モード
¥J0　－　スピードアジャストなし

¥Q0　－　フロー制御なし

%C1　－　エラーを訂正しデータを圧縮する

S0=1　－　1回の呼び出しで自動応答
&W　－　設定を不揮発性メモリに書き込む

4. PCの通信ソフトの設定
PCで使用する通信ソフトを次のように設定します。
• 転送速度　－　9,600bps
• データ長　－　8
• パリティビット　－　無し
• ストップビット　－　1ビット
• フロー制御　－　Xon/Xoff
• シリアルポート　－　COM2（モデムを接続するポートによって異なる）
• ローカルエコー　－　無し
• 改行コード（入力）　－　CR → CR（無変換）
• 改行コード（出力）　－　CR → CR（無変換）
• アップロード方式　－　Xmodem/SUM，Xmodem/CRC
• ダウンロード方式　－　Xmodem/SUM，Xmodem/CRC
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5. PC側のモデムの設定
通信ソフトから ATコマンドを入力して，PCに接続するモデムの設定をします。AT
コマンドは，使用するモデムによって多少異なります。
入力するコマンドの例とその意味を次に示します。
AT&F

ATE1V1Q0X1&M5¥J0¥Q0

AT&W

&F　－　設定を初期状態に戻す

E1　－　コマンドエコーあり

V1　－　リザルトコードを英単語で表示

Q0　－　リザルトコード表示あり

X1　－　ダイアルトーン，ビジートーン検出なし

&M5　－　V.42通信モード
¥J0　－　スピードアジャストなし

¥Q0　－　フロー制御なし

&W　－　設定を不揮発性メモリに書き込む

！！！！ 注意事項

PC側で文字化けなどが発生する場合は，モデム－モデム間の通信速度と，端末－モデム間
の通信速度を一致させてください。

（4） リモート PC/TCPの登録

メール情報設定ダイアログボックスの「リモート PC/TCP」を選択すると，リモート
PC/TCP詳細情報設定ダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスには，
「リモート PC/TCPを設定します」というメッセージが表示されます。

[了解 ]ボタンを選択すると，メールサーバの設定ダイアログボックスで指定したサーバ
に「リモート PC/TCP」が設定されます。

ただし，Windows NT版のメールサーバには，「リモート PC/TCP」を設定できません。
Windows NTサーバを指定していると，「TCP管理情報は設定できません」というメッ
セージが表示されます。メッセージを確認した後に設定を中止してください。UNIX版
のメールサーバを指定していると，「リモート PC/TCP」を設定してダイアログボックス
を閉じます。

[取消 ]ボタンを選択すると，設定しないでダイアログボックスを閉じます。

5.6.2　アプリケーション情報の変更
すでに設定したメールサーバのアプリケーション情報を変更する方法は，次の二つがあ
ります。
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●メールサーバの設定ダイアログボックスから変更する。

●メール情報設定ダイアログボックスから変更する。

！！！！ 注意事項

アプリケーション情報の変更を行うときは操作するメールサーバが停止している状態で行っ
てください。

（1） メールサーバの設定ダイアログボックスから変更する

サーバ一覧ダイアログボックスで [メール設定 ]ボタンを選択して，メールサーバの設定
ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは，UAとリモート PCの設
定を変更できます。また，X400とリモート PC/TCPが設定されているかどうかを確認す
ることもできます。

なお，AUは選択できません。

「X400」
選択すると X400が設定されているかどうかを確認できます。

「UA」
選択すると自動削除デーモン動作タイミングダイアログボックスが表示されます。
このダイアログボックスで，自動削除デーモン動作タイミングの設定を変更できま
す。設定方法については「5.6.1 アプリケーション情報の設定」を参照してくださ
い。

「リモート PC」
選択すると，すでに 1回線以上が設定されている場合はリモート PC詳細情報設定
ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで回線の設定を変更
できます。設定方法については「5.6.1 アプリケーション情報の設定」を参照してく
ださい。

「リモート PC/TCP」
選択するとリモート PC/TCPが設定されているかどうかを確認できます。

「AU」
選択できません。

（2） メール情報設定ダイアログボックスから変更する

1. メールサーバの設定ダイアログボックスで，変更するサーバを指定します。

2. [メール設定 ]ボタンを選択します。
メール情報設定ダイアログボックスが表示されます。

3. 変更するアプリケーションを「アプリケーション情報」から選択します。
一度選択するとチェックが解除されるので，再度選択してください。各アプリケー
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ションの設定ダイアログボックスが表示されます。

4. 各アプリケーションの設定ダイアログボックスで情報を変更します。

5. メール情報設定ダイアログボックスの [了解 ]ボタンを選択します。

5.6.3　アプリケーション情報の削除
すでに設定したメールサーバのアプリケーション情報を削除する場合は，次の手順で作
業してください。

！！！！ 注意事項

アプリケーション情報の削除を行うときは操作するメールサーバが停止している状態で行っ
てください。

1. メールサーバの設定ダイアログボックスで，変更するサーバを指定します。

2. [メール設定 ]ボタンを選択して，メール情報設定ダイアログボックスを呼び出しま
す。

3.「アプリケーション情報」から削除するアプリケーションを選択し，チェックボック
スのチェックを解除します。

4. [了解 ]ボタンを選択します。

すべてのアプリケーションを削除すると，メールサーバはアドレスサーバに戻ります。
ただし，MTAの設定は削除されません。MTAを削除する場合は，X.400MHS運転席を
使用して，削除したアドレスサーバのドメイン名またはホスト名を持つMTAを削除して
ください。
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5.7　回覧メールボックスの設定
回覧メールとは，宛先順に回覧していくメールのことです。各メールサーバ内には，回
覧用のサーバと回覧用のメールボックスがあります。回覧用のメールボックスは，ユー
ザメールボックスや共用メールボックスとは別のものです。

回覧メールは，回覧サーバと回覧メールボックスを経由して受信および送信されます。
回覧サーバは，主に次のような役割をします。

●回覧順序で一つ前の宛先の回覧サーバから，メールを受け取り，宛先へ配送します。

●宛先でメールが読まれた後，次の宛先へメールを回覧する指示を受け取ります。

●次の宛先が登録されている回覧サーバへメールを送ります。

また，32ビットクライアントだけを使用する場合，次の機能を利用できるように設定で
きます。

• リッチテキスト形式の本文を使用する
• ロングファイル名を持つファイルを添付する
• 添付できるファイル数を最大 24個まで拡大する

16ビットクライアントが混在する環境では，これらの機能を使用できないようにする必
要があります。gmpublicinfoファイルに環境変数 EX_MAILFLOW_MODEを記述しま
す。EX_MAILFLOW_MODEについては，「5.8 gmpublicinfoファイルの設定」を参照
してください。

ここでは，回覧メール用の受信メールボックスと，送信メールボックスの容量を設定し
ます。

！！！！ 注意事項

回覧機能は，サーバのセットアップで，オプションを選択すると有効になります。

1. システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [DBメンテナンス (D)]を選択します。

2. [回覧メール情報 (C)]を選択します。
回覧メールMTA名一覧ダイアログボックスが開きます。
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3. サーバ名に対応するドメイン名またはホスト名を指定します。

4. [了解 ]ボタンを選択します。
回覧メール情報ダイアログボックスが開きます。

5. 回覧メールボックスの容量設定をします。

容量
メールボックスの容量です。0～ 9999の範囲で指定します。

警告開始容量
メールボックスのデータがこの容量を超えると警告します。0～ 9999の範囲で
指定します。

蓄積数
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メールボックスの最大メール蓄積数です。0～ 999999の範囲で指定します。

警告開始蓄積数
メールボックスのメールの数がこの数値を超えると警告します。0～ 999999の
範囲で指定します。

6. 着信監視インタバルを指定します。
回覧メールの着信を監視するインタバルを指定します。このインタバルで回覧メール
を転送します。着信監視インタバルの値は，1～ 166の範囲内で設定します。

7. [了解 ]ボタンを選択します。
設定が登録されます。[取消 ]ボタンを選択すると，指定した情報を登録しないでダ
イアログボックスを閉じます。
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5.8　gmpublicinfoファイルの設定

gmpublicinfoファイルは，Address ServerおよびMail Serverの設定値を定義するファ
イルです。ファイルの位置は，<インストール先ディレクトリ >¥nxcdir¥gmpublicinfo
です。ファイルの設定例を次に示します。

 
MAX_LOGIN_USER=128
NXS_TIMEOUT=86400
SYSTEM_CMP_DISPLAY=NO
RETRY_BOOT_COUNT=100
 

gmpublicinfoファイルに設定できる環境変数の一覧を表 5-5に示します。設定できる
サーバが全サーバになっている場合，マスタ管理サーバとアドレスサーバの両方で有効
です。アドレスサーバにはメールサーバが含まれます。なお，
LOG_DIR_SV_RESPONSE，MNG_JOURNALおよび NXS_REP_DIRでディレクトリ
を指定する場合は絶対パスで指定します。

！！！！ 注意事項

gmpublicinfoファイルを編集する場合には，テキストエディタを使用してください。

表 5-5　環境変数一覧

環境変数 設定例 設定できるサーバ

ADDITIONAL_POSITION_EXP Y マスタ管理サーバ

AGT_STATCIRCLE 60 全サーバ

AUTO_CANCEL_DEFERRED N 全サーバ

BOARD_ACCESS_WRITE NO_EDIT_BOARD 全サーバ

CHECK_SUPERIOR N マスタ管理サーバ

CLUSTERING_LEVEL 1 全サーバ

DDA_ORTONICK N 全サーバ

DISPLAY_READ_TIME N 全サーバ

DISPLAY_SUBSTITUTED_USER N 全サーバ

DNAMERFC N マスタ管理サーバ

DUAL_BODIES N 全サーバ

EMAIL_UNIQUE_CHECK NO マスタ管理サーバ

ERROR_LEVEL 123 全サーバ

EX_MAILFLOW_MODE NO 全サーバ

FLUSH_NOTIFY Y マスタ管理サーバ
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INCREMENTAL YES 全サーバ (運転席のシステム
オプションからの設定よりも
優先されます )

IPN_REQUEST_FIX N 全サーバ

LDAP_AUTHENTICATE Y 全サーバ

LOG_DIR_SV_RESPONSE ＜指定ディレクトリ
＞

全サーバ

LOG_VALID_PERIOD 5 全サーバ

LOG_VALID_SV_RESPONSE 5 全サーバ

MAIL_CACHE_DIR ＜指定ディレクトリ
＞

全サーバ

MAX_LOGIN_USER 128 全サーバ

MAX_MAIL_SIZE 1024 全サーバ

MAX_NEWS_SIZE 1024 全サーバ

MLGETBK_SAVE_OPTION N 全サーバ

MNG_JOURNAL ＜指定ディレクトリ
＞

マスタ管理サーバ

MNG_STATCIRCLE 100 マスタ管理サーバ

MOVEADDRESS_MAPPING_TABLE N 全サーバ

NICKNAME_CACHE_LIMIT 10000 全サーバ

NICKNAME_DB_ACCESS Y 全サーバ

NOTEXP_GMAXSYS Y マスタ管理サーバ

NOTEXP_SYSUSER Y マスタ管理サーバ

NOTICE_CONTROL 100 全サーバ

NXCLOG_COUNT 10 全サーバ

NXCLOG_SIZE 20 全サーバ

NXS_REG_NTFCNT 500 全サーバ

NXS_REG_NTFTIME 60 全サーバ

NXS_REP_DIR ＜指定ディレクトリ
＞

全サーバ

NXS_TIMEOUT 86400 全サーバ

ORNAME_GEN AUTO マスタ管理サーバ

POP3 OFF 全サーバ

RETRY_BOOT_COUNT 100 全サーバ

RECYCLED_USERID N 全サーバ

RE_CONNECT Y 全サーバ

RMAIL_CACHE_USER_MAX 2 全サーバ

環境変数 設定例 設定できるサーバ
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各環境変数の詳細な説明を次に示します。

ADDITIONAL_POSITION_EXP
一括登録ユティリティの gmaxexpコマンドで兼任ユーザの情報を出力する場合に指
定します。
マスタ管理サーバの gmpublicinfoファイルに
「ADDITIONAL_POSITION_EXP=Y」を指定した場合，ユーザ情報だけでなく登録
されている兼任ユーザの情報も出力します。
ADDITIONAL_POSITION_EXPを指定していない場合，または
ADDITIONAL_POSITION_EXPのパラメタに Y以外を指定したり，何も指定して
いない場合は，兼任ユーザの情報は出力しません。

AGT_STATCIRCLE
アドレスサーバからマスタ管理サーバに各アドレスサーバの状態を報告するイン
ターバルを指定します。「AGT_STATCIRCLE=55」のように各アドレスサーバに指
定してください。設定したアドレスサーバにだけ有効です。
5から 1440までの 5の倍数で分単位に指定します。5の倍数でない場合は 5の倍数
に切り上げます。1440より大きい数を指定した場合や，AGT_STATCIRCLEの指
定がない場合は省略値 5分を設定します。
指定を変更する場合，変更するアドレスサーバのアドレスサービスを停止して行っ
てください。
なお，AGT_STATCIRCLEを変更する場合，アドレス管理ドメイン内でいちばん長
く設定されている AGT_STATCIRCLEの 2倍以上の値を，マスタ管理サーバの
MNG_STATCIRCLEに設定してください。
この設定は，設定したアドレスサーバのアドレスサービスの再起動によって反映さ
れます。

AUTO_CANCEL_DEFERRED
送信メール削除時の遅延配信指定自動取り消し機能を使用する場合に指定します。
本機能を使用した場合，遅延配信日時を指定した送信メールを指定日時前に削除す
ると，遅延配信指定が自動的に取り消されます。本機能を使用する場合は

SAME_PREVIOUS_PASSWD Y 全サーバ

SAME_USERID_PASSWD N 全サーバ

SECURE_MIME N 全サーバ

SHORT_PASSWD 5 全サーバ

SRV_ID NAME 全サーバ

SUBSTITUTE SUCCEED 全サーバ

SUBSTITUTE_CONTROL Y 全サーバ

SYSTEM_CMP_DISPLAY NO 全サーバ

環境変数 設定例 設定できるサーバ
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「AUTO_CANCEL_DEFERRED=Y」と記述します。この設定は，設定したメール
サーバの再起動によって反映され，設定したメールサーバにだけ有効です。

BOARD_ACCESS_WRITE
下位掲示板を作成，削除できるユーザ /組織を制限します。
この環境変数を設定するサーバをホームサーバとする，書き（W）権限を持つユー
ザ /組織には下位掲示板を作成，削除させないで，削除（D）権限を持つユーザ /組
織だけに下位掲示板を作成，削除させることができます。
その場合，メールサーバの gmpublicinfoファイルに
「BOARD_ACCESS_WRITE=NO_EDIT_BOARD」と記述します。
この設定は，gmpiblicinfoファイルに設定した直後から有効になります。またこの
設定は設定したメールサーバにだけ有効です。

！！！！ 注意事項

削除できる下位掲示板は，自分で作成した下位掲示板だけです。

CHECK_SUPERIOR
ユーザ登録，ユーザ変更時に設定した上長ユーザ IDが実際に存在するユーザである
かのチェックを行わないようにする場合に指定します。
マスタ管理サーバの gmpublicinfoファイルに「CHECK_SUPERIOR=N」を指定し
た場合，上長ユーザ IDの存在チェックを行いません。
この設定は，マスタ管理サーバのアドレスサービスの再起動によって反映されます。
またこの設定は，アドレス管理ドメインのすべてのアドレスサーバに有効となりま
す。

CLUSTERING_LEVEL
アドレスサーバの信頼性を高める機能です。gmpublicinfoファイルに
「CLUSTERING_LEVEL=1」を指定すると，設定したアドレスサーバの信頼性が高
まります。クラスタ環境を設定した場合は，必ず設定してください。
この設定は，設定したアドレスサーバのアドレスサーバサービスの再起動によって
反映されます。

DDA_ORTONICK
O/R名に「/D=RFC-822;」で始まる要素が含まれている場合に，O/R名をニック
ネームや日本語名へ変換しない場合に指定します。これによって，メール操作のレ
スポンスを向上させることができます。「DDA_ORTONICK=N」と指定してくださ
い。
この設定は，設定したメールサーバの再起動によって反映されます。この設定は，
設定したメールサーバにだけ有効です。

備考
「/D=RFC-822;」で始まる要素が含まれている O/R名は，Mail-SMTPを経由し
て受信した他メールシステムの E-mailアドレスです。
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DISPLAY_READ_TIME
開封日時表示機能に対応しているクライアントで，送信メール詳細にて開封日時表
示を行わない場合に「DISPLAY_READ_TIME=N」と指定してください。
この設定は，設定したメールサーバの再起動によって反映されます。この設定は，
設定したメールサーバにだけ有効です。

DISPLAY_SUBSTITUTED_USER
代行受信者開封表示機能に対応しているクライアントで，送信メール詳細にて本人
が開封したか，代行受信者が開封したのかの識別を行わない場合に
「DISPLAY_SUBSTITUTED_USER =N」と指定してください。
この設定は，設定したメールサーバの再起動によって反映されます。この設定は，
設定したメールサーバにだけ有効です。

DNAMERFC
アドレス管理ドメイン内のドメイン名または，ホスト名に，半角の英数字，.（ピリ
オド），-（ハイフン）以外の文字を使用したアドレスサーバ，およびほかの
Groupmaxアプリケーションのサーバがある場合には，マスタ管理サーバの
gmpublicinfoファイルに「DNAMERFC=N」を指定してください。この設定は，マ
スタ管理サーバのアドレスサービスの再起動によって反映されます。アドレス管理
ドメインのすべてのアドレスサーバに有効となります。

DUAL_BODIES
S/MIME機能を使用する環境で，S/MIME機能に対応していないクライアントでマ
ルチパート署名形式のメールを参照するときに，添付ファイルを参照しない場合に
指定します。
gmpublicinfoファイルに「DUAL_BODIES=Y」と指定すると，そのメールサーバ
をホームサーバとするユーザが S/MIME機能に対応していないクライアントを使用
している場合にマルチパート署名形式のメールを参照するときに本文は参照できま
すが添付ファイルは参照できません。検定はできません。
全クライアントが S/MIME機能に対応した環境で指定することを推奨します。
「DUAL_BODIES=N」または指定しないときは，S/MIME機能に対応していないク
ライアントを使用している場合にマルチパート署名形式のメールを参照するときに
本文，添付ファイルとも参照できます。検定はできません。
しかし，本設定は，マルチパート署名形式で暗号化・デジタル署名したメールの
メール容量が通常のメールより増えます。
この設定は，設定したメールサーバのメールサーバの再起動によって反映されます。
またこの設定は，設定したメールサーバにだけ有効です。
おのおののクライアントから実際にこの設定が反映されてマルチパート署名形式が
送られてくるのは，メールサーバの再起動後に個人のメール（暗号化・デジタル署
名したメールに問わず）の送信が成功した後からになります。

EMAIL_UNIQUE_CHECK
E-mailアドレスのユニークチェックを実行するかどうかを指定します。
EMAIL_UNIQUE_CHECKをマスタ管理サーバの gmpublicinfoファイルに指定し
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ていない場合，または EMAIL_UNIQUE_CHECKのパラメタに何も指定していな
い場合，ユニークチェックを実行します。
「EMAIL_UNIQUE_CHECK=NO」を指定した場合，ユニークチェックを実行しま
せん。
この設定は，マスタ管理サーバのアドレスサービスの再起動によって反映されます。
途中でユニークチェックを「実行しない」から「実行する」に変更した場合，「実行
する」に変更した時点からユーザ情報の登録および変更での E-mailアドレスのユ
ニークチェックを実行します。ただし，すでに重複している E-mailアドレスのユ
ニークチェックは実行しません。

ERROR_LEVEL
各アドレスサーバにこの環境変数を指定することで，アドレスサーバからマスタ管
理サーバにどのようなメッセージを送信するかを指定できます。
gmpublicinfoファイルに次のように設定します。
ERROR_LEVEL=[0][1][2][3][4][5]
どのメッセージを表示するかをオペランドに 1から 5までの数字で指定します。1
から 5までの数字は「ERROR_LEVEL=12」のように複数個指定しても構いませ
ん。どのメッセージも送信しない場合は 0を指定します。0を指定する場合はほか
の数字と同時に指定できません。
ERROR_LEVELを gmpublicinfoファイルに指定していない場合，すべてのメッ
セージを送信します。この設定は設定したアドレスサーバのアドレスサービスの再
起動によって反映され，設定したアドレスサーバにだけ有効です。
オペランドの各番号の意味は次のとおりです。
• 0を指定した場合
メッセージを送信しません。

• 1を指定した場合
障害メッセージを送信します。障害メッセージは運用中に発生した障害を報告し
ます。

• 2を指定した場合
警告メッセージを送信します。警告メッセージは，障害ではない，システムで検
知した警告を報告します。

• 3を指定した場合
通知メッセージを送信します。通知メッセージは，ある種のデーモンの起動が正
常に終了したことなどを報告します。

• 4を指定した場合
要求メッセージを送信します。要求メッセージは，システムからシステム管理者
に対して操作を要求します。

• 5を指定した場合
状態監視メッセージを送信します。状態監視メッセージは，各アドレスサーバの
状態をマスタ管理サーバに報告します。このメッセージを送信しない場合，運転
席に各アドレスサーバの状態が通知されません。そのため，運転席のシステム管
理ウィンドウでは該当するアドレスサーバが属するサイトが赤色で表示されます。
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EX_MAILFLOW_MODE
回覧メールで次の機能を使用するかどうかを指定します。この設定は設定したメー
ルサーバにだけ有効です。
• リッチテキスト形式の本文を使用する
• ロングファイル名を持つファイルを添付する
• 添付できるファイル数を最大 24個まで拡大する

次のように YESまたは NOで指定します。
EX_MAILFLOW_MODE=[YES][NO]
ただし，これらの機能を使用する場合は「EX_MAILFLOW_MODE=YES」と指定
してください。しかし，32ビットクライアントでだけ使用できます。16ビットクラ
イアントでは使用できません。16ビットクライアントを使用するユーザが混在する
環境では，EX_MAILFLOW_MODE=NOを指定して，これらの機能を使用できな
いようにしてください。なお，この設定は，設定したメールサーバのメールサーバ
の再起動によって反映されます。またこの設定は，設定したメールサーバにだけ有
効です。

FLUSH_NOTIFY
Address - Assistの Groupmax連携機能を利用する場合に指定します。マスタ管理
サーバで「FLUSH_NOTIFY=Y」と指定してください。この設定は，マスタ管理
サーバのアドレスサービスの再起動によって反映されます。この設定は，アドレス
管理ドメインのすべてのアドレスサーバに有効となります。

INCREMENTAL
クライアントで Groupmaxサービスプロバイダを使用するかどうかを指定します。
使用する場合は「INCREMENTAL=YES」を，使用しない場合は
「INCREMENTAL=NO」を指定します。該当するサーバ単位にこのキーワードを指
定してください。Groupmaxサービスプロバイダを使用するかどうかは，運転席の
システムオプションの「クライアントで Groupmaxサービスプロバイダを使用す
る」でも指定できます。ただし，運転席のシステムオプションがシステム全体に影
響するのに対して，gmpublicinfoファイルでの指定は指定したサーバに対してだけ
影響します。なお，両方が指定された場合は，運転席のシステムオプションでの指
定よりも gmpublicinfoファイルでの指定が優先されます。
この設定は，設定したアドレスサーバのアドレスサービスの再起動によって反映さ
れ，設定したアドレスサーバにだけ有効です。

IPN_REQUEST_FIX
メール返信時の同報宛先に対する受信通知要求オプションを選択します。
Mail-SMTP経由で受信したメールの受信者毎の受信通知要求は「なし」に設定され
るため，これを強制的に「あり」としたい場合に設定します。本オプションを選択
する場合「IPN_REQUEST_FIX=Y」と記述します。この設定は，設定したメール
サーバの再起動によって反映され，設定したメールサーバにだけ有効です。

LDAP_AUTHENTICATE
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アドレス認証からディレクトリ認証に切り替える場合に指定します。
「LDAP_AUTHENTICATE=Y」と指定してください。この設定は，設定したアドレ
スサーバのアドレスサービスの再起動によって反映されます。この設定は，設定し
たアドレスサーバにだけ有効です。

LOG_DIR_SV_RESPONSE
Address Server - Data Collectionが利用するサーバレスポンス用ログファイルを出
力したい場合に指定します。保存ディレクトリ名を絶対パスで設定してください。
ただし，ドライブ直下（例えば D:¥）は指定できません。必ず既存のディレクトリ
名を指定してください。また，ディレクトリに書き込み権限を与えてください。こ
の設定は，設定したアドレスサーバのアドレスサービスの再起動によって反映され
ます。この設定は，設定したアドレスサーバにだけ有効です。
指定したパス名が不正の場合，または指定したパス名のディレクトリがない場合は
アドレスサービスを起動できません。

LOG_VALID_PERIOD
Address Server - Data Collectionが利用するログファイルの保存日数を設定します。
省略した場合は 2が設定されます。この設定は，設定したメールサーバのサーバの
再起動によって反映されます。この設定は，設定したメールサーバにだけ有効です。

LOG_VALID_SV_RESPONSE
Address Server - Data Collectionが利用するサーバレスポンス用ログファイルの保
存サイズをメガバイト単位で設定します。1～ 9の数値が設定できます。省略した
場合は 1が設定されます。この設定は，設定したアドレスサーバのアドレスサービ
スの再起動によって反映されます。この設定は，設定したアドレスサーバにだけ有
効です。

MAIL_CACHE_DIR
メールキャッシュ機能を有効にする場合に設定します。メールキャッシュ機能とは
受信メールを取出した際，そのメールをディスクに保存しておき，同じメールを再
度参照した場合のレスポンスを短くする機能です。保存先のディレクトリを絶対パ
スで設定してください。設定するディレクトリは既存のディレクトリで，システム
管理者が書き込み権限を持っている必要があります。この設定は，設定したメール
サーバのサーバの再起動によって反映されます。この設定は，設定したメールサー
バにだけ有効です。この設定を変更した場合，旧設定ディレクトリ配下に作業ディ
レクトリが残る場合があります。この場合，手動にて削除を行ってください。作業
ディレクトリの名称は，＜mcディレクトリ＞および＜ Trashディレクトリ＞です。

MAX_LOGIN_USER
同時ログインユーザ数の最大値を 1から 1000までの数字で指定します。デフォルト
値は 128人です。1000人に変更する場合，MAX_LOGIN_USER=1000に変更して
ください。この設定は，設定したアドレスサーバのアドレスサービスの再起動に
よって反映されます。この設定は，設定したアドレスサーバにだけ有効です。

MAX_MAIL_SIZE
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送信メールサイズの最大値を 1～ 2097151の数字で指定します。単位はキロバイト
です。0を指定した場合，および環境変数を指定しない場合は無制限になります。
対象は設定したメールサーバをホームサーバとするユーザです。この設定はメール
サーバの再起動によって反映されます。この設定は，設定したメールサーバにだけ
有効です。

MAX_NEWS_SIZE
掲示記事サイズの最大値を 1～ 2097151の数字で指定します。単位はキロバイトで
す。0を指定した場合，および環境変数を指定しない場合は無制限になります。対
象は設定したメールサーバをホームサーバとするユーザです。この設定は，設定し
たメールサーバの再起動によって反映されます。
この設定は，設定したメールサーバにだけ有効です。

MLGETBK_SAVE_OPTION
メールの稼動中バックアップで，送信メール詳細情報の代行受信者情報と開封日時
情報もバックアップする場合に指定します。「MLGETBK_SAVE_OPTION=N」を
指定した場合，メールの稼動中バックアップ機能でバックアップとリストアを行
なっても，リストアしたメールの送信メール詳細表示で開封日時や代行受信者を表
示することができます。この設定は，設定した後のバックアップ取得から有効にな
ります。また，この設定は，設定したメールサーバにだけ有効です。

MNG_JOURNAL
マスタ管理サーバのジャーナルファイルを取得するかどうかを指定します。ジャー
ナルファイルを取得する場合は，マスタ管理サーバの gmpublicinfoファイルに
ジャーナルファイルの出力先のディレクトリ名を絶対パスで指定します。ただし，
ドライブ直下（D:¥）は指定できません。指定がない場合は，ジャーナルファイルは
取得されません。
なお，一度指定した出力先のディレクトリを変更した場合は，アドレスサーバのア
ドレスサービスの再起動時に以前の出力先ディレクトリのジャーナルファイルは削
除されます。削除されたくない場合，事前にファイルを移動してください。
指定したパス名が不正の場合，または指定したパス名のディレクトリがない場合は
アドレスサービスを起動できません。
この設定は，マスタ管理サーバのアドレスサービスの再起動によって反映されます。

MNG_STATCIRCLE
マスタ管理サーバが各アドレスサーバからの応答が無いと判定する時間を指定しま
す。「MNG_STATCIRCLE=100」のようにマスタ管理サーバに指定してください。
10から 2880までの 10の倍数で分単位で指定します。10の倍数でない場合は 10の
倍数に切り上げます。2880より大きい数を指定した場合や，MNG_STATCIRCLE
の指定が無い場合は省略値を 20分を設定します。
指定を変更する場合，マスタ管理サーバのアドレスサービスを停止して変更してく
ださい。
なお，AGT_STATCIRCLEを変更する場合，アドレス管理ドメイン内でいちばん長
く設定されている AGT_STATCIRCLEの 2倍以上の値を，マスタ管理サーバの
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MNG_STATCIRCLEに設定してください。
この設定は，設定したマスタ管理サーバのアドレスサービスの再起動によって反映
されます。

MOVEADDRESS_MAPPING_TABLE
拡張宛先解決機能を使用するかどうかを設定します。使用する場合は，
「MOVEADDRESS_MAPPING_TABLE=Y」と設定してください。この設定は，設
定したアドレスサーバのアドレスサービスの再起動によって反映されます。この設
定は，設定したアドレスサーバにだけ有効です。また宛先解決機能を使用する場合，
宛先解決を必要とするサーバで宛先解決データ作成コマンドにより宛先解決データ
を作成してください。コマンドの詳細については，「16.8 admkmvtb」を参照してく
ださい。

NICKNAME_CACHE_LIMIT
O/R名とニックネーム，ニックネームと O/R名などの変換は，DBを直接アクセス
するのでは遅くなるため，情報をメモリ上に展開したキャッシュ機能を使用してい
ます。ここでは，キャッシュのエントリ数上限を設定します。3000～ 1000000の
数値が設定できます。アドレス管理ドメインに登録した全ユーザ数以上を設定する
ことをお勧めします。省略した場合は 3000が設定されます。この設定を変更した場
合は，変更したアドレスサーバのアドレスサービスの再起動によって反映されます。
また，この設定を変更した場合は，既存のキャッシュセーブファイルが無効になり
ます。その場合は，admkordtコマンドで新しいキャッシュセーブファイルを作成で
きます。詳細については「8.8 高速宛先変換のためのメモリキャッシュの設定」を参
照してください。この設定は設定したアドレスサーバにだけ有効です。

NICKNAME_DB_ACCESS
O/R名からニックネームに変換する際，宛先変換のメモリキャッシュに変換対象の
ユーザ情報が展開されていない場合に，ＤＢをアクセスするかどうかの設定を行い
ます。この設定を変更した場合は，変更したアドレスサーバのアドレスサービスの
再起動によって反映されます。また，この設定を変更した場合は，既存のキャッ
シュセーブファイルが無効になります。その場合は，admkordtコマンドで新しい
キャッシュセーブファイルを作成してください。詳細については「8.8 高速宛先変換
のためのメモリキャッシュの設定」を参照してください。この設定は設定したアド
レスサーバにだけ有効です。

NOTEXP_GMAXSYS
一括登録ユティリティの gmaxexpコマンドで最上位組織 Groupmax_systemの情報
だけを出力しないようにする場合に指定します。最上位組織 Groupmax_systemに
所属する組織やユーザなどの情報も出力しないようにする場合には，
NOTEXP_SYSUSERと併用してください。
マスタ管理サーバの gmpublicinfoファイルに「NOTEXP_GMAXSYS=Y」を指定し
た場合，最上位組織 Groupmax_systemの情報を出力しません。
NOTEXP_GMAXSYSを指定していない場合，またはNOTEXP_GMAXSYSのパラ
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メタに Y以外を指定したり，何も指定しなかったりした場合は，最上位組織
Groupmax_systemの情報も出力します。

NOTEXP_SYSUSER
一括登録ユティリティの gmaxexpコマンドで最上位組織 Groupmax_systemに所属
する組織やユーザの情報（Groupmax_system直下だけではなく，下位組織に所属
する組織やユーザの情報も含みます）を出力しないようにする場合に指定します。
最上位組織 Groupmax_system自身の情報も出力しないようにする場合には，
NOTEXP_GMAXSYSと併用してください。
マスタ管理サーバの gmpublicinfoファイルに「NOTEXP_SYSUSER=Y」を指定し
た場合，最上位組織 Groupmax_systemに所属する組織やユーザの情報を出力しま
せん。
NOTEXP_SYSUSERを指定していない場合，または NOTEXP_SYSUSERのパラ
メタに Y以外を指定したり，何も指定しなかったりした場合は，最上位組織
Groupmax_systemに所属する組織やユーザの情報も出力します。

NOTICE_CONTROL
受信通知の最大連続配信数を設定する場合に指定します。受信通知はメールよりも
数多く発生することから，受信通知が一時期に大量に発生すると，メールの配信が
遅れることがあります。受信通知の最大連続配信数を設定することによって，メー
ルの配信が遅れるのを防ぐことができます。1～ 999の数値を設定することができ
ます。設定した数値の数だけ連続して受信通知の配信が行われた場合は，受信通知
の配信が中断されて，先にメールの配信が行われます。NOTICE_CONTROLを設
定していない場合は，受信通知の配信は中断されません。NOTICE_CONTROLの
指定を変更した場合は，メールサーバ再起動を行ってください。

NXCLOG_COUNT
Address Serverは，＜インストールディレクトリ＞ ¥nxcdir¥nxclogにログファイル
を出力します。このログファイルのサイズが NXCLOG_SIZEを超えたときにバッ
クアップするバックアップファイル数を 4～ 999の数字で指定します。単位は個数
です。省略した場合は 4が設定され，nxclog.004までバックアップします。この指
定を変更した場合は，変更したアドレスサーバのアドレスサービスの再起動によっ
て反映されます。この設定は，設定したアドレスサーバにだけ有効です。

注意
• Mail － Administrator Utilitiesおよび Address Server － Data Collectionを
利用している場合は，５以上の値を設定しないでください。

• NXCLOG_COUNTの設定を多くするとログファイルのバックアップ時に
ディスクアクセスが多数発生するため性能が劣化する場合があります。運用
時は NXCLOG_COUNTの設定値を 10以内の値にすることを推奨します。

• NXCLOG_COUNTの設定を小さくした場合は，ログファイルをバックアッ
プするときに不要なバックアップファイルを削除します。例えば，
NXCLOG_COUNTを 10から省略値 4に変更した場合は，nxclog.004までし
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かバックアップされません。nxclog.005～ nxclog.010のバックアップファイ
ルは不要なバックアップファイルとして次回のバックアップ時に削除されま
す。

NXCLOG_SIZE
Address Serverは，＜インストール先ディレクトリ＞ ¥nxcdir¥nxclogにログファイ
ルを出力します。このログファイルのサイズを指定します。単位はメガバイト
（MB）でデフォルトは 10MBです。この指定を変更した場合は，変更したアドレス
サーバのアドレスサービスの再起動によって反映されます。この設定は設定したア
ドレスサーバにだけ有効です。

！！！！ 注意事項

ログファイル（nxclog）は指定したサイズになると，バックアップファイルとして
nxclog.001という別名でバックアップします。バックアップされた nxclog.001がある場合
に nxclogが指定したサイズになると，nxclog.001は nxclog.002，nxclogは nxclog.001と
いうように拡張子の数字を一つずつ増やした別名でバックアップします。ただし，バック
アップファイルは NXCLOG_COUNTが省略値の場合は，nxclog.004までしかバックアッ
プされません。それ以上になると削除されます。

NXS_REG_NTFCNT
Address Serverは Groupmaxの各アプリケーションプログラムに対して登録情報の
変更を通知します。レプリケーション完了時に保存される一時ファイルを，一定の
間隔後に変更通知ファイルとして出力することで変更が通知されます。変更通知
ファイルを出力する間隔は，「NXS_REG_NTFCNT」に一時ファイルで保存される
更新レコードの件数を指定することで変更できます。「NXS_REG_NTFCNT=500」
のように，1から 9999までの数値で件数を指定します。ゼロサプレスで指定しても
構いません。
「NXS_REG_NTFCNT」を設定していない場合，一時ファイルの更新レコードが
500件になると変更を通知します。
なお，「NXS_REG_NTFCNT」の設定は，設定したアドレスサーバのアドレスサー
ビスの再起動によって反映されます。この設定は，設定したアドレスサーバにだけ
有効です。

！！！！ 注意事項

マスタ管理サーバまたはアドレスサーバの，登録情報の変更を通知する間隔を変更した場
合，そのサーバマシンで運用しているすべての Groupmaxアプリケーションプログラムに
対して有効になります。

NXS_REG_NTFTIME
Address Serverは Groupmaxの各アプリケーションプログラムに対して登録情報の
変更を通知します。レプリケーション完了時に保存される一時ファイルを，一定の
間隔後に変更通知ファイルとして出力することで変更が通知されます。変更通知
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ファイルを出力する間隔は，「NXS_REG_NTFTIME」に，一時ファイルを作成，変
更した後に経過した時間を指定することで変更できます。
「NXS_REG_NTFTIME=60」のように，1から 1440までの数値で分単位で指定し
ます。ゼロサプレスで指定しても構いません。
「NXS_REG_NTFTIME」を設定していない場合，一時ファイルを作成，変更した後
に 60分経過すると変更を通知します。
なお，「NXS_REG_NTFTIME」の設定は，設定したアドレスサーバのアドレスサー
ビスの再起動によって反映されます。この設定は，設定したアドレスサーバにだけ
有効です。

！！！！ 注意事項

マスタ管理サーバまたはアドレスサーバの，登録情報の変更を通知する間隔を変更した場
合，そのサーバマシンで運用しているすべての Groupmaxアプリケーションプログラムに
対して有効になります。ただし，Mail - SMTPだけは，この設定をしても 60分で固定です。

NXS_REP_DIR
アドレスサーバにこの環境変数を指定することで，指定した後に実行されるユーザ・
組織・掲示板などの登録・変更・削除の履歴をファイルに出力します。これによっ
て，一括登録ユティリティなどで大量に登録・変更・削除を実行した場合にも，そ
の内容を履歴で確認できるようになります。
履歴を出力したいアドレスサーバの gmpublicinfoファイルに次のように設定します
（マスタ管理サーバに指定をしても履歴は出力されません）。
NXS_REP_DIR=＜出力先ディレクトリ＞
出力先のディレクトリ名は絶対パスで指定します。指定したディレクトリに作成さ
れた address.datというファイルに履歴は出力されます。以降，登録・変更・削除
のたびに履歴は address.datに追記されます。履歴を初期化する場合や address.dat
のサイズがディスクの空き容量を圧迫している場合は，次の注意を守って
address.datを削除してください。
設定したアドレスサーバのアドレスサービス再起動によって反映されます。この設
定は，設定したアドレスサーバにだけ有効です。
　
注
address.datの削除は，必ずアドレスサービスを終了した後に実行してください。
　
address.datの中に履歴は次の形式で記録されます。なお，処理区分には，登録の場
合「A」，変更の場合「C」，削除の場合「D」が設定されます。
最上位組織の登録・変更・削除
 
　C,処理区分,最上位組織ID,,,,,,,,,,,
 
組織の登録・変更・削除
 
　G,処理区分,組織ID,,,,,,,,,,,,,,,
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ユーザの登録・変更・削除
 
　U,処理区分,,,ユーザID,   以降コンマが34個続きます
 
グループの登録・変更・削除
 
　T,処理区分,グループID,
 
グループメンバの登録・削除
 
　M,処理区分,グループID,組織ID,ユーザID
 
「組織 ID」と「ユーザ ID」は登録・削除の対象によって，どちらか一方だけが設定
されます。
掲示板メンバの登録・変更・削除
 
　L,処理区分,掲示板ID,アクセス権,最上位組織ID,組織ID,ユーザID,グループID
 
「最上位組織 ID」，「組織 ID」，「ユーザ ID」，「グループ ID」はアクセス権の操作の
対象によって，どれか一つが設定されます。
「アクセス権」には read権の場合は「R」，write権の場合は「W」，delete権の場合
は「D」，アクセス権なしの場合は「N」が設定されます。
掲示板その他権限の変更
 
　A,処理区分,掲示板ID,アクセス権
 
「アクセス権」には read権の場合は「R」，write権の場合は「W」，delete権の場合
は「D」，アクセス権なしの場合は「N」が設定されます。

NXS_TIMEOUT
サーバ追加時のプログラム内部で使用するタイムアウト値（秒）です。この値は変
更できません。

ORNAME_GEN
ユーザ登録またはユーザ移動で O/R名が重複しても，システムが O/R名の「/S=」
のオペランドを重複しないように自動生成します。
マスタ管理サーバの gmpublicinfoファイルに「ORNAME_GEN=AUTO」と指定し
ます。
なお，メールサーバの gmpublicinfoファイルにはこの指定は不要です。メールサー
バに指定しても自動生成は実行されません。
O/R名を確認したい場合は，一括登録ユティリティの gmaxexpコマンドでユーザ情
報を出力してください。
設定したアドレスサーバのアドレスサービス再起動によって反映されます。この設
定は，設定したアドレスサーバにだけ有効です。
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！！！！ 注意事項

Groupmaxのメール以外のメールシステムから SMTP経由でメールを送信する場合，宛先
の英語姓は O/R名の「/S=」のオペランドと同じにしてください。

POP3
マスタ管理サーバの Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスで
「POP3/IMAP4を使用する」をチェックすると，アドレス管理ドメイン内のすべて
のメールサーバ上でインターネットクライアントとの通信を担当するデーモンが起
動します。
特定のメールサーバでこのデーモンを起動させたくない場合は，該当するメール
サーバの gmpublicinfoファイルに「POP3=OFF」を指定します。その場合，その
メールサーバではインターネットクライアントとの通信を担当するデーモンが起動
されません。
POP3を指定していない場合，または POP3のパラメタに OFF以外を指定したり，
何も指定しなかったりした場合は，メールサーバでデーモンを起動します。設定し
たメールサーバのメールサーバ再起動によって反映されます。この設定は，設定し
たメールサーバにだけ有効です。

！！！！ 注意事項

マスタ管理サーバで「POP3/IMAP4を使用する」をチェックしていない場合，POP3の指
定は無視されます。

RECYCLED _USERID
拡張宛先解決において，サーバ統合後に使用していたユーザ IDを別ユーザに割当て
再利用する場合に指定します。設定したメールサーバのメールサーバ再起動によっ
て反映されます。この設定は，変換を必要とするサーバすべてに設定してください。

RETRY_BOOT_COUNT
プログラムが異常終了したとき，自動的に再起動する回数を指定します（0～
2000）。設定したアドレスサーバのアドレスサービス再起動によって反映されます。
この設定は，設定したアドレスサーバにだけ有効です。

RE_CONNECT
システム管理者がユーザのログインを制御できます。gmpublicinfoファイルに
「RE_CONNECT=Y」を設定すると，そのアドレスサーバをホームサーバとする
ユーザのログインは，すべて後着優先ログインとして扱われます。
「RE_CONNECT=N」を設定すると，そのアドレスサーバをホームサーバとする
ユーザのログインは，すべて通常ログインとして扱われます。この設定はアドレス
サービスの再起動によって反映されます。gmpublicinfoファイルにどちらも設定さ
れていない場合は，クライアントの要求に合わせて動作します。つまり，クライア
ントが後着優先ログインを要求してきた場合は後着優先ログインで動作します。要
求されない場合は通常ログインで動作します。
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RMAIL_CACHE_USER_MAX
メールキャッシュ機能にて保存する，1ユーザ毎の受信メール最大数を 1から 100
までの数字で設定します。省略した場合は 2が設定されます。この設定は，
MAIL_CACHE_DIRを設定した場合だけ有効となります。この設定は，設定した
メールサーバのサーバの再起動によって反映されます。この設定は，設定したメー
ルサーバにだけ有効です。

SAME_PREVIOUS_PASSWD
この環境変数で，ユーザがパスワードを変更するときに前パスワードを指定できる
ようにします。
運転席のシステムオプションで「パスワード変更時，パスワードのチェックをする」
をチェックした場合に有効になります。gmpublicinfoファイルに
「SAME_PREVIOUS_PASSWD=Y」を設定すると，そのアドレスサーバをホーム
サーバとするユーザは，パスワード変更時に前パスワードと同じ文字列を指定でき
るようになります。この設定は gmpublicinfoファイルに設定した直後から有効にな
り，アドレスサービスの再起動は不要です。

SAME_USERID_PASSWD
この環境変数で，ユーザがパスワードを変更するときにユーザ IDを指定できないよ
うにします。
運転席のシステムオプションで「パスワード変更時，パスワードのチェックをする」
をチェックした場合に有効になります。gmpublicinfoファイルに
「SAME_USERID_PASSWD=N」を設定しますと，そのアドレスサーバをホーム
サーバとするユーザは，パスワード変更時にユーザ IDと同じ文字列を指定できなく
なります。この設定は gmpublicinfoファイルに設定した直後から有効になり，アド
レスサービスの再起動は不要です。

SECURE_MIME
S/MIME機能を使用しない，つまり暗号化・デジタル署名したメールの送受信を行
なわない場合に指定します。
gmpublicinfoファイルに「SECURE_MIME=N」と指定すると，そのメールサーバ
をホームサーバとするユーザから暗号化・デジタル署名したメールの送受信ができ
なくなります。
通常メールだけ使用する運用を行なっている環境では，すべてのメールサーバに，
この設定をすることを推奨します。
この設定は，設定したメールサーバのメールサーバの再起動によって反映されます。
またこの設定は，設定したメールサーバにだけ有効です。

SHORT_PASSWD
この環境変数で，ユーザがパスワードを変更するときに，パスワードの文字列の長
さを制限できます。
運転席のシステムオプションで「パスワード変更時，パスワードのチェックをする」
をチェックした場合に有効になります。gmpublicinfoファイルに
「SHORT_PASSWD=数字」を設定しますと，そのアドレスサーバをホームサーバ
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とするユーザは，パスワード変更時に，指定した数字より短い文字列を指定できな
くなります。0～ 8の数字を指定してください。0の場合はパスワードが無くてもロ
グインを許可します。この設定は gmpublicinfoファイルに設定した直後から有効に
なり，アドレスサービスの再起動は不要です。

SRV_ID
IPアドレスの漏えいを防ぐために，Address Serverの IPアドレスを返すサービス
を実行しないようにする場合に指定します。
gmpublicinfoファイルに「SRV_ID=NAME」を指定した場合，IPアドレス返す
サービスを実行しません。
SRV_IDを指定していない場合，または SRV_IDのパラメタに NAME以外を指定
したり，何も指定しなかったりした場合は，IPアドレス返すサービスを実行しま
す。
また，本設定はクライアントの "Groupmaxの統合セットアップ "のサブタグにある
「アドレス解決モードをクライアントで行なう」をチェックした場合に有効となりま
す。
なお，この指定は設定したアドレスサーバのアドレスサービスの再起動によって反
映されます。この設定は，設定したアドレスサーバにだけ有効です。

SUBSTITUTE
代行受信者として設定されたユーザが最上位組織またはホームサーバが変わる移動
をしても，代行受信者を設定したユーザは意識することなくそのまま代行受信者設
定を引き継げるようにする場合に指定します。「SUBSTITUTE=SUCCEED」をす
べてのメールサーバに指定してください。この指定はメールサーバの再起動によっ
て反映されます。
この指定を行わない場合や，この指定を行う前に代行受信者を設定していた場合は，
代行受信者として設定されたユーザが最上位組織またはホームサーバが変わる移動
をすると，ユーザが代行受信者の再設定を行うまでメールが配信エラーになります。

SUBSTITUTE_CONTROL
代行受信を設定されたユーザから代行受信を設定したユーザあてに出したメールが
代行されないようにする場合に指定します。例えば Aさんあてのメールが Bさんに
代行されるように設定されていた場合に，この設定がないと，Bさんが Aさんに
送ったメールは Bさんに戻ってきます。この設定があると Aさんに届きます。
「SUBSTITUTE_CONTROL=Y」と指定してください。この設定は，設定したメー
ルサーバのサーバの再起動によって反映されます。この設定は，設定したメール
サーバをホームサーバとする，代行設定をしたユーザあてだけに有効です。

SYSTEM_CMP_DISPLAY
最上位組織 Groupmax_systemのクライアントへの表示・非表示を選択します。
表示する場合は，「SYSTEM_CMP_DISPLAY=YES」と指定してください。この設
定は設定したアドレスサーバのアドレスサービスの再起動で有効になり，設定した
アドレスサーバにだけ有効です。
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6　 X.400の設定
デフォルト値でMTAを設定しない場合，手動で，ルーティン
ググループ，MTA，X.400MHS詳細情報などの，X.400MHS
の情報を設定します。
ここでは，手動で X.400MHSの情報を設定する方法について
説明します。

6.1　X.400の設定の概要

6.2　設定方法の選択

6.3　X.400MHS運転席の起動

6.4　ルーティンググループの設定

6.5　ルーティンググループへの MTAの登録

6.6　他 X.400とゲートウェイの設定

6.7　X.400デフォルト値ユーザ定義ユティリティ

6.8　MTAを起動・停止する
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6.1　X.400の設定の概要

ここでは，MTAなど，X.400MHSの設定だけについて説明します。MTA以外のメール
アプリケーションの設定については，「5.6　メールサーバの設定」を参照してください。

なお，MTAを設定してメールサーバにするマシンには，Mail Serverが必要です。

Groupmaxでは，X.400MHSの設定を簡単にするために，次のような機能を提供してい
ます。

MTA情報の自動設定
通常，X.400のMTAを登録するときには，システム内で重複しないようにMTA名
を決定したり，さまざまな接続情報を設定したりする作業が必要です。
Groupmaxでは，MTAを登録するときに，自動的にシステムで提供するデフォルト
値が設定されます（このデフォルト値は，X.400デフォルト値ユーザ定義ユティリ
ティによって変更できます）。また，必要に応じて情報を変更することもできます。

隣接 MTA情報とルーティング情報の自動設定
X.400のMTAは，あらかじめ登録されている情報に従って，ほかのMTAにメール
を転送します。X.400MHSの場合，通常は，メールの転送先のMTA（隣接MTA）
の情報を登録する必要があります。また，メールの宛先によって次にどのMTAへ
メールを転送するか判断するための，ルーティング情報を指定する必要があります。
これらの設定は，MTAの数（メールサーバの数）が増えるに従って，非常に複雑に
なります。
Groupmaxでは，ルーティンググループにMTAを登録するだけで，自動的に隣接
MTA情報やルーティング情報が設定されます。
図 6-1に，ルーティンググループの概念を示します。
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図 6-1　ルーティンググループ

ルーティンググループにMTAを登録すると，ルーティンググループ内で自動的に
ルーティングが実行されます。
ルーティングマスタMTAがルーティンググループ間でメッセージを転送します。複
数のルーティングマスタMTA間では，互いに自動的にルーティングが実行されま
す。
ルーティングマスタMTAは，複数のルーティンググループのルーティングマスタ
MTAを兼ねることもできます。
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6.2　設定方法の選択
通常は，メールサーバを設定するときに，デフォルト値でMTAを自動的に設定します。
ただし，デフォルト値を使用しないでMTAを設定するとき，ゲートウェイを使用すると
きなどは，X.400MHS運転席を起動して詳細な設定をすることもできます。

6.2.1　デフォルト値で MTAを自動設定する
Mail Serverでは，MTAを自動的に設定できます。MTA情報をデフォルト値で設定する
手順を次に示します（このデフォルト値は，X.400デフォルト値ユーザ定義ユティリ
ティによって変更できます）。

1. 運転席のサーバ一覧ダイアログボックスを開き，MTAを設定するサーバを選択して，
[メール設定 ]ボタンを選択します。
メールサーバの設定ダイアログボックスが開きます。

2. [メール設定 ]ボタンを選択します。
指定したサーバにMTAがすでに設定されている場合は，メール情報設定ダイアログ
ボックスが表示されます。
指定したサーバにMTAが設定されていない場合は，「MTA情報をデフォルト値で設
定しますか？手動で設定する場合はMTAボタンを押してください。」と確認のダイア
ログボックスが表示されます。[はい ]ボタンを選択すると，MTA情報が自動的にデ
フォルト値で設定されます。

MTA情報を自動的に設定した場合のデフォルト値

MTA名：選択したサーバのドメイン名またはホスト名の先頭から 7文字まで※ 1

国名：JP※ 2
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ADMD：選択したサーバのMTA名※ 2

PRMD：選択したサーバのMTA名※ 2

パスワード：なし
Pセレクタ：MTAの通し番号
Sセレクタ：MTAの通し番号
Tセレクタ：MTAの通し番号

注※ 1
MTA名では，MTA名として使用できる文字以外の文字がドメイン名またはホス
ト名に含まれている場合，その文字を削除して編集，登録します。また，ドメイ
ン名またはホスト名の先頭 7文字が登録済みである場合は，自動的に名称が変更
されて登録されます。

注※ 2
X.400デフォルト値ユーザ定義ユティリティで値を設定した場合は，その値にな
ります。

なお，このデフォルト値の国名，ADMD，PRMDとデフォルトのルーティンググ
ループ名は，ユティリティによって変更できます。操作については，「6.7 X.400デ
フォルト値ユーザ定義ユティリティ」を参照してください。
デフォルト値を使用しない場合や，すでにあるMTAと名前が一致した場合は，
[MTA]ボタンによって X.400MHS運転席を起動し，設定してください。

6.2.2　X.400運転席から MTAを設定する
デフォルト値を使用しないでMTAを設定する場合は，次の順番で作業してください。

1. X.400MHS運転席を起動する

2. ルーティンググループを登録する（新規に登録する場合だけ）

3. 各ルーティンググループに MTAを登録する

4. MTAの X.400MHS詳細情報を設定する（デフォルト値を変更する場合だけ）

！！！！ 注意事項

X.400MHS運転席から登録，変更した情報は，該当するMTAを再起動したときに有効にな
ります。すべての設定を有効にするには，すべてのMTAを再起動する必要があります。

操作の詳細については，「6.3 X.400MHS運転席の起動」以降の各節を参照してくださ
い。
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6.3　X.400MHS運転席の起動

次に示す場合は，X.400MHS運転席から設定します。

●MTAをデフォルト値で設定しない場合

●ルーティンググループを設定する場合

●ルーティングマスタMTAを設定する場合

●他 X.400またはゲートウェイを設定する場合

ここでは，X.400MHS運転席の起動方法と，画面について説明します。

6.3.1　運転席の起動
X.400MHS運転席を起動する手順を次に示します。

1. 運転席のサーバ一覧ダイアログボックスを開き，MTAを設定するサーバを選択して，
[メール設定 ]ボタンを選択します。
メールサーバの設定ダイアログボックスが開きます。

2. [MTA]ボタンを選択します。
X.400MHS運転席が起動します。

6.3.2　画面解説
X.400MHS運転席ウィンドウを次に示します。
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ルーティンググループ名
登録されているルーティンググループの名称が表示されます。

ルーティングマスタMTA
ルーティンググループに対応するルーティングマスタMTAの名称が表示されます。

[登録 ]ボタン
新規にルーティンググループを登録します。このボタンを選択すると，ルーティン
ググループ登録ダイアログボックスが表示されます。

[詳細 ]ボタン
ルーティンググループの詳細情報（MTAの登録など）を設定します。リスト中の
ルーティンググループを指定してこのボタンを選択すると，ルーティンググループ
詳細ダイアログボックスが表示されます。

[削除 ]ボタン
ルーティンググループを削除します。リスト中のルーティンググループを指定して
このボタンを選択すると，ルーティンググループが削除されます。

[名称変更 ]ボタン
ルーティンググループの名称を変更します。リスト中のルーティンググループを指
定してこのボタンを選択すると，ルーティンググループ名変更ダイアログボックス
が表示されます。
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[起動 ]ボタン
リスト中のルーティンググループを指定してこのボタンを選択すると，ルーティン
ググループ内のMTAが起動されます。
このボタンによる起動は保守用とし，通常は運転席またはコマンドによるサイト起
動 /アプリケーション起動を使用してください。

[停止 ]ボタン
リスト中のルーティンググループを指定してこのボタンを選択すると，ルーティン
ググループ内のMTAが停止されます。
このボタンによる停止は保守用とし，通常は運転席またはコマンドによるサイト停
止 /アプリケーション停止を使用してください。

[閉じる ]ボタン
X.400MHS運転席を終了します。
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6.4　ルーティンググループの設定
ルーティンググループの登録と管理について説明します。

6.4.1　ルーティンググループの登録
新規のルーティンググループを，システムに登録します。一つのシステムに登録できる
ルーティンググループの総数は，20です。

ルーティンググループが一つの場合は，ルーティングマスタMTAの指定は不要です。二
つ以上の場合は，ルーティンググループ単位にルーティングマスタMTAを指定してくだ
さい。

X.400MHS運転席の [登録 ]ボタンを選択すると，ルーティンググループ登録ダイアロ
グボックスが表示されます。

ルーティンググループ名を入力します。デフォルト値は「ROUTING_GROUP」です。
なお，ルーティンググループ名の入力条件は，「9.5.6 関連項目の入力条件」を参照して
ください。

ルーティンググループ名は，システム内で一意でなければなりません。

[登録 ]ボタンを選択すると，ルーティンググループが登録されます。[閉じる ]ボタンを
選択すると，指定したルーティンググループを登録しないで終了します。

6.4.2　ルーティンググループ名の変更
登録済みのルーティンググループ名を変更します。

X.400MHS運転席のリストから，名称を変更するルーティンググループを選択し，[名
称変更 ]ボタンを選択します。ルーティンググループ名変更ダイアログボックスが表示さ
れます。
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「旧ルーティンググループ名」には，選択したルーティンググループ名が表示されていま
す。

「新ルーティンググループ名」に，変更後のルーティンググループ名を入力します。ルー
ティンググループ名は，システム内で一意でなければなりません。

なお，ルーティンググループ名の入力条件は，「9.5.6 関連項目の入力条件」を参照して
ください。

[了解 ]ボタンを選択すると，ルーティンググループ名が変更されます。[閉じる ]ボタン
を選択すると，指定したルーティンググループ名を変更しないで終了します。

6.4.3　ルーティンググループの削除
登録済みのルーティンググループを削除します。

次に示す項目に注意してください。

●ルーティンググループを削除する前に，そのルーティンググループに属するMTAを
すべて削除するか，またはほかのルーティンググループへ移動しておかなければなり
ません。

●MTAを削除する前に，そのMTAに登録されているユーザ・組織・掲示板（その
MTAにメールボックスを持つアドレスユーザなど）をすべて削除しておかなければな
りません。

次に，ルーティンググループを削除する手順を示します。

1. 削除するルーティンググループ内の MTAのユーザ・組織・掲示板を削除します。

2. 削除するルーティンググループ内の MTAを削除します。

3. X.400MHS運転席のリストから，ルーティンググループを選択し，[削除 ]ボタンを
選択します。
確認のダイアログボックスが表示されます。

4. [了解 ]ボタンを選択します。
ルーティンググループが削除されます。[閉じる ]ボタンを選択すると，ルーティン
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ググループを削除しないで終了します。
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6.5　ルーティンググループへのMTAの登録

ルーティンググループ名を登録したら，次は，ルーティンググループの中にMTAを登録
します。また，MTAに，X.400MHS情報を設定します。これらの作業は，ルーティング
グループ詳細ダイアログボックスから実行します。

X.400MHS運転席のリストから，MTAを登録するルーティンググループを選択し，[詳
細 ]ボタンを選択します。ルーティンググループ詳細ダイアログボックスが表示されま
す。

ルーティンググループ名
選択したルーティンググループ名が表示されます。

MTA名
ルーティンググループ内のMTAが表示されます。表示されるMTAは，Mail/X.400
のMTAだけです。他 X.400およびゲートウェイの名称は表示されません。

ドメイン名 /ホスト名
MTAのあるマシンのドメイン名またはホスト名が表示されます。

MTA種別
ルーティングマスタMTAの場合，「Master」と表示されます。
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他 X.400/ゲートウェイ
他 X.400とゲートウェイの登録の有無が表示されます。
他 X.400が登録されている場合，「他 X400」と表示されます。
ゲートウェイが登録されている場合，「GW」と表示されます。

[登録 ]ボタン
MTAをルーティンググループに登録します。このボタンを選択すると，MTA登録
ダイアログボックスが表示されます。

[詳細 ]ボタン
MTAの詳細情報（X.400MHS情報）を設定します。リスト中のMTAを指定してこ
のボタンを選択すると，X.400MHS詳細ダイアログボックスが表示されます。

[削除 ]ボタン
リスト中のMTAを指定してこのボタンを選択すると，MTAが削除されます。

[移動 ]ボタン
MTAをほかのルーティンググループに移動します。このボタンを選択すると，
MTA移動ダイアログボックスが表示されます。

[ルーティングマスタ指定 /解除 ]ボタン
リスト中のMTAを指定してこのボタンを選択すると，MTAがルーティングマスタ
MTAに指定されるか，またはルーティングMTAを解除されます。

[他 X.400登録 ]ボタン
他 X.400をMTAに登録します。リスト中のMTAを指定してこのボタンを選択する
と，他 X.400登録 /詳細ダイアログボックスが表示されます。

[ゲートウェイ登録 ]ボタン
ゲートウェイをMTAに登録します。リスト中のMTAを指定してこのボタンを選択
すると，ゲートウェイ登録ダイアログボックスが表示されます。

[他 X.400/ゲートウェイ一覧 ]ボタン
リスト中のMTAを指定してこのボタンを選択すると，他 X.400/ゲートウェイ一覧
ダイアログボックスが表示されます。

[起動 ]ボタン
リスト中のMTAを指定してこのボタンを選択すると，MTAが起動されます。通常
の運用では使用しないでください。

[停止 ]ボタン
リスト中のMTAを指定してこのボタンを選択すると，MTAが停止されます。通常
の運用では使用しないでください。

[リトライ回数 /間隔 ]ボタン
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リスト中のMTAを指定してこのボタンを選択すると，リトライ回数 /間隔設定ダイ
アログボックスが表示されます。

[了解 ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

6.5.1　MTAの登録
登録済みのルーティンググループに，MTAを登録します。

●ルーティングマスタMTA以外のMTAは，複数のルーティンググループにわたって登
録することはできません。

●一つのルーティンググループには，最大 100個のMTAを登録できます。

●一つのルーティンググループに属するMTA同士およびルーティングマスタMTA同士
は，TCP/IPレベルで接続されている必要があります。

1. X.400MHS運転席のリストから，MTAを登録するルーティンググループを選択し，[
詳細 ]ボタンを選択します。
ルーティンググループ詳細ダイアログボックスが表示されます。

2. ルーティンググループ詳細ダイアログボックスで，[登録 ]ボタンを選択します。
MTA登録ダイアログボックスが表示されます。

3. 登録する MTAの名称と，MTAのあるメールサーバのドメイン名またはホスト名を入
力します。
MTA名は，システム内で一意でなければなりません。
文字列長が入力欄より長い場合，先頭側を表示しますので，隠れた部分を参照する場
合は，カーソルを移動してください。変更時は，グレーアウトします。なお，MTA
名およびドメイン名またはホスト名の入力条件については，「9.5　登録情報の設定項
目と入力条件」を参照してください。

4. [了解 ]ボタンを選択します。
MTA名が登録されます。[閉じる ]ボタンを選択すると，指定したMTAを登録しな
いで終了します。
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なお，[了解 ]ボタンを選択すると，そのMTAの X.400MHS詳細情報に，自動的にデ
フォルト値が設定されます。デフォルト値を次に示します。

MTA情報を自動的に設定した場合のデフォルト値
(MTA名：入力したMTA名）
国名：JP※

ADMD：入力したMTA名※

PRMD：入力したMTA名※

パスワード：なし
Pセレクタ：MTAの通し番号
Sセレクタ：MTAの通し番号
Tセレクタ：MTAの通し番号

注※
X.400デフォルト値ユーザ定義ユティリティで値を設定した場合は，その値に
なります。

このデフォルト値の国名，ADMD，PRMDとデフォルトのルーティンググループ名は，
ユティリティによって変更できます。操作については，「6.7 X.400デフォルト値ユーザ
定義ユティリティ」を参照してください。

デフォルト値を使用しないでMTAを設定する場合は，[オプション ]ボタンを選択して
ください。X.400MHS詳細ダイアログボックスが表示されます。

6.5.2　X.400MHS詳細情報の設定
X.400MHS詳細情報を設定します。これは，MTAがほかのMTAと通信するために必要
な情報です。X.400MHS詳細情報は，MTAを登録するときに，デフォルト値で自動的に
登録できます。デフォルト値以外の値を設定する必要があるときには，次に示す手順で
設定値を変更してください。なお，各項目の入力条件については，「9.5　登録情報の設
定項目と入力条件」を参照してください。

ルーティンググループ詳細ダイアログボックスのリストからMTAを選択して，[詳細 ]
ボタンを選択します。

X.400MHS詳細ダイアログボックスが表示されます。
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！！！！ 注意事項

パスワードを除く「TCP/IP接続情報」「OSI接続情報」以外の各項目は，指定したMTAに
すでにメールボックスが設定されている場合は，変更できません。

ルーティンググループ名
指定したMTAの属するルーティンググループの名称が表示されます。

MTA名
指定したMTAの名称が表示されます。

ドメイン名 /ホスト名
MTAのドメイン名またはホスト名が表示されます。文字列長が入力欄より長い場
合，先頭側を表示しますので，隠れた部分を参照する場合は，カーソルを移動して
ください。

国名
MTAの国名を指定します。半角英大文字で 2文字以内で指定してください。省略は
できません。日本国内で使用する場合は，「JP」を指定します。

ADMD
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MTAの主官庁領域名（ADMD）を指定します。次の文字を使用して 16バイト以内
で指定します。文字はすべて半角で指定します。省略はできません。
英大文字，数字，+，-
一つのマスタ管理サーバとその配下のメールサーバ内だけでメールをやり取りする
場合は，入力条件に従った文字列で設定します。X.400のアドレス（O/R名）の
「ADMD」として使用されます。

PRMD
MTAの私設領域名（PRMD）を指定します。次の文字を使用して 16バイト以内で
指定します。文字はすべて半角で指定します。省略はできません。
英大文字，数字，+，-
一つのマスタ管理サーバとその配下のメールサーバ内だけでメールをやり取りする
場合は，入力条件に従った文字列で設定します。X.400のアドレス（O/R名）の
「PRMD」として使用されます。

パスワード
MTAのパスワードを指定します。半角の英大文字および数字で 16文字以内で指定
してください。省略することもできます。
ほかの X.400メールシステムとメールをやり取りする場合は，相手サーバが認証機
能を持つときにサーバの認証に使用するので，設定が必要です。Mail Serverだけで
メールをやり取りする場合は，設定する必要はありません。

TCP/IP接続情報
TCP/IPの接続情報を設定します。なお，次に示す，P，S，Tの各セレクタは，半
角の 16進数（0～ 9，A～ F，a～ f）で，32文字以内の偶数けたで指定してくだ
さい。

Pセレクタ
MTAの Pセレクタを指定します。省略できます。

Sセレクタ
MTAの Sセレクタを指定します。省略できます。

Tセレクタ
MTAの Tセレクタを指定します。省略できません。

OSI接続情報
OSIの接続情報を設定します。この項目は，ほかの X.400MHSと OSIで接続する
ときにだけ必要です。XNFで設定したのと同じ値を設定してください。
ただし，HP-UXサーバとWindows NTサーバと AIXサーバは，OSI接続を使用で
きません。
なお，次に示す，P，S，Tの各セレクタは，半角の 16進数（0～ 9，A～ F，a～
f）で，32文字以内の偶数けたで指定してください。

Pセレクタ
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MTAの Pセレクタを指定します。省略することもできます。

Sセレクタ
MTAの Sセレクタを指定します。省略することもできます。

Tセレクタ
MTAの Tセレクタを指定します。省略することもできます。

ネットワークアドレス
MTAの NSAPアドレスを指定します。半角の 16進数（0～ 9，A～ F，a～
f）で，24文字以内の偶数けたで指定してください。また，LSB形式（エン
コーディング形式）で記述してください。省略はできません。

トランスポートクラス
MTAのトランスポートクラスを指定します。0，2，4のどれかを指定してくだ
さい。省略はできません。

[OSI接続解除 ]ボタン
OSI接続情報を削除します。

変更する値を入力して，[変更 ]ボタンを選択すると，X.400MHS詳細情報が変更されま
す。[閉じる ]ボタンを選択すると，値を変更しないでダイアログボックスを閉じます。

6.5.3　MTAの削除
登録済みのMTAを削除します。

次に示す項目に注意してください。

●MTAを削除する前に，そのMTAに登録されているユーザ・組織など（そのMTAに
メールボックスを持つアドレスユーザなど）をすべて削除しておかなければなりませ
ん。

●ルーティングマスタMTAに指定されているMTAは，削除できません。指定を解除し
てから削除してください。ただし，MTAがほかのルーティンググループにも登録され
ている場合は，削除できます。

次に，MTAを削除する手順を示します。

1. ルーティンググループ詳細ダイアログボックスのリストから，MTAを選択します。
MTAは複数選択できます。

2. [削除 ]ボタンを選択します。
確認のダイアログボックスが表示されます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
MTAが削除されます。[閉じる ]ボタンを選択すると，MTAを削除しないで終了し
ます。
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6.5.4　MTAの移動
登録済みのMTAをほかのルーティンググループへ移動します。

なお，ルーティングマスタMTAに指定されているMTAは，移動できません。指定を解
除してから移動してください。

次に，MTAを移動する手順を示します。

1. ルーティンググループ詳細ダイアログボックスのリストから，MTAを選択します。

2. [移動 ]ボタンを選択します。
MTA移動ダイアログボックスが表示されます。

3. 移動先ルーティンググループをリストの中から選択します。

4. [了解 ]ボタンを選択します。
MTAが移動されます。[閉じる ]ボタンを選択すると，MTAを移動しないで終了し
ます。

6.5.5　ルーティングマスタ MTAの指定
ルーティングマスタMTAを指定します。

1. ルーティンググループ詳細ダイアログボックスのリストから，MTAを選択します。

2. [ルーティングマスタ指定 /解除 ]ボタンを選択します。
確認のダイアログボックスが表示されます。
• すでにルーティングマスタMTAに指定されているMTAを選択した場合は，ルー
ティングマスタMTAの指定を解除します。

• ルーティンググループ内のほかのMTAがルーティングマスタMTAに指定されて
いる状態で，指定されていないMTAを選択すると，ルーティングマスタMTAを
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変更できます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
選択したMTAがルーティングマスタMTAに指定されます。[閉じる ]ボタンを選択
すると，変更しないで終了します。

6.5.6　リトライ回数 /間隔の設定
リモートMTA間でのメールの転送に失敗した場合に，リトライする回数とその間隔を設
定します。

1. ルーティンググループ詳細ダイアログボックスのリストから，MTAを選択します。

2. [リトライ回数 /間隔 ]ボタンを選択します。
リトライ回数 /間隔設定ダイアログボックスが表示されます。

3. 隣接 MTA名ごとにリトライ回数とリトライ間隔を入力します。
リトライ回数は 0～ 99で指定します。デフォルトは 10です。
リトライ間隔は 0～ 999の秒数で指定します。デフォルトは 60（秒）です。
数字を入力した後，［Enter］キーを押してください。
なお，指定したリトライ回数とリトライ間隔が有効になるのは，MTAを再起動した
後になります。

4. [変更 ]ボタンを選択します。
リトライ回数とリトライ間隔の変更を登録して，終了します。[閉じる ]ボタンを選
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択すると，指定したリトライ回数とリトライ間隔の変更を登録しないで終了します。

リトライ回数を N回，リトライ間隔を X秒，X.400-MHSによるリモートMTA間の通
信処理時間を Yとした場合，X秒間隔の N回リトライを 1セットとして，このセットを
9回繰り返します。このときリトライに要する時間は次の式で表すことができます。

9((1+N)Y+NX)
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6.6　他 X.400とゲートウェイの設定

ここでは，Groupmax以外のメールシステムまたはほかのアドレス管理ドメインの
Groupmaxとメールをやり取りする場合に必要な設定について説明します。

ほかのメールシステムとメールをやり取りする場合，相手先のメールシステムが X.400
を使用するかどうかによって，必要な設定が異なります。

●相手先のメールシステムが X.400MHSを使用する場合は，他 X.400の登録をして，
相手先の X.400MHSと通信するための情報を登録します。

●相手先のメールシステムが X.400MHSを使用しない（SMTPなど）場合は，メール
のやり取りにMail - SMTPなどのゲートウェイが必要です。この場合は，ゲートウェ
イをシステム内に導入し，そのゲートウェイの情報をMTAに登録します。

6.6.1　他 X.400の登録
この設定を実行するためには，マスタ管理サーバにMail - X.400をインストールする必
要があります。

登録済みのMTAに，相手先の X.400MHSと通信するための情報を登録します。

●この作業は，Groupmaxのメール以外のシステムのMTAと通信する場合，またはほ
かのマスタ管理サーバとその配下のMTAと通信する場合に必要です。

●他 X.400登録 /詳細ダイアログボックスでは，すべての項目に値を入力します。これ
は，他システムのMHS情報をMail Serverで管理していないためです。他システム
で定義済みのMHS情報に合わせて入力してください。

ルーティンググループ詳細ダイアログボックスのリストから，MTAを選択して，[他
X.400登録 ]ボタンを選択します。

他 X.400登録 /詳細ダイアログボックスが表示されます。入力する各項目の入力条件に
ついては，「9.5　登録情報の設定項目と入力条件」を参照してください。



6.　X.400の設定

211

MTA名
選択したMTAの名称が表示されます。

他 X.400MTA名
登録する他システムのMTAの名称を入力します。
MTA名は，システム内で一意でなければなりません。

ドメイン名 /ホスト名
登録する他システムのMTAがあるマシンのドメイン名またはホスト名を入力しま
す。
ドメイン名またはホスト名の入力条件については，「9.5.4 ユーザ情報の設定項目と
入力条件」の「ドメイン名 /ホスト名 /ホームサーバ名」を参照してください。文字
列長が入力欄より長い場合，先頭側を表示しますので，隠れた部分を参照する場合
は，カーソルを移動してください。OSI接続の場合は省略できます。
なお，このドメイン名またはホスト名は，ダイアログボックスを開く前に選択した
MTAがあるメールサーバの，hostsファイルまたは DNSの定義ファイルに登録さ
れていなければなりません。

国名
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登録する他システムのMTAの国名を指定します。半角英大文字で 2文字以内で指
定してください。省略はできません。
日本国内で使用する場合は，「JP」を指定します。

ADMD
登録する他システムのMTAの主官庁領域名（ADMD）を指定します。次の文字を
使用して 16バイト以内で指定します。文字はすべて半角で指定します。省略するこ
ともできます。
英大文字，数字，+，-

PRMD
登録する他システムのMTAの私設領域名（PRMD）を指定します。次の文字を使
用して 16バイト以内で指定します。文字はすべて半角で指定します。省略すること
もできます。
英大文字，数字，+，-

パスワード
登録する他システムのMTAのパスワードを指定します。次の文字を使用して 32バ
イト以内で指定します。文字はすべて半角で指定します。省略することもできます。
英大文字，数字，△（スペース）

接続種別
登録する他システムのMTAの，X.400の接続種別を指定します。ほかのアドレス管
理ドメインの Groupmaxと接続する場合は，「‘88X.400接続」を選択します。

TCP/IP接続情報
TCP/IPの接続情報を設定します。OSI接続情報を設定した場合は，設定できませ
ん。
なお，次に示す，P，S，Tの各セレクタは，半角の 16進数（0～ 9，A～ F，a～
f）で，32文字以内の偶数けたで指定してください。

Pセレクタ
登録する他システムのMTAの Pセレクタを指定します。省略することもでき
ます。「‘84X.400接続」を選択した場合は，設定する必要はありません。

Sセレクタ
登録する他システムのMTAの Sセレクタを指定します。省略することもでき
ます。

Tセレクタ
登録する他システムのMTAの Tセレクタを指定します。なお，省略はできま
せん。

エンコードセション ID
登録する他システムのMTAのエンコードセション IDを指定します。半角の 0
または 1を指定できますが，Mail Serverでは 0を使用します。省略はできませ
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ん。

OSI接続情報
OSIの接続情報を設定します。この項目は，ほかの X.400MHSと OSIで接続する
ときにだけ必要です。相手先システムでの設定値と同じ値を設定してください。
TCP/IP接続情報を設定した場合は，設定できません。
また，HP-UXサーバとWindows NTサーバと AIXサーバは，OSI接続を使用でき
ません。
なお，次に示す，P，S，Tの各セレクタは，半角の 16進数（0～ 9，A～ F，a～
f）で，32文字以内の偶数けたで指定してください。

Pセレクタ
MTAの Pセレクタを指定します。省略することもできます。

Sセレクタ
MTAの Sセレクタを指定します。省略することもできます。

Tセレクタ
MTAの Tセレクタを指定します。省略することもできます。

エンコードセション ID
登録する他システムのMTAのエンコードセション IDを指定します。半角の 0
または 1を指定できますが，Mail Serverでは 0を使用します。省略はできませ
ん。

ネットワークアドレス
MTAのNSAPアドレスを指定します。半角の 16進数（0～ 9，A～ F，a～
f）で，24文字以内の偶数けたで指定してください。また，LSB形式（エン
コーディング形式）で記述してください。
NSAPアドレスは，システム内で一意でなければなりません。また，省略はで
きません。

トランスポートクラス
MTAのトランスポートクラスを指定します。0，2，4のどれかを指定してくだ
さい。省略はできません。

[TCP/IP接続解除 ]ボタン
TCP/IP接続情報を削除します。

[OSI接続解除 ]ボタン
OSI接続情報を削除します。

[ルーティング設定 ]ボタン
ルーティング設定ダイアログボックスを表示します。
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すでに他 X.400MHSとの接続が他 X.400登録 /詳細ダイアログボックスで設定され
ている場合，このダイアログボックスでルーティング情報を指定して [追加 ]ボタン
を選択すれば，他 X.400MHSのMTAと接続できます。
ルーティング情報には接続先のMTAの O/R名を指定します。指定できる O/R名の
要素は「国名」「ADMD名」「PRMD名」「組織名」「X.121アドレス」です。半角で
258文字以内の英数字で指定します。同じ O/R名の要素を含んだルーティング情報
を設定する場合，要素数の多いものから登録してください。

値を入力して，[登録 ]ボタンを選択すると，他 X.400が登録されます。[閉じる ]ボタ
ンを選択すると，登録しないで他 X.400登録 /詳細ダイアログボックスを閉じます。

6.6.2　ゲートウェイの登録
登録済みのMTAに，X.400MHS以外のメールシステムと通信するための，ゲートウェ
イの情報を登録します。

この作業は，Mail - SMTPを使用する場合に必要です。

！！！！ 注意事項

ゲートウェイを登録した後，ゲートウェイを使用する前には，必ずゲートウェイを登録した
MTAを起動してください。

ルーティンググループ詳細ダイアログボックスのリストから，MTAを選択して，[ゲー
トウェイ登録 ]ボタンを選択します。
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ゲートウェイ登録ダイアログボックスが表示されます。なお，入力する各項目の入力条
件については，「9.5　登録情報の設定項目と入力条件」を参照してください。

MTA名
選択したMTAの名称が表示されます。

ゲートウェイ名
登録するゲートウェイの名称を指定します。ゲートウェイの名称は，接続するゲー
トウェイの種類によって決まっています。省略はできません。
Mail - SMTPを使用する場合は，半角の英字で「smtpgw」と指定します。

国名
登録するゲートウェイのMTAの国名を指定します。半角英大文字で 2文字以内で
指定してください。省略はできません。
日本国内で使用する場合は，「JP」を指定します。

ADMD
登録するゲートウェイのMTAの主官庁領域名（ADMD）を指定します。半角だけ
で 16文字以内で指定します。省略はできません。

PRMD
登録するゲートウェイのMTAの私設領域名（PRMD）を指定します。半角だけで
16文字以内で指定します。省略はできません。

！！！！ 注意事項

ネットワーク内に同一ゲートウェイを複数定義する場合は，ADMDと PRMDの組み合わせ
が，システム内で一意でなければなりません。

値を入力して，[登録 ]ボタンを選択すると，ゲートウェイが登録されます。[閉じる ]ボ
タンを選択すると，登録しないでダイアログボックスを閉じます。
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6.6.3　他 X.400とゲートウェイの一覧表示
MTAに登録済みの，他 X.400およびゲートウェイの情報を一覧表示します。

ルーティンググループ詳細ダイアログボックスのリストから，MTAを選択して，[他
X.400/ゲートウェイ一覧 ]ボタンを選択します。

他 X.400/ゲートウェイ一覧ダイアログボックスが表示されます。なお，入力する各項目
の入力条件については，「9.5　登録情報の設定項目と入力条件」を参照してください。

MTA名
選択したMTAの名称が表示されます。

他 X.400/ゲートウェイ名
選択したMTAに登録されている，他 X.400およびゲートウェイの名称が表示され
ます。

[詳細 ]ボタン
リストから他 X.400の名称を選択してこのボタンを選択すると，他 X.400登録 /詳
細ダイアログボックスが表示されます。ゲートウェイは選択できません。

[削除 ]ボタン
他 X.400およびゲートウェイの名称を選択して，このボタンを選択すると，登録情
報が削除されます。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

6.6.4　他 X.400詳細情報の変更
登録済みの他 X.400の情報を変更します。
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他 X.400/ゲートウェイ一覧ダイアログボックスのリストから，他 X.400の名称を選択し
て，[詳細 ]ボタンを選択します。

他 X.400登録 /詳細ダイアログボックスが表示されます。なお，入力する各項目の入力
条件については，「9.5　登録情報の設定項目と入力条件」を参照してください。

MTA名
選択した他 X.400の情報が登録されているMTAの名称が表示されます。

他 X.400MTA名
選択した他 X.400のMTAの名称が表示されます。
MTA名は，システム内で一意でなければなりません。

ドメイン名 /ホスト名
選択した他 X.400のMTAがあるマシンのドメイン名またはホスト名が表示されま
す。
なお，このドメイン名またはホスト名は，他 X.400を登録するMTAがあるメール
サーバの，hostsファイルまたは DNSの定義ファイルに登録されていなければなり
ません。
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国名
選択した他 X.400のMTAの国名が表示されます。半角英大文字で 2文字以内で指
定してください。省略はできません。
日本国内で使用する場合は，「JP」を指定します。

ADMD
選択した他 X.400のMTAの主官庁領域名（ADMD）が表示されます。半角だけで
16文字以内で指定します。省略することもできます。

PRMD
選択した他 X.400のMTAの私設領域名（PRMD）が表示されます。半角だけで 16
文字以内で指定します。省略することもできます。

パスワード
選択した他 X.400のMTAのパスワードが表示されます。半角だけで 32文字以内で
指定します。省略することもできます。

接続種別
選択した他 X.400のMTAの，X.400の接続種別を指定します。

TCP/IP接続情報
TCP/IPの接続情報を設定します。OSI接続情報を設定した場合は，設定できませ
ん。なお，次に示す，P，S，Tの各セレクタは，半角の 16進数（0～ 9，A～ F，
a～ f）で，32文字以内の偶数けたで指定してください。

Pセレクタ
登録する他システムのMTAの Pセレクタを指定します。省略することもでき
ます。「'84X.400接続」を選択した場合は，設定する必要はありません。

Sセレクタ
登録する他システムのMTAの Sセレクタを指定します。省略することもでき
ます。

Tセレクタ
登録する他システムのMTAの Tセレクタを指定します。省略はできません。

エンコードセション ID
登録する他システムのMTAのエンコードセション IDを指定します。半角の 0
または 1を指定できますが，Mail Serverでは 0を使用します。省略はできませ
ん。

OSI接続情報
OSIの接続情報を設定します。この項目は，ほかの X.400MHSと OSIで接続する
ときにだけ必要です。相手先システムでの設定値と同じ値を設定してください。
TCP/IP接続情報を設定した場合は，設定できません。また，HP-UXサーバと
Windows NTサーバと AIXサーバは，OSI接続を使用できません。
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なお，次に示す，P，S，Tの各セレクタは，半角の 16進数（0～ 9，A～ F，a～
f）で，32文字以内の偶数けたで指定してください。

Pセレクタ
MTAの Pセレクタを指定します。省略することもできます。

Sセレクタ
MTAの Sセレクタを指定します。省略することもできます。

Tセレクタ
MTAの Tセレクタを指定します。省略することもできます。

エンコードセション ID
登録する他システムのMTAのエンコードセション IDを指定します。半角の 0
または 1を指定できますが，Mail Serverでは 0を使用します。省略はできませ
ん。

ネットワークアドレス
MTAのNSAPアドレスを指定します。半角の 16進数（0～ 9，A～ F，a～
f）で，24文字以内の偶数けたで指定してください。省略はできません。

トランスポートクラス
MTAのトランスポートクラスを指定します。0，2，4のどれかを指定してくだ
さい。省略はできません。

[TCP/IP接続解除 ]ボタン
TCP/IP接続情報を削除します。

[OSI接続解除 ]ボタン
OSI接続情報を削除します。

[ルーティング設定 ]ボタン
ルーティング設定ダイアログボックスが表示されます。

値を入力して，[変更 ]ボタンを選択すると，他 X.400情報が変更されます。[閉じる ]
ボタンを選択すると，変更しないでダイアログボックスを閉じます。
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6.7　X.400デフォルト値ユーザ定義ユティリ
ティ

Mail Serverでは，X.400のMTAを自動的に設定できます。MTAを自動的に設定した
場合は，システムが保持しているデフォルト値が設定されます。このデフォルト値を変
更したい場合は，X.400デフォルト値ユーザ定義ユティリティを使用して，値を変更で
きます。

X.400デフォルト値ユーザ定義ユティリティを起動するには，システム管理者でログオ
ンして，コマンドプロンプトから＜インストール先ディレクトリ＞ ¥x400¥binで次のコ
マンドを実行します。

udefset

このコマンドを使うと，対話式の画面が表示され，それに応答することで次の情報を設
定または変更できます。なお，詳細については，「16.31 udefset」を参照してください。

●デフォルトルーティンググループ選択

●デフォルトMTA国名，ADMD，PRMD登録

●デフォルトリトライ回数 /間隔
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6.8　MTAを起動・停止する

MTAを起動・停止します。X.400MHS運転席からのMTAの起動・停止は，保守用に使
用し，通常の運用では使用しないでください。通常は運転席またはコマンドによるサイ
ト起動 /アプリケーション起動またはサイト停止 /アプリケーション停止を使用してくだ
さい。

6.8.1　ルーティンググループ単位に MTAを起動・停止する
MTAをルーティンググループ単位に指定して起動・停止するときは，X.400MHS運転席
から操作します。なお，起動の場合は，必ずルーティンググループ内のすべてのアドレ
スサービスが起動していなければなりません。

（1） MTAを起動する

1. X.400MHS運転席のリストから，ルーティンググループを選択します。
ルーティンググループは，複数選択できます。

2. [起動 ]ボタンを選択します。
確認のダイアログボックスが表示されます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
選択したルーティンググループ内のMTAが起動されます。

（2） MTAを停止する

1. X.400MHS運転席のリストから，ルーティンググループを選択します。
ルーティンググループは，複数選択できます。

2. [停止 ]ボタンを選択します。
確認のダイアログボックスが表示されます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
選択したルーティンググループ内のMTAが停止されます。

6.8.2　MTAを個別に指定して起動・停止する
MTAを個別に指定して起動・停止するときは，ルーティンググループ詳細ダイアログ
ボックスから操作します。

（1） MTAを起動する

1. ルーティンググループ詳細ダイアログボックスのリストから，MTAを選択します。
MTAは，複数選択できます。

2. [起動 ]ボタンを選択します。
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確認のダイアログボックスが表示されます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
選択したMTAが起動されます。

（2） MTAを停止する

1. ルーティンググループ詳細ダイアログボックスのリストから，MTAを選択します。
MTAは，複数選択できます。

2. [停止 ]ボタンを選択します。
確認のダイアログボックスが表示されます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
選択したMTAが停止されます。
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7　 POP3/IMAP4機能の設定
インターネットクライアントからのメールを受信するためのプ
ロトコルである POP3および IMAP4（以降は，POP3および
IMAP4の両機能をあわせて POP3/IMAP4と呼びます）を利
用できるようにするための設定方法について説明します。

7.1　POP3/IMAP4機能の概要

7.2　POP3/IMAP4機能の設定手順

7.3　環境テンプレートファイル (POP3)

7.4　環境テンプレート登録コマンド (mlmakcfg)

7.5　アドレスマッピングルール

7.6　Mail - SMTPとの連携
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7.1　POP3/IMAP4機能の概要

POP3は RFC1939に規定されたメール受信専用プロトコルです。Mail Serverでは，認
証，メールのダウンロードおよびメール削除の機能を規定しています。IMAP4は
RFC2060に規定されたプロトコルです。Mail Serverでは，認証，メールのダウンロー
ド，メール削除およびメール検索の機能を利用できます。

POP3および IMAP4の両方とも，メールの送信には，通常 SMTPが使用されます。そ
のため，インターネットクライアントからメールを送信する場合は，Mail - SMTP と
sendmailが必要となります。

メール送信時の経路は，次のようになります。

アドレス管理ドメイン内に登録されたメールユーザあてのメール
インターネットクライアント → sendmail → Mail-SMTP → Mail Server

インターネットユーザあてのメール
インターネットクライアント → sendmail → インターネット

なお，ここで説明するのは，サーバでの設定項目です。クライアントでの POP3/IMAP4
機能の設定については，「付録 B POP3/IMAP4クライアントの設定」を参照してくださ
い。

7.1.1　POP3/IMAP4機能を使う場合の注意
POP3/IMAP4を使用する場合には次の点に注意してください。

●アドレス管理ドメイン内に登録されたメールユーザにメールを送信するためには，
Mail-SMTPで受信者制限を設定しないでください。受信者制限を設定すると，制限
されたユーザあてのメールは配送されません。

●インターネットクライアントを使用すると，全メールユーザがインターネットユーザ
あてにメールを送信できるようになります。したがって，インターネットユーザあて
のメール送信に関して，それまで送信者制限を実施していた場合は，送信者を制限で
きなくなりますので，ご注意ください。

●送信したメールは，サーバ側の送信メールボックス（送信ログ）には残りません。



7.　POP3/IMAP4機能の設定

225

7.2　POP3/IMAP4機能の設定手順

POP3/IMAP4の設定方法を次に示します。これらの設定が終わると，アドレス管理ドメ
イン内のすべてのメールサーバで，POP3/IMAP4を使用できるようになります。

1. アドレス管理ドメイン内のすべてのメールサーバの servicesファイルに次のポート番
号を定義します。
 
popcfg    106/tcp
pop3     110/tcp
imap     143/tcp
 

2. マスタ管理サーバの Address_Mailセットアップアイコンを起動します。
Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスが表示されます。

3. Mail Serverオプション欄の「POP3/IMAP4を使用する (O)」をチェックします。

4. 最優先アドレスマッピングの中からどちらか一つを選択し，チェックします。

5. ニックネームマッピングで使用するドメインパートを入力します。
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6. [OK]ボタンを選択します。
アドレス管理ドメイン内で POP3/IMAP4を使用する設定が完了します。[キャンセル
]ボタンを選択すると，設定しないで終了します。

7. マスタ管理サーバのアドレスサービスを起動します。

8. アドレス管理ドメイン内のすべてのアドレスサーバのアドレスサービスを再起動しま
す。

！！！！ 注意事項

ニックネームマッピングで使用するドメインパートを変更すると，それまでインターネット
クライアントにダウンロードされたメールの宛先は無効になります。

POP3/IMAP4サービス制御用のアプリケーションプログラム（ispdemon）を，サーバ
単位で起動しないようにすることができます。起動しないようにするメールサーバの <
インストール先ディレクトリ >¥nxcdir¥gmpublicinfoファイルに次のキーワードを記述
してください。ただし，マスタ管理サーバのセットアップで，「POP3/IMAP4を使用す
る」にチェックしていない場合は，このキーワードは無視されます。

 
POP3=OFF
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7.3　環境テンプレートファイル (POP3)

環境テンプレートファイルは，POP3の環境設定機能で使用するバイナリ形式のファイ
ルです。POP3の機能の内容はこのファイルに設定します。IMAP4機能だけを使用する
場合は，デフォルトの設定で動作するため，このファイルへの設定は必要ありません。
なお，このファイルの内容をサーバに登録するには，mlmakcfgコマンドを実行する必要
があります。mlmakcfgコマンドについては，「7.4 環境テンプレート登録コマンド
(mlmakcfg)」を参照してください。

環境テンプレートファイルの作成およびサーバへの登録方法を次に示します。

1. 環境テンプレートファイルをテキスト形式で作成します。
ファイル名は cfg.iniです。

2. 作成した cfg.iniファイルを指定して mlmakcfgコマンドを実行します。
ファイルに記述した内容がサーバに登録されます。

7.3.1　環境テンプレートファイルの記述形式
環境テンプレートファイルの記述形式は，1行 1レコードとし，レコードには，セク
ションまたはキーワードの設定を記述します。

（1） セクション

セクションには，[Count]と [Cfgn]の 2種類があります。

1. [Count]
環境テンプレートの個数を CfgCntというキーワードに指定します。指定した個数ま
で環境テンプレート（Cfgnセクション）が読み込まれます。[Count]セクションは必
ず指定してください。

2. [Cfgn]
環境テンプレートの内容を記述します。[Count]セクションに指定した個数分 Cfgn
を作成します。nは，それぞれのセクションを区別する整数です。例えば，[Count]
セクションに 3を指定した場合，[Cfg1]，[Cfg2]，[Cfg3]のように記述します。

（2） キーワード

キーワードには，各セクションの内容を，「キーワード =値」という形で記述します。各
キーワードについての説明を次に示します。

1. [Count]

CfgCnt
読み込むセクション数を指定します。最大値は 100です。このキーワードに n
（nは 1以上 100以下の整数です）を指定した場合，[Cfg1]から [Cfgn]までを環
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境として登録します。1～ nの整数で抜けている番号があった場合，その番号に
対する環境は登録されません。また，nより大きい値の [Cfgn+1]以降のセク
ションの環境も登録されません。このキーワードは必ず指定してください。この
キーワードが省略された場合，mlmakcfgコマンドはエラーになります。

2. [Cfgn]

Comment
環境の説明を 60バイト以内で記述します。環境の値にはならないので，自由に
記述してください。

PCfgUnseen
POP3クライアントで扱うメールの種類を設定します。ALLまたは UNSEENを
指定します。
ALL   ：全メールを取得します。
UNSEEN：未読メールだけを取得します。
このキーワードが省略された場合は，ALLが設定されます。

PCfgMaxCnt
POP3クライアントで扱うメールの最大数を設定します。0以上の整数または 1
を指定してください。-1の場合はユーザのメールを全件取得します。このキー
ワードが省略された場合は，-1が設定されます。

PCfgPeriod
POP3クライアントで扱うメールを受信日時で限定します。0以上の整数または
1を指定してください。-1の場合は限定しません。0の場合は当日 0時から現在
まで，1の場合は前日 0時から現在までという形で限定します。このキーワード
が省略された場合は，-1が設定されます。

PCfgAttach
POP3クライアントで扱う添付ファイルについて設定します。ONまたは OFF
を指定します。
ON ：すべての添付ファイルを取得します。
OFF：添付ファイルは一切取得しません（本文だけ取得します）。
このキーワードが省略された場合は，ONが設定されます。

PCfgAvaDELE
POP3クライアントからのメール削除要求に対する扱いを設定します。 ONまた
は OFFを指定します。
ON ：削除要求があったときにメールボックスのメールを削除します。
OFF：削除要求があってもメールボックスのメールを削除しません。
このキーワードが省略された場合は，ONが設定されます。
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！！！！ 注意事項

上記セクション名またはキーワードが重複して記述されている場合，ファイルの先頭の方の
記述が有効になります。また，上記以外のセクション名またはキーワードを記述した場合，
そのセクション全体またはキーワードに設定した値は無効になります。

7.3.2　環境テンプレートファイルのデフォルト設定及びサン
プルファイル

サンプルとして，デフォルト値を設定した環境テンプレートファイルを次に示します。

 
[Count]
CfgCnt=3
 
[Cfg1]
Comment=LAN_Use
PCfgUnseen=ALL
PCfgMaxCnt=-1
PCfgPeriod=-1
PCfgAttach=ON
PCfgAvaDELE=ON
 
[Cfg2]
Comment=SOHO_Use
PCfgUnseen=UNSEEN
PCfgMaxCnt=50
PCfgPeriod=30
PCfgAttach=ON
PCfgAvaDELE=ON
 
[Cfg3]
Comment=MOBILE_Use
PCfgUnseen=UNSEEN
PCfgMaxCnt=20
PCfgPeriod=7
PCfgAttach=OFF
PCfgAvaDELE=OFF
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7.4　環境テンプレート登録コマンド
(mlmakcfg)

POP3クライアントが環境テンプレートファイルに記述された内容で動作するためには，
mlmakcfgコマンドで記述内容をサーバに登録する必要があります。 IMAP4機能だけを
使用する場合は，デフォルトの設定で動作するため，このコマンドの実行は必要ありま
せん。環境テンプレートファイルの内容が登録される場所は，このコマンドを実行した
サーバの <インストール先ディレクトリ >¥isp¥config¥commonです。

このコマンドの設定内容を反映するには，Mail Serverの再起動が必要です。また，この
コマンドを初期実行する前は，Mail Serverにデフォルト値が登録されています。

次にこのコマンドの書式を示します。

 
mlmakcfg [-fファイル名] [-oファイル名] [-s] [-eファイル名] [-h]
 

「-f ファイル名」は，環境テンプレートファイルの内容をサーバに登録する場合に指定し
ます。「-o ファイル名」は，サーバに登録されている内容を環境テンプレートファイルの
形式で出力する場合に指定します。ほかのオプションは，メッセージおよびヘルプ関係
のものです。詳細は「16.20 mlmakcfg」を参照してください。

登録された環境テンプレートを POP3クライアントで利用する場合は，ログイン IDの
後ろに環境テンプレートの番号を入力します。環境テンプレートの番号の指定がない場
合は，デフォルトとして 1番の環境テンプレートを使用します。環境テンプレートの指
定方法については，「付録 B.2 POP3/IMAP4クライアント利用時に必要な設定」を参照
してください。
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7.5　アドレスマッピングルール
Mail Serverでは，POP3/IMAP4クライアントに対するアドレスを次に示すマッピング
ルールを使って処理しています。

●ニックネームマッピング

●ユーザ属性の E-mailアドレスマッピング

● LHS形式アドレスマッピング

●英語姓名マッピング

●コメントマッピング（IMAP4だけ）

各マッピングの具体的な内容について，次に説明します。

7.5.1　マッピングの内容
（1） ニックネームマッピング

セットアップの「POP3/IMAP4プロトコルを使用する」で指定した「ニックネームマッ
ピングで使用するドメインパート (D)」の値とユーザのニックネームを組み合わせたアド
レスに変換します。

例えば，「ニックネームマッピングで使用するドメインパート (D)」に gmax.hitachi.co.jp
が指定されたアドレス管理ドメイン内のニックネーム T.HITACHIを持ったユーザのア
ドレスは次のようになります。

 
T.HITACHI@gmax.hitachi.co.jp
 

なお，ニックネームに全角文字，半角仮名，または ( )[]<>":;@¥,(スペース )を含むユー
ザにこのマッピングは適用されません。ほかのマッピングで処理されます。

（2） ユーザ属性の E-mailアドレスマッピング

このマッピングルールは，Mail - SMTPの DBマッピングと同じで，Address Serverに
登録されたユーザの E-mailアドレスに変換します。

なお，ユーザ属性として E-mailアドレスを持っていないユーザにはこのマッピングは適
用されません。ほかのマッピングで処理されます。

（3） LHS形式アドレスマッピング

セットアップの「POP3/IMAP4プロトコルを使用する」で指定した「ニックネームマッ
ピングで使用するドメインパート (D)」の値とユーザの O/R名を組み合わせたアドレス
に変換します。なお O/R名文字列は半角のダブルクォーテーション (")で囲みます。
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例えば，「ニックネームマッピングで使用するドメインパート (D)」に gmax.hitachi.co.jp
が指定されたアドレス管理ドメイン内で，ユーザが次の O/R名を持っているとします。

 
/C=JP/A=gmax/P=gmax/OU1=gmax/O=HITACHI/S=HITACHI/G=TARO
 

このユーザのアドレスは次のように変換されます。

 
"/C=JP/A=gmax/P=gmax/OU1=gmax/O=HITACHI/S=HITACHI/
G=TARO"@gmax.hitachi.co.jp
 

ただし，O/R名に全角文字または半角仮名を含むユーザにはこのマッピングは適用され
ません。ほかのマッピングで処理されます。

（4） 英語姓名マッピング

ユーザの O/R名の姓 (/S=)と名 (/G=)を使用したアドレスに変換します。次に示すよう
に，/G=の値と /S=の値を間に半角スペースを挟んで連結し，その文字列を半角のダブ
ルクォーテーション (")で囲みます。

 
"/G=の値△/S=の値"
 
（凡例）△は半角スペースを示す。
 

例えば，ユーザが次の O/R名を持っているとします。

 
/C=JP/A=gmax/P=gmax/OU1=gmax/O=HITACHI/S=HITACHI/G=TARO
 

このユーザのアドレスは次のように変換されます。

 
"TARO HITACHI"
 

このマッピングルールが適用されると，受信の場合はすべてのアドレスに対応できます。
ただし，返信した場合，sendmailが受けられない形式のためエラーになります。

（5） コメントマッピング（IMAP4だけ）

このマッピングルールは，記事掲示者が上記のどの形式のアドレスにも変換できなかっ
た場合のルールです。送信者のアドレスに固定文字列 (DummySender@Gmax)を設定し
ます。記事掲示者の方法は送信者のコメント領域に付加しています。このマッピング
ルールが適用されると，返信した場合，sendmailが受けられない形式のためエラーにな
ります。
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7.5.2　マッピングの優先順位
POP3/IMAP4クライアントの接続では，マッピングルールを使用して前述の O/R名をア
ドレスに変換します。各マッピングルールには優先順位があり，優先順位に従って，処
理できるマッピングまで順番に適用していきます。

優先順位はセットアップの最優先マッピングルールの選択によって異なります。それぞ
れの優先順位を次に示します。

最優先アドレスマッピングに「ニックネームマッピング（ニックネーム @ドメインパー
ト）」を選択した場合

1. ニックネームマッピング
2. ユーザ属性の E-mailアドレスマッピング
3. LHS形式アドレスマッピング
4. 英語姓名マッピング
5. コメントマッピング（記事掲示者だけ）

最優先アドレスマッピングに「ユーザ属性の E-mailアドレスマッピング」を選択した場
合

1. ユーザ属性の E-mailアドレスマッピング
2. ニックネームマッピング
3. LHS形式アドレスマッピング
4. 英語姓名マッピング
5. コメントマッピング（記事掲示者だけ）
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7.6　Mail - SMTPとの連携

POP3/IMAP4クライアントの接続で，POP3/IMAP4とMail-SMTPを組み合わせるに
は，アドレスマッピングルールの優先順位を合わせる必要があります。そのために，
POP3/IMAP4とMail-SMTPとを連携します。連携するための手順は次のとおりです。

1. マスタ管理サーバの Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスで
「POP3/IMAP4を使用する (O)」をチェックし，POP3/IMAP4を設定します。

2. マスタ管理サーバのアドレスサービスを起動します。

3. Mail-SMTPが設定されているメールサーバ上で Mail-SMTPの環境設定コマンドを実
行し，アドレスマッピングルールの優先順位についての設定を POP3/IMAP4と連携
するように設定します。

4. Mail-SMTPのサービスを起動します。

Mail-SMTPの環境設定，起動については，マニュアル「Groupmax Mail - SMTP 
Version 6 運用ガイド」（Windows用）を参照してください。

Mail-SMTPと正しく連携されていないと，同一ユーザの宛先表記に関して Groupmax
クライアントから送信するメールとインターネットクライアントから送信するメールで
表記が異なることがあります。
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8　 アドレス管理ドメイン内の
設定
ここでは，アドレス管理ドメインを設定した後で設定する，ア
プリケーションプログラムの管理機能の設定方法について説明
します。

8.1　システムオプションの設定

8.2　パスワードの制限と設定

8.3　パスワードの有効期間の設定

8.4　メールと記事のサイズ制限

8.5　状態監視インタバルの設定

8.6　システム宛先台帳用キャッシュメモリの設定

8.7　Address Serverユーザ認証の準備

8.8　高速宛先変換のためのメモリキャッシュの設定
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8.1　システムオプションの設定
システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [システムオプション (Y)]を選択すると，
次のシステムオプションダイアログボックスが表示されます。

チェックボタンをチェックして [了解 ]ボタンを選択すると，そのオプションが有効にな
ります。各オプションの詳細は次のとおりです。

ユーザパスワードに有効期間を設定する
Groupmaxシステムのセキュリティ確保のためにパスワードに有効期間を設けるか
どうかを指定します。有効期間を設ける場合は，その期間を 1日から 999日までの
間で指定します (1日を指定したときは，有効期間は当日だけになります )。有効期
間のデフォルトは 90日です。パスワードの有効期間については，「 8.3 パスワード
の有効期間の設定」を参照してください。

クライアントで Groupmaxサービスプロバイダを使用する
クライアントで Groupmaxサービスプロバイダを使用するかどうかを指定します。
指定した場合，クライアント側のWindowsの受信トレイからメール機能を利用でき
ます。設定情報はすべてのサーバにレプリケーションされます。

！！！！ 注意事項

このオプションを変更した場合，変更を有効にするためにはサービスの再起動が必要です。
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メールボックス削除時に未読削除通知を行う
メールボックスを削除したときに，未読メールを削除したことを通知するかどうか
を指定します。通知をすると，送信ログ上の状態が未読のまま削除になるため，送
信者はメールが読まれなかったと判断できます。この通知をしないと送信者は判断
できなくなりますが，通知メッセージがないのでユーザ削除時のサーバの負荷を抑
えることができます。

所属組織を権利組織とする
権利組織として指定されている組織の組織メールだけを使用するかどうかを指定し
ます。デフォルトは所属組織および権利組織の組織メールを使用できるようになっ
ています (チェックされている状態 )。

下位掲示板の表示順序を作成順にする
下位掲示板を作成順または掲示板 ID順のどちらで表示するかを指定します。デフォ
ルトは掲示板 ID順です (チェックされていない状態 )。なお，表示順の設定はクラ
イアント側で有効になります

パスワード変更時，パスワードのチェックをする
パスワードを変更したときに，変更後のパスワードをチェックするかどうかを指定
します。デフォルトはパスワードをチェックします（チェックされている状態）。な
お，パスワードを変更する場合には，いくつかの制限があります。詳細については，
「8.2 パスワードの制限と設定」を参照してください。
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8.2　パスワードの制限と設定
この節では，パスワードの限定機能など，パスワードのセキュリティについて説明しま
す。パスワードと親展パスワードの仕様は次のとおりです。

●パスワードに指定できる文字
半角で 0x20から 0x7Eまでの文字です。

●パスワードの文字列の長さ
0文字から 8文字までの範囲です。

8.2.1　パスワードの限定機能の設定
この設定によって，ユーザのログインパスワードに，前回と同じ文字列を指定できない
ようになります。初回パスワード変更時にユーザ IDと同じ文字列を指定することもでき
ません。これは，デフォルトのパスワードと同じになるためです。

1. 運転席のシステム管理ウィンドウの [ファイル (F)]の [システムオプション (Y)]を選
択します。
システムオプションダイアログボックスを表示します。

2. システムオプションダイアログボックスで「パスワード変更時，パスワードのチェッ
クをする」をチェックします。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
設定してダイアログボックスを終了します。[取消 ]ボタンを選択した場合は設定し
ないでダイアログボックスを終了します。

設定は即時反映されます。なお，マスタ管理サーバ，アドレスサーバ共に，アドレス
サービスの再起動は不要です。

！！！！ 注意事項

パスワード変更時にチェックしない運用をする場合は，運転席のシステムオプションで
チェックを外してください。

8.2.2　限定機能の拡張
システムオプションダイアログボックスで「パスワード変更時，パスワードのチェック
をする」をチェックしている場合，アドレスサーバ単位で次のように設定できます。

●ユーザ IDと同じ文字列は指定できないようにする。
パスワード変更時に新パスワードがユーザ ID（組織 ID）と同じであると変更できま
せん。

●パスワードに設定できる最小文字数を規定する。
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パスワード変更時に新パスワードが規定文字数以上でないと変更できません。

！！！！ 注意事項

クライアントは何文字以上に設定されているかを表示できませんので，この機能を使用する
場合は，ユーザに対して制限値を連絡してください。

●前パスワードと同じ文字列の使用を許可する。
「パスワード変更時，パスワードのチェックをする」にチェックしていても，パスワー
ド変更時に新パスワードに前パスワードと同じ文字列を使用できます。

gmpublicinfoファイルに環境変数を設定することによって上記の項目を設定できます。
設定したアドレスサーバだけに有効です。設定を有効にするためのアドレスサービスの
再起動は不要です。gmpublicinfoファイルを変更した直後から反映されます。

SAME_USERID_PASSWD
ユーザ ID（組織 ID）と同じ文字列を指定できないようにする場合は gmpublicinfo
ファイルに次の記述をしてください。
SAME_USERID_PASSWD=N

SHORT_PASSWD
パスワードの文字数を規定する場合は，gmpublicinfoファイルに次の記述をしてく
ださい。
SHORT_PASSWD=n
nには 0～ 8の数字を指定します。0を指定した場合は無制限です。この場合はパス
ワードなしでも構いません。6文字以上のパスワードでないと許可しない場合の設
定を次に示します。
SHORT_PASSWD=6

SAME_PREVIOUS_PASSWD
前パスワードと同じ文字列を指定できるようにする場合は gmpublicinfoファイルに
次の記述をしてください。
SAME_PREVIOUS_PASSWD=Y

実際に運用する場合に，どのような設定をすればよいかを示します。なお，システムオ
プションダイアログボックスで「パスワード変更時，パスワードのチェックをする」に
チェックされていることが前提条件です。

P※ 1 U※
2

L※
3

gmpublicinfoファイルの設定内容

○ ○ ○ SAME_USERID_PASSWD=N, SHORT_PASSWD=6

○ ○ × SAME_USERID_PASSWD=N

○ × ○ SHORT_PASSWD=6



8.　アドレス管理ドメイン内の設定

240

（凡例）○は限定することを示す。×は限定しないことを示す。
注※ 1　前パスワードと同じ文字列は指定できません。
注※ 2　ユーザ ID（組織 ID）と同じ文字列は指定できません。
注※ 3　6文字以上のパスワードでないと指定できません。

× ○ ○ SAME_PREVIOUS_PASSWD=Y, SAME_USERID_PASSWD=N, 
SHORT_PASSWD=6

○ × × SAME_PREVIOUS_PASSWD=N

× ○ × SAME_PREVIOUS_PASSWD=Y, SAME_USERID_PASSWD=N

× × ○ SAME_PREVIOUS_PASSWD=Y, SHORT_PASSWD=6

× × × SAME_PREVIOUS_PASSWD=Y

P※ 1 U※
2

L※
3

gmpublicinfoファイルの設定内容
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8.3　パスワードの有効期間の設定
この節では，パスワードの有効期間の設定について説明します。

8.3.1　パスワードの有効期間
クライアントから Groupmaxにログインするときに指定するパスワードに，有効期間を
設定できます。該当するユーザはアドレスユーザです。

パスワード有効期間とは，新規登録されたユーザの最初のログインから，またはパス
ワードを変更した時点から，ある指定した期間を経過するとログインできなくなる機能
です。ログインできなくなることを防ぐには，ユーザは期間内に定期的にパスワードを
変更することが必要です。

！！！！ 注意事項

アドレスユーザでも Groupmax_system最上位組織以下に所属するユーザには，パスワード
の有効期間はありません。同じパスワードで無期限にログインできます。ただし，
adpaschkおよび adpaslstコマンドでこれらを表示すると設定されているように見えます。

！！！！ 注意事項

アドレス帳ユーザ，アドレス組織，アドレス帳組織にはパスワードの有効期間は設定できま
せん。

（1） 有効期間の実例

パスワードの有効期間の指定は日単位とします。設定と有効期間の関係を次に示します。

期間設定が 1日の場合
有効期間は，最初にログインした日の当日中です。翌日の 0時からはログインでき
ません。パスワードを変更しても翌日にはログインできなくなります。

期間設定が 2日の場合
有効期間は，最初にログインした日と翌日です。翌々日の 0時からはログインでき
ません。
毎日 1回パスワードを変更すれば永続的にログインできます。ただし 1日でもパス
ワードを変更し忘れるとログインできなくなります。

期間設定が 3日の場合
有効期間は，最初にログインした日を含めて 3日間です。4日目の 0時からはログ
インできません。2日に 1回パスワードを変更すればログインできることになりま
す。

期間設定が n日の場合
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有効期間は，最初にログインした日を含めて n日間です。n＋ 1日目の 0時からは
ログインできなくなります。したがって，n－ 1日に 1回パスワードを変更すれば
ログインできることになります。

（2） 変更動作と期間

パスワードを変更した場合の，有効期間の変化について説明します。

・パスワード有効期間が運転席で設定されていない状態から，パスワードを設定した。
サーバの設定を変更した後の最初のログイン時が，有効期間の起点になります。

・パスワード有効期間が運転席で設定されている状態から，運転席の有効期間を変更し
た。

サーバの設定を変更した後の最初のログイン時が，有効期間の起点になります。つ
まり，それまでの経過分は初期化されます。

・パスワード有効期間が運転席で設定されている状態から，コマンドによって特定ユーザ
の有効期間を変更した。

コマンドによって変更した後の最初のログイン時が，有効期間の起点になります。
つまり，それまでの経過分は初期化されます。

・運転席の名前データベースでパスワードを初期化した。
パスワードを初期化した後の最初のログイン時が，有効期間の起点になります。つ
まり，それまでの経過分は初期化されます。

・クライアントからパスワードを変更した。
変更時が有効期間の起点になります。つまり，それまでの経過分は初期化されます。

！！！！ 注意事項

サーバ間または最上位組織間でユーザを移動した場合は，パスワードの有効期間は初期化さ
れます。移動後の最初のログインが有効期間の起点になります。また，Windows NTではパ
スワードの有効期間を 1日にした場合，24時間有効になります。23時間ごとにパスワード
を変更すれば，無期限にログインできます。

8.3.2　有効期間の設定
パスワードに有効期間を設定する方法を次に示します。

1. すべてのアドレスサーバのアドレスサービスを起動します。

2. 運転席のシステム管理ウィンドウの [ファイル (F)]の [システムオプション (Y)]を選
択します。
システムオプションダイアログボックスが表示されます。

3. システムオプションダイアログボックスの「ユーザパスワードに有効期間を設定す
る」をチェックします。
グレーアウトされていた日の部分が活性化されます。
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4.「　　日」の部分に数値を入力します。なお，デフォルト値として 90日が設定されて
いますので，必要に応じて変更してください。
1～ 999の数値を入力してください。

5. [了解 ]ボタンを選択します。
パスワードの有効期間を設定してダイアログボックスを終了します。[取消 ]ボタン
を選択した場合は設定しないでダイアログボックスを終了します。

設定は即時反映されます。マスタ管理サーバ，アドレスサーバ共に，アドレスサービス
の再起動は不要です。

！！！！ 注意事項

システム管理者がシステムオプションによってパスワードの有効期間を変更すると，全ユー
ザのパスワード有効期間はその値で初期化されます。例えば，ユーザ Aが明日で期限切れに
なるという状態で，システム管理者が有効期間を 60日に変更すると，ユーザ Aは次のログ
インから 60日間ログインできます。

8.3.3　有効期間管理コマンド
パスワードの有効期間を管理するために，いくつかのコマンドが用意されています。こ
こでは，各コマンドの機能の概要について説明します。使用方法の詳細は，「16.コマン
ドリファレンス」を参照してください。

adpaslst
アドレスユーザのパスワード有効期間をサーバ単位でリスト出力します。

adpaschk
アドレスユーザのパスワード有効期間を確認します。

adpasext
アドレスユーザのパスワード有効期間を延長します。有効期間を経過したユーザと
有効期間の期限切れまでの時間が少ないユーザだけに有効です。

adpasind
アドレスユーザのパスワード有効期間を無期限にします。または無期限の指定を解
除します。



8.　アドレス管理ドメイン内の設定

244

8.4　メールと記事のサイズ制限
システム管理者は，送信メールと掲示記事のサイズを制限することができます。メール
サーバ単位にサイズを制限できます。チェック対象は設定メールサーバをホームサーバ
とするユーザからの送信メールと掲示記事です。E-mailなどMail - SMTPを経由して到
着するメールに関してはチェック対象ではありませんので，これらを制限する場合は，
sendmailなどの機能を使用してください。

クライアントがチェック機能を持っている場合は，メールサーバにデータを転送する前
にチェックします。クライアントとメールサーバの間で余計なデータ転送は発生しませ
ん。しかし，クライアントがチェック機能を持っていない場合は，メールサーバがクラ
イアントからデータを受け取りチェックするため，クライアントとメールサーバの間で
データが転送されます。

！！！！ 注意事項

この機能での 1通当たりのメールのサイズは，受信メール一覧に表示されるものとは違いま
す。± 5キロバイト程度の誤差があると考えてください。

！！！！ 注意事項

クライアントは設定サイズを表示できませんので，この機能を使用する場合は，ユーザに対
して制限値を連絡してください。

！！！！ 注意事項

制限を超えるメールを送信または記事を掲示しようとした場合は，その場でエラーになりま
す。

8.4.1　送信メールの制限
（1） 設定方法

送信メールを制限するメールサーバ上の gmpublicinfoファイルにキーワード
MAX_MAIL_SIZEを記述します。キーワードには制限サイズ（単位はキロバイト）を設
定します。設定値を nとすると，送信できるメールサイズmは，0＜m≦ nの範囲にな
ります。最大値は 2097151で，これより大きい値を指定した場合は無制限として扱いま
す。また，キーワードに 0を設定した場合も無制限として扱います。この設定はメール
サーバの起動時に有効となります。

● 1メガバイトに設定する場合の例
MAX_MAIL_SIZE=1024

●無制限に設定する場合の例
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MAX_MAIL_SIZE=0

（2） 送信メールのサイズの求め方

送信メールのサイズの求め方を次に示します。

●添付ファイルなしの場合
主題サイズ＋ 169＋ 37×ニックネーム指定宛先数＋ 340× O/R名指定宛先数＋本文
サイズ（単位：バイト）

●添付ファイルありの場合
主題サイズ＋ 169＋ 37×ニックネーム指定宛先数＋ 340× O/R名指定宛先数＋本文
サイズ＋全添付ファイルサイズ合計＋ 1,029×（添付ファイル数＋ 1）（単位：バイ
ト）

8.4.2　掲示記事の制限
（1） 設定方法

掲示記事を制限するメールサーバ上の gmpublicinfoファイルにキーワード
MAX_NEWS_SIZEを記述します。キーワードには制限サイズ（単位はキロバイト）を
設定します。設定値を nとすると，掲示できる記事サイズ bは，0＜ b≦ nの範囲にな
ります。最大値は 2097151で，これより大きい値を指定した場合は無制限として扱いま
す。また，キーワードに 0を設定した場合も無制限として扱います。この設定はメール
サーバの起動時に有効となります。

● 1メガバイトに設定する場合の例
MAX_NEWS_SIZE=1024

●無制限に設定する場合の例
MAX_NEWS_SIZE=0

（2） 掲示記事のサイズの求め方

掲示記事のサイズの求め方を次に示します。

●添付ファイルなしの場合
主題サイズ＋ 546＋本文サイズ（単位：バイト）

●添付ファイルありの場合
主題サイズ＋ 546＋本文サイズ＋全添付ファイルサイズ合計＋ 1,029×（添付ファイ
ル数＋ 1）（単位：バイト）
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8.5　状態監視インタバルの設定
運転席から各メールサーバの状態監視インタバルを設定します。環境変数 NXNOTIFY
に，状態監視要求をするインタバルを分単位で設定します。0～ 999の 3けた以内の数
字で指定してください。

環境変数 NXNOTIFYは，運転席を起動したときに有効になります。したがって，
NXNOTIFYの設定を変更した後は，一度運転席を停止し再起動してください。なお，環
境変数 NXNOTIFYが未設定，または設定された値が不正な場合は，デフォルトで 10
（分）が設定されます。設定された値が不正な場合には，運転席を起動したときに
「NXNOTIFYの設定値が不正です。10分を仮定しました。」というメッセージが運転席
に表示されます。
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8.6　システム宛先台帳用キャッシュメモリの設
定

システム宛先台帳は，システム管理者が設定したユーザ情報を基に Address Serverが自
動的に作成する台帳です。Address ServerとMail Serverのユーザは，組織およびユー
ザについて，宛先を始めとする詳細な情報を参照できます。

クライアントがシステム宛先台帳で参照するユーザを特定できる場合，キャッシュメモ
リ上に特定のユーザ情報を読み込んでおくと，クライアントの検索待ち時間が短縮でき
ます。ここでは，キャッシュメモリに読み込んでおくユーザ情報，およびそのユーザ情
報を読み込むキャッシュメモリのサイズを指定します。各サーバでファイル <インス
トール先ディレクトリ >¥nxcdir¥nxcrsinfoに，次の二つのキーワードを設定してくださ
い。

LOAD_COMP
キャッシュメモリにどの最上位組織のユーザ情報を読み込んでおくかを指定します。
形式は「LOAD_COMP=最上位組織 ID1/最上位組織 ID2/最上位組織 ID3/...」で
す。最上位組織 IDは，半角文字で指定し「/」で区切ってください。また，キー
ワードの途中に空白を含めないでください。

CACHE_COMP
LOAD_COMPで指定した最上位組織からユーザ情報を読み込むためのキャッシュ
メモリサイズをメガバイト（MB）単位で指定します。形式は「CACHE_COMP=
キャッシュメモリサイズ」です。キーワードの途中に空白を含めないでください。
キャッシュメモリサイズには，次の式から見積もった 4けた以内の半角数字で指定
してください。なお，「↑」は値の切り上げを表します。
指定値 =↑ 150× (ユーザ数 +安全係数 )/1,000,000↑
ユーザ数には，キャッシュメモリに読み込む最上位組織下のユーザ総数を指定しま
す。安全係数は，アドレスサービスを起動してからアドレスサービスを停止するま
での間，新規に追加されると想定するユーザ数です。必ず 1以上を指定してくださ
い。
キーワードの設定値は，アドレスサービスを起動したときに有効となります。した
がって，設定後，新しい設定値を有効にするには，一度アドレスサービスを停止し
再起動してください。

！！！！ 注意事項

システム宛先台帳用キャッシュメモリを使用する場合，アドレスサービスの起動を高速化す
るために次のどちらかを設定することを推奨します。本設定を行うとアドレスサービス停止
時にキャッシュセーブファイルを作成し，次回のアドレスサービス起動時に使用します。

●システムオプションの設定で「クライアントで Groupmaxサービスプロバイダを使用
する」を設定にする。
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● gmpublicinfoファイルの設定で「INCREMENTAL=YES」を設定する。
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8.7　Address Serverユーザ認証の準備

Address Serverは，ユーザが Groupmaxアプリケーションにログインするごとに，ユー
ザを認証します。ここでは，Address Serverでサーバを追加してからの，ユーザ認証の
ために必要な準備について説明します。

（1） アドレスデーモン用ポート番号の設定

Address Serverと各アプリケーションは，ネットワークを通じてユーザ認証のための通
信を実行します。「4.1.3　LAN環境の設定」を参照して正しく設定してください。

（2） アドレスサーバ情報の設定

Groupmaxアプリケーションのサーバは，アドレスサーバにネットワークを通じてユー
ザの認証を要求します。したがって，各アプリケーションサーバがどのアドレスサーバ
にユーザ認証要求を出せばよいかを決める必要があります。Mail Serverを除く
Groupmaxアプリケーションのサーバは，アドレス管理ドメインに属している（アドレ
スサーバと同じマシン上にある）必要はありません。しかし，どのアドレスサーバに
ユーザ認証要求を出すかという情報は，各アプリケーションが動作するサーバ上のファ
イル gaddr.iniに記述する必要があります。

gaddr.iniファイルは，「IPアドレス　ポート番号」の形式で記述します。IPアドレス
は，接続先のアドレスサーバの IPアドレスです。ポート番号は，接続先のアドレスサー
バのアドレスデーモンが使用するポート番号です。ポート番号には，
¥system32¥drivers¥etc¥servicesの "adsv_ap"エントリで指定したものを設定してくだ
さい。
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8.8　高速宛先変換のためのメモリキャッシュの
設定

O/R名とニックネーム，ニックネームと O/R名などの宛先変換では，データベースを直
接アクセスするのでは処理が遅くなるため，アドレスサーバは，情報をメモリ上に展開
したキャッシュを使用しています（以降，このキャッシュを「メモリキャッシュ」と呼
びます）。メモリキャッシュを使用することで，クライアントに対してのレスポンスを高
めることができます。

メモリキャッシュ上に展開するエントリ数の上限は，gmpublicinfoファイルの
NICKNAME_CACHE_LIMITで設定できます。

8.8.1　メモリキャッシュの作成
メモリキャッシュはアドレスサービスの起動時に作成されます。キャッシュセーブファ

イル※がすでにある場合は，メモリキャッシュはキャッシュセーブファイルから作成され
ます。キャッシュセーブファイルがない場合は，メモリキャッシュはデータベースから
作成されます。

メモリキャッシュは，データベースから作成される場合は時間が掛かるため，タイムア
ウトが発生するおそれがあります。タイムアウトが発生した場合は，すべての宛先がメ
モリキャッシュ上にあるわけではないので，クライアントへのレスポンスが低下します。

注※
キャッシュセーブファイルとは，メモリキャッシュの内容を出力したファイルです。
詳細については，「8.8.2 キャッシュセーブファイルの作成」を参照してください。

8.8.2　キャッシュセーブファイルの作成
キャッシュセーブファイルとは，メモリキャッシュの内容を出力したファイルです。
キャッシュセーブファイルは，通常はアドレスサービスの停止時に作成されます。しか
し，次の場合は古いキャッシュセーブファイルは無効になります。

●マスタ管理サーバの情報を使用したアドレスサーバの回復を実行した後

● gmpublicinfoファイルのNICKNAME_CACHE_LIMITの値を変更した後

この状態でアドレスサービスを起動すると，データベースからメモリキャッシュを作成
することになります。

Address Serverでは，キャッシュセーブファイルが無効になったときは，admkordtコ
マンドで新しいキャッシュセーブファイルを作成できます。admkordtコマンドの詳細は
「16.9　admkordt」を参照してください。

キャッシュセーブファイルが無効になったときは，アドレスサービスを起動する前に，
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admkordtコマンドで新しいキャッシュセーブファイルを作成することをお勧めします。

8.8.3　NICKNAME_CACHE_LIMITの設定
gmpublicinfoファイルの NICKNAME_CACHE_LIMITには，メモリキャッシュ上に展
開するエントリ数の上限を設定します。3000～ 1000000の数値が設定できます。
NICKNAME_CACHE_LIMITが設定されていない場合などのデフォルト値は 3000で
す。登録ユーザ数が多い環境では注意してください。

すべての宛先変換がメモリキャッシュ上で解決できるように，
NICKNAME_CACHE_LIMITの値は，アドレス管理ドメインに登録した全ユーザ数以
上を設定することをお勧めします。

8.8.4　メモリキャッシュの共用メモリ使用量
高速宛先変換のためメモリキャッシュを共用メモリにロードします。共用メモリサイズ
は下記の算出式となっております。

使用共用メモリサイズ = メモリキャッシュ固定部（13KB） + メモリキャッシュエントリ
部（0.7KB）× NICKNAME_CACHE_LIMITの設定値（省略値：3000）
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9　 登録情報の設定
登録情報は，運転席から名前データベースウィンドウを表示さ
せて登録する方法と，Address Serverの一括登録ユティリ
ティを使用して登録する方法があります。ここでは，名前デー
タベースウィンドウからの登録の方法について説明します。

9.1　名前データベースウィンドウの基本操作

9.2　最上位組織情報の設定

9.3　組織情報の設定

9.4　ユーザ情報の設定

9.5　登録情報の設定項目と入力条件
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9.1　名前データベースウィンドウの基本操作
Address Serverを Groupmaxアプリケーションと連携させて使用する場合，Address 
Serverは Groupmaxアプリケーションにログインするユーザを認証します。また，
Address Serverには，業務の体系に合わせた登録情報を設定できます。

登録情報とは，最上位組織情報，組織情報，ユーザ情報のすべてを指します。 

登録情報の設定は，運転席から名前データベースウィンドウを表示させて登録する方法
と，Address Serverの一括登録ユティリティを使用して登録する方法があります。一括
登録ユティリティについては，マニュアル「Groupmax Address/Mail Version 6 システ
ム管理者ガイド ユティリティ編」（Windows用）を参照してください。

ここでは，まず，運転席での名前データベースウィンドウから登録する方法を説明しま
す。名前データベースウィンドウは，グループ情報以外の登録情報を登録，変更する場
合に使用します。また，登録情報を削除，検索，および印刷することもできます。この
ダイアログボックスを開くには，次のように操作します。

1. システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [DBメンテナンス (D)]を選択します。

2. [DBメンテナンス (D)]から [ユーザ情報 (U)]を選択します。
名前データベースウィンドウが表示されます。
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組織階層エリア
組織一覧で表示された組織の上位組織階層が表示されます。起動時は，最上位組織
一覧と表示されます。

組織一覧エリア
組織階層エリアで特定された組織の下位組織一覧が表示されます。

ユーザ一覧エリア
組織階層エリアで特定された組織に直接所属するユーザの一覧が表示されます。[
ユーザ表示 ]ボタンを選択した場合，ユーザ一覧が表示されます。

組織階層エリア，および組織一覧エリア内では，任意の最上位組織または組織をマウス
で指定した後，マウスの左ボタンをダブルクリックするか，または [ファイル (F)]から [
開く (O)]ボタンを選択すると，指定した組織の下位組織が表示されます。登録情報の操
作は，次のとおりです。

• 最上位組織，組織，ユーザの追加
• 最上位組織，組織，ユーザの削除
• 登録情報の整合性の確保
• 役職の定義
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• 兼任ユーザ情報の設定

9.1.1　登録情報の追加
新しく最上位組織，組織，およびユーザをシステムに追加する場合，最上位組織情報，
組織情報，およびユーザ情報を追加します。組織，またはユーザを追加する場合，まず，
組織階層エリアで上位組織となる，最上位組織，または組織を特定します。[データベー
ス (D)]から [全てを選択 (A)]を選択すると，アクティブな状態のエリア内の項目をすべ
て選択できます。

最上位組織情報，組織情報，およびユーザ情報を追加する場合，階層構造の上位から設
定します。したがって，最上位組織，組織，およびユーザによって階層構造を構築して
いる場合，最上位組織情報，組織情報，ユーザ情報の順で登録します。ユーザが最上位
組織に直接所属する場合，最上位組織情報の次にユーザ情報を登録できます。ただし，
このユーザは組織メールを利用できません。

各情報を追加するために，専用のダイアログボックスが用意されています。それらを表
示するには，ボタンを選択する方法とメニューを選択する方法があります。

●名前データベース（最上位組織追加）ダイアログボックス
[最上位組織追加 ]ボタン，または [データベース (D)]から [最上位組織追加 (C)]メ
ニューを選択します。

●名前データベース（組織追加）ダイアログボックス
[組織追加 ]ボタン，または [データベース (D)]から [組織追加 (D)]メニューを選択
します。

●名前データベース（ユーザ追加）ダイアログボックス
[ユーザ追加 ]ボタン，または [データベース (D)]から [ユーザ追加 (M)]メニューを
選択します。

ダイアログボックスが表示されたら，次の節へ進んでください。

最上位組織情報を追加する場合→「9.2 最上位組織情報の設定」

組織情報を追加する場合→「9.3 組織情報の設定」

ユーザ情報を追加する場合→「9.4 ユーザ情報の設定」

9.1.2　登録情報の変更
一度設定した最上位組織，組織，およびユーザ情報の属性などを変更する場合，一覧エ
リアで対象を指定した後，[参照 /更新 ]ボタンを選択します。新規追加時に使用する名
前データベースウィンドウが表示されます。各ダイアログボックスの項目については，
「9.2　最上位組織情報の設定」「9.3　組織情報の設定」「9.4　ユーザ情報の設定」を参照
してください。
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組織，ユーザの上位組織，または所属組織を変更する場合
変更するユーザまたは組織を，ユーザ一覧エリアまたは組織一覧エリアで指定した
後，次の手順で操作します。最上位組織の上位組織は変更できません。対象として
最上位組織を選択した場合，「最上位組織は上位組織を変更できません。」という
メッセージを表示します。

1. [データベース (D)]から [組織の変更 (O)]を選択します。
ユーザ台帳ダイアログボックスが表示されます。
組織階層エリア，組織一覧エリア，およびユーザ一覧エリアの操作方法は，名前デー
タベースウィンドウと同じです。

2. 新しく上位組織になる組織を指定します。

3. [選択 ]ボタンを選択します。
• 兼任ユーザの所属組織を変更しても，主体ユーザに設定されている組織の権利設定
は変更されません。

9.1.3　登録情報の削除
最上位組織は，下位の階層に組織，ユーザが存在する場合は削除できません。組織は，
下位の階層に組織またはユーザが存在する場合は削除できません。ユーザ，またはユー
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ザに近い下位組織から順に削除してください。ユーザを削除する場合には，次のことに
注意してください。

●削除するユーザのユーザメールボックスは削除されます。回覧中のメールの宛先に，
削除するユーザが含まれている場合，そのユーザを飛ばして回覧されます。

●削除するユーザが兼任ユーザの場合，兼任ユーザだけが削除されます。削除するユー
ザが主体ユーザの場合，主体ユーザのすべての兼任情報が削除されます。

●削除するユーザが上長ユーザとして設定されている場合，上長ユーザ情報は保持され
ます。

●削除するユーザが掲示板のアクセス権限のメンバに指定されている場合，掲示板のア
クセス権限は削除されます。削除するユーザと同じユーザ IDのユーザを再追加した
場合，掲示板のアクセス権限は引き継がれません。

●削除するユーザが，掲示板のアクセス権限のメンバに指定されている，グループのメ
ンバに指定されている場合，そのアクセス権限は削除されます。削除するユーザと同
じユーザ IDのユーザを再追加した場合，掲示板のアクセス権限は引き継がれません。

●削除するユーザが掲示板の所有者の場合，削除した後も，掲示板の所有者にはユーザ
のニックネームが表示されたままになります。

●削除するユーザが記事を掲示している場合，削除した後も，掲示板の掲示者にはユー
ザのニックネームが表示されたままになります。

●削除するユーザがグループのメンバとして登録されている場合，そのグループのメン
バから削除されます。

統括組織として使用している組織を削除する場合，まず，その組織を統括組織に指定し
ている，すべての組織の登録情報を変更します。そして，別の組織を統括組織に指定し
ます。その後，削除したい統括組織を削除してください。名前データベースウィンドウ
の組織一覧エリア，またはユーザ一覧エリアで削除する対象を指定した後，[削除 ]ボタ
ンを選択するか，[データベース (D)]から [削除 (D)]メニューを選択します。

9.1.4　登録情報の検索
最上位組織，組織，およびユーザの登録情報を検索できます。名前データベース検索ダ
イアログボックスを使用します。[データベース (D)]から [検索 (S)]を選択すると表示さ
れます。
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ニックネームは，検索対象がユーザの場合にだけ有効です。共用メールボックス IDは，
検索対象が組織の場合にだけ有効です。

1. 検索対象を選択します。

2. 各項目にデータを指定します。
入力文字に，'，％，＿は使用できません。
日本語名，英語名，ID，ニックネーム，共用メールボックス IDについては，指定し
たデータ文字列の一部と先頭から一致するデータを検索します。例えば，日本語名が
日立太郎であるユーザは，日立という文字列では検索されますが，太郎という文字列
では検索されません。
電話番号，FAX番号，テレックス番号，専用線番号，およびアンサバックコードにつ
いては，指定したデータ文字列と完全に一致するデータを検索します。複数の項目を
指定した場合，指定した項目すべてに一致するデータが検索されます。
なお，指定する項目のデータの中にスペースがある場合は，次のように入力してくだ
さい。
ニックネームの場合　　：全角スペースを入力
ニックネーム以外の場合：全角スペース一つにつき，半角スペース二つを入力

3. [検索 ]ボタンを選択します。
システムは指定された条件で検索し，検索結果ダイアログボックスに検索結果を表示
します。

4. [閉じる ]ボタンを選択します。
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検索結果ダイアログボックスを終了します。

5. [取消 ]ボタンを選択します。
名前データベース検索ダイアログボックスを終了します。

9.1.5　登録情報の印刷
最上位組織，組織，およびユーザをすべて，または部分的に印刷できます。また，出力
するプリンタを変更することもできます。

印刷する前に，必ずプリンタを設定してください。プリンタを設定していない場合，エ
ラーになり，「システム異常が発生しました」というメッセージが表示されます。

1. [ファイル (F)]から [印刷 (P)]を選択します。
印刷ダイアログボックスが表示されます。

2. 印刷対象，印刷範囲，および詳細情報を指定します。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
指定した内容で印刷が実行されます。[取消 ]ボタンを選択した場合，印刷しないで
ダイアログボックスを閉じます。

出力するプリンタを変更する場合，[ファイル (F)]から [プリンタの設定 (S)]を選択して
ください。プリンタ設定ダイアログボックスに，システムに登録されているプリンタの
一覧が表示されます。

9.1.6　登録情報の整合性の確保
システムがマルチサーバで構成されている場合，マスタ管理サーバで登録情報を追加，
削除および変更したときに，各サーバに登録情報を自動的に配布します。このとき，回
線障害が発生したり，相手サーバが起動されていなかったりすると，各サーバ間で登録
情報の整合性が取れなくなることがあります。整合性が取れなくなるとマスタ管理サー
バの Groupmax Address Consoleウィンドウに「登録管理処理で障害が発生しました。
整合性の確保を行ってください。」というメッセージが表示されます。なお，Groupmax 
Address Consoleウィンドウを表示する方法については，「5.3.1 各サーバのアドレスサー
ビスの起動」を参照してください。障害のあったサーバの障害を取り除いて再起動した
後，名前データベースウィンドウの [データベース (D)]から [整合性確保 (K)]を選択し
てください。システムが各サーバ間の登録情報の整合性を回復します。

9.1.7　役職の定義
ユーザ情報の設定で指定する役職に順位を設定した場合，Address ServerおよびMail 
Serverのクライアント側で，順位が高い順番にユーザの一覧を表示させることができま
す。役職の順位は，役職のレベルを表します。例えば，次のような階層構造を設定する
ことができます。



9.　登録情報の設定

261

レベル 1
会長，社長，副社長

レベル 2
部長，プロジェクトリーダ

レベル 3
課長，技師長，チームリーダ

レベル 4
係長，主任

.

.

役職の順位は，次の役職定義ダイアログボックスで設定します。役職定義ダイアログ
ボックスは，名前データベースウィンドウの [データベース (D)]から [役職定義 (P)]を
選択すると表示されます。

役職名は，全レベルを合わせて 1,000まで設定できます。役職順位は，合計 100まで設
定できます。電子アドレス帳およびシステム宛先台帳では役職順位を利用して表示しま
す。なお，同じ順位の役職を表示させる順番は，特定できません。

（1） 役職の追加

1. 役職名フィールドに追加したい役職を入力します。
同じ役職に異なる順位を付けたい場合，課長 #1，課長 #2のように半角の「#」と数
字を使用します。

2. 順位フィールドに役職順位を入力します。
0～ 99の範囲で指定します。
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3. [追加 ]ボタンを選択します。
役職，および役職順位が追加されます。

（2） 役職の変更

1. 登録済みの役職一覧から更新したい役職を選択します。
役職名と順位が，役職名フィールドおよび順位フィールドに表示されます。

2. 役職名，および役職順位を変更します。
同じ役職に異なる順位を付けたい場合，課長 #1，課長 #2のように半角の「#」と数
字を使用します。順位は，0～ 99の範囲で指定します。

3. [変更 ]ボタンを選択します。
役職，および役職順位が変更されます。

（3） 役職の削除

1. 登録済みの役職一覧から削除したい役職を選択します。

2. [削除 ]ボタンを選択します。
指定した役職，および役職順位が削除されます。

！！！！ 注意事項

クライアントは，役職定義ファイルを起動時に読み込んでローカルファイルに保存します。
役職定義を変更する場合は，クライアント側でローカルファイルを一度削除して，ログイン
する必要があります。

9.1.8　兼任ユーザ情報の設定
複数の役職，および所属組織を持つユーザを，兼任ユーザとして設定できます。兼任
ユーザを設定したユーザを主体ユーザと呼びます。ユーザがアドレスユーザとして登録
されている場合にだけ，この設定ができます。例えば，日立太郎さんは課長として勤労
課に所属しながら，庶務課，および管財課にもそれぞれ役職を持っている場合，図 9-1
のように，庶務課と管財課に兼任ユーザとして登録できます。
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図 9-1　兼任ユーザの設定例

まず，名前データベースウィンドウでユーザを指定し，[兼任情報 ]ボタンを選択してく
ださい。次の兼任情報ダイアログボックスが表示されます。



9.　登録情報の設定

264

[参照 /更新 ]ボタン
設定した兼任ユーザ情報を参照，更新します。

[追加 ]ボタン
兼任ユーザ情報を追加します。

[削除 ]ボタン
兼任ユーザ情報を削除します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

（1） 兼任ユーザ情報の追加

1. [追加 ]ボタンを選択します。
兼任情報（追加）ダイアログボックスが表示されます。
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最上位組織 ID，組織 ID以外の項目には，設定されている主体ユーザの情報が表示さ
れます。

2. [組織選択 ]ボタンを選択します。
ユーザ台帳ダイアログボックスが表示されます。ここで，所属組織を指定してくださ
い。最上位組織 ID，および組織 IDが設定されます。

3. [選択 ]ボタンを選択します。
兼任情報（追加）ダイアログボックスに戻ります。必要に応じて，ほかの設定項目を
変更してください。ただし，ユーザ IDは変更できません。

4. [了解 ]ボタンを選択します。

！！！！ 注意事項

兼任ユーザのユーザ IDは「主体ユーザのユーザ ID.n」の形式になります。また，ニック
ネームを主体ユーザと同じままで追加すると，兼任ユーザのニックネームは「英語名 n.英
語姓」の形式になります。nはシステムが自動的に付ける任意の数字です。なお，この ID
でログインすることはできません。さらに，兼任ユーザを追加すると，兼任ユーザの所属組
織の権利が主体ユーザに設定されます。

（2） 兼任ユーザ情報の変更

1. 変更したい兼任ユーザ情報を指定します。

2. [参照 /更新 ]ボタンを選択します。
兼任情報（参照 /更新）ダイアログボックスが表示されます。

3. 兼任情報を変更します。
ただし，最上位組織 ID，組織 ID，およびユーザ IDは変更できません。
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（3） 兼任ユーザ情報の削除

1. 削除したい兼任ユーザ情報を指定します。

2. [削除 ]ボタンを選択します。
「選択された兼任情報を削除してもよろしいですか？」というメッセージが表示され
ます。

3. [はい ]ボタンを選択します。
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9.2　最上位組織情報の設定
最上位組織には通常，会社名などの団体名称を指定します。最上位組織情報を設定する
ためには，次に示す名前データベース（最上位組織追加）ダイアログボックスを表示し
ます。このダイアログボックスを表示する方法は，「9.1　名前データベースウィンドウ
の基本操作」を参照してください。

最上位組織 ID，日本語名，および略称は必ず設定してください。一度設定した最上位組
織 IDと略称は，変更できません。各項目の入力条件については，「9.5　登録情報の設定
項目と入力条件」を参照してください。

入力が終了した後，[了解 ]ボタンを選択してください。[取消 ]ボタンを選択すると，ダ
イアログボックスを閉じます。正常に登録できた場合，ダイアログボックス内の入力し
たパラメタはすべて消去され，続けて登録できる状態になります。正常に登録できな
かった場合，「入力必須パラメタで指定していないものがあります。確認後，再登録して
下さい。」というメッセージが表示されます。

既存の情報と重複した場合，すでに情報があることを示すメッセージが表示されます。
上書きする場合，[了解 ]ボタンを選択します。上書きしない場合，[取消 ]ボタンを選択
します。
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9.3　組織情報の設定
組織情報を設定するためには，次に示す名前データベース（組織追加）ダイアログボッ
クスを表示します。このダイアログボックスを表示する方法は，「9.1　名前データベー
スウィンドウの基本操作」を参照してください。

上記画面の組織階層の欄には，追加する組織の上位の階層が表示されます。

また，「ホームサーバ」の欄には，ホームサーバにするサーバのドメイン名またはホスト
名が表示されます。

組織 ID，組織名（日本語），および組織略称は，必ず設定してください。一度設定した組
織 IDは，変更できません。各項目の入力条件については，「9.5　登録情報の設定項目と
入力条件」を参照してください。

入力が終了した後，[了解 ]ボタンを選択してください。[取消 ]ボタンを選択すると，ダ
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イアログボックスを閉じます。正常に登録できた場合，ダイアログボックス内の入力し
たパラメタはすべて消去され，続けて登録できる状態になります。正常に登録できな
かった場合，「入力必須パラメタで指定していないものがあります。確認後，再登録して
下さい。」というメッセージが表示されます。

既存の情報と重複した場合，すでに情報があることを示すメッセージが表示されます。
上書きする場合，[了解 ]ボタンを選択します。上書きしない場合，[取消 ]ボタンを選択
します。

次に，名前データベース（組織追加）ダイアログボックス下のボタンについて説明しま
す。

（1） 名前データベース（組織追加）ダイアログボックスの [メール設定 ]
ボタン

次のメールボックス情報設定ダイアログボックスが表示されます。

MTA名，およびプリンタ名については，[↓ ]ボタンで表示される一覧から選択します。
設定する項目と入力例を，次に示します。入力項目の条件については「9.5　登録情報の
設定項目と入力条件」を参照してください。

[了解 ]ボタンを選択すると，設定した情報を登録して，ダイアログボックスを閉じま
す。[取消 ]ボタンを選択すると，設定した情報を登録しないで，ダイアログボックスを
閉じます。
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[メールボックス容量 ]ボタンを選択すると，次のメールボックス容量設定ダイアログ
ボックスが表示されます。

メールボックスは，次のメールボックスで構成されています。

受信メールボックス
相手から送信されたメールが蓄積されます。

送信メールボックス
相手に送信するメールのコピーが蓄積されます。

保留メールボックス
後で送信するメールを一時的に保留します。保留メールボックスは，共用メール
ボックスだけにあります。

設定する項目とデフォルト値を，表 9-1に示します。なお，小数点は指定できません。

表 9-1　着信監視がポーリング方式のとき

受信 送信 保留

項目 入力値 デフォル
ト値

入力値 デフォル
ト値

入力値 デフォル
ト値

容量 0～ 999 10 0～ 999 10 0～ 999 10

警告開始容量 0～ 999 8 0～ 999 8 0～ 999 8

削除後容量 0～ 999 8 0～ 999 8 － －

蓄積数 0～ 9999 100 0～ 9999 100 0～ 9999 100

警告開始蓄積数 0～ 9999 80 0～ 9999 80 0～ 9999 80

削除後蓄積数 0～ 9999 80 0～ 9999 80 － －

着信通知インタバル 1～ 30 30 1～ 30 30 1～ 30 30
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削除後容量，削除後蓄積数には，自動削除デーモンの動作時に，ここで指定した値（削
除後容量，削除後蓄積数）までメールボックスに蓄積されたメールを削除するという値
を指定します。着信通知インタバルは，メールの受信があったかどうかを知らせる間隔
（分単位）です。着信監視がポーリング方式のときクライアントからの指定があった場合
にだけ有効です。

（2） 名前データベース（組織追加）ダイアログボックスの [パスワード
設定 ]ボタン

パスワードを初期化します。初期化すると，親展パスワードが共用メールボックス IDと
同じになります。共用メールボックス IDの長さが 8けた以上の場合は，親展パスワード
は先頭 8けたで設定されます。[パスワード設定 ]ボタンを選択すると，「パスワードの
初期化を行ってよろしいですか？」というメッセージが表示されます。パスワードを初
期化する場合，[はい ]ボタンを選択してください。
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9.4　ユーザ情報の設定
ユーザ情報を設定するためには，次に示す名前データベース（ユーザ追加）ダイアログ
ボックスを表示します。このダイアログボックスを表示する方法は，「9.1　名前データ
ベースウィンドウの基本操作」を参照してください。

上記画面の組織階層の欄には，追加するユーザの組織が階層表示されます。

また，「ホームサーバ」の欄には，ホームサーバにするサーバのドメイン名またはホスト
名が表示されます。

ユーザ ID，英語名，英語姓，およびニックネームは，必ず設定してください。一度設定
したユーザ IDは変更できません。各項目の入力条件については，「9.5　登録情報の設定
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項目と入力条件」を参照してください。

E-mailアドレスは「アドレスユーザ」とメール属性の「あり」を指定した場合にだけ設
定できます。すでに E-mailアドレスが設定されているメール属性ありのアドレスユーザ
からメール属性を解除した場合，そのユーザの E-mailアドレスは削除されます。また，
メール属性なしからメール属性ありに変更する場合は，同時に E-mailアドレスの設定は
行なわないでください。同時に変更する場合は，メール属性ありに変更し [了解 ]ボタン
を選択した後，E-mailアドレスを設定してください。デフォルトの状態では，ユーザ情
報の登録および変更時に E-mailアドレスのユニークチェックが実行されます。ユニーク
チェックを実行しない場合，環境変数 EMAIL_UNIQUE_CHECKを gmpublicinfoファ
イルに指定します。環境変数 EMAIL_UNIQUE_CHECKの指定方法については，「5.8 
gmpublicinfoファイルの設定」を参照してください。

ユーザのパスワードには，デフォルトでユーザ IDと同じ値が設定されます。パスワード
は，ユーザ自身がクライアントからログインして変更できます。入力が終了した後，[了
解 ]ボタンを選択してください。正常に登録できた場合，ダイアログボックス内の入力し
たパラメタはすべて消去され，続けて登録できる状態になります。[取消 ]ボタンを選択
すると，ダイアログボックスを閉じます。

正常に登録できなかった場合，「入力必須パラメタで指定していないものがあります。確
認後，再登録して下さい。」というメッセージが表示されます。

既存の情報と重複した場合，「ユーザ ID（××××××）は既に登録されています。上
書きしますか ?」というメッセージが表示されます。上書きする場合，[了解 ]ボタンを
選択します。上書きしない場合，[取消 ]ボタンを選択します。

「4.1.1　システム管理者のユーザアカウントの登録」で登録したシステム管理者のユーザ
名をユーザ IDとして持つ，ユーザを登録してください。このとき，アドレスユーザとし
て登録し，メール属性「あり」を指定してください。次に，名前データベース（ユーザ
追加）ダイアログボックス下のボタンについて説明します。

（1） 名前データベース（ユーザ追加）ダイアログボックスの [メール設
定 ]ボタン

[メール設定 ]ボタンを選択できるのは，メール属性「あり」のアドレスユーザとして登
録する場合だけです。選択すると，次のメールボックス情報設定ダイアログボックスが
表示されます。
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MTA名，およびプリンタ名については，[↓ ]ボタンで表示される一覧から選択します。
メールボックス番号は，メールボックスを番号で識別するためのものです。半角で 32文
字までの数字を入力できます。なお，Groupmax Version 6ではこの設定を使用しないの
で，設定は不要です。

[了解 ]ボタンを選択すると，設定した情報を登録して，ダイアログボックスを閉じま
す。[取消 ]ボタンを選択すると，設定した情報を登録しないで，ダイアログボックスを
閉じます。次に，[OR名詳細 ]ボタンおよび [メールボックス容量 ]ボタンについて説明
します。

[OR名詳細 ]ボタン

次の OR名詳細情報設定ダイアログボックスが表示されます。
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変更できる項目は，姓（/S=），および名（/G=）です。必要な値の設定が終了したら，[
了解 ]ボタンを選択してください。[取消 ]ボタンを選択すると設定された値を登録しな
いでダイアログボックスを閉じます。

[メールボックス容量 ]ボタン

次のメールボックス容量設定ダイアログボックスが表示されます。
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受信メールボックス，および送信メールボックスの容量を設定します。設定する項目と
デフォルト値を表 9-2に示します。なお，保留メールボックスはユーザメールボックス
にはありません。また，小数点は指定できません。

表 9-2　ユーザメールボックス容量の設定項目と入力値

削除後容量，削除後蓄積数には，自動削除デーモンの動作時に，ここで指定した値（削
除後容量，削除後蓄積数）までメールボックスに蓄積されたメールを削除するという値
を指定します。着信通知インタバルは，メールの受信があったかどうかを知らせる間隔
（分単位）です。着信監視がポーリング方式のときクライアントからの指定があった場合
にだけ有効です。

（2） 名前データベース（ユーザ追加）ダイアログボックスの [権利設定 ]
ボタン

次の権利設定ダイアログボックスが表示されます。

送信 受信

項目 入力値 デフォルト値 入力値 デフォルト値

容量 0～ 999 10 0～ 999 10

警告開始容量 0～ 999 8 0～ 999 8

削除後容量 0～ 999 8 0～ 999 8

蓄積数 0～ 9999 100 0～ 9999 100

警告開始蓄積数 0～ 9999 80 0～ 9999 80

削除後蓄積数 0～ 9999 80 0～ 9999 80

着信通知インタバル 1～ 30 30 1～ 30 30
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ここでは，登録したユーザが権利を持つ組織を設定できます。権利を設定すると，設定
した組織の共用メールボックスへアクセスできるようになります。

システムオプションの指定によって，ユーザが使用できる組織メールを制限できます。
システムオプションの指定については，「8.1 システムオプションの設定」を参照してく
ださい。

[組織選択 ]ボタンを選択すると，ユーザ台帳ダイアログボックスが表示され，権利を設
定したい組織を指定できます。ユーザ台帳ダイアログボックスの使用方法については，
「9.1.2 登録情報の変更」を参照してください。

（3） 名前データベース（ユーザ追加）ダイアログボックスの [パスワー
ド設定 ]ボタン

パスワードを初期化します。初期化すると，ログインパスワードと親展パスワードが
ユーザ IDと同じになります。[パスワード設定 ]ボタンを選択すると，「パスワードの初
期化を行ってよろしいですか？」というメッセージが表示されます。パスワードを初期
化する場合，[はい ]ボタンを選択してください。

（4） 名前データベース（ユーザ追加）ダイアログボックスの [サーバ設
定 ]ボタン

アドレスユーザとして登録する場合は，Groupmaxアプリケーションのホームサーバ情
報を設定します。次の手順に従ってください。

1. [サーバ設定 ]ボタンを選択します。
ホームサーバ名設定ダイアログボックスが表示されます。
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2. 各 Groupmaxアプリケーションのホームサーバ名には，TCP/IPのホスト名を入力し
ます。
ダイアログボックスには，Address ServerおよびMail Serverの各ホームサーバドメ
イン名またはホスト名が表示されています。この Address Server，およびMail 
Serverのホームサーバドメイン名またはホスト名は変更できません。
なお，「Document Managerサーバ」，「Workflowサーバ」，「Schedulerサーバ」の欄
は，「9.5.4 ユーザ情報の設定項目と入力条件」の「ドメイン名 /ホスト名 /ホーム
サーバ名」の書式に従って入力してください。

（5） 名前データベース（ユーザ追加）ダイアログボックスの [上長設定 ]
ボタン

次の上長設定ダイアログボックスが表示されます。ここでは，ユーザの上長となるユー
ザを設定します。

上長役職名
上長となるユーザを役職の範囲で特定する場合，ユーザの上長となるユーザの役職
名を設定します。[役職選択 ]ボタンで，役職一覧ダイアログボックスを表示して，
役職名を指定してください。役職に関しては，あらかじめ登録しておく必要があり
ます。

上長ユーザ ID
上長となるユーザを直接指定する場合，ユーザの上長となるユーザのユーザ IDを設
定します。上長ユーザは，ユーザとしてすでに登録されていなければなりません。
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上長ユーザ IDの設定には次の二つの方法があります。
• ユーザ IDを直接入力する
• [ユーザ選択 ]ボタンでユーザ台帳ダイアログボックスを表示して，ユーザ IDを
指定する

（6） 名前データベース（ユーザ追加）ダイアログボックスの [属性設定 ]
ボタン

次の Groupmax属性設定ダイアログボックスが表示されます。ここでは，Schedulerで
使用するセキュリティランクを設定します。

英大文字 (A～ Z)，1文字で指定します。

セキュリティランクについては，マニュアル「Groupmax Scheduler/Facilities Manager 
Version 6 システム管理者ガイド」（Windows用）を参照してください。



9.　登録情報の設定

280

9.5　登録情報の設定項目と入力条件
運転席から，名前データベースウィンドウを使用して登録情報を設定する場合，または
一括登録ユティリティを使用する場合，設定する項目を入力するときは，この節で説明
する入力条件に従ってください。

最初に，入力条件で共通する文字要素を説明してから，最上位組織情報，組織情報，お
よびユーザ情報の設定項目と，各情報に共通する設定項目について説明します。

この節で説明する設定項目を次に示します。

！！！！ 注意事項

全角文字が設定できる項目で，全角スペースを設定しても半角スペース２個として登録され
ます。ただし，ニックネームは，半角スペース２個でなく全角スペースとして登録されま
す。

最上位組織情報
• 最上位組織 ID
• 日本語名
• 英語名
• 略称
• 職種
• 住所

組織情報
• 組織 ID
• 組織名（日本語）
• 略称
• 組織名（英語）
• 住所

ユーザ情報
• ユーザ ID
• 役職
• 氏名（日本語）
• 英語名
• 英語姓
• ニックネーム
• ドメイン名 /ホスト名 /ホームサーバ名
• O/R名
• E-mailアドレス
• メールボックス番号

共通項目
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• 郵便番号
• 電話番号
• 専用線番号
• FAX番号
• テレックス番号
• アンサバックコード

関連項目
• 共用メールボックス ID
• 統括組織 ID
• 所属組織 ID
• 上位組織 ID
• 上長ユーザ ID
• 上長役職名
• プリンタ名
• パスワード
• サーバ名 /サイト名
• スキーマ名
• ドメインパート
• 掲示板 ID
• 掲示板名
• ルーティンググループ
• MTA名
• グループ ID
• グループ名

9.5.1　入力文字
ここでは，各登録情報に入力できる共通の文字を示します。入力する場合には，ここに
示した文字を使用します。各情報で入力できる文字が異なりますので，後述する各情報
の説明を参照してください。

●数字

●英小文字

●英大文字

●半角片仮名

●全角文字 (外字は不可。また，機種依存文字も極力使用しないでください。）

●記号 1={:}

●記号 2={|(バー )，=，<，>，$，!，~(チルダ )，“}

●記号 3={.(ピリオド )}
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●記号 4={#}

●記号 5={@}

●記号 6={(，)，+，(コンマ )}

●記号 7={_(アンダーバー )}

●記号 8={^(ハット )，`(バッククォート )，{，}，[，]，*，;，¥}

●記号 9={'(アポストロフィ )}

●記号 10={△ (半角スペース )}

●記号 11={?}

●記号 12={/}

●記号 13={%}

●記号 14（半角仮名記号）={(句点 )，「，」，(読点 )，(中点 )，(濁点 )，(半濁点 )}

●記号 15={-(マイナス )}

●記号 16={&}

●記号 17={(タブ )}

9.5.2　最上位組織情報の設定項目と入力条件
最上位組織 ID

次の文字を使って，8バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 1～ 8，11，13，15，16

注意 1
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字列は大小文字とも使用できません。
COM1，COM2，COM3，COM4，COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，
PRN

注意 2
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字は使用できません。
"，$，&，*，,（コンマ），:，;，<，>，?，¥，^，|

注意 3
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，大文字か小文字かだけが異なる最上位組織 ID（例：abc123と Abc123）は
指定できません。



9.　登録情報の設定

283

日本語名
次の文字を使って，128バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字，半角片仮名，全角文字
• 記号 1～ 8，10～ 16

英語名
次の文字を使って，128バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 1～ 8，10～ 13，15，16

略称
次の文字を使って，32バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 4～ 8，13，15

注意
Mail - SMTPを使用してほかのメールシステムとメールの通信を実行する場合，
またはMail - X.400を使用して HOAPMAILとメールの通信を実行する場合
は，次のコードだけを使用してください。
• 英小文字，英大文字，数字
• +，-

職種
次の文字を使って，32バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字，半角片仮名，全角文字
• 記号 1～ 8，10～ 16

住所
次の文字を使って，128バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字，半角片仮名，全角文字
• 記号 1～ 8，10～ 17

次の項目については，「9.5.5　共通項目の入力条件」を参照してください。

●郵便番号

●電話番号

●専用線番号

● FAX番号

●テレックス番号

●アンサバックコード
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9.5.3　組織情報の設定項目と入力条件
組織 ID

次の文字を使って，8バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 1～ 8，11，13，15，16

注意 1
記号 5(@)は文字列の先頭に使うことはできません。

注意 2
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字列は大小文字とも使用できません。
COM1，COM2，COM3，COM4，COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，
PRN

注意 3
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字は使用できません。
"，$，&，*，,（コンマ），:，;，<，>，?，¥，^，|

注意 4
メール通信で Keymate/Multiによる暗号化機能を使用する場合は，組織 IDを
Keymateで使用できる文字列にしてください。

注意 5
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，大文字か小文字かだけが異なる組織 ID（例：abc123と Abc123）は指定で
きません。

組織名（日本語）
128バイトまでの文字列で指定します。指定できる文字は最上位組織の「日本語名」
と同じです。

略称
32バイトまでの文字列で指定します。指定できる文字は最上位組織の「職種」と同
じです。

組織名（英語）
128バイトまでの文字列で指定します。指定できる文字は最上位組織の「英語名」
と同じです。

住所
128バイトまでの文字列で指定します。指定できる文字は最上位組織の「住所」と
同じです。

次の項目については，「9.5.5　共通項目の入力条件」を参照してください。
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●郵便番号

●電話番号

●専用線番号

● FAX番号

●テレックス番号

●アンサバックコード

9.5.4　ユーザ情報の設定項目と入力条件
ユーザ ID

次の文字を使って，8バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 15(-)

注意 1
記号 15(-)は文字列の先頭に使うことはできません。

注意 2
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字列は大小文字とも使用できません。
COM1，COM2，COM3，COM4，COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，
PRN

注意 3
メール通信で Keymate/Multiによる暗号化機能を使用する場合は，ユーザ ID
を Keymateで使用できる文字列にしてください。

注意 4
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，大文字か小文字かだけが異なるユーザ ID（例：abc123と Abc123）は指定
できません。

注意 5
主体ユーザの場合は，上記の文字を使って 8バイトまでの文字列で指定してく
ださい。兼任ユーザのユーザ IDは主体ユーザのユーザ ID＋ .*??の形式になり
ます（.はピリオド，*は数字，?は数字または何も無し）。

注意 6
クライアントとしてWindows NT版の Groupmax WWWサーバを一台でも使
用する場合，大文字か小文字かだけが異なるユーザ ID（例：abc123と
Abc123）は指定できません。

役職
32バイトまでの文字列で指定します。指定できる文字は最上位組織の「職種」と同
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じです。

氏名（日本語）
32バイトまでの文字列で指定します。指定できる文字は最上位組織の「日本語名」
と同じです。

英語名
次の文字を使って 16バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 6，15

注意
Mail - SMTPを使用してほかのメールシステムとメールの通信を実行する場合，
またはMail - X.400を使用して HOAPMAILとメールの通信を実行する場合
は，次の文字だけを使用してください。
• 英小文字，英大文字，数字
• +，-

英語姓
16バイトまでの文字列で指定します。使用できる文字および注意事項は英語名と同
じです。

ニックネーム
次の文字を使って，32バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字，半角片仮名，全角文字
• 記号 2～ 3，5～ 8，11，14～ 16

注意 1
先頭文字が半角の場合は，ピリオドを一つ以上含めてください。

注意 2
全角スペースは使用できますが，半角スペースは使用できません。

注意 3
POP3/IMAP4の機能を使用する場合は，次の文字を使用しないでください。
全角文字，半角片仮名，記号 5，<，>，"，(，)，,（コンマ），[，]，;，¥

注意 4
POP3/IMAP4の機能を使用する場合は，記号 3を文字列の先頭または最後に使
用しないでください。

注意 5
POP3/IMAP4の機能を使用する場合は，記号 3を文字列中に連続して使用しな
いでください。

注意 6
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが一台でもある場
合，次の文字は使用できません。
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"， $， &， *， ,(コンマ )， ;， <， >， ?， ¥， ^， |

ドメイン名 /ホスト名 /ホームサーバ名
gmpublicinfoファイル内に DNAMERFC=Nがない場合，次の文字を使って，255
バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 3，15

注意 1
大文字と小文字の区別はありません。

注意 2
ラベル文字列は英字から始まり，英字か数字で終わらなければなりません。
ハイフンは，文字列の最初と最後には使えません。

注意 3
ラベルは .(ピリオド )でつなぎます。一つのラベルは 63バイトまでです。

gmpublicinfoファイル内に DNAMERFC=Nがある場合，次の文字を使って，63バ
イトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 3，9，10以外の半角文字

O/R名
次の各要素を組み合わせて，512バイトまでの文字列で指定します。なお，宛先
ユーザの O/R名は任意指定であり，各要素の文字列長，文字種はそのシステムの運
用管理に依存します。

注意
Mail - SMTPを使用してほかのメールシステムとメールの通信を実行する場合，
またはMail - X.400を使用して HOAPMAILとメールの通信を実行する場合
は，すべての要素について次の文字だけを使用してください。
• 英小文字，英大文字，数字
• +，-

1. 国名 (/C=XX)
英大文字を使って 2バイトまでの文字列で指定します。

2. ADMD(/A=XXXX)
次の文字を使って 16バイトまでの文字列で指定します。なお，半角スペースも
使用できます (文字列の前後にも指定できます )。
・数字，英小文字，英大文字
・記号 1，3，6，9，10，11，15

3. PRMD(/P=XXXX)
ADMDと同じ文字を使って，16バイトまでの文字列で指定します。

4. 最上位組織略称 (/O=XXXX)
ADMDと同じ文字を使って，64バイトまでの文字列で指定します。なお，文字
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列の書式は最上位組織の「略称」に従ってください。
5. MTA名（/OU1=XXXX）

ADMDと同じ文字を使って，32バイトまでの文字列で指定します。
6. 姓（/S=XXX）
次の文字を使って，16バイトまでの文字列で指定します。なお，Mail - SMTP
を使用してテーブルマッピングで運用している場合は文字列長 1バイトは使用で
きません。
・数字，英小文字，英大文字
・記号 6，15

7. 名（/G=XXX）
次の文字を使って，16バイトまでの文字列で指定します。なお，Mail - SMTP
を使用してテーブルマッピングで運用している場合は文字列長 1バイトは使用で
きません。
・数字，英小文字，英大文字
・記号 6，15

8. インターネットアドレス（/D=XXXX）
次の文字を使って，128バイトまでの文字列で指定します。/D=の後には
RFC-822;という文字列が続き，その後にインターネットアドレスを指定します。
・数字，英小文字，英大文字
・記号 3，5，7，13，15
・+，＾（ハット），=，~（チルダ）

E-mailアドレス
次の文字を使って，256バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 3，5，7，13，15
• +，＾（ハット），=，~（チルダ）

注意 1
記号 5(@)を文字列の先頭に使うことはできません。

注意 2
POP3/IMAP4および S/MIME機能をご利用の場合は，100バイトまでの文字
列を指定することを推奨します。

メールボックス番号
数字を使用して，半角 32バイトまでの文字列で指定できます。なお，Groupmax 
Version 6ではこの設定を使用しないので，設定は不要です。

次の項目については，「9.5.5 共通項目の入力条件」を参照してください。

●電話番号

●専用線番号
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● FAX番号

●テレックス番号

●アンサバックコード

9.5.5　共通項目の入力条件
ここでは，各入力情報で共通する項目について説明します。なお，郵便番号は 10バイ
ト，それ以外の項目は 20バイトまでの文字列で指定してください。

共通項目
• 郵便番号
• 電話番号
• 専用線番号
• FAX番号
• テレックス番号
• アンサバックコード

共通項目で使用できる文字
• 数字，英大文字，英小文字，半角片仮名，全角文字
• 記号 1～ 8，10～ 16

9.5.6　関連項目の入力条件
ここでは，前述した以外の項目の入力条件について説明します。

共用メールボックス ID
次の文字を使って，12バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字
• 記号 4～ 8，13，15

注意 1
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字列は大小文字とも使用できません。
COM1，COM2，COM3，COM4，COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，
PRN

注意 2
記号 5(@)は文字列の先頭に使うことはできません。

注意 3
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字は使用できません。ただし，アドレスサーバのデータとしてある
場合は除きます。
 *， ,(コンマ )， ;， ¥， ^
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統括組織 ID
次の文字を使って 8バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 1～ 8，11，13，15，16

注意 1
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字列は大小文字とも使用できません。
COM1，COM2，COM3，COM4，COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，
PRN

注意 2
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字は使用できません。ただし，アドレスサーバのデータとしてある
場合は除きます。
"， $， &， *， ,(コンマ )， :， ;， <， >， ?， ¥， ^， |

注意 3
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，大文字か小文字かだけが異なる統括組織 ID（例：abc123と Abc123）は指
定できません。ただし，アドレスサーバのデータとしてある場合は除きます。

注意 4
統括組織が最上位組織以外の組織であるときに，記号 5(@)は文字列の先頭に使
うことはできません。

注意 5
統括組織が最上位組織以外の組織であるときに，メール通信で Keymate/Multi
による暗号化機能を使用する場合は，統括組織 IDを Keymateで使用できる文
字列にしてください。

所属組織 ID
次の文字を使って 8バイトまでの文字列で指定します (組織 IDと同じ条件です )。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 1～ 8，11，13，15，16

注意 1
記号 5(@)は文字列の先頭に使うことはできません。

注意 2
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字列は大小文字とも使用できません。
COM1，COM2，COM3，COM4，COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，
PRN

注意 3
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
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合，次の文字は使用できません。ただし，アドレスサーバのデータとしてある
場合は除きます。
"， $， &， *， ,(コンマ )， :， ;， <， >， ?， ¥， ^， |

注意 4
メール通信で Keymate/Multiによる暗号化機能を使用する場合は，所属組織
IDを Keymateで使用できる文字列にしてください。

注意 5
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，大文字か小文字かだけが異なる所属組織 ID（例：abc123と Abc123）は指
定できません。ただし，アドレスサーバのデータとしてある場合は除きます。

上位組織 ID
上位組織が最上位組織であるときは，最上位組織 ID(または統括組織 ID)と同じ条
件で，上位組織が最上位組織以外の組織であるときは，組織 ID(または所属組織 ID)
と同じ条件で，8バイトまでの文字列で指定します。

上長ユーザ ID
次の文字を使って，8バイトまでの文字列で指定します (ユーザ IDと同じ条件で
す）。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 15(-)

注意 1
記号 15(-)は文字列の先頭に使うことはできません。

注意 2
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字列は大小文字とも使用できません。
COM1，COM2，COM3，COM4，COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，
PRN

注意 3
メール通信で Keymate/Multiによる暗号化機能を使用する場合は，上長ユーザ
IDを Keymateで使用できる文字列にしてください。

注意 4
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，大文字か小文字かだけが異なる上長ユーザ ID（例：abc123と Abc123）は
指定できません。ただし，アドレスサーバのデータとしてある場合は除きます。

注意 5
主体ユーザの場合は，上記の文字を使って 8バイトまでの文字列で指定してく
ださい。兼任ユーザのユーザ IDは主体ユーザのユーザ ID＋ .*??の形式になり
ます（.はピリオド，*は数字，?は数字または何も無し）。
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上長役職名
次の文字を使って，32バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字，半角片仮名，全角文字
• 記号 1～ 8，10～ 16

プリンタ名
128バイトまでの文字列で指定します。使用できる文字は，半角スペースを除く，
「9.5.1 入力文字 」で示したすべての文字です。

注意
マスタ管理サーバ以外のサーバでプリンタ名を指定するときは，マスタ管理
サーバのセットアップで指定したプリンタ名と同じ名称を指定してください。

パスワード
次の文字を使って，8バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 1～ 13，15，16

サーバ名 /サイト名
次の文字を使って 32バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字，半角片仮名，全角文字
• 記号 1，3～ 7，9，11，13～ 16

注意
全角の空白文字は指定できません。

スキーマ名
次の文字を使って 63バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字，全角文字
• 記号 7

注意 1
文字列「MASTER」は指定できません。

注意 2
「WF_」または「IS_」で始まる文字列を指定できません。

注意 3
全角の空白文字は指定できません。

ドメインパート
次の文字を使って，255バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 2～ 4，6～ 9，11～ 13，15，16

注意 1
次の文字は使用できません。
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:，<，>，"，@，(，)，コンマ (,)，[，]，;，¥

注意 2
記号 3を文字列の先頭または最後に使うことはできません。

注意 3
記号 3を連続して使うことはできません。

掲示板 ID
次の文字を使って，5バイトまでの文字列で指定します。
なお，掲示板 IDは省略できます。省略した場合は，5けたの 16進数の値が設定さ
れます。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 1～ 8，11，13，15，16

注意 1
数字および記号は，文字列の先頭には使用できません。

注意 2
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字列は大小文字とも使用できません。
COM1，COM2，COM3，COM4，COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，
PRN

注意 3
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字は使用できません。ただし，アドレスサーバのデータとしてある
場合は除きます。
"， $， &， *， ,コンマ (,)， :， ;， <， >， ?， ¥， ^， |

注意 4
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，大文字か小文字かだけが異なる掲示板 ID（例：abc123と Abc123）は指定
できません。ただし，アドレスサーバのデータとしてある場合は除きます。

掲示板名
次の文字を使って，32バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字，半角片仮名，全角文字
• 記号 1～ 8，10～ 16

ルーティンググループ
次の文字を使って，16バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 1，3，6，9，11，15

MTA名
次の文字を使って，MTA名の場合は 7バイト，他 X.400MTA名の場合は 17バイト
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までの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 1，3，6，9，11，15

注意
Mail - SMTPを使用してほかのメールシステムとメールの通信を実行する場合，
またはMail - X.400を使用して HOAPMAILとメールの通信を実行する場合
は，次の文字だけを使用してください。
• 英小文字，英大文字，数字
• +，-

グループ ID
次の文字を使って，8バイトまでの文字列で指定します (最上位組織 IDと同じで
す）。
• 数字，英大文字，英小文字
• 記号 1～ 8，11，13，15，16

注意 1
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字列は大小文字とも使用できません。
COM1，COM2，COM3，COM4，COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，
PRN

注意 2
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，次の文字は使用できません。
"， $， &， *， ,コンマ (,)， :， ;， <， >， ?， ¥， ^， |

注意 3
アドレス管理ドメインにWindows NT版のアドレスサーバが 1台でもある場
合，大文字か小文字かだけが異なるグループ ID（例：abc123と Abc123）は指
定できません。

グループ名
次の文字を使って，32バイトまでの文字列で指定します。
• 数字，英大文字，英小文字，半角片仮名，全角文字
• 記号 1～ 8，10～ 16
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10　グループ情報の設定
グループ情報を設定する場合，運転席から設定する方法と，
Address Serverのグループ・掲示板メンバ一括登録ユティリ
ティを使用して設定する方法があります。ここでは，運転席か
らグループ名管理ウィンドウを使用して設定する方法について
説明します。

10.1　グループ情報の登録

10.2　グループ情報の変更

10.3　グループ情報の削除

10.4　グループ情報の印刷
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10.1　グループ情報の登録
グループ情報には，グループ名，グループ ID，およびグループに所属するメンバがあり
ます。グループ情報を使って，掲示板にメンバを登録したり，掲示板のアクセス権限を
設定したりできます。

次に示すグループ名管理ウィンドウからグループ情報を設定します。システム管理ウィ
ンドウの [ファイル (F)]から [グループ情報 (T)]を選択すると，表示されます。

[閉じる ]ボタンを選択するか，または [ファイル (F)]から [終了 (X)]を選択すると，終
了します。

グループ・掲示板メンバ一括登録ユティリティを使用してグループ情報を設定する場合，
マニュアル「Groupmax Address/Mail Version 6 システム管理者ガイド ユティリティ編」
（Windows用）を参照してください。

10.1.1　グループ IDとグループ名の登録
グループ情報は，グループ ID，グループ名，メンバの順に登録します。グループ IDと
グループ名は，グループ名登録ダイアログボックスで登録します。グループ IDおよびグ
ループ名の入力条件の詳細については，「9.5.6 関連項目の入力条件」を参照してくださ
い。

1. グループ名管理ウィンドウで，[登録 ]ボタンを選択するか，または [グループ (T)]か
ら [グループ登録 (R)]を選択します。
グループ名登録ダイアログボックスが表示されます。



10.　グループ情報の設定

297

2. グループ IDを入力します。

3. グループ名を指定します。

4. グループ IDとグループ名を入力した後，[登録 ]ボタンを選択します。
登録を確認するメッセージが表示されます。[了解 ]ボタンを選択すると，登録され
ます。[取消 ]ボタンを選択すると，取り消されます。

10.1.2　グループのメンバの登録
グループのメンバには，アドレス組織，アドレス帳組織，アドレスユーザ（メール属性
の有無を問わず），宛先ユーザ，アドレス帳ユーザおよび兼任ユーザを指定できます。

1. グループ名管理ウィンドウで，[メンバ ]ボタンを選択します。
メンバ情報ダイアログボックスが表示されます。

2. メンバを登録します。
メンバに組織を登録した場合，組織メールから掲示板にアクセスできるようになりま
す。ただし，その組織に所属するユーザからはアクセスできません。メンバを登録す
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る方法には，次の二つがあります。

[登録 ]ボタンを使用する方法
メンバ情報ダイアログボックスの [登録 ]ボタンを選択して，次のメンバ登録ダ
イアログボックスを開きます。

1.メンバとして登録する組織，またはユーザの IDと ID種別を入力します。
2.[登録 ]ボタンを選択します。
該当する IDとその ID種別がシステムに登録されている場合，確認のメッセー
ジが表示されます。[了解 ]ボタンを選択すれば，登録されます。[取消 ]ボタン
を選択すれば，取り消されます。該当する IDとその ID種別がシステムに登録
されていない場合，メンバ登録が失敗したことを示すメッセージが表示されま
す。

[ユーザ台帳 ]ボタンを使用する方法
メンバ情報ダイアログボックスの [ユーザ台帳 ]ボタンを選択して，ユーザ台帳
ダイアログボックスを開きます。メンバとして登録する組織，ユーザを組織一
覧，ユーザ一覧で指定して，[選択 ]ボタンを選択します。組織，ユーザの選択
が終了した後，[閉じる ]ボタンを選択します。
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10.2　グループ情報の変更
グループ名と，グループを構成するメンバを変更できます。グループ IDは変更できませ
ん。

10.2.1　グループ名の変更
1. グループ名管理ウィンドウで，グループ名を変更するグループを指定します。

2. [修正 ]ボタンを選択するか，[グループ (T)]から [グループ修正 (G)]を選択します。
グループ名登録ダイアログボックスが表示されます。

3. グループ名を変更し，[登録 ]ボタンを選択します。
登録を確認するメッセージが表示されます。[了解 ]ボタンを選択すると，登録され
ます。[取消 ]ボタンを選択すると，取り消されます。

10.2.2　グループのメンバの変更
「10.1.2 グループのメンバの登録」および「10.3.2 グループのメンバの削除」で説明して
いる要領で，新しくメンバを追加したり，不要になったメンバを削除したりして，グ
ループのメンバ構成を変更します。
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10.3　グループ情報の削除
削除したいグループの，グループ IDとグループ名を削除すれば，そのグループは削除さ
れます。

10.3.1　グループ IDとグループ名の削除
グループ名管理ウィンドウのリストからグループ IDとグループ名を削除します。

1. グループ名管理ウィンドウで，リストから削除するグループを指定します。

2. [削除 ]ボタンを選択するか，または [グループ (T)]から [グループ削除 (D)]を選択し
ます。
グループの削除を確認するメッセージが表示されます。[了解 ]ボタンを選択すると，
指定したグループが削除されます。[取消 ]ボタンを選択すると，取り消されます。

10.3.2　グループのメンバの削除
グループを構成しているメンバを削除します。

1. グループ名管理ウィンドウで，メンバを削除するグループを指定します。

2. [メンバ ]ボタンを選択します。
メンバ情報ダイアログボックスが表示されます。

3. 削除するメンバを指定します。

4. [削除 ]ボタンを選択します。
メンバの削除を確認するメッセージが表示されます。[了解 ]ボタンを選択すると，
指定したメンバが削除されます。[取消 ]ボタンを選択すると，指定したメンバの削
除を取り消します。
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10.4　グループ情報の印刷
印刷する前に，必ずプリンタを設定してください。プリンタを設定していない場合，エ
ラーになり，「システム異常が発生しました」というメッセージが表示されます。

10.4.1　グループ名一覧の印刷
グループ名管理ウィンドウに表示されている，グループ IDとグループ名の一覧を印刷し
ます。グループ名管理ウィンドウで，[印刷 ]ボタンを選択するか，または [ファイル
(F)]から [印刷 (P)]を選択すると，印刷されます。

10.4.2　メンバ一覧の印刷
メンバ情報ダイアログボックスに表示されている，メンバ ID，メンバ名とその所属の一
覧を印刷します。メンバ情報ダイアログボックスで，[印刷 ]ボタンを選択すると，印刷
されます。

[ファイル (F)]から [プリンタの設定 (S)]を選択すると，システムに定義されているプリ
ンタの一覧が表示されます。出力するプリンタを変更する場合，プリンタを指定して [了
解 ]ボタンを選択してください。
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11　掲示板の設定
ここでは，掲示板，および掲示板の使用者をシステムに登録す
る方法と，各掲示板の掲示物を管理する方法について説明しま
す。

11.1　掲示板の登録と削除

11.2　アクセス権限の登録と削除

11.3　記事の削除

11.4　マスタ掲示板のメールサーバの変更
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11.1　掲示板の登録と削除
掲示板には，一般掲示板と定型掲示板の 2種類があります。

一般掲示板は，最大 5階層まで階層化できます。いちばん上にある掲示板を，トップ掲
示板，トップ掲示板より下にある掲示板を，下位掲示板と呼びます。

定型掲示板には，定型文書を登録でき，クライアントからその記事データを利用できま
す。例えば，送信メールや回覧，掲示板を作成するときに，定型掲示板の定型文書をエ
ディタに取り込んで利用できます。ただし，定型掲示板は階層化できません。

掲示板管理ウィンドウから掲示板を管理します。掲示板管理ウィンドウを開くには，シ
ステム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [DBメンテナンス (D)]を選択し，[DBメン
テナンス (D)]から [掲示板情報 (B)]を選択します。

掲示板リスト
掲示板 ID，種別，掲示板名が表示されます。トップ掲示板の種別欄には，「▼」が
表示されます。下位掲示板を持つ掲示板の掲示板名欄には，「＋」が表示されます。
下位掲示板はシステムオプションの指定の有無によって，作成順，または掲示板 ID
順に表示されます。下位掲示板のシステムオプションの指定については，「8.1 シス
テムオプションの設定」を参照してください。

[登録 ]ボタン
一般掲示板，および定型掲示板を登録します。

[修正 ]ボタン
一般掲示板，定型掲示板，および下位掲示板の登録で設定した情報を修正します。
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[削除 ]ボタン
掲示板を削除します。

[下位作成 ]ボタン
下位掲示板を登録します。

[下位表示 ]ボタン
「＋」が付いたトップ掲示板を指定し，このボタンを選択すると，下位掲示板がイン
デントされて表示されます。下位掲示板が表示されると，ボタンが [下位消去 ]とな
ります。[下位消去 ]ボタンを選択すると，表示されている下位掲示板が画面から消
去されます。

[記事管理 ]ボタン
記事の一覧が表示されます。

[メンバ ]ボタン
メンバの一覧が表示されます。

[印刷 ]ボタン
掲示板の一覧を印刷します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

11.1.1　掲示板の登録
ここでは，トップ掲示板，下位掲示板，および定型掲示板の登録と削除の方法について
説明します。

（1） トップ掲示板の登録

トップ掲示板は，掲示板登録ダイアログボックスで登録します。掲示板登録ダイアログ
ボックスは，掲示板管理ウィンドウの [登録 ]ボタンを選択すると開きます。
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このダイアログボックスには，次の項目を設定します。

掲示板 ID
英数字，半角 5文字以内で指定します。掲示板 IDを省略した場合，5けたの 16進
数の値が設定されます。入力条件については，「9.5.6 関連項目の入力条件」を参照
してください。
掲示板 IDに&を含む掲示板を，Windows NTサーバにマスタ掲示板またはレプリ
カ掲示板として設定した場合，その掲示板は削除できません。

掲示板種別
一般，または定型のどちらかを選択します。
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マスタ掲示板MTA名
マスタ掲示板を置くメールサーバのMTA名を選択します。マスタ掲示板とは，掲示
板に対してユーザが記事を登録したときに，最初に書き込まれるメールサーバの掲
示板のことです。ほかのメールサーバで，この掲示板の記事を参照できるようにす
るためには，レプリカ掲示板としての設定が必要です。

掲示板容量
下位掲示板を含む容量を，1～ 999の範囲で指定します。単位はメガバイト（MB）
です。ただし，小数点は指定できません。

記事数上限
トップ掲示板の直下に掲示できる記事の最大数を，1～ 1000の範囲で指定します。

警告開始掲示板容量
下位掲示板を含む掲示板容量に対して，警告を始める掲示板容量を指定します。1
～ 999の範囲で指定してください。単位はメガバイト（MB）です。ただし，小数
点は指定できません。掲示板容量よりも大きい値を指定した場合には警告は出ませ
ん。なお，警告情報は Address Server Consoleウィンドウに表示されます。

警告開始記事数
トップ掲示板の直下に，何件の記事が掲示されたら警告を出すかを指定します。1
～ 1000の範囲で指定してください。記事数上限よりも大きい値を指定した場合には
警告は出ません。なお，警告情報は Address Server Consoleウィンドウに表示され
ます。

記事有効期限
記事のデフォルトの有効期限を 1～ 9999の範囲で指定します。単位は「日」です。
指定しない場合は，無期限になります。掲示板利用者は，記事を掲示する場合，記
事単位に有効期限を指定することもできます。有効期限を過ぎた記事は，自動的に
削除されます。

記事最大有効期限
掲示板利用者が変更できる記事有効期限の最大値を，1～ 9999の範囲で指定しま
す。単位は「日」です。指定しない場合は，記事有効期限と同じ値が設定されます。
クライアントが記事を掲示するときに指定できる有効期限は，記事掲示当日を含め
て，（記事最大有効期限＋ 1）日までの日付です。

掲示板名
半角は 32文字以内，全角は 16文字以内で指定します。ただし，入力文字にシング
ルクォーテーションを含めることはできません。すでに登録されているトップ掲示
板と同じ掲示板名は指定できません。入力条件の詳細については，「9.5.6 関連項目
の入力条件」を参照してください。

他システム掲示板への掲示
ほかのシステムの掲示板（VOS3 HOAPMAILの掲示板）に，記事を掲示するかど
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うかを選択します。

所有者種別
ユーザ，または組織を選択します。

所有者ニックネーム /組織略称
掲示板の所有者のニックネームを指定します。所有者が組織の場合には，組織略称
を指定します。
半角は 32文字以内，全角は 16文字以内で，「掲示板名」と同じ条件で指定します。

キーワード
この項目には文字列を指定できますが，指定された文字列を利用する機能はありま
せん。入力文字にシングルクォーテーションを含めることはできません。
半角は 8文字以内，全角は 4文字以内で，「掲示板名」と同じ条件で指定します。

[登録 ]ボタン
掲示板を登録します。レプリカ掲示板を設定する場合，レプリカ掲示板設定後に選
択してください。

[レプリカ設定 ]ボタン
レプリカ掲示板を置くメールサーバを設定します。設定方法の詳細は，「(3)レプリ
カ掲示板の登録」を参照してください。

[取消 ]ボタン
掲示板を登録しないで，ダイアログボックスを閉じます。

（2） 下位掲示板の登録

下位掲示板は，上位となる掲示板を掲示板管理ウィンドウで指定して登録します。

[下位作成 ]ボタンを選択すると，掲示板作成ダイアログボックスが開きます。
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このダイアログボックスには，次の項目を設定します。

掲示板 ID
英数字，半角 5文字以内で指定します。掲示板 IDを省略した場合，5けたの 16進
数の値が設定されます。入力条件の詳細については，「9.5.6　関連項目の入力条件」
を参照してください。
掲示板 IDに &を含む掲示板を，Windows NTサーバにマスタ掲示板またはレプリ
カ掲示板として設定した場合，その掲示板は削除できません。

記事数上限
下位掲示板の直下に掲示できる記事の最大数を，1～ 1000の範囲で指定します。

警告開始記事数
下位掲示板の直下に，何件の記事が掲示されたら警告を出すかを指定します。1～
1000の範囲で指定してください。記事数上限よりも大きい値を指定した場合には警
告は出ません。なお，警告情報は Address Server Consoleウィンドウに表示されま
す。
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記事有効期限
記事のデフォルトの有効期限を 1～ 9999の範囲で指定します。単位は「日」です。
指定しない場合は，無期限になります。掲示板利用者は，記事を掲示する場合，記
事単位に有効期限を指定することもできます。有効期限を過ぎた記事は，自動的に
削除されます。

記事最大有効期限
掲示板利用者が変更できる記事有効期限の最大値を，1～ 9999の範囲で指定しま
す。単位は「日」です。指定しない場合は，記事有効期限と同じ値が設定されます。
クライアントが記事を掲示するときに指定できる有効期限は，記事掲示当日を含め
て，（記事最大有効期限＋ 1）日までの日付です。

掲示板名
半角は 32文字以内，全角は 16文字以内で指定します。ただし，入力文字にシング
ルクォーテーションを含めることはできません。一つの掲示板の下に，同一の掲示
板名を持つ掲示板を複数登録することはできません。ただし，上位掲示板が違えば，
同一の掲示板名を持つ掲示板を複数登録できます。入力条件の詳細については，
「9.5.6 関連項目の入力条件」を参照してください。

他システム掲示板への掲示
ほかのシステムの掲示板（VOS3 HOAPMAILの掲示板）に，記事を掲示するかど
うかを選択します。

所有者種別
ユーザ，または組織を選択します。

所有者ニックネーム /組織略称
掲示板の所有者のニックネームを指定します。所有者が組織の場合には，組織略称
を指定します。
半角は 32文字以内，全角は 16文字以内で，「掲示板名」と同じ条件で指定します。

キーワード
この項目には文字列を指定できますが，指定された文字列を利用する機能はありま
せん。入力文字にシングルクォーテーションを含めることはできません。
半角は 8文字以内，全角は 4文字以内で，「掲示板名」と同じ条件で指定します。

[了解 ]ボタン
下位掲示板を登録します。

[取消 ]ボタン
下位掲示板を登録しないで，ダイアログボックスを閉じます。

（3） レプリカ掲示板の登録

レプリカ掲示板の登録は，マスタ掲示板に掲示された記事を，マスタ掲示板でないメー
ルサーバで参照するために必要です。
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レプリカ掲示板設定ダイアログボックスでレプリカ掲示板を登録します。レプリカ掲示
板設定ダイアログボックスは，掲示板登録ダイアログボックスの [レプリカ設定 ]ボタン
を選択すると開きます。

MTA名
レプリカ掲示板を置くメールサーバのMTA名を選択します。

MTA名一覧
登録済みのメールサーバのMTA名一覧が表示されます。

[追加 ]ボタン
MTA名選択コンボボックスで選択されたMTA名を，MTA名一覧フィールドに追
加します。

[削除 ]ボタン
MTA名一覧で選択されたMTA名を，MTA名一覧フィールドから削除します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じ，掲示板管理ウィンドウに戻ります。

[閉じる ]ボタンを選択したときに，MTA名一覧上にあるMTA名を持つメールサーバが
レプリカ掲示板の候補になります。この候補は掲示板登録ダイアログボックスの [登録 ]
ボタンを選択すると，レプリカ掲示板として登録されます。

すでに記事があるマスタ掲示板に対して新しいレプリカ掲示板を設定した場合は，必ず
掲示板の整合性を確保してください。レプリカ掲示板を設定しただけでは，記事のレプ
リケーションは実行されません。
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11.1.2　掲示板の変更
登録済みの掲示板の情報は変更できます。ただし，掲示板 ID，掲示板種別，およびマス
タ掲示板MTA名の変更はできません。掲示板管理ウィンドウで，変更する掲示板を指定
して [修正 ]ボタンを選択すると，それまでの設定値で，掲示板登録（または掲示板作
成）ダイアログボックスが開きます。値を変更して [登録 ]ボタン（または [了解 ]ボタ
ン）を選択すると更新されます。サーバの再起動は不要です。

11.1.3　掲示板の削除
掲示板を削除します。トップ掲示板を削除すると，使用者の権限，および下位掲示板が
削除されます。下位掲示板を削除してもトップ掲示板などの，ほかの掲示板の権限は削
除されません。

トップ掲示板も下位掲示板も削除方法は同じです。手順を示します。

1. 掲示板管理ウィンドウを開きます。

2. 削除したい掲示板を指定します。

3. [削除 ]ボタンを選択します。
「掲示板ＩＤ（ＸＸＸＸＸＸ）の掲示板を削除してよろしいですか。」というメッセー
ジが表示されます。

4. [了解 ]ボタンを選択します。
指定した掲示板が削除されます。

[取消 ]ボタンを選択した場合，掲示板を削除しないでダイアログボックスを閉じます。

11.1.4　掲示板の整合性確保
掲示板を運用していると，何かの障害で，マスタ掲示板とレプリカ掲示板の記事内容，
または数が異なることがあります。そのような場合，Groupmax Address Consoleウィ
ンドウに「掲示板の整合性確保を行ってください。(boardid=XXXXXX)」というメッ
セージが表示されます。boardidには掲示板 IDが表示されます。

このメッセージが表示されたら，まず，掲示板管理ウィンドウでエラーが発生した掲示
板を指定します。次に，[掲示板 (B)]の [整合性確保 (K)]を選択してください。

注意
レプリカ掲示板自体がクライアントから見えない場合は，次の二つの理由が考えら
れます。
• アクセス権が与えられていない。
• レプリカの情報がレプリケーションされていない。

アクセス権が与えられていない場合は，アクセス権を与えてください。アクセス権
の付与については，「11.2 アクセス権限の登録と削除」を参照してください。アクセ
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ス権が与えられているにもかかわらず，見えない場合は，登録情報の整合性を確保
してください。整合性確保については，「9.1.6　登録情報の整合性の確保」を参照し
てください。

！！！！ 注意事項

掲示板の整合性を確保すると，マスタ掲示板があるメールサーバとレプリカ掲示板がある
メールサーバとの間で多数のメールが送受信されます。メールの内容は記事のリストや不足
記事の再配布などです。このためMTAなどの負荷が増大します。
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11.2　アクセス権限の登録と削除
アクセス権を持つユーザ /組織だけが掲示板を参照できます。アクセス権は最上位組織，
組織，グループおよびユーザ単位で指定できます。これらのアクセス権を持つものをメ
ンバといいます。

グループ・掲示板メンバ一括登録ユティリティを使用すれば，メンバとそのアクセス権
限を一括して登録できます。グループ・掲示板メンバ一括登録ユティリティについては，
マニュアル「Groupmax Address/Mail Version 6 システム管理者ガイド ユティリティ編」
（Windows用）を参照してください。

アクセス権限は，読み (R)，書き (W)，および削除 (D)があります。メンバごとにアクセ
ス権が与えられます。また，メンバ以外のユーザ /組織には，メンバ以外権限としてアク
セス権を指定できます。

アクセス権限を登録，削除できるのは，トップ掲示板だけです。下位掲示板には，トッ
プ掲示板に登録されたメンバに権限が与えられます。

メンバの種類と範囲を示します。

●最上位組織
指定した最上位組織の下の全ユーザ，および組織にアクセス権限を与えます。下位組
織に所属するユーザおよび組織にもアクセス権限を与えます。

●組織
指定したアドレス組織やアドレス帳組織，およびその組織の直下の全ユーザにアクセ
ス権限を与えます。

●グループ
指定したグループ内のアドレス組織，およびメール属性を持つアドレスユーザにアク
セス権限を与えます。ただし，組織の場合は，その組織だけにアクセス権限が与えら
れます。その組織に所属するユーザにはアクセス権限は与えられません。

●ユーザ
指定したユーザにアクセス権限を与えます。ただし，アクセス権限を与えられるユー
ザのタイプは，メール属性を持つアドレスユーザだけです。

注意
• 書き (W)権限が与えられている組織とユーザは，通常自分で掲示した記事を削除
できます。しかし，組織略称を変更した組織，またはニックネームを変更した
ユーザは，変更前に掲示した記事を削除できなくなります。

• 掲示板へのアクセス権限は，所有者であるユーザと所有者でないユーザとでは異
なります。所有者であるユーザに書き (W)権限が与えられている場合，そのユー
ザは削除 (D)権限と同等の権利を持ちます。所有者でないユーザの場合，書き (W)
権限が与えられていても，削除 (D)権限と同等の権利を持つことにはなりません。

Mail Serverはアクセス権のモードを 2種類用意します。<インストール先ディレクトリ
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>¥nxcdir¥gmpublicinfoファイルで，次のキーワードを設定した場合としない場合で
モードを区別します。サーバごとにこのキーワードを設定します。

BOARD_ACCESS_WRITE=NO_EDIT_BOARD

●設定した場合
そのサーバをホームサーバとする，書き (W)権限を持つユーザ /組織は，下位掲示板
を作成，削除できません。削除 (D)権限を持つユーザ /組織だけが，下位掲示板を作
成，削除できます。

●設定しない場合
そのサーバをホームサーバとする，書き (W)権限を持つユーザ /組織でも，下位掲示
板を作成，削除できます。

！！！！ 注意事項

自分で作成した下位掲示板だけを削除できます。

まず，掲示板管理ウィンドウの [メンバ ]ボタンを選択して，次のメンバ情報ダイアログ
ボックスを開きます。

画面最上段には，掲示板 IDと掲示板名が表示されます。その下のメンバ以外権限では，
メンバ以外のアクセス権限を設定します。

[登録 ]ボタン
メンバ登録ダイアログボックスを開きます。

[修正 ]ボタン
メンバのパーミッション (アクセス権 )を変更します。
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[削除 ]ボタン
メンバを削除します。

[ユーザ台帳 ]ボタン
ユーザ台帳ダイアログボックスを開きます。

[グループ選択 ]ボタン
グループ選択ダイアログボックスを開きます。

[印刷 ]ボタン
メンバの一覧を印刷します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

11.2.1　アクセス権限の登録
メンバごとにアクセス権限を登録します。メンバの登録方法には，次の三つがあります。

●メンバ登録ダイアログボックスからメンバを登録する。

●ユーザ台帳ダイアログボックスからメンバを登録する。

●グループ選択ダイアログボックスからメンバを登録する。

また，ユーザが一つの掲示板に対し，アクセス権を複数のメンバにより指定された場合，
次に示す順番でアクセス権が決定されます。

1. ユーザ個別で付与された権限
2. 所属組織に付与された権限
3. ユーザが登録されている最上位組織に付与された権限
4. ユーザが登録されているグループに付与された権限
複数グループに登録されている場合は，グループ IDの文字コードがいちばん小さい
グループに付与された権限

5. メンバ以外権限
メンバ以外のユーザ /組織に付与された権限

まず，メンバ登録ダイアログボックスからの登録について説明します。

（1） メンバ登録ダイアログボックスからのアクセス権限の登録

最上位組織，組織，グループ，またはユーザの IDを直接入力して，メンバを登録しま
す。登録したいメンバの IDがシステムに登録されていないと，「ID（××××××）の
ユーザは存在しません。」というメッセージが表示されます。その場合，まず，「9.4　
ユーザ情報の設定」を参照して，ユーザを登録してください。

1. メンバ情報ダイアログボックスで [登録 ]ボタンを選択します。
メンバ登録ダイアログボックスが開きます。
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2. ID，ID種別，パーミッション（アクセス権 )を設定します。

ID
最上位組織 ID，組織 ID，ユーザ ID，またはグループ IDのどれかを指定しま
す。
最上位組織 ID
指定した最上位組織の下の全ユーザ，および組織にアクセス権限を与えます。下
位組織に所属するユーザおよび組織にもアクセス権限を与えます。
組織 ID
指定した組織，およびその組織の直下の全ユーザにアクセス権限を与えます。
ユーザ ID
指定したユーザにアクセス権限を与えます。
グループ ID
指定したグループ内の組織，およびユーザにアクセス権限を与えます。

ID種別
入力した IDの種別を指定します。

パーミッション
R(読み )，W(書き )，D(削除 )，または無し (権限なし )を指定します。一人の
メンバに対し，複数の権限を指定できます。「D」は「W」と「R」を含みます。
「W」は「R」を含みます。

3. [登録 ]ボタンを選択します。

4.「下記メンバを追加します。」というメッセージの下に，メンバ ID，組織名，メンバ名
が表示されます。

5. [了解 ]ボタンを選択します。
メンバが登録されます。[取消 ]ボタンを選択した場合，メンバを登録しないでダイ
アログボックスを閉じます。
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メンバのアクセス権 (パーミッション )を変更する場合，メンバ情報ダイアログボックス
からメンバを指定し，[修正 ]ボタンを選択します。メンバ ID，ID種別，パーミッショ
ンが設定されて，メンバ登録ダイアログボックスが開きます。一度に複数のメンバを指
定すると，IDと ID種別は表示されないで，アクセス権 (パーミッション )を一括して変
更できます。複数メンバを指定する場合，[shift]を押したまま，マウスをクリックして
ください。

（2） ユーザ台帳ダイアログボックスからのアクセス権限の登録

ユーザ台帳ダイアログボックスから最上位組織，組織またはユーザを選択し，メンバと
して登録します。選択したメンバのアクセス権 (パーミッション )には，デフォルトで R
が設定されます。

1. [ユーザ台帳 ]ボタンを選択します。
ユーザ台帳ダイアログボックスが開きます。

2. 最上位組織，組織，またはユーザを指定します。

3. [閉じる ]ボタンを選択します。
メンバ情報ダイアログボックスに戻ります。選択した最上位組織，組織またはユーザ
がメンバとして登録されます。

（3） グループ選択ダイアログボックスからのアクセス権限の登録

グループ選択ダイアログボックスからグループを選択し，そのグループに所属するユー
ザ全員をメンバとして登録します。まず，[グループ選択 ]ボタンを選択して，グループ
選択ダイアログボックスを開きます。

グループ名リスト
グループ ID，グループ名が表示されます。
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[選択 ]ボタン
指定したグループを掲示板のメンバとして選択します。

[メンバ ]ボタン
グループ構成メンバ情報ダイアログボックスが開き，指定したグループの構成メン
バが表示されます。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

1. [選択 ]ボタンを選択します。
登録されているグループ一覧から，グループを指定します。

2. [閉じる ]ボタンを選択します。
メンバ情報ダイアログボックスに戻ります。指定したグループは，メンバとして登録
されます。

11.2.2　アクセス権限の削除
掲示板のメンバを削除します。

1. メンバ情報ダイアログボックスから削除したいメンバを指定します。

2. [削除 ]ボタンを選択します。
「ID（××××××）のメンバを削除してよろしいですか。」というメッセージが表示
されます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
指定したメンバが削除されます。[取消 ]ボタンを選択した場合，メンバを削除しな
いでダイアログボックスを閉じます。
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11.3　記事の削除
記事は，有効期間を過ぎると自動的に削除されます。削除処理が実行されるのはサーバ
起動直後と午前 0時です。有効期間を過ぎていない記事でも，手動で削除できます。通
常，その掲示板のメンバが記事を削除しますが，システム管理者が任意の記事を削除す
ることもできます。ここでは，記事の一覧を表示して，記事を削除する方法について説
明します。

記事の一覧は，掲示板記事一覧ダイアログボックスに表示されます。このダイアログ
ボックスは，次のようにして表示します。

1. システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [DBメンテナンス (D)]を選択します。

2. [DBメンテナンス (D)]から [掲示板情報 (B)]を選択します。
掲示板管理ウィンドウが開きます。

3. 掲示板を指定します。

4. [記事管理 ]ボタンを選択します。
掲示板記事一覧ダイアログボックスが開きます。

なお，このダイアログボックスは，次の方法でも表示できます。システム管理ウィンド
ウの [ファイル (F)]の [電文処理 (E)]から [掲示板記事 (B)]を選択して，掲示板記事一
覧ダイアログボックスを開きます。そこから，掲示板を一つ指定し，[了解 ]ボタンを選
択します。

掲示板 ID
掲示板 IDが表示されます。

掲示板名
掲示板名が表示されます。
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記事一覧
記事の主題，登録日，登録者，有効期限，および種別が表示されます。種別には，
記事内容が重要であれば「重」，至急であれば「急」が表示されます。

[削除 ]ボタン
指定した記事を削除します。

[全選択 ]ボタン
画面に表示されている，すべての記事を選択します。

[↑ ]ボタン
前 50件の記事を表示します。

[↓ ]ボタン
次 50件の記事を表示します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

次に示す順番で記事を削除します。

1. 削除したい記事を指定します。
複数の記事を指定するときは，各記事にマウスポインタを移動させ，[shift]を押した
ままマウスをクリックします。

2. [削除 ]ボタンを選択します。
「指定された記事を削除してよろしいですか。」というメッセージが表示されます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
指定した記事が削除されます。[取消 ]ボタンを選択した場合，記事を削除しないで
ダイアログボックスを閉じます。
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11.4　マスタ掲示板のメールサーバの変更
マスタ掲示板のメールサーバを変更できます。これには，マスタ掲示板とレプリカ掲示
板を交換する機能を利用します。

ただし，アドレス管理ドメイン内に 1台でも Version 3以前のアドレスサーバまたはメー
ルサーバがある場合は，実行できません。

次に操作手順を示します。

1. アドレス管理ドメイン内のマスタ管理サーバを含む，すべてのアドレスサーバとメー
ルサーバのアドレスサービスを起動します。

2. アドレス管理ドメイン内のすべてのメールサーバのサーバを起動します。

3. 交換するマスタ掲示板のトップ掲示板とその下位掲示板すべてに対して記事の整合性
の確保を実行します。
ただし，マスタ掲示板とレプリカ掲示板の整合が取れている場合は必要ありません。
整合が取れたかどうかは，クライアントから掲示板を参照して確認してください。

4. アドレス管理ドメイン内のすべてのメールサーバのサーバを停止します。

5. mlmvmbbsコマンドを実行します。
mlmvmbbsコマンドの詳細については，「16.21 mlmvmbbs」を参照してください。
マスタ掲示板のメールサーバが変更されます。
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12　Address Server及び Mail 
Server設定の最大値につい
て
Groupmaxシステムを構築する上での，Address Serverおよ
びMail Serverの設定の最大値について説明します。

12.1　Address Server及び Mail Server設定の最大値
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12.1　Address Server及び Mail Server設定の
最大値

Groupmaxシステムを構築する上での，Address ServerおよびMail Serverの設定の最
大値について，表 12-1に示します。

表 12-1　Address Server及び Mail Server設定の最大値

区分 項目 最大値

システム全体 サイト数 /システム 20

　 サーバ数 /サイト 20

　 サーバ数 /システム 400

　 リモート PC/サーバ 64

　 リモート PC/システム 64× 400

　 隣接MTA/サーバ 100

　 ルーティング /サーバ 100

　 ルーティンググループ /システム 99

　 登録MTA/ルーティンググループ 100

組織 /ユーザ 最上位組織数 1000

　 組織総数 /システム 32500

　 最上位組織又は組織の下の組織数 100

　 組織の下のユーザ数（宛先ユーザ，アドレス帳ユーザ含む ) 250

　 組織階層数 10

　 アドレスユーザ総数 /システム 32500

　 アドレス帳ユーザ＋宛先ユーザ総数 /システム 32500

　 登録ユーザ数（アドレスユーザ）/サーバ 5000

　 同時ログイン数（個人 +組織）/サーバ 1000※ 1

　 兼任数 /ユーザ 9※ 2

　 最大権利組織数 /ユーザ 9

グループ グループ数 /システム 32500

　 メンバ数 /グループ 256

　 1組織が所属できる最大グループ数 200

　 1ユーザが所属できる最大グループ数 200

掲示板 トップ掲示板数 /システム 200

　 （トップ掲示板数 +下位掲示板数 +定型掲示板数）/システム 32500
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注※ 1
ユーザが組織メールを使用すると，ユーザ分＋組織分で 2ログインとカウントされ
ます。

注※ 2
(兼任数＋最大権利組織数 )の最大値です。

注※ 3
02-00以前のメールサーバに対しては先頭の 7ファイルを転送対象とします。運転
席メールおよびリモート PCでは添付ファイルの総数は 7です。

　 掲示板数 /サーバ 32500

　 掲示板の直下に作成できる下位掲示板数 199

　 掲示板階層数 5

　 記事数 /掲示板 1000

　 メンバ数 /掲示板 500

　 レプリカ掲示板数 /掲示板 250

　 定型掲示板数 /システム 200

メール メールボックス容量 /ユーザ（メガバイト ) 999

　 メールボックス容量 /組織（メガバイト） 999

　 メール通数 /ユーザ 9999

　 メール通数 /組織 9999

　 メール容量 /送信メール（ギガバイト） 2

　 サブジェクト長 /メール（サーバが扱えるバイト数） 80

　 添付ファイル数 /メール 25※ 3

　 同報宛先数 /メール（TO，CC，BCCの合計） 256

区分 項目 最大値
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第 3編　運用編

13　サーバの起動と停止
サーバのアプリケーションプログラムの起動と停止の方法につ
いて説明します。

13.1　運転席からのサーバの起動と停止

13.2　コマンドによるサーバの起動と停止

13.3　サーバの自動起動と自動停止
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13.1　運転席からのサーバの起動と停止
サーバの起動と停止とは，サーバのアプリケーションプログラムの起動と停止のことで
す。アドレスサービスの起動と停止とは異なります。アドレスサービスの起動と停止に
ついては，「5.3 ソフトウェアの起動と停止」を参照してください。

サーバの起動と停止には，「運転席からの起動と停止」と，「コマンドによる起動と停止」
があります。「コマンドによる起動と停止」については，「13.2 コマンドによるサーバの
起動と停止」を参照してください。

運転席からのサーバの起動と停止は，サイト詳細情報ウィンドウから実行します。シス
テム管理ウィンドウの各サイトボタンをクリックして，サイト詳細情報ウィンドウを表
示します。

サイト名
サイト名が表示されます。

サーバリスト
サイトに登録されているサーバ名と状態が表示されます。

[起動 ]ボタン
指定したサーバを起動します。指定したサーバのアプリケーションプログラムを起
動します。

[停止 ]ボタン
指定したサーバを停止します。指定したサーバのアプリケーションプログラムを停
止します。
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[詳細 ]ボタン
指定したサーバの詳細情報を表示します。サーバ詳細情報ダイアログボックスが開
きます。

[再表示 ]ボタン
サイトに登録されているすべてのサーバの最新情報を表示します。

[回線状況 ]ボタン
指定したサーバのリモート PCの回線状況を表示します。回線状況表示ダイアログ
ボックスが開きます。

[ログイン状況 ]ボタン
指定したサーバのメールユーザ，メール組織のログイン状況を表示します。ログイ
ン状況表示ダイアログボックスが開きます。

[登録状況 ]ボタン
指定したサーバの登録状況を表示します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

13.1.1　サーバの起動
サーバを起動するための操作手順を次に示します。

1. サイト詳細情報ウィンドウのサーバのリストから起動するサーバを選択します。

2. [起動 ]ボタン，または [構成 (C)]から [選択されたサーバの起動 (A)]を選択します。
「サイト（××××××）のサーバ（××××××）を起動してよろしいですか。」と
いうメッセージが表示されます。

3. [はい ]ボタンを選択します。
指定したサーバのアプリケーションプログラムを起動します。[いいえ ]ボタンを選
択すると起動しないでサイト詳細情報ウィンドウに戻ります。

13.1.2　サーバの停止
サーバを停止するための操作手順を次に示します。

1. サイト詳細情報ウィンドウのサーバのリストで停止するサーバを選択します。

2. [停止 ]ボタン，または [構成 (C)]から [選択されたサイトの停止 (S)]を選択します。
「サイト（××××××）のサーバ（××××××）を停止してよろしいですか。」と
いうメッセージが表示されます。

3. [はい ]ボタンを選択します。
指定したサーバのアプリケーションプログラムが停止します。[いいえ ]ボタンを選
択すると停止しないでサイト詳細情報ウィンドウに戻ります。
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13.1.3　サイトの起動
サイトの起動によって，サイト内のすべての停止中メールサーバを一度に起動できます。
ただし，一部停止中のサーバはそのままです。サイトを起動するための操作手順を次に
示します。

1. サイト詳細情報ウィンドウで，[構成 (C)]から [サイトの起動 (B)]を選択します。
「サイト（××××××）を起動してよろしいですか。」というメッセージが表示され
ます。

2. [はい ]ボタンを選択します。
指定したサイトを起動します。[いいえ ]ボタンを選択すると起動しないでサイト詳
細情報ウィンドウに戻ります。

運転席に表示されるメッセージを次に示します。

指定サイトは現在稼働中です。

要因
サイト内のすべてのメールサーバが稼働中です。

対処
すでにサイト内のすべてのメールサーバが起動しています。対処は必要ありま
せん。

サーバへの要求送信に失敗しました。

要因
マスタ管理サーバとアドレスサーバの通信に失敗しました。サイト内にアドレ
スサービスが起動されていないサーバがある場合にも発生します。

対処
サイト詳細情報ウィンドウで，一部停止中のサーバを探してください。次に，
一部停止中であるすべてのサーバのアドレスサービスが起動しているか確認し
てください。起動されていない場合は，アドレスサービスを起動後，再実行し
てください。それ以外の場合は，通信回線等で障害が発生しているか確認し，
障害を取り除いた後，再実行してください。

13.1.4　サイトの停止
サイトの停止によって，サイト内のすべての稼働中，一部停止中メールサーバを一度に
停止できます。ただし，通信障害による一部停止中メールサーバに対しては停止できな
い場合があります。メッセージを確認して対処してください。サイトを停止するための
操作手順を次に示します。

1. サイト詳細情報ウィンドウで，[構成 (C)]から [サイトの停止 (T)]を選択します。
「サイト（××××××）を停止してよろしいですか。」というメッセージが表示され
ます。
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2. [はい ]ボタンを選択します。
指定したサイトを停止します。[いいえ ]ボタンを選択すると停止しないでサイト詳
細情報ウィンドウに戻ります。

運転席に表示されるメッセージを次に示します。

指定サイトは現在停止中です。

要因
サイト内のすべてのメールサーバが停止中です。

対処
すでにサイト内のすべてのメールサーバが停止しています。対処は必要ありま
せん。

サーバへの要求送信に失敗しました。

要因
マスタ管理サーバとアドレスサーバの通信に失敗しました。サイト内にアドレ
スサービスが起動されていないサーバがある場合にも発生します。

対処
サイト詳細情報ウィンドウで，一部停止中のサーバを探してください。次に，
一部停止中であるすべてのサーバのアドレスサービスが起動しているか確認し
てください。起動されていない場合は，アドレスサービスを起動後，再実行し
てください。それ以外の場合は，通信回線等で障害が発生しているか確認し，
障害を取り除いた後，再実行してください。
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13.2　コマンドによるサーバの起動と停止
ここでは，サーバの起動および停止に使用する二つのコマンドについて説明します。こ
れらのコマンドを実行する場合，システム管理者が運転席に居る必要はありません。二
つのコマンドの中では，apstartコマンドを使用することをお勧めします。nxsmngsrv
コマンドは，マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動中でないと利用できないため
です。

● apstartコマンド
メールサーバだけを起動または停止します。マスタ管理サーバの状態はコマンドの実
行には関係ありません。

● nxsmngsrvコマンド
サイトとサーバを起動または停止します。コマンド実行時にはマスタ管理サーバのア
ドレスサービスが起動している必要があります。

13.2.1　apstartコマンド
マスタ管理サーバの状態に関係なく，メールサーバだけでサーバを起動または停止しま
す。このため，マスタ管理サーバが起動されていない状態になることがあります。この
場合については，「14.8.1 マスタ管理サーバのアドレスサービスが停止した状態の制限」
を参照ください。このコマンドは起動または停止するサーバ上で実行します。次に操作
手順を示します。

1. 起動または停止するサーバのアドレスサービスを起動します。

2. コマンドプロンプトで <インストール先ディレクトリ >¥bin¥apstartを実行します。

次にコマンドの書式を示します。

apstart　アクション

「アクション」には，0(サーバの起動 )または 1(サーバの停止 )を指定します。なお，詳
細は，「16.15 apstart」を参照してください。

13.2.2　nxsmngsrvコマンド
指定したサイトとサーバを起動または停止するには，nxsmngsrvコマンドを使用します。
このコマンドはマスタ管理サーバでもメールサーバでも実行できます。操作手順を次に
示します。

1. マスタ管理サーバのアドレスサービスを起動します。

2. メールサーバのアドレスサービスを起動します。
サイトを起動または停止する場合，サイト内のすべてのサーバのアドレスサービスを
起動します。
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3. コマンドプロンプトで <インストール先ディレクトリ >¥bin¥nxsmngsrvを実行しま
す。

次にコマンドの書式を示します。

nxsmngsrv ホスト名 アクション サイト名 ［サーバ名］

オプションおよび引数には，次のものを指定します。

●ホスト名　：マスタ管理サーバのドメイン名またはホスト名

●アクション：サーバおよびサイトの起動・停止を指定する数字 (0～ 3)

●サイト名　：起動・停止の対象となるサイト名

●サーバ名　：アプリケーションプログラムを起動または停止するサーバの名称

なお，詳細は，「16. 25 nxsmngsrv」を参照してください。
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13.3　サーバの自動起動と自動停止
サーバのアドレスサービスの起動時にサイトとサーバを自動的に起動します。また，
サーバのアドレスサービスの停止時にサイトとサーバを自動的に停止します。

＜インストール先ディレクトリ＞ ¥bin¥setupディレクトリに，次のファイルを作成して
ください。

● auto_start.bat
アドレスサービスの起動時に，このファイルの内容を実行します。このファイルに
apstartコマンドまたは nxsmngsrvコマンドの，サーバとサイトの起動を記述してく
ださい。自動起動の場合，マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動しているかど
うか判断できませんので，apstartコマンドを使用することをお勧めします。

● auto_stop.bat
アドレスサービスの停止時に，このファイルの内容を実行します。このファイルに
apstartコマンドまたは nxsmngsrvコマンドの，サーバとサイトの停止を記述してく
ださい。自動停止の場合，マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動しているかど
うか判断できませんので，apstartコマンドを使用することをお勧めします。
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14　アドレス管理ドメイン内の
管理
ここでは，サイト，サーバおよびアプリケーションプログラム
の管理機能について説明します。

14.1　サイト，サーバの状態監視

14.2　障害情報の取得

14.3　登録情報のレプリケーション状況の確認

14.4　ログイン制御

14.5　メールログイン状況の表示

14.6　登録状況の表示

14.7　回線状況の表示

14.8　マルチサーバ構成での運用

14.9　蓄積されたメールの削除

14.10　S/MIME機能での運用

14.11　サーバのチューニング
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14.1　サイト，サーバの状態監視
システム管理者は，アドレス管理ドメイン内のサイト，サーバおよびアプリケーション
プログラムの状態を，常に監視し把握できます。サイトの状態監視には次の三つがあり
ます。

●サイトの状態監視
全サイトの状態を監視します。

●サーバの状態監視
指定したサイトすべてのサーバ状態を監視します。

●アプリケーションプログラムの状態監視
特定サーバの全アプリケーションプログラム状態を監視します。
また，ここでは，状態監視以外に，POP3/IMAP4機能を制御するデーモン
(ispdemon)についても説明します。

14.1.1　サイトの状態監視
全サイトの状態は，運転席のシステム管理ウィンドウで監視します。
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サイトの状態は，状態監視インタバルによって更新され，次の四つの色で表示されます。

「青色」
サイト内のサーバがすべて起動していて，アプリケーションプログラムがすべて正
常に稼働しています。

「水色」
次の二つの状態が考えられます。
• サイト内のサーバはすべて起動していますが，アプリケーションプログラムがす
べて停止しています。

• サイト内にサーバがありません。

「赤色」
次の五つの状態が考えられます。
• サーバ間での通信に失敗しています。 
• サイト内にアプリケーションプログラムが一つ以上停止しているサーバがありま
す。 

• サイト内に稼働中のメールサーバと停止中のメールサーバがあります。 
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• アドレスサーバとメールサーバが混在したサイトで，稼働中のメールサーバがあ
ります。 

• サイト内に高負荷のため，マスタ管理サーバに状態を報告できないアドレスサー
バがあります。 

「白色」
サイト内のすべてのサーバが初期状態です。

！！！！ 注意事項

サイトの登録直後からマスタ管理サーバのアドレスサービスを停止するまでの表示順序は，
新しいものが下（偶数個の場合は右）に追加されます。しかし，マスタ管理サーバのアドレ
スサービスを起動すると，登録済みのサイトは上（偶数個の場合は右）から新しい順に表示
されます。

14.1.2　サーバの状態監視
サーバの状態についても，運転席のシステム管理ウィンドウから監視します。

システム管理ウィンドウの各サイトボタンをクリックして，サイト詳細情報ウィンドウ
を表示します。

サイト名が表示され，サイトに登録されているサーバ名称と状態が表示されます。状態
には，次の三つがあります。

「稼動中」
サーバ内のアプリケーションプログラムがすべて正常に稼働しています。

「停止中」
サーバ内のアプリケーションプログラムがすべて停止しています。

「一部停止中」
次の二つの状態が考えられます。
• サーバ内のアプリケーションプログラムが一つ以上停止しています。
• サーバ間での通信に失敗しています。

[再表示 ]ボタンを選択すると，サーバの最新状態を表示できます。

14.1.3　アプリケーションプログラムの状態監視
サーバごとのアプリケーションプログラムの状態は，サーバ詳細情報ダイアログボック
スで監視します。サイト詳細情報ウィンドウでサーバを指定して，[詳細 ]ボタンを選択
してください。
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サイト名
サーバの所属するサイト名が表示されます。

サーバ名
状況を監視しているサーバ名が表示されます。

アプリケーションリスト
アプリケーションプログラム名と状態が表示されます。表示されるアプリケーショ
ンプログラムには次のものがあります。

メール通信制御（X.400-MHS)
OSI規定の 88年版 X.400プロトコルを実装したMTAです。メール通信を制御
します。

クライアント・掲示板制御（USER-AGENT）
PCクライアントから要求されたメール，掲示板，回覧などの処理を
X.400-MHSを使って実行します。

回覧制御（OAFmfsv）
回覧機能を制御します。

メールユーザ管理支援制御（oasfilreq）
クライアントからのユーザ管理を実行します。

リモート PC(RS232C)制御（REMOTE-PC）
RS232Cで接続されたリモート PCを制御します。
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リモート PC(TCP/IP)制御（tcp_demon）
TCP/IPで接続されたリモート PCを制御します。

アプリケーションプログラムの状態には，次の三つがあります。

「稼動」
アプリケーションプログラムが正常に稼働しています。

「停止」
アプリケーションプログラムが正常に停止しています。

「一部停止中」
アプリケーションプログラムの機能が一つ以上停止しています。

[再表示 ]ボタン
アプリケーションプログラムの最新状態を表示します。

[回線状況 ]ボタン
リモート PCの回線状況を表示します。回線状況表示ダイアログボックスが開きま
す。

[ログイン状況 ]ボタン
メールユーザ，メール組織のログイン状況を表示します。ログイン状況表示ダイア
ログボックスが開きます。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

14.1.4　POP3/IMAP4機能の制御
ここでは，POP3/IMAP4機能を制御するデーモン (ispdemon)について説明します。

ispdemonは，サーバ起動時に実行を開始します。実行開始後，POP3/IMAP4機能の
サービスポート (pop3，popcfg，imap)をオープンし，クライアントからの接続要求があ
れば，対応する子プロセスを随時生成します。

停止時には，サービスポート (pop3，popdcf，imap)をクローズし，サービスを終了しま
す。また，残っている子プロセス (popchild，popcfg，imap)があれば，強制終了を要求
します。

POP3/IMAP4については，「7. POP3/IMAP4機能の設定」を参照してください。
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14.2　障害情報の取得
この節では，Address ServerおよびMail Serverでの障害情報の処理について説明しま
す。

14.2.1　障害管理デーモン
Address ServerおよびMail Serverでは，障害管理デーモンによって，常時，障害の発
生が監視されています。障害管理デーモンが障害を発見した場合は，次のファイルに
メッセージを出力します。

<インストール先ディレクトリ>¥nxsdir¥nxcerrlog

nxcerrlogファイルの最大サイズは，<インストール先ディレクトリ
>¥nxcdir¥nxcapinfoファイルに記述されたMail_LogFile_Sizeで決定されます。
Mail_LogFile_Sizeが nxcapinfoファイルに記述されていない場合，Mail_LogFile_Size
には 10が仮定されます。最大サイズの求め方を次に示します。

●最大サイズ＝Mail_LogFile_Size× 1,024× 10[バイト ]

nxcerrlogファイルが最大サイズに達した場合，nxcerrlogファイルを nxcerrlog.save
ファイルにコピーして，nxcerrlogファイルは 0バイトになります。古い nxcerrlog.save
ファイルがある場合，単純に上書きします。

14.2.2　障害情報収集ツール
Address ServerおよびMail Serverには，障害が発生した場合にその情報を収集するた
めのツールが用意されています。ツールには，GUI（Graphical User Interface）を利用
するものとプロンプトからコマンドを入力するものとの二つがあります。ここでは，そ
の二つのツールの使用方法について説明します。

（1） 障害情報収集ツール (GUI用 )

障害情報を GUI画面を使用して取得したい場合は，<インストール先ディレクトリ > 
¥tool¥gmlogget.exeを実行してください。このツールを起動すると次に示す Groupmax 
Mail/Address Server障害情報収集ツールダイアログボックスが表示されます。
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「障害の種類」
基本的にはすべての情報をチェックしてください。出力ファイルのサイズを小さく
したい場合には，障害の種類に応じて選択してください。

「障害内容記述欄」
障害内容等，障害解析時に有用な情報を記述してください。

[詳細設定 ]ボタン
情報取得方法についてより細かく指定するときに選択してください。
詳細設定ダイアログボックスを表示します。このダイアログボックスの詳細につい
ては，「(a) 詳細設定ダイアログボックス」を参照してください。

[モニター ]ボタン
他サーバでの gmlogagtの実行状況を表示することができます。
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[情報収集 ]ボタン
障害情報の取得を開始します。
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（a）詳細設定ダイアログボックス

「GroupMail/Addressインストールディレクトリ」
ツールを実行しているサーバのインストール先ディレクトリがデフォルトで表示さ
れます。他サーバの情報を取得する場合は，他サーバの <インストール先ディレク
トリ >をネットワーク接続し，この項目で指定してください。

「障害情報保存ディレクトリ」
障害情報を「GroupMail/Addressインストールディレクトリ」で指定したディレク
トリの下にある <インストール先ディレクトリ >¥nxctmpディレクトリ以外の場所
に保存したい場合に指定してください。

「出力ファイルを 1.44MB以下にする」
チェックした場合，出力ファイルが 1.44メガバイト以上の場合，gmlog2.gml以降
のファイルに分割して，出力します。

「任意収集資料」
今回，収集する任意情報ファイルの一覧を表示します。



14.　アドレス管理ドメイン内の管理

345

「任意収集資料のみ収集」
任意収集資料だけを収集します。

[選択 ]ボタン
任意収集情報を選択するときに指定します。

[削除 ]ボタン
任意収集情報を削除するときに指定します。

[OK]ボタン
詳細設定ダイアログボックスの内容を設定し，ダイアログボックスを閉じます。

[キャンセル ]ボタン
詳細設定ダイアログボックスの内容を設定しないで，ダイアログボックスを閉じま
す。

（2） 障害情報収集ツール (コマンド )

ATコマンドまたはコマンドプロンプトから，障害情報を収集したい場合は，<インス
トール先ディレクトリ > ¥tool¥gmlogagt.exeを実行してください。また，<インストー
ル先ディレクトリ > ¥tool¥gmloglst.txtで 指定したファイル一覧を圧縮できます。

コマンド形式は次のとおりになります。

構文
gmlogagt [x1x2x3x4 [ gmloggetのホスト名　gmloggetのポート番号 ] ]

引数とオプション

 x1～ x4：0または 1を指定します。
• x1 = 1：登録系（ユーザ・組織・掲示板）のログを取得する
• x2 = 1：ログイン系・認証系のログを取得する
• x3 = 1：送信系（メール送信・記事掲示・回覧）のログを取得する
• x4 = 1：サービス起動系（サービス起動・サイトの起動停止）のログを取得す
る

gmloggetのホスト名　
gmloggetで実行状況をモニタするとき，指定する

gmloggetのポート番号
gmloggetのモニター画面に表示された番号を指定する

備考
• 引数をすべて省略する場合は，すべてのログが取得されます。
• <インストール先ディレクトリ > ¥nxctmp以下に出力ファイルを保存します。
• 第 1引数に *.gmlを指定すると，そのファイルを解凍できます。

戻り値とオプション
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「16.16 gmlogagt」を参照してください。
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14.3　登録情報のレプリケーション状況の確認
登録情報のレプリケーションが正常に終了したかどうかを nxsrepstatコマンドで確認で
きます。このコマンドの戻り値またはメッセージで，アドレスサーバのレプリケーショ
ン状況を確認してください。使用方法の詳細は，「16.26 nxsrepstat」を参照してくださ
い。
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14.4　ログイン制御
あるユーザがログインしている状態で同一ユーザに対してログイン要求が発生した場合，
先にログインしていたユーザをログアウトして，後からのログイン要求を受け付ける機
能を後着優先ログインと呼びます。それに対して，あるユーザがログインしている状態
で同一ユーザに対してログイン要求が発生した場合，二重にログインしようとしたとし
てログインがエラーになる機能を通常ログインと呼びます。通常ログインは従来の機能
です。

後着優先ログインは，モバイルを主に運用している場合に，特に有効です。

どちらの方式でログインするかの指定は，モデム等が設定されている環境でクライアン
トの "Groupmaxの統合セットアップ "の「ダイアルアップ接続を使用する」を ONでで
きます。アドレスサーバは，クライアントの要求どおりにログインさせます。ただし，
システム管理者は，必ずどちらかのログインだけをさせるように設定できます。詳細は
「(1)オプション設定方法」を参照してください。

なお，Groupmax WWW Desktopは 05-11から後着優先ログインが可能になっていま
す。ただし，Groupmax WWW Desktopでは，Address Server側のプロセスが居なく
なったことを検出する機能がありません。このため，後着優先ログイン機能を使用する
場合は，ログアウトし忘れ監視時間を設定して，Groupmax WWW Desktopのプロセス
が残ったままにならないようにしてください。

！！！！ 注意事項

複数の利用者が同一のユーザ IDを使用する運用の場合，「先にログインしていたユーザがま
だ作業しているにもかかわらず，後から別のユーザにログインされると，先にログインして
いたユーザがログアウトされてしまう」という現象が発生しますので注意してください。

（1） オプション設定方法

オプション機能として二つのモードを用意します。

（a）通常ログインのみ

後着優先ログイン指定をしてきたクライアントに対しても，後着優先ログインを許さな
いモードです。このモードはサーバ単位に設定できます。この設定をする場合は，設定
するアドレスサーバ上の gmpublicinfoファイルに次の記述を追加してください。アドレ
スサービスの再起動で反映されます。

RE_CONNECT=N

（b）後着優先ログインのみ

すべてのログイン要求を後着優先ログインとして処理するモードです（Groupmax 
WWW Desktop 05-11より前のバージョンなど後着優先ログイン非対応は除く）。この
モードはサーバ単位に設定できます。この設定をする場合は，設定するアドレスサーバ
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上の gmpublicinfoファイルに次の記述を追加してください。アドレスサービスの再起動
で反映されます。

RE_CONNECT=Y

（2） ログイン時の扱い

あるユーザがログインしている状態で同一ユーザに対してログイン要求が発生した場合，
設定によってどのように動作するかを次の表に示します。

（凡例）
通常は通常ログインで動作することを示す。後着は後着優先ログインで動作するこ
とを示す。

注※ 1
リモート PCクライアントまたは POP3/IMAP4クライアントがログインしている状
態で，同じメールサーバに接続したリモート PCクライアントまたは POP3/IMAP4
クライアントでログインした場合は，後着優先ログインとなります。
しかし，リモート PCクライアントまたは POP3/IMAP4クライアントがログインし
ている状態で，リモート PCクライアントおよび POP3/IMAP4クライアント以外の
クライアントからログインしようとした場合は，通常ログインとなります。

注※ 2
WWWクライアント（05-11以降）の設定に従います。

クライアント種別 オプション設定

なし RE_CONNECT=N RE_CONNECT=Y

16ビット版クライアント 通常 通常 後着

リモート PCクライアント 通常※ 1 通常※ 1 後着

32ビット版クライアント（後着優
先ログイン要求）

後着 通常 後着

32ビット版クライアント（通常ロ
グイン要求）

通常 通常 後着

POP3/IMAP4クライアント 通常※ 1 通常※ 1 後着

WWWクライアント（05-11以降，
後着優先ログイン要求）

後着 通常 WWWクライアントの
設定※ 2

WWWクライアント（05-11以降，
通常ログイン要求又は 05-11以前）

通常 通常 WWWクライアントの
設定※ 2
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14.5　メールログイン状況の表示
UAが動作している場合，メールサーバごとにメールユーザのログイン状況が確認できま
す。サーバの UAが動作しているかどうかを，サーバ詳細情報ダイアログボックスで確
認します。UAが「稼動」の場合，[ログイン状況 ]ボタンを選択すると，次のログイン
状況表示ダイアログボックスが開きます。

サイト名
サーバの所属するサイト名が表示されます。

サーバ名
状況を監視しているサーバ名が表示されます。

サーバ状態
サーバ状態には「サービス中」または「サービス停止中」が表示されます。「サービ
ス停止中」の場合，ユーザは新規にログインできません。
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ログイン数
表示中のサーバにログインしているユーザ数（着信通知アイコンを表示しているク
ライアント数）が表示されます。

ユーザ ID
ユーザメールボックスを使用しているユーザのユーザ ID，および共用メールボック
スを使用している権利組織の組織 IDが表示されます。

ユーザ
ユーザメールボックスを使用している場合は，ユーザのニックネーム，共用メール
ボックスを使用している場合は，権利組織の共用メールボックス IDが表示されま
す。

IPアドレス
ログインしているマシンの IPアドレスが表示されます。

ログイン日時
ログイン日時が「YYYY/MM/DD hh:mm」(YYYY:年を西暦 4けた，MM:月を 2け
た，DD:日を 2けた，hh:時を 2けた，mm:分を 2けた )の形式で表示されます。

[サービス開始 ]ボタン
ユーザが新規にログインできるようにします。選択すると，「サーバ（×××××
×）のサービスを開始してよろしいですか。」というメッセージが表示されます。

[サービス停止 ]ボタン
ユーザが新規にログインできないようにします。選択すると，「サーバ（×××××
×）のサービスを停止してよろしいですか。」というメッセージが表示されます。

[強制ログアウト ]ボタン
指定したユーザを強制的にログアウトします。選択すると，「ユーザ（×××××
×）を強制ログアウトしてよろしいですか。」というメッセージが表示されます。た
だし，組織 IDが 8バイトの組織メールは強制ログアウトできません。

[再表示 ]ボタン
最新のログイン状況を表示します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

なお，リストのヘッダ部分の「ユーザ ID」，「ユーザ」，「IPアドレス」および「ログイン
日時」をダブルクリックすると，その項目をキーとしてソートして表示されます。キー
として選択されている項目の左には，「*」が表示されます。
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14.6　登録状況の表示
サーバごとに，ユーザと組織の登録状況，メールボックスの容量，および掲示板の容量
が確認できます。

1. サイト詳細情報ウィンドウからサーバを指定します。

2. [登録状況 ]ボタンを選択します。
登録状況表示ダイアログボックスが開きます。

サイト名
サーバの所属するサイト名が表示されます。

サーバ名
状況を監視しているサーバ名が表示されます。

登録状況
このサーバをホームサーバとしている登録されているアドレスユーザおよびアドレ
ス組織数が表示されます。

ディスク状況
個人メールボックス，組織メールボックス，および掲示板の容量の合計がそれぞれ
表示されます。

個人メールボックス
このサーバをホームサーバとするメール属性を持つすべてのアドレスユーザの
メールボックス (受信メールボックス＋送信メールボックス )容量の合計が表示
されます。

組織メールボックス
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このサーバをホームサーバとする全アドレス組織のメールボックス (受信メー
ルボックス＋送信メールボックス )容量の合計が表示されます。

掲示板
このサーバの全掲示板（マスタ掲示板＋レプリカ掲示板）容量の合計が表示さ
れます。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。



14.　アドレス管理ドメイン内の管理

354

14.7　回線状況の表示
リモート PCが動作している場合，サーバの回線状態が確認できます。

サイト詳細情報ウィンドウから，サーバを指定し，サーバ詳細情報ダイアログボックス
を開きます。リモート PCが「稼動」の場合，[回線状況 ]ボタンを選択すると，次の回
線状態表示ダイアログボックスが開きます。

サイト名
サーバの所属するサイト名が表示されます。

サーバ名
状況を監視しているサーバ名が表示されます。

回線状況リスト
回線識別 ID，デバイス名，回線状態が表示されます。回線状態の種類と意味は次の
とおりです。

「送受信中」
ログインされている状態です。

「待機中」
ログインされていない状態です。

「閉塞中」
手動によって閉塞されている状態です。
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「障害閉塞中」
障害を探知したため，自動的に閉塞されている状態です。

「回復監視中」
手動による閉塞から回復している状態です。

「障害監視中」
障害による自動閉塞から回復している状態です。

[閉塞 ]ボタン
指定した回線を閉塞します。選択すると，「回線（××××××）を閉塞します。」
というメッセージが表示されます。

[全閉塞 ]ボタン
全回線を閉塞します。選択すると，「サーバ（××××××）の全回線を閉塞しま
す。」というメッセージが表示されます。

[解除 ]ボタン
指定した回線の閉塞を解除します。選択すると，「回線（××××××）の閉塞を解
除します。」というメッセージが表示されます。

[全解除 ]ボタン
全回線の閉塞を解除します。選択すると，「サーバ（××××××）の全回線の閉塞
を解除します。」というメッセージが表示されます。

[再表示 ]ボタン
最新の回線状況が表示されます。

[強制切断 ]ボタン
指定した回線を強制的に切断します。選択すると，「回線（××××××）を強制切
断します。」というメッセージが表示されます。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。
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14.8　マルチサーバ構成での運用
アドレス管理ドメイン内に，マスタ管理サーバのほかにアドレスサーバがある環境をマ
ルチサーバ構成と呼びます。マルチサーバ構成では，マスタ管理サーバが停止した場合
など，一部の機能が使用できなくなることがあります。

14.8.1　マスタ管理サーバのアドレスサービスが停止した状
態の制限

停電などの障害や運用条件によって，マスタ管理サーバのアドレスサービスが停止した
場合，次のような制限があります。

●運転席を使用できません。

● gmaxsetコマンド，gmaxgsetコマンドで登録情報を変更できません。

● nxsrepstatコマンドでレプリケーション状況を確認できません。

●マスタ管理サーバ以外のアドレスサーバ（メールサーバ）にログインしたユーザが
ユーザ情報を変更（パスワード変更など）できません。

●メールユーザ管理支援制御を利用して登録情報を変更できません。

●アドレスサーバの障害中に蓄積されたユーザ情報，掲示板情報のレプリケーションが
実行されません。

● nxsmngsrvコマンドを使用してサイトおよびサーバを起動または停止できません。

14.8.2　アドレスサーバのアドレスサービスが停止した状態
の制限

停電などの障害や運用条件によって，アドレスサーバのアドレスサービスが停止した場
合，次のような制限があります。

●アドレスサーバのアドレスサービス停止中にユーザ情報が変更された場合，変更され
たユーザ情報のレプリケーションが実行されません。

●アドレスサーバのアドレスサービス停止中に掲示板情報が変更された場合，変更され
た掲示板情報のレプリケーションが実行されません。

14.8.3　ドメイン名の整合性確保
ドメイン名またはホスト名を変更した場合に，その整合性を確保する必要があります。
そのためには，システム管理者がマスタ管理サーバ上で adsrvnコマンドを実行してくだ
さい。なお，このコマンドは，TCP/IPの定義で IPアドレスが変更されている場合には，
その値も取り込みます。



14.　アドレス管理ドメイン内の管理

357

サーバ起動中でも実行できますが，実行結果が有効になるのは，各アドレスサーバのア
ドレスサービスの再起動後です。

コマンドの書式を次に示します。

　

adsrvn [-nドメイン名 ] [-s] [-eファイル名 ] [-h]

　

-nドメイン名に，変更するマスタ管理サーバのドメイン名またはホスト名を指定してく
ださい。

その他のオプションは，エラーメッセージの出力や，ヘルプ関連のものです。コマンド
の詳細は，「16.14 adsrvn」を参照してください。
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14.9　蓄積されたメールの削除
システム管理者は，運転席から各ユーザのメールボックスを参照し，メールを手動で削
除できます。ここでは，運転席で各ユーザのメールを削除する方法について説明します。

メールは，未読，既読に関係なく，削除できます。未読のメールを削除した場合，メー
ルの送信者に「受信不能」が通知されます。

！！！！ 注意事項

システム管理者は，ユーザ自身が定期的にメールを削除するように指導してください。

まず，ユーザ台帳ダイアログボックスで，どのメールボックスのメールを削除するのか
を指定します。次に，メールボックス管理ダイアログボックスを表示します。操作手順
は次のとおりです。

1. システム管理ウィンドウの [ファイル (F)]から [電文処理 (E)]を選択します。

2. [電文処理 (E)]から [メールボックス (M)]を選択します。
ユーザ台帳ダイアログボックスが開きます。

3. メール属性付きのユーザ，または組織を選択します。

4. [選択 ]ボタンを選択します。
メールボックス管理ダイアログボックスが開きます。ただし，サーバが停止中の場合
は開きません。

ID
ユーザ ID，または組織 IDが表示されます。
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日本語名
ユーザ名，または組織名が表示されます。

種別
あらかじめ，送信メールボックスが選択されています。[↓ ]ボタンで，送信メール
ボックスから受信メールボックス，および保留メールボックスへの切り換えができ
ます。選択したメールボックス内のメールが一覧表示されます。

メール一覧表示
宛先または送信者，日時，主題，および種類が表示されます。メールの種類には，
「親展」「重要」「至急」「返信要求有り」の四つがあります。それぞれ「親」「重」
「急」「返」で表示されます。

[削除 ]ボタン
指定したメールを削除します。

[転送 ]ボタン
メールの転送ダイアログボックスが開きます。転送先のニックネームを入力し，選
択したメールを転送します。

[全選択 ]ボタン
メール一覧に表示されているすべてのメールを選択します。

[↑ ]ボタン
表示されているメールから，前 50件のメールを表示します。

[↓ ]ボタン
表示されているメールから，後ろ 50件のメールを表示します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

次の順番でメールを削除します。

1. 削除したいメールまたは [全選択 ]ボタンを指定します。

2. [削除 ]ボタンを選択します。
「指定されたメールを削除してよろしいですか。」というメッセージが表示されます。

3. [了解 ]ボタンを選択します。
指定したメールが削除されます。
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14.10　S/MIME機能での運用

S/MIME機能を使用してセキュリティを強化した暗号化・デジタル署名したメールを送
受信するときに必要な設定について説明します。

14.10.1　S/MIME機能の概要
S/MIME機能を使用すると，個人メールでの S/MIME規格に準拠した暗号化・デジタル
署名したメールを送受信することが可能となります。このためセキュリティが強化でき
ます。

！！！！ 注意事項

暗号化・デジタル署名したメールを使用するユーザには E-mailアドレスを登録する必要が
あります。また，インターネット上のユーザと E-mailのやり取りを行なう場合は，アドレ
ス管理ドメイン内にMail - SMTPおよび sendmailが必要となります。暗号化・デジタル署
名したメールはシステム全体の負荷を向上させるため 10MB以内データの送受信を推奨しま
す。

14.10.2　S/MIME機能利用時に必要な設定
メールサーバで S/MIME機能を利用して暗号化・デジタル署名したメールを送受信する
場合に必要な設定について説明します。
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●メールサーバのアドレスサービスを停止してください。

●登録ユーザのニックネームや E-mailアドレスの情報がメモリキャッシュ上に展開さ
れるキャッシュサイズをすべてのメールサーバの gmpublicinfoファイルに
「NICKNAME_CACHE_LIMIT」を設定してください。
メモリキャッシュは，メールユーザ，宛先ユーザ，共用メールボックスが対象となり
ます。[注 1]

● Object Serverが起動している状態で admkordtコマンドを -mオプションを指定して
実行してください。全メールサーバで実行してください。（コマンドリファレンス
16.5）。[注 2]

● S/MIME機能に対応していないクライアントでマルチパート署名形式のメールを参照
するときに添付ファイルに付けるか付けないかを設定してください。
使用する目的に合わせて全メールサーバの gmpublicinfoファイルに設定してくださ
い。[注 3]
1. S/MIME機能を使用するとき

gmpublicinfoファイルに「SECURE_MIME=Y」を設定してください。省略した
場合は，この設定となります。

2. 全クライアントが S/MIME機能に対応しているとき
gmpublicinfoファイルに「DUAL_BODIES=N」を設定してください。
S/MIME機能に対応していないクライアントで暗号化・デジタル署名したメール
の送受信は可能ですが，受信したメールが署名データ形式や暗号のとき本文は参照
することはできません。マルチパート署名形式のとき本文を参照することはできま
すが添付ファイルを参照することはできません。検定はできません。
このため，本設定で運用するときは，全利用者が S/MIME機能に対応したクライ
アントを使用している環境にすることを推奨します。

3. 全クライアントが S/MIME機能に対応していないとき
gmpublicinfoファイルに「DUAL_BODIES=Y」を設定した場合，または省略した
場合は，この設定となります。
この設定では，S/MIME機能に対応していないクライアントで暗号化・デジタル
署名したメールの送受信は可能ですが，受信したメールが署名データ形式や暗号の
とき本文は参照することはできません。マルチパート署名形式のとき本文，添付
ファイルとも参照できます。検定はできません。
しかし，暗号化・デジタル署名したメールのサイズが大きくなるため，全利用者が
S/MIME機能に対応したクライアントを使用している環境であれば，2.の設定で
運用することを推奨します。

●メールサーバのアドレスサービスおよびメールサーバを起動します。

[注 1] gmpublicinfoファイルの設定は全サーバに対して行なってください。

[注 2] admkordtコマンドの実行は省略可能ですが省略した場合は，初回のアドレスサー
ビスの起動に時間がかかります。もしも，３分以内に全ユーザがメモリキャッシュに
ロードできないとタイムアウトとなりメモリキャッシュが不完全な状態となるので登録
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ユーザ数が多い環境では「admkordt -m」コマンドを実行することを推奨します。

[注 3] gmpublicinfoファイルの設定値はアドレスドメイン内の全メールサーバの設定値
は同じにしてください。

また，Mail - SMTPでアドレス管理ドメイン間の接続をする場合は，各アドレス管
理ドメインにおける設定は同じであることが望ましいです。

14.10.3　エラー本文の設定
S/MIME機能に対応していないクライアントで暗号化・デジタル署名したメールを受信
したときに，このメールが署名データ形式または，暗号の場合は本文を参照できません。
エラー本文とは，本来の本文に代えて参照できないということを示すメッセージに差替
えた本文のことを言います。

エラー本文は，元々システムで定義されたデフォルト文（システム定義エラー本文）も
ありますが，システム管理者が任意に作成するユーザ定義エラー本文を作成することも
可能です。ユーザ定義エラー本文が存在するときはユーザ定義エラー本文を使用します。

●システム定義エラー本文
システム定義エラー本文はリッチテキスト用，プレーンテキスト用の 2種類があり，
内容は次のようになります。
1. リッチテキストシステム定義エラー本文内容

2. プレーンテキストシステム定義エラー本文内容

●ユーザ定義エラー本文
システム管理者が定義するユーザ定義エラー本文は次のファイル名で作成してくださ
い。
エラー本文にはリッチテキスト用，プレーンテキスト用の 2種類がありクライアント
のモードによって表示されるものが変わります。
1. リッチテキストユーザ定義エラー本文ファイル名称
＜インストールディレクトリ＞ ¥nxcdir¥gmuerbdy.rtf

2. プレーンテキストユーザ定義エラー本文ファイル名称
＜インストールディレクトリ＞ ¥nxcdir¥gmuerbdy.txt

ユーザ定義エラー本文を作成するときは次のことを注意してください。
1. プレーンテキスト用のファイルはプレーンテキストで作成してください。
2. リッチテキスト用のファイルはリッチテキストで作成してください。
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3. 文字コードは SJISコードで作成してください。
4. 改行コードが不正にならないようWindows上で作成したファイルはWindows版
だけで使用し，UNIX上で作成したファイルはUNIX上で使用するようにしてく
ださい。

5. 文字化けを防止するため，外字は使用しないでください。
6. ユーザ定義エラー本文の内容はシステム管理者の責任で作成してください。

！！！！ 注意事項

ユーザ定義エラー本文は，設定したメールサーバにだけ有効です。メールサーバのサーバの
再起動によって反映されます。

14.10.4　POP3/IMAP4で S/MIME機能を使用する場合の設定
POP3/IMAP4で S/MIME機能を使用する場合は次の設定を行なってください。

●「Address_Mail Server セットアップ」画面でMail Serverオプション欄の最優先アド
レスマッピング指定を「ユーザ属性の E-mailアドレスマッピング (E)」を設定してく
ださい。

●Mail - SMTP環境定義のアドレスマッピングルールを DBマッピングルールとしてく
ださい。Mail - SMTPの環境設定および起動については「Groupmax Mail - SMTP 
Version 6 運用ガイド」（Windows用）を参照してください。

14.10.5　自動削除デーモンを運用している場合の注意
暗号化・デジタル署名したメールのディスク容量は，実際のメールサイズとは異なり大
きくなります。特に，復号化したデータを添付ファイルに付ける設定の状態で S/MIME
機能を使用していると，ディスク使用量と実際のメールサイズとはかなり異なります。

実際のメールサイズがメールボックス容量の上限値に達するまで自動削除デーモンでは
削除されないため，ディスク容量がメールボックス容量の上限値を超えていても自動削
除デーモンによるメール削除が行なわれない場合があります。

そのため，ディスク容量不足とならないために十分なディスク容量を確保する必要があ
ります。

14.10.6　注意事項
● S/MIME機能を使用して暗号・デジタル署名したメールを送受信できるのは個人メー
ルだけです。
次のメール機能では使用できません。
• 組織メール
• 保留メール
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• 電文処理
• システム席メール
• 記事
• 回覧
• リモートＰＣ

●暗号化・デジタル署名したメールがマルチパート署名形式（「DUAL_BODIES=Y」ま
たは，省略指定）のときクライアントで送受信できる添付ファイル数は 23個までと
なります。
暗号化・デジタル署名したメールがマルチパート署名形式（「DUAL_BODIES=N」指
定）のときクライアントで送受信できる添付ファイル数は通常メールと同様 24個ま
でとなります。

● E-mailアドレスの設定は 126文字以内にしてください。126文字を超えると承認者に
E-mailアドレスが設定できなくなる場合があります。

●暗号化・デジタル署名したメールを E-mailとして受信する場合には，Mail - SMTP
と同居しているメールサーバの gmpublicinfoファイルに「SECURE_MIME=N」の
設定は行なわないでください。

● S/MIME機能を使用した場合，暗号化・デジタル署名する前に E-Mailの形式に変換
します。したがって，E-mailで使用できない SJIS(0x8141～ 0xeaa4)範囲外の漢字
または記号が本文，主題，添付ファイル名に含まれている場合は，アドレス管理ドメ
イン内のユーザに宛てたメールでも該当文字の文字化けが発生します。
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14.11　サーバのチューニング
メールサーバでのメール操作のレスポンスを向上させることができます。

この節では，レスポンス向上のためのメールサーバのチューニングについて説明します。

14.11.1　メール操作のレスポンス向上
クライアントでメールを扱うときには，宛先や送信者名はニックネームや日本語名で表
示されます。これは，Mail Serverが O/R名をニックネームや日本語名に変換してクラ
イアントに渡しているからです。

Mail Serverでは，O/R名に「/D=RFC-822;」で始まる要素が含まれている場合に，ニッ
クネームや日本語名へ変換しないようにすることができます。この機能を利用すること
で，インターネットアドレスを含むメールを一覧したり参照したりするときのレスポン
スを向上させることができます。

（1） 設定方法

1. レスポンスを向上させたいメールサーバの gmpublicinfo「DDA_ORTONICK=N」を記
述します。
DDA_ORTONICKの詳細については，「5.8 gmpublicinfoファイルの設定」を参照し
てください。

2. メールサーバを再起動します。

（2） レスポンスが向上する対象

この設定によって，次の機能のレスポンスが向上します。

• 受信メール一覧
• 受信メール参照
• 送信メール一覧
• 送信メール参照

（3） 注意事項

gmpublicinfoファイルに「DDA_ORTONICK=N」が記述されていない場合は，宛先
ユーザとして O/R名に「/D=RFC-822;」で始まる要素が含まれるユーザを登録すれば，
インターネットアドレスも宛先ユーザのニックネームや日本語名で表示されます。

しかし，gmpublicinfoファイルに「DDA_ORTONICK=N」を記述すると，O/R名が変
換されないため，宛先ユーザを登録してもニックネームや日本語名では表示されません。
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15　バックアップとリストア
ここでは，Address ServerおよびMail Serverのバックアップ
とリストアについて説明します。

15.1　概要

15.2　バックアップ

15.3　リストア

15.4　バックアップの取得タイミング

15.5　運用例
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15.1　概要
Address ServerとMail Serverでは，アドレス管理ドメイン内すべてのサーバに対して
定期的にバックアップ処理を実施する必要があります。これを実施していないと障害に
よってデータが破損した場合，修復できません。

Address ServerとMail Serverのバックアップおよびリストア（復元）はサーバ単位に
実行します。アドレスサーバ（メールサーバ）とマスタ管理サーバは同期を取った作業
が必要です。

このマニュアルでは，Address ServerとMail Serverのバックアップおよびリストアに
ついて，通常実行するバックアップおよびリストア，ならびにユーザがMail Serverの
一部の機能を利用できる状態で実行する，Mail Server固有のバックアップおよびリスト
アの 2種類の方法を説明します。この章では，通常実行するバックアップ（以降，バッ
クアップと呼びます）およびリストアの方法について説明します。ユーザがMail Server
の一部の機能を利用できる状態で実行する，Mail Server固有のバックアップ（以降，
メールの稼働中バックアップと呼びます）およびリストアの方法については，「付録 F 
メールの稼働中バックアップ」を参照してください。データベースのバックアップおよ
びリストアの方法については，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システ
ム管理者ガイド」（Windows用）を参照してください。Windows NTのバックアップお
よびリストアの方法については，Windows NTのマニュアルを参照してください。
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15.2　バックアップ
サーバのバックアップについて説明します。稼働中バックアップについては，「付録 F 
メールの稼働中バックアップ」を参照してください。

バックアップは，Address Server，Mail Serverおよび Object Serverのすべてのサービ
スとプログラムを停止した状態で実行します。基本的には，Address ServerおよびMail 
Serverのインストール先ディレクトリ以下，すべてのディレクトリとファイルをそのま
まバックアップします。

15.2.1　バックアップ取得の注意事項
●マスタ管理サーバおよびマスタ掲示板を設定したメールサーバのバックアップは，ほ
かのサーバのバックアップよりも常に最新にしておいてください。全マスタ掲示板を
マスタ管理サーバまたは一つのメールサーバに集約する方が，サーバがクラッシュし
たときの回復およびバックアップの運用がしやすくなります。

● Address ServerとMail Serverが使用する全管理ファイルとデータベースファイルの
バックアップは同時に取得してください。
バックアップの対象になるディレクトリとファイルを次に示します。
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥groupmax
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥nxcdir
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥nxudir
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥nxrdir
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥nxsdir
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥oafkairan
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥x400¥config
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥x400¥runtime
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥UXPL.tmp
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥isp
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥bin¥setup¥auto_start.bat
• ＜インストール先ディレクトリ＞ ¥bin¥setup¥auto_stop.bat
• Object Serverが持っている全データベースファイル

！！！！ 注意事項

＜インストール先ディレクトリ＞ ¥bin¥admディレクトリは Address Server Version 3以降
からはバックアップ対象ではありません。

バックアップの対象になるデータベースファイルは，初期設定パラメタファイルに記述
した次のファイルです。
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●ほかの Groupmaxアプリケーションとデータベースを共有している場合，Object 
Serverを含めたすべての Groupmaxサーバおよびアプリケーションのファイルと
データベースのバックアップも同時に取得してください。

●マスタ管理サーバのジャーナルを採取することによって，マスタ管理サーバがクラッ
シュした場合に，ユーザ情報などのデータを回復できます。マスタ管理サーバの
ジャーナルを採取するためには，マスタ管理サーバの gmpublicinfoファイルに環境変
数MNG_JOURNALを記述します。環境変数MNG_JOURNALについては，「5.8 
gmpublicinfoファイルの設定」を参照してください。

●バックアップを実施するには，サーバ上の Address Server，Mail Server，Object 
Serverおよび Object Serverの DBを使用するすべての Groupmaxサーバのサービス
とプログラムを停止する必要があります。そのため，バックアップ中は Address 
Server，Mail Serverおよび Object Serverの全機能が利用できません。

●リストア時，Object Serverを含めたすべての他 Groupmaxサーバのデータについて
は，Address Server，Mail Serverのバックアップデータと同じ時点に取得したデー
タをリストアしてください。

master01 data01

dictionary01 oidindex01

GMA_LASTSEQNO_Type GMA_USERCONFIG_Type

GMA_USERCONFIG_ORNAME GMA_SENDMAILMAIN_Type

GMA_SENDRECIPIENTS_Type GMA_SENDRECIPIENTS_ORNAME

GMA_KMLT_Type GMA_RECVMAILMAIN_Type

GMA_REPORTMAIN_Type GMA_NOTICEMAIN_Type

GMA_RODATA_Type GMA_AORT_Type

GMA_CMPT_Type GMA_IORT_Type

GMA_LORT_Type GMA_LUST_Type

GMA_NXCT_Type GMA_NXIT_Type

GMA_NXIT_OR_NAME GMA_NXLT_Type

GMA_TEMT_Type GMA_TERMT_Type

GMA_USRT_Type GMA_USRT_OR_NAME

GMA_BDIT_Type GMA_BRDT_Type

GMA_KAIRANDB_Type GMA_HUST_Type

GMA_UDAT_Type GMA_UDNT_Type

GMA_GMAT_Type GMA_GMAT_ATTR

GMA_INDEX_MAIL GMA_INDEX_USER
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15.2.2　バックアップのタイミング
Address ServerとMail Serverのそれぞれの情報は，次に示す状態でバックアップされ，
リストア時にそのまま復元されます。

Address Server情報
• システム構成情報は，バックアップのために停止した時点の状態
• ユーザ情報は，バックアップのために停止した時点の状態，またはジャーナルに
よって取得されている最新の状態

Mail Server情報
• システム構成情報は，バックアップのために停止した時点の状態
• 掲示板情報はバックアップのために停止した時点の状態，またはジャーナルに
よって取得されている最新の状態

• レプリカ掲示板の記事は，バックアップ採取時で最新の状態
• マスタ掲示板の記事は，バックアップのために停止した時点の状態
• メールは，バックアップのために各サーバが停止した時点の状態

15.2.3　バックアップの手順
バックアップの主な手順を次に示します。

バックアップ手順
1. バックアップするサーバ上の他 Groupmaxサーバをすべて停止する。
2. バックアップするサーバ上のアドレスサービスを停止する。
3. バックアップするサーバ上の Object Serverのサービスを停止する。
4. バックアップ対象ディレクトリおよびファイルを別ファイルシステムまたは二次
媒体にバックアップする。

5. マスタ管理サーバ上に取得しているバックアップしたサーバのジャーナルファイ
ルをクリアする。

6. バックアップしたサーバ上のアドレスサービスおよびサーバを起動する。
7. バックアップしたサーバ上の他 Groupmaxサーバを起動する。
8. バックアップデータを直接二次媒体に取得しないでディスクに取得した場合は，
バックアップデータを二次媒体にコピーする。

次に，バックアップの具体的な手順を次に示す四つの場合に分けて説明します。

●マスタ管理サーバのバックアップ (運転席，Windows NTの機能を利用した通常の
バックアップの場合 )

●マスタ管理サーバのバックアップ (自動化する場合 )

●マルチサーバ構成のアドレスサーバまたはメールサーバのバックアップ (運転席，
Windows NTの機能を利用した通常のバックアップの場合 )

●マルチサーバ構成のアドレスサーバまたはメールサーバのバックアップ (自動化する
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場合 )

（1） マスタ管理サーバのバックアップ (運転席，Windows NTの機能を
利用した通常のバックアップの場合 )

マスタ管理サーバのジャーナルを取得していない場合，手順 1から手順 4までは不要で
す。マスタ管理サーバのジャーナルを取得するように設定している場合，ジャーナルは
マスタ管理サーバとして運用しているマシンの指定ボリュームに蓄積されます。

1. 運転席を起動して，名前データベースウィンドウを表示します。

2. 名前データべースウィンドウの [データべース (D)]から [バックアップ (B)]を選択し
ます。
バックアップダイアログボックスが表示されます。排他が開始されます。

3. マスタ管理サーバを指定して [ジャーナルクリア ]ボタンを選択します。
データ整合性維持のためのジャーナルがクリアされます。ジャーナルは，登録情報な
どが記録されたシステム履歴情報です。

4. [閉じる ]ボタンを選択します。
バックアップダイアログボックスを閉じます。排他が終了します。

5. 運転席を終了します。

6. マスタ管理サーバのサーバを停止します。
サーバの停止については，「13 サーバの起動と停止」を参照してください。

7. アドレスサービス，Object Serverのサービスを順に停止します。

8. バックアップ処理の対象となるサーバについて，バックアップを取得します。
Windows NTの「管理ツール (共通 )」の「バックアップ」機能を使用して，<イン
ストール先ディレクトリ >の下にある Address ServerとMail Serverのファイルお
よび Object Serverのデータベースファイルのバックアップを取得します。
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（2） マスタ管理サーバのバックアップ (自動化する場合 )

運転席を停止した状態で実行してください。

1. マスタ管理サーバのサーバを停止します。
apstartコマンドを使用してください。

2. マスタ管理サーバのアドレスサービス，Object Serverのサービスを順に停止します。

3. マスタ管理サーバの Address ServerとMail Serverのディレクトリおよびデータベー
スファイルのバックアップを取得します。

4. マスタ管理サーバのジャーナルを取得している場合，次のファイルを削除します。
<MNG_JOURNALで指定したディレクトリ >¥MCH_JOURNAL下のすべてのファ
イル

（3） マルチサーバ構成のアドレスサーバ又はメールサーバのバックアッ
プ (運転席，Windows NTの機能を利用した通常のバックアップの
場合 )

1. nxsrepstatコマンドを使用して，バックアップサーバへのレプリケーションが完了し
ているかを確認します。
完了していない場合は運転席の名前データベースウィンドウで整合性を確保してくだ
さい。レプリケーションが完了したら，手順 2に進んでください。

2. 運転席を起動して，名前データベースウィンドウを表示します。

3. 名前データべースウィンドウの [データべース (D)]から [バックアップ (B)]を選択し
ます。
バックアップダイアログボックスが表示されます。排他が開始されます。

4. バックアップサーバを指定して [ジャーナルクリア ]ボタンを選択します。
データ整合性維持のためのジャーナルがクリアされます。ジャーナルは，登録情報な
どが記録されたシステム履歴情報です。

5. [閉じる ]ボタンを選択します。
バックアップダイアログボックスを閉じます。排他が終了します。

6. バックアップサーバのサーバを停止します。
サーバの停止については，「13 サーバの起動と停止」を参照してください。

7. 運転席を終了します。

8. バックアップサーバのアドレスサービス，Object Serverのサービスを順に停止しま
す。

9. バックアップ処理の対象となるサーバについて，バックアップを取得します。
Windows NTの「管理ツール (共通 )」の「バックアップ」機能を使用して，<イン
ストール先ディレクトリ >の下にある Address ServerとMail Serverのファイルお
よび Object Serverのデータベースファイルのバックアップを取得します。
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（4） マルチサーバ構成のアドレスサーバ又はメールサーバのバックアッ
プ (自動化する場合 )

運転席を停止した状態で実行してください。

1. マスタ管理サーバとバックアップサーバのサーバを同時に停止します。
apstartコマンドまたは nxsmngsrvコマンドを使用してください。

2. マスタ管理サーバとバックアップサーバのアドレスサービスを同時に停止します。

3. バックアップサーバの Object Serverのサービスを停止します。

4. バックアップサーバで必要なデータをバックアップします。
バックアップの対象になるデータは，「15.2.1 バックアップ取得の注意事項」で示し
たすべてのディレクトリ，ファイル，およびデータベースファイルです。

5. マスタ管理サーバの <インストール先ディレクトリ >¥nxsdir¥journalディレクトリ下
から，バックアップを取得したサーバのホスト名が付いたファイルを削除します。
ただし，マスタ管理サーバに対するファイルはありません。

！！！！ 注意事項

このファイルは前回のバックアップの時点から現在までのユーザ，組織，掲示板の登録情報
をジャーナルとして記録しているファイルです。バックアップを取得した時点で消去しない
と，リストア後のデータ修復ができなくなるので，必ず消去してください。

15.2.4　バックアップ作業時間の見積もり
バックアップを実行する場合の作業時間の見積もりを次に示します。

なお，ここに示す見積もり値はおおよその目安ですので，ユーザの運用によっては値が
変わることがあります。

作業名 見積もり説明

アドレスサービスの停止 他 Groupmaxサーバの停止を含めて 5分程度です。

Object Serverの停止 1分程度です。

バックアップ バックアップ対象ディレクトリおよびデータベースファイルのサイ
ズと，ディスクからバックアップ先へのコピー性能に依存します。

ジャーナルのクリア 1分程度です。

アドレスサービスとサーバの起
動

他 Groupmaxサーバの起動を含めて 5分程度です。
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15.3　リストア
サーバがクラッシュしたときの，バックアップからのリストアについて説明します。た
だし，「15.2 バックアップ」で説明している方法で，バックアップを取得していることが
前提となります。

なお，メールの稼働中バックアップで取得したデータをリストアするときは，ここで説
明するリストアに加えて，メールの稼働中バックアップで取得したデータをリストアす
る必要があります。詳細は「付録 F メールの稼働中バックアップ」を参照してください。

15.3.1　リストア時の注意事項
リストア作業では次の点に注意してください。

• バックアップしたデータをリストアする場合，リストア先のファイルとデータベース
をすべて削除した後にリストアしてください。
また，ほかの Groupmaxアプリケーションとデータベースを共有している場合，各
Groupmaxアプリケーションのファイルとデータベースも同時にバックアップした
データをリストアしてください。

• リストアする場合，Address Serverは，バックアップ前の運用時と必ず同じディレク
トリにインストールしてください。ディレクトリ名称の大文字，小文字も同じでなけ
ればなりません。

15.3.2　マスタ管理サーバがクラッシュした場合
マスタ管理サーバのジャーナルを取得していない場合は，すべてのサーバをバックアッ
プからリストアする必要があります。

しかし，マスタ管理サーバのジャーナルを取得している場合，マスタ管理サーバだけを
バックアップからリストアすることで回復できます。

！！！！ 注意事項

マスタ管理サーバのジャーナルを取得していない場合はマスタ管理サーバだけをリストアす
ると，サーバ間の登録情報，掲示板情報が不整合となり運用を続行できなくなります。必ず
すべてのサーバのリストアを実行してください。

主に次に示す順番でサーバをリストアします。

1. リストアするサーバ上の他 Groupmax サーバをすべて停止する。
2. リストアするサーバ上のアドレスサービスを停止する。
3. リストアするサーバ上の Object Serverのサービスを停止する。
4. Address ServerおよびMail Serverをアンインストールする。※

5. Address ServerおよびMail Serverをインストールする。
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6. Object Serverおよび他 Groupmaxサーバも必要によりインストールする。
7. リストアするサーバ上で，Address_Mailセットアップを実行する。リストアするも
のと同じ内容を指定する。

8. バックアップしたデータをリストア環境にコピーする。
9. リストアしたサーバ上のアドレスサービスおよびサーバを起動する。
10.リストアしたサーバに対して，運転席で「データ修復」を実行する。
11. nxsrepstatコマンドを実行し，レプリケーションが完了したことを確認する。
12.掲示板の「整合性の確保」を実行する。

注※
アンインストールは，すべてのバックアップ対象ディレクトリをバックアップして
いる場合に実施してください。それ以外の場合は，アンインストールはしないで
バックアップしたディレクトリだけを削除してください。

マスタ管理サーバに対してリストアを実行した場合は，アドレス管理ドメイン内，すべ
てのアドレスサーバのバックアップを取得してください。バックアップ取得後は，
ジャーナルをクリアしてください。なお，同期を取ってバックアップした場合は，すべ
ての情報がバックアップ時点の状態に戻ります。逆に，同期を取らないでバックアップ
した場合，掲示板を含む登録情報については，マスタ管理サーバのバックアップ取得時
点の状態に戻ります。掲示板のリストア作業については次の点に注意してください。

●「15.2 バックアップ」で説明した運用で掲示板の記事のバックアップを取得している
ときは，すべてのサーバをリストアした後に運転席から全掲示板の整合性を確保して
ください。この操作によって，レプリカ掲示板の記事も最新の状態に戻ります。

●「15.2 バックアップ」で説明した運用でバックアップを取得していないときは，すべ
てのサーバをリストアした後に運転席から全掲示板の整合性を確保することで，レプ
リカ掲示板の記事はマスタ掲示板と同じになります。

掲示板の整合性確保の操作については，「11.1.4 掲示板の整合性確保」を参照してくださ
い。

15.3.3　アドレスサーバ，メールサーバがクラッシュした場
合

この場合は，クラッシュしたアドレスサーバ，メールサーバだけをリストアします。こ
のとき，アドレスサーバ，メールサーバをリストアした後で，運転席のリストアダイア
ログボックスの「データ修復」を実行してください。

この操作によって，掲示板を含む登録情報については，マスタ管理サーバと同じになり
ます。メールボックスについては，クラッシュしたサーバのバックアップ取得時点の状
態に戻ります。

●掲示板の記事については，クラッシュしたサーバにマスタ掲示板がある場合，運転席
からこのマスタ掲示板の整合性を確保することで，他サーバのレプリカ掲示板の記事
がマスタ掲示板と同じになります（整合性が確保されます）。ただし，マスタ掲示板が
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古い状態に戻っているため，レプリカ掲示板も古い状態になります。

●クラッシュしたサーバにレプリカ掲示板がある場合は，運転席からこの掲示板の整合
性を確保することで，マスタ掲示板と同じ最新の状態になります。掲示板の整合性確
保の操作については，「11.1.4 掲示板の整合性確保」を参照してください。

15.3.4　リストアの手順
リストアの手順を次の三つの場合に分けて説明します。

●ジャーナルを取得している場合のマスタ管理サーバのリストア

●ジャーナルを取得していない場合のマスタ管理サーバのリストア

●アドレスサーバのリストア

（1） ジャーナルを取得している場合のマスタ管理サーバのリストア

1. 運転席を終了します。

2. apstartコマンドまたは nxsmngsrvコマンドを使用して，マスタ管理サーバとすべて
のアドレスサーバのサーバを停止します。
サーバの停止については，「13 サーバの起動と停止」を参照してください。

3. マスタ管理サーバのアドレスサービス，Object Serverのサービスを順に停止します。

4. すべてのアドレスサーバのアドレスサービス，Object Serverのサービスを停止しま
す。

5. マスタ管理サーバの Address ServerおよびMail Serverをアンインストールします。

6. マスタ管理サーバに Address ServerおよびMail Serverをインストールします。
Object Serverおよびほかの Groupmaxサーバも必要に応じてインストールしてくだ
さい。

7. マスタ管理サーバ上で Address_Mailをセットアップします。

8. マスタ管理サーバのリストアを実行します。
Windows NTの「管理ツール (共通 )」の「バックアップ」機能を使用して，バック
アップファイルをリストアします（「復元」を指定してください）。

9. マスタ管理サーバのアドレスサービスを起動します。

10.運転席を起動して，名前データべースウィンドウを表示します。

11.名前データベースウィンドウの [データベース (D)]から [リストア (R)]を選択しま
す。
リストアダイアログボックスが表示されます。排他が開始されます。この状態では
ユーザ情報の変更などはできません。
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12.すべてのアドレスサーバのアドレスサービスを起動します。

13.マスタ管理サーバに対して「データ修復」を実行します。
エラーになった場合はリストアを最初からやり直してください。

14.マスタ管理サーバの「データ修復」が完了したら，[閉じる ]ボタンを選択します。
リストアダイアログボックスを閉じます。排他が終了します。

15.マスタ管理サーバとすべてのアドレスサーバのバックアップを取得します。

16.掲示板管理ウィンドウを表示します。

17.全掲示板の整合性を確保します。
掲示板を指定し，次に [掲示板 (B)]の [整合性確保 (K)]を選択します。全掲示板に対
して実行します。

18.全掲示板に対する「整合性確保」が完了したら [閉じる ]ボタンを選択します。

注意
• 必ず運転席から全掲示板の整合性を確保してください。この操作をしないとサー
バ間で記事の不整合が発生して既存の掲示板を利用できなくなります。

• マスタ管理サーバのデータ修復は，マスタ管理サーバ上の運転席で実行してくだ
さい。

（2） ジャーナルを取得していない場合のマスタ管理サーバのリストア

マスタ管理サーバをリストアする場合，アドレス管理ドメイン内のすべてのアドレス
サーバをリストアしてください。

1. 運転席を終了します。

2. apstartコマンドまたは nxsmngsrvコマンドを使用して，マスタ管理サーバとすべて
のアドレスサーバのサーバを停止します。
サーバの停止については，「13 サーバの起動と停止」を参照してください。

3. マスタ管理サーバとすべてのアドレスサーバのアドレスサービス，Object Serverの
サービスを順に停止します。
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4. マスタ管理サーバとすべてのアドレスサーバの Address Serverおよび Mail Serverを
アンインストールします。

5. マスタ管理サーバとすべてのアドレスサーバに Address Serverおよび Mail Serverを
インストールします。
Object Serverおよびほかの Groupmaxサーバも必要に応じてインストールしてくだ
さい。

6. マスタ管理サーバとすべてのアドレスサーバ上で Address_Mailをセットアップしま
す。

7. マスタ管理サーバとすべてのアドレスサーバについて，リストアを実行します。
Windows NTの「管理ツール (共通 )」の「バックアップ」機能を使用して，バック
アップファイルをリストアします（「復元」を指定してください）。

8. マスタ管理サーバとすべてのアドレスサーバのアドレスサービスを開始します。

9. 運転席を起動して，名前データべースウィンドウを表示します。

10.名前データベースウィンドウの [データベース (D)]から [リストア (R)]を選択しま
す。
リストアダイアログボックスが表示されます。排他が開始されます。この状態では
ユーザ情報の変更などはできません。

11.すべてのアドレスサーバに対して「データ修復」を実行します。ただし，マスタ管理
サーバのデータは修復しません。
アドレスサーバを指定して [データ修復 ]ボタンを選択します。バックアップ以後に
更新された登録情報を各アドレスサーバのデータベースに反映します。

12.すべてのアドレスサーバの「データ修復」が完了したら，[閉じる ]ボタンを選択しま
す。
リストアダイアログボックスを閉じます。排他が終了します。

13.nxsrepstatコマンドを実行し，レプリケーションが完了したことを確認します。

14.掲示板管理ウィンドウを表示します。

15.全掲示板の整合性を確保します。
掲示板を指定し，次に [掲示板 (B)]の [整合性確保 (K)]を選択します。全掲示板に対
して実行します。

16.全掲示板に対する「整合性確保」が完了したら [閉じる ]ボタンを選択します。

！！！！ 注意事項

必ず運転席から全掲示板の整合性を確保してください。この操作をしないとサーバ間で記事
の不整合が発生して既存の掲示板を利用できなくなります。



15.　バックアップとリストア

380

（3） アドレスサーバのリストア

アドレスサーバをリストアする場合，対象となるアドレスサーバだけに対してリストア
してください。

1. リストアするアドレスサーバのサーバを停止します。
サーバの停止については，「13 サーバの起動と停止」を参照してください。

2. 運転席を終了します。

3. リストアするアドレスサーバのアドレスサービス，Object Serverのサービスを順に停
止します。

4. リストアするアドレスサーバの Address ServerおよびMail Serverをアンインストー
ルします。

5. リストアするアドレスサーバに Address ServerおよびMail Serverをインストールし
ます。
Object Serverおよびほかの Groupmaxサーバも必要に応じてインストールしてくだ
さい。

6. リストアするサーバ上で Address_Mailをセットアップします。

7. リストア処理の対象となるサーバについて，リストアを実行します。
Windows NTの「管理ツール (共通 )」の「バックアップ」機能を使用して，バック
アップファイルをリストアします（「復元」を指定してください）。

8. リストアするアドレスサーバのアドレスサービスを開始します。

9. 運転席を起動して，名前データべースウィンドウを表示します。

10.名前データベースウィンドウの [データベース (D)]から [リストア (R)]を選択しま
す。
リストアダイアログボックスが表示されます。排他が開始されます。この状態では
ユーザ情報の変更などはできません。

11.リストアしたアドレスサーバに対して「データ修復」を実行します。
アドレスサーバを指定して [データ修復 ]ボタンを選択します。バックアップ以後に
更新された登録情報をアドレスサーバのデータベースに反映します。

12.[閉じる ]ボタンを選択します。
リストアダイアログボックスを閉じます。排他が終了します。

13.nxsrepstatコマンドを実行し，レプリケーションが完了したことを確認します。

14.掲示板管理ウィンドウを表示します。

15.リストアしたアドレスサーバにあるマスタ掲示板とレプリカ掲示板の整合性を確保し
ます。
掲示板を指定し，次に [掲示板 (B)]の [整合性確保 (K)]を選択します。全掲示板に対
して実行します。
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16.全掲示板に対する「整合性確保」が完了したら [閉じる ]ボタンを選択します。

！！！！ 注意事項

必ず運転席から，リストアしたアドレスサーバにある全掲示板の整合性を確保してくださ
い。この操作をしないとサーバ間で記事の不整合が発生して既存の掲示板を利用できなくな
ります。

15.3.5　リストア作業時間の見積もり
リストアを実行する場合の作業時間の見積もりを次に示します。

なお，ここに示す見積もり値はおおよその目安ですので，ユーザの運用によっては値が
変わることがあります。

作業名 見積もり説明

アドレスサービスの停止 他 Groupmaxサーバの停止を含めて 5分程度です。

Object Serverの停止 1分程度です。

インストール 通常時のインストールと同じです。Address Server，Mail Server
のインストールは 10分程度です。

リストア リストアデータのサイズと，バックアップ先からディスクへのコ
ピー性能に依存します。

セットアップ 5分程度です。

アドレスサービスとサーバの起
動

他 Groupmaxサーバの起動を含めて 5分程度です。

データ修復 前回のバックアップ以降に変更された登録情報の数に比例します。
サーバマシンおよび通信回線の性能にも依存しますが，通常 1人当
たり 5秒程度です。

記事の整合性確保 前回のバックアップ以降に変更された記事の数に比例します。サー
バマシンおよび通信回線の性能にも依存しますが，通常記事一つ当
たり 30秒程度です。
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15.4　バックアップの取得タイミング
頻繁にバックアップを取得することをお勧めします。

ただし，運用によってはそれができない場合もあります。その場合でも最低限，表 15-1
に示す作業を実行したときには，バックアップを取得してください。

表 15-1　バックアップの取得が必要な作業

項番 作業内容 バックアップ対象サーバ

1 サイトの設定 (登録，削除 ) マスタ管理サーバ

2 アドレスサーバの登録 マスタ管理サーバ，登録したアドレスサー
バ

3 アドレスサーバの削除 マスタ管理サーバ

4 メールサーバの設定 (登録，変更，削除 ) マスタ管理サーバ，設定したメールサーバ

5 レプリケーション中継サーバの登録または削
除

マスタ管理サーバ，設定したアドレスサー
バ

6 アプリケーション (自動削除デーモン，リ
モート PC，リモート PC/TCP)情報の設定 (
登録，変更，削除 )

設定したメールサーバ

7 X.400(ルーティンググループ，MTA，ゲー
トウェイ )の設定 (登録，変更，削除 )

マスタ管理サーバ，接続に関連する全メー
ルサーバ

8 回覧メールボックスの設定 設定したメールサーバ

9 最上位組織，組織，ユーザの設定 (登録，変
更，削除 )

マスタ管理サーバ

10 マスタ，レプリカ掲示板の設定 (登録，変
更，削除 )

マスタ管理サーバ，マスタ掲示板のある
メールサーバ

11 メンバ (アクセス権 )の設定 (登録，変更，
削除 )

マスタ管理サーバ

12 グループ情報の設定 マスタ管理サーバ

13 システムオプションの設定 マスタ管理サーバ

14 アドレスサーバのレビジョンアップ レビジョンアップしたアドレスサーバ
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15.5　運用例
バックアップを実行することで，Address ServerおよびMail Serverの全情報を取得で
きるため，バックアップは必ず定期的に実行してください。メールの稼働中バックアッ
プは任意に実行して構いません。

ここでは，バックアップの運用例を説明します。メールの稼働中バックアップの運用例
は，「付録 F メールの稼働中バックアップ」を参照してください。

（1） バックアップの定期的な実行

バックアップを定期的に実行します。この方法の場合，Address Server，Mail Serverの
インストール先ディレクトリ以下のデータをすべてバックアップできます。しかし，
バックアップ実行中はユーザが Address Server，Mail Serverのサービスを利用できま
せん。そのため，ユーザの利用が少ない時間帯，例えば，深夜に毎日バックアップを実
行してください。

1日の運用モデル例を次に示します。

上記の例を見てわかるように，毎日 2:00～ 5:00は Address Server，Mail Serverの
サービスを利用できません。

上記の運用では必ず Address Serverを停止しなければいけませんが，停止時間を短くす
るために，バックアップ時はハードディスクにデータをコピーし，サービス起動後に
ハードディスクから二次媒体にデータを取得する方法があります。
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16　コマンドリファレンス
この章では Address Server，およびMail Serverで使用する各
コマンドについて説明します。
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16.1　概要
この章では，Address ServerとMail Serverが提供する，各コマンドについて説明しま
す。説明するコマンドは次のとおりです。

adcdname
ドメイン名テーブルから不要なサーバ情報を削除する。

adcnsget
マスタ管理サーバで整合対象情報（マスタデータ）を取得する。

adcnsput
整合対象情報（マスタデータ）を基にアドレスサーバを回復させる。

adlsmvtb
拡張宛先解決テーブルの統計情報を出力する。

adlstalt
ユーザの代行受信設定の状況をファイルに出力する。

admkgsys
Groupmax_systemとして使用する最上位組織を指定する。

admkmvtb
宛先解決データを作成する。

admkordt
キャッシュセーブファイルを作成する。

adpaschk
アドレスユーザのパスワード有効期間を確認する。

adpasext
アドレスユーザのパスワード有効期間を延長する。

adpasind
アドレスユーザの有効期間を無期限にする（解除する）。

adpaslst
アドレスユーザのパスワード有効期間をサーバ単位でリスト出力する。

adsrvn
マスタ管理サーバのドメイン名またはホスト名の整合性を確保する。

apstart
メールサーバを起動または停止する。

gmlogagt
障害情報を収集する。
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manageridinit
運転席ログイン IDとそのパスワードを初期化する。

mhs_nadr_cfg
一つのマシンに複数のネットワークカードがある場合にも，メールサーバに設定で
きるようにする。

mlcnsmb
アドレスサーバの回復時に不要なメールボックスを削除する。

mllstdfq
メールサーバが配信を保留しているメールや掲示板記事の一覧を出力する。

mlmakcfg
Mail Serverで使用する環境設定機能の環境テンプレートの設定をサーバに登録す
る。

mlmfadm
指定したユーザが保持する回覧の一覧出力および削除を行う。

mlmvmbbs
マスタ掲示板とレプリカ掲示板を交換する。

mlstnews
不整合な記事の制御情報と実体ファイルを削除する。

mlulkmb
メールの稼働中バックアップに使用するMLgetBKコマンドのロックを解除する。

nxbbsrcv
掲示板の現在の容量および記事数の整合性を確保する。

nxsmngsrv
サイトまたはサーバを起動または停止する。

nxsrepstat
登録情報のレプリケーションが正常に終了したかどうかを確認する。

nxsrrx
運転席の名前データベースダイアログボックスの整合性および掲示板の整合性を確
保する。

nxudmail
保存期間より前に受信，送信したユーザおよび組織のメールを削除する。

nxudmailM
保存期間より前に受信，送信したユーザおよび組織のメールを削除する。

SETALT
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ユーザの代行受信を設定する。

udefset
MTAを設定するために必要な情報のデフォルト値を参照および変更する。

X400_MAIL_SYNC
不整合なメールの DB情報と実体ファイルを削除する。
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16.2　adcdname

マスタ管理サーバで保持しているサーバ情報から Address Serverがインストールされて
いないサーバの情報を削除します。

このコマンドはシステム管理者がマスタ管理サーバ上で実行してください。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動している。

●稼動中バックアップ中でない。

●アドレス管理ドメイン内のすべてのアドレスサーバが Version 3以降である。

コマンド書式

構文
adcdname [-s] [-e ファイル名] [-h]

引数とオプション

-s
エラーメッセージなどの実行結果を標準エラー出力に表示しない場合に指定します。
省略した場合は，標準エラー出力に表示します。

-e ファイル名
メッセージなどの実行結果をファイルに出力する場合に指定します。
ファイル名は 256文字以内の完全パスか相対パスで指定してください。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

2
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。マスタ管理サーバ
で再実行してください。
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3
マスタ管理サーバの Address Serverサービスが未起動です。マスタ管理サーバの
Address Serverサービスを起動後，再実行してください。

4
コマンドの中断を受け付けました。

5
メモリ不足が発生しました。

6
内部エラーが発生しました。

8
ＤＢアクセスで異常が発生しました。

10
環境変数の初期設定に失敗しました。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。または，nxsdname
ファイルをバックアップできません。-eオプションで指定したまたはインストール
ディレクトリ¥nxsdir¥nxsdname.cmdbkファイルを確認し障害を取り除いた後に再
実行してください。

255
環境変数の初期設定に失敗しました。

メッセージ

マスタ管理サーバで実行してください。

要因
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。

対処
マスタ管理サーバで再実行してください。

メッセージの出力ファイルで入出力エラーが発生しました。（errno）

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。
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マスタ管理サーバの Address Serverサービスが未起動です。

要因
マスタ管理サーバの Address Serverサービスが起動されていません。

対処
マスタ管理サーバの Address Serverサービスを起動後に再実行してください。

nxsdnameファイルのバックアップに失敗しました。errno=（errno）

要因
nxsdnameファイルをバックアップできません。

対処
nxsdname.cmdbkファイルを作成できる環境にありません。エラーナンバーを
参照して障害を取り除いた後に再実行してください。

メモリ不足が発生しました。

要因
メモリが不足しています。

対処
コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行してください。

パラメタが不正です。

要因
指定したパラメタが不正です。

対処
正しいパラメタを指定してください。

パラメタの引数が不正です。

要因
指定したパラメタの引数が不正です。

対処
正しい引数でパラメタを再指定してください。

指定したサーバをホームサーバとするユーザが存在するため削除できません。

要因
指定したサーバをホームサーバとするユーザが存在するため削除できません。

対処
指定されたサーバを削除する場合は，所属ユーザをホームサーバから削除また
は移動する必要があります。現在所属しているユーザのＩＤは l パラメタによ
り表示することができます。

ＤＢアクセスで異常が発生しました。

要因
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ObjectServerが利用できる環境ではありません。

対処
ObjectServerの起動状況を確認後，再実行してください。

稼動中バックアップ中のため処理できません。

要因
稼動中バックアップ中です。

対処
稼動中バックアップの終了後，再実行してください。

システムに異常が発生しました。

要因
一覧表示情報の取得に失敗しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

要求送信時にエラーが発生しました。

応答受信時にエラーが発生しました。

要因
一覧表示情報の取得時に通信エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

上記以外のメッセージ

要因
内部エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

機能説明

このコマンドは対話型のコマンドです。機能別にパラメタを指定して実行してください。

パラメタ説明

サーバ情報を削除する場合

d△サーバ番号
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登録されているをユーザ情報を表示する場合

l△サーバ番号

終了する場合

e

メッセージ

パラメタが不正です。

要因
指定したパラメタが不正です。

対処
正しいパラメタを指定してください。

パラメタの引数が不正です。

要因
指定したパラメタの引数が不正です。

対処
正しい引数でパラメタを再指定してください。

指定したサーバをホームサーバとするユーザが存在するため削除できません。

要因
指定したサーバをホームサーバとするユーザが存在するため削除できません。

対処
指定されたサーバを削除する場合は，所属ユーザをホームサーバから削除また
は移動する必要があります。
現在所属しているユーザの IDは，1パラメタにより表示することができます。
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16.3　adcnsget

マスタ管理サーバで整合対象情報（マスタデータ）を取得します。<インストール先
ディレクトリ > ¥bin¥adcnsget.exeを実行してください。マスタ管理サーバ上でシステ
ム管理者が実行してください。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバの Object Serverが起動している。

●システム管理者が実行する。

●マスタ管理サーバのバージョンが 03-10以降である。

●回復させるアドレスサーバのバージョンが 03-10以降である。

このコマンドは，サーバ起動中でも実行できます。ただし，実行できるのは，マスタ管
理サーバだけです。マスタ管理サーバで実行してください。

コマンド書式

構文
adcnsget -n ドメイン名 -d ディレクトリ名 [-e ファイル名] [-s] [-v] [-h]

引数とオプション

-n ドメイン名
回復させるアドレスサーバのドメイン名またはホスト名を指定します。

-d ディレクトリ名
整合対象情報（マスタデータ）を出力するディレクトリ名を指定します。システム
管理者が書き込み権限のある空のディレクトリを指定してください。200文字以内
の絶対パスで指定してください。ディレクトリがないとエラーになります。なお，
ドライブ直下（d:¥など）は指定できません。

-eファイル名
エラーメッセージなどの実行結果をファイルに出力する場合に指定します。ファイ
ル名は 256文字以内の絶対パスで指定してください。すでにファイルがある場合は
追加して書き込みます。-dオプションで指定したディレクトリは指定できません。

-s
エラーメッセージなどの実行結果を標準エラー出力に表示しない場合に指定します。
省略した場合は，標準エラー出力に表示します。

-v
取得処理の状況を標準出力に表示します。このオプションを省略した場合は標準出
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力に表示しません。

-h
ヘルプ（Usage）を標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定
した場合はほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

機能説明

このコマンド実行中は，運転席および一括登録ユティリティを操作できません。コマン
ド実行時にオプション指定で誤りがある場合は，Usageを表示します。このコマンドは
[cntl]+[Ｃ]キーを押すことで中断できます。ただし，コマンド内部で中断処理を実行す
るため，すぐにコマンドが終了するとは限りません。

！！！！ 注意事項

マスタ管理サーバでこのコマンドを実行中に，このコマンドを実行したウィンドウを閉じて
しまうと，システムの構成情報や登録情報を更新できなくなる場合があります。そのとき
は，次のファイルを削除してください。

<インストール先ディレクトリ >¥nxsdir¥reglock

<インストール先ディレクトリ >¥nxsdir¥syslock

状況表示

-vオプションを指定すると次のように表示されます。

システム管理，登録情報の更新を禁止します。
収集を開始しました。
［最上位組織］  ・ ・
［共用メールボックス］  ・ ・
［組織］  ・ ・
［ユーザ］  ・ ・ ・ ・
［グループ］  ・ ・
［掲示板］  ・ ・
その他の情報を収集中です。
システム管理，登録情報の更新禁止を解除します。
収集を終了しました。

●［最上位組織］，［共用メールボックス］，［組織］，［ユーザ］，［グループ］，［掲示板］欄
に表示する・は各項目を 100件処理するごとに 1個表示します。

●その他の情報とはグループメンバ情報や掲示板メンバ情報などのことです。

性能

次の条件での性能を示します。
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• CPU：Pentium 200メガヘルツ相当
• メモリ：128メガバイト

実行時間[秒]＝（C+G+B+Gm+Bm+Br）×0.2+（N+O+U）×0.5
 
C：全最上位組織数
N：全共用メールボックス数
O：全組織数
U：全ユーザ数
G：全グループ数
B：回復させるアドレスサーバにある掲示板数
Br：回復させるアドレスサーバにあるマスタ掲示板に設定されているレプリカ掲示板数
の合計
Gm：全グループメンバ数
Bm：回復させるアドレスサーバにある掲示板のメンバ数の合計
 

戻り値

0
整合対象情報（マスタデータ）の取得に成功しました。

1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

2
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。マスタ管理サーバ
で再実行してください。

5
メモリが不足しています。コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行して
ください。

13
このバージョン /レビジョンでは実行できません。バージョンアップ，レビジョン
アップ後に実行してください。

21
-nオプションで指定したドメイン名またはホスト名のアドレスサーバはありません。
または，-nオプションで指定したアドレスサーバはアドレス管理ドメインにありま
せん。-nオプションに正しいドメイン名またはホスト名を設定してください。

24
-dオプションで指定したディレクトリ下にファイルがあります。-dオプションで指
定したディレクトリ下にファイルがあるかどうかを確認してください。ファイルが
ある場合はファイルを削除するか，またはファイルのないディレクトリを指定して
再実行してください。

41
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Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境では
ありません。 Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

43
排他中のため操作できません。排他をする処理が終了してから，再実行してくださ
い。

80
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境では
ありません。 Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。-eオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

102
-dオプションで指定したディレクトリを扱うことができません。指定したディレク
トリに書き込み権限があるかどうか，ディレクトリは空かどうかなどを確認してく
ださい。

103
-dオプションで指定したディレクトリ下のファイルを扱うことができません。-dオ
プションで指定したディレクトリ，またはディレクトリ下のファイルを確認し，再
実行してください。

104
-dオプションで指定したディレクトリがありません。-dオプションで指定したディ
レクトリを確認，および作成した後に再実行してください。

105
-dオプションで指定したディレクトリがディレクトリではありません。-dオプショ
ンで指定したディレクトリを確認，および作成した後に再実行してください。

106
-dオプションで指定したディレクトリに書き込み権限がありません。-dオプション
で指定したディレクトリのアクセス権を確認，および設定した後に再実行してくだ
さい。

108
一時ファイルの削除に失敗しました。対処は不要です。

109
-eオプションで指定したファイルに書き込み権限がありません。-eオプションで指
定したファイルのアクセス権を確認，および設定した後に再実行してください。

112
-eまたは -oオプションで指定したファイル名がファイルではありません。-eまたは



16.　コマンドリファレンス

398

-oオプションで指定したファイル名を確認した後に再実行してください。

200
中断を受け付けました。必要に応じて再実行してください。

255
内部エラーが発生しました。障害受付窓口に連絡してください。

メッセージ

マスタ管理サーバで実行してください。

要因
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。

対処
マスタ管理サーバで再実行してください。

マスタデータの出力先ディレクトリ (d)で入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
マスタデータの出力先ディレクトリ dでエラーが発生しました。エラー要因の
エラーナンバを errnoに表示します。

対処
マスタデータの出力先ディレクトリ dに対して，権限（書き込み）や容量など
が出力できるか確認してください。コマンド実行時に，ディレクトリ dは空で
ある必要があります。

メモリ不足が発生しました。

要因
メモリが不足しています。

対処
コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行してください。

指定したドメイン名が不正です。

要因
-nオプションで指定したドメイン名またはホスト名のアドレスサーバはありま
せん。

対処
正しいドメイン名またはホスト名を指定し，再実行してください。

システム管理者で実行してください。

要因
システム管理者以外のアカウントで実行しました。

対処
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システム管理者で再実行してください。

Address_Mailセットアップを行ってから起動してください。

要因
セットアップされた環境ではありません。

対処
セットアップしてから再実行してください。

ＤＢアクセスで異常が発生しました。

要因
Object Serverが起動されていません。または Object Serverを利用できる環境
ではありません。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

エラーメッセージの出力ファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバを参照して障害を取
り除いた後に再実行してください。

登録情報の収集処理中に中断の指示を受け付けました。

要因
[Ctrl]+[C]による中止要求を受け付けました。

対処
対処は不要です。

収集処理でエラーが発生しました。

要因
整合対象情報（マスタデータ）の取得処理でエラーが発生しました。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，障害を取り除いた後に再実行して
ください。

マスタデータの出力先ディレクトリ下のファイルで入出力エラーが発生しました。
(errno)

要因
-dオプションで指定したディレクトリ下のファイルを扱うことができません。
エラー要因のエラーナンバを errnoに表示します。



16.　コマンドリファレンス

400

対処
-dオプションで指定したディレクトリ，またはディレクトリ下のファイルを確
認し，エラーナンバを参照して障害を取り除いた後に再実行してください。

指定したドメイン名のバージョン／レビジョンが不正です。

要因
-nオプションで指定したドメイン名またはホスト名のアドレスサーバのバー
ジョン /レビジョンではこの機能を使用できません。

対処
アドレスサーバをバージョンアップ /レビジョンアップした後に再実行してく
ださい。

Object Serverサービスを起動してください。

要因
Object Serverが停止しています。

対処
Object Serverを起動してから再実行してください。

指定したディレクトリは存在しません。（dir）

要因
-dオプションで指定したディレクトリがありません。指定したディレクトリを
dirに表示します。

対処
-dオプションで指定したディレクトリを確認，および作成した後に再実行して
ください。

指定したディレクトリはディレクトリではありません。（dir）

要因
-dオプションで指定したディレクトリがディレクトリではありません。指定し
たディレクトリを dirに表示します。

対処
-dオプションで指定したディレクトリを確認，および作成した後に再実行して
ください。

指定したファイル名はファイルではありません。（file）

要因
-eまたは -oオプションで指定したファイル名がファイルではありません。指定
したファイルを fileに表示します。

対処
-eまたは -oオプションで指定したファイル名を確認した後に再実行してくださ
い。
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指定したディレクトリには書き込み権限がありません。（dir）

要因
-dオプションで指定したディレクトリに書き込み権限がありません。指定した
ディレクトリを dirに表示します。

対処
-dオプションで指定したディレクトリのアクセス権を確認，および設定した後
に再実行してください。

指定したファイルには書き込み権限がありません。（file）

要因
-eオプションで指定したファイルに書き込み権限がありません。指定したファ
イルを fileに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルのアクセス権を確認，および設定した後に再
実行してください。

指定したディレクトリ下にファイルが存在します。（dir）

要因
-dオプションで指定したディレクトリ下にファイルがあります。指定したディ
レクトリを dirに表示します。

対処
-dオプションで指定したディレクトリ下にファイルがあるかどうかを確認して
ください。ファイルがある場合はファイルを削除するか，またはファイルのな
いディレクトリを指定して再実行してください。

排他中のため排他できませんでした。

要因
排他をする処理が実行中です。（稼働中バックアップ，アドレスサービスの起動
など）

対処
排他をする処理が終了してから，再実行してください。

更新処理を排他できませんでした。

要因
排他に失敗しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

更新処理の排他を解除できませんでした。

要因
排他の解除に失敗しました。
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対処
障害受付窓口に連絡してください。

[WARNING]情報ファイルの削除に失敗しました。

要因
一時ファイルの削除に失敗しました。

対処
対処は不要です。
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16.4　adcnsput

整合対象情報（マスタデータ）を基にアドレスサーバを回復させます。<インストール
先ディレクトリ > ¥bin¥adcnsput.exeを実行してください。アドレスサーバ（レプリ
ケーション中継サーバも含む）上でシステム管理者が実行してください。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●回復させるアドレスサーバの Object Serverが起動している。

●回復させるアドレスサーバのアドレスサービスが停止している。

●システム管理者が実行する。

●回復させるアドレスサーバのバージョンが 03-10以降である。

●回復させるアドレスサーバは，インストールとセットアップが完了している初期状態，
またはアドレスサービスやサーバを起動できる通常の状態である。

このコマンドを実行できるのは，アドレスサーバだけです。アドレスサーバで実行して
ください。

コマンド書式

構文
adcnsput -d ディレクトリ名 -o ファイル名 [-s] [-v] [-h]

引数とオプション

-d ディレクトリ名
基となる整合対象情報（マスタデータ）が格納されているディレクトリ名を指定し
ます。200文字以内の絶対パスで指定してください。ディレクトリがないとエラー
になります。

-o ファイル名
メッセージを出力するファイルを指定します。ファイル名は 256文字以内の絶対パ
スで指定してください。すでにファイルがある場合は追加して書き込みます。

-s
メッセージなどの実行結果を，標準エラー出力に表示しない場合に指定します。省
略した場合は，標準エラー出力に表示します。

-v
回復処理の状況を標準出力に表示します。このオプションを省略した場合は標準出
力に表示しません。

-h



16.　コマンドリファレンス

404

ヘルプ（Usage）を標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定
した場合はほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

機能説明

このコマンドの実行中は，アドレスサービスを起動できません。コマンド実行時にオプ
ション指定で誤りがある場合は，Usageを表示します。このコマンドは [cntl]+[Ｃ]キー
を押すことで中断できます。ただし，コマンド内部で中断処理を実行するため，すぐに
コマンドが終了するとは限りません。

注意
• アドレスサーバでこのコマンドを実行中に，このコマンドを実行したウィンドウ
を閉じてしまうと，アドレスサービスが起動できなくなる場合があります。その
ときは，次のファイルを削除してください。
<インストール先ディレクトリ >¥nxctmp¥adptservice.lock

• アドレスサーバでこのコマンドを実行中に Object Serverを停止すると，アドレス
サービスが起動できなくなる場合があります。そのときは，次のファイルを削除
してください。
<インストール先ディレクトリ >¥nxctmp¥adptservice.lock

• アドレスサーバでこのコマンドを実行中に，「KFXO00102-W 共用メモリサブプー
ルの使用量が xxx％になりました。」の警告メッセージが出力される場合がありま
す。これは，Object Serverの共用メモリの使用量が一時的に xxx％に達しただけ
です。障害ではありませんので無視してください。

• アドレスサーバでこのコマンドを実行すると，そのサーバにあるマスタ掲示板の
記事がなくなる場合があります。記事を保証したい場合は，クライアントでダウ
ンロードした後に実行してください。

• アドレスサーバでこのコマンドを実行すると，このアドレスサーバのキャッシュ
セーブファイルが無効になります。admkordtコマンドで新規にキャッシュセーブ
ファイルを作成した後に，アドレスサービスを起動することをお勧めします。

状況表示

-vオプションを指定すると次のように表示されます。

回復の準備中です。
回復を開始しました。
［最上位組織］  ・ ・
［共用メールボックス］  ・ ・
［組織］  ・ ・
［ユーザ］  ・ ・ ・ ・
［グループ］  ・ ・
［掲示板］  ・ ・
その他の情報を回復中です。
回復を終了しました。

●［最上位組織］，［共用メールボックス］，［組織］，［ユーザ］，［グループ］，［掲示板］欄
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に表示する・は各項目を 100件処理するごとに 1個表示します。

●その他の情報とはグループメンバ情報や掲示板メンバ情報などのことです。

結果の形式

-oオプションで指定したファイルに出力されるレコードの形式を示します。1行を 1レ
コードとします。各項のセパレータは半角スペースです。マスタ管理サーバだけ，また
は回復したアドレスサーバだけにある対象データがあった場合に出力します。どちらの
サーバにもあるが電話番号が違っていた場合は出力しません。

対象コード  処理コード  内容

対象コード
COM：最上位組織
MBX：共用メールボックス
ORG：組織
USR：ユーザ
GRP：グループ
BBS：掲示板

処理コード
A：不足していたデータを追加した（マスタ管理サーバだけにあった）。
D：不要なデータを削除した（アドレスサーバだけにあった）。

内容
最上位組織 ID  略称：最上位組織に対する処理の場合に表示する。
共用メールボックス ID：共用メールボックスに対する処理の場合に表示する。
組織 ID  所属最上位組織 ID  略称：組織に対する処理の場合に表示する。
ユーザ ID  ニックネーム  所属組織 ID  所属最上位組織 ID：ユーザに対する処理の場
合に表示する。
グループ ID  グループ名：グループに対する処理の場合に表示する。
掲示板 ID  掲示板名：掲示板に対する処理の場合に表示する。

性能

次の条件での性能を示します。

• CPU：Pentium 200メガヘルツ相当
• メモリ：128メガバイト
• 強制整合性確保を実行するアドレスサーバは，インストールとセットアップが完了し
ている初期状態。

実行時間[秒]＝（C+G+B+Gm+Bm+Br）×0.5+（N+O+U）
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C：全最上位組織数
N：全共用メールボックス数
O：全組織数
U：全ユーザ数
G：全グループ数
B：回復させるアドレスサーバにある掲示板数
Br：回復させるアドレスサーバにあるマスタ掲示板に設定されているレプリカ掲示板数
の合計
Gm：全グループメンバ数
Bm：回復させるアドレスサーバにある掲示板のメンバ数の合計
 

戻り値

0
アドレスサーバの回復に成功しました。

1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

3
コマンドを実行したサーバがアドレスサーバではありません。アドレスサーバで再
実行してください。

5
メモリが不足しています。コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行して
ください。

13
このバージョン /レビジョンでは実行できません。バージョンアップ，レビジョン
アップ後に実行してください。

14
このバージョン /レビジョンでは実行できません。バージョンアップ，レビジョン
アップ後に実行してください。

41
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境では
ありません。 Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

42
実行アドレスサーバのアドレスサービスが起動中です。アドレスサービスを停止し
てから再実行してください。

43
排他中のため操作できません。排他をする処理が終了してから，再実行してくださ
い。

80
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Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境では
ありません。 Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

101
-oオプションで指定したファイルを扱うことができません。-oオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

102
-dオプションで指定したディレクトリを扱うことができません。指定したディレク
トリに書き込み権限があるかどうか，ディレクトリは空かどうかなどを確認してく
ださい。

103
-dオプションで指定したディレクトリ下のファイルを扱うことができません。-dオ
プションで指定したディレクトリ，またはディレクトリ下のファイルを確認し，再
実行してください。

104
-dオプションで指定したディレクトリがありません。-dオプションで指定したディ
レクトリを確認，および作成した後に再実行してください。

105
-dオプションで指定したディレクトリがディレクトリではありません。-dオプショ
ンで指定したディレクトリを確認，および作成した後に再実行してください。

107
-dオプションで指定したディレクトリに読み込み権限がありません。-dオプション
で指定したディレクトリのアクセス権を確認，および設定した後に再実行してくだ
さい。

112
-eまたは -oオプションで指定したファイル名がファイルではありません。-eまたは
-oオプションで指定したファイル名を確認した後に再実行してください。

200
中断を受け付けました。必要に応じて再実行してください。

255
内部エラーが発生しました。障害受付窓口に連絡してください。

メッセージ

メモリ不足が発生しました。

要因
メモリが不足しています。
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対処
コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行してください。

Address_Mailセットアップを行ってから起動してください。

要因
セットアップされた環境ではありません。

対処
セットアップしてから再実行してください。

ＤＢアクセスで異常が発生しました。

要因
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境
ではありません。DBのエリアが不足しているおそれがあります。

対処
Object Serverの起動状況を確認，または DBのエリア不足が発生していないか
確認後，再実行してください。

マスタデータの入力先ディレクトリ (d)でエラーが発生しました。(errno)

要因
マスタデータの入力先ディレクトリ dでエラーが発生しました。エラー要因の
エラーナンバを errnoに表示します。

対処
マスタデータの入力先ディレクトリ dに対して，権限（読み込み）があるか確
認してください。

アドレスサーバで実行してください。

要因
コマンドを実行したサーバがアドレスサーバではありません。

対処
アドレスサーバで再実行してください。

アドレスサービスを停止してください。

要因
実行アドレスサーバのアドレスサービスが起動中です。

対処
アドレスサービスを停止してから再実行してください。

エラーメッセージの出力ファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-oオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバを errnoに表示します。



16.　コマンドリファレンス

409

対処
-oオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバを参照して障害を取
り除いた後に再実行してください。

回復処理でエラーが発生しました。

要因
回復処理でエラーが発生しました。

対処
-oオプションで指定したファイルを確認し，障害を取り除いた後に再実行して
ください。

登録情報の回復処理中に中断の指示を受け付けました。

要因
[Ctrl]+[C]による中止要求を受け付けました。

対処
対処は不要です。

マスタデータの出力先ディレクトリ下のファイルで入出力エラーが発生しました。
(errno)

要因
-dオプションで指定したディレクトリ下のファイルを扱うことができません。
エラー要因のエラーナンバを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したディレクトリ，またはディレクトリ下のファイルを確
認し，エラーナンバを参照して障害を取り除いた後に再実行してください。

マスタデータの入力先ディレクトリ下のファイルで入出力エラーが発生しました。
(errno)

要因
-dオプションで指定したディレクトリ下のファイルを扱うことができません。
エラー要因のエラーナンバを errnoに表示します。

対処
-dオプションで指定したディレクトリ，またはディレクトリ下のファイルを確
認し，エラーナンバを参照して障害を取り除いた後に再実行してください。

指定したディレクトリはディレクトリではありません。（dir）

要因
-dオプションで指定したディレクトリがディレクトリではありません。指定し
たディレクトリを dirに表示します。

対処
-dオプションで指定したディレクトリを確認，および作成した後に再実行して
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ください。

指定したファイル名はファイルではありません。（file）

要因
-eまたは -oオプションで指定したファイル名がファイルではありません。指定
したファイルを fileに表示します。

対処
-eまたは -oオプションで指定したファイル名を確認した後に再実行してくださ
い。

指定したディレクトリには読み込み権限がありません。（dir）

要因
-dオプションで指定したディレクトリに読み込み権限がありません。指定した
ディレクトリを dirに表示します。

対処
-dオプションで指定したディレクトリのアクセス権を確認，および設定した後
に再実行してください。

マスタデータの出力先ディレクトリ下に収集したファイルがありません。（dir）

要因
-dオプションで指定したディレクトリ下に収集したファイルがありません。指
定したディレクトリを dirに表示します。

対処
-dオプションで指定したディレクトリを確認し，エラーナンバを参照して障害
を取り除いた後に再実行してください。

サービスに対して排他できませんでした。

要因
排他に失敗しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

サービスとの排他を解除できませんでした。

要因
排他の解除に失敗しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.5　adlsmvtb

adlsmvtbコマンドは，宛先解決テーブルの統計情報を出力します。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●拡張宛先解決機能が有効な状態で，アドレスサービスが稼働中である。

コマンド書式

構文
adlsmvtb [-r] [-e ファイル名] [-s] [-h]

引数とオプション

-r
統計情報出力後，出力済みの統計情報をリセットします。

-s
エラーメッセージなどの実行結果を標準エラー出力に表示しない場合に指定します。
省略した場合は，標準エラー出力に表示します。

-e ファイル名
エラーメッセージなどの実行結果をファイルに出力する場合に指定します。
ファイル名は 256文字以内の完全パスか相対パスで指定してください。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

機能説明

画面を閉じる，タスクマネージャからの操作等で，コマンドを強制終了させないでくだ
さい。

宛先解決テーブルの統計情報は，Address Serverの停止により失われるため，このコマ
ンドは，Address Serverの停止を行う前に実行してください。

出力形式
ユーザID，旧OR名，旧ニックネーム，#参照回数，旧ニックネーム参照回数
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戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

0
Usage: adlsmvtb [-r] [-e ファイル名 ] [-s] [-h]

1
コマンド引数が不正です。

4
中断を受け付けました。

5
メモリ不足が発生しました。

9
アドレスサービスが起動されていません。

16
拡張宛先解決機能は無効です。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。

101
データの出力でエラーが発生しました。

255
内部エラーが発生しました。

メッセージ

コマンド引数が不正です。

要因
指定した引数が不正です。

対処
正しいコマンド引数を指定して，再実行してください。

メモリ不足が発生しました。

要因
処理中にメモリ不足が発生しました。

対処
コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行してください。
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アドレスサービスが起動されていません。

要因
アドレスサービスが起動されていません。

対処
アドレスサービスを起動後，再実行してください。

拡張宛先解決機能は無効です。

要因
拡張宛先解決機能が無効になっています。

対処
拡張宛先解決機能を有効にした後，再実行してください。

-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，障害を取り除いた後に再実行して
ください。

データの出力でエラーが発生しました。

要因
データの出力でエラーが発生しました。

対処
障害を取り除いた後に，再実行してください。

内部エラーが発生しました。

要因
内部エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.6　adlstalt

実行したメールサーバをホームサーバとするユーザの代行受信設定の状況をファイルに
出力します。組織および代行受信を設定していないユーザについては出力されません。<
インストール先ディレクトリ >¥x400¥bin¥adlstalt.exeを実行してください。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動している。

●メールサーバで実行する

コマンド書式

構文
adlstalt 出力ファイル名

引数とオプション

出力ファイル名
ユーザの代行受信設定の状況を出力するファイルを指定します。

機能説明

メッセージは標準出力に表示します。

出力ファイルの形式

1行を 1レコードとします。レコードの内容を次に示します。各項のセパレータは半角
スペースです。

ユーザID  代行受信設定コード  代行受信者ユーザID

ユーザ ID

Aさんへのメールを Bさんが受け取るように設定されている場合には，Aさんの
ユーザ IDが出力されます。

代行受信設定コード
1：アドレス管理ドメインに居るユーザに対して代行受信設定されている
0：アドレス組織，またはアドレス管理ドメインに居ないユーザに対して代行受信設
定されている

代行受信者ユーザ ID

Aさんへのメールを Bさんが受け取るように設定されている場合には，Bさんの
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ユーザ IDが出力されます。ただし，代行受信コードが 0の場合は代行受信者の O/R
名を表示します。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
ディレクトリまたはファイルに書き込み権限がありません。ディレクトリまたは
ファイルに書き込み権限を設定して，再実行してください。

2
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

3
ディスクの確保に失敗しました。十分な空ディスクを確保後，再実行してください。

4
メモリの確保に失敗しました。十分なメモリを確保後，再実行してください。

5
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境では
ありません。Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

6
システムで異常が発生しました。OSの状況を確認し障害を取り除いてください。

メッセージ

Permission denied

要因
ディレクトリまたはファイルに書き込み権限がありません。

対処
ディレクトリまたはファイルに書き込み権限を設定して，再実行してください。

usage : adlstalt <filename>

要因
コマンド引数が不正です。

対処
正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

No space left on device

要因
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ディスクの確保に失敗しました。

対処
十分な空ディスクを確保後，再実行してください。

Not enough memory

要因
メモリの確保に失敗しました。

対処
十分なメモリを確保後，再実行してください。

Datebase error [DBメッセージ ]

要因
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境
ではありません。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

OS error [OSメッセージ ]

要因
システムで異常が発生しました。

対処
OSの状況を確認し障害を取り除いてください。
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16.7　admkgsys

admkgsysコマンドは， は，Groupmax_system最上位組織として使用する最上位組織を
設定します。＜インストール先ディレクトリ＞ ¥bin¥admkgsysを実行してください。本
コマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●アドレスサービスが停止している。

● Object Serverが起動している。

コマンド書式

構文
admkgsys [-c 最上位組織ID] [-s] [-h]

引数とオプション

-c
Groupmax_systemとして使用する最上位組織 IDを設定してください。８バイト以
内の文字列を指定してください。省略時は「GMAXSYS」となります。

-s
メッセージを標準エラー出力に表示しないようにします。このオプションを省略し
た場合は，標準エラー出力にメッセージを表示します。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
コマンドが異常終了しました。メッセージを確認して対処してください。

メッセージ

admkgsys [-c 最上位組織 ID] [-s] [-h]

-c：Groupmax_systemとして使用する最上位組織 IDを指定します。

-s:エラーを標準エラー出力に出力しないことを指定します。
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-h:ヘルプを表示することを指定します。この指定をしたとき他のパラメタは無視さ
れます。

要因
-hオプションを指定してコマンドを実行しました。

対処
対処は不要です。

nxssyscomファイルのメンテナンスを開始します。

要因
コマンドが開始したことを示します。

対処
対処は不要です。

nxssyscomファイルに最上位組織 ID[xxx]を設定しました。

要因
コマンドが終了したことを示します。

対処
対処は不要です。

Usage admkgsys [-c 最上位組織 ID] [-s] [-h]

要因
コマンド引数が不正です。

対処
正しい引数を指定して再実行してください。

メモリ不足が発生しました。

要因
メモリが不足しています。

対処
コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行してください。

Address Serverが起動されています。

要因
実行アドレスサーバのアドレスサービスが起動中です。

対処
アドレスサービスを停止してから再実行してください。

指定した最上位組織は存在しません。

要因
-cオプションで指定した最上位組織 IDがシステムに存在しません。

対処
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指定した最上位組織 IDを見直した後，再実行してください。

ファイルアクセスで異常が発生しました。

要因
nxsdir¥nxssyscomファイルにアクセスできません。

対処
ファイルアクセス権を見直した後，再実行してください。

ＤＢアクセスで異常が発生しました。

要因
Object Serverが利用できる環境ではありません。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

ＤＢが起動されていません。

要因
Object Serverが起動されていません。

対処
Object Serverを起動後に再実行してください。

初期化処理で異常が発生しました。

要因
初期化処理で異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

環境変数の設定で異常が発生しました。

要因
環境変数の設定で異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

上記以外のメッセージ

要因
内部エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.8　admkmvtb

admkmvtbコマンドは，宛先解決定義ファイルによる宛先解決データの作成および削除
を行います。

サーバ統合などによりニックネームまたは OR名が変更になった場合，本コマンドで作
成した，旧ニックネーム，旧 OR名，現ニックネームおよび現 OR名などの宛先解決
データによりメールの参照および旧宛先による送受信などを可能にします。

本コマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●サーバ統合などのユーザ移動作業などが終了した状態，新規環境構築が終了した状態
である

●アドレスサービスが停止している。

● Object Serverが起動している。

コマンド書式

構文
admkmvtb {-f 宛先解決定義ファイル [-c] | -d } [-e ファイル名] [-v] [-s] [-h]

引数とオプション

-f 宛先解決定義ファイル
指定した宛先解決定義ファイルで宛先解決データを作成します。
指定ファイルは 256文字以内の完全パスで指定してください。

-d
宛先解決データを削除します。宛先解決テーブルを使用しなくなった場合に指定し
てください。

-e ファイル名
メッセージをファイルに出力する場合に指定します。すでにファイルがある場合は
上書きします。
256文字以内の完全パスで指定してください。

-v
宛先解決データ作成コマンドのデータ登録状況を標準出力に表示します。

-c
宛先解決定義ファイルのシンタックスチェック，旧ニックネームのシステム重複
チェックおよび指定ユーザ IDのシステム存在チェックを行います。宛先解決データ
は作成しません。

-s
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メッセージを標準エラー出力に表示しないようにします。
このオプションを省略した場合は，標準エラー出力にメッセージを表示します。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。
このオプションを指定した場合はほかのオプションは無視され，ヘルプだけ表示し
ます。

機能説明

このコマンドの実行中は，アドレスサービスを起動できません。コマンド実行時にオプ
ション指定で誤りがある場合は，Usageを表示します。このコマンドは [Ctrl]+[C]キー
を押すことで中断できます。

ただし，コマンド内部で中断処理を実行するため，すぐにコマンドが終了するとは限り
ません。

状況表示

-vオプションを指定すると次のように表示されます。

 
[User] ・・・・・
 

表示する「・」は宛先解決データに 100ユーザ追加処理することに 1個表示します。

1行最大 20個（2000ユーザ）表示します。2000ユーザ以上のときは次の行に表示しま
す。

-cオプションを指定した場合は表示されません。

宛先解決定義ファイルの形式

1行を 1レコードとした CSV形式となります。1レコードの形式および注意事項を次に
示します。

＜形式＞
ユーザ ID,旧 O/R名 ,旧ニックネーム ,

＜パラメタ＞
ユーザ ID：設定するユーザの移動後ユーザ ID（省略不可）
旧 O/R名：ユーザ移動前の古い O/R名（省略可）
旧ニックネーム：ユーザ移動前の古いニックネーム（省略可）

＜注意事項＞
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(1)行の終わりには改行を入れてください。1行は改行コードを含めて最大 1024バ
イト以内としてください。
(2)宛先解決定義ファイルは各 OS上のテキスト形式で作成してください。PCで作
成したものを使用する場合は作成した宛先解決定義ファイルをテキストモードで
ファイル転送してください。また，UNIXから宛先解決定義ファイルを転送する場
合もテキストモードでファイル転送してください。
(3)旧 O/R名と旧ニックネームを同時に変更できます。旧 O/R名，旧ニックネーム
を省略した場合，省略項目は DBから取得した情報となります。旧 O/R名，旧ニッ
クネームの両方を省略してはいけません。旧 O/R名，旧ニックネームの両方を省略
されている場合は，該当ユーザを無視して処理を続行します。
(4)記述は 1カラム目より記述します。また「,」（カンマ）は省略できません。（最
後のカンマ（旧ニックネーム後）はコメントがなければ任意とします。旧ニック
ネームを省略した場合は「,」（カンマ）一つは必要となります。）
(5)宛先解決定義ファイルの旧 O/R名，旧ニックネームのエラーチェックは行いませ
ん。
(6)１カラム目に「#」を指定するとその行をコメント行として処理しません。また，
行途中の「#」以降をコメント行として扱います。
(7)「,」（カンマ）と「,」（カンマ）間，先頭カラムから「,」（カンマ）の間，「,」
（カンマ）から改行までの間のスペースは設定値として解釈します。また行途中にコ
メントを記述して最終項目の終わりに「,」（カンマ）がない場合はコメントも設定値
と解釈します。
(8)宛先解決定義ファイルに設定するユーザを重複させないよう定義してください。
（ユーザ ID,旧 O/R名，旧ニックネームとも）
(9)旧ニックネームは全角文字を扱えます。（詳細は「Groupmax Address/Mail シス
テム管理者ガイド基本操作編 9.5.4参照」）旧 O/R名の文字種チェックは行いませ
ん。

ログファイルの形式

admkmvtbコマンドの実行結果をテキスト形式でログファイルに出力しています。

ログファイル出力は本コマンドによる宛先解決データの作成時および削除時のみとし -c
オプション指定時には非対応とします。

＜形式＞
• データ作成時

YYYYMMDDHHMMSS ++++++++++++++++++++ admkmvtb start 
++++++++++++++++++++
ユーザID,タイプ,旧O/R名,旧ニックネーム,新ニックネーム,
メッセージ(*1)
TOTAL DATA COUNT ： XX
YYYYMMDDHHMMSS ++++++++++++++++++++ admkmvtb end 
++++++++++++++++++++++
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(注)*1…出力されない場合もあり
• データ削除時

YYYYMMDDHHMMSS ++++++++++++++++++++ admkmvtb start 
++++++++++++++++++++
宛先解決データテーブルが削除されました
YYYYMMDDHHMMSS ++++++++++++++++++++ admkmvtb end 
++++++++++++++++++++++

＜パラメタ＞
ユーザ ID：宛先解決定義ファイルに指定されたユーザ ID
タイプ：上記ユーザ IDで指定されたユーザのタイプ
1->アドレスユーザ (メール属性あり )  3->宛先ユーザ
旧 O/R名：宛先解決定義ファイルに指定された旧 O/R名
宛先解決定義ファイルで省略されている場合は現在の O/R名
旧ニックネーム：宛先解決定義ファイルに指定された旧ニックネーム
宛先解決定義ファイルで省略されている場合は現在のニックネーム
新ニックネーム：現在のニックネーム

＜作成場所＞
＜インストールディレクトリ＞ ¥nxcdir¥admkmvtb.log (最新ログ ) または
admkmvtb2.log(バックアップログ）

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を設定して再実行してください。

5
メモリ不足が発生しました。

10
-fオプションで指定したファイルの内容に誤りがあります。

11
-fオプションで指定したファイルが見つかりません。

12
-fオプションで指定したファイル操作でエラーが発生しました。

15
データベースでエラーが発生しました。

42
実行アドレスサーバサービスが起動中です。



16.　コマンドリファレンス

424

80
Object Serverが起動されていません。

99
環境変数の設定に失敗しました。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。

109
-eオプションで指定したファイルに書き込み権限がありません。

200
中断を受け付けました。

255
コマンドが異常終了しました。メッセージを確認して対処してください。

メッセージ

宛先解決データ作成を開始します。

要因
データ作成のためのコマンドが開始したことを示します。

対処
対処は不要です。

宛先解決データ作成が終了しました。

要因
データ作成のためのコマンドが終了したことを示します。

対処
対処は不要です。

宛先解決データ削除を開始します。

要因
データ削除のためのコマンドが開始したことを示します。

対処
対処は不要です。

宛先解決データ削除が終了しました。

要因
データ削除のためのコマンドが終了したことを示します。

対処
対処は不要です。
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宛先解決定義ファイルのチェックを開始します。

要因
宛先解決定義ファイルチェックのためのコマンドが開始したことを示します。

対処
対処は不要です。

宛先解決定義ファイルのチェックが終了しました。

要因
宛先解決定義ファイルチェックのためのコマンドが終了したことを示します。

対処
対処は不要です。

Usage :  admkmvtb {-f宛先解決定義ファイル [-c] | -d } [-e ファイル名 ] [-v] [-s] [-h]

要因
コマンド引数が不正です。

対処
正しい引数を指定して再実行してください。

メモリ不足が発生しました。

要因
メモリが不足しています。

対処
コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行してください。

指定された宛先解決定義ファイルに有効なデータが存在しないため，宛先解決テーブル
は作成されませんでした。

要因
宛先解決定義ファイルに処理対象となるデータが存在しません。

対処
宛先解決定義ファイルの内容を見直した後，再実行してください。

宛先解決定義ファイルの内容に誤りがあります。行番号 [%d]該当行を無視して処理を続
行します。

要因
宛先解決定義ファイルの内容が不正 (行長オーバー，各項目最大長オーバー，
ファイルフォーマット不正，省略項目不正等 )です。

対処
エラーとなったデータが必要な場合は宛先解決定義ファイルの内容を見直した
後，再実行してください。

指定文字種に誤りがあります。行番号 [%d]該当行を無視して処理を続行します。
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要因
宛先解決定義ファイルの内容が不正です。

対処
エラーとなったデータが必要な場合は宛先解決定義ファイルの内容を見直した
後，再実行してください。

ユーザ ID[nnn]はシステムに登録されていません。該当ユーザを無視して処理を続行し
ます。

要因
宛先解決定義ファイルに指定したユーザ ID[nnn]がシステムに存在しません。

対処
エラーとなったデータが必要な場合は宛先解決定義ファイルの内容を見直した
後，再実行してください。

旧 O/R名 [nnn]は既に宛先解決テーブルに登録されています。該当ユーザを無視して処
理を続行します。

要因
宛先解決定義ファイルに旧 O/R名 [nnn]が複数箇所で指定されています。

対処
エラーとなったデータが必要な場合は宛先解決定義ファイル内容を見直した後，
再実行してください。（-cは除く）

旧ニックネーム [nnn]は既に宛先解決テーブルに登録されています。該当ユーザを無視
して処理を続行します。

要因
宛先解決定義ファイルに旧ニックネーム [nnn]が複数箇所で指定されています。

対処
エラーとなったデータが必要な場合は宛先解決定義ファイルを見直した後，再
実行してください。（-cは除く）

ユーザ ID[nnn]は既に宛先解決テーブルに登録されています。該当ユーザを無視して処
理を続行します。

要因
宛先解決定義ファイルにユーザ ID[nnn]が複数箇所で指定されています。

対処
エラーとなったデータが必要な場合は宛先解決定義ファイルを見直した後，再
実行してください。（-cは除く）

旧ニックネーム [nnn]はシステムにユーザ ID[mmm]のニックネームとして登録されて
います。該当ユーザを無視して処理を続行します。

要因
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宛先解決定義ファイルの旧ニックネーム [nnn]が別のユーザ ID[mmm]のニッ
クネームとして使用されています。

対処
エラーとなったデータが必要な場合は宛先解決定義ファイルを見直した後，再
実行してください。

指定ユーザ [nnn]はメール属性を持ったアドレスユーザまたは宛先ユーザではありませ
ん。該当ユーザを無視して処理を続行します。

要因
指定されたユーザ [nnn]は本機能対象ユーザタイプではありません。

対処
エラーとなったデータが必要な場合は宛先解決定義ファイルを見直した後，再
実行してください。

宛先解決定義ファイルのパス名に誤りがあります。

要因
-fで指定したパス名が不正です。

対処
-fで指定したパス名を見直したあと，再実行してください。

宛先解決定義ファイルのアクセスエラーが発生しました。

要因
-fで指定したファイルにアクセスできません。

対処
-fで指定したファイルのアクセス権を見直したあと，再実行してください。

ＤＢアクセスで異常が発生しました。

要因
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境
ではありません。

対処
Object Serverの起動状態を確認後，再実行してください。

Address Serverが起動されています。

要因
アドレスサービスが起動中です。

対処
Address Serverを停止してから再実行してください。

Object Serverが起動されていません。

要因
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Object Serverが停止しています。

対処
Object Serverを起動してから再実行してください。

環境変数の設定で異常が発生しました。

要因
システムで異常が発生しました。

対処
再実行してもエラー回復しない場合，障害受付窓口に連絡してください。

エラー出力先ファイルのパス名に誤りがあります。

要因
-eで指定したパス名が不正です。

対処
-eで指定したパス名を見直したあと，再実行してください。

エラー出力ファイルでアクセスエラーが発生しました。

要因
-eで指定したファイルにアクセスできません。

対処
-eで指定したファイルのアクセス権を見直したあと，再実行してください。

コマンド中断要求を受信しました。

要因
[Crtl]+[C]による中止要求を受け付けました。

対処
対処は不要です。

初期化処理で異常が発生しました。

要因
初期化処理で異常が発生しました。

対処
再実行してもエラー回復しない場合，障害受付窓口に連絡してください。

上記以外のメッセージ

要因
内部エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.9　admkordt

admkordtコマンドは，キャッシュセーブファイルを作成します。

キャッシュセーブファイルとは，アドレスサーバがクライアントとのレスポンスを高め
るために使用しているメモリキャッシュの内容を出力したものです。メモリキャッシュ
はアドレスサービスの起動時に作成されますが，キャッシュセーブファイルがすでにあ
る場合は，キャッシュセーブファイルから作成されます。キャッシュセーブファイルが
ない場合は，データベースから作成されます。メモリキャッシュはキャッシュセーブ
ファイルからの方が早く作成できるため，キャッシュセーブファイルがあると，アドレ
スサービスの起動が早くなります。

キャッシュセーブファイルは，通常はアドレスサービスの停止時に作成されます。しか
し，次に示す場合には，既存のキャッシュセーブファイルは無効になります。

• gmpublicinfoファイルのNICKNAME_CACHE_LIMITの内容を変更した後
• adcnsputコマンドでアドレスサーバを回復させた後

上記の場合，キャッシュセーブファイルが無効なため，アドレスサービスの起動が遅く
なります。そこで，上記の場合には，アドレスサービスを起動する前に，このコマンド
を実行してください。新しくキャッシュセーブファイルが作成されます。

本コマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●アドレスサービスが停止している。

● Object Serverが起動している。

コマンド書式

構文
admkordt -m [-e ファイル名] [-s] [-h]

引数とオプション

-m
キャッシュセーブファイルを作成します。キャッシュセーブファイルは <インス
トール先ディレクトリ >¥nxsdir¥orcashe.datです。このオプションは必ず指定して
ください（-hオプションを指定した場合を除く）。

-e ファイル名
メッセージをファイルに出力する場合に指定します。すでにファイルがある場合は，
上書きします。256文字以内の完全パスで指定してください。

-s
メッセージを標準エラー出力に表示しないようにします。このオプションを省略し
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た場合は，標準エラー出力にメッセージを表示します。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
コマンドが異常終了しました。メッセージを確認して対処してください。

メッセージ

admkordt -m [-e エラー出力ファイル名 ] [-s] [-h]

-m:キャッシュデータを作成します。

-e:エラーの出力先ファイルのファイル名を指定します。

-s:エラーを標準エラー出力に出力しないことを指定します。

-h:ヘルプを表示することを指定します。この指定をしたとき他のパラメタは無視さ
れます。

要因
-hオプションを指定してコマンドを実行しました。

対処
対処は不要です。

NICKNAME CACHEデータ作成を開始します。

要因
コマンドが開始したことを示します。

対処
対処は不要です。

NICKNAME CACHEデータ作成が終了しました。

要因
コマンドが終了したことを示します。

対処
対処は不要です。

キャッシュエントリ数が足らないため全てをキャッシュにロードしていません。
[entry][count]
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要因
全ユーザ，全共用メールボックスをキャッシュにロードするためのキャッシュ
エントリ数が不足しています。

対処
gmpublicinfoファイルの「NICKNAME_CACHE_LIMIT」の値を [count]数よ
り多く設定した後，本コマンドを再実行してください。

コマンド中断要求を受信しました。

要因
［Ctrl］+［Ｃ］による中止要求を受け付けました。

対処
対処は不要です。

Usage : admkordt -m [-e エラー出力ファイル名 ] [-s] [-h]

要因
コマンド引数が不正です。

対処
正しい引数を指定して再実行してください。

メモリ不足が発生しました。

要因
メモリが不足しています。

対処
コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行してください。

エラー出力先ファイルのパス名に誤りがあります。

要因
-eオプションで指定したファイル名に誤りがあります。

対処
-eオプションに正しいファイル名を指定した後に再実行してください。

エラー出力先ファイルでアクセスエラーが発生しました。

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，障害を取り除いた後に再実行して
ください。

Address Serverが起動されています。

要因
実行アドレスサーバのアドレスサービスが起動中です。
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対処
アドレスサービスを停止してから再実行してください。

ＤＢアクセスで異常が発生しました。

要因
Object Serverが利用できる環境ではありません。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

ＤＢが起動されていません。

要因
Object Serverが起動されていません。

対処
Object Serverを起動後に再実行してください。

初期化処理で異常が発生しました。

要因
初期化処理で異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

環境変数の設定で異常が発生しました。

要因
環境変数の設定で異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

上記以外のメッセージ

要因
内部エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.10　adpaschk

アドレスユーザのパスワード有効期間を確認します。<インストール先ディレクトリ > 
¥bin¥adpaschk.exeを実行してください。マスタ管理サーバ上でシステム管理者が実行
してください。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動している。

●確認するユーザのホームサーバのアドレスサービスが起動している。

このコマンドは，サーバ起動中でも実行できます。ただし，実行できるのは，マスタ管
理サーバだけです。マスタ管理サーバで実行してください。

コマンド書式

構文
adpaschk [-u ユーザID[,ユーザID]] [-f ファイル名] [-o ファイル名] [-v] [-e ファイル名] [-s] 
[-h]

引数とオプション

-uユーザ ID[,ユーザ ID]
確認するユーザのユーザ IDを指定します。複数人確認する場合は，,（半角コンマ）
で区切り列挙してください。ただし，-fオプションが同時に指定された場合は無視
されます。

-fファイル名
1行を 1レコードとし，レコードにはユーザ IDだけを記述したファイルをユーザ
IDリストファイルと称し，入力として指定できます。ユーザ IDリストファイルの
ファイル名を指定します。ユーザ IDリストファイルの形式は，後述する「ユーザ
IDリストファイルの形式」を参照してください。

-oファイル名
確認情報を出力するファイル名を指定します。すでにファイルがある場合は上書き
します。ファイル名は 256文字以内の完全パスか相対パスで指定してください。

-v
確認情報を標準出力に表示する場合に指定します。ただし，同時に -oオプションが
指定された場合は，このオプションは無視されます。省略した場合は，標準出力に
表示しません。

-eファイル名
エラーメッセージなどの実行結果をファイルに出力する場合に指定します。ファイ
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ル名は 256文字以内の完全パスか相対パスで指定してください。

-s
エラーメッセージなどの実行結果を標準エラー出力に表示しない場合に指定します。
省略した場合は，標準エラー出力に表示します。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

ユーザ IDリストファイルの形式

1行を 1レコードとし，第 1項の内容をユーザ IDとみなします。第 1項は行頭から行末
までか半角スペースの前までの文字列とします。なお，行頭の半角スペースは無視され
ます。例えば，次の例では，USER1がユーザ IDとなります。

USER1 ABCDE

確認情報の形式

1行を 1レコードとします。レコードの内容を次に示します。各項のセパレータは半角
スペースです。

ユーザID 状態 期限までの残り期間

状態

valid：有効期間中である

invalid：有効期間を経過している

error(詳細コード )：状態を確認できない
100：ユーザが見つからない
101：アドレスユーザではない
110：DBアクセスエラー（確認ユーザのホームサーバのデータベースが正常に
起動しているか確認してください）
900：通信エラー（マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動しているか確認
してください）
901：通信エラー（確認ユーザのホームサーバのアドレスサービスが起動してい
るか確認してください）

期限までの残り期間
1以上の整数：残り期間（単位：日）
-：無期限
*：不明（つまり error状態）
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戻り値

0
正常にリスト出力を完了しました。

1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

2
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。マスタ管理サーバ
で再実行してください。

3
-oオプションで指定したファイルを扱うことができません。-oオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

4
-fオプションで指定したファイルを扱うことができません。-fオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

90
システムで異常を検出しました。メッセージを参照して対処してください。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。-eオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

メッセージ

マスタ管理サーバで実行してください。

要因
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。

対処
マスタ管理サーバで再実行してください。

結果の出力ファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-oオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-oオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。

ユーザＩＤリストファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)
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要因
-fオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-fオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。

エラーメッセージの出力ファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。
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16.11　adpasext

アドレスユーザのパスワード有効期間を延長します。有効期間を経過したユーザと，有
効期間の期限切れまでの時間が少ないユーザにだけ有効です。延長期間よりも有効期間
が長いユーザに対しては，何も処理しません。<インストール先ディレクトリ > 
¥bin¥adpasext.exeを実行してください。マスタ管理サーバ上で，システム管理者が実
行してください。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動している。

●延長するユーザのホームサーバのアドレスサービスが起動している。

このコマンドは，サーバ起動中でも実行できます。

コマンド書式

構文
adpasext [-x 延長期間] [-u ユーザID[,ユーザID]] [-f ファイル名] [-s] [-e ファイル名] [-r] [-h]

引数とオプション

-x 延長期間
パスワードの有効期間を延長する期間を「日」単位で 1～ 999の整数で指定します。
1日とは当日を意味し，次の日の 0時が来るまで有効になります。省略した場合は，
1を仮定します（つまり有効期間を経過したユーザだけ対象になります）。

-uユーザ ID[,ユーザ ID]
延長するユーザのユーザ IDを指定します。複数人延長する場合は，,（半角コンマ）
で区切り列挙してください。-fオプションが同時に指定された場合は無視されます。

-fファイル名
1行を 1レコードとし，レコードにはユーザ IDだけを記述したファイルをユーザ
IDリストファイルとして指定できます。ユーザ IDリストファイルのファイル名を
指定します。ユーザ IDリストファイルの形式は，後述する「ユーザ IDリストファ
イルの形式」を参照してください。

-s
エラーメッセージなどの実行結果を標準エラー出力に表示しない場合に指定します。
省略した場合は，標準エラー出力に表示します。

-eファイル名
エラーメッセージなどの実行結果をファイルに出力する場合に指定します。ファイ
ル名は 256文字以内の完全パスか相対パスで指定してください。
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-r
正常に処理したユーザの結果なども標準エラー出力，または -eオプションで指定し
たファイルに出力します。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

ユーザ IDリストファイルの形式

1行を 1レコードとし，第 1項の内容をユーザ IDとみなします。第 1項は行頭から行末
までか半角スペースの前までの文字列とします。なお，行頭の半角スペースは無視され
ます。例えば，次の例では，USER1がユーザ IDとなります。

USER1 ABCDE

変更結果の形式

1行を 1レコードとします。レコードの内容を次に示します。各項のセパレータは半角
スペースです。

ユーザID 結果

結果

000,001,002については -rオプション指定時だけ出力されます。
000：有効期間を経過した状態から有効期間を延長した
001：残り有効期間が延長期間より長いため変更しなかった
002：残り有効期間が延長期間より短いため有効期間を延長した
100：ユーザが見つからなかった
101：アドレスユーザではない
110：DBアクセスエラー（確認ユーザのホームサーバのデータベースが正常に
起動しているか確認してください）
900：通信エラー（マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動しているか確認
してください）
901：通信エラー（確認ユーザのホームサーバのアドレスサービスが起動してい
るか確認してください）

戻り値

0
正常にリスト出力を完了しました。

1
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コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

2
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。マスタ管理サーバ
で再実行してください。

4
-fオプションで指定したファイルを扱うことができません。-fオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

90
システムで異常を検出しました。メッセージを参照して対処してください。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。-eオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

メッセージ

マスタ管理サーバで実行してください。

要因
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。

対処
マスタ管理サーバで再実行してください。

ユーザＩＤリストファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-fオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-fオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。

エラーメッセージの出力ファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。
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16.12　adpasind

アドレスユーザの有効期間を無期限にする場合，または無期限指定を解除する場合に実
行します。<インストール先ディレクトリ > ¥bin¥adpasind.exeを実行してください。
マスタ管理サーバ上で，システム管理者が実行してください。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動している。

●変更するユーザのホームサーバのアドレスサービスが起動している。

このコマンドは，サーバが稼働中でも実行できます。

コマンド書式

構文
adpasind [-l] [-u ユーザID[,ユーザID]] [-f ファイル名] [-s] [-e ファイル名] [-h]

引数とオプション

-l
ユーザの有効期間をシステムオプションで指定された有効期間にします。省略され
た場合は指定されたユーザの有効期間を無期限にします。

-u ユーザ ID[,ユーザ ID]
変更するユーザのユーザ IDを指定します。複数人変更する場合は，,（半角コンマ）
で区切り列挙してください。-fオプションが同時に指定された場合は無視されます。

-f ファイル名
1行を 1レコードとし，レコードにはユーザ IDだけを記述したファイルをユーザ
IDリストファイルとして指定できます。ユーザ IDリストファイルのファイル名を
指定します。ユーザ IDリストファイルの形式は，後述する「ユーザ IDリストファ
イルの形式」を参照してください。

-s
エラーメッセージを標準エラー出力に表示しない場合に指定します。省略した場合
は，標準エラー出力に表示します。

-e ファイル名
エラーメッセージをファイルに出力する場合に指定します。ファイル名は 256文字
以内の完全パスか相対パスで指定してください。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。
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ユーザ IDリストファイルの形式

1行を 1レコードとし，第 1項の内容をユーザ IDとみなします。第 1項は行頭から行末
までか半角スペースの前までの文字列とします。なお，行頭の半角スペースは無視され
ます。例えば，次の例では，USER1がユーザ IDとなります。

USER1 ABCDE

変更結果の形式

1行を 1レコードとします。レコードの内容を次に示します。各項のセパレータは半角
スペースです。

ユーザID 状態

状態

error(詳細コード )：状態を確認できない
100：ユーザが見つからない
101：アドレスユーザではない
110：DBアクセスエラー（確認ユーザのホームサーバのデータベースが正常に
起動しているか確認してください）
900：通信エラー（マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動しているか確認
してください）
901：通信エラー（確認ユーザのホームサーバのアドレスサービスが起動してい
るか確認してください）

戻り値

コマンドの戻り値を次に示します。

0
正常にリスト出力を完了しました。

1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

2
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。マスタ管理サーバ
で再実行してください。

4
-fオプションで指定したファイルを扱うことができません。-fオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

90
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システムで異常を検出しました。メッセージを参照して対処してください。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。-eオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

メッセージ

マスタ管理サーバで実行してください。

要因
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。

対処
マスタ管理サーバで再実行してください。

ユーザＩＤリストファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-fオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-fオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。

エラーメッセージの出力ファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。
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16.13　adpaslst

アドレスユーザのパスワード有効期間をサーバ単位でリスト出力します。<インストー
ル先ディレクトリ >¥bin¥adpaslst.exeを実行してください。マスタ管理サーバ上でシス
テム管理者が実行してください。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動している。

●出力するサーバのアドレスサービスが起動している。

このコマンドは，サーバ起動中でも実行できます。また，コマンドは同期型のため，リ
スト出力が完了するかエラーが発生するまで終了しません。

コマンド書式

構文
adpaslst -n ドメイン名 [-o ファイル名] [-v] [-c] [-i] [-e ファイル名] [-s] [-h]

引数とオプション

-n ドメイン名
このオプションは必須です。指定したドメイン名を持つサーバをホームサーバとす
るユーザのリストを出力します。

-oファイル名
確認するサーバ上のユーザのリストをこの指定ファイルに出力します。ファイル名
は 256文字以内の完全パスで指定してください。

-v
確認するサーバ上のユーザのリストを標準出力に表示します。ただし，同時に -oオ
プションが指定された場合は，このオプションは無視されます。

-c
有効期間中のユーザのリストを出力しない場合に指定します。

-i
有効期間を経過しているユーザのリストを出力しない場合に指定します。

-eファイル名
エラーメッセージなどの実行結果をファイルに出力する場合に指定します。ファイ
ル名は 256文字以内の完全パスか相対パスで指定してください。

-s
エラーメッセージなどの実行結果を標準エラー出力に表示しない場合に指定します。
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省略した場合は，標準エラー出力に表示します。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

出力リストの形式

このコマンドは，1行を 1レコードでリスト出力します。レコードの内容を次に示しま
す。各項のセパレータは半角スペースです。

ユーザ ID 状態 期限までの残り期間

状態
valid：有効期間中である
invalid：有効期間を経過している

期限までの残り期間
1以上の整数：残り期間（単位：日）
-　　　　　：無期限

戻り値

0
正常にリスト出力を完了しました。

1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してくだい。

2
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。マスタ管理サーバ
で再実行してください。

3
指定したサーバのバージョンが古いためこのコマンドに対応していません。指定し
たサーバをバージョンアップ後に再実行してください。

4
-oオプションで指定したファイルを扱うことができません。-oオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

90
システムで異常を検出しました。メッセージを参照して対処してください。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。-eオプションで指定し
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たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

メッセージ

マスタ管理サーバで実行してください。

要因
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。

対処
マスタ管理サーバで再実行してください。

指定したサーバには適用できません。

要因
指定したサーバのバージョンが古いためこのコマンドに対応していません。

対処
指定したサーバをバージョンアップ後に再実行してください。

結果の出力ファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-oオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-oオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。

エラーメッセージの出力ファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。
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16.14　adsrvn

マスタ管理サーバでのドメイン名またはホスト名の整合性を確保します（IPアドレスの
変更が TCP/IPの定義で変更されている場合，その値を取り込みます）。<インストール
先ディレクトリ > ¥bin¥adsrvn.exeを実行してください。このコマンドは，システム管
理者がマスタ管理サーバ上で実行してください。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動している。

●アドレス管理ドメイン内のすべてのアドレスサーバが Version 3以降である。

このコマンドはサーバ起動中でも実行できます。ただし，アドレスサーバのアドレス
サービスが停止している場合は，このコマンド処理は有効となりませんので，この場合
はアドレスサービスを起動後，名前データベースの整合性確保を実行してください。

コマンド書式

構文
adsrvn [-n ドメイン名] [-s] [-e ファイル名] [-h]

引数とオプション

-n ドメイン名
マスタ管理サーバのドメイン名またはホスト名を変更する場合に指定してください。
255文字以内の文字列を指定してください。変更後のドメイン名またはホスト名の
整合性が確保されます。このオプションを省略した場合は，ドメイン名またはホス
ト名は変更されません。

-s
エラーメッセージなどの実行結果を標準エラー出力に表示しない場合に指定します。
省略した場合は，標準エラー出力に表示します。

-eファイル名
エラーメッセージなどの実行結果をファイルに出力する場合に指定します。ファイ
ル名は 256文字以内の完全パスか相対パスで指定してください。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

戻り値

0
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コマンドが正常に終了しました。

1
コマンド引数が不正です。

2
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。マスタ管理サーバ
で再実行してください。

3
ないドメイン名またはホスト名を指定しました。DNS定義ファイルに記述されたド
メイン名または hostsファイルに記述されたホスト名を指定してください。

90
システムで異常を検出しました。メッセージを参照して対処してください。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。-eオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

メッセージ

マスタ管理サーバで実行してください。

要因
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。

対処
マスタ管理サーバで再実行してください。

指定したドメイン名は存在しません。

要因
DNS定義ファイルまたは hostsファイルにドメイン名またはホスト名がありま
せん。

対処
DNS定義ファイルに記述されたドメイン名または hostsファイルに記述された
ホスト名を指定してください。

エラーメッセージの出力ファイルで入出力エラーが発生しました。(errno)

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。
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16.15　apstart

実行するサーバにメールアプリケーションが設定されている場合，メールサーバを起動
または停止します。<インストール先ディレクトリ > ¥bin¥apstart.exeを実行してくだ
さい。このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているか確認してください。

●実行するサーバのアドレスサービスが起動している。

コマンド書式

構文
apstart アクション [-r]

引数とオプション

アクション
起動・停止を指示します。次のどちらかを指定してください。アクションは必ず指
定してください。
0：サーバを起動します。
1：サーバを停止します。

-r
戻り値の種類を増やすことができます。省略した場合の戻り値は，0，-1，-2，-3だ
けです。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

9
アドレスサービスが起動されていません。アドレスサービスを起動後，再実行して
ください。

32
Mail Serverがインストールされていません。インストール後，再実行してくださ
い。

34
メールサーバはすでに起動されています。必要に応じて，停止してから再実行して
ください。



16.　コマンドリファレンス

449

35
メールサーバはすでに停止されています。必要に応じて，起動してから再実行して
ください。

36
メールサーバの起動に失敗しました。ログなどを参照し障害を解消後，再実行して
ください。

37
メールサーバの停止に失敗しました。ログなどを参照し障害を解消後，再実行して
ください。

53
環境変数の設定に失敗しました。

70
現在使用中の Address Serverのバージョンでは設定できません。Address Serverと
合わせたバージョンのコマンドを使用してください

－ 1
システムに異常が発生しました。

－ 2
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

－ 3
ホスト名の採取に失敗しました。hostsファイルの設定など TCP/IPの設定が正しい
か確認してください。

メッセージ

サーバ起動が正常に終了しました。

要因
サーバを起動しました。

対処
対処は不要です。

サーバ停止が正常に終了しました。

要因
サーバを停止しました。

対処
対処は不要です。

サーバは既に停止中です。

要因



16.　コマンドリファレンス

450

停止しているサーバに対してサーバ停止を実行しました。

対処
対処は不要です。

サーバは既に稼動中です。

要因
起動しているサーバに対してサーバ起動を実行しました。

対処
対処は不要です。

要求送信 (send)に失敗しました。

要因
起動するサーバのアドレスサービスが停止しています。

対処
アドレスサービスを起動後，再実行してください。
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16.16　gmlogagt

ATコマンド，またはコマンドプロンプトから，障害情報を収集するためのコマンドで
す。<インストール先ディレクトリ > ¥tool¥gmlogagt.exeを実行してください。また，<
インストール先ディレクトリ > ¥tool¥gmloglst.txtで指定したファイル一覧を圧縮するこ
とができます。

コマンド書式

構文
gmlogagt [x1x2x3x4 [ gmloggetのホスト名 gmloggetのポート番号] ]

引数とオプション

 x1～ x4：0または 1を入力します。
• x1 = 1：登録系（ユーザ・組織・掲示板）のログを取得します
• x2 = 1：ログイン系・認証系のログを取得します
• x3 = 1：送信系（メール送信・記事掲示・回覧）のログを取得します
• x4 = 1：サービス起動系（サービス起動・サイトの起動停止）のログを取得します

gmloggetのホスト名
gmloggetで実行状況をモニタするときに指定します

gmloggetのポート番号
gmloggetのモニター画面に表示された番号を指定します

備考

●引数をすべて省略する場合は，すべてのログが取得されます。

● <インストール先ディレクトリ > ¥nxctmp以下に出力ファイルを保存します。

●第 1引数に *.gmlを指定すると，そのファイルを解凍することができます。

戻り値

なし
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16.17　manageridinit

運転席ログイン IDとそのパスワードを初期化するコマンドです。運転席が起動している
状態で実行することもできます。<インストール先ディレクトリ > 
¥tool¥manageridinit.exeを実行してください。

コマンド書式

構文
manageridinit

引数とオプション

なし

機能説明

このコマンドは対話型のコマンドです。次のメッセージに応答してください。なお，シ
ステムの設定状況によって出力メッセージは異なります。

運転席 ID未設定の場合

1. 開始時メッセージ
ログイン運転席のパスワードは設定しないになっています。
運転席ログインを初期化しますか？ (y/n)
－ >

2. 上記 1)で nを指定した場合のメッセージ
運転席ログインの初期化処理を中止します。

3. 上記 1)で yを指定した場合のメッセージ
運転席ログインは正常に初期化されました。

運転席 ID設定の場合

1. 開始時メッセージ
ログイン名を入力してください。
－ >

2. 上記 1)入力後
パスワードを入力してください。
－ >

3. 上記 1)または 2)で不正な値を入力した場合
入力データが正しくありません。
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運転席ログインの初期化処理を中止します。

4. 上記 1)と 2)に正常な値を入力した場合
運転席ログインは正常に初期化されました。

初期化直後に実行した場合

1. 開始時メッセージ
運転席ログインは既に初期状態です。

戻り値

0
正常に初期化しました。

1
実行者の意志によって初期化を取りやめました。

－ 1
システムエラー。サーバが動作できる状態か確認してください。

－ 2
マスタ管理サーバではありません。マスタ管理サーバで実行してください。

－ 3
入力データが不正です。再実行し正しい値を入力してください。

－ 4
Address Serverのセットアップが完了していません。セットアップを完了後，再実
行してください。

－ 5
システムエラー。サーバが動作できる状態か確認してください。
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16.18　mhs_nadr_cfg

このコマンドは，一つのマシンに複数のネットワークカードがある場合にもメールサー
バに設定することができるようにします。<インストール先ディレクトリ > 
¥x400¥run¥mhs_nadr_cfg.exeを実行してください。

コマンド書式

構文
mhs_nadr_cfg ネットワーク種別 フラグ

引数とオプション

ネットワーク種別
TCPまたは OSIを指定します。Windows NT版は TCPだけです。

フラグ
ONまたは OFFを指定します。ONの場合は，通信先サーバのネットワークアドレ
ス（IPアドレス）が登録されているアドレスと同じかどうかをチェックします。
OFFの場合はチェックしません。ネットワークカードが複数ある場合は，アドレス
が特定できませんので OFFを指定してください。

機能説明

アドレス管理ドメイン内に，1台でも複数のネットワークカードがあるメールサーバがあ
る場合は，アドレス管理ドメイン内のすべてのメールサーバ上でこのコマンドを実行し
てください。

戻り値

なし

メッセージ

Local MTA undefined or specified wrong value {TCP|OSI}.

Failed.Configuration not changed.

要因
X.400の登録において TCP/IP接続情報が設定されていません。

対処
「X.400MHS運転席」で，該当するメールサーバの TCP/IP接続情報を設定して
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ください。

Configuration changed successfully.

Current value is [TCP][OFF].

要因
コマンドが正常に終了したことを示します。

対処
対処は不要です。
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16.19　mlcnsmb

このコマンドは，adcnsputコマンドでアドレスサーバを回復した後に実行し，不要な
メールボックスを削除します。<インストール先ディレクトリ > ¥bin¥mlcnsmb.exeを
実行してください。

このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているか確認してください。

● Object Serverが起動中である。

●回復させるアドレスサーバ（メールボックスを削除する）のアドレスサービスが停止
している。

● adcnsputコマンドが正常終了している。

コマンド書式

構文
mlcnsmb [-e ファイル名] [-s] [-v] [-h]

引数とオプション

-e ファイル名
エラーメッセージなどの実行結果をファイルに出力する場合に指定します。ファイ
ル名は 256文字以内の完全パスか相対パスで指定してください。

-s
エラーメッセージなどの実行結果を標準エラー出力に表示しない場合に指定します。
省略した場合は，標準エラー出力に表示します。

-v
処理の状況を標準出力に表示します。省略した場合は，標準出力に表示しません。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

機能説明

このコマンドは，メールユーザ用の不要メールボックスとアドレス組織用の不要メール
ボックスの両方を削除します。
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状況表示

-vオプションを指定すると次のように表示されます。

[組織情報          ]・・
[ユーザ情報        ]・・
[メールボックス情報]・・
[検索処理          ]・・
[削除処理          ]・

● [組織情報 ]欄に表示する・はホームサーバを持つ組織 100件を処理するごとに 1個
表示します。

● [ユーザ情報 ]欄に表示する・はホームサーバを持つユーザ 100件を処理するごとに 1
個表示します。

● [メールボックス情報 ]欄に表示する・はホームサーバを持つメールボックス 100件を
処理するごとに 1個表示します。

● [検索処理 ]欄に表示する・はホームサーバを持つユーザ，組織 100件を処理するごと
に 1個表示します。

● [削除処理 ]欄に表示する・は不要なメールボックスを 1件削除するごとに 1個表示し
ます。

●不要なメールボックスがない場合は [検索処理 ]，[削除処理 ]欄は表示しません。

性能

次の条件の性能を示します。

• CPU：Pentium 200メガヘルツ相当
• メモリ：128メガバイト

1. 不要メールボックスがない場合
実行時間[秒]＝（O+U）×0.1+（Om+Um）×0.1
 

2. 不要メールボックスがある場合
実行時間[秒]＝（O+U）×0.1＋（Om+Um）×0.2+（Od+Ud）×0.5
 
O：全組織数
U：全ユーザ数
Om：全共用メールボックス数
Um：全ユーザメールボックス数
Od：不要共用メールボックス数
Ud：不要ユーザメールボックス数

戻り値

0
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コマンドが正常に終了しました。

1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

5
メモリが不足しています。コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行して
ください。

6
内部エラーが発生しました。障害受付窓口に連絡してください。

10
内部エラーが発生しました。障害受付窓口に連絡してください。

11
システム管理者以外のアカウントでは実行できません。システム管理者で再実行し
てください。

70
内部エラーが発生しました。障害受付窓口に連絡してください。

80
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境では
ありません。 Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。-eオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

255
内部エラーが発生しました。障害受付窓口に連絡してください。

メッセージ

不要なメールボックスの削除を開始します。

要因
コマンドの処理を開始しました。

対処
対処は不要です。

不要なメールボックスは存在しませんでした。

要因
コマンドの処理を終了しました。

対処
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対処は不要です。

不要なメールボックスを (n件 )削除しました。

要因
コマンドの処理を終了しました。

対処
対処は不要です。

メモリ不足が発生しました。

要因
メモリが不足しています。

対処
コマンドが使用できるメモリ容量を確認後，再実行してください。

Address Serverサービスが起動されています。

要因
実行アドレスサーバのアドレスサービスが起動中です。

対処
アドレスサービスを停止してから再実行してください。

Ｘ．４００で障害が発生しました。

要因
X.400でエラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

ＤＢアクセスで異常が発生しました。

要因
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境
ではありません。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

エラーメッセージの出力ファイルで入出力エラーが発生しました。（errno）

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバを参照して障害を取
り除いた後に再実行してください。

上記以外のメッセージ
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要因
内部エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.20　mllstdfq

mllstdfqコマンドは，メールサーバが配信を保留しているメールや掲示板記事の一覧を
ファイルに出力します。配信日時指定で送信されたメールや掲示日指定で送信された記
事は，指定日時になるまで保留状態のメールとして出力されます。

保留が行なわれるサーバは，送信者のホームサーバです。

＜インストール先ディレクトリ＞ ¥x400¥bin¥mllstdfq.exeを実行してください。

メールサーバ上でシステム管理者が実行してください。

本コマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

● Object Serverが起動している。

コマンド書式

構文
mllstdfq [-h] [-s] <出力ファイル名>

引数とオプション

-h
ヘルプ（Usage）を標準エラー出力に表示する場合に指定します。このオプション
が指定されていた場合，-s以外のオプションは無視されます。

-s
メッセージを標準エラー出力へ表示しない場合に指定します。

出力ファイル名
配信が保留されているメールや記事の情報を出力するファイル名を指定します。す
でに存在するファイルを指定すると，ファイルは上書きされます。

機能説明

配信が保留されているメールや記事の情報を出力ファイルに出力します。

出力ファイルの形式

出力ファイルの形式は 1行を 1レコードとした CSV形式です。レコードの形式を次に示
します。

レコード形式：項目 1,項目 2,項目 3, ... ,項目 10
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各項目の内容を次に項目 1から項目 10の順で示します。１行目にはヘッダが出力されま
す。

1. <MAIL TYPE>

MAIL：メールです。

BBS：記事です。
2. <SENDER TYPE>

U：送信者が個人ユーザです。

O：送信者が組織です。
3. <SENDER ID>

送信者のユーザ ID，または組織 IDです。
4. <SUBMISSION TIME>

送信を行なった日時です。形式は 'YYYY-MM-DD/hh:mm:ss'です。
5. <DEFERRED TIME>

配信指定日時，または掲示日指定日時です。形式は 'YYYY-MM-DD/hh:mm:ss'です。
6. <SUBJECT>

メールの主題，または記事の記事名です
7. <ORNAME>

メールの場合は，送信者の O/R名です。記事の場合は，掲示板の O/R名です。
8. <ORNAME ID>

システム情報です。
9. <LOCAL ID>

システム情報です。
10.<IPM ID>

システム情報です。

項目データ中にダブルコーテーションを含む場合は，ダブルコーテーションの前にダブ
ルコーテーションが付けられ，さらにデータ全体がダブルコーテーションで囲まれます。
また，項目データ中にカンマを含む場合は，データ全体がダブルコーテーションで囲ま
れます。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

255
コマンドが異常終了しました。メッセージを確認して対処してください。
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メッセージ

Success

要因
コマンドが正常に終了しました。

対処
対処は不要です。

Usage : mllstdfq [-h] [-s] <filename>

要因
-hオプションが指定されたか，オプションの指定に誤りがあります

対処
オプションの指定に誤りがある場合は，正しいオプションにより再実行してく
ださい。

Opening file failed

要因
出力ファイルのオープンに失敗しました。

対処
出力ファイル名を確認して再実行してください。

No space left on device

要因
出力ファイルのディスク空き容量が不足しています。

対処
十分空きのあるディスクを出力ファイルに指定してください。

Database error [メッセージ ]

要因
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境
ではありません。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。Object Serverが正
常な場合は，障害受付窓口に連絡してください。

Internal error [メッセージ ]

要因
内部エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.21　mlmakcfg

mlmakcfgコマンドは，メールサーバで使用する環境設定機能の環境テンプレートの設定
をサーバに登録します。環境テンプレートが登録されるのは，このコマンドを実行した
サーバの <インストール先ディレクトリ >¥isp¥config¥commonです。

なお，環境テンプレートについては「7.3 環境テンプレートファイル (POP3)」を参照し
てください。このコマンドは，＜インストール先ディレクトリ >¥binに格納されていま
す。このコマンドの設定内容を反映するには，サーバの再起動が必要です。また，この
コマンドを初期実行する前は，メールサーバにデフォルト値が登録されています。

コマンド書式

構文
mlmakcfg [-f ファイル名] [-o ファイル名] [-s] [-e ファイル名] [-h]

引数とオプション

-f ファイル名
環境テンプレートファイルの内容をサーバに登録する場合に指定します。ファイル
名を 256文字以内の完全パスで指定してください。

-o ファイル名
サーバに登録されている内容を環境テンプレートファイルの形式で出力する場合に
指定します。ファイル名を 256文字以内の完全パスで指定してください。-fオプ
ションと同時に指定された場合は無視されます。

-s
メッセージを標準エラー出力に表示しないようにします。このオプションを省略し
た場合は，標準エラー出力にメッセージを表示します。

-e ファイル名
メッセージをファイルに出力する場合に指定します。すでにファイルがある場合は，
上書きします。256文字以内の完全パスで指定してください。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

戻り値

0
正常にセットアップを完了しました。
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1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

2
-fオプションで指定したファイルにセクション [Count]またはキーワード CfgCntが
記述されていません。正しい環境テンプレートファイルを作成し，再実行してくだ
さい。

3
メモリの確保に失敗しました。十分なメモリを確保後，再実行してください。

4
ファイルのオープンに失敗しました。ディスクフルまたは -e指定ファイルを確認し
てください。

5
ファイルの読み込みに失敗しました。ディスクフルまたは -f指定ファイルを確認し
てください。

6
ファイルの書き込みに失敗しました。ディスクフルまたは -o指定ファイルを確認し
てください。

メッセージ

GMKE001:Command arguments error.

要因
コマンドの引数が正しく指定されていません。

対処
正しい引数を指定して再実行してください。

GMKE002:CfgCnt key error.

要因
入力ファイルの Countセクションの CfgCntキーが正しく設定されていません。

対処
CfgCntを正しく設定後，再実行してください。

GMKE003:Memory allocation error [errno].

要因
メモリの確保に失敗しました。（エラー番号 errno）

対処
十分なメモリを確保後，再実行してください。

GMKE004:File open error [errno].
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要因
登録側のファイルのオープンに失敗しました。（エラー番号 errno）

対処
ディスクフルになっていないか確認してください。-eオプション指定時は，指
定したファイルが書き込みできるかどうかを確認してください。

GMKE005:File read error [errno]

要因
登録側のファイルの読み込みに失敗しました。（エラー番号 errno）

対処
ディスクフルになっていないか確認してください。-fオプション指定時は，指
定したファイルが読み込みできるかどうかを確認してください。

GMKE006:File write error [errno].

要因
登録側のファイルの書き込みに失敗しました。（エラー番号 errno）

対処
ディスクフルになっていないか確認してください。-oオプション指定時は指定
したファイルが書き込みできるかどうかを確認してください。



16.　コマンドリファレンス

467

16.22　mlmfadm

mlmfadmコマンドは指定したユーザが保持する回覧の一覧出力および削除を行います。

＜インストール先ディレクトリ＞ ¥bin¥mlmfadm.exeを実行してください。

●実行するメールサーバの ObjectServerが起動している。

●実行するメールサーバのアドレスサービスが停止している。

コマンド書式

構文
mlmfadm {-l|-c} {-u ユーザID<,ユーザID>|-f ファイル名} [-e ファイル名] [-s] [-h]

引数とオプション

-l
指定したユーザが保持する，回覧一覧を出力する。

-c
指定したユーザが保持する，ユーザ移動前に送受信した回覧を強制的に削除する。

-u
処理対象のユーザ IDを指定する。複数のユーザ IDを指定できる。

-f
処理対象のユーザ IDを，1行に 1ユーザ IDの形式で記述したテキストファイル名
を指定する。
改行を除いた 1行の長さは，1バイト以上 8バイト以下であり，行頭から行末まで
のすべての文字をユーザ IDとみなす。

-e
エラーメッセージの出力先ファイル名を指定する。

-s
標準エラー出力へのエラーメッセージの出力を抑止する。省略時は，標準エラー出
力へエラーメッセージを出力する。

-h
ヘルプメッセージを出力する。

一覧出力の形式

1行を 1レコードとします。レコードの内容を次に示します。
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ユーザ ID，処理種別，回覧 ID，回覧種別，送信者ユーザ ID，送信／受信日時，主題

機能説明

回覧を保持したユーザを移動する場合，事前に以下の対応が必要となります。

• 送信回覧を保持したユーザを移動する場合は，回覧中の送信回覧は破棄，それ以外の
送信回覧は削除後に移動する。

• 受信回覧を保持したユーザを移動する場合は，未回送の受信回覧は回送した後に削除，
それ以外の受信回覧は削除後に移動する。

本コマンドは，回覧を保持したままユーザ移動を実施したユーザに対して，ユーザ移動
後に，移動したユーザが持つ回覧を強制的に削除します。

注意事項

受信回覧を強制削除した場合，送信者からは強制削除をしたユーザのところで当該受信
回覧の回送が止まっている状態にしか見えません。このため強制削除処理をした際に出
力された情報を基に，システム管理者が送信者に通知を行い，送信者に破棄をしてもら
う必要があります。

回送済みの受信者を，当該回覧に関係のないサーバにユーザ移動した場合に回収を行う
と，回収中のままとなるため，回収ではなく破棄とする必要があります。

戻り値

０
コマンドが正常に終了しました。

1
コマンド引数が不正です。

4
中断を受け付けました。

5
メモリ不足が発生しました。

80
Object Serverが起動されていません。

81
Address Serverが起動されています。

82
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mlmfadmコマンドが既に起動されています。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。

101
-fオプションで指定したファイルを扱うことができません。

102
-fオプションで指定したファイルの xx行目のユーザ ID（xx）の形式が不正です。

102
-uオプションで指定したユーザ ID（xx）の形式が不正です。

103
指定したユーザ ID（xx）は，メール属性を持つアドレスユーザとして登録されてい
ません。

104
データの出力でエラーが発生しました。

255
内部エラーが発生しました。

メッセージ

コマンド引数が不正です。

要因
コマンド引数が不正です。

対処
正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

メモリ不足が発生しました。

要因
メモリ不足が発生しました。

対処
コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行してください。

Object Serverが起動されていません。

要因
Object Serverが起動されていません。

対処
Object Serverを起動後，再実行してください。
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Address Serverが起動されています。

要因
Address Serverが起動されています。

対処
Address Serverを停止後，再実行してください。

mlmfadmコマンドが既に起動されています。

要因
mlmfadmコマンドが既に起動されています。

対処
既に起動されているmlmfadmコマンドの終了後に再実行してください。

-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，障害を取り除いた後に再実行して
ください。

-fオプションで指定したファイルを扱うことができません。

要因
-fオプションで指定したファイルを扱うことができません。

対処
-fオプションで指定したファイルを確認して，障害を取り除いた後に再実行し
てください。

-fオプションで指定したファイルの xx行目のユーザＩＤ（xx）の形式が不正です。

要因
-fオプションで指定したファイルの xx行目のユーザＩＤ（xx）の形式が不正
です。

対処
-fオプションで指定したファイルを修正して再実行してください。

-uオプションで指定したユーザ ID（xx）の形式が不正です。

要因
-uオプションで指定したユーザ ID（xx）の形式が不正です。

対処
-uオプションで指定したユーザ IDを確認後，再実行してください。

指定したユーザ ID（xx）は，メール属性を持つアドレスユーザとして登録されていませ
ん。
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要因
指定したユーザ ID（xx）は，メール属性を持つアドレスユーザとして登録され
ていません。

対処
-u，または，-fオプションで指定したユーザ IDを確認して，再実行してくださ
い。

データの出力でエラーが発生しました。

要因
データの出力でエラーが発生しました。

対処
障害を取り除いた後に再実行してください。

内部エラーが発生しました。

要因
内部エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.23　mlmvmbbs

mlmvmbbsコマンドは，マスタ掲示板とレプリカ掲示板を交換します。これによって，
マスタ掲示板のメールサーバを変更することができます。

＜インストール先ディレクトリ＞ ¥bin¥mlmvmbbs.exeを実行してください。どのメール
サーバでも実行できます。このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどう
かを確認してください。

●アドレス管理ドメイン内のすべてのアドレスサーバとメールサーバが Version 5以降
である。

●アドレス管理ドメイン内のマスタ管理サーバを含む，すべてのアドレスサーバとメー
ルサーバのアドレスサービスが起動している。

●アドレス管理ドメイン内のすべてのメールサーバのサーバが停止している。

コマンド書式

構文
mlmvmbbs -b 掲示板ID -n ドメイン名又はホスト名 [-h]

引数とオプション

-b 掲示板 ID
交換するトップ掲示板の掲示板 IDを指定します。

-n ドメイン名又はホスト名
交換後にマスタ掲示板となるメールサーバの，ドメイン名またはホスト名を指定し
ます。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。

サーバ起動中に実行してしまった場合

ユーザがログインした状態でこのコマンドを実行すると，掲示板の交換は正常に終了し
ますが，次のような現象が発生します。対処内容を確認してください。

●ログインしていたユーザが記事を掲示するかまたは記事を削除すると，エラーを伝え
るメールが記事掲示者または記事削除者に届く。

対処
もう一度，ユーザが記事を掲示するかまたは記事を削除してください。
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●ログインしていたユーザが記事を掲示すると，マスタ掲示板とレプリカ掲示板の不整
合が発生する。

対処
システム管理者が掲示板記事の整合性を確保してください。掲示した記事がマス
タ掲示板にない場合は，もう一度，ユーザが記事を掲示してください。

戻り値

0
正常にマスタ掲示板とレプリカ掲示板の交換を完了しました。

1
コマンド引数が不正です。正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

2
メモリの確保に失敗しました。十分なメモリを確保後，再実行してください。

3
[Ctrl]+[Ｃ]による中止要求を受け付けました。

98
コマンド内部でマスタ管理サーバのドメイン名またはホスト名の取得に失敗しまし
た。障害受付窓口に連絡してください。

99
環境変数の設定に失敗しました。障害受付窓口に連絡してください。

255
コマンドの処理中に異常を検出しました。メッセージを参照して対処してください。

メッセージ

Usage:mlmvmbbs -b BBS_ID -n DOMAIN_NAME [-h]

-b：移動するトップ掲示板の掲示板 IDを指定します。

-n：移動後のドメイン名またはホスト名を指定します。

-h：ヘルプを表示することを指定します。本指定をしたとき他のパラメタは無視し
ます。

要因
コマンド引数が不正です。

対処
正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

メモリ不足が発生しました。
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要因
メモリの確保に失敗しました。

対処
十分なメモリを確保後，再実行してください。

処理の中止要求を受け付けました。

要因
[Ctrl]+[Ｃ]による中止要求を受け付けました。

対処
対処は不要です。

管理サーバのドメイン名の取得に失敗しました (ret = %d,errno = %d)。

要因
コマンド内部でマスタ管理サーバのドメイン名またはホスト名の取得に失敗し
ました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

環境変数の設定に失敗しました (kind = %s,exitcode = %d,ret = %d,errno = %d)。

要因
環境変数の設定に失敗しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

Ｖ３以前のサーバが存在します。

要因
アドレス管理ドメイン内に Version 3以前のアドレスサーバまたはメールサーバ
があります。

対処
アドレス管理ドメイン内のすべてのアドレスサーバまたはメールサーバを
Version 5以降にバージョンアップしてから再実行してください。

指定した掲示板が存在しません。

要因
-bオプションで指定したトップ掲示板の掲示板 IDが不正です。

対処
トップ掲示板の正しい掲示板 IDを指定して再実行してください。

子掲示板の IDを指定しました。

要因
下位掲示板の掲示板 IDを指定しました。
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対処
トップ掲示板の正しい掲示板 IDを指定して再実行してください。

移動後のドメイン名またはホスト名が存在しません。

要因
-nオプションで指定したドメイン名またはホスト名がメールサーバのものでは
ありません。

対処
交換後にマスタ掲示板となるメールサーバの，正しいドメイン名またはホスト
名を指定して再実行してください。

移動後のドメイン名またはホスト名が移動前と同じです。

要因
-nオプションで指定したドメイン名またはホスト名が現在のメールサーバのも
のです。

対処
交換後にマスタ掲示板となるメールサーバの，正しいドメイン名またはホスト
名を指定して再実行してください。

移動先のサーバにレプリカを設定していません。

要因
-nオプションで指定したドメイン名またはホスト名のメールサーバにレプリカ
掲示板が設定されていません。

対処
レプリカ掲示板が設定されていない場合は，設定後に再実行してください。

稼働中バックアップ実行中のため処理できません。

要因
稼働中バックアップ実行中にコマンドを実行しました。

対処
稼働中バックアップが終了してから再実行してください。

排他中のため操作できません。

要因
排他中にコマンドを実行しました。

対処
再実行してください。再実行しても同じメッセージが表示される場合は，障害
受付窓口に連絡してください。

システムで異常が発生しました。

要因
システムで異常が発生しました。
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対処
障害受付窓口に連絡してください。

内部エラーが発生しました。

要因
内部エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.24　mlstnews

mlstnewsコマンドは，記事について制御情報と記事の実体（実体ファイル）の整合性を
チェックし，一覧に表示します。また不整合な記事の制御情報と実体ファイルの削除も
します。<インストール先ディレクトリ >¥bin¥mlstnews.exeを実行してください。こ
のコマンドはシステム管理者がメールサーバで実行してください。このコマンドを実行
する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●実行するメールサーバの Object Serverが起動している。

●実行するメールサーバのアドレスサービスが停止している。

コマンド書式

構文
mlstnews [-n 掲示板ID[,掲示板ID]...] [-r] [-o ファイル名] [-s] [-e ファイル名] [-h]

引数とオプション

-n掲示板 ID[,掲示板 ID]
検索する掲示板の掲示板 IDを指定します。複数掲示板を検索する場合は，,（半角
コンマ）で区切り列挙してください。省略した場合はそのメールサーバにあるすべ
てのマスタ，レプリカ掲示板（子掲示板も含む）を検索します。

-r
不整合になっている記事を削除する場合に指定します。省略すると一覧だけが表示
されます。

-o ファイル名
結果情報を出力するファイル名を指定します。すでにファイルがある場合は追加し
ます。ファイル名は 256文字以内の完全パスか相対パスで指定してください。

-s
エラーメッセージを標準エラー出力に表示しない場合に指定します。省略した場合
は，標準エラー出力に表示します。

-e ファイル名
エラーメッセージをファイルに出力する場合に指定します。すでにファイルがある
場合は追加します。ファイル名は 256文字以内の完全パスか相対パスで指定してく
ださい。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は
ほかのオプションは無視され，ヘルプだけを表示します。
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機能説明

このコマンドはメールサーバで実行してください。このコマンド実行後は掲示板の整合
性を確保してください。このコマンドによって削除されたレプリカ掲示板の記事は，掲
示板の整合性の確保によってマスタ掲示板から再配布されます。これによって既読の記
事が未読になったようにユーザに見えることがあります。

結果情報の形式

1行を 1レコードとします。レコードの内容を次に示します。各項のセパレータは半角
スペースです。

掲示板 ID 掲示板名 処理結果

処理結果
OK：問題なし
deleted：記事を削除した（-rオプション指定時だけ表示）
NG：不整合な記事がある（-rオプション未指定時だけ表示）
skipped：スキップした

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
コマンド引数が不正です。正しい引数を指定して再実行してください。

2
環境変数の設定に失敗しました。障害受付窓口に連絡してください。

3
-nオプションで指定した掲示板 IDが不正です。正しい掲示板 IDを指定して再実行
してください。

4
[Ctrl+C]による中止要求を受け付けました。

5
アドレスサービスが起動中です。アドレスサービスを停止してから再実行してくだ
さい。

6
Object Serverが停止しています。Object Serverを起動してから再実行してくださ
い。
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10
メモリの確保に失敗しました。十分なメモリを確保後，再実行してください。

80
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境では
ありません。Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

82
ディレクトリの読み込みに失敗しました。障害受付窓口に連絡してください。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。-eオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

101
-oオプションで指定したファイルを扱うことができません。-oオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

メッセージ

実行環境の設定に失敗しました。（）

要因
環境変数の設定に失敗しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

掲示板 IDが不正です。（）

要因
-nオプションで指定した掲示板 IDが不正です。

対処
正しい掲示板 IDを指定して再実行してください。

処理の中止要求を受け付けました。

要因
[Ctrl]+[C]による中止要求を受け付けました。

対処
対処は不要です。

Address Serverサービスが起動中です。

要因
アドレスサービスが起動中です。

対処



16.　コマンドリファレンス

480

アドレスサービスを停止してから再実行してください。

Object Serverサービスが未起動です。

要因
Object Serverが停止しています。

対処
Object Serverを起動してから再実行してください。

メモリ不足が発生しました。

要因
メモリの確保に失敗しました。

対処
十分なメモリを確保後，再実行してください。

ＤＢアクセスで異常が発生しました。（）

要因
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境
ではありません。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

ディレクトリの読み込みに失敗しました。（errno）

要因
ディレクトリの読み込みに失敗しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

エラーメッセージの出力ファイルが不正です。（errno）

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバを参照して障害を取
り除いた後に再実行してください。

途中経過の出力ファイルが不正です。（errno）

要因
-oオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-oオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバを参照して障害を取
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り除いた後に再実行してください。
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16.25　mlulkmb

mlulkmbコマンドは，強制整合性確保または，稼働中バックアップで使用する
MLgetBKコマンドによってロックされたままになったメールボックスのロックを解除し
ます。<インストール先ディレクトリ >¥x400¥tool¥mlulkmb.exeを実行してください。
このコマンドはシステム管理者がメールサーバで実行してください。このコマンドを実
行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●実行するメールサーバの Object Serverが起動している。

●MLgetBKまたはMLputBKコマンドが実行中でない。

コマンド書式

構文
mlulkmb [-v]

引数とオプション

-v
メッセージを標準出力へ表示する場合に指定します。省略した場合は，標準出力に
メッセージを表示しません。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

100
内部エラーが発生しました。障害受付窓口に連絡してください。

101
コマンド引数が不正です。正しい引数を指定して再実行してください。

102
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境では
ありません。Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

103
システムエラーが発生しました。サーバが動作できる状態か確認してください。

メッセージ

Success
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要因
コマンドを正常に終了しました。

対処
対処は不要です。

API error

要因
内部エラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

Usage : mlulkmb [-v]

要因
コマンド引数が不正です。

対処
正しい引数を指定して再実行してください。

Datebase error [DBメッセージ ]

要因
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境
ではありません。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。
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16.26　nxbbsrcv

nxbbsrcvコマンドは，実行したメールサーバにある全掲示板の現在容量および記事数の
整合性を確保します。<インストール先ディレクトリ >¥bin¥nxbbsrcv.exeを実行してく
ださい。このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してくだ
さい。

●実行するメールサーバの Object Serverが起動している。

●メールサーバで実行する。

コマンド書式

構文
nxbbsrcv [-n] [-b 掲示板ID]

引数とオプション

-n
メッセージを標準出力に表示しない場合に指定します。省略した場合は，標準出力
に表示します。

-b 掲示板 ID
整合性を確保する掲示板を限定する場合に掲示板 IDを指定します。省略した場合
は，実行したメールサーバにある全掲示板が対象になります。なお，下位掲示板を
指定した場合は，指定掲示板とその下にある掲示板が対象です。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
コマンドが異常終了しました。メッセージを確認して対処してください。対処でき
ない場合は障害受付窓口に連絡してください。

100
-bオプションで指定した掲示板がありません。正しい掲示板 IDを指定して再実行
してください。

メッセージ

nxbbsrcv normal ended



16.　コマンドリファレンス

485

要因
コマンドを正常に終了しました。

対処
対処は不要です。

board_id not found.[rtncode], BB_ID

要因
-bオプションで指定した掲示板 IDが不正です。

対処
正しい掲示板 IDを指定して再実行してください。

invalid parameter appears.

要因
コマンド引数が不正です。

対処
正しいコマンド引数を指定して再実行してください。

searching top BBS failed [rtncode],*TOP*

要因
内部エラー（トップ掲示板 IDの取得に失敗）が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

login into DB failed [rtncode],Dblogin

要因
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境
ではありません。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

BDIT access error. [rtncode], BB_ID

要因
内部エラー（掲示板詳細情報テーブルの取得に失敗）が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

updating BDIT failed. [rtncode]. Upd BDIT

要因
内部エラー（掲示板詳細情報テーブルの更新に失敗）が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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rollback failed. [rtncode], Rollback

要因
内部エラー（データベースに対するアクセスが失敗）が発生しました。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。Object Serverが正
常な場合は，障害受付窓口に連絡してください。

commit failed. [rtncode], Commit

要因
内部エラー（データベースに対するアクセスが失敗）が発生しました。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。Object Serverが正
常な場合は，障害受付窓口に連絡してください。

logout from DB failed. [rtncode], DBlogout

要因
内部エラー（データベースに対するアクセスが失敗）が発生しました。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。Object Serverが正
常な場合は，障害受付窓口に連絡してください。

Searching Sub-BBS failed [rtncode], BB_ID

要因
内部エラー（下位掲示板 IDの取得に失敗）が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

cap calc function failed. [rtncode], BB_ID

要因
内部エラー（掲示板容量の計算に失敗）が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

malloc failed

要因
メモリの確保に失敗しました。

対処
十分なメモリを確保後，再実行してください。

Set_GM_ENV() error

要因
内部エラー（環境情報の取得に失敗）が発生しました。
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対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.27　nxsmngsrv

このコマンドはサイトまたはサーバを起動または停止します。<インストール先ディレ
クトリ > ¥bin¥nxsmngsrv.exeを実行してください。このコマンドを実行する前に次の条
件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動している。

●起動するサイトの全メールサーバのアドレスサービスが起動している。

●起動するメールサーバのアドレスサービスが起動している。

コマンド書式

構文
nxsmngsrv ホスト名 アクション サイト名 [サーバ名]

引数とオプション

ホスト名
マスタ管理サーバのドメイン名またはホスト名を指定します。

アクション
次の中から指定します。

0：サーバの起動時に指定します。

1：サーバの停止時に指定します。

2：サイトの起動時に指定します。

3：サイトの停止時に指定します。

サイト名
起動または停止するサイト名を一つ指定します。アクションに「0」または「1」を
指定した場合は，メールサーバが所属するサイトのサイト名を指定してください。

サーバ名
アクションに「0」または「1」を指定した場合，起動または停止するメールサーバ
のサーバ名を一つ指定します。

！！！！ 注意事項

サイト名およびサーバ名に特殊文字または漢字を使用している場合は，ダブルクォーテー
ションで囲んでください。
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戻り値

0
マスタ管理サーバとの通信に成功しました。

－ 1
マスタ管理サーバとの通信に失敗しました。マスタ管理サーバのアドレスサービス
を起動してください。

メッセージ

hostname is too long

要因
ドメイン名またはホスト名が長過ぎます。

対処
ドメイン名またはホスト名を再度確認し，256文字以内で指定してください。

action is invalid

要因
アクションの指定に誤りがあります。

対処
アクションに指定できるパラメタを確認し，再度指定してください。

site name is too long

要因
サイト名が長過ぎます。

対処
サイト名を再度確認し，全角ならば 16文字以内，半角ならば 32文字以内で指
定してください。

server name is too long

要因
サーバ名が長過ぎます。

対処
サーバ名を再度確認し，全角ならば 16文字以内，半角ならば 32文字以内で指
定してください。
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16.28　nxsrepstat

登録情報のレプリケーションが正常に終了したかどうかを確認できます。<インストー
ル先ディレクトリ > ¥bin¥nxsrepstat.exeを実行してください。このコマンドを実行する
前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動されている。

● Address/Mail Serverのセットアップが完了している。

コマンド書式

構文
nxsrepstat [ -h ドメイン名[ドメイン名...]] [-s メッセージ抑止指示] [-c]

引数とオプション

-hドメイン名 [ドメイン名 ...]
レプリケーション状況を確認するアドレスサーバのドメイン名またはホスト名を指
定します。アドレスサーバを複数確認する場合は，ドメイン名またはホスト名をコ
ンマで区切り列挙してください。このオプションを省略した場合は，アドレス管理
ドメイン内すべてのアドレスサーバの状況を確認します。

-s メッセージ抑止指示
メッセージ抑止指示に従いメッセージの制御をします。省略した場合はメッセージ
を表示します。
「0」メッセージを表示しない。
「1」メッセージを表示する (標準出力に出力する )。
「0」と「1」以外を指定した場合はエラーになります。

-c
メッセージおよび戻り値が拡張され，より詳しい情報を提供します。このオプショ
ンを指定しないと「トランザクションレコード処理中」と「トランザクションレ
コードあり」は区別せず，「トランザクションあり」と表示します。

アドレスサーバの状況は，戻り値またはメッセージで確認してください。

同じサーバに対するレプリケーションで，マスタ管理サーバでは「トランザクションレ
コード処理中」，アドレスサーバでは「トランザクションレコードあり」と二つの状態で
ある場合は，「トランザクションレコードあり」とみなされます。

戻り値

このコマンドは複数のアドレスサーバを確認できます。そのため，各サーバの状態が異
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なる場合には，そのときにいちばん値の大きい戻り値を返します。例えば，戻り値が 53
のサーバと 104のサーバがあった場合，コマンドの戻り値は 104となります。

0
確認したサーバのレプリケーションがすべて完了しています。

1
確認したサーバのレプリケーションがすべて完了しています。ただし，確認したア
ドレスサーバの中にバージョンが 02-00または 02-10のものがあるため，そのサー
バの状態は判断できません。

2
確認したサーバのレプリケーションがすべて完了しています。ただし，確認したア
ドレスサーバの中にバージョンが 02-10の中継サーバがあるため，その中継サーバ
の状態は判断できません。

3
確認したサーバのレプリケーションがすべて完了しています。ただし，確認したア
ドレスサーバの中に状態を判断できないものがあります。

50
確認したサーバの中にレプリケーション途中のものがあります。中継サーバに対す
る情報がマスタ管理サーバ上にあります。-Cオプション指定時だけ返ります。

51
確認したサーバの中にレプリケーション途中のものがあります。アドレスサーバに
対する情報がマスタ管理サーバ上にあります。-Cオプション指定時だけ返ります。

52
確認したサーバの中にレプリケーション途中のものがあります。アドレスサーバに
対する情報が中継サーバ上にあります。-Cオプション指定時だけ返ります。

53
確認したサーバの中にレプリケーション途中のものがあります。アドレスサーバに
対する情報がアドレスサーバ上にあります。-Cオプション指定時だけ返ります。

100
確認したサーバの中にレプリケーションを中断しているものがあります。バージョ
ン 01-XXのサーバに対するレプリケーションが中断しています。

101
確認したサーバの中にレプリケーションを中断しているものがあります。中継サー
バに対する情報がマスタ管理サーバ上にあります。

102
確認したサーバの中にレプリケーションを中断しているものがあります。アドレス
サーバに対する情報がマスタ管理サーバ上にあります。
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103
確認したサーバの中にレプリケーションを中断しているものがあります。アドレス
サーバに対する情報が中継サーバ上にあります。

104
確認したサーバの中にレプリケーションを中断しているものがあります。アドレス
サーバに対する情報がアドレスサーバ上にあります。

105
確認したサーバの中にレプリケーションを中断しているものがあります。アドレス
サーバに対する情報が中継サーバ上にあります。

254
確認したサーバの中にアドレスサービスが起動されていないものがあります。

255
一部またはすべてのアドレスサーバのレプリケーション状態を取得できません。

メッセージ

次に出力されるメッセージを示します。なお，同じサーバに対するレプリケーションで，
マスタ管理サーバでは「トランザクションレコード処理中」，アドレスサーバでは「トラ
ンザクションレコードあり」と二つの状態である場合は，「トランザクションレコードあ
り」とみなされます。

指定したホスト名が長すぎます

要因
コマンド引数に指定したドメイン名またはホスト名が 256文字以上です。

対処
正しいドメイン名またはホスト名を指定して再実行してください。

指定したホスト名は存在しません (XXXX)

要因
XXXXのドメイン名またはホスト名を持つアドレスサーバは，アドレス管理ド
メイン内にありません。

対処
正しいドメイン名またはホスト名を指定して再実行してください。

引数に指定したホスト名のチェックでエラーが発生しました (XXXX)

要因
マスタ管理サーバのアドレスサービスは開始されていますが，XXXXのドメイ
ン名またはホスト名を持つアドレスサーバのアドレスサービスが開始されてい
ません。
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対処
XXXXのドメイン名またはホスト名を持つアドレスサーバのアドレスサービス
を起動してから，再実行してください。

中継サーバのチェックでエラーが発生しました (XXXX)

要因
マスタ管理サーバのアドレスサービスは開始されていますが，XXXXのドメイ
ン名またはホスト名を持つレプリケーション中継サーバのアドレスサービスが
開始されていません。

対処
XXXXのドメイン名またはホスト名を持つアドレスサーバのアドレスサービス
を起動してから，再実行してください。

通信開始時にエラーが発生しました

要因
マスタ管理サーバのアドレスサービスが開始されていません。

対処
マスタ管理サーバのアドレスサービスを起動してから，再実行してください。

システムで異常が発生しました (詳細コード )

要因
システムで異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

コマンド引数のサーバ名が無効です（XXXX)

要因
XXXXと指定したドメイン名またはホスト名が不正です。

対処
正しいドメイン名またはホスト名を指定して再実行してください。

アドレスサーバまたは所属中継サーバへの要求送信に失敗しました（XXXX)

要因
マスタ管理サーバとアドレスサーバまたはレプリケーション中継サーバ (XXXX)
との間で通信エラーが発生しました。

対処
アドレスサーバまたはレプリケーション中継サーバのアドレスサービスが起動
しているか確認してください。

アドレスサーバまたは所属中継サーバからの結果受信に失敗しました（XXXX)

要因
マスタ管理サーバとアドレスサーバまたはレプリケーション中継サーバ (XXXX)
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との間で通信エラーが発生しました。

対処
アドレスサーバまたはレプリケーション中継サーバのアドレスサービスが起動
しているか確認してください。

トランザクションレコードなし（XXXX)

要因
XXXXをドメイン名またはホスト名に持つアドレスサーバへのレプリケーショ
ンは完了しています。

対処
正常なので対処は不要です。

トランザクションレコード処理中（XXXX)

要因
XXXXをドメイン名またはホスト名に持つアドレスサーバへのレプリケーショ
ンは続行中です。-cオプションを指定している場合だけ出力します。

対処
しばらく経ってから再実行して確認してください。

トランザクションレコードあり（XXXX)

要因
XXXXをドメイン名またはホスト名に持つアドレスサーバへのレプリケーショ
ンは中断しています。

対処
整合性を確保することで，レプリケーションを開始します。

指定したホストのアドレスサーバが起動されていません（XXXX）

要因
XXXXをドメイン名またはホスト名に持つアドレスサーバのアドレスサービス
が停止しています。

対処
アドレスサービスを起動してから再実行してください。

指定したホストの所属中継サーバのアドレスサーバが起動されていません（XXXX）

要因
XXXXをドメイン名に持つレプリケーション中継サーバのアドレスサービスが
停止しています。

対処
レプリケーション中継サーバのアドレスサービスを起動してから再実行してく
ださい。
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16.29　nxsrrx

このコマンドは，運転席の名前データベースウィンドウで実行する整合性確保と掲示板
管理で実行する整合性確保をコマンドで実現できるようにしたものです。<インストー
ル先ディレクトリ > ¥bin¥nxsrrx.exeを実行してください。このコマンドを実行する前
に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動している。

●全アドレスサーバのアドレスサービスが起動している。

！！！！ 注意事項

二番目の条件が満たされていなくてもコマンドは正常終了しますが，整合性確保は失敗する
場合があります。

コマンド書式

構文
nxsrrx -r -a -n 掲示板ID

引数とオプション

-r
名前データベースの整合性を確保する場合に指定します。-aオプションと -nオプ
ションは同時に指定しないでください。

-a
すべての掲示板に対して，掲示板管理の整合性を確保する場合に指定します。-rオ
プションと -nオプションは同時に指定しないでください。

-n掲示板 ID
掲示板 IDを持つ掲示板に対して，掲示板管理の整合性を確保する場合に指定しま
す。-rオプションと -aオプションは同時に指定しないでください。

戻り値

0
マスタ管理サーバとの通信に成功しました。ただし，整合性確保の成功失敗を表し
ているわけではありません。

0以外
コマンドでエラーが発生しました。メッセージを参照してください。
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メッセージ

ERROR:GM_ENV execute error.

要因
内部エラー（環境情報の取得に失敗）が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

Too few arguments.
Usage:nxsrrx { -r | -a | -nBBS_ID}

要因
コマンドパラメタ指定に誤りがあります。

対処
コマンドパラメタを正しく指定して再実行してください。

Invalid argument appears.
Usage:nxsrrx { -r | -a | -nBBS_ID}

要因
コマンドパラメタ指定に誤りがあります。

対処
コマンドパラメタを正しく指定して再実行してください。

ERROR:nxcmchname access error.

要因
内部エラー（環境情報の取得に失敗）が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

ERROR:DB login failed.

要因
内部エラー（データベースの接続に失敗）が発生しました。

対処
データベースの状態を確認してください。データベースが正常の場合は，障害
受付窓口に連絡してください。

ERROR:get_BBS_ID failed. BBS_ID=掲示板 ID.

要因
指定した掲示板 IDが不正です。

対処
正しい掲示板 IDを指定して再実行してください。
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ERROR:article matching failed. BBS_ID=掲示板 ID.

要因
指定した掲示板 IDが不正です。またはマスタ管理サーバの状態が不正です。

対処
正しい掲示板 IDを指定して再実行してください。またはマスタ管理サーバの状
態を確認してください。

ERROR:nxs_ReqInit failed.

要因
内部エラー（コマンドの初期化処理に失敗）が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

ERROR:nxs_ReqReReg failed.

要因
マスタ管理サーバの状態が不正です。

対処
マスタ管理サーバの状態を確認してください。

article matching processed. BBS_ID=掲示板 ID

要因
掲示板 IDを持つ掲示板の整合性を確保しました。

対処
正常メッセージのため対処は不要です。
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16.30　nxudmail

このコマンドは指定した保存期間より前に受信，送信したユーザおよび組織のメールを
削除します。メールサーバで実行します。<インストール先ディレクトリ > 
¥bin¥nxudmail.exeを実行してください。このコマンドを実行する前に次の条件を満た
しているかどうかを確認してください。

●実行するメールサーバのメールサーバが起動している。

コマンド書式

構文
nxudmail 保存期間 [-o[n]] [-u ユーザID [ユーザID]] [-f ファイル名]

引数とオプション

保存期間
メールを保存したい期間（単位は日）を指定します。指定した保存期間内のメール
を保存し，期間外のメールを削除します。指定範囲は 1～ 999です。前日を 1とし
ます。したがって当日と前日のメールを削除することはできません。このオプショ
ンの指定場所はコマンド名の直後で，固定です。

-o[n]
-oオプションを指定すると未読メールも削除対象になります。省略した場合は，既
読メールだけ削除対象になります。さらに nオプションを指定すると，未読メール
を削除したときに送信者に対して未読メール削除通知メッセージを通知します。こ
の通知によって，送信ログ上の状態が未読のまま削除になるため送信者は読まれな
かったと判断できます。nオプションを省略すると送信者では判断できなくなりま
すが，通知メッセージがないのでサーバの負荷を抑えることができます。

-uユーザ ID [ユーザ ID]
指定ユーザのメールを削除しません。複数ユーザを指定する場合は，ユーザ IDを半
角スペースを区切りとして列挙してください。-fオプションとは同時に指定しない
でください。

-fファイル名
メールを削除しないユーザのユーザ IDを記述したファイル名をフルパスで指定しま
す。ファイルの内容は 1行を 1レコードとし，各レコードにはユーザ IDを一つ記述
してください。-uオプションとは同時に指定しないでください。

機能説明

このコマンドの実行とメール削除は非同期です。コマンドが終了してもメール削除処理
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は完了していません。削除処理の完了はコンソールの「メール削除が終了しました」と
いうメッセージで確認してください。Windows NTではサービスの「スタートアップ」
で「デスクトップとの対話をサービスに許可」をチェックしないとコンソールは表示さ
れません。

このコマンドを連続して実行するときは，「メール削除が終了しました」のメッセージを
確認してから次のコマンドを実行してください。

！！！！ 注意事項

運転席で指定する自動削除デーモン処理実行中にコマンドを実行すると，コマンドによる
メール削除処理は自動削除デーモンの処理が終わるまで待たされます。自動削除デーモン処
理中はコマンドを使用しないことを推奨します。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

255
コマンドが異常終了しました。メッセージを基に障害を回復してください。

メッセージ

メールの保存期間削除を開始します。

要因
メール削除を開始しました。

対処
対処は不要です。

メールの保存期間削除を終了しました。

要因
メール削除を終了しました。

対処
対処は不要です。

環境変数の設定に失敗しました。

要因
システムで異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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初期化処理に失敗しました。 func = XXXX errno =YYYY

要因
システムで異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

領域の確保に失敗しました。  data = XXXX errno = YYYY

要因
メモリが不足しています。

対処
十分なメモリを確保後，再実行してください。

保存期間設定領域の確保に失敗しました。 errno = %d

要因
メモリが不足しています。

対処
十分なメモリを確保後，再実行してください。

ユーザファイルの I/O処理に失敗しました。 func = XXXX errno = YYYY

要因
-fオプションで指定したファイルが不正です。

対処
正しいファイル名を指定して再実行してください。

指定ファイルが存在しません。 filename = XXXX errno = YYYY

要因
XXXXファイルがありません。

対処
正しいファイル名を指定して再実行してください。

サポートバージョンでないため無視します。 サーバ名 = XXXX ホスト名 = YYYY

要因
メールサーバ XXXXのバージョンが古いため，処理できません。

対処
メールサーバをバージョンアップ後，再実行してください。

ユーザ IDの長さ (XXXXバイト )が最大値を超えています。

要因
指定したユーザ IDが不正です。

対処
正しいユーザ IDを指定後，再実行してください。
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ホスト名の長さ (XXXXバイト )が最大値を超えています。

要因
指定したドメイン名またはホスト名が不正です。

対処
正しいドメイン名またはホスト名を指定後，再実行してください。

パス名の長さ (XXXXバイト )が最大値を超えています。

要因
指定したファイル名の文字列が長過ぎます。128バイトを超えています。

対処
パス名が短くなる場所に格納後，再実行してください。

指定ファイルが一般ファイルでありません。 filename = XXXX

要因
指定したファイル XXXXが不正です。

対処
正しいファイル名を指定後，再実行してください。

システム障害が発生しました。 func = XXXX errno = YYYY

要因
システムで異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

ファイルの排他に失敗しました。func=XXXX ret=YYYY

要因
システムで異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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16.31　nxudmailM

このコマンドは，該当サーバで指定した保存期間より前に受信，送信したユーザおよび
組織のメールを削除します。このコマンドが実行できるのは，マスタ管理サーバ上だけ
です。<インストール先ディレクトリ > ¥bin¥nxudmailM.exeを実行してください。こ
のコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●指定したメールサーバのメールサーバが起動している。

●全メールサーバを対象とするときは，全アドレス，メールサーバが起動している。

コマンド書式

構文
nxudmailM 保存期間 [-h ホスト名] [-o[n]] [-u ユーザID [ユーザID]] [-f ファイル名]

引数とオプション

保存期間
メールを保存したい期間（単位は日）を指定します。指定した保存期間内のメール
を保存し，期間外のメールを削除します。指定範囲は 1～ 999です。前日を 1とし
ます。したがって当日と前日のメールを削除することはできません。このオプショ
ンの指定場所はコマンド名の直後で，固定です。

-hホスト名
該当するドメイン名またはホスト名のサーバをホームサーバとするユーザ，組織が
対象になります。このオプションを省略した場合は，全メールサーバが対象になり
ます。

-o[n]
-oオプションを指定すると未読メールも削除対象になります。省略した場合は，既
読メールだけ削除対象になります。さらに nオプションを指定すると，未読メール
を削除したときに送信者に対して未読メール削除通知メッセージを通知します。こ
の通知によって，送信ログ上の状態が未読のまま削除になるため送信者は読まれな
かったと判断できます。nオプションを省略すると送信者では判断できなくなりま
すが，通知メッセージがないのでサーバの負荷を抑えることができます。

-uユーザ ID [ユーザ ID]
指定ユーザのメールを削除しません。複数ユーザを指定する場合は，ユーザ IDを半
角スペースを区切りとして列挙してください。-fオプションとは同時に指定しない
でください。

-fファイル名
メールを削除しないユーザのユーザ IDを記述したファイル名をフルパスで指定しま
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す。ファイルの内容は 1行を 1レコードとし，各レコードにはユーザ IDを一つ記述
してください。-uオプションとは同時に指定しないでください。

機能説明

このコマンドは，保存期間だけを評価します。容量，通数は評価しません。

このコマンドの実行とメール削除は非同期です。コマンドが終了してもメール削除処理
は完了していません。削除処理の完了はコンソールの「メール削除が終了しました」と
いうメッセージで確認してください。Windows NTではサービスの「スタートアップ」
で「デスクトップとの対話をサービスに許可」をチェックしないとコンソールは表示さ
れません。

このコマンドを連続して実行するときは，「メール削除が終了しました」のメッセージを
確認してから次のコマンドを実行してください。

！！！！ 注意事項

運転席で指定する自動削除デーモン処理実行中にコマンドを実行すると，コマンドによる
メール削除処理は自動削除デーモンの処理が終わるまで待たされます。自動削除デーモン処
理中はコマンドを使用しないことを推奨します。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

255
コマンドが異常終了しました。メッセージを基に障害を回復してください。

メッセージ

メールの保存期間削除を開始します。

要因
メール削除を開始しました。

対処
対処は不要です。

メールの保存期間削除を終了しました。

要因
メール削除を終了しました。

対処
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対処は不要です。

環境変数の設定に失敗しました。

要因
システムで異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

初期化処理に失敗しました。 func = XXXX errno =YYYY

要因
システムで異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

領域の確保に失敗しました。  data = XXXX errno = YYYY

要因
メモリが不足しています。

対処
十分なメモリを確保後，再実行してください。

保存期間設定領域の確保に失敗しました。 errno = %d

要因
メモリが不足しています。

対処
十分なメモリを確保後，再実行してください。

ユーザファイルの I/O処理に失敗しました。 func = XXXX errno = YYYY

要因
-fオプションで指定したファイルが不正です。

対処
正しいファイル名を指定して再実行してください。

ホスト名に誤りがあります。 hostname = XXXX errno = YYYY

要因
XXXXホスト名が不正です。

対処
正しいドメイン名またはホスト名を指定して再実行してください。

指定ファイルが存在しません。 filename = XXXX errno = YYYY

要因
XXXXファイルがありません。
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対処
正しいファイル名を指定して再実行してください。

サポートバージョンでないため無視します。 サーバ名 = XXXX ホスト名 = YYYY

要因
メールサーバ XXXXのバージョンが古いため，処理できません。

対処
メールサーバをバージョンアップ後，再実行してください。

ユーザ IDの長さ (XXXXバイト )が最大値を超えています。

要因
指定したユーザ IDが不正です。

対処
正しいユーザ IDを指定後，再実行してください。

ホスト名の長さ (XXXXバイト )が最大値を超えています。

要因
指定したドメイン名またはホスト名が不正です。

対処
正しいドメイン名またはホスト名を指定後，再実行してください。

パス名の長さ (XXXXバイト )が最大値を超えています。

要因
指定したファイル名の文字列が長過ぎます。128バイトを超えています。

対処
パス名が短くなる場所に格納後，再実行してください。

指定ファイルが一般ファイルでありません。 filename = XXXX

要因
指定したファイル XXXXが不正です。

対処
正しいファイル名を指定後，再実行してください。

システム障害が発生しました。 func = XXXX errno = YYYY

要因
システムで異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

ファイルの排他に失敗しました。func=XXXX ret=YYYY

要因
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システムで異常が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

稼働中バックアップ中のため処理できません。

要因
マスタ管理サーバが稼働中バックアップ中です。

対処
マスタ管理サーバの稼働中バックアップが終了後，再実行してください。
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16.32　SETALT

このコマンドは，ユーザの代行受信を設定します。組織に対して代行受信を設定できま
せん。<インストール先ディレクトリ > ¥x400¥bin¥SETALT.exeを実行してください。
このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●実行するメールサーバの Object Serverが起動している。

●設定するユーザのホームサーバで実行する。

コマンド書式

構文
SETALT 入力ファイル名 出力ファイル名

引数とオプション

入力ファイル名
代行受信を設定するユーザのレコードが記述されたファイルを指定します。

出力ファイル名
実行結果を出力するファイルを指定します。

機能説明

障害が発生した場合は，出力ファイルまたは標準エラー出力にエラー内容を出力します。

入力ファイルの形式

1行を 1レコードとします。レコードの内容は次になります。各項のセパレータは半角
スペースです。

対象ユーザID  代行受信設定コード  代行受信者ユーザID

対象ユーザ ID

Aさんへのメールを Bさんが受け取るようにする場合には，Aさんのユーザ IDを
設定してください。解除するときも Aさんのユーザ IDを設定してください。

代行受信設定コード

1：代行受信設定時

0：代行受信設定解除時

代行受信者ユーザ ID
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Aさんへのメールを Bさんが受け取るようにする場合には，Bさんのユーザ IDを
設定してください。解除するときは不要です。

戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
コマンドが正常に終了しましたが，一部のレコードの処理でエラーが発生しました。
出力ファイルの内容を確認して障害を取り除いてください。

2
コマンドが実行できません。出力ファイルの内容を確認して障害を取り除いてから
再実行してください。

メッセージ

SALTA*001:文字列

要因
ユーザ IDが不正です。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
正しいユーザ IDを設定してください。

SALTA*002:文字列

要因
入力ファイル名または出力ファイル名が不正です。*は E（エラー）またはW
（警告）です。

対処
正しい入力ファイル名または出力ファイル名を指定してから再実行してくださ
い。

SALTA*003:文字列

要因
ユーザ IDが不正です。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
正しいユーザ IDを設定してください。

SALTA*004:文字列

要因
環境変数の取得に失敗しました。*は E（エラー）またはW（警告）です。



16.　コマンドリファレンス

509

対処
障害受付窓口に連絡してください。

SALTA*005:文字列

要因
環境変数の取得に失敗しました。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

SALTD*006:文字列

要因
データベースの接続に失敗しました。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
Object Serverが起動しているか確認してください。

SALTA*007:文字列

要因
内部矛盾が発生しました。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

SALTD*008:文字列

要因
データベースの切断に失敗しました。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
Object Serverが起動しているか確認してください。

SALTD*009:文字列

要因
データベースでエラーが発生しました。*は E（エラー）またはW（警告）で
す。

対処
Object Serverが起動しているか確認してください。

SALTA*010:文字列

要因
ファイルの出力に失敗しました。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
出力ファイルを確認してください。

SALTS*011:文字列
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要因
ファイルのオープンに失敗しました。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
出力ファイルおよび入力ファイルを確認してください。

SALTS*012:文字列

要因
システムで異常が発生しました。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

SALTS*013:文字列

要因
ファイルのクローズに失敗しました。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
出力ファイルおよび入力ファイルを確認してください。

SALTS*014:文字列

要因
内部矛盾が発生しました。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

SALTA*015:文字列

要因
すでにファイルがあります。*は E（エラー）またはW（警告）です。

対処
出力ファイルおよび入力ファイルを確認してください。



16.　コマンドリファレンス

511

16.33　udefset

メールサーバの設定時に自動設定機能で設定すると，MTAを設定するために必要な情報
はデフォルト値を使用します。このコマンドはデフォルト値を参照および変更します。<
インストール先ディレクトリ > ¥x400¥bin¥udefset.exeを実行してください。このコマ
ンドは，システム管理者がマスタ管理サーバ上で実行してください。

デフォルトリトライ回数 /間隔を変更すると，リトライ回数と間隔の両方が変更前のデ
フォルト値と同じ既存のMTAも変更後の値が有効になります。

このコマンドはMTA起動中でも実行できますが，デフォルトリトライ回数 /間隔の変更
が既存のMTAに対して有効になるのはMTAの再起動後です。

コマンド書式

構文
udefset

引数とオプション

なし

機能説明

このコマンドは対話型コマンドです。出力されるメッセージに応答しながら，処理を進
めます。

1. 開始時
＜MENU＞
0)終了
1)現デフォルト値表示
2)デフォルトルーティンググループ選択
3)デフォルトMTA国名，ADMD，PRMD登録
4)デフォルトリトライ回数/間隔
5)最大ルーティンググループ数設定
メニュー番号を選択してください >
0～ 5の数値を入力してください。

2. 1)で "1"を入力した場合
現在のデフォルトルーティンググループ名称　＝　ROUTING-GROUP
現在のMTA　国名のデフォルト値　＝　JP
　　　　　　　ADMDのデフォルト値　＝　(MTA名)
　　　　　　　PRMDのデフォルト値　＝　(MTA名)
　　　　リトライ回数のデフォルト値　＝　10
　　　　リトライ間隔のデフォルト値　＝　60
　　　　最大ルーティンググループ数　＝　20

3. 1)で "2"を入力した場合
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－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　　　ルーティンググループ一覧
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
1 ROUTING-GROUP
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
デフォルトルーティンググループ番号を入力してください。
デフォルトルーティンググループ番号　＝
 
ルーティンググループ名の前に表示されている番号を入力すると，そのルーティング
グループがデフォルトのルーティンググループになります。
新しいルーティンググループをデフォルトにしたい場合は，まず「X.400MHS運転
席」で新しいルーティンググループを登録後，このコマンドでデフォルトルーティン
ググループとして選択してください。

4. 1)で "3"を入力した場合
デフォルトMTA 国名を入力してください。
デフォルトMTA 国名　＝
デフォルトMTA ADMD値を入力してください。
デフォルトMTA ADMD値　＝
デフォルトMTA PRMD値を入力してください。
デフォルトMTA PRMD値　＝
それぞれのプロンプトに値を入力すると，MTAのデフォルト値が登録されます。
ADMD,PRMDに文字列を指定しなかった場合は，MTA名をデフォルト値に使用す
ることになります。

5. 1)で "4"を入力した場合
デフォルトリトライ回数を入力してください。
デフォルトリトライ回数　＝
デフォルトリトライ間隔を入力してください。
デフォルトリトライ間隔　＝
それぞれのプロンプトに値を入力すると，リトライ回数とリトライ間隔のデフォルト
値が登録されます。リトライ回数は 0～ 99回，リトライ間隔は 0～ 999秒の範囲で
指定してください。

6. 1)で "5"を入力した場合
最大ルーティンググループ数を入力してください
最大ルーティンググループ数は現在値より小さく設定できません。
最大ルーティンググループ数　＝
初期値は 20で，設定できる最大値は 99です。値を設定する場合は 20より大きく
100より小さい値を入力してください。一度 30に設定すると，それ以降は 30以下の
値に変更できません。

戻り値

なし

メッセージ

OK : Default MTA country name,ADMD,PRMD registration is success.
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要因
デフォルトMTAの国名，ADMD，PRMDを設定しました。

対処
対処は不要です。

OK : Default retry counts, interval registration is success.

要因
デフォルトリトライ回数，リトライ間隔を設定しました。

対処
対処は不要です。

OK : Max routing group entry number registration is success.

要因
最大ルーティンググループ数を設定しました。

対処
対処は不要です。

WARNING : Default MTA Country name set value JP.

要因
デフォルトMTAの国名が不正だったので JPを設定しました。

対処
JP以外の値を設定したい場合は，再設定してください。

WARNING : Default retry count set value 10.

要因
デフォルトリトライ回数が不正だったので 10を設定しました。

対処
10以外の値を設定したい場合は，再設定してください。

WARNING : Default retry interval set value 60.

要因
デフォルトリトライ間隔が不正だったので 60を設定しました。

対処
60以外の値を設定したい場合は，再設定してください。

ERROR : Invalid Menu number.

要因
不正なメニュー番号を指定しました。

対処
正しいメニュー番号を指定してください。

ERROR : Input Routing group number is not exist.
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要因
リスト上にない不正な番号を指定しました。

対処
正しい番号を指定してください。

ERROR : Input data is too long.

要因
リトライ回数またはリトライ間隔に範囲外の値を指定しました。

対処
正しい値を再指定してください。

ERROR : Specify between 0 and 99.

要因
リトライ回数またはリトライ間隔に範囲外の値を指定しました。

対処
正しい値を再指定してください。

ERROR : Specify between current value+1 and 99.

要因
現設定値より小さい値または 99より大きい値を指定しました。

対処
現設定値より大きく 99以下の値を入力してください。
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16.34　X400_MAIL_SYNC

このコマンドは，送信，受信，通知および報告メールについて，データベースに登録さ
れているメールの情報（DB情報）とメールの実体（実体ファイル）の整合性をチェック
し，不整合なメールの DB情報と実体ファイルを削除します。<インストール先ディレ
クトリ > ¥x400¥bin¥X400_MAIL_SYNC.exeを実行してください。このコマンドを実行
する前に次の条件を満たしているかどうかを確認してください。

●実行するメールサーバの Object Serverが起動している。

コマンド書式

構文 1
X400_MAIL_SYNC [ユーザID]

引数とオプション

ユーザ ID
指定したユーザのメールの整合性をチェックします。省略した場合は，実行した
メールサーバをホームサーバとするすべてのユーザ・組織のメールの整合性を
チェックします。

構文 2
X400_MAIL_SYNC /O [O/R名ID1] [O/R名ID2]

引数とオプション

/O
O/R名 IDをキーにコマンドを実行する場合に指定してください。

O/R名 ID1
指定した O/R名 IDを持つメールボックスのメールの整合性をチェックします。O/R
名 ID1の指定範囲は 0～ 9999999です。

O/R名 ID2
O/R名 ID1から O/R名 ID2までのメールボックスのメールの整合性をチェックしま
す。範囲指定する場合にこのオプションは必要です。O/R名 ID2の指定範囲は 0～
9999999です。

機能説明

このコマンドは次の条件によって削除を実行します。

受信メール
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削除条件：DB情報か実体ファイルの一方しかないメール
削除対象：不整合なメールの DB情報または実体ファイル

送信メール
削除条件：DB情報か実体ファイルの一方しかないメール
削除対象：不整合なメールの DB情報，または実体ファイルおよび関連する通知，
報告メール

通知メール
削除条件：DB情報か実体ファイルの一方しかないメール，または関連する送信メー
ルがないメール
削除対象：不整合なメールの DB情報または実体ファイル

報告メール
削除条件：DB情報か実体ファイルの一方しかないメール，または関連する送信メー
ルがないメール
削除対象：不整合なメールの DB情報または実体ファイル

コマンドの実行結果は標準出力と <インストール先ディレクトリ >¥x400¥runtime 
¥JOURNALS¥mailsync¥mailsync.logファイルに出力します。

性能

次の条件での性能を示します。

• CPU：Pentium 200メガヘルツ
• メモリ：128メガバイト
• メールユーザ・アドレス組織の個々は，送信メール 50件，受信メール 50件を持つと
する。

実行時間 [秒 ]＝ 1.5×（Uh+Oh）

Uh：実行サーバをホームサーバとするメールユーザの数

Oh：実行サーバをホームサーバとするアドレス組織の数

戻り値

なし

メッセージ

[KIND]   [ID]  [ORNAMEID] [RECEIVE] [SEND] [NOTICE] [REPORT]

要因
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ヘッダレコードです。

対処
対処は不要です。

種類  ユーザ ID/組織 ID  O/R名 ID 削除メール数 /総受信メール数 削除メール数 /総送信
メール数 削除メール数 /総通知メール数 削除メール数 /総報告メール数

要因
メールボックスに対する実行結果を示しています。
種類：Organization（組織）,User（ユーザ）,その他（システム使用）
ユーザ ID/組織 ID：メールボックスの持ち主の ID。システム使用のときは - に
なります。
O/R名 ID：メールボックスの O/R名 ID
削除メール数 /総受信メール数：受信メールの削除数を何分の何で示したもの
削除メール数 /総送信メール数：送信メールの削除数を何分の何で示したもの
削除メール数 /総通知メール数：通知メールの削除数を何分の何で示したもの
削除メール数 /総報告メール数：報告メールの削除数を何分の何で示したもの

対処
対処は不要です。

DELETE KIND:<種類 >  ID:<ユーザ ID/組織 ID>:<O/R名 ID> MAIL:<メール種別 > 
SEQ:<シーケンス番号 > REASON:<理由 >

要因
削除したメールに対する実行結果を示しています。
<種類 >：Organization（組織）,User（ユーザ）,その他（システム使用）
<ユーザ ID/組織 ID>：削除メールの持ち主の ID。システム使用のときは - に
なります。
<O/R名 ID>：削除メールのあったメールボックスの O/R名 ID
<メール種別 >：
<シーケンス番号 >：
<理由 >：

対処
対処は不要です。
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第 4編　保守編

17　メッセージ一覧
Address ServerとMail Serverを運用する際に表示されるメッ
セージについて説明します。

17.1　Groupmax Address Consoleウィンドウに表示されるメッセージ一覧

17.2　イベントビューアに表示されるメッセージ一覧
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17.1　Groupmax Address Consoleウィンドウ
に表示されるメッセージ一覧

マスタ管理サーバの Groupmax Address Consoleウィンドウに表示されるメッセージに
ついて説明します。なお，Groupmax Address Consoleウィンドウを表示する方法につ
いては，「5.3.1 各サーバのアドレスサービスの起動 」を参照してください。

Allocation of Del_list failed

要因
メモリ不足が発生しました。

対処
十分なメモリ容量を確保して，メールサーバを再起動してください。

AP FIFOファイル オープンエラー

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

AP 起動情報ファイル I/O エラー

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

AP 共通情報ファイル I/O エラー

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

AVPInit Error

要因
Server - Scanで異常が発生しました。

対処
Server - Scanの問題を解消して，アドレスサーバを再起動してください。

cannot attach shared memory

要因
共用メモリのアクセスに失敗しました。

対処
マシンのリブートを行ってください。マシンのリブートでも回復しない場合は，障
害受付窓口に連絡してください。

cannot attach time's shared memory
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要因
共用メモリのアクセスに失敗しました。

対処
マシンのリブートを行ってください。マシンのリブートでも回復しない場合は，障
害受付窓口に連絡してください。

cannot create shared memory

要因
共用メモリの取得に失敗しました。

対処
マシンのリブートを行ってください。マシンのリブートでも回復しない場合は，障
害受付窓口に連絡してください。

cannot create time's semaphore

要因
セマフォの取得に失敗しました。

対処
マシンのリブートを行ってください。マシンのリブートでも回復しない場合は，障
害受付窓口に連絡してください。

cannot create time's shared memory

要因
共用メモリの取得に失敗しました。

対処
マシンのリブートを行ってください。マシンのリブートでも回復しない場合は，障
害受付窓口に連絡してください。

cannot release shared memory

要因
共用メモリの解放に失敗しました。

対処
終了時の処理のため，次にメールサーバが正常に起動できれば問題ありません。
メールサーバ起動に失敗する場合は，マシンのリブートを行ってください。マシン
のリブートでも回復しない場合は，障害受付窓口に連絡してください。

cannot release time's shared memory

要因
共用メモリの解放に失敗しました。

対処
終了時の処理のため，次にメールサーバが正常に起動できれば問題ありません。
メールサーバ起動に失敗する場合は，マシンのリブートを行ってください。マシン
のリブートでも回復しない場合は，障害受付窓口に連絡してください。

Can't build an rt_reg_psap_req
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要因
MTA情報の取得に失敗しました。

対処
メールサーバを再起動してください。メールサーバの再起動で回復しない場合は，
障害受付窓口に連絡してください。

Can't open the local queue

要因
キューファイルの初期化に失敗しました。

対処
メールサーバを再起動してください。メールサーバの再起動で回復しない場合は，
障害受付窓口に連絡してください。

Could not get local MTA info

要因
MTA情報の取得に失敗しました。

対処
メールサーバを再起動してください。メールサーバの再起動で回復しない場合は，
障害受付窓口に連絡してください。

DBキャッシュ解放処理に失敗しました。logindeamonを終了します。[%d][%d]

対処
プロセス終了時のエラーのため，次でサービス起動が正常ならば問題はありません。
サービス起動に失敗する場合は，DB停止，マシンをリブートしてください。それで
も回復しない場合は，障害受付窓口に連絡してください（DBキャッシュ用共用メモ
リの削除に失敗しました）。

注
システムコール :shmctlに失敗しました。

DB 終了処理に失敗しました。logindeamonを終了します。[%d]

対処
プロセス終了時のエラーのため，次でサービス起動が正常ならば問題はありません。
サービス起動に失敗する場合は，DB停止，マシンをリブートしてください。それで
も回復しない場合は，障害受付窓口に連絡してください（system用共用メモリ削除
またはデタッチ失敗）。

注
システムコール :shmdtまたは shmctlに失敗しました。

DB 初期化処理に失敗しました。logindeamonを終了します。[%d]

対処
DB停止，マシンのリブートでも回復しない場合，障害受付窓口に連絡してください
（system用共用メモリ確保またはアタッチ失敗）。
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注
システムコール :shmgetまたは shmatに失敗しました。場合によってはメモリ
増設が必要です。

ＤＢの開始処理に失敗しました (コード =XXX）

要因
XXX=001または 002の場合：データベース使用時に異常が発生しました。
XXX=003または 004の場合：メモリの確保に失敗しました。

対処
XXX=001または 002の場合はデータベースに異常が発生していないか確認してく
ださい。XXX=003または 004の場合はメモリ不足が発生していないか確認してく
ださい。

E-mailアドレスのユニークチェックを行います。

要因
ユーザの登録・変更時に E-mailアドレスのユニークチェックを実行します。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

E-mailアドレスのユニークチェックを行いません。

要因
ユーザの登録，変更時に E-mailアドレスのユニークチェックを実行しません。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

FIFO ファイル 書き込み失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

FIFO ファイル 読み込み失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

Illegal local details

要因
MTA情報の取得に失敗しました。

対処
メールサーバを再起動してください。メールサーバの再起動で回復しない場合は，
障害受付窓口に連絡してください。

LDAPディレクトリサーバへのアクセスでエラーが発生しました (コード =%3d)
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要因
LDAPディレクトリサーバに対するアクセスでエラーが発生しました。

対処
LDAPディレクトリサーバが正常に起動しているか確認してください。停止してい
る場合は，起動してください。LDAPディレクトリサーバが正常にもかかわらずこ
のメッセージが表示される場合は，該当するサーバの nxclogを採取して，障害受付
窓口に連絡してください。

Local Presentation Address Missing

要因
MTA情報の取得に失敗しました。

対処
メールサーバを再起動してください。メールサーバの再起動で回復しない場合は，
障害受付窓口に連絡してください。

logindeamon 起動

要因
アドレスサービスの起動で，logindeamonプログラムが起動しました。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

logindeamon 終了 [%d]

要因
アドレスサービスの停止で，logindeamonプログラムが停止しました。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

logindeamon初期化処理に失敗しました。[%d][%d]

対処
DB停止，マシンのリブートでも回復しない場合，障害受付窓口に連絡してください
（システム環境情報ファイル I/Oエラーまたは AP共通情報ファイル I/Oエラー）。

注
「¥nxcdir¥nxcapenvファイル」または「¥nxcdir¥nxcenvfileファイル」のシス
テムコール open，readに失敗しました。

nxxdemonの処理中にエラーが発生しました。

要因
メールサーバのプロセスに異常が発生しました。
メールサーバ起動中にアドレスサーバを停止すると出力されることがあります。

対処
アドレスサーバを停止した時に出力された場合は，対処は必要ありません。
それ以外の場合は，該当サーバの nxclogを採取して，障害受付窓口に連絡してくだ
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さい。

PCへの結果転送に失敗しました。 

対処
クライアントの電源断および一時的な通信エラーも考えられるため，頻繁に出力さ
れる場合は，障害受付窓口に連絡してください。ファイルサーバリクエスタに要求
を出すコマンド（PCユーザ系のコマンド）でファイルサーバリクエスタとの通信に
失敗しました。

RPC 回線情報ファイル オープン失敗 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 回線情報ファイル 回線ＩＤ読み込みエラー 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 回線情報ファイル 回線ＩＤ読み込み失敗 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 回線情報ファイル 書き込みエラー 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 回線情報ファイル クローズ・エラー 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 回線情報ファイル 作成失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 回線情報ファイル  排他失敗 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 回線情報ファイル プロセスＩＤ書き込みエラー 
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対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 回線情報ファイル プロセスＩＤ読み込み失敗 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 回線情報ファイル 読み込み失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 環境情報ファイル オープン失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 環境情報ファイル クローズ・エラー

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 環境情報ファイル フォーマットエラー 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 環境情報ファイル 読み込み失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

RPC 状態ファイル 読み込み失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

select 待ち失敗 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

SIGKILL 送信失敗
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対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

SIGTERM 送信失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

Storing to database failed

要因
データベースの更新で異常が発生しました。

対処
データベースの問題を解消して，アドレスサーバを再起動してください。

アドレス帳サービス (1)を開始します

要因
アドレスサービスの起動で，adrnoteプログラムが起動しました。ただし，通常の
設定では表示されません。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

アドレス帳サービス (2)を開始します

要因
アドレスサービスの起動で，adragentプログラムが起動しました。ただし，通常の
設定では表示されません。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

アドレス帳サービス (1)を終了します

要因
アドレスサービスの停止で，adrnoteプログラムが停止しました。ただし，通常の
設定では表示されません。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

アドレス帳サービス (2)を終了します

要因
アドレスサービスの停止で，adragentプログラムが停止しました。ただし，通常の
設定では表示されません。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

回線ＩＤ不一致
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対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

回線ＩＤフォーマットエラー（3桁以上）

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

管理サーバ出力先ディレクトリが指定されていないためジャーナルの採取はおこないません。

要因
ジャーナルのディレクトリを設定していない。または，ジャーナルのパラメタ
（MNG_JOURNAL）の指定が間違っています（指定が認識できません）。

対処
ジャーナルの採取を定義していない場合は，対処の必要はありません。
ジャーナルの採取を定義している場合に，このメッセージが表示されるときは定義
に誤りがないかを確認してください。誤りがあった場合は，修正した後，サービス
を停止してから再度起動してください。

共用メモリ解放処理に失敗しました。logindeamonを終了します。[%d]

対処
プロセス終了時のエラーのため，次でサービス起動が正常ならば問題はありません。
サービス起動に失敗する場合は，DB停止，マシンをリブートしてください。それで
も回復しない場合は，障害受付窓口に連絡してください（O/R名＜－＞ニックネー
ム変換用共用メモリ削除またはデタッチ処理失敗）。

注
システムコール :shmdtまたは shmctlに失敗しました。

共用メモリ確保処理に失敗しました。logindeamonを終了します。[%d]

対処
DB停止，マシンリブートでも回復しない場合，障害受付窓口に連絡してください
（O/R名＜－＞ニックネーム変換用共用メモリ確保処理に失敗しました）。

注
システムコール :shmgetまたは shmatの失敗，場合によってはメモリ増設が必
要です。

記事管理ファイルの検索処理に失敗しました（boardid=XXXXX）

要因
記事アクセス時に，ディスク不足，メモリ不足などの障害およびデータベースの障
害が発生したため，検索処理に失敗しました。

対処
データベース，ディスクまたはメモリ障害が発生していないか確認してください。
発生している場合は，問題解消後メールサーバを再起動してください。
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データベース，ディスクまたはメモリ障害が発生していないにもかかわらず出力さ
れる場合は，障害受付窓口に連絡してください。

記事情報が見つかりません（boardid=XXXXX）

要因
記事アクセス時に，ディスク不足，メモリ不足などの障害およびデータベースの障
害が発生したため，検索処理に失敗しました。

対処
データベース，ディスクまたはメモリ障害が発生していないか確認してください。
発生している場合は，問題解消後メールサーバを再起動してください。
データベース，ディスクまたはメモリ障害が発生していないにもかかわらず出力さ
れる場合は，障害受付窓口に連絡してください。

記事数か掲示板容量の警告値を超過しました（boardid=XXXXX）

要因
クライアントから掲示板 IDが XXXXXの掲示板に記事を掲示したときに，警告開始
記事数または警告開始掲示板容量を超過しました。

対処
警告メッセージのため，無視しても構いません。メッセージを表示しないようにす
るには記事を削除するか，警告開始記事数または警告開始掲示板容量を増やしてく
ださい。

キャッシュロードが規定時間内に終了しませんでした。この状態で処理を継続します。

要因
メモリキャッシュの作成が規定時間内に終了しませんでした。

対処
対処は不要です。ただし，メモリキャッシュが完全ではありません。アドレスサー
ビスを停止後，admkordtコマンドでキャッシュセーブファイルを作成してから再起
動して，完全なメモリキャッシュを作成することをお勧めします。

掲示板の整合性確保を行ってください（boardid=XXXXX）

要因
レプリカ掲示板への記事登録，または記事削除要求に失敗しました。

対処
レプリカ掲示板があるサーバを起動し，[boardid=]の右に表示されている掲示板 ID
の整合性を確保してください。

掲示板の容量最大値を超過しました（boardid=XXXXX）

要因
掲示板 IDが XXXXXの掲示板の容量が容量上限に達しました。

対処
メッセージを表示しないようにするには記事を削除するか，掲示板容量を増やして
ください。



17.　メッセージ一覧

530

個人用リモートＰＣ状態 読み込み失敗 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

個人用リモートＰＣ 生成失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

この運転席は古いバージョンです。操作できません。

対処
古いバージョンの運転席を起動しているため，操作できません。マスタ管理サーバ
と同一バージョンの運転席から操作をしてください。

子プロセス生成失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

サーバへの要求送信に失敗しました。

対処
指定サーバが起動されていないおそれがあるため，起動されているかどうかを確認
してください。

サイト（XXXXXX) を起動しました。

要因
サイト XXXXXX内の停止中のメールサーバを一つ以上起動しました。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

サイト（XXXXXX)を停止しました。

要因
サイト XXXXXX内の稼働中または一部停止中のメールサーバを一つ以上停止しまし
た。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

サイト（ＸＸＸＸＸＸ）サーバ（ＹＹＹＹＹＹ）の起動に失敗しました。

要因
サイト XXXXXX内のサーバ YYYYYYのアドレスサービスが起動されていないおそ
れがあります。または，マスタ管理サーバとサーバ YYYYYYの通信に障害が発生し
ているおそれがあります。

対処
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サーバ YYYYYYのアドレスサービスが起動しているか確認してください。起動され
ていない場合は，アドレスサービスを起動後，サーバの起動を実行してください。
それ以外の場合は，通信回線等で障害が発生しているか確認し，障害を取り除いた
後，サーバの起動を実行してください。

サイト（ＸＸＸＸＸＸ）サーバ（ＹＹＹＹＹＹ）の停止に失敗しました。

要因
サイト XXXXXX内のサーバ YYYYYYのアドレスサービスが起動されていないおそ
れがあります。または，マスタ管理サーバとサーバ YYYYYYの通信に障害が発生し
ているおそれがあります。

対処
サーバ YYYYYYのアドレスサービスが起動しているか確認してください。アドレス
サービスを起動しておくと，メッセージは出力されなくなります。それ以外の場合
は，通信回線等で障害が発生しているか確認し，障害を取り除いた後，サーバの停
止を実行してください。

システム環境情報ファイル I/O エラー

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

システム管理 FIFO ファイル オープンエラー

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

システム管理 I/F用 FIFOファイル 読み込み失敗 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

システム共通初期化処理失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

指定された稼働時間が経過しましたので，処理を終了します。

要因
指定された自動削除デーモンの稼働時間を終了しました。しかし，時間切れで全
ユーザのメールを削除できていません。

対処
自動削除デーモン動作タイミングの時間を長くしてください。

指定されたユーザが LDAPディレクトリサーバに存在しません (ID=%s)
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要因
指定されたユーザが LDAPディレクトリサーバに居ません。

対処
指定されたユーザを LDAPディレクトリサーバに登録してください。

指定ユーザの情報が LDAPディレクトリサーバから取得できません (ID=%s)

要因
指定された条件でのユーザの検索で，2件以上のユーザが取得されました。

対処
ldapauth.iniファイルに検索条件 (SRCH_FILTER_PREFIX，
SRCH_FILTER_SUFFIX)を追加後，再度実行してください。

指定ユーザの LDAPディレクトリサーバのパスワードが有効期間切れです (ID=%s)

要因
指定されたユーザの LDAPディレクトリサーバのパスワードが有効期間切れです。

対処
指定されたユーザの LDAPディレクトリサーバのパスワードを変更したり，有効期
間を延長したりして，パスワードを使用できるようにしてください。

指定ユーザの LDAPディレクトリサーバのパスワードは扱えません (ID=%s,%d)

要因
指定したユーザの LDAPディレクトリサーバに格納されているパスワードをアドレ
スサーバで扱うことができません。

対処
指定したユーザの LDAPディレクトリサーバに格納されているパスワードを変更し
てください。パスワード長を 1文字以上 8文字以内にする必要があります。また，
パスワードの文字も，アドレス認証で指定できる文字種にする必要があります。

障害管理デーモンを起動しました。

要因
アドレスサービスの起動で，nxserrdmnプログラムが起動しました。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

障害管理デーモンを停止しました。

要因
アドレスサービスの停止で，nxserrdmnプログラムが停止しました。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

初期化処理が終了しました。[XX][YY]

要因
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logindeamonプログラムが初期化処理を完了しました。XX:内部コード，YY:内部
コード

対処
XX=0，YY=0の場合，正常メッセージのため，対処は必要ありません。

初期化処理を開始します。

要因
logindeamonプログラムが初期化処理を開始しました。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

整合性の確保で使用するファイルを作成しました。

要因
アドレスサーバへの登録情報のレプリケーションに失敗しました。

対処
全アドレスサーバのアドレスサービスを起動した後，運転席から登録情報の整合性
を確保してください。整合性を確保しても再現する場合は，障害受付窓口に連絡し
てください。

続行不可能な障害が発生しました。［socket open err］

処理を終了します。

要因
登録情報マネージャ（regmng）が登録情報リクエスタに結果を返そうとして通信エ
ラーになりました。その延長でソケットのファイル記述子をクローズ，再度，オー
プンしようとしましたが失敗しました。

対処
登録情報マネージャのプロセスがなくなるためサービスを停止した後，再度起動し
てください。

ディレクトリ認証での認証に失敗しました (ID=%s,コード =%3d)

要因
LDAPディレクトリサーバへの認証要求でエラーが発生しました。

対処
LDAPディレクトリサーバが正常に起動しているか確認してください。停止してい
る場合は，起動してください。LDAPディレクトリサーバが正常にもかかわらずこ
のメッセージが表示される場合は，該当するサーバの nxclogを採取して，障害受付
窓口に連絡してください。

ディレクトリ認証での変更後のパスワード長が不正です (ID=%s)

要因
変更後のパスワード長が不正です。

対処
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LDAPディレクトリサーバおよびアドレスサーバで扱えるパスワード長を指定して
ください。

ディレクトリ認証での変更後のパスワード文字種が不正です (ID=%s)

要因
変更後のパスワードの文字を扱うことができません。

対処
LDAPディレクトリサーバおよびアドレスサーバで扱える文字をパスワードに指定
してください。

ディレクトリ認証でのパスワード変更に失敗しました (ID=%s,コード =%3d)

要因
LDAPディレクトリサーバへのパスワード変更要求でエラーが発生しました。

対処
LDAPディレクトリサーバが正常に起動しているか確認してください。停止してい
る場合は，起動してください。LDAPディレクトリサーバが正常にもかかわらずこ
のメッセージが表示される場合は，該当するサーバの nxclogを採取して，障害受付
窓口に連絡してください。

ディレクトリ認証でメモリ不足が発生しました (ID=%s)

要因
ディレクトリ認証処理中にアドレスサーバのメモリが不足しました。

対処
該当するサーバの nxclogを採取して，障害受付窓口に連絡してください。

ディレクトリ認証の終了処理に失敗しました (コード =%3d)

要因
LDAPライブラリの解放処理でエラーが発生しました。

対処
該当するサーバの nxclogを採取して，障害受付窓口に連絡してください。

ディレクトリ認証の初期設定処理に失敗しました (コード =%3d)

要因
LDAPライブラリへのアクセス，または ldapauth.iniファイルへのアクセスでエ
ラーが発生しました。

対処
該当するサーバの nxclogを採取して，障害受付窓口に連絡してください。

データ修復に失敗しました

要因
データを修復するアドレスサーバのデータとジャーナルの同期が取れていないおそ
れがあります。



17.　メッセージ一覧

535

対処
アドレスサーバとジャーナルの同期を取ってから，再度データを修復してください。
誤ってデータを修復した場合は，このメッセージを無視してください。

認証サービスを開始します

要因
アドレスサービスの起動で，adrdemonプログラムが起動しました。ただし，通常
の設定では表示されません。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

認証サービスを終了します

要因
アドレスサービスの停止で，adrdemonプログラムが停止しました。ただし，通常
の設定では表示されません。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

パケットの受信に失敗しました

要因
対クライアントとの通信に失敗した。

対処
該当サーバでネットワーク，ディスクおよびメモリに障害が発生していないかを確
認してください。

ファイルサーバリクエスタとの接続に失敗しました。

対処
クライアントの電源断および一時的な通信エラーも考えられるため，頻繁に出力さ
れる場合は，障害受付窓口に連絡してください。ファイルサーバリクエスタに要求
を出すコマンド（PCユーザ系のコマンド）でファイルサーバリクエスタとの通信に
失敗しました。

ファイルサーバリクエスタとの切断に失敗しました。

対処
クライアントの電源断および一時的な通信エラーも考えられるため，頻繁に出力さ
れる場合は，障害受付窓口に連絡してください。ファイルサーバリクエスタに要求
を出すコマンド（PCユーザ系のコマンド）でファイルサーバリクエスタとの通信に
失敗しました。

ファイルサーバリクエスタへの転送に失敗しました。

対処
クライアントの電源断および一時的な通信エラーも考えられるため，頻繁に出力さ
れる場合は，障害受付窓口に連絡してください。ファイルサーバリクエスタに要求
を出すコマンド（PCユーザ系のコマンド）でファイルサーバリクエスタとの通信に
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失敗しました。

ホスト名の取得に失敗しました。IP=16進数

要因
DNS定義ファイルまたは hostsファイルの内容が不正です。行の最後に改行がな
い，または行の先頭にホスト名が記述されていません。

対処
DNS定義ファイルまたは hostsファイルの内容を確認して，正しく設定してくださ
い。

保存期間（XX日）を超えているメールを削除します。

要因
nxudmailM,nxudmailコマンドの実行によりメールの削除を開始しました。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

マスタ掲示板への要求ができません（mailseqno=XXXX）

要因
記事操作が完了していないおそれがあります。原因はメールサーバが起動していな
い。サーバ間のネットワーク障害，サーバのディスクまたはメモリ障害が考えられ
ます。

対処
起動されていないメールサーバがあるかどうかを確認してください。起動していな
いメールサーバがある場合はそのメールサーバを起動してください。すべてのメー
ルサーバが起動している場合は，ネットワーク，ディスクおよびメモリに障害が発
生していないか確認してください。

メール削除処理を開始します。

要因
自動削除デーモンの動作時間になったのでメールの削除を開始しました。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

メール削除処理を終了しました。

要因
メールの削除を終了しました。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。

自動削除起動タイミング取得エラー ret[xx] errno[xx] size[xx]

対処
サーバ停止後，運転席のＵＡ詳細情報を再設定してください。

 自動削除起動タイミング設定エラー ret[xx] errno[xx] size[xx]
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対処
サーバ停止後，運転席のＵＡ詳細情報を再設定してください。

リモートＰＣ回線情報ファイル

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ回線情報ファイル OPEN 失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ回線情報ファイル read 失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ回線情報ファイル オープン失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ回線情報ファイル 書き込み失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ回線情報ファイル 属性変更失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ回線情報ファイル フォーマットエラー

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ環境情報ファイル 回線数記述オーバー

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ環境ファイル オープン失敗

対処
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該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ状態ファイル オープン失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ状態ファイル 書き込み失敗

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ状態ファイル クローズ失敗 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ状態ファイル 作成失敗 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ状態ファイル 属性変更失敗 

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

リモートＰＣ状態 不整合

対処
該当サーバの nxclogを採取してください。なお，サーバの再起動で回復できる場合
があります。

ログイン処理に失敗しました (コード =XXX,IP=YYY.YYY.YYY.YYY)

要因
クライアントからのログイン要求を受けましたが，ログイン処理でエラーが発生し
ました。IPはクライアントの IPアドレスです。

対処
コード別に対処してください。問題が発生していないにもかかわらずメッセージが
出力される場合は，障害受付窓口に連絡してください。

"コード =001,002,003：通信処理で異常が発生しました。"
ネットワークの障害が発生していないか確認してください。

"コード =004,005：ログイン可能な状態ではありません。"
一時的障害と考えられます。再度ログインしてください。
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"コード =006：ログイン処理でタイムアウトが発生しました。"
ネットワークの障害が発生していないか確認してください。

ログ情報の出力でエラーが発生しました

要因
Address/Mail Serverのログ出力ファイル（nxclog）への書き込みに失敗しました。

対処
ディスク障害が発生していないか確認してください。発生していない場合は無視し
てください。

ログファイルのバックアップを行いました。

要因
Address/Mail Serverのログ出力ファイル（nxclog）のサイズが最大値（デフォルト
で 10メガバイト）に達したため，バックアップを実行しました。

対処
正常メッセージのため，対処は必要ありません。
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17.2　イベントビューアに表示されるメッセー
ジ一覧

Windows NTのイベントビューアに表示されるメッセージについて説明します。

現在の最大ログイン数 (%1)では，サービス名 (%1)の定義が SERVICESファイルに必要です
が，定義されていないサービス名が存在します。現在の SERVICESファイルの定義では，最大
ログイン数は%1でしか扱えないので%1で動作します。SERVICESファイルの定義を見直し
てください。

要因
Mail Serverの ua1～ ua(最大mailログイン数分 )定義が一つ以上あり，最大mail
ログイン数分サービスファイルに定義されていません。

対処
SERVICESファイルに ua1～ ua（最大mailログイン数分（MAX_LOGIN_USER
値またはMAX_ MAIL_LOGIN_USER値の有効値））の定義を設定してください。
定義を有効にするにはサーバの停止 /起動が必要です。

サービス名 (%1)が SERVICESファイルに定義されていません。インストールディレクトリの
sample¥servicesを参考にして，サービス名 (%1)を SERVICESファイル定義してください。

要因
1. Mail Serverの ua1～ ua(最大mailログイン数分 )定義が一つもサービスファイ
ルに定義されていません。

2. Mail Serverの uad定義がサービスファイルに定義されていません。

対処
1. SERVICESファイルに ua1～ ua（最大mailログイン数分
（MAX_LOGIN_USER値またはMAX_MAIL_LOGIN_USER値の有効値））の
定義を設定してください。定義を有効にするにはサーバの停止および起動が必要
です。

2. SERVICESファイルに uadの定義を設定してください。定義を有効にするには
サーバの停止および起動が必要です。

ユーザのログイン数が，最大ログイン数 (%1)を超えています。現在，ログイン中のユーザ以外
はサービスできません。

要因
Mail Serverの最大mailログイン数を超えて，ログインしようとしました。

対処
資源の許容範囲であれば， Mail Serverの最大mailログイン数定義を増やしてくだ
さい。また，すでにMail Serverの最大mailログイン数 =256の定義がされている
ときは，サーバ追加でのログインユーザ数の拡大が必要です。

ユーザ%1は他の PCでログイン中に二重ログインしようとしました。
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要因
Mail Serverにすでにログインしているユーザが，二重にログインしようとしまし
た。

対処
二重にログインしようとしたことを通知するメッセージです。対策の必要はありま
せん。

%1の設定値に誤りが有ります。現在，デフォルト値：［%2]で動作しています。%3の範囲で再
定義する必要があります。

要因
1. Mail ServerのMAX_LOGIN_USERの設定値に誤りがあります。
2. Mail Serverの RETRY_BOOT_COUNTの設定値に誤りがあります。

対処
1. gmpublicinfoファイルのMAX_LOGIN_USERの設定値を 1～ 1000の範囲で設
定してください。定義を有効にするにはサーバの停止および起動が必要です。

2. gmpublicinfoファイルの RETRY_BOOT_COUNTの設定値を 0～ 2000の範囲
で設定してください。定義を有効にするにはサーバの停止および起動が必要で
す。

%1の設定に誤りが有ります。現在，デフォルト値：［%2]で動作しています。%3で再定義する
必要があります。

要因
Mail Serverの SYSTEM_CMP_DISPLAYの設定値に誤りがあります。

対処
gmpublicinfoファイルの SYSTEM_CMP_DISPLAY の設定値をNOまたは YESで
設定してください。定義を有効にするにはサーバの停止および起動が必要です。
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18　トラブルシューティング
ここでは，システムの運用時に発生しやすいトラブルの対処方
法について説明します。
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18.1　概要
この章では，システムの運用時に発生しやすいトラブルの対処方法について説明します。
説明するトラブルの対処方法は次のとおりです。

サイトの変更に失敗する

掲示板記事の掲示に失敗する

サーバの追加に失敗する

アドレスサーバが使用できない

ユーザの登録ができない

サイト状態が赤色になる

アドレスサービスが起動しない

クライアントからサーバにログインできない

送信メール／受信メールの削除ができない

レプリカ掲示板の記事を参照できない

運転席で役職定義を変更したがクライアントの表示に反映されない

IMAP4クライアントから見えない掲示板がある

アドレスサーバ削除時にエラーメッセージが表示される

運転席での印刷に失敗する

サイト状態が赤色になるが，サーバ詳細情報ダイアログボックスはすべてのアプリケー
ションが「稼動中」状態である

ユーザに記事削除でのエラー通知がメールで報告される

クライアントの一覧表示で表示されるメールサイズと実際のメールサイズが違う
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18.2　サイトの変更に失敗する
現象

マスタ管理サーバ運転席のサイト一覧ダイアログボックスで [サーバ一覧 ]ボタン又
は [メール設定 ]ボタンを選択すると「指定サイトは現在操作不可です。」という
メッセージが表示される。

要因
次の二つの要因が考えられます。
1. 複数の運転席が起動していて，異なる運転席で同一のサイトを操作している。
2. メッセージが表示された運転席のサイトを変更中に，異常が発生しロックがか
かった状態になっている。

対処
1. 別の運転席の操作が終了するのを待ってから，操作してください。
2. マスタ管理サーバのサービスを停止しシャットダウンした後，再度サービスを起
動してください。

上記二つの対処をしてもメッセージが表示される場合は，障害受付窓口に連絡して
ください。



18.　トラブルシューティング

546

18.3　掲示板記事の掲示に失敗する
現象

掲示板に記事を掲示しようとすると，次の形式で記事の掲示に失敗したという通知
メールがメールサーバから届く。

主題
なし

送信者
/S=BBS /G=OPERATION

本文
From BDmn 掲示板種別：XX：記事掲示失敗：
Subject=YYYY
ZZZZZ

XXは，掲示板の種別です。種別が「掲示板」の場合は普通，「定型掲示板」の場合
は定型と表示されます。
YYYYは，掲示しようとした記事の名称です。
ZZZZZは，掲示しようとした記事の本文です。

要因
次の二つの要因が考えられます。
1. 掲示板の記事数上限に達しているため，掲示できない。
2. 掲示板の容量上限に達しているため，掲示できない。

対処
不要な記事を削除後，記事数上限，および掲示板容量上限の値を大きくしてくださ
い。

備考
記事の掲示に失敗した場合のほかにも，メールサーバから通知メールが届く場合が
あります。通知メールが届く場合とメールの本文を表 18-1に示します。

表 18-1　通知メールが届く場合とメールの本文

メールが届く場合 本文

記事の削除に失敗した場合 From BDmn 掲示板種別：普通 :記事削除失敗 :

掲示板の作成に失敗した場合 From BDmn 掲示板種別：普通 :掲示板作成失敗 :
boardname=掲示板名称

掲示板の削除に失敗した場合 From BDmn 掲示板種別：普通 :掲示板削除失敗 :
boardID=掲示板 ID

掲示板の属性設定に失敗した場合 From BDmn 掲示板種別：普通 :掲示板属性設定失敗 :
boardID=掲示板 ID

掲示板の複写に失敗した場合 From BDmn 掲示板種別：普通 :掲示板複写失敗 :
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注 1
メールの主題はなし，送信者は /S=BBS /G=OPERATIONです。

注 2
ユーザが各要求を出してから 24時間以内に処理が完了できなかった場合は，
「失敗：SEND_TIMEOUT」が本文に追加されます。
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18.4　サーバの追加に失敗する
現象 1

サーバの追加に失敗する。

要因
• 運転席のシステム管理ボックスを開いたまま，サーバを追加しようとしました。
• サーバ追加処理と状態監視処理が衝突しました。

対処
要因により，次のどちらかを実行してください。
• 追加するアドレスサーバのデータベースをクリア，および作成し，再起動します。
その後，システム管理ボックスを閉じてから，再度サーバを追加してください。

• 追加するアドレスサーバのデータベースをクリア，および作成し，運転席の状態
監視の設定インタバルの設定を解除してから，再度サーバを追加してください。

現象 2
サーバの追加時に「バージョンが古いサーバを追加することはできません。」という
メッセージが表示される。

要因
古いバージョンのサーバを追加しようとしました。

対処
バージョン 03-00以降をインストールした後，再度サーバを追加してください。
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18.5　アドレスサーバが使用できない
現象

アドレスサーバが使用できない。

要因
ハードウェアなどの障害が発生しました。

対処
次の三つの条件の場合は，「(1) マスタ管理サーバの情報を使用したアドレスサーバ
の回復」を参照して回復してください。
1. アドレスサーバ環境が構築されていたディスクがクラッシュし，回復のためには
別のディスクに入れ替えるしかない。しかし，アドレスサーバ環境のバックアッ
プデータがない。

2. アドレスサーバ環境が構築されていたディスクがクラッシュし，回復のためには
別のディスクに入れ替えるしかない。アドレスサーバ環境のバックアップデータ
はあるが，そのバックアップデータに対応したジャーナルがマスタ管理サーバ上
に保持されていない。つまりデータを修復しても回復しないのが明らかな場合。

3. マスタ管理サーバ，および回復させるアドレスサーバが 05-00以降である。

代替ディスクを用意でき，バックアップを取得している場合は，リストアをしてく
ださい。リストア作業については「15.3 リストア」を参照してください。
マシンを変更するしかない場合は次の作業をしてください。まず，サーバ上に登録
されているユーザ，組織を運転席などを使用して，すべて削除します。その後，
サーバを運転席から削除してください。ほかのサーバマシンを用意して，再度サー
バを追加し，ユーザを追加してください。

（1） マスタ管理サーバの情報を使用したアドレスサーバの回復

（a）機能の概要

回復対象を次に示します。

対象 備考

最上位組織情報 －

共用メールボックス情報 －

組織情報 ただし，ログインパスワード，親展パスワード，受信メール，送信
メール，保留メールはマスタ管理サーバの値にしない。

ユーザ情報 ただし，ログインパスワード，親展パスワード，パスワード有効期
間，受信メール，送信メール，掲示板の未既読情報はマスタ管理
サーバの値にしない。

グループ情報 －

グループメンバ情報 －

掲示板情報 ただし，記事はマスタ管理サーバの値にしない。
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（凡例）－は該当しないことを示す。

！！！！ 注意事項

UA詳細情報設定（自動削除デーモン動作タイミング）とリモート PC詳細情報設定が，回
復させるアドレスサーバで解除される場合があります。解除された場合は，作業終了後に再
設定してください。

アドレスサーバの回復手順の概要を図 18-1に示します。

図 18-1　アドレスサーバの回復手順の概要

（b）作業の見積もり

● adcnsgetコマンドの -dオプションで指定するディレクトリの必要容量
サイズ [キロバイト ]＝ (C+O+G+B+N+U）× 20/1,024+C+O+N+B+U× 3+
（G+Gm+Bm+Br）× 0.2
C：全最上位組織数
N：全共用メールボックス数
O：全組織数
U：全ユーザ数
G：全グループ数
B：回復させるアドレスサーバにある掲示板数
Br：回復させるアドレスサーバにあるマスタ掲示板に設定されているレプリカ掲示板
数の合計

掲示板メンバ情報 －

役職定義情報 －

サーバシステム情報 －

対象 備考
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Gm：全グループメンバ数
Bm：回復させるアドレスサーバにある掲示板のメンバ数の合計

● adcnsputコマンドの -oオプションで指定するファイルの必要容量
サイズ [キロバイト ]＝ (C+O+G+B+N+U）× 100/1,024
C：マスタ管理サーバだけまたは回復させるアドレスサーバにだけある最上位組織数
N：マスタ管理サーバだけまたは回復させるアドレスサーバにだけある共用メール
ボックス数
O：マスタ管理サーバだけまたは回復させるアドレスサーバにだけある組織数
U：マスタ管理サーバだけまたは回復させるアドレスサーバにだけ居るユーザ数
G：マスタ管理サーバだけまたは回復させるアドレスサーバにだけあるグループ数
B：マスタ管理サーバだけまたは回復させるアドレスサーバにだけある掲示板数

●作業時間の見積もり
次の条件の場合の作業時間目安を示します。
• CPU：Pentium 200メガヘルツ
• メモリ：128メガバイト
• 回復させるアドレスサーバは，インストールとセットアップが完了している初期状
態

（c）回復作業手順の詳細

回復作業の手順を次に示します。

1. 回復させるアドレスサーバに対して，バックアップデータをリストアするときと同じ
ように，クラッシュ前と同じ設定でインストールとセットアップを実施します。バッ
クアップデータがある場合はリストアします。

2. 回復させるアドレスサーバのアドレスサービスが停止していることを確認します。
3. マスタ管理サーバの Object Serverが起動していることを確認します。停止している
場合は起動します。アドレスサービスは起動していても構いません。

4. マスタ管理サーバにシステム管理者でログオンします。
5. マスタ管理サーバで adcnsgetコマンドを実行します。詳細は「16.3 adcnsget」を参
照してください。

作業名 時間

adcnsgetコマンドの実行時間 詳細は「16.3 adcnsget」を参照してください。

ファイル転送時間 伝送路の性能と転送データ量に比例します。

adcnsputコマンドの実行時間 詳細は「16.4 adcnsput」を参照してください。

adpdheadコマンドの実行時間 詳細はマニュアル「Groupmax Address/Mail Version 6 シ
ステム管理者ガイド ユティリティ編」（Windows用）を参
照してください。

mlcnsmbコマンドの実行時間 詳細は「16.19 mlcnsmb」を参照してください。

X400_MAIL_SYNCコマンドの実行時間 詳細は「16.32 X400_MAIL_SYNC」を参照してください。
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6. -dオプションで指定したディレクトリ内の全ディレクトリ，全ファイルを回復させる
アドレスサーバにコピーします。コピーするときには，ファイル，ディレクトリは
ファイル名，内容ともに変更されないようにしてください。ftpを使用する場合は
binaryモードで実行してください。コピー後はマスタ管理サーバの -dオプションで
指定したディレクトリは不要なので削除しても構いません。

7. 回復させるアドレスサーバの Object Serverが起動していることを確認します。停止
している場合は起動してください。ただし，アドレスサービスは起動しないでくださ
い。

8. 回復させるアドレスサーバにシステム管理者でログオンします。
9. 回復させるアドレスサーバで adcnsputコマンドを実行します。詳細は「16.4 

adcnsput」を参照してください。
10.回復させるアドレスサーバで adpdheadコマンドを -dオプションを指定して実行し
ます。詳細はマニュアル「Groupmax Address/Mail Version 6 システム管理者ガイド 
ユティリティ編」（Windows用）を参照してください。

11.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，mlcnsmbコマンドを実行します。
詳細は「16.19 mlcnsmb」を参照してください。

12.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，nxbbsrcvコマンドを実行します。
詳細は「16.24 nxbbsrcv」を参照してください。

13.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，X400_MAIL_SYNCコマンドを実
行します。詳細は「16.32 X400_MAIL_SYNC」を参照してください。

14.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，mlulkmbコマンドを実行します。
詳細は「16.23 mlulkmb」を参照してください。

15.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，mlstnewsコマンドを -rオプショ
ン付きで実行します。詳細は「16.22 mlstnews」を参照してください。

16.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，アドレスサービスを起動します。
17.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，運転席のメールサーバ設定ダイア
ログボックスで回復させるアドレスサーバの「リモート PC」と「リモート PC/TCP」
の設定を確認します。クラッシュ前と違う場合は，設定し直します。

18.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，運転席の UA詳細情報設定ダイア
ログボックスで回復させるアドレスサーバの「自動削除デーモン動作タイミング」の
設定を確認します。クラッシュ前と違う場合は，設定し直します。

19.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，運転席のルーティンググループ詳
細ダイアログボックスで回復させるアドレスサーバを選択して [詳細 ]ボタンを選択
します。次に，X.400MHS詳細ダイアログボックスで何も値を変更しないで [変更 ]
ボタンを選択します。

20.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，サーバを起動します。
21.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，回復させるアドレスサーバにある
すべての掲示板に対して掲示板の整合性の確保を実施します。

22.回復させるアドレスサーバがメールサーバの場合，アドレスサービスを停止します。
23.回復させるアドレスサーバの Object Serverを停止します。
24.回復させるアドレスサーバのバックアップを取得します。
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●注意事項
• レプリケーション中継サーバを回復した場合は，配下のアドレスサーバも続いて回
復してください。配下のアドレスサーバが 03-10より前の場合は，バックアップ
データをリストア後，ジャーナルを利用して運転席からデータを修復してください。
配下のアドレスサーバが 03-10以降の場合は，前述の「データ修復」を実行するか，
またはこの機能を実行することによって回復してください。

• ディスククラッシュによってアドレスサーバ上で情報が変更されず，マスタ管理
サーバとアドレスサーバの情報（例えば電話番号）が違う場合，この機能を使用す
ることでアドレスサーバの情報がマスタ管理サーバと同じになります。このため，
いままでアドレスサーバで見えていた情報が，使用後には違って見えます。

• ディスククラッシュによってアドレスサーバ上で削除されず，マスタ管理サーバに
は居ないがアドレスサーバにだけ居たユーザなどは，この機能を使用することで削
除されます。そのユーザが所有するメールなどもすべて削除されます。

• 回復したアドレスサーバに Address Serverと連携して動作している製品
（Workflow，Document Manager，Scheduler，Mail - SMTPなど）がある場合は，
作業が終了後に全登録情報を取得しなおしてください。取得方法は各製品により異
なります。
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18.6　ユーザの登録ができない
現象

ユーザ追加時に「サーバあたりの登録ユーザ数が最大値（*****）を超えました。」
というメッセージが表示される。

要因
一つのサーバに最大値 *****以上のユーザを登録しようとしました。

対処
サーバ上のユーザを削除してから，再度ユーザを登録するか，別のサーバにユーザ
を登録してください。
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18.7　サイト状態が赤色になる
現象

サイトの状態が赤色表示になる。

要因
サイト内の一部またはすべてのサーバで障害が発生しました。障害には，次の三種
類があります。
1. マスタ管理サーバとアドレスサーバ，およびメールサーバの通信ができない
2. メールサーバ上のメールアプリケーションプログラム障害
3. 稼働中と停止中のサーバが同一サイト内に混在する

対処
まず，赤色のサイトを選択してサイト詳細情報ウィンドウを表示します。次に，
ボックス内に「一部停止中」と表示されているサーバを指定し，[詳細 ]ボタンを選
択してください。サーバ詳細ダイアログボックスが表示されます。
1. 通信ができない場合は，アドレスサーバのアドレスサービスを起動してあるか確
認してください。起動していない場合は，起動させてください。

2. サーバ詳細ボックスで，「一部停止中」のアプリケーションプログラムがある場
合は，メールアプリケーションプログラムを停止して，再起動してください。ア
ドレスサービスもいったん停止してから，再起動してください。

上記二つの対処をしても「一部停止中」が表示される場合は，障害受付窓口に連絡
してください。要因 3についてはサイト内のすべてのサーバを起動または停止して
ください。
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18.8　アドレスサービスが起動しない
現象 1

アドレスサービスが起動しない。イベントログにメッセージが出力される。

要因
1. ドメイン名またはホスト名が DNSの定義ファイルまたは hostsファイルに定義
されていません。

2. サービス名が servicesファイルに定義されていません。

対処
イベントログを参照してください。
1. DNSの定義ファイルまたは hostsファイルにドメイン名またはホスト名を追加
してください。

2. <インストール先ディレクトリ >¥sample¥servicesファイルを参照して，サービ
ス名を servicesファイルに定義してください。

現象 2
アドレスサービスを起動しても，起動状態にならない。

要因
Groupmax_system最上位組織がバージョンアップ前からすでに登録されている可
能性があります。または，Groupmax_system最上位組織を削除後に，再登録した
可能性があります。

対処
<インストール先ディレクトリ >¥bin¥admkgsys.exeを実行してください。なお，
コマンドの詳細は「16.7　admkgsys」を参照してください。

現象 3
アドレスサービスの起動時にエラーになり，起動できない。

要因
1. マスタ管理サーバのジャーナルを蓄積するための設定が不正です。

gmpublicinfoファイルのMNG_JOURNALに設定したディレクトリのパス名が
不正です。または，設定したディレクトリがありません。

2. Address Server - Data Collectionで使用するサーバレスポンス用ログファイルの
設定が不正です。
gmpublicinfoファイルの LOG_DIR_SV_RESPONSEに設定したディレクトリ
のパス名が不正です。または，設定したディレクトリがありません。

対処
1. gmpublicinfoファイルのMNG_JOURNALに正しいディレクトリ名をフルパス
で設定してください。または，設定ディレクトリを作成してください。
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2. gmpublicinfoファイルの LOG_DIR_SV_RESPONSEに正しいディレクトリ名
をフルパスで設定してください。または，設定ディレクトリを作成してくださ
い。
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18.9　クライアントからサーバにログインでき
ない

現象
クライアントからサーバにログインできない。イベントログにメッセージが出力さ
れる。

要因
ユーザのログイン数が，最大ログイン数を超えているおそれがあります。

対処
イベントログを参照してください。ユーザのログイン数を確認してください。
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18.10　送信メール /受信メールの削除ができな
い

現象
送信メール /受信メールの削除ができない。

要因
データベース中の送受信メール情報とメールボックス中のメール情報の整合性が取
れていません。

対処
メールボックス整合性ツール (X400_MAIL_SYNCコマンド )を用いて，データベー
ス情報とメールボックス情報の整合性を確保してください。
X400_MAIL_SYNCコマンドは送信，受信，通知，および報告メールについて，
データベースに登録されているメールの情報（DB情報）とメールの実体ファイルの
整合性をチェックし，不整合なメールの DB情報と実体ファイルを削除するツール
です。X400_MAIL_SYNCコマンドの詳細は，「16.32 X400_MAIL_SYNC」を参照
してください。
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18.11　レプリカ掲示板の記事を参照できない
現象

レプリカ掲示板を作成したが，レプリカ掲示板があるサーバをホームサーバとする
ユーザが記事を参照できない。

要因
1. 掲示板自体が見えない場合は，掲示板がレプリケーションされていません。
2. 掲示板自体は見えるが記事が見えない場合は，掲示板の整合性が確保されていま
せん。

対処
1. 要因 1の場合は，名前データベースで整合性を確保した後，掲示板の整合性を確
保してください。

2. 要因 2の場合は，掲示板の整合性を確保してください。
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18.12　運転席で役職定義を変更したがクライ
アントの表示に反映されない

現象
運転席で役職定義を変更したが，32ビット版クライアントの表示が変わらない。

要因
32ビット版クライアント上で古い定義ファイルを参照しています。

対処
古い定義ファイル <クライアントインストール先ディレクトリ
(gmaxcl)>¥common¥posinfo.posを削除してください。
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18.13　IMAP4クライアントから見えない掲示
板がある

現象
IMAP4クライアントではアクセスできない掲示板がある。

要因
アクセスできない掲示板の掲示板名に，SJISコードの下 1バイトが "¥"（ASCII
コード 5C）を含む文字があります。

対処
掲示板名を変更してください。
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18.14　アドレスサーバ削除時にエラーメッ
セージが表示された

現象
アドレスサーバの削除を実行したときに「サーバ削除を完了しましたが，不要デー
タの削除に失敗しました。」というメッセージが表示される。

要因
マスタ管理サーバ上では，アドレスサーバの削除は完了していますが，アドレス
サーバ上の不要データを削除できていません。

対処
アドレスサーバをもう一度追加する場合は，次のように作業してください。不要な
データを削除できます。
1. 削除したアドレスサーバの Address ServerとMail Serverをアンインストール
してください。

2. Address ServerとMail Serverを再インストールしてください。
3. Object Serverを起動してください。
4. Address_Mail Serverセットアップを実行し，[DB編集 ]ボタンを選択して，
データベーステーブルの「削除」を実行してください。

5. Address_Mail Serverセットアップで [DB編集 ]ボタンを選択して，データベー
ステーブルの「作成」を実行してください。
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18.15　運転席での印刷に失敗する
現象

運転席での印刷に失敗する。

要因
1. 運転席を起動するマシンで [Microsoft TCP/IP印刷 ]が組み込まれていません。
2. プリンタサーバマシンで，TCP/IP Print Serverサービスが開始していません。
3. プリンタを設定していません。

対処
• 要因 1の場合は，運転席を起動するマシンの [コントロールパネル ]から [ネット
ワーク ]を選択して，[Microsoft TCP/IP印刷 ]を組み込んでください。 

• 要因 2の場合は，プリンタサーバマシンで，TCP/IP Print Serverサービスを開始
してください。 

• 要因 3の場合は，次の手順に従ってください。

1. 運転席を起動するマシンの [コントロールパネル ]の [プリンタ ]-[プリンタの追
加 ]から [プリンタウィザード ]を使って，「ネットワークプリンタ」を指定して
ください。 

2. 指定するパス名は「¥¥コンピュータ名 ¥共有名」の形式で，32バイト以内の文字
列で指定してください。この形式でないと運転席の印刷機能を使用できません。 

3. マスタ管理サーバで「Address_Mail セットアップ」を起動して，プリンタ名に
手順 2で指定したパス名（「¥¥コンピュータ名 ¥共有名」）を指定してください。 

4. 運転席で [ファイル ]-[プリンタの設定 ]を実行してください。 
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18.16　サイト状態が赤色になるが，サーバ詳
細情報ダイアログボックスではすべてのア
プリケーションが「稼働中」状態である

現象
サーバ詳細情報ダイアログボックスではすべてのアプリケーションの状態が「稼働
中」であるにもかかわらず，サイトの状態表示が赤色である。

要因
デフォルトの場合，各アドレスサーバは，アドレスサーバの状態を 5分間隔でマス
タ管理サーバ上の状態監視ファイルに書き込みます。運転席は，10分間隔で状態監
視ファイルを参照し，そのときの状態（青色：正常，赤色：一部停止など）を表示
します。
サーバマシンの負荷が高くなると，アドレスサーバからマスタ管理サーバへ 5分間
隔で状態を通知できなくなる場合があります。その場合，20分間以上状態を通知で
きない事態が発生すると，運転席によって異常と判断され赤色表示になります。

対処
サーバマシンの負荷状態を確認し，高負荷状態にある場合は，状態通知の間隔や状
態監視ファイルの参照間隔を拡大してください。状態通知の間隔は，gmpublicinfo
ファイルの AGT_STATCIRCLEで設定します。また，状態監視ファイルの参照間隔
は，gmpublicinfoファイルのMNG_STATCIRCLEで設定します。
なお，このような場合，サイトの状態表示は異常になりますが，Address Serverお
よびMail Serverの機能には問題ありません。



18.　トラブルシューティング

566

18.17　ユーザに記事削除でのエラー通知が
メールで報告される

現象
クライアントから掲示板の記事の削除要求を出したが，記事削除でのエラー通知が
クライアントにメールで報告された。

要因
掲示板や記事は，クライアント上とサーバ上で非同期に削除されます。そのため，
サーバでの掲示板の削除が完了した後に，クライアントから削除要求がサーバに届
くことがあります。この場合，クライアントに対して，削除に失敗した旨のエラー
通知のメールが届きます。具体例を次に示します。 
1. サーバから掲示板 Aを削除する。
掲示板および掲示板の記事の削除処理を開始します。 

2. クライアントから掲示板 Aの記事を表示する。
記事を表示した時点で，サーバ上で掲示板 Aの削除処理が完了していない場合，
通常どおりクライアントからは記事が参照できます。 

3. クライアントから掲示板 Aの記事を削除する。
記事削除要求をサーバに発信します。 

4. サーバで掲示板 Aの削除が完了する。
掲示板 Aおよびその記事の削除がサーバ上で完了しました。 

5. クライアントからの記事削除要求がサーバに到着する。
すでに掲示板 Aの削除は完了し，削除する記事はないので，エラーになります。 

6. エラー通知（記事の削除失敗）が発行される。
ユーザには記事削除でのエラー通知がメールで報告されます。

対処
記事は正常に削除されているため問題ありません。そのため，対処の必要はありま
せん。
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18.18　クライアントの一覧表示で表示される
メールサイズと実際のメールサイズが違う

現象
暗号化・デジタル署名したメールのサイズがクライアントの一覧で表示される受信
メールサイズ，送信メールサイズが実際のメールサイズとは異なる。

要因
暗号化・デジタル署名したメールには本文以外にもセキュリティー情報などを付加
するためサイズが異なります。実際のディスク使用量とクライアントに表示される
サイズの差異は次のようになっています。
• 暗号化したメール
クライアント表示サイズ×約 1.5

• 暗号化・デジタル署名したメール
クライアント表示サイズ×約 2.0

• 署名データ形式のメール
クライアント表示サイズ×約 1.5

• マルチパート署名データ形式のメール
復号化したデータを添付ファイルに付けない場合
クライアント表示サイズ×約 2.0
復号化したデータを添付ファイルに付ける場合
クライアント表示サイズ×約 3.0

対処
暗号化・デジタル署名したメールの使用頻度によってディスク容量を増やしてくだ
さい。
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18.19　クライアントから暗号化・デジタル署
名したメールの送信に失敗する

現象
クライアントから暗号化・デジタル署名したメールの送信に失敗する。

要因
1. gmpublicinfoファイルの SECURE_MIMEに Nが設定されている。
2. 送信者の E-mailアドレスが長すぎるため，O/R名の変換に失敗する。

対処
1. 暗号化・デジタル署名したメールの送受信を許可したい場合は gmpublicinfo
ファイルの SECURE_MIMEに Yを設定し，メールサーバを再起動してくださ
い。

2. E-mailアドレスを短くしてください。100バイトまでの文字列を指定することを
推奨します。
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18.20　Conversion failure : OriginatorName is 
not available.という主題のエラーメールが
返ってくる

現象
アドレス管理ドメイン内のユーザ宛てにメールを送信すると，Conversion failure : 
OriginatorName is not available.という主題のエラーメールが送信者に返ってくる。

要因
Mail - SMTPが送信者の E-mailアドレスから O/R名の変換に失敗しました。
E-mailアドレスの文字種が不正，または E-mailアドレスの文字数が長すぎます。

対処
送信者がアドレス管理ドメインのユーザの場合は E-mailアドレスを短くしてくださ
い。100バイトまでの文字列を指定することを推奨します。
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19　こんなときには．．．
サーバの IPアドレスを変更する場合，サーバに複数のネット
ワークカードがある場合などの，応用的な環境設定について説
明します。
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19.1　概要
この章では，サーバの IPアドレスを変更する場合，サーバに複数のネットワークカード
がある場合などの，応用的な環境設定について説明します。説明する環境設定について
は次のとおりです。

サーバの IPアドレスを変更する

複数のネットワークガードがあるサーバを使用する

代行受信者に E-mailアドレスを指定する

サーバの再構築をする

ドメイン名又はホスト名を変更する

プリンタ名を変更する

Mail Serverのマスタ管理サーバ間を接続する

ユーザが移動しても代行受信者設定を引き継げるようにする

同時ログイン数を変更する

Workflowを使用している環境で最上位組織又は組織を削除する

UNIX版運転席で日本語を入力する

Mail-SMTP経由で受信したメールを返信する場合の受信通知要求を変更する

遅延配信指定送信メールを削除した時，メール送信も取り消す
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19.2　サーバの IPアドレスを変更する

既存アドレスサーバの IPアドレスが変更できます。ただし，IPアドレスとドメイン名
またはホスト名を同時に変更することはできませんので，ドメイン名またはホスト名を
変更した後に，IPアドレスを変更してください。ドメイン名またはホスト名の変更につ
いては，「19.6 ドメイン名又はホスト名を変更する」を参照してください。なお，ほかの
アドレスサーバのアドレスサービスが起動中でも，本作業は実施可能です。

次に操作手順を示します。

1. Mail Serverを使用している場合は，すべてのメールサーバを停止します。

2. 変更するサーバのアドレスサービスを停止します。

3. アドレスサーバの IPアドレスの定義を変更します。

4. マスタ管理サーバおよびすべてのアドレスサーバが DNSによって運用されている場
合は，DNSサーバの定義を変更します。
DNSサーバが複数ある場合は，DNSサーバ間の整合性を取ってください。

5. 各サーバが hostsファイルによって運用されている場合は，すべてのサーバの hosts
ファイルを変更します。

6. マスタ管理サーバおよびすべてのアドレスサーバ（変更サーバを含む）の中に，アド
レスサービスが停止しているサーバがあった場合は，アドレスサービスを起動しま
す。
ただし，サーバの起動はしないでください。

7. マスタ管理サーバ上で adsrvnコマンドを実行します。
ただし，実行時は -nオプションは指定しないでください。

8. すべてのアドレスサーバに変更した内容が反映されたかどうか，nxsrepstatコマンド
で確認します。
nxsrepstatコマンドの戻り値が 0または「トランザクションレコードなし」のメッ
セージが表示されれば，反映されたと判断できます。

9. Mail Serverを使用している場合は，全メールサーバを再起動します。
これによって変更内容を反映します。ただし，アドレスサーバおよびメールサーバの
アドレスサービスは停止させる必要はありません。

10.Workflowを使用している場合は，Workflowサーバで変更内容を取り込むコマンドを
実行します。

IPアドレス変更後のユーザ変更は不要です。
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19.3　複数のネットワークカードがあるサーバ
を使用する

複数のネットワークカードがあり，IPアドレスを複数持ち，かつ，hostnameコマンド
でホスト名が割り当てられていないマシンに，ネットワークカードを介して通信するよ
うに TCP/IPルーティングが設定されている場合に，このマシンをメールサーバとして
使用するには，次の手順で作業してください。

19.3.1　新規セットアップの場合
1. Address_Mail Serverセットアップを実行する前に，<インストール先ディレクトリ

>¥nxcdirディレクトリに gmhostsファイルを作成します。
テキストエディタなどで，次に示す形式で作成してください。
 
該当するサーバのホスト名=Address Serverが使用するネットワークカードのIPア
ドレス
 
＜例＞
 
yokohama=150.0.0.1
 

2. この後は通常の設定手順で環境を作成します。
メールサーバの起動まで完了したら，「19.3.2 環境変更の場合」の手順を実行してく
ださい。

19.3.2　環境変更の場合
1. 同一アドレス管理ドメイン内の全メールサーバの Pセレクタ値，Sセレクタ値および

Tセレクタ値の組み合わせが一意になるように「X.400MHS運転席」で設定します。

2. 同一アドレス管理ドメイン内の全メールサーバのサーバを停止します。

3. 同一アドレス管理ドメイン内の全メールサーバで，mhs_nadr_cfgコマンドを次に示
す形式で実行します。
 
<インストール先ディレクトリ>¥x400¥run¥mhs_nadr_cfg TCP OFF
 

4. マスタ管理サーバの gmpublicinfoファイルにネットワークカードの数だけ，次に示す
形式でレコードを記述します。
 
IPアドレス=ホスト名
 
＜例＞
 
150.0.0.1=yokohama
150.1.0.1=yokohama
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5. マスタ管理サーバのアドレスサービスを起動します。

6. 同一アドレス管理ドメイン内の全メールサーバのサーバを起動します。

以上で設定は完了です。

mhs_nadr_cfgコマンドのメッセージについては，「16.18 mhs_nadr_cfg」を参照してく
ださい。
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19.4　代行受信者に E-mailアドレスを指定する

組織メールまたは個人メールの代行受信者に，E-mailアドレスを指定する場合の設定方
法を次に示します。

1. システム管理者が運転席または一括登録ユティリティを使用して，次のような O/R名
を持つ宛先ユーザを登録します。
 
/D=RFC-822;E-mailアドレス
 
「/D=RFC-822;」は固定値です。

2. システム管理者は登録した宛先ユーザのニックネームを，代行指定したいユーザに通
知します。

3. 代行指定したいユーザは，クライアントを使用して，代行受信者に通知されたニック
ネームを指定します。

！！！！ 注意事項

アドレス管理ドメイン内にMail - SMTPが設定されている場合だけ，E-mailアドレスへ
メールを転送できます。
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19.5　サーバの再構築をする
サーバを再構築する場合の操作手順を次に示します。Object Serverの DB常駐化の指定
をしている場合は，常駐指定を解除する必要があります。

1. システム管理者のユーザアカウントでログオンします。
[Groupmaxサーバ ]から Address_Mailセットアップアイコンを起動します。
Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスが表示されます。

2. [DB編集 (B)]ボタンを選択します。
DBのテーブル編集のためのダイアログボックスを表示します。

3.「データベーステーブル」の [削除 (D)]ボタンを選択して [OK]ボタンを選択します。
データべーステーブルが削除されます。ただし，すべてのデータべースファイルは削
除されないので，「4.2.1 Address Serverのインストール」の「(3)データベースファ
イルの削除」を参照して，データベースファイルを削除してください。

4. Address Serverと Mail Serverをアンインストールします。

注意
アドレスサーバをアンインストールした場合，上位 Groupmaxアプリケーショ
ンとの連動についての設定も失われ，正常に動作しなくなる場合があります。ア
ドレスサーバをアンインストールした場合の各 Groupmaxアプリケーション側
の対応については各マニュアルを参照してください。

5. Address Serverと Mail Serverをインストールします。

6. データべースを再度セットアップします。
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19.6　ドメイン名又はホスト名を変更する
既存マスタ管理サーバおよびアドレスサーバのドメイン名またはホスト名が変更できま
す。ただし，IPアドレスとドメイン名またはホスト名を同時に変更することはできませ
ん。ドメイン名またはホスト名を変更した後に，IPアドレスを変更してください。

（1） 運転席をインストールしていないマスタ管理サーバの変更

操作手順を次に示します。

1. マスタ管理サーバとアドレス管理ドメインにあるすべてのアドレスサーバの hosts
ファイルに，変更後のホスト名を追加します。
このときに変更前のホスト名は削除しないでください。
DNS運用されている場合は，DNSの定義ファイルに変更後のドメイン名を追加して
ください。このときに変更前のドメイン名は削除しないでください。

2. マスタ管理サーバ，およびアドレス管理ドメインにあるアドレスサーバで停止してい
るものがあれば，そのアドレスサービスを起動します。

3. マスタ管理サーバで adsrvnコマンドを -nオプション付きで実行します。
変更後のドメイン名またはホスト名を指定してください。ドメイン名またはホスト名
の指定条件については，「9.5.4 ユーザ情報の設定項目と入力条件 」を参照してくださ
い。

4. すべてのアドレスサーバに変更した内容が反映されたかどうか，nxsrepstatコマンド
で確認します。
nxsrepstatコマンドの戻り値が 0または「トランザクションレコードなし」のメッ
セージが表示されれば，反映されたと判断できます。

5. 変更前のホスト名が不要であれば，hostsファイルから削除します。
DNS運用されている場合は，DNSの定義ファイルから変更前のホスト名を削除して
ください。

6. Address Server，Mail Server以外の Groupmaxサーバで，変更内容を取り込みます。
方法は各サーバで異なります。

（2） 運転席をインストールしているサーバの変更

操作手順を次に示します。

1. マスタ管理サーバとアドレス管理ドメインにあるすべてのアドレスサーバの hosts
ファイルに，変更後のホスト名を追加します。
このときに変更前のホスト名は削除しないでください。
DNS運用されている場合は，DNSの定義ファイルに変更後のドメイン名を追加して
ください。このときに変更前のドメイン名は削除しないでください。

2. マスタ管理サーバ，およびアドレス管理ドメインにあるアドレスサーバで，停止して
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いるものがあれば，そのアドレスサービスを起動します。

3. 運転席のサーバ一覧ダイアログボックスで，[変更 ]ボタンを選択します。
サーバ追加 /変更ダイアログボックスが表示されます。

4. 既存のドメイン名またはホスト名を消して，新しいドメイン名またはホスト名を入力
します。
ドメイン名またはホスト名の指定条件については，「9.5.4 ユーザ情報の設定項目と入
力条件 」を参照してください。

5. [了解 ]ボタンを選択します。
入力したドメイン名またはホスト名がシステムに登録されます。[取消 ]ボタンを選
択すると変更が取消されてサーバ一覧ダイアログボックスに戻ります。

6. すべてのアドレスサーバに変更した内容が反映されたかどうか，nxsrepstatコマンド
で確認します。
nxsrepstatコマンドの戻り値が 0または「トランザクションレコードなし」のメッ
セージが表示されれば，反映されたと判断できます。

7. 変更前のホスト名が不要であれば，hostsファイルから削除します。
DNS運用されている場合は，DNSの定義ファイルから変更前のホスト名を削除して
ください。

8. Address Server，Mail Server以外の Groupmaxサーバで，変更内容を取り込みます。
方法は各サーバで異なります。

！！！！ 注意事項

ドメイン名またはホスト名を変更する作業をする前から開いている運転席のドメイン名 /ホ
スト名表示は変更されません。一度閉じてから再度開いてください。また，Address Server 
Version2.0のアドレスサーバに対するドメイン名またはホスト名の変更はできません。
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19.7　プリンタ名を変更する
運転席の印刷機能に使用するプリンタ名の変更ができます。手順を次に示します。

1. マスタ管理サーバで Adddress_Mailセットアップアイコンを起動します。
Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスが表示されます。起動時にア
ドレスサービスが起動中のときは停止してください。

2. Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスで「プリンタ名 (P)」を変更し
ます。
プリンタを選択するか，半角 128文字以内の文字列を入力してください。省略はでき
ません。ネットワークプリンタ名を指定してください。

3. [OK]ボタンを選択し，Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスを閉じ
ます。

4. マスタ管理サーバのアドレスサービスを起動します。

5. 運転席を起動します。

6. システム管理ウィンドウで [ファイル (F)]の [プリンタの設定 (S)]を選択します。
プリンタの設定ダイアログボックスが表示されます。

7. 変更後のプリンタを選択し，[了解 ]ボタンを選択します。
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19.8　Mail Serverのマスタ管理サーバ間を接続
する

Mail Server のマスタ管理サーバを接続する場合は，次の手順に従ってください。

1. プロトコル情報の指定に合わせて，接続するマスタ管理サーバの servicesファイルに
次のエントリをサービス名称「plam_tcp」に対する別名として登録し，ポート番号は
同じものを指定します。
•「‘88 X.400 接続」を使用する場合は「X400_MAIL_88TCP」
•「‘84 X.400 接続」を使用する場合は「X400_MAIL」

2. 接続するマスタ管理サーバで運転席を起動します。

3. 運転席のファイルメニュー中の [DBメンテナンス ]から [MTA情報 ]を選択し，
X.400MHS運転席を起動します。

4. X.400MHS運転席から接続元のマスタ管理サーバを選択し，[他 X.400登録 ]ボタン
を選択して，他 X.400登録 /詳細ダイアログボックスを表示します。

5. プロトコル情報の「‘88 X.400接続」を選択し，接続先マスタ管理サーバの X.400情
報を設定後，[了解 ]ボタンを選択します。

6. 1～ 5の手順を隣接するマスタ管理サーバ双方で実行します。

なお，「他 X.400登録」によってMail Server のマスタ管理サーバ間を接続する場合，次
のことに注意してください。

注意１
ポート番号はサービス名称「plam_tcp」で設定した値（デフォルトは 7800）と同じ
ものを指定してください。

注意２
プロトコルは「TCP/IP接続情報」を選択してください。プロトコル情報に「‘84 
X.400接続」を選択した場合，プロトコルの差異により，そのサーバ上のユーザに
対するメールでは「受信者再指定禁止」機能は動作しません。
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19.9　ユーザが移動しても代行受信設定を引き
継げるようにする

Aさんへのメールが Bさんに代行されるように代行受信設定されていたとします。Aさ
んがサーバ移動した場合は，SAVE_MB/LOAD_MBコマンドの保存・回復で引き継ぐこ
とができます。

しかし，通常の環境で Bさんがサーバ移動した場合は，代行受信設定は解除されます。
Bさんが移動しても代行受信設定が解除されない環境にするための方法を示します。こ
の環境にするためには次の条件を満たしている必要があります。

条件
アドレス管理ドメイン内にあるすべてのアドレスサーバのバージョンが 03-10以降
である。

手順

1. アドレス管理ドメイン内にあるすべてのアドレスサーバの gmpublicinfoファイルに
「SUBSTITUTE=SUCCEED」を記述します。

2. アドレス管理ドメイン内にあるすべてのメールサーバを停止・再起動します。

3. adlstaltコマンドを実行して，現在代行受信設定しているユーザの一覧を出力します。
アドレス管理ドメイン内にあるすべてのメールサーバで実行してください。

4. 手順 3で出力したデータを入力ファイルに指定し SETALTコマンドを実行して，代行
受信設定を再設定します。
アドレス管理ドメイン内にあるすべてのメールサーバで実行してください。

この後にアドレスサーバが追加される場合は，必ず gmpublicinfoファイルに
「SUBSTITUTE=SUCCEED」を記述してください。
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19.10　同時ログイン数を変更する
メールを使用するユーザが増加したために同時ログイン数を増やしたい場合は，次の手
順で作業してください。

1. 同時ログイン数を変更するメールサーバの gmpublicinfoファイルに定義されている
MAX_LOGIN_USERを，次のように変更します。
MAX_LOGIN_USER=XXX（XXXは 1～ 1000の整数）

2. サービス名称 ua1から uaXXXまでが servicesファイルに定義されているか確認しま
す。
定義されていない場合は定義してください。

3. 変更したアドレスサーバのアドレスサービスを再起動します。
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19.11　Workflowを使用している環境で最上位
組織又は組織を削除する

Workflowを使用している場合は，最上位組織または組織を削除すると次に示す影響があ
ります。事前にマニュアル「Groupmax Workflow Version 6 システム管理者ガイド」
（Windows用）を参照して，影響を確認してください。

該当する場合 影響

削除対象の組織を指定した組織ロールがある。 該当する組織ロールが無効になります。
また，該当する組織ロールを指定したビ
ジネスプロセス定義の案件が該当する組
織ロールを通過するときに，エラーとな
ります。

削除対象の組織に対するユーザの権限を設定している。 該当する組織に対するユーザの権限が無
効になります。

作業者指定で削除対象の組織を指定したビジネスプロセス定
義に運用中の案件がある。

遷移先が不定となります。対処方法は案
件のキャンセルだけです。
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19.12　UNIX版運転席で日本語を入力する

日本語入力にはかんなサーバを使用しています。かんなサーバの利用方法がわからない
場合は，次のファイルを参照してください。

HI-UX/WE2の場合
/usr/GroupMail/openint/canna/doc/canna.man

HP-UXの場合
/var/opt/GroupMail/ee20/canna/doc/canna.man
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19.13　Mail-SMTP経由で受信したメールを返
信する場合の受信通知要求を変更する

Mail-SMTP経由で受信したメールの受信者毎の受信通知要求は，Mail-SMTPにより
「なし」に設定されます。また，Integrated Desktopから受信メールを返信する場合，受
信メールの送信者に対する受信通知要求は「あり」に設定されますが，他の同報受信者
に対する受信通知要求は「なし」に設定されます。このため，Mail-SMTP経由の受信
メールを返信した場合，受信通知要求の設定をユーザが明示的に再設定しない限り，同
報宛先に Groupmaxユーザが含まれていても，受信通知要求の設定が「なし」になって
しまい，Groupmaxユーザの開封状態がわからなくなります。

メール返信時に設定される受信通知要求を，強制的に変更したい場合，以下の手順で行
います。

手順

1. 受信通知要求の設定値を強制的に変更するメールサーバの gmpublicinfoファイルに以
下の記述を追加します。
 
IPN_REQUEST_FIX=Y
 

2. gmpublicinfoファイルを修正したサーバのメールサーバを再起動します。

注意
以下の条件に該当する場合，本機能は有効となりません。
• IPN_REQUEST_FIX=Nが設定されている，または IPN_REQUEST_FIXの設定
がないサーバから取り出した受信メールに対して返信した場合

• IPN_REQUEST_FIX=Yが設定されているサーバから取り出した後，ローカル
ディスクに保存した受信メールに対して返信した場合
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19.14　遅延配信指定送信メールを削除した時，
メール送信も取り消す

遅延配信指定で送信したメールは，配信指定日時前に削除しても遅延配信指定の取り消
しは行われずメールは送信されます。

遅延配信指定で送信したメールを配信指定日時前に削除した際，遅延配信指定も取り消
し，メール送信が行われないようにしたい場合は，以下の設定を行います。

手順

1. 遅延配信指定送信メール削除時，送信要求を取り消したいメールサーバの
gmpublicinfoファイルに以下の記述を追加します。
 
AUTO_CANCEL_DEFERRED=Y
 

2. gmpublicinfoファイルを修正したサーバのメールサーバを再起動します。
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付録 A　バージョンアップ手順
Address Server，Mail Serverを Version 6にバージョンアップする場合の制限事項と手
順について説明します。

なお，Address Server，Mail Server以外の Groupmax製品も使用している場合は，連
携してバージョンアップする必要があります。各製品のバージョンアップ手順も参照し
てください。

A.1　バージョン混在時の運用可能形態
マルチサーバ構成時は，段階的にバージョンアップを実行する場合があります。このた
め，サーバのバージョンが混在する可能性があります。なお，バージョンアップは必ず
マスタ管理サーバから実行してください。

サーバおよびクライアントのバージョン混在時での各サーバの運用可能形態を次に示し
ます。なお，以降は，Version2.0は V2，Version 3は V3，Version 5は V5，Version 6
は V6と表記することがあります。また，バージョンが 01の場合は V1と表記すること
があります。

表 A-1　サーバ混在時の運用可能形態

（凡例）○は混在できるを示す。×は混在できないを示す。

注

マスタ管理サーバ

V2 V3 V5 V6

V2アドレスサーバだけ ○ ○ ○ ○

V2，V3アドレスサーバ混在 × ○ ○ ○

V3アドレスサーバだけ × ○ ○ ○

V2，V5アドレスサーバ混在 × × ○ ○

V2，V3，V5アドレスサーバ混在 × × ○ ○

V3，V5アドレスサーバ混在 × × ○ ○

V5アドレスサーバだけ × × ○ ○

V2，V3，V5，V6アドレスサーバ混在 × × × ○

V2，V5，V6アドレスサーバ混在 × × × ○

V2，V3，V6アドレスサーバ混在 × × × ○

V3，V5，V6アドレスサーバ混在 × × × ○

V5，V6アドレスサーバ混在 × × × ○

V6アドレスサーバだけ × × × ○
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V3，V5または V6マスタ管理サーバが，V1アドレスサーバと混在する場合は，個
別に対応します。

表 A-2　クライアント混在時の運用可能形態

（凡例）○は混在できるを示す。×は混在できないを示す。

A.2　サーバ混在時の制限事項
バージョンアップ時に，アドレス管理ドメイン内に異なるバージョンのサーバが混在し
ている状況では，制限事項が発生します。次に制限事項について説明します。

（1） V5アドレスサーバが混在する場合

アドレス管理ドメイン内に V2，V3アドレスサーバはないが，V5アドレスサーバが 1台
でもある場合の制限事項を次に示します。

V6機能
アドレス管理ドメイン内のすべてのサーバが V6になるまで，V6でサポートした機
能は使用できません。

V6クライアントの接続
アドレス管理ドメイン内のすべてのサーバが V6になるまで，V6クライアントを使
用しないでください。

V5運転席からの操作
マスタ管理サーバを V6にバージョンアップ後，V5運転席を起動しようとすると，
「マスタ管理サーバと同じバージョン／レビジョンの運転席をご使用ください。」と
いうメッセージが表示されます。運転席は起動しません。

（2） V3アドレスサーバが混在する場合

アドレス管理ドメイン内に V2アドレスサーバはないが，V3アドレスサーバが 1台でも
ある場合の制限事項を次に示します。

V5機能

サーバ

V1 V2 V3 V5 V6

V1クライアント ○ ○ ○ ○ ○

V2クライアント × ○ ○ ○ ○

V3クライアント × × ○ ○ ○

V5クライアント × × × ○ ○

V6クライアント × × × × ○
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アドレス管理ドメイン内のすべてのサーバが V5以降になるまで，V5でサポートし
た機能は使用できません。

V5クライアントの接続
アドレス管理ドメイン内のすべてのサーバが V5以降になるまで，V5クライアント
を使用しないでください。

V3運転席からの操作
マスタ管理サーバを V6にバージョンアップ後，V3運転席を起動しようとすると，
「マスタ管理サーバと同じバージョン／レビジョンの運転席をご使用ください。」と
いうメッセージが表示されます。運転席は起動しません。

（3） V2アドレスサーバが混在する場合

アドレス管理ドメイン内に V2アドレスサーバが 1台でもある場合の制限事項を次に示し
ます。

V3機能
アドレス管理ドメイン内のすべてのサーバが V3以降になるまで，V3でサポートし
た機能は使用できません。

V3クライアントの接続
アドレス管理ドメイン内のすべてのサーバが V3以降になるまで，V3クライアント
を使用しないでください。

サーバ追加の 9文字以上のホスト名指定
V2サーバ混在時は，長いホスト名またはドメイン名は使用できません。

サーバのホスト名変更
V2サーバ混在時は，サーバのホスト名は変更できません。

V2サーバが起動状態での組織の移動（SAVE_MB，LOAD_MB）
V2サーバは組織に対するメールボックスを閉塞していないため，移動できません。

半角 7文字以上の郵便番号のレプリケーション
半角 7文字以上の郵便番号は V2サーバにレプリケーションしません。運転席など
で 7文字以上に変更すると，V2アドレスサーバ上の値は文字列なし（NULL）にな
ります。クライアントでは何も設定されていないように見えますが，アドレスサー
バを V3以降にバージョンアップすることで反映されます。

Workflow，Document Manager，Schedulerのホームサーバにドメイン名を指定
すべてのアドレスサーバが V3以降になった後に，DNSに対応したドメイン名を指
定してください。指定した場合は，ホームサーバのドメイン名に，先頭パートの先
頭 32バイトだけを格納します。

旧クライアント（03-00より前）に対する郵便番号の表示
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V3以降のアドレスサーバに設定された 7けた以上の郵便番号を旧クライアントで参
照すると，******（アスタリスク 6個）として表示されます。

パスワード有効期間機能
運転席のシステムオプションでパスワード有効期間を設定しても，V2アドレスサー
バでは動作しません。パスワード有効期間機能をサポートしていない旧クライアン
トでは有効期間を過ぎるとログインできません。このときに出力されるメッセージ
については，「付録 A.6 その他」を参照してください。有効期間が切れた後にパス
ワードを変更する場合は，パスワード有効期間に対応したクライアントを使用して
ください。

V2運転席からの操作※ 1

マスタ管理サーバを V6にバージョンアップ後，V2運転席を起動しようとすると，
「マスタ管理サーバと同じバージョン／レビジョンの運転席をご使用ください。」と
いうメッセージが表示されます。運転席は起動しません。

V2サーバをホームサーバとするユーザの POP3機能の使用
ホームサーバを V3以降にバージョンアップ後，使用してください。

前パスワードと同じパスワードに変更することをガードする機能
マスタ管理サーバを V3以降にバージョンアップすると，システムオプションの「パ
スワード変更時，パスワードをチェックする」が自動的にチェックされます※ 2。こ
のとき V3以降のサーバをホームサーバとするユーザに対してはガードできますが，
V2サーバをホームサーバとするユーザに対してはガードできません。

V2サーバの IPアドレスの変更
V2サーバの IPアドレスを変更する場合は，「19.2 サーバの IPアドレスを変更す
る」で示した手順で作業した後，変更するサーバをホームサーバとする全組織と全
ユーザを変更してください（例えば，一括登録ユティリティを使用して変更 Cを実
行します）。組織およびユーザ情報の内容を変更する必要はありません。

注※ 1
関連事項
• マスタ管理サーバが V2で，V3以降の運転席を使用すると，「不正な要求が起こり
ました」というメッセージが表示されます。運転席は起動しません。

注※ 2
V2と同じ運用にする場合は，システムオプションのチェックを外してください。

A.3　マスタ管理サーバのバージョンアップ
（1） Version 5からのバージョンアップ手順

ここでは，マスタ管理サーバを Version 5から Version 6へバージョンアップする場合の
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手順について説明します。

1. マスタ管理サーバのアドレスサービスを停止します。
マスタ管理サーバのバージョンアップ作業は停止状態で実行する必要があります。
ただし，ほかのアドレスサーバのアドレスサービスおよびメールアプリケーション
は，停止する必要はありません。

2. Object Serverを停止します。
データベースファイルのバックアップおよびインストールのために，Object Server
も停止する必要があります。

3. マシンをシャットダウンし，再起動します。
マシンをシャットダウンします。ただし，アドレスサービス（Address Server）が自
動的に起動する設定になっている場合は，設定を外して自動的に起動しないようにし
てからシャットダウンしてください。

4. Version 5環境をバックアップします。
マスタ管理サーバ上の Address Server，Mail Serverの全環境をバックアップしま
す。次のファイルをバックアップしてください。
• インストール先ディレクトリ下のすべてのディレクトリおよびファイル
• Groupmax製品が使用するすべてのデータベースファイル

5. Object Server，Address ServerおよびMail Serverをインストールします。
Object Server，Address ServerおよびMail Serverをインストールします。
Address ServerとMail Serverは更新でインストールしてください。Object Server
のインストールについては，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システ
ム管理者ガイド」（Windows用）を参照してください。

6. Object Serverを起動します。
この起動が，バージョンアップ後の Object Serverの起動確認になります。

7. アドレスサービスを起動します。
この起動が，バージョンアップ後のアドレスサービスの起動確認になります。

8. サーバを起動します。
メールサーバの場合は，メールアプリケーションを起動してください。この起動が，
バージョンアップ後のサーバの起動確認になります。

9. マスタ管理サーバ用のジャーナルをクリアします。
旧バージョンの環境でマスタ管理サーバ用のジャーナルを取得していた場合は，その
ジャーナルファイルを削除してください。

10.運転席を起動します。
バージョンアップしたサーバに運転席がある場合は，運転席を起動してください。こ
の起動が，バージョンアップ後の運転席の起動確認になります。

11. Version 6環境をバックアップします。
バックアップは絶対に必要ではありません。ただし，今後，ディスク障害等が発生し
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た場合に，Version 5の環境まで戻らないために，この時点でのバックアップをお勧
めします。

12.起動設定を戻します。
シャットダウン時に自動起動の設定を変更した場合，自動起動の設定を元に戻してく
ださい。

（2） Version 3からのバージョンアップ手順

ここでは，マスタ管理サーバを Version 3から Version 6へバージョンアップする場合の
手順について説明します。

1. マスタ管理サーバのアドレスサービスを停止します。
マスタ管理サーバのバージョンアップ作業は停止状態で実行する必要があります。た
だし，ほかのアドレスサーバのアドレスサービスおよびメールアプリケーションは，
停止する必要はありません。

2. Object Serverを停止します。
データベースファイルのバックアップおよびインストールのために，Object Server
も停止する必要があります。

3. マシンをシャットダウンし，再起動します。
マシンをシャットダウンします。ただし，アドレスサービス（Address Server）が自
動的に起動する設定になっている場合は，設定を外して自動的に起動しないようにし
てからシャットダウンしてください。

4. Version 3環境をバックアップします。
マスタ管理サーバ上の Address Server，Mail Serverの全環境をバックアップしま
す。次のファイルをバックアップしてください。
• インストール先ディレクトリ下のすべてのディレクトリおよびファイル
• Groupmax製品が使用するすべてのデータベースファイル

5. Object Server，Address Serverおよび Mail Serverをインストールします。
Object Server，Address ServerおよびMail Serverをインストールします。Address 
ServerとMail Serverは更新でインストールしてください。Object Serverのインス
トールについては，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システム管理者
ガイド」（Windows用）を参照してください。

6. servicesファイルを変更します。
次のポートを追加してください。
imap         143/tcp
adrshd       20141/tcp

7. Object Serverを起動します。
この起動が，バージョンアップ後の Object Serverの起動確認になります。

8. アドレスサービスを起動します。
この起動が，バージョンアップ後のアドレスサービスの起動確認になります。
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9. サーバを起動します。
メールサーバの場合は，メールアプリケーションを起動してください。この起動が，
バージョンアップ後のサーバの起動確認になります。

10.マスタ管理サーバ用のジャーナルをクリアします。
旧バージョンの環境でマスタ管理サーバ用のジャーナルを取得していた場合は，その
ジャーナルファイルを削除してください。

11.運転席を起動します。
バージョンアップしたサーバに運転席がある場合は，運転席を起動してください。こ
の起動が，バージョンアップ後の運転席の起動確認になります。

12.Version 6環境をバックアップします。
バックアップは絶対に必要ではありません。ただし，今後，ディスク障害等が発生し
た場合に，Version 3の環境まで戻らないために，この時点でのバックアップをお勧
めします。

13.起動設定を戻します。
シャットダウン時に自動起動の設定を変更した場合，自動起動の設定を元に戻してく
ださい。

（3） Version2.0からのバージョンアップ手順

ここでは，マスタ管理サーバを Version2.0から Version 6へバージョンアップする場合
の手順について説明します。

1. マスタ管理サーバのアドレスサービスを停止します。
マスタ管理サーバのバージョンアップ作業は停止状態で実行する必要があります。た
だし，ほかのアドレスサーバのアドレスサービスおよびメールアプリケーションは，
停止する必要はありません。

2. Object Serverを停止します。
データベースファイルのバックアップおよびインストールのために，Object Server
も停止する必要があります。

3. マシンをシャットダウンし，再起動します。
マシンをシャットダウンします。ただし，アドレスサービス（Address Server）が自
動的に起動する設定になっている場合は，設定を外して自動的に起動しないようにし
てからシャットダウンしてください。

4. Version2.0環境をバックアップします。
マスタ管理サーバ上の Address Server，Mail Serverの全環境をバックアップしま
す。次のファイルをバックアップしてください。
• インストール先ディレクトリ下のすべてのディレクトリおよびファイル
• Groupmax製品が使用するすべてのデータベースファイル

5. Object Server，Address ServerおよびMail Serverをインストールします。
Object Server，Address ServerおよびMail Serverをインストールします。Address 
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ServerとMail Serverは更新でインストールしてください。Object Serverのインス
トールについては，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システム管理者
ガイド」（Windows用）を参照してください。

6. servicesファイルを変更します。
次のポートを追加してください。
imap         143/tcp
adrshd       20141/tcp
pop3         110/tcp
popcfg       106/tcp
Version2.0の 02-00からバージョンアップする場合は，次のポートも追加してくださ
い。
adagt_ap      9080/tcp
adreq_ap      9081/tcp

7. Object Serverを起動します。
この起動が，バージョンアップ後の Object Serverの起動確認になります。

8. バージョンアップコマンドを実行します。
advup2_6コマンドをマスタ管理サーバ上で実行してください。実行できるのは，シ
ステム管理者だけです。

9. Address_Mailセットアップを実行します。
Address_Mail Serverセットアップ画面が表示されたら OKボタンを押下してくださ
い。

10.アドレスサービスを起動します。
この起動が，バージョンアップ後のアドレスサービスの起動確認になります。

11.サーバを起動します。
メールサーバの場合は，メールアプリケーションを起動してください。この起動が，
バージョンアップ後のサーバの起動確認になります。

12.マスタ管理サーバ用のジャーナルをクリアします。
旧バージョンの環境でマスタ管理サーバ用のジャーナルを取得していた場合は，その
ジャーナルファイルを削除してください。

13.運転席を起動します。
バージョンアップしたサーバに運転席がある場合は，運転席を起動してください。こ
の起動が，バージョンアップ後の運転席の起動確認になります。

14.Version 6環境をバックアップします。
バックアップは絶対に必要ではありません。ただし，今後，ディスク障害等が発生し
た場合に，Version2.0の環境まで戻らないために，この時点でのバックアップをお勧
めします。

15.起動設定を戻します。
シャットダウン時に自動起動の設定を変更した場合，自動起動の設定を元に戻してく
ださい。
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A.4　アドレスサーバのバージョンアップ
（1） Version 5からのバージョンアップ手順

ここでは，アドレスサーバを Version 5から Version 6へバージョンアップする場合の手
順について説明します。

1. アドレスサーバのアドレスサービスを停止します。
アドレスサーバのバージョンアップ作業は停止状態で実行する必要があります。
ただし，マスタ管理サーバおよびほかのアドレスサーバのアドレスサービスおよび
メールアプリケーションは，停止する必要はありません。

2. Object Serverを停止します。
データベースファイルのバックアップおよびインストールのために，Object Server
も停止する必要があります。

3. マシンをシャットダウンし，再起動します。
マシンをシャットダウンします。ただし，アドレスサービス（Address Server）が自
動的に起動する設定になっている場合は，設定を外して自動的に起動しないようにし
てからシャットダウンしてください。

4. Version 5環境をバックアップします。
アドレスサーバ上の Address Server，Mail Serverの全環境をバックアップします。
次のファイルをバックアップしてください。
• インストール先ディレクトリ下のすべてのディレクトリおよびファイル
• Groupmax製品が使用するすべてのデータベースファイル

5. Object Server，Address ServerおよびMail Serverをインストールします。
Object Server，Address ServerおよびMail Serverをインストールします。
Address ServerとMail Serverは更新でインストールしてください。
Object Serverのインストールについては，マニュアル「Groupmax Object Server 
Version 6 システム管理者ガイド」（Windows用）を参照してください。

6. マスタ管理サーバの起動を確認します。
マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動しているか確認してください。停止中の
場合は，起動してください。

7. Object Serverを起動します。
この起動が，バージョンアップ後の Object Serverの起動確認になります。

8. アドレスサービスを起動します。
この起動が，バージョンアップ後のアドレスサービスの起動確認になります。

9. サーバを起動します。
メールサーバの場合は，メールアプリケーションを起動してください。この起動が，
バージョンアップ後のサーバの起動確認になります。

10.アドレスサーバ用のジャーナルをクリアします。
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マスタ管理サーバ上にある，本アドレスサーバのジャーナルをクリアしてください。

11.運転席を起動します。
バージョンアップしたサーバに運転席がある場合は，運転席を起動してください。こ
の起動が，バージョンアップ後の運転席の起動確認になります。

12.Version 6環境をバックアップします。
バックアップは絶対に必要ではありません。ただし，今後，ディスク障害等が発生し
た場合に，Version 5の環境まで戻らないために，この時点でのバックアップをお勧
めします。

13.起動設定を戻します。
シャットダウン時に自動起動の設定を変更した場合，自動起動の設定を元に戻してく
ださい。

（2） Version 3からのバージョンアップ手順

ここでは，アドレスサーバを Version 3から Version 6へバージョンアップする場合の手
順について説明します。

1. アドレスサーバのアドレスサービスを停止します。
アドレスサーバのバージョンアップ作業は停止状態で実行する必要があります。ただ
し，マスタ管理サーバおよびほかのアドレスサーバのアドレスサービスおよびメール
アプリケーションは，停止する必要はありません。

2. Object Serverを停止します。
データベースファイルのバックアップおよびインストールのために，Object Server
も停止する必要があります。

3. マシンをシャットダウンし，再起動します。
マシンをシャットダウンします。ただし，アドレスサービス（Address Server）が自
動的に起動する設定になっている場合は，設定を外して自動的に起動しないようにし
てからシャットダウンしてください。

4. Version 3環境をバックアップします。
アドレスサーバ上の Address Server，Mail Serverの全環境をバックアップします。
次のファイルをバックアップしてください。
• インストール先ディレクトリ下のすべてのディレクトリおよびファイル
• Groupmax製品が使用するすべてのデータベースファイル

5. Object Server，Address Serverおよび Mail Serverをインストールします。
Object Server，Address ServerおよびMail Serverをインストールします。Address 
ServerとMail Serverは更新でインストールしてください。Object Serverのインス
トールについては，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システム管理者
ガイド」（Windows用）を参照してください。

6. servicesファイルを変更します。
次のポートを追加してください。
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imap         143/tcp
adrshd       20141/tcp

7. マスタ管理サーバの起動を確認します。
マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動しているか確認してください。停止中の
場合は，起動してください。

8. Object Serverを起動します。
この起動が，バージョンアップ後の Object Serverの起動確認になります。

9. アドレスサービスを起動します。
この起動が，バージョンアップ後のアドレスサービスの起動確認になります。

10.サーバを起動します。
メールサーバの場合は，メールアプリケーションを起動してください。この起動が，
バージョンアップ後のサーバの起動確認になります。

11.アドレスサーバ用のジャーナルをクリアします。
マスタ管理サーバ上にある，本アドレスサーバのジャーナルをクリアしてください。

12.運転席を起動します。
バージョンアップしたサーバに運転席がある場合は，運転席を起動してください。こ
の起動が，バージョンアップ後の運転席の起動確認になります。

13.Version 6環境をバックアップします。
バックアップは絶対に必要ではありません。ただし，今後，ディスク障害等が発生し
た場合に，Version 3の環境まで戻らないために，この時点でのバックアップをお勧
めします。

14.起動設定を戻します。
シャットダウン時に自動起動の設定を変更した場合，自動起動の設定を元に戻してく
ださい。

（3） Version2.0からのバージョンアップ手順

ここでは，アドレスサーバを Version2.0から Version 6へバージョンアップする場合の
手順について説明します。

1. アドレスサーバのアドレスサービスを停止します。
アドレスサーバのバージョンアップ作業は停止状態で実行する必要があります。ただ
し，マスタ管理サーバおよびほかのアドレスサーバのアドレスサービスおよびメール
アプリケーションは，停止する必要はありません。

2. Object Serverを停止します。
データベースファイルのバックアップおよびインストールのために，Object Server
も停止する必要があります。

3. マシンをシャットダウンし，再起動します。
マシンをシャットダウンします。ただし，アドレスサービス（Address Server）が自
動的に起動する設定になっている場合は，設定を外して自動的に起動しないようにし
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てからシャットダウンしてください。

4. Version2.0環境をバックアップします。
アドレスサーバ上の Address Server，Mail Serverの全環境をバックアップします。
次のファイルをバックアップしてください。
• インストール先ディレクトリ下のすべてのディレクトリおよびファイル
• Groupmax製品が使用するすべてのデータベースファイル

5. Object Server，Address Serverおよび Mail Serverをインストールします。
Object Server，Address ServerおよびMail Serverをインストールします。Address 
ServerとMail Serverは更新でインストールしてください。Address Server/Mail 
Serverのバージョンレビジョンはマスタ管理サーバと同じにしてください。同じにし
ないと，advup2_6コマンドが正常に動作しないことがあります。Object Serverのイ
ンストールについては，マニュアル「Groupmax Object Server Version 6 システム管
理者ガイド」（Windows用）を参照してください。

6. servicesファイルを変更します。
次のポートを追加してください。
imap         143/tcp
adrshd       20141/tcp
pop3         110/tcp
popcfg       106/tcp
Version2.0の 02-00からバージョンアップする場合は，次のポートも追加してくださ
い。
adagt_ap      9080/tcp
adreq_ap      9081/tcp

7. マスタ管理サーバの起動を確認します。
マスタ管理サーバのアドレスサービスが起動しているか確認してください。停止中の
場合は，起動してください。

8. Object Serverを起動します。
この起動が，バージョンアップ後の Object Serverの起動確認になります。

9. アドレスサービスを起動します。
この起動が，バージョンアップ後のアドレスサービスの起動確認になります。

10.バージョンアップコマンドを実行します。
システム管理者が，advup2_6コマンドを実行してください。

11.アドレスサービスを停止します。

12.Address_Mailセットアップを実行します。
Address_Mail Serverセットアップ画面が表示されたら OKボタンを押下してくださ
い。

13.アドレスサービスを起動します。

14.サーバを起動します。
メールサーバの場合は，メールアプリケーションを起動してください。この起動が，
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バージョンアップ後のサーバの起動確認になります。

15.アドレスサーバ用のジャーナルをクリアします。
マスタ管理サーバ上にある，本アドレスサーバのジャーナルをクリアしてください。

16.運転席を起動します。
バージョンアップしたサーバに運転席がある場合は，運転席を起動してください。こ
の起動が，バージョンアップ後の運転席の起動確認になります。

17.Version 6環境をバックアップします。
バックアップは絶対に必要ではありません。ただし，今後，ディスク障害等が発生し
た場合に，Version2.0の環境まで戻らないために，この時点でのバックアップをお勧
めします。

18.起動設定を戻します。
シャットダウン時に自動起動の設定を変更した場合，自動起動の設定を元に戻してく
ださい。

A.5　advup2_6（バージョンアップコマンド）
このコマンドは，Address Server，Mail Serverを Version2.0から Version 6にバージョ
ンアップする場合に実行します。処理時間はおよそ 10分以内です。マスタ管理サーバお
よびアドレスサーバ共通で使用できます。＜インストール先ディレクトリ＞
¥bin¥advup2_6を実行してください。このコマンドを実行する前に次の条件を満たして
いるか確認してください。

● Version2.0が正常に動作していた環境に対して更新インストールした。

（1） コマンド書式

構文
advup2_6 -n ホスト名 [,ホスト名 ]…  [-s] [-e ファイル名 ] [-v] [-h]

引数とオプション

-nホスト名 [,ホスト名 ]
マスタ管理サーバのバージョンアップ時にこのコマンドを使用するときは，-n
オプションはマスタ管理サーバのホスト名だけ指定してください。同時に複数
のアドレスサーバのバージョンアップを実行したときは，ホスト名をコンマで
区切って複数指定できます。

-s
メッセージを標準エラー出力に表示しません。このオプションを省略した場合
は，標準エラー出力にメッセージを表示します。

-eファイル名
メッセージをファイルに出力する場合に指定します。すでにファイルがある場
合は，上書きします。256文字以内の完全パスで指定してください。内容は標
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準エラー出力の内容と同じです。

-v
バージョンアップ作業の状況を表示します。表示内容については「(2) 状況表
示」を参照してください。

-h
ヘルプを標準出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した場
合はほかのオプションは無視され，ヘルプだけが表示されます。

（2） 状況表示

-vオプションを指定すると次のように表示されます。

マスタ管理サーバの場合
V6へのバージョンアップを開始します。
[Server]・・
[User]・・・・
[MTA]・・
V6へのバージョンアップを終了しました。
• [Server]欄に表示する・は，アドレスサーバ 1台を処理するごとに 1個表示しま
す。

• [User]欄に表示する・は，ホームサーバを持つユーザ 50人を処理するごとに 1個
表示します。

• [MTA]欄に表示する・は，MTA1台を処理するごとに 1個表示します。

アドレスサーバの場合
V6へのバージョンアップを開始します。
V6へのバージョンアップを終了しました。

（3） 戻り値

0
正常にセットアップを完了しました。

1
コマンド引数が不正です。

2
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。マスタ管理サーバ
で再実行してください。

3
-nオプションにマスタ管理サーバとほかのアドレスサーバを同時に指定しています。
マスタ管理サーバを対象にする場合は，-nオプションにはマスタ管理サーバだけ指
定して再実行してください。

5
メモリが不足しています。コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行して
ください。
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6
内部エラーが発生しました（論理矛盾）。障害受付窓口に連絡してください。

10
内部エラーが発生しました（初期化エラー）。障害受付窓口に連絡してください。

70
内部エラーが発生しました（X.400ライブラリエラー）。障害受付窓口に連絡してく
ださい。

80
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境では
ありません。Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

90
システムで異常を検出しました。障害受付窓口に連絡してください。

100
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。-eオプションで指定し
たファイルを確認し障害を取り除いた後に再実行してください。

255
内部エラーが発生しました（環境変数読み込みエラー）。障害受付窓口に連絡してく
ださい。

（4） メッセージ

Usage : advup2_6 -n HOST_NAME[{,HOST_NAME}...] [-v] [-s] [-e ERR_FILE] [-h]
-n：バージョンアップの対象となるホスト名を指定します。複数可能です。ただし
マスタ管理サーバのホスト名を指定するときは，他のホスト名を指定することはで
きません。
-v：バージョンアップ状況を表示します。
-s：標準エラー出力へのエラー出力を抑止します。
-e：エラーメッセージの出力先のファイル名を指定します。
-h：ヘルプを表示します。

要因
コマンドの使用方法が間違っています。

対処
正しい使用方法で再実行してください。

ホスト名の指定が誤っています。

要因
マスタ管理サーバのホスト名に _(アンダースコア )が含まれています。または
指定したホスト名が間違っています。

対処
マスタ管理サーバの gmpublicinfoファイル内に，「DNAMERFC=N」を指定し
てください。または正しいサーバのホスト名を指定後，再実行してください。
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マスタ管理サーバで実行してください。

要因
コマンドを実行したサーバがマスタ管理サーバではありません。

対処
マスタ管理サーバで再実行してください。

マスタ管理サーバを対象にするときはマスタ管理サーバのホスト名だけを指定してくだ
さい。

要因
-nオプションにマスタ管理サーバとほかのアドレスサーバを同時に指定してい
ます。

対処
マスタ管理サーバを対象にする場合は，-nオプションにはマスタ管理サーバだ
け指定して再実行してください。

メモリ不足が発生しました。

要因
メモリが不足しています。

対処
コマンドが使用できるメモリ容量を確保後，再実行してください。

X.400で障害が発生しました。

要因
X.400のライブラリ中で障害が発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

ＤＢアクセスで異常が発生しました。

要因
Object Serverが起動されていません。または Object Serverが利用できる環境
ではありません。

対処
Object Serverの起動状況を確認後，再実行してください。

エラーメッセージの出力ファイルで入出力エラーが発生しました。（errno）

要因
-eオプションで指定したファイルを扱うことができません。エラー要因のエ
ラーナンバーを errnoに表示します。

対処
-eオプションで指定したファイルを確認し，エラーナンバーを参照して障害を
取り除いた後に再実行してください。



付録 A　バージョンアップ手順

606

（5） 使用上の注意

1. マスタ管理サーバのバージョンアップでこのコマンドを実行する場合は，マスタ管理
サーバのアドレスサービスを停止状態にしてください。

2. アドレスサーバのバージョンアップでこのコマンドを実行する場合は，マスタ管理
サーバ，および -nオプションで指定したアドレスサーバのアドレスサービスは起動
中にしてください。ただし，そのほかのアドレスサーバのアドレスサービスは停止中
でも構いません。

3. このコマンドは，どのアドレスサーバからでも実行できるほか，バッチファイルから
も実行できます。

4. マスタ管理サーバとアドレスサーバが同じバージョンレビジョンでないと，
advup2_6コマンドが正常に動作しないことがあります。

5. advup2_6コマンド実行後，nxsrepstatコマンドを使って該当するアドレスサーバ向
けのトランザクションが滞留していないか確認してください。滞留している場合は，
運転席の「名前データベース」から「整合性の確保」を実行してください。

A.6　その他
（1） パスワード有効期間のメッセージ

V1，V2クライアントを使用している場合に，パスワードの有効期間が過ぎると，次の
メッセージが表示されます。

16ビット版クライアントの場合

Desktop(GroupShop)
入力されたＩＤ・パスワードは Addressへ登録されていません

Address Client，Mail Client，Appomouse Client(Macintosh版 )
入力したＩＤ・パスワードは登録されていません
もう一度ＩＤ・パスワードの入力を行いますか

Document Manager Client
ユーザ名またはパスワードに誤りがあります。

Workflow Client
入力したＩＤ・パスワードは登録されていません。もう一度ＩＤ・パスワード
の入力を行いますか

Scheduler Client，GroupAppomouse/Client(V1)
Loginに失敗しました。やり直しますか？

Facilities Manager Client，GroupAppoarea/Client(V1)
Loginに失敗しました。やり直しますか？

32ビット版クライアント (V2)の場合

各クライアント共通で次のメッセージが表示されます。
入力されたＩＤまたはパスワードが間違っています。
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もう一度ＩＤ・パスワードの入力を行いますか？

WWWクライアント (V2)の場合

各クライアント共通で次のメッセージが表示されます。
「ユーザＩＤ」または「パスワード」が間違っています。
「ユーザＩＤ」と「パスワード」を再入力してください。

32ビット版クライアント (V3)/16ビット版クライアント (V3)/WWWクライアント (V3)
の場合

各クライアント共通で次のメッセージが表示されます。
パスワード有効期間が切れており認証できません。
パスワードを変更してください。

リモート PCクライアントの場合

共通で次のメッセージが表示されます。
ＩＤ又はパスワードが誤り，又はパスワード有効期間切れです

（2） サーバ追加

V6の運転席から V5，V3のアドレスサーバを追加できますが，V6のマスタ管理サーバ
があるアドレス管理ドメインには，V6のアドレスサーバを追加してください。

V6の運転席から V2のアドレスサーバを追加することはできません。

（3） ユーザ任意情報

マルチサーバ構成で，V6と V3以前のアドレスサーバが混在する環境でユーザ任意情報
機能を使用した場合は，V3以前のアドレスサーバのバージョンアップを実行するときに
次に示す作業をしてください。

1. V3以前のアドレスサーバをバージョンアップします（通常のバージョンアップ作
業）。

2. ユーザ任意情報用のデータベースファイルを拡張します。
詳細は，マニュアル「Groupmax Address/Mail Version 6 システム管理者ガイド ユ
ティリティ編」（Windows用）を参照してください。

3. adpdheadコマンドを -dオプション指定で実行して，バージョンアップしたサーバに
情報を反映させます。
詳細は，「4.3.3 Object Serverと High-end Object Serverのデータベースファイルの
例」を参照してください。
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付録 B　POP3/IMAP4クライアントの設定
Groupmaxのメールを送受信するために POP3/IMAP4クライアントで必要な設定につ
いて説明します。

なお，ここで説明するのは，クライアントでの設定です。サーバでの POP3/IMAP4機能
の設定については，「7 POP3/IMAP4機能の設定」を参照してください。

B.1　POP3/IMAP4クライアントの概要
Mail Serverでは，POP3および IMAP4の機能を利用できます。これによって，WWW
ブラウザのメール機能，市販のインターネットメーラーなどを使用して Groupmaxの
メール機能を利用できます。

！！！！ 注意事項

POP3/IMAP4クライアントからメールを送信する場合には，Mail - SMTPとWindows NT
用の sendmailが必要です。

B.2　POP3/IMAP4クライアント利用時に必要な設定
POP3/IMAP4クライアント側で Groupmaxのメールを利用するために必要な設定項目
と設定内容について説明します。メールサーバ側に必要な設定については，「7 POP3/
IMAP4機能の設定」を参照してください。

！！！！ 注意事項

使用する POP3/IMAP4クライアントによって設定項目の名称は異なります。このため，以
降で説明する設定項目の名称と POP3/IMAP4クライアントの設定項目の名称が異なる場合
があります。

送信メールサーバ（SMTP）
SMTPサーバを指定します。
Groupmaxのメールを利用する場合は，Mail - SMTPが起動している PCをドメイ
ン名 /ホスト名，または IPアドレスで指定してください。

受信メールサーバ（POP3/IMAP4）
POP3/IMAP4サーバを指定します。
Groupmaxのメールを利用する場合は，POP3/IMAP4サービスが起動している
Groupmaxのメールサーバをドメイン名 /ホスト名，または IPアドレスで指定して
ください。
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メールサーバのユーザ名
メールサーバにログインするためのユーザ名を指定します。
Groupmaxのメールを利用する場合は，Groupmaxのユーザ IDを指定してくださ
い。POP3クライアントで，メールサーバに登録されている POP3クライアント利
用時の環境テンプレートを選択するときは，次の形式でログイン IDの後ろに環境テ
ンプレートの番号を入力してください（これは POP3の場合だけ有効です）。
 
ログインID # 環境テンプレートの番号 #
 
ただし，同一の POP3クライアントで複数の環境番号を切り替えて使用すると，同
じメールを二重にダウンロードしてしまうことがあります。
環境テンプレートについては，「16.20 mlmakcfg」を参照してください。

電子メールのアドレス
自分の電子メールのアドレスを指定します。
Groupmaxのメールを利用する場合は，Mail - SMTPでのアドレスマッピングルー
ルの設定によって，「ニックネーム（Groupmaxのメール宛先）@ドメイン名」，ま
たは「ユーザ属性の E-mailアドレス登録時に使用したアドレス」を指定してくださ
い。

サーバにメッセージを残す（POP3の場合）
POP3クライアントで，受信したらメールをサーバから削除するのか，または削除
しないでサーバに保存したままにするのかを指定します。
ただし，メールを削除するように設定しても，環境テンプレートでメールを削除し
ないように設定されている場合は，環境テンプレートでの設定が優先されます。環
境テンプレートについては，「16.20 mlmakcfg」を参照してください。

購読中のフォルダのみ表示する（IMAP4の場合）
購読機能を利用できる IMAP4クライアントで，フォルダ情報としてアクセスできる
情報をすべて表示するのか，または Inboxおよびユーザが購読したフォルダだけ表
示するのかを指定します。

購読中のフォルダの新着メッセージをチェックする（IMAP4の場合）
購読機能を利用できる IMAP4クライアントで購読したフォルダに対して，新着メッ
セージがないかどうかチェックします。Mail Serverではこの機能を利用できないた
め，必ずチェックを OFFにしてください。

削除したメッセージをごみ箱に移動する（IMAP4の場合）
IMAP4クライアントで，削除したメッセージをごみ箱（Trash）フォルダにいった
ん移動して，ごみ箱からUndoを実行します。Mail Serverではごみ箱フォルダから
のUndo機能を利用できないため，必ずこの設定を無効にしてください。

サーバ上のメッセージを検索する（IMAP4の場合）
IMAP4クライアントがメッセージを検索するときに，ローカルにダウンロード済み
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のメッセージから検索するか，または IMAP4サーバの検索機能を使用して検索する
かを指定します。

B.3　POP3/IMAP4クライアント利用時の共通の制限
Integrated Desktopなどの Groupmaxのクライアントを利用する場合に比べて，POP3/
IMAP4クライアントを利用する場合には次の制限があります。なお，ここで説明するの
は，POP3/IMAP4クライアントに共通の制限事項です。IMAP4クライアントには，こ
こで説明する制限事項以外に，さらに注意事項があります。詳細は「付録 B.4 IMAP4ク
ライアント利用時の注意事項」を参照してください。

●回覧，電子アドレス帳の機能は使用できません。また，メールの宛先を指定するとき
にシステム宛先，グループ宛先，および外部宛先が使用できません。POP3クライア
ントを利用する場合は，さらに掲示板の機能も使用できません。

●メールの宛先に組織を指定できません。

●送信したメールは，メールサーバの送信メールボックスに保存されません。このため，
送信済みのメールを参照するには，メールを送信する前にローカル PCのハードディ
スクに保存しておく必要があります。

●親展メールのパスワードチェック機能がありません。このため，親展パスワードを入
力しなくても，親展メールが開封します。

●メールの送信時に宛先を確認する機能がありません。

●アドレス管理ドメイン内のユーザ（同報者含む）へメールを送信する場合は，同報者
の合計を 256人以下にしてください。257人以上を指定した場合は，受信したアドレ
ス管理ドメイン内のユーザに同報者の情報が正しく伝達されません。

●アドレス管理ドメイン内のユーザ（同報者含む）へメールを送信する場合は，主題の
長さは 80バイト以下にしてください。80バイトを超える部分はアドレス管理ドメイ
ン内のユーザに伝達されません。

●アドレス管理ドメイン内のユーザへ暗号化したメールを送信する場合，アドレス管理
ドメイン内のユーザが暗号を解読できない場合があります。

●宛先の属性を Bccにしてアドレス管理ドメイン内のユーザあてにメールを送信する場
合，属性が TOに変更される場合があります。

●アドレス管理ドメイン内のユーザ（同報者含む）へメールを送信する場合は，添付
ファイル数の合計を 24個以下にしてください。25個以上を指定した場合は，受信し
たアドレス管理ドメイン内のユーザに 24個目までの添付ファイルの情報しか伝達さ
れません。

B.4　IMAP4クライアント利用時の注意事項
IMAP4クライアントを利用する場合，「付録 B.3 POP3/IMAP4クライアント利用時の共
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通の制限」に加えて，運用時に次に示す注意事項があります。

（1） フォルダ名称について

掲示板名やユーザが作成するフォルダ名称に，次に示す制限事項があります。

●フォルダ名称に次の半角文字が含まれる場合，"?"（ASCIIコード 3f）に置換されて表
示されます。
"/"，"¥"

●フォルダ名称に半角の空白（ASCIIコード 0x20）を含む場合は，"_"（ASCIIコード
5f）に置換されて表示されます。

●フォルダ名称に次の漢字が含まれる場合，"？ "（SJISコード 8148）に置換されて表
示されます。
"＼ "（SJISコード 815F），"‖ "（SJISコード 816C），"¢"（SJISコード 8191），"
£"（SJISコード 8192），"¬ "（SJISコード 81CA）および EAA4以降の SJISコー
ドの漢字および外字

●フォルダ名称に次の漢字が含まれる場合，"―"（SJISコード 815c）に置換されて表
示されます。
"－ "（SJISコード 817C），"～ "（SIJSコード 8160）

●御使用の IMAP4クライアントによっては，フォルダ名称中に SJISコードの下 1バイ
トが "¥"（ASCIIコード 5C）を含む文字がある場合，そのフォルダおよびサブフォル
ダにアクセスできない場合があります。そのような場合，フォルダ名称（掲示板の場
合は掲示板名）を変更してください。

●御使用の IMAP4クライアントがフォルダ名称の半角大文字と半角小文字を同一に扱
う場合，IMAP4クライアントから該当するフォルダおよびサブフォルダにアクセスで
きない場合があります。そのような場合，フォルダ名称（掲示板の場合は掲示板名）
を変更してください。

●御使用の IMAP4クライアントによっては，フォルダ名称中に "_"(ASCIIコード 5f)が
ある場合，そのフォルダおよびサブフォルダにアクセスできない場合があります。そ
のような場合，フォルダ名称（掲示板の場合は掲示板名称）を変更してください。

（2） ユーザフォルダに保存されたメッセージについて

IMAP4クライアントからユーザフォルダを作成できます。ユーザフォルダ使用時は，次
に示す注意事項があります。

●作成したフォルダにコピーできるメールは，Inboxおよびユーザフォルダのメールだ
けです。Groupmaxで始まるフォルダ，そのサブフォルダおよびローカルフォルダの
メールはユーザフォルダにコピーできません。

●ユーザフォルダに保存したメッセージは受信メールの一部としてカウントされ，自動
削除の削除対象となります。したがって，定期的にメールの自動削除を実行する運用
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の場合は，ユーザフォルダに保存したメッセージが自動的に削除されることがありま
すので，注意してください。

●ほかのフォルダで同一メールを未読から既読に変更した場合は，連動して未読から既
読に変更されます。

●フォルダ間でメールのコピーを実行した場合に，コピー先のフォルダに同一内容の
メールがあると上書きされます。ただし，コピー先のフォルダが現在アクセス中の場
合は，同一内容のメールは上書きされません。

●フォルダの最大値は次のとおりです。

（3） Groupmaxで始まるフォルダについて

Mail Serverの IMAP4機能では，ユーザの受信メール（Inbox）以外に次の情報にアク
セスすることができます。

（a）GroupmaxSentMail

ユーザが Integrated Desktopまたは Groupmax WWW Desktopクライアントを利用し
て送信したメールをこのフォルダで取得できます。取得だけで削除およびメールのコ
ピーはできません。また，ユーザが IMAP4クライアントを使用して送信したメッセージ
の内容をこのフォルダに追加できません。このフォルダのメールは，IMAP4クライアン
トからは常に既読の状態で見えます。

（b）GroupmaxBBS

このフォルダのサブフォルダに，掲示板の階層構造およびアクセス権に従ったフォルダ
があります。個々のフォルダがそれぞれの掲示板に対応しています。それぞれのフォル
ダにアクセスすることによって，掲示板の記事を閲覧できます。閲覧だけで記事の削除，
掲示，コピーなどはできません。また，掲示板名によっては，一部の文字が別の文字に
置換されていたり閲覧できなかったりする場合があります。その場合，IMAP4クライア
ントを利用するために，掲示板名を変更する必要がある場合があります。フォルダ名称
ついての詳細は，「(1)フォルダ名称について」を参照してください。

（4） フラグ情報について

Mail Serverの IMAP4機能では，サーバ上にメールのフラグ情報を保存できます。フラ
グ情報を保存できるフォルダは，Inboxおよびユーザフォルダです。送信メールや掲示
板フォルダはフラグ情報をサーバ上に保存できません。このため，別の IMAP4クライア

項目 最大値

1フォルダに保存できるメッセージ数 512

フォルダ数 63

フォルダ名称（1階層当たり）の文字数（すべて半角の場合） 32

フォルダの階層数 3
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ントで送信メールや掲示板のフォルダを閲覧した場合に，フラグ情報が復元されません。

（5） Trashフォルダについて

Mail Serverの IMAP4機能では，削除したメールを Trashフォルダから削除元のフォル
ダへ戻す Undo機能を利用できません。このため，Trashフォルダにメッセージを移動
すると，その時点でサーバ上からメールが削除されます。

（6） サーバ上での検索機能について

Mail Serverの IMAP4機能では，メールおよび掲示板の記事の送信者（検索対象は
E-mailアドレス部分だけです），主題，フラグ情報および送受信日時を検索できます。

送信者については，Sender:ヘッダフィールドの内容を From:ヘッダフィールドの内容
よりも優先して検索します。

（7） Mail Server停止時にログイン中だった場合について

Mail Server停止時にログイン中の場合，次に示す情報は，停止時に保存できなかったた
め，最後にログアウトした時点の状態に戻ります。

●ユーザフォルダ

●ユーザフォルダ中のメッセージ

●フラグ情報

●フォルダの購読情報

B.5　POP3関連メッセージ
POP3でのログイン時に出力される可能性のあるメッセージを次に示します。

GPE009:Other Client has already logged in.

要因
ほかのクライアントが同一のユーザ IDでログイン中です。

対処
ほかのユーザ IDでログインしてください。

GPE012:Incorrect User-ID or password.

要因
ユーザ IDまたはパスワードに誤りがあります。

対処
ユーザ IDまたはパスワードを確認してください。

GPE013:Password expired

要因



付録 B　POP3/IMAP4クライアントの設定

614

パスワードの有効期間が切れています。

対処
Integrated Desktopまたは Groupmax WWW Desktopクライアントでパスワードを
変更してください。

GPE014: Your home-server is too old.

要因
ユーザのホームサーバのバージョンが古く，Version2.0のサーバにログインしよう
としています。

対処
サーバをバージョンアップしてください。

GPE016: No such config file [cfgno:cfgno].

要因
指定した環境番号に対応する環境テンプレートがありません。

対処
環境番号を指定しないか，または別の環境番号を指定してください。

GPE017: Invalid string of config number [string].

要因
環境番号の指定に不正な文字列を使用しています。

対処
環境番号を半角の数字で指定してください。

GFE020: The specified password is the same as the old password.

要因
指定したパスワードが前設定の文字列と同じです。

対処
前設定の文字列と違うパスワードを指定してください。

GFE022: The specified password contains an invalid character.

要因
指定したパスワードに使用できない文字種があります。

対処
指定できる文字種をパスワードに指定してください。

GFE023: The specified password is too short.

要因
指定したパスワードの文字数が少な過ぎます。

対処
システム管理者が許可した文字数以上の文字列を指定してください。

GFE024: The specified password is the same as the user ID

要因
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指定したパスワードがユーザ IDと同じ文字列です。

対処
ユーザ IDと違う文字列をパスワードに指定してください。

GFE025: The Specified passwd is too long.

要因
指定したパスワードの文字数が 8文字を超えています。

対処
パスワードの文字数を 8文字以内に設定してください。

B.6　IMAP4関連メッセージ
IMAP4使用時に出力される可能性のあるメッセージを次に示します。

GIE201:Command failed

要因
ユーザの指定したコマンドの処理中にエラーが発生しました。プロセス間の排他に
失敗しているか，またはホームサーバとの通信に失敗しています。

対処
しばらくしてからアクセスしてください。

GIE202:Incorrect User-ID or password.

要因
ユーザ IDまたはパスワードに誤りがあります。

対処
ユーザ IDまたはパスワードを確認してください。

GIE203:Password expired

要因
パスワードの有効期間が切れています。

対処
Integrated Desktopまたは Groupmax WWW Desktopクライアントでパスワードを
変更してください。

GIE204:Other Client has already logged in.

要因
ほかのクライアントが同一のユーザ IDでログイン中です。

対処
ほかのユーザ IDでログインしてください。

GIE205: Your home-server is too old.

要因
ユーザのホームサーバのバージョンが古く，Version 3のサーバにログインしようと
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しています。

対処
サーバをバージョンアップしてください。

GIE206: Do not exist or cannot access mailbox

要因
実際にないフォルダ，または他プロセスからロック中のフォルダに対してアクセス
しようとしました。

対処
フォルダ名称がすでに削除されていないか見直してください。実際にあるフォルダ
の場合は，しばらくしてからアクセスしてください。

GIE207:Already subscribed to mailbox

要因
購読済みのフォルダに対して購読処理を実行しました。

対処
二重に購読しないでください。

GIE208: Not subscribed to mailbox

要因
購読していないフォルダに対して購読を取り消しました。

対処
購読していないフォルダに対して購読を取り消さないでください。

GIE213:Can't create this folder

要因
フォルダの作成に失敗しました。

対処
フォルダ名称中には，半角英数字または漢字を指定してください。または，フォル
ダの先頭文字に，次に示す文字以外の文字を指定してください。
"~"または "#"
Inboxフォルダ，Trashフォルダおよび Groupmaxで始まるフォルダの下にはフォ
ルダを作成しないでください。また，フォルダの個数および名称がMail Serverで
扱える最大値を超えていないか確認してください。最大値については「付録 B.4 
IMAP4クライアント利用時の注意事項」を参照してください。

GIE214:Can't delete this folder

要因
フォルダの削除に失敗しました。

対処
Inboxフォルダ，Trashフォルダ，Groupmaxで始まるフォルダおよび Groupmax
で始まるフォルダのサブフォルダは削除できません。それら以外のフォルダの場合
は，実際にあるフォルダかどうか確認してください。
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GIE215: Can't rename this folder

要因
フォルダのリネーム（名称変更）に失敗しました。

対処
Inboxフォルダ，Trashフォルダ，Groupmaxで始まるフォルダおよび Groupmax
で始まるフォルダのサブフォルダはリネームできません。また，リネーム先のフォ
ルダがすでにあるフォルダにもリネームできません。リネーム元のフォルダ名称お
よびリネーム先のフォルダ名称を確認してください。さらに，フォルダの個数およ
び名称がMail Serverで扱える最大値を超えていないか確認してください。最大値
については「付録 B.4 IMAP4クライアント利用時の注意事項」を参照してくださ
い。

GIE216:Can't copy this folder

要因
メッセージのコピーに失敗しました。

対処
Inboxフォルダおよび Groupmaxで始まるフォルダにはコピーできません。コピー
先のフォルダがコピーできるフォルダ名称かどうか確認してください。

GIE218: Already exists mailbox

要因
すでにあるフォルダを作成しようとしたか，またはすでにあるフォルダにリネーム
しようとしました。

対処
作成またはリネームで指定したフォルダ名称を確認してください。

GIE219: Can't change flag

要因
Groupmaxで始まるフォルダおよび Groupmaxで始まるサブフォルダにあるメッ
セージのフラグをセットしようとしました。

対処
Groupmaxで始まるフォルダおよび Groupmaxで始まるサブフォルダにあるメッ
セージのフラグを変更しないでください。

GIE220: Can't obtain folder status

要因
Groupmaxで始まるフォルダおよび Groupmaxで始まるサブフォルダに対して新着
チェックを実行しようとしました。

対処
Groupmaxで始まるフォルダおよび Groupmaxで始まるサブフォルダに対しては新
着チェックを実行しないでください。

GIE221: This folder is not empty
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要因
メッセージのあるフォルダに対して削除を実行しました。

対処
フォルダを削除する場合は，フォルダ内にあるすべてのメッセージおよびサブフォ
ルダを削除してから実行してください。

GIE504:Unrecognized command

要因：
ローカルファイルをサーバフォルダに追加する等，サポートされていない操作を行
ないました。

対処：
対処は不要です。ただし，この操作が表示される操作は控えてください。

GIE508: Incorrect folder name

要因
GroupmaxBBSはメッセージを持たないフォルダですが，このフォルダ直下に対す
るメッセージの要求が発生しました。

対処
対処は不要です。ただし，このメッセージが表示される操作は控えてください。

B.7　POP3/IMAP4ユーザ用ログメッセージ
Windows NTでは，POP3/IMAP4での設定の誤りに対して次のイベントログを出力しま
す。

[警告 ]サービス名 (service name)が，SERVICESファイルに定義されていません。デフォルト
のポート番号 (port num)でオープンします。

要因
pop3，popcfg，imapが servicesファイルに定義されていません。

対処
servicesファイルに pop3，popcfg，imapの定義を追加してください。

[エラー ]ニックネームマッピングで使用するドメインパートが正しくありません。マスタ管理
サーバでセットアップを実行し，ドメインパートの長さ，文字をチェックしてください。変更
を反映するにはサービスの再起動が必要です。

要因
マスタ管理サーバのセットアップで指定する「ニックネームマッピングで使用する
ドメインパート」が，指定されてない，255バイトを超えている，不正文字を使用
しているなどの理由で不正です。

対処
ドメインパートのシンタックスをチェックしてください。
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付録 C　リモート機能の利用
この章では，公衆回線や TCP/IPで接続された LAN上の端末から Groupmaxのメール
を利用するためのリモート機能について説明します。

！！！！ 注意事項

Windows NT版のメールサーバでは，「リモート PC/TCP」を設定できないため，TCP/IPで
接続された LAN上の端末から Groupmaxのメールを利用できません。

C.1　リモート機能とは
リモート機能は，公衆回線に接続したパソコンなどの端末から Groupmaxのメールを利
用したり，telnetや ftpを使って TCP/IPで接続された LAN上の端末から Groupmaxの
メールを利用したりする機能です。

公衆回線を使う場合，Windowsを搭載していないパソコンや通信機能を持つワードプロ
セッサなどをクライアントの端末として利用できます。また，TCP/IPで接続された
LAN上から使う場合，telnetや ftpコマンドを使用できるパソコンやワークステーショ
ンをクライアントの端末として利用できます。リモート機能の概念を，図 C-1に示しま
す。
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図 C-1　リモート機能の概念

C.2　公衆回線を利用するリモート機能
ここでは，公衆回線を使ってリモート機能を利用する方法について説明します。

（1） セットアップ

リモート接続に必要なハードウェアとソフトウェアのセットアップ方法を，次に説明し
ます。

（a）ハードウェアのセットアップ

ハードウェアをセットアップするためには，クライアントとなる端末とモデムを
RS-232-Cケーブルで接続してから，モデムと電話回線（モジュラージャック式）を電話
線で接続します。ハードウェアに必要な条件を次に示します。

モデム及び電話線
1,200bps以上の通信速度に対応するもの（9,600bps以上の通信速度で，MNP/
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V.42bisプロトコル対応のものを推奨します）
外部電源の必要なモデムの場合は，電源コードをコンセントに接続してください。

RS-232-Cインタフェースのモデムケーブル
コネクタの形状が，使用する端末に対応したもの

パーソナルコンピュータ又はワードプロセッサ
「(b) ソフトウェアのセットアップ」に示す条件を持つソフトウェアが動作し，
RS-232-Cインタフェースを持つもの

（b）ソフトウェアのセットアップ

通信用のソフトウェアに必要な条件を次に示します。

• 無手順，XMODEM手順（sumまたは crc）でのファイル送受信機能を持つ
• XON／ XOFFでのフロー制御機能を持つ

これらの機能に加えて，テキストの入力に既存のファイルを利用したり，画面に表示し
た内容をファイルとして保存したりできる機能を持ったプログラムをお勧めします。

ソフトウェア（通信プログラム）は，環境設定時に次の項目の値を設定する必要があり
ます。これらの項目の値は，サーバ側に登録した値と同じ値を設定しなければなりませ
ん。事前にシステム管理者に確認してください。

• 回線速度
• 電話番号
• キャラクタ長
• 漢字コード
• パリティ
• ストップビット
• Xフロー制御
• エコーバック
• 改行コード（入力）
• 改行コード（出力）

（2） 作業の流れ

（a）リモート機能を利用するときの作業の流れ

公衆回線を使ってリモート機能を利用するときの作業の流れは，次のとおりです。

1. サーバとの回線を接続します。

2. ログインメニューに，ユーザ IDとパスワードの入力，個人または組織の選択と環境
の設定（表示行数，XMODEM種別）を入力します。

3. トップメニューから「メール送信」や「メール受信」などの作業項目を選択します。

トップメニュー以降は，選択した項目ごとにサーバからのメッセージに応じながら作業
します。選択した項目の作業が終了すると，トップメニューに戻ります。Groupmaxの
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メールの利用を終了するには，トップメニューの「終了」を選択して，サーバとの回線
を切断します。

（b）リモート機能での入力規則

入力に使用できるキーは文字キー，数字キー，［Enter］キー，［Esc］キーです。それ以
外のキーは使用できません。

各画面で入力できる文字数は，通常の（リモートでない）場合と同じです。また，各画
面でメニューまたはコマンドを選択する場合は，番号を入力して［Enter］キーを押しま
す。

（3） ログインメニュー

サーバとの回線を接続すると，ログインメニューが表示されます。ログインメニューで
は，Groupmaxのメールのバージョン情報に続いて，ユーザ IDとパスワードを入力する
ためのメッセージが表示されます。次の操作に従って設定してください。

操作方法

1. ユーザ IDを入力します。

2. パスワードを入力します。
パスワードを設定していない場合は，［Enter］キーだけを押します。パスワードを 3
回間違うとエラーメッセージが表示され，自動的に回線が切断されます。
入力したユーザ IDおよびパスワードが正しいことが確認されると次のメッセージが
表示されます（選択できる組織がなければ直接 4の操作に進みます）。

3. 個人，または組織のうちのどれかひとつを選択します。
組織 1～ 4には，所属している組織，またはアクセスできる組織の略称が表示されま
す。Groupmaxのメールの利用を中止する場合は，Eを選択します。
自分あてのメールが届いていれば，次のメッセージが表示されます。
 
新規メールが届いています
 
画面に表示する最大行数を入力して下さい（改行のみ：24）
：

4. 端末に表示するメッセージの行数を入力します。
指定できる行数は，0と 7～ 99です。0の場合は，本文表示に対するページ制御をし
ません。また，送信情報と添付ファイル一覧の表示は対象外です。
次のメッセージが表示されます。
 
XMODEMの種別を指定して下さい
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1:SUM(128)    2:CRC(128)
>

5. 使用している通信プログラムの XMODEM手順の種別を 1～ 2から選択します。
トップメニューが表示されます。

（4） トップメニュー

トップメニューでは，次のメッセージが表示されます。

トップメニューでは次の項目を選択できます。「終了」以外の各項目の作業中に，［Esc］
キーまたは Eを押すとその作業の一つ前のメニューに戻ります。

●メール送信
メールを作成して送信できます。本文は直接入力するか，作成したファイルをアップ
ロードします。添付ファイルもアップロードできます。送信オプションについては，
次の属性が自動的に設定されます。これらのうち，返信要求，秘密度，優先度の属性
は変更できます。そのほかの属性は変更できません。
• 配信通知　→　する
• 返信要求　→　なし
• 受信通知　→　する
• 秘密度　→　普通
• 受信者名公開　→　する
• 優先度　→　普通
• 遅延配信時刻　→　なし
• 重要度　→　普通
• 代行受信許可　→　許可する

●メール受信
受信メールの一覧表示，検索，内容表示，削除，ダウンロード（保存）をします。

●送信状況表示
送信メールの一覧表示，詳細表示，検索をします。

●ユーティリティ
パスワード，親展パスワードの変更，環境設定（表示行数の設定，XMODEM種別の
指定，宛先オプションの設定）をします。

●掲示板
掲示板の一覧表示，記事の一覧表示，記事の内容表示，記事の検索，記事のダウン
ロード，記事の作成をします。

●個人・組織選択
利用するメールボックス（個人メールまたは組織メールのどれか）を選択します。
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●終了
サーバとの回線を切断し，Groupmaxのメールの利用を終わります。

（a）メール送信

トップメニューで 1（メール送信）を選択すると，次の順にメッセージが表示されます。
受信メールの返信の場合は，主題を入力するメッセージから表示されます。

宛先を指定して下さい（改行のみ：終了）
：
主題を入力して下さい
：
本文の作成方法を選択して下さい
1:ラインエディタ    2:アップロード(XMODEM-SUM)
3:アップロード（バイナリ）    E:取消
>

●宛先の設定

先頭に TO:（または CC:,BCC:）を入力し，続けてニックネームまたはインターネットア
ドレス（完全 O/R名の指定，簡略して指定，直接指定のどれか）を指定してから
［Enter］キーを押します。すべての宛先を指定した後，［Enter］キーを押すと次に進み
ます。

ニックネームを指定する
TO:P.REMOTE

完全 O/R名を指定する
TO:/C=JP/A=smtpgw/P=smtpgw/OU1=smtpgw
/D=RFC-822;local_part＠domain_part
完全 O/R名を指定する場合，/D=には必ず「RFC-822；」を指定してください。

簡略して指定する
TO:/D=local_part＠domain_part

直接指定する
TO:local_part＠domain_part

直接指定は，宛先オプションで YESを選択した場合だけ指定できます。宛先オプション
については，「(d) ユーティリティ」を参照してください。

●主題の入力

主題を半角換算で 80文字以内で入力します。主題の最後で［Enter］キーを押すと次に
進みます。

●本文の作成

本文の作成方法を選択します。

1（ラインエディタ）を選択した場合
次のメッセージが表示されます。
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本文を入力して下さい（/E：終了）
::
本文を入力し，行の先頭で /Eを入力して［Enter］キーを押すと，次に進みます。

2（アップロード（XMODEM-SUM））または 3（アップロード（バイナリ））を選択し
た場合

次のメッセージが表示されます。
 
1:アップロード開始    E:終了
>
1を選択すると，次のメッセージが表示されて，メールとして送信するファイルの
アップロードが開始されます。1分以内に準備しないとトップメニューに戻ります。
 
アップロードを開始します。送信ファイルを準備して下さい
終了しました。改行キーを入力して下さい
アップロードが終了したら，［Enter］キーを押して次に進みます。

暗号化した本文を送信したい場合には，3（アップロード（バイナリ））でアップロード
し，主題を次の形式にしてください。

|GID|subject

GID…Keymate/Multiでのグループ ID
subject…主題（任意）

●送信情報の設定

本文の作成方法までの操作が終了すると，次のような送信情報および送信メニューが表
示されます。

送信情報として，宛先，主題，添付ファイル，送信オプションの内容が表示されます。
このとき，送信オプションにはデフォルト値が設定されています。送信情報の内容を確
認して，送信メニューから作業を選択します。

メール送信
1を選択した場合，メールが送信されます。宛先エラーなどが発生した場合は，送
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信が中止されてエラーメッセージが表示されます。メールの送信が終了すると，
トップメニューに戻ります。ただし，受信メールの返信の場合は，受信メール一覧
画面に戻ります。

宛先変更
2を選択した場合，宛先を指定し直すためのメッセージが表示されます。宛先を指
定し直して，行の先頭で［Enter］キーを押すと，送信のメニューに戻ります。

主題変更
3を選択した場合，主題を入力し直すためのメッセージが表示されます。主題の最
後で［Enter］キーを押すと送信のメニューに戻ります。

本文変更
4を選択した場合，本文を作成し直すためのメッセージが表示されます。作成済み
の本文の内容は修正できません。最初から作成し直すことになります。

送信オプション変更
5を選択した場合，返信要求について設定を変更できます。オプションを指定し終
わると，送信のメニューに戻ります。
 
返信要求  なし(1:あり  2:なし  3:宛先毎指定)
>
ここで 3を選択すると，宛先ごとに返信要求を設定するメッセージが表示されます。
メッセージに従って設定してください。

本文照会
6を選択した場合，本文の内容が表示されます。［Enter］キーを押すと次のページ
が，Pを入力すると前のページが表示されます。

添付ファイル指定
7を選択した場合，本文の作成方法を選択する画面に戻ります。本文の場合と同じ
要領でファイルをアップロードすることで，添付ファイルとして指定できます。
アップロードが終了して，［Enter］キーを押すと，送信のメニューに戻ります。1
分以内にアップロードするファイルを準備しないと，このメニューに戻るので注意
してください。

添付ファイル解除
8を選択した場合，解除する添付ファイルの番号を指定するためのメッセージが表
示されます。指定し終わると，送信のメニューに戻ります。

終了
Eを選択した場合，トップメニューに戻ります。ただし，受信メールの返信の場合
は，受信メール一覧画面に戻ります。

（b）メール受信

トップメニューで 2（メール受信）を選択すると，次のような受信メール一覧画面および
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メニューが表示されます。

受信したメールが，最新のものから一覧で表示されます。対象となるメールのNO.を入
力してください。指定したメールが親展メールの場合，親展パスワードを問い合わせる
メッセージが表示されます。「終了」以外の各作業中に Eを押すと受信メール一覧に戻り
ます。複数メールを指定した場合に Eを押すと，次のメールの処理をします。受信メー
ル一覧に戻る場合は［Esc］キーを押してください。

複数メールの指定
O（表示），D（削除）の場合，複数のメールを指定できます。複数のメールの番号
を ,（コンマ）で区切って指定します。番号が続いている場合は，1-3のように範囲
を指定します。
（例）
• NO.01，03および 05の受信メールを削除する場合…D1，3，5
• NO.01から 03までの受信メールを表示する場合…O1－ 3

属性，状態の内容
属性には，受信したメールに指定されたオプション（急：至急，遅：遅延配信，親：
親展，返：返信要求）が，表示されます。状態には，メールの状態（添：添付ファ
イルあり，未：未読，既：既読）が表示されます。

●表示

On（nはメールのNO.）を入力した場合，指定したメールの内容が表示され，次のメ
ニューが表示されます。

 
[改行のみ:次ページ P:前ページ D:削除 G:ダウンロード R:返信 
E:終了]
>
•［Enter］キーだけを押すと次のページが，Pを選択すると前のページが表示されます。
• Dを選択すると，表示しているメールを削除できます。
• Gを選択すると，表示しているメールをダウンロードできます。
• Rを選択すると，表示しているメールの返事を出せます。返信メールの作成は，メー
ル送信の場合と同じです。「(a) メール送信」を参照してください。

●次ページ，前ページ
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Nを選択した場合，一度に表示できなかった一覧の次のページが表示されます。Pを選
択した場合，一度に表示できなかった一覧の前のページが表示されます。

●削除

Dn（nはメールの NO.）を入力した場合，指定したメールの主題，受信日，送信者が表
示された後，次のメニューが表示されます。

 
1:削除  E:終了
>

1を選択すると，メールが削除されます。

●ダウンロード

Gn（nはメールの NO.）を入力した場合，次のメニューが表示されます。

 
ダウンロード選択
1:本文・添付とも  2:本文のみ  3:添付のみ  E:終了
>

1，2または 3を選択すると，次のメニューが表示されます。

 
1:ダウンロード開始  E:終了
>

1を選択すると，使用している通信プログラムからのメッセージが表示されます。通信プ
ログラムのメッセージに従って，メールをダウンロードしてください。1分以内にダウン
ロードの準備をしないと，受信メール一覧画面に戻るので注意してください。

ダウンロードが終了したら，［Enter］キーを押してください。受信メール一覧画面に戻
ります。

！！！！ 注意事項

ダウンロード選択メニューで 1（本文・添付とも）を選択しているときに，「ダウンロード
の開始又は終了」で終了を選択すると，添付ファイルのダウンロードメニューが表示されま
す。

●検索

Sを選択した場合，次のメニューが表示されます。

 
検索条件選択
1:送信者  2:受信日  3:主題  4:未読  E:終了
>
• 1，2または 3を選択すると，検索条件を問い合わせるメッセージが表示されます。送
信者の場合，文字列が完全に一致するものが検索されます。受信日の場合，
YYMMDD（YY：西暦の下 2けた，MM：月，DD：日）の形式で指定します。期間
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を指定する場合は，YYMMDD-YYMMDDで指定します。YYMMDD-を指定すると，
指定日から当日までを対象とします。主題の場合，文字列の一部が一致するものが検
索されます。ある 1日のメールを検索する場合は，範囲指定で期間に同じ日付を指定
します。

• 4を選択すると，未読のメールが検索されます。

（c）送信状況表示

トップメニューで 3（送信状況表示）を選択すると，次のような送信メール一覧およびメ
ニューが表示されます。

送信したメールが，最新のものから一覧で表示されます。作業および対象となるメール
の NO.を入力してください。「終了」以外の各作業中に Eを押すと送信メール一覧に戻
ります。複数メールを指定した場合に Eを押すと，次のメールの処理をします。送信
メール一覧に戻る場合は［Esc］キーを押してください。

複数メールの指定
O（詳細）の場合，複数のメールを指定できます。複数のメールの番号を ,（コン
マ）で区切って指定します。番号が続いている場合は，1-3のように範囲を指定しま
す。
（例）
• NO.01，03および 05の送信メールの詳細を表示する場合…O1，3，5
• NO.01から 03までの送信メールの詳細を表示する場合…O1－ 3

属性，状態の内容
属性には，送信したメールに指定されたオプション（急：至急，親：親展）が表示
されます。状態には，メールの送信状況（不：不達，遅：遅延配信）が表示されま
す。

●詳細

On（nはメールのNO.）を入力した場合，指定したメールの詳細が表示された後，次の
メニューが表示されます。

 
[改行のみ:次メール  P:前ページ  E:終了]
>
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•［Enter］キーだけを押すと，次のページが表示されます。
• Pを選択すると，前のページが表示されます。

●次ページ，前ページ

Nを選択した場合，一度に表示できなかった一覧の次のページが表示されます。Pを選
択した場合，一度に表示できなかった一覧の前のページが表示されます。

●検索

Sを選択した場合，次のメニューが表示されます。

 
検索条件選択
1:宛先  2:送信日  3:主題  4:不達  E:終了
>
• 1，2または 3を選択すると，検索条件を問い合わせるメッセージが表示されます。宛
先の場合，文字列が完全に一致するものが検索されます。送信日の場合，YYMMDD
（YY：西暦の下 2けた，MM：月，DD：日）の形式で指定します。期間を指定する場
合は，YYMMDD-YYMMDDで指定します。YYMMDD-を指定すると，指定日から
当日までを対象とします。主題の場合，文字列の一部が一致するものが検索されます。
ある 1日のメールを検索する場合は，範囲指定で期間に同じ日付を指定します。

• 4を選択すると，不達のメールが検索されます。

（d）ユーティリティ

トップメニューで 4（ユーティリティ）を選択すると，次のメニューが表示されます。

 
1:パスワード変更  2:親展パスワード変更  3:環境設定
4:宛先オプション  E:終了
>
• 1（または 2）を選択すると，現在のパスワード（または現在の親展パスワード）と，
新規のパスワード（または新規の親展パスワード）を問い合わせるメッセージが表示
されます。パスワードの入力後，再度，新規のパスワード（または新規の親展パス
ワード）を問い合わせるメッセージが表示されます。入力したパスワード（または入
力した親展パスワード）は，画面上では *で表示されます。
• 現在のパスワード（親展パスワード）が不正の場合や新規のパスワードが 1回目と

2回目で異なる場合，ユーティリティのメニューに戻ります。
• パスワードの変更は，トップメニューの「個人・組織選択」で個人を選択してから
実行してください。

• 3を選択すると，表示行数を問い合わせるメッセージと XMODEMの種別を問い合わ
せるメッセージが表示されます。設定方法については，「(3) ログインメニュー」を参
照してください。

• 4を選択すると，＠を含む宛先をインターネットアドレスと認識するかを問い合わせ
るメッセージが表示されます。YESを選択すると，宛先の文字列の中に＠が含まれて
いるものはインターネットアドレスとして扱います。NOを選択すると通常のニック
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ネームを宛先と認識します。

（e）掲示板

トップメニューで 5（掲示板）を選択すると，掲示板一覧画面およびメニューが表示され
ます。

作業および対象となる掲示板のNO.を入力してください。「終了」以外の各作業中に E
を押すと掲示板一覧に戻ります。

• NO.01の掲示板の記事を一覧表示する場合…O1
• NO.03の掲示板の下位掲示板を表示する場合…D3

●記事一覧

On（ｎは掲示板 NO.）を入力した場合，掲示板内の記事一覧画面とメニューが表示され
ます。

作業および対象となる記事のNo.を入力してください。

On（nは記事 NO.）を選択した場合
選択した記事の記事名，添付ファイルの有無，および記事の内容を表示できます。
表示した記事の操作方法については，「(b) メール受信」を参照してください。ただ
し，掲示板の記事は削除できません。

N又は Pを選択した場合
Nを選択した場合は一覧の次のページが，Pを選択した場合は一覧の前のページが
表示されます。

Bを選択した場合
記事作成の画面が表示されます。記事の作成方法はメールの送信方法と同じです。
記事の作成方法については ,「(a) メール送信」を参照してください。ただし，記事
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作成では宛先の指定は不要です。

Sを選択した場合
記事を検索できます。次のメニューから検索条件を選択してください。
 
検索条件選択
1:掲示者　2:掲示日　3:記事名　4:未読　E:終了
>
掲示日を選択した場合，日付を YYMMDD（YY:西暦の下 2けた，MM:月，DD:
日）の形式で指定します。検索期間を指定する場合，YYMMDD-YYMMDDの形式
で指定します。YYMMDD-と指定した場合，指定日から当日までが検索期間となり
ます。ある 1日の記事を検索する場合は，範囲指定で期間に同じ日付を指定します。

Gn（nは記事 NO.）を選択した場合
選択した記事をダウンロードできます。ダウンロードの方法については，「（b） メー
ル受信」を参照してください。

●上位掲示板及び下位掲示板

Uを入力した場合，現在の掲示板の上にある掲示板が一覧表示されます。

Dn（nは掲示板 NO.）を入力した場合，選択した掲示板の下にある掲示板が一覧表示さ
れます。

●次ページ，前ページ

Nを選択した場合，一度に表示できなかった一覧の次のページが表示されます。Pを選
択した場合，一度に表示できなかった一覧の前のページが表示されます。

（f） 個人・組織選択

トップメニューで 6（個人・組織選択）を選択すると，利用するメールボックス（個人
メールまたは組織メールのどれか）を選択できます。

C.3　LAN上でのリモート機能
前の節で説明した Groupmaxのメールのリモート機能は，TCP/IPで接続された LAN上
のマシンをクライアントとして利用できます。この場合，telnetや ftpコマンドを使用で
きるパソコンやワークステーションを利用します。ここでは，LAN上での利用方法につ
いて説明します。ただし，Windows NT版のメールサーバには，「リモート PC/TCP」を
設定できないため，Windows NT版のメールサーバではこの機能は利用できません。

（1） セットアップ

TCP/IPで接続された LAN上のクライアントからリモート機能を利用する場合，サーバ
およびクライアント側で，次の情報をあらかじめ設定しておく必要があります。

サーバ側
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/etc/servicesファイルに使用するサービス名とそのポート番号を追加します。

（例）
tcp_demon　9053/tcp

クライアント側
次の三つのうちから一つを選択して，サーバと接続します。
• "telnet ホスト名 ポート番号 "を指定する
• telnetコマンド内のプロンプトで，"open ホスト名 ポート番号 "と指定する
• クライアントの環境設定を変更し，telnetのポート番号をリモート機能で使用す
るポート番号にする（サーバ側で上記の例のように設定した場合は，クライアン
ト側でもポート番号に 9053を指定します。ただし，アップロードおよびダウン
ロードを使用する場合は，FTPデーモンを起動する必要があります。）

！！！！ 注意事項

クライアントとサーバの間の通信手順は，telnetの仕様に依存します。また，アップロード
やダウンロードの通信手順については，ftpコマンドの仕様に依存します。

（2） 作業の流れ

LAN上のクライアントからリモート機能を利用するときの作業の流れは，次のとおりで
す。

1. サーバとの回線を接続します。

2. ログインメニューに，ユーザ IDとパスワードの入力，個人または組織の選択と表示
行数の設定を入力します。

3. トップメニューから「メール送信」や「メール受信」などの作業項目を選択します。

メニューの操作方法は，メール送信とメール受信の一部の機能を除いて，公衆回線を利
用するリモート機能での操作方法と同じです。各メニューでの操作方法は，「付録 C.2 公
衆回線を利用するリモート機能」を参照してください。

次に，メール送信とメール受信で，公衆回線を利用するときと異なる操作について説明
します。

（a）メール送信での操作

LAN上のクライアントを利用したメール送信では，アップロードして本文を作成する方
法が，公衆回線を利用したリモート機能と異なります。本文の作成方法で「2：アップ
ロード」を選択した場合，次のように表示されます。

 
本文の作成方法を選択して下さい
1:ラインエディタ  2:アップロード  E:取消
>2
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1:アップロード開始  E:終了
>
 

1を選択すると，次のメッセージが表示されて，送信するファイルのアップロードが開始
されます。

 
アップロードを開始します。送信ファイルを準備して下さい
アップロードするファイル名を指定して下さい
>filename
端末側ユーザIDを入力して下さい
>userID
端末側パスワードを入力して下さい
>password
終了しました。改行キーを入力して下さい
 

アップロードが終了したら［Enter］キーを押してください。送信のメニューに進みま
す。

（b）メール受信での操作

LANを利用したメール受信では，ダウンロードする方法が，公衆回線を利用したリモー
ト機能と異なります。ダウンロード選択で，1，2または 3を選択した場合，次のように
表示されます。

 
ダウンロード選択
1:本文・添付とも  2:本文のみ  3:添付のみ  E:終了
>1,2又は3
 
端末側ユーザIDを入力して下さい
>userID
端末側パスワードを入力して下さい
>password
1:ダウンロード開始  E:終了
>

1を選択すると，次のメッセージが表示されてファイルのダウンロードが開始されます。

 
ダウンロードを開始します。格納ファイルを準備して下さい
ダウンロードするファイル名を指定して下さい
>filename
終了しました。改行キーを入力して下さい
 

ダウンロードが終了したら［Enter］キーを押してください。受信メール一覧画面に戻り
ます。

！！！！ 注意事項

ダウンロード選択メニューで 1（本文・添付とも）を選択しているときに，「ダウンロード
の開始又は終了」で終了を選択すると，添付ファイルのダウンロードメニューが表示されま
す。
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（c）一括ダウンロードでの操作

LANを利用した環境では送信メール，受信メールを一括してダウンロードする

方法が公衆回線を利用したリモート機能と異なります。トップメニューで 4（ユーティリ
ティ）を選択すると次のメニューが表示されます。

 
1:パスワード変更  2:親展パスワード変更  3:環境設定
4:宛先オプション  5:一括ダウンロード
E:終了
>
• 1～ 4（E）を選択した場合は公衆回線を利用したリモート機能と同様です。
• 5と選択した場合，次のように表示されます。

 
端末側ユーザIDを入力して下さい
>userID
端末側パスワードを入力して下さい
>password
1:送信メール  2:受信メール  3:送受信メール
E:終了
>
• 選択したメールがダウンロードされます。

送受信メール保存年月指定(指定形式:yymm)
:yymm
yyyy年mm月分の送受信メールを保存します
1:実行  E:終了
>
• 1を選択すると以下のメッセージが表示されダウンロードかが開始されます。

送信メール nn通の保存を開始します

送信メール 1 「主題 1」

送信メール 2 「主題 2」

送信メール 3 「主題 3」

送信メール 4 「主題 4」

送信メール 5 「主題 5」

メール保存中・・・(ESCにて中断 )

送信メールの保存は正常終了しました

• 送信メール，受信メールとも同様です。
• メールは 5通ずつダウンロードします。



付録 C　リモート機能の利用

636

！！！！ 注意事項

結果はカレントディレクトリ /grpmail/backup下に年月，送受信メール別にダウンロードし
ます。
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付録 D　クラスタ環境の設定
Address Server，Mail Server環境をクラスタ環境で使用するための設定について説明し
ます。

まず，クラスタ環境で使用するための条件を次に示します。

●Windows NT Server，Enterprise Editionが両方のノード（マシン）にインストール
されている。

●Microsoft Cluster Serverが両方のノードにインストールされている。

●クラスタのセットアップが完了している。

●両方のノードに Object Serverがインストールされている。

●データベースは共有ディスクに作成されている。

D.1　クラスタ環境を新規に設定する
（1） マスタ管理サーバの場合

マスタ管理サーバの Address Server，Mail Serverのインストールとセットアップ，お
よび Address Serverのクラスタリソースへの追加の手順を次に示します。項目の最後に
（M）が記述されている手順は，Mail Serverを使用するときにだけ必要です。

（a）Address Server及び Mail Serverのインストール

1. ノード 1から共有ディスクに Address Serverをインストールします。
このときに指定したインストール先ディレクトリは，ノード 2のインストールでも使
用するので覚えておいてください。また，「マスタ管理サーバ」と「マスタ管理サー
バ＋運転席」のどちらのインストール形式を選択したかも覚えておいてください。

2. ノード 1から共有ディスクに Mail Serverをインストールします。(M)

3. ノード 2から共有ディスクに Address Serverをインストールします。
ノード 1のインストール時に指定したディレクトリを指定してください。またインス
トール形式もノード 1と同じにしてください。

4. ノード 2から共有ディスクに Mail Serverをインストールします。(M)

（b）Address Server及び Mail Serverのセットアップ

1. ノード 1で Object Serverを設定し，Object Serverを起動します。

2. ノード 1で Address_Mail Serverセットアップを実行します。
なお，Address_Mail Serverセットアップを初めに実行したユーザがシステム管理者
になります。ノード 2のシステム管理者も同じになることを想定して，システム管理
者を決めてください。またノード 1の設定と同じ値をノード 2の設定で指定するの
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で，覚えておいてください。

3. Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスの [OK]ボタンでセットアップ
を完了します。

4. Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスでデータベーステーブルの
「作成 (E)」を選択して [OK]ボタンを押し，データベースを作成します。

5. セットアップを終了します。
初回セットアップ時は，自動でデータベースの作成を促すようになっています。

6. ノード 1の Object Serverを停止します。

7. ノード 2で Object Serverを設定します。

8. ノード 2の Object Serverが停止していることを確認します。
起動している場合は停止してください。

9. ノード 2で Address_Mail Serverセットアップを実行します。
ノード 1のシステム管理者と同じユーザで実行してください。

10.ノード 2でも新規セットアップを実行します。
Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスの内容がノード 1で設定した
ものと同じになるように設定してください。

11. Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスの [OK]ボタンでセットアップ
を完了します。
このときに「Object Serverサービスが実行中ではありません。ＤＢ編集を中止しま
す」というメッセージボックスが表示されますが，[OK]ボタンを押してください。
トップの画面に戻ります。

12.[OK]ボタンを押して Address_Mail Serverセットアップを完了させます。

13.<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥nxcdir¥gmpublicinfoファイルに次の
三つのレコードを追加します。
 
CLUSTERING_LEVEL=1

ノード1のIPアドレス=ネットワーク名※

ノード2のIPアドレス=ネットワーク名※
 

注※
ネットワーク名はクラスタのグループに登録したネットワーク名リソースの値で
す。

例えば，次のように記述します。
CLUSTERING_LEVEL=1
192.168.0.1=addnet
192.168.0.2=addnet
 

14.<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥nxcdir¥gmhostsファイルに次のレ
コードを追加します。
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IPアドレスリソース※=ネットワーク名リソース
 

注※
IPアドレスリソースには，クラスタリソースに追加するノード 1およびノード 2
共通の IPアドレスを指定してください。

例えば，次のように記述します。
 
192.168.0.100=addnet
 

15.ノード 2でアドレスサービスを起動します。

16.ノード 2で adsrvnコマンドを -nオプション付きで実行します。
-nオプションにはネットワーク名を指定してください。エラーが発生した場合は，IP
アドレスとネットワーク名をクラスタリソースに追加してから，再実行してくださ
い。

17.ノード 2でアドレスサービスを停止します。

18.ノード 2でアドレスサービスを起動します。

19.マスタ管理サーバに運転席を設定した場合は，ノード 2で運転席を起動します。
運転席を設定していない場合は，別のアドレスサーバで運転席を起動してください。

20.サイト一覧ダイアログボックスでサイトを登録します。

21.サーバ一覧ダイアログボックスでサーバを登録します。
このときの「ドメイン名 /ホスト名」欄にはネットワーク名を指定してください。

22.メールサーバの設定ダイアログボックスでアドレスサーバをメールサーバにします。
(M)

23.apstartコマンドまたは運転席からサーバを起動します。(M)

24.apstartコマンドまたは運転席からサーバを停止します。(M)

25.運転席を停止します。

26.ノード 2でアドレスサービスを停止します。

27.<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥bin¥setupディレクトリに，
auto_start.batファイルを作成します。(M)
ファイルには「<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥bin¥apstart 0」を
記述してください。

28.<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥bin¥setupディレクトリに，
auto_stop.batファイルを作成します。(M)
ファイルには「<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥bin¥apstart 1」を
記述してください。

29.同一アドレス管理ドメイン内の全メールサーバ（本メールサーバも含む）で，
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mhs_nadr_cfgコマンドを次の形式で実行します。(M)
 
mhs_nadr_cfg  TCP  OFF
 
なお，mhs_nadr_cfgコマンドの実行による設定内容は次回のサーバ起動で有効とな
りますので，起動中のサーバは停止してから再起動してください。エラーが発生した
場合は，メールサーバを一度起動して停止後に，再実行してください。

以上で Address Server，Mail Serverのセットアップまで完了しました。続いて
Address Serverをクラスタリソースに追加します。

（c）Address Serverのクラスタリソースへの追加

手順 1～ 4については，Address Server，Mail Serverのインストールの前に実行しても
問題ありません。

1. クラスタアドミニストレータで，Address Serverをインストールした共有ディスクが
物理ディスクリソースとして存在するグループを選択します。

2. クラスタアドミニストレータの [ファイル ]メニューの [新規作成 ]をクリックし，次
に [リソース ]をクリックします。

3. このグループのリソースとして IPアドレスが設定されていない場合は，IPアドレス
を追加します。
リソースの種類で「IPアドレス」を選択して，ノード 1およびノード 2共通の IPア
ドレスを入力してください。依存関係の指定は不要です。

4. このグループのリソースとしてネットワーク名が設定されていない場合は，ネット
ワーク名を追加します。
リソースの種類で「ネットワーク名」を選択して，ノード 1およびノード 2共通の
ネットワーク名を入力してください。依存関係には，IPアドレスリソースを指定して
ください。

5. このグループのリソースとして Object Serverが設定されていない場合は，次のよう
にして追加します。
• リソースの種類として「汎用サービス」を選択します。
• 依存関係に物理ディスクおよびネットワーク名リソースを指定します。
• サービス名に「GroupmaxGWL」を入力します。

6. このグループのリソースとして Address Serverを次のようにして追加します。
• リソースの種類として「汎用サービス」を選択します。
• リソースの名前は任意に設定します。例えば「Address Server」と設定してくださ
い。

• 依存関係に Object Serverの汎用サービスリソースを指定します。
• サービス名に「GroupmaxGWN」を入力します。

7. クラスタアドミニストレータを使用して，Address Serverの汎用サービスリソースを
ノード 1でオンライン状態にします。
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8. クラスタアドミニストレータでグループを移動し，ノード 2に正常にフェールオーバ
することを確認します。

（2） アドレスサーバの場合

アドレスサーバの Address Server，Mail Serverのインストールとセットアップ，およ
び Address Serverのクラスタリソースへの追加の手順を次に示します。項目の最後に
（M）が記述されている手順は，Mail Serverを使用するときにだけ必要です。

（a）Address Server及び Mail Serverのインストール

1. マスタ管理サーバの DNS定義ファイルまたは hostsファイルに，「設定マシンの IP
アドレスリソース  設定マシンのネットワーク名リソース」を記述します。

2. ノード 1から共有ディスクに Address Serverをインストールします。
このときに指定したインストール先ディレクトリは，ノード 2のインストールでも使
用するので覚えておいてください。また，「アドレスサーバ」と「アドレスサーバ＋
運転席」のどちらのインストール形式を選択したかも覚えておいてください。

3. ノード 1から共有ディスクに Mail Serverをインストールします。(M)

4. ノード 2から共有ディスクに Address Serverをインストールします。
ノード 1のインストール時に指定したディレクトリを指定してください。またインス
トール形式もノード 1と同じにしてください。

5. ノード 2から共有ディスクに Mail Serverをインストールします。(M)

（b） IPアドレスとネットワーク名のクラスタリソースへの追加

アドレスサーバの場合は，Address ServerおよびMail Serverをセットアップする前に，
IPアドレスとネットワーク名をグループに登録する必要があります。

1. クラスタアドミニストレータで，Address Serverをインストールした共有ディスクが
物理ディスクリソースとして存在するグループを選択します。

2. クラスタアドミニストレータの [ファイル ]メニューの [新規作成 ]をクリックし，次
に [リソース ]をクリックします。

3. このグループのリソースとして IPアドレスが設定されていない場合は，IPアドレス
を追加します。
リソースの種類で「IPアドレス」を選択して，ノード 1およびノード 2共通の IPア
ドレスを入力してください。依存関係の指定は不要です。

4. このグループのリソースとしてネットワーク名が設定されていない場合は，ネット
ワーク名を追加します。
リソースの種類で「ネットワーク名」を選択して，ノード 1およびノード 2共通の
ネットワーク名を入力してください。依存関係には，IPアドレスリソースを指定して
ください。
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5. IPアドレスリソースとネットワーク名リソースをオンラインにしてください。

（c）Address Server及び Mail Serverのセットアップ

1. ノード 1で Object Serverを設定し，Object Serverを起動します。

2. ノード 1で Address_Mail Serverセットアップを実行します。
なお，Address_Mail Serverセットアップを初めに実行したユーザがシステム管理者
になります。ノード 2のシステム管理者も同じになることを想定して，システム管理
者を決めてください。またノード 1の設定と同じ値をノード 2の設定で指定するの
で，覚えておいてください。

3. Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスの [OK]ボタンでセットアップ
を完了します。

4. Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスでデータベーステーブルの
「作成 (E)」を選択して [OK]ボタンを押し，データベースを作成します。

5. セットアップを終了します。
初回セットアップ時は，自動でデータベースの作成を促すようになっています。

6. ノード 1の Object Serverを停止します。

7. ノード 2で Object Serverを設定します。

8. ノード 2の Object Serverが停止していることを確認します。
起動している場合は停止してください。

9. ノード 2で Address_Mail Serverセットアップを実行します。
ノード 1のシステム管理者と同じユーザで実行してください。

10.ノード 2でも新規セットアップを実行します。
Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスの内容がノード 1で設定した
ものと同じになるように設定してください。

11. Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスの [OK]ボタンでセットアップ
を完了します。
このときに「Object Serverサービスが実行中ではありません。ＤＢ編集を中止しま
す」というメッセージボックスが表示されますが，[OK]ボタンを押してください。
トップの画面に戻ります。

12.[OK]ボタンを押して Address_Mail Serverセットアップを完了させます。

13.<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥nxcdir¥gmpublicinfoファイルに次の
レコードを追加します。
 
CLUSTERING_LEVEL=1
 

14.マスタ管理サーバの <Address Serverインストール先ディレクトリ
>¥nxcdir¥gmpublicinfoファイルに次のレコードを追加します。
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ノード1のIPアドレス=ネットワーク名※

ノード2のIPアドレス=ネットワーク名※
 

注※
ネットワーク名はクラスタのグループに登録したネットワーク名リソースの値で
す。

例えば，次のように記述します。
 
192.168.0.3=addnet2
192.168.0.4=addnet2
 

15.<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥nxcdir¥gmhostsファイルに次のレ
コードを追加します。
 

IPアドレスリソース※=ネットワーク名リソース
 

注※
IPアドレスリソースには，クラスタリソースに追加するノード 1およびノード 2
共通の IPアドレスを指定してください。

例えば，次のように記述します。
 
192.168.0.101=addnet2
 

16.ノード 2でアドレスサービスを起動します。

17.マスタ管理サーバなどの既存サーバの運転席を起動します。
このアドレスサーバを使用する場合は，ノード 2で運転席を起動してください。

18.サイト一覧ダイアログボックスでサイトを登録します。

19.サーバ一覧ダイアログボックスでサーバを登録します。
このときの「ドメイン名 /ホスト名」欄にはネットワーク名を指定してください。

20.メールサーバの設定ダイアログボックスでアドレスサーバをメールサーバにします。
(M)

21.apstartコマンドまたは運転席からサーバを起動します。(M)

22.apstartコマンドまたは運転席からサーバを停止します。(M)

23.運転席を停止します。

24.ノード 2でアドレスサービスを停止します。

25.<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥bin¥setupディレクトリに，
auto_start.batファイルを作成します。(M)
ファイルには「<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥bin¥apstart 0」を
記述してください。

26.<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥bin¥setupディレクトリに，
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auto_stop.batファイルを作成します。(M)
ファイルには「<Address Serverインストール先ディレクトリ >¥bin¥apstart 1」を
記述してください。

27.同一アドレス管理ドメイン内の全メールサーバ（本メールサーバも含む）で，
mhs_nadr_cfgコマンドを次の形式で実行します。ただし，一度実行したことがある
メールサーバでは不要です。(M)
 
mhs_nadr_cfg  TCP  OFF
 
なお，mhs_nadr_cfgコマンドの実行による設定内容は次回のサーバ起動で有効とな
りますので，起動中のサーバは停止してから再起動してください。エラーが発生した
場合は，メールサーバを一度起動して停止後に，再実行してください。

以上で Address Server，Mail Serverのセットアップまで完了しました。続いて
Address Serverをクラスタリソースに追加します。

（d）Address Serverのクラスタリソースへの追加

1. グループのリソースとして Object Serverが設定されていない場合は，次のようにし
て追加します。
• リソースの種類として「汎用サービス」を選択します。
• 依存関係に物理ディスクおよびネットワーク名リソースを指定します。
• サービス名に「GroupmaxGWL」を入力します。

2. このグループのリソースとして Address Serverを次のようにして追加します。
• リソースの種類として「汎用サービス」を選択します。
• リソースの名前は任意に設定します。例えば「Address Server」と設定してくださ
い。

• 依存関係に Object Serverの汎用サービスリソースを指定します。
• サービス名に「GroupmaxGWN」を入力します。

3. クラスタアドミニストレータを使用して，Address Serverの汎用サービスリソースを
ノード 1でオンライン状態にします。

4. クラスタアドミニストレータでグループを移動し，ノード 2に正常にフェールオーバ
することを確認します。

D.2　クラスタ環境の新規設定時の注意
Address Server，Mail Server環境を新規にクラスタ環境で使用するときの注意事項を説
明します。

（1） マスタ管理サーバの場合

クラスタの構成例を次に示します。
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1. gmpublicinfoファイルに「CLUSTERING_LEVEL=1」を記述すると，記述しないと
きに比べて性能が劣化します。これは，信頼性を上げるためにディスクへの同期書き
込みを実行しているためです。

2. マルチサーバ構成にする場合，マスタ管理サーバに追加するアドレスサーバのセット
アップ時には，「マスタ管理サーバのホスト名 /ドメイン名 (H)」にマスタ管理サーバ
のネットワーク名を指定してください。

3. クライアントが設定するサーバのホスト名と IPアドレスは，Address Serverのリ
ソースと同じグループのネットワーク名と IPアドレスを指定してください。これを
指定しないとフェールオーバ後に接続できなくなります。

4. マルチサーバ構成にする場合，マスタ管理サーバに追加するメールサーバでは，クラ
スタ設定の有無にかかわらず，運転席でメールを設定した後に「mhs_nadr_cfg TCP 
OFF」を実行してください。

5. マスタ管理サーバをホームサーバとするユーザのホスト名には，ネットワーク名を指
定してください。

6. Address Server - Replication OptionおよびMail - X.400を使用する場合は，両方の
ノードにインストールしてください。

7. Mail - SMTPおよびMail - Administrator Utilitiesはクラスタに対応していないの
で，別のメールサーバを用意して，使用してください。

8. Address ServerとMail Serverは，ノード 1およびノード 2が 1対 1で，片方が待機
している状態でだけ使用できます。

9. 一つのノードに複数のネットワークカードがある場合は，gmpublicinfoファイルにす
べての IPアドレスとネットワーク名の関係を記述してください。
各ノードに 2枚ずつネットワークカードがある場合の記述例を次に示します。
 
192.168.0.1=addnet1
192.168.0.2=addnet1
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192.169.0.1=addnet1
192.169.0.2=addnet1
 

（2） アドレスサーバの場合

クラスタの構成例を次に示します。

1. gmpublicinfoファイルに「CLUSTERING_LEVEL=1」を記述すると，記述しないと
きに比べて性能が劣化します。これは，信頼性を上げるためにディスクへの同期書き
込みを実行しているためです。

2. クライアントが設定するサーバのホスト名と IPアドレスは，Address Serverのリ
ソースと同じグループのネットワーク名と IPアドレスを指定してください。これを
指定しないとフェールオーバ後に接続できなくなります。

3. マルチサーバ構成にする場合，このメールサーバがあるアドレス管理ドメイン内の
メールサーバでは，クラスタ設定の有無にかかわらず，「mhs_nadr_cfg TCP OFF」
を実行してください。

4. アドレスサーバをホームサーバとするユーザのホスト名には，ネットワーク名を指定
してください。

5. Address Server - Replication OptionおよびMail - X.400を使用する場合は，両方の
ノードにインストールしてください。
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6. Mail - SMTPおよびMail - Administrator Utilitiesはクラスタに対応していないの
で，別のメールサーバを用意して，使用してください。

7. Address ServerとMail Serverは，ノード 1およびノード 2が 1対 1で，片方が待機
している状態でだけ使用できます。

8. 一つのノードに複数のネットワークカードがある場合は，gmpublicinfoファイルにす
べての IPアドレスとネットワーク名の関係を記述してください。
各ノードに 2枚ずつネットワークカードがある場合の記述例を次に示します。
 
192.168.0.1=addnet1
192.168.0.2=addnet1
192.169.0.1=addnet1
192.169.0.2=addnet1
 

9. アドレスサーバをクラスタ環境に設定した場合は，マスタ管理サーバの gmpublicinfo
ファイルに「ローカル IPアドレス =ネットワーク名」を，各ノードのネットワーク
カードの数だけ記述することを忘れずに実行してください。

D.3　既存の環境をクラスタ環境に設定する
既存の Address Server，Mail Server環境をクラスタ環境に設定することはできません。
Address Server，Mail Server環境をクラスタ環境に設定するには，既存の Address 
Server，Mail Server環境を削除後，新規に設定してください。

D.4　クラスタ環境をアンインストールする
アンインストールの手順を次に示します。マスタ管理サーバ，アドレスサーバともに同
じ手順です。項目の最後に (M)が記述されている手順は，Mail Serverを使用するときに
だけ必要です。

1. アドレスサーバ，メールサーバを削除し，アンインストールできる状態にします。

2. クラスタアドミニストレータを使用し，グループから Address Serverリソースを削除
します。

3. ノード 1で Object Serverだけを起動します。

4. ノード 1で Address_Mail Serverセットアップを実行します。

5. Address_Mail Serverセットアップダイアログボックスの [DB編集 (B)]ボタンでデー
タベーステーブルを削除します。

6. ノード 1で Mail Serverをアンインストールします。(M)

7. ノード 1で Address Serverをアンインストールします。

8. ノード 2で Mail Serverをアンインストールします。(M)
なお，「インストール先ディレクトリ～が存在しないため，更新インストールできま
せん。」のメッセージが表示されますが，無視して削除してください。
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9. ノード 2で Address Serverをアンインストールします。
なお，「インストール先ディレクトリ～が存在しないため，更新インストールできま
せん。」のメッセージが表示されますが，無視して削除してください。

D.5　フェールオーバしたときの注意
クラスタ環境で Address Server，Mail Serverを使用しているときにフェールオーバが
発生した場合の注意事項を説明します。

● gmaxsetコマンド実行時にフェールオーバが発生した場合は，ユーザ登録ファイルの
途中のレコードまで登録が完了していても，実行部処理結果 (M)欄には○印が設定さ
れません。どこまで登録が完了しているか gmaxexpコマンドや運転席を使用して確
認し，未登録部分だけを再実行してください。

● gmaxgsetコマンド実行時にフェールオーバが発生した場合は，グループ定義ファイ
ルの途中のレコードまで登録が完了していても，実行結果欄には○印が設定されませ
ん。どこまで登録が完了しているか gmaxgexpコマンドや運転席を使用して確認し，
未登録部分だけを再実行してください。

●フェールオーバが発生したときにクライアントからログインしていたユーザは，その
まま問題なく使用できる場合と，再ログインが必要な場合があります。

●メールサーバ間でメールの受け渡し中にフェールオーバが発生すると，同じメールが
2通ユーザに届く場合があります。不要な 1通をユーザが削除してください。

●クライアントからメール発信中や記事登録中にフェールオーバが発生すると，発信や
記事登録に失敗します。メールや記事をクライアントに保存しておき，メールサーバ
が別ノードで起動してから再度メールを発信したり，記事を登録したりしてください。
メールの場合，不完全な状態で登録される場合がありますので，X400_MAIL_SYNC
コマンドを実行して，不完全なメールを削除してください。X400_MAIL_SYNCコマ
ンドの詳細については，「16.32 X400_MAIL_SYNC」を参照してください。
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付録 E　運転席メールの使用
システム管理者は，運転席からメールを送信または受信できます。この節では，運転席
メールの操作方法について説明します。

なお，運転席でメールを操作するためには，ユーザ IDを「4.1.1 システム管理者のユー
ザアカウントの登録」で登録したユーザ名，タイプを「アドレスユーザ」，メール属性を
「あり」のメールユーザをマスタ管理サーバに登録しておく必要があります。ユーザ情報
の設定については，「9.4 ユーザ情報の設定」を参照してください。運転席では，この
メールユーザでメールを送信または受信します。このメールユーザを運転席メールユー
ザと呼びます。

また，マスタ管理サーバのサーバが起動しているときだけ使用できます。

E.1　運転席メールの受信
システム管理者は，運転席メールのユーザが受信したメールを運転席上で参照すること
ができます。ここでは，運転席での受信メールの操作方法について説明します。

運転席メールユーザの宛先（ニックネーム）をユーザに公開すれば，ユーザからのトラ
ブルの問い合わせをメールで受信できます。システム管理者は，クライアントだけでな
く，運転席で受信メールを確認できます。

（1） 受信メールの一覧表示

受信一覧ウィンドウで，受信メールの一覧を表示します。システム管理ウィンドウの [
ファイル (F)]から [システム席メール (M)]を選択します。次に，[システム席メール
(M)]から [メール受信 (R)]を選択します。
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一覧表示エリア
最新 50件までの受信メールの状態，送信者，受信日時，主題，および種類が表示さ
れます。

状態
「未読」または「既読」が表示されます。

送信者
送信者のニックネームが表示されます。

受信日時
「YYYY/MM/DD hh:mm」（YYYY：年を西暦 4けた，MM：月を 2けた，DD：
日を 2けた，hh：時を 2けた，mm：分を 2けた）の形式で表示されます。

主題
受信メールの主題が表示されます。

メールの種類
「親展」「重要」「至急」「返信要求有り」があります。それぞれ「親」「重」「急」
「返」で示されます。

[内容表示 ]ボタン
メールの内容を表示します。

[削除 ]ボタン
メールを削除します。

[最新一覧 ]ボタン
最新のメール 50件を日付の新しい順に表示します。
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[未読一覧 ]ボタン
未読のメール 50件を日付の新しい順に表示します。

[検索 ]ボタン
検索項目と一致するメールを検索します。

[↑ ]ボタン
前方向にメールを 50件再検索をし，日付の新しい順に表示します。

[↓ ]ボタン
後ろ方向にメールを 50件再検索をし，日付の新しい順に表示します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

（2） 受信メールの内容表示

受信メール表示ウィンドウで，受信メールの内容を表示します。受信一覧ウィンドウか
らメールを指定し，[内容表示 ]ボタンを選択します。なお，マウスポインタでメールを
指定した後，マウスの左ボタンをダブルクリックするか，[Enter]を押しても，受信メー
ル表示ウィンドウは開きます。

メールヘッダエリア
主題，送信者，宛先，種別，送信日時，受信日時が表示されます。宛先は To，写し
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宛先は Cc，秘密宛先は Bccの後に表示されます。

メール本文表示エリア
メールの本文が表示されます。

[返信 ]ボタン
返信メールを作成する場合，送信メール作成ウィンドウが開きます。詳細は「付録
E.2 運転席メールの送信」の「(7)返信メールの作成」を参照してください。

[削除 ]ボタン
「指定したメールを削除してよろしいですが？」というメッセージが表示されます。
[はい ]ボタンを選択すると，表示されたメールを削除します。

[前メール ]ボタン
前のメールを表示します。

[次メール ]ボタン
次のメールを表示します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

（3） 受信メールの削除

受信一覧ウィンドウから削除したいメールを指定し，[削除 ]ボタンを選択します。「指
定したメールを削除してよろしいですか？」というメッセージが表示されます。[はい ]
ボタンを選択すると，指定したメールが受信メール一覧から削除されます。

（4） 受信メールの検索

メールを受信メールリストから検索します。受信一覧ウィンドウから [検索 ]ボタンを選
択し，受信メール検索ダイアログボックスを開きます。

1. 検索期間，送信者，主題の一部を指定します。

検索期間
メールが受信された期間を必ず指定します。指定された検索開始日の 0時 0分か
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ら検索終了日の 23時 59分までが検索の対象となります。検索開始日と検索終了
日には，あらかじめ，検索当日の日付が設定されています。年は西暦 4けたで指
定してください。

送信者
送信者のニックネームを指定します。

主題の一部
主題に含まれる文字列を指定します。

2. [検索 ]ボタンを選択します。
すべての検索項目に一致したメールが，日付の新しい順に 50件まで表示されます。

E.2　運転席メールの送信
システム管理者は，運転席から運転席メールユーザが送信者となるメールを送信できま
す。ここでは，運転席での送信メールの操作方法について説明します。

（1） 送信メールの一覧表示

送信メールの一覧は，送信一覧ウィンドウで表示します。システム管理ウィンドウの [
ファイル (F)]から [システム席メール (M)]を選択します。次に，[システム席メール
(M)]から [送信一覧 (L)]を選択します。

一覧表示エリア

最新 50件までの送信メールの状態，ID，送信日時，主題が表示されます。

状態
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「不達」または「－」が表示されます。指定した宛先の中で一つでも配信状態エ
ラー，または受信状態エラーがあると，状態に「不達」が表示されます。

ID
送信メールのメール IDが表示されます。メールシステムで管理する IDです。
送信時に自動的に付けられます。

送信日時
「YYYY/MM/DD hh:mm」（YYYY：年を西暦 4けた，MM：月を 2けた，DD：
日を 2けた，hh：時を 2けた，mm：分を 2けた）の形式で表示されます。

主題
送信メールの主題が表示されます。

[取出 ]ボタン
送信メールを取り込んで，送信メール作成ウィンドウが開きます。

[状態表示 ]ボタン
送信メールステータスダイアログボックスが開きます。

[削除 ]ボタン
メールを削除します。

[最新一覧 ]ボタン
最新のメール 50件を日付の新しい順に表示します。

[不達一覧 ]ボタン
不達状態のメール 50件を日付の新しい順に表示します。

[検索 ]ボタン
送信メール検索ダイアログボックスが開きます。

[↑ ]ボタン
前方向にメールを 50件再検索し，日付の新しい順に表示します。

[↓ ]ボタン
後ろ方向にメールを 50件再検索し，日付の新しい順に表示します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

（2） 送信メールの状態表示

送信メールステータスダイアログボックスでは，送信したメールの宛先ごとに配信状態，
および受信状態を表示できます。送信一覧ウィンドウからメールを指定し，[状態表示 ]
ボタンを選択してください。
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ステータス表示リスト
宛先，配信状態，および受信状態が表示されます。

[取出 ]ボタン
送信メールを取り込んで，送信メール作成ウィンドウを開きます。

[削除 ]ボタン
メールを削除します。

[前メール ]ボタン
前のメールを表示します。

[次メール ]ボタン
次のメールを表示します。

[閉じる ]ボタン
ダイアログボックスを閉じます。

（3） 送信メールの作成

送信メール作成ウィンドウでメールを作成します。システム管理ウィンドウの [ファイル
(F)]から [システム席メール (M)]を選択します。次に，[システム席メール (M)]から [
メール送信 (S)]を選択します。
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メールは，ヘッダと本文で構成されます。

（a）ヘッダ

宛先
宛先を入力し [Enter]を押すと，宛先表示エリアに表示されます。宛先の先頭には，
Toが付きます。

主題
メール本文の主題を入力します。

チェックボタン
送信オプションとして，至急，親展，受信通知が指定できます。そのほかのオプ
ションには，デフォルトで次のように設定されています。
返信要求→「不要」
配信通知→「必要」
代行受信→「許可しない」
重要度→「重要」

[To→ Cc→ Bcc]ボタン
宛先表示エリアで，入力した先を写し宛先，または秘密宛先に指定する場合に使用
します。写し宛先は Cc，秘密宛先は Bccを先頭に付けます。Toから Cc，Ccから
Bcc，Bccから Toへ変換します。

[削除 ]ボタン
宛先表示エリアで指定した宛先を削除します。
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[送信 ]ボタン
メールを送信します。

（b）本文

本文の作成には ASCII文字および漢字が使えます。編集キーを使ってテキスト編集もで
きます。編集キーは次のとおりです。

[送信 ]ボタンを選択すると，作成したメールが送信されます。メールがシステムに正常
に受け付けられたときは，受付番号がダイアログボックスに表示されます。受付エラー
の場合，エラーダイアログボックスが開き，エラーの詳細が表示されます。

（4） 送信メールの再送

一度送信したメールを再送します。送信メールは，送信一覧ウィンドウ，および送信
メールステータスダイアログボックスから再送できます。再送したいメールを指定し，[
取出 ]ボタンを選択してください。送信メール作成ウィンドウが開き，宛先，主題，内容
が表示されます。

（5） 送信メールの削除

送信メールは，送信一覧ウィンドウ，または送信メールステータスダイアログボックス
から削除できます。まず，どちらかのウィンドウ，またはダイアログボックスを開いて
ください。

1. 削除したいメールを指定します。

キー 機能

[Enter] 改行します。

[Delete] カーソルのすぐ後ろの 1文字を削除します。

[Back Space] カーソルのすぐ前の 1文字を削除します。

[← ] カーソルを 1文字左に移動します。

[→ ] カーソルを 1文字右に移動します。

[↑ ] カーソルを 1文字上に移動します。

[↓ ] カーソルを 1文字下に移動します。

[Shift] + [← ] 領域を選択します。

[Shift] + [→ ] 領域を選択します。

[Shift] + [↑ ] 領域を選択します。

[Shift] + [↓ ] 領域を選択します。

[Ctrl] + [Ｃ] 選択した領域の内容をコピーします。

[Ctrl] + [Ｘ] 選択した領域の内容を切り取ります。

[Ctrl] + [Ｖ] 選択した領域の内容を貼り付けます。



付録 E　運転席メールの使用

658

2. [削除 ]ボタンを選択します。
「MID（××××××）の送信メールを削除してよろしいですか？」というメッセー
ジが表示されます。[はい ]ボタンを選択すると，指定したメールが送信メール一覧
から削除されます。

（6） 送信メールの検索

メールを送信メールリストから検索します。送信一覧ウィンドウから [検索 ]ボタンを選
択して，送信メール検索ダイアログボックスを開きます。

1. 検索期間，受信者，主題の一部を指定します。

検索期間
メールが送信された期間を必ず指定します。指定された検索開始日の 0時 0分か
ら検索終了日の 23時 59分までが検索の対象となります。検索開始日と検索終了
日には，あらかじめ，検索当日の日付が設定されています。年は西暦 4けたで指
定してください。

受信者
受信者のニックネームを指定します。

主題の一部
主題に含まれる文字列を指定します。

2. [検索 ]ボタンを選択します。
すべての検索項目に一致したメールが，日付の新しい順に 50件まで表示されます。

（7） 返信メールの作成

受信メール表示ウィンドウから [返信 ]ボタンを選択すると，送信メール作成ウィンドウ
が開きます。宛先には，発信者が入ります。写し宛先には同報者と運転席メールユーザ
自身が入ります。また，主題には「Re:」の後ろに受信メールの主題が複写されます。本
文には，受信メールの本文が取り込まれます。ただし，行の先頭には「＞」が付きます。

これを編集して [送信 ]ボタンを選択すると返信メールを送信します。
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付録 F　メールの稼働中バックアップ
メールの稼働中バックアップは，Mail Server固有のバックアップ方式で，ユーザが
Mail Serverの一部の機能を利用できる状態でバックアップを取得できます。

ただし，通常の運用ではメールの稼動中バックアップではなく，Groupmax全体の稼動
中バックアップをご使用ください。

メールの稼働中バックアップ（以降，稼働中バックアップと略します）用のコマンド
（バックアップ取得コマンド）を使用して，指定した場所にバックアップデータを出力し
ます。

バックアップデータは必要ファイルを単純にコピーしたものでなく，バックアップ形式
になっています。そのデータはリストア用のコマンド（バックアップ回復コマンド）で
だけリストアできます。

F.1　バックアップ
稼働中バックアップは，Address Serverの認証，Mail Serverのユーザのメール操作お
よび掲示板の記事操作ができる状態で実行します。そのため，稼働中バックアップ中で
もユーザがログオンして，メールの送受信や掲示板の記事参照などができます。

個人メール，組織メールおよび掲示板の記事をバックアップします。それ以外のデータ
はバックアップしません。

データを回復するためには，バックアップで取得したデータと，稼働中バックアップで
取得したデータの両方が必要になります。

（1） バックアップ取得の注意事項

●稼働中バックアップでは，Address ServerおよびMail Serverのデータの一部だけが
バックアップされます。稼働中バックアップで取得されるデータを次に示します。

稼働中バックアップでは，次のデータは取得されません。

分類 取得されるデータ

個人 送受信メール，メール未既読情報，掲示板記事の未既読情報，代行受信者指定

組織 送受信メール，保留メール，メール未既読情報，掲示板記事の未既読情報，代行受信者
指定

掲示板 掲示板の記事（バックアップデータの格納先が前回の稼働中バックアップの格納先と同
じ場合は，変更があった記事だけ）

分類 取得されないデータ

掲示板 マスタ掲示板からレプリカ掲示板に転送中の記事

回覧 個人および組織の回覧メール，サーバ間の転送中の回覧メール
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●ハードディスクからハードディスクへのバックアップだけできます。したがって，
バックアップしたいデータとほぼ同容量の空きディスク容量が必要です。バックアッ
プデータを二次媒体に保存するには，データを二次媒体にコピーできるツールを使用
してください。

●バックアップ取得コマンド（メール）によるバックアップ先は，次に示すそれぞれの
ディレクトリ以下に，独自のディレクトリおよびファイルとして展開されます。
• <MLgetBKコマンドで指定したディレクトリ >¥nxudir¥nxuuser
• <MLgetBKコマンドで指定したディレクトリ >¥nxudir¥nxubbs
• <MLgetBKコマンドで指定したディレクトリ >¥nxudir¥nxuorg
• <MLgetBKコマンドで指定したディレクトリ >¥mlbkupmb¥サーバドメイン名

●稼働中バックアップ作業中は，システム管理者によるサーバ上または運転席上での全
操作が実行できません（ただし，ログ情報の出力などプログラムが自動的に実行する
機能は動作します）。実行するとエラーになります。

●自動削除デーモンは停止します。稼働中バックアップ作業中は，自動削除機能は開始
しません。稼働中バックアップ作業前に開始した自動削除機能は中断し，稼働中バッ
クアップ作業後に再開します。

●掲示板デーモンは停止します。稼働中バックアップ作業中は掲示板に登録した記事お
よび削除した記事が反映されません。

●ユーザが電子アドレス帳の自分の電話番号等を変更する場合，サーバの種類と状態に
よって，次のような結果になります。

●バックアップ取得コマンド起動中は，次のような現象が発生します。

サーバの状態とユーザの行為 結果

マスタ管理サーバの稼働中バックアップ作業中に，マスタ管
理サーバをホームサーバとするユーザが電話番号を変更しよ
うとしました。

変更できません。

マスタ管理サーバの稼働中バックアップ作業中に，アドレス
サーバをホームサーバとするユーザが電話番号を変更しよう
としました。

変更できません。

アドレスサーバの稼働中バックアップ作業中に，アドレス
サーバをホームサーバとするユーザが電話番号を変更しよう
としました。

変更できますが，マスタ管理サーバか
らアドレスサーバへのレプリケーショ
ンができないため反映されません。レ
プリケーションをするためには，稼働
中バックアップ終了後に，登録情報の
整合性の確保が必要です。
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（2） バックアップのタイミング

Mail Serverの情報は，次に示すタイミングの状態でバックアップされ，リストア時にそ
のまま復元されます。

• マスタ掲示板およびレプリカ掲示板の記事は，稼働中バックアップで取得した状態
（バックアップ準備コマンド実行開始時点までは保証します）
• メールは，稼働中バックアップで取得した状態（ユーザごとで取得のタイミングが異
なりますが，バックアップ準備コマンド実行開始時点までは保証します。これは，リ
ストア時にバックアップ準備コマンド実行開始時点に戻るという意味ではありません。
バックアップ準備コマンド実行開始時点からユーザのデータがバックアップされるま
でに，ユーザが実行した操作は有効になります。例えば，次に示すように，ユーザの
メールデータは，それぞれのユーザのメールデータのバックアップが終了した時点ま
で有効です。）

現象 理由

ユーザがクライアントの操作をしたときに，バックアップ取
得コマンドがそのユーザの情報を取得していると，情報の取
得が完了するかまたはタイムアウトになるまで，ユーザの操
作は終了しません。

バックアップ用閉塞が掛かっているた
めです。

バックアップ取得コマンドがユーザのメール情報を取得して
いるときに，そのユーザあてのメールが到着すると，メール
はメールボックスに格納されないで，エラーとして送信者に
報告される場合があります。

バックアップ用閉塞が掛かっているこ
とが原因で，メールがメールボックス
に格納されることができないで，タイ
ムアウトが発生したためです。
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（3） 稼働中バックアップの手順

稼働中バックアップの作業手順を次に示します。

ADpreBK，ADstrBK，MLgetBKおよび ADstpBKの各コマンドについては，「付録 F.6 
コマンドリファレンス」を参照してください。

1. バックアップするサーバ上で，バックアップ準備コマンド (ADpreBK)を実行します。

2. バックアップするサーバ上で，バックアップ開始コマンド (ADstrBK)を実行します。

3. バックアップするサーバ上で，バックアップ取得コマンド（メール用）(MLgetBK)を
実行します。
稼働中バックアップが実行されます。

4. バックアップするサーバ上で，バックアップ終了コマンド (ADstpBK)を実行します。

5. 稼働中バックアップ作業中（手順 1～ 4の間）にユーザ情報が変更されている可能性
がありますので，運転席の名前データベースウィンドウで「整合性の確保」を実行す
るか，または nxsrrxコマンドを -rオプションを付けて実行します。

6. 必要であれば，バックアップデータを二次媒体にコピーします。

（4） バックアップ中にエラーが発生したときの対処

稼働中バックアップ作業時にエラーが発生した場合の作業手順を次に示します。

（a）バックアップ準備コマンドでエラーが発生した場合

1. バックアップ終了コマンドを実行します。

2. ログの内容を解析し，障害を取り除きます。

3. 稼働中バックアップ作業を最初からやり直します。

（b）バックアップ開始コマンドでエラーが発生した場合

1. バックアップ終了コマンドを実行します。

2. ログの内容を解析し，障害を取り除きます。

3. 稼働中バックアップ作業を最初からやり直します。

（c）バックアップ取得コマンド（メール）でエラーが発生した場合

1. ログの内容を解析し，障害を取り除きます。

2. バックアップ取得コマンド（メール）を再実行します。

3. バックアップ終了コマンドを実行します。

（d）バックアップ終了コマンドでエラーが発生した場合

1. ログの内容を解析し，障害を取り除きます。

2. バックアップ終了コマンドを実行します。
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（e）バックアップ準備コマンド開始時点からバックアップ終了コマンド完了時点までに
マシンダウンなどで中断された場合

1. バックアップ終了コマンドを実行します。

2. 稼働中バックアップ作業を最初からやり直します。

！！！！ 注意事項

ここで示すのは，稼働中バックアップの状態を戻す方法です。システムダウンによるそのほ
かの障害は，別に取り除いてください。

（5） ワーク領域の見積もり

ADpreBKコマンドの -tオプションで指定するディレクトリの容量を見積もる計算式を
次に示します。

　

ワーク領域容量＝α×β× 1[キロバイト ]

　

α：実行サーバにあるメールボックスの数

β：アドレスドメインにある掲示板（下位掲示板も含む）の数

（6） バックアップ先ディレクトリの見積もり

MLgetBKコマンドの -dオプションで指定するディレクトリの容量を見積もる計算式を
次に示します。

●メール
　
必要ディレクトリ容量＝ S×M×α
　
S：1メール当たりの平均サイズ
M：1メールボックス当たりの平均送受信メール数
α：実行サーバにあるメールボックスの数

●掲示板
　
必要ディレクトリ容量＝ B× Z＋α×β× 1[キロバイト ]
　
B：該当するサーバにある掲示板の全記事数
Z：記事一つ当たりの平均サイズ
α：実行サーバにあるメールボックスの数
β：アドレスドメインにある掲示板（下位掲示板も含む）の数
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（7） ログファイル出力先ディレクトリの見積もり

次に示す各コマンドの -mオプションで出力されるログサイズの見積もりを示します。

● ADpreBKコマンド
-mオプションで指定したファイルは自然増加ファイルです。1回の実行で最大 100[
バイト ]増加します。

● ADstrBKコマンド
-mオプションで指定したファイルは自然増加ファイルです。1回の実行で最大 100[
バイト ]増加します。

●MLgetBKコマンド

• メール
mlbkupmb.logファイルは自然増加ファイルです。1回の実行で最大 250[バイト ]増
加します。
メール用のログの必要容量を次に示します。
　
必要容量＝α× 5[キロバイト ]＋mlbkupmb.logファイルのサイズ
　
α：実行サーバにあるメールボックスの数
α× 5[キロバイト ]：mlbkupmb.logファイル以外のログの必要サイズ

• 掲示板
-mオプションで指定したファイルは自然増加ファイルです。1回の実行で最大 300[
バイト ]増加します。

● ADstpBKコマンド
-mオプションで指定したファイルは自然増加ファイルです。1回の実行に最大 300[
バイト ]増加します。

●MLputBKコマンド

• メール
mlresmb.log，mlclrmb.logおよびmlclrmb.lstの各ファイルは自然増加ファイルで
す。1回の実行で，3ファイル合計して最大α× 400[バイト ]増加します（αは実
行サーバにあるメールボックスの数です）。
メール用のログの必要容量を次に示します。
　
必要容量＝α× 2[キロバイト ]＋三つの増加ファイル合計サイズ
　
α：実行サーバにあるメールボックスの数
α× 2[キロバイト ]：三つの増加ファイル以外のログの必要サイズ

• 掲示板
-mオプションで指定したファイルは自然増加ファイルです。1回の実行で最大 300[
バイト ]増加します。
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（8） 稼働中バックアップ作業時間の見積もり

稼働中バックアップを実行する場合の作業時間の見積もりを次に示します。

なお，ここに示す見積もり値はおおよその目安ですので，ユーザの運用によっては値が
変わることがあります。

「付録 F.4 コマンド実行時間の見積もり」も参照してください。

F.2　リストア
稼働中バックアップを取得しているときの，バックアップおよび稼働中バックアップか
らのリストアについて説明します。

ここで説明するリストアを実行するには，「15 バックアップとリストア」および「付録
F.1 バックアップ」で説明している方法でバックアップおよび稼働中バックアップを取得
していることが前提になります。

（1） リストア時の注意事項

ここでは，稼働中バックアップで取得したデータをリストアするときにだけ必要になる
注意事項を説明します。リストア時一般の注意事項については，「15.3 リストア」を参照
してください。

●稼働中バックアップでは，Mail Serverの一部のデータしかバックアップしていませ
ん。そのため，サーバがクラッシュしたときなどでリストアする必要が発生したとき
は，まずバックアップデータをリストアして Address ServerおよびMail Serverの全
データを回復させた後，稼働中バックアップデータをリストアしてください。

●掲示板の記事については，稼働中バックアップ作業に入る直前までをバックアップの

作業名 見積もり説明

バックアップ準備コマンド
(ADpreBK)の実行

5分以内です。

バックアップ開始コマンド
(ADstrBK)の実行

1分以内です。

バックアップ取得コマンド
(MLgetBK)の実行

実行時間＝ B× 0.3[秒 ]＋α×β× 0.1[秒 ]＋α×M× K
（ただし，記事，メールの平均サイズは 1キロバイト未満とします）
　
α：実行サーバにあるメールボックスの数
β：アドレスドメインにある掲示板（下位掲示板も含む）の数
M：1メールボックス当たりの平均送受信メール数
B：該当するサーバにある掲示板の全記事数
K：gmpublicinfoファイルでMLGETBK_SAVE_OPTION=Nを設
定しない場合は 0.4[秒 ]，設定した場合は 0.5[秒 ]

バックアップ終了コマンド
(ADstpBK)の実行

実行時間＝ P× 1[秒 ]
P：稼働中バックアップ作業中の利用ユーザ数
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対象とし，稼働中バックアップ作業中は保証しません。リストア後は，運転席から掲
示板の整合性確保などを実施してください。

●メールについては，ユーザごとに順番にバックアップされますので，バックアップの
タイミングがユーザによって異なります。そのため，リストア後は，マルチサーバ構
成でない場合でも次に示すような現象が発生します。

対応としては，リストア後は，稼働中バックアップ作業中に送受信されたメールを各
自再送してください。

（2） リストアの手順

バックアップデータおよび稼働中バックアップデータを利用したリストアの手順を次に
示します。

1. リストアするサーバ上の他 Groupmaxサーバをすべて停止します。

2. リストアするサーバ上のアドレスサービスを停止します。

3. リストアするサーバ上の Object Serverのサービスを停止します。

4. Address Serverおよび Mail Serverをアンインストールします※。

5. Address Serverおよび Mail Serverをインストールします。

6. Object Serverおよび他 Groupmaxサーバも必要に応じてインストールします。

7. リストアするサーバ上で Address_Mailセットアップを実行します。リストアする内
容と同じ内容を指定してください。

8. 最新のバックアップデータをリストア環境にコピーします。

9. リストアするサーバ上のアドレスサービスを起動します。

10.運転席でリストアサーバに対して「データ修復」を実行します。

現象 発生理由

ユーザ Aの送信一覧にはあるが，宛先である
ユーザ Bの受信一覧にはなく，永久にメール
が到達しません。

ユーザ Aのデータはメール送信後にバックアップされ
たが，ユーザ Bのデータはメール到着前にバックアッ
プされたためです。

ユーザ Aは確かに送信した覚えはあるのに送
信一覧にないが，宛先であるユーザ Bの受信
一覧にはあります。

ユーザ Aのデータはメール送信前にバックアップされ
たが，ユーザ Bのデータはメール到着後にバックアッ
プされたためです。

同じメールが二度届きました。 バックアップを取得した時点ではメール配信途中で
あったが，稼働中バックアップを取得した時点ではす
でにメールボックスに格納されていたためです。

Workflowなどサーバ用のメールボックスに格
納されていたメールがリストア時に削除され
ました。

リストア対象としていないためです。

バックアップ時に掲示板に反映されていない
記事が登録されない場合があります。

掲示板用のメールボックスは稼働中バックアップの対
象でないためです。
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11. nxsrepstatコマンドを実行し，レプリケーションが完了したことを確認します。

12.リストアするサーバ上のアドレスサービスを停止します。

13.リストアするサーバ上でバックアップ回復コマンド（メール用）を実行します。

14.リストアしたサーバ上のアドレスサービスとサーバを起動します。

15.掲示板の「整合性の確保」を実行します。

注※
アンインストールは，すべてのバックアップ対象ディレクトリをバックアップして
いる場合に実施してください。それ以外の場合は，アンインストールはしないで，
バックアップしたディレクトリだけクリアしてください。

マスタ管理サーバに対してリストアを実行した場合は，アドレス管理ドメイン内のすべ
てのアドレスサーバのバックアップを取得してください。バックアップ取得後は，
ジャーナルをクリアしてください。

（3） リストア作業時間の見積もり

バックアップデータおよび稼働中バックアップデータをリストアする場合の作業時間の
見積もりを次に示します。

なお，ここに示す見積もり値はおおよその目安ですので，ユーザの運用によっては値が
変わることがあります。

作業名 見積もり説明

アドレスサービスの停止 他 Groupmaxサーバの停止を含めて 5分程度です。

Object Serverの停止 1分程度です。

インストール 通常時のインストールと同じです。Address Server，Mail Serverのイン
ストールは 10分程度です。

バックアップデータのリス
トア

リストアデータのサイズと，バックアップ先からディスクへのコピー性
能に依存します。

セットアップ 5分程度です。

アドレスサービスの起動 5分程度です。

データ修復 前回のバックアップ以降に変更された登録情報の数に比例します。サー
バマシンおよび通信回線の性能にも依存しますが，通常 1人当たり 5秒
程度です。

アドレスサービスの停止 1分程度です。
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「付録 F.4 コマンド実行時間の見積もり」も参照してください。

F.3　サンプルバッチファイル
稼働中バックアップを実行する場合は，各コマンドのバッチファイルを作成して運用す
ると便利です。

バッチファイルのサンプルを次に示します。必要に応じて御利用ください。

　

@echo off
 
echo バックアップのための環境変数を設定します。
SET USERNAME=Administrator (注)Address Server及びMail Server
　　　　　　　　　　　　　　　インストール時のログオンIDを
　　　　　　　　　　　　　　　USERNAMEに設定してください。
　　　　　　　　　　　　　　　例として"Administrator"を
　　　　　　　　　　　　　　　設定しています。
 
SET USERDOMAIN=domain (注)USERNAMEに設定したユーザが所属する
　　　　　　　　　　　　　　　ドメイン名を指定してください。
　　　　　　　　　　　　　　　例として"domain"を設定しています。
 
echo 稼働中バックアップを開始します。
echo バックアップ準備コマンド[ADpreBK]を実行します。
rem Dドライブの¥mlbackupディレクトリ下のbfileファイルにメッセージを出力しま
す。
 
ADpreBK -m D:¥mlbackup¥bfile
if ERRORLEVEL 1 goto ERR_END
 
echo バックアップ開始コマンド[ADstrBK]を実行します。
rem Dドライブの¥mlbackupディレクトリ下のbfileファイルにメッセージを出力しま
す。
 
ADstrBK -m D:¥mlbackup¥bfile

バックアップ回復コマンド
(MLputBK)の実行

実行時間＝ B× 0.3[秒 ]＋α×β× 0.1[秒 ]＋α×M× K
(ただし，記事，メールの平均サイズは 1キロバイト未満とします）
　
α：実行サーバにあるメールボックスの数
β：アドレスドメインにある掲示板（下位掲示板も含む）の数
M：1メールボックス当たりの平均送受信メール数
B：該当するサーバにある掲示板の全記事数
K：gmpublicinfoファイルでMLGETBK_SAVE_OPTION=Nを設定し
ない場合は 1.6[秒 ]，設定した場合は 1.9[秒 ]

アドレスサービスとサーバ
の起動

他 Groupmaxサーバの起動を含めて 5分程度です。

記事の整合性確保 前回のバックアップ以降に変更された記事の数に比例します。サーバマ
シンおよび通信回線の性能にも依存しますが，通常 1記事当たり 30秒程
度です。

作業名 見積もり説明
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if ERRORLEVEL 1 goto ERR_END
 
echo バックアップ取得コマンド[MLgetBK]を実行します。
rem Dドライブの¥mlbackupディレクトリ下にバックアップデータを格納します。
rem Dドライブの¥mlbackupディレクトリ下のbfileファイルにメッセージを出力しま
す。
 
MLgetBK -d D:¥mlbackup -m D:¥mlbackup¥bfile
if ERRORLEVEL 1 goto ERR_END
 
echo バックアップ終了コマンド[ADstpBK]を実行します。
rem Dドライブの¥mlbackupディレクトリ下のbfileファイルにメッセージを出力しま
す。
 
ADstpBK -m D:¥mlbackup¥bfile
 
rem echo 二次媒体へコピーします。
rem 二次媒体へのコピー処理を記述してください。
rem call ADRcopy
goto END
 
:ERR_END
echo エラー終了。バックアップ終了コマンド[ADstpBK]を実行します。
rem Dドライブの¥mlbackupディレクトリ下のbfileファイルにメッセージを出力しま
す。
 
ADstpBK -m D:¥mlbackup¥bfile
 
:END
echo 稼働中バックアップが終了しました。
@echo on

　

なお，System Manager - TCP/IPのバックアップスケジュールに稼働中バックアップ用
バッチファイルを指定することで，バックアップ処理をスケジュールすることができま
す。なお，スケジュールする前に，次の注意事項を必ず守ってください。

System Manager - TCP/IPを使用したバックアップスケジュール操作時の注意事項
スケジュールを設定する前に，次の点について確認してください。
• バックアップ用バッチファイルをリモートドライブに置く場合は，Groupmax SM 

Backupサービスのログオンアカウントをリモートドライブにアクセスできるアカ
ウントに設定してからサービスを起動してください。設定しないとスケジュール
の設定および実行ができない場合があります。

• 作成したバックアップ用バッチファイルは，必ずコマンドラインで実行を確認し
てからスケジュールを設定してください。バックアップ用バッチファイルが不正
な動作をした場合，正常にスケジュールが監視されない場合があります。

• バックアップ用バッチファイルで画面入力待ちとなる処理は決して実行しないで
ください。バックグラウンドでスクリプトが実行されるため，画面入力待ちと
なった場合，スクリプトが終了しない状態となり，サーバマシンでのシステムリ
ブートが必要となります。

• スケジュールを設定する場合，コマンドラインとパラメタは必ずフルパスで指定
してください。
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バックアップスケジュールの詳細については，マニュアル「Groupmax System 
Manager - TCP/IP/System Agent - TCP/IP Version 6 システム管理者ガイド」（Windows
用）を参照してください。

F.4　コマンド実行時間の見積もり
表 F-1に示す条件で稼働中バックアップを実行した場合のコマンド実行時間の見積もり
の例を，表 F-2に示します。

表 F-1　作業環境の条件

表 F-2　稼働中バックアップのコマンド実行時間の例

なお，上記の条件では，MLgetBKコマンドとMLputBKコマンドの実行時間見積もり
式は次のようになります。

●MLgetBKコマンド
実行時間 [秒 ]＝α× 30
　

項目 条件

サーバ構成 シングルサーバ（マスタ管理サーバだけ）

サーバマシン CPU：Pentium 200メガヘルツ，2CPU搭載

OS Windows NT Server Version 4.0

掲示板数 100

掲示板記事数合計 160（記事はすべて本文だけでサイズは 1キロバイト）

前回からの変更記事数 80

個人メールボックス数 100

共用メールボックス数 10

1メールボックスのメール保
有数

送信メール 100通，受信メール 100通（メールはすべて本文のサイズ
が 1キロバイトで 50キロバイトの添付ファイルが一つあるとします。）

稼働中バックアップ作業中の
ログイン数

0

gmpublicinfoファイル MLGETBK_SAVE_OPTION=Nを設定しない

コマンド名 時間 [秒 ]

ADpreBKコマンド 120

ADstrBKコマンド 5

MLgetBKコマンド 3,300

ADstpBKコマンド 10

MLputBKコマンド 9,000
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α：実行サーバにあるメールボックスの数

●MLputBKコマンド
実行時間 [秒 ]＝α× 80＋ 200
　
α：実行サーバにあるメールボックスの数

作業時間の関係から，稼働中バックアップで運用できる 1サーバ当たりのメールボック
ス数は，300までとなります。

F.5　運用例
バックアップおよび稼働中バックアップの運用例を示します。運用に適したバックアッ
プ方法を選択してください。

（1） バックアップ及び稼働中バックアップの定期的な実行

バックアップを長い間隔で定期的に（例えば毎週日曜日），稼働中バックアップを短い間
隔で定期的に（例えば毎週月～土曜日の深夜）実行します。この方法の場合，ユーザが
Address Server，Mail Serverのサービスを利用できない時間の回数を減らすことができ
ます。ただし，稼働中バックアップではMail Serverの一部のデータしかバックアップ
できないため，必ずバックアップと稼働中バックアップを組み合わせて運用してくださ
い。

この方法のバックアップのインターバルの例を次に示します。

上記のインターバル例の月～土曜日での 1日の運用モデル例を次に示します。

なお，稼働中バックアップ作業中は，クライアントから見た各操作の応答性能が約 2分
の 1に劣化します。したがって，利用者が少ない時間帯に稼働中バックアップを実行し
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てください。

F.6　コマンドリファレンス
稼働中バックアップおよびリストアで使用するコマンドを説明します。

ここでは次のコマンドを説明します。

ADmodBK
サーバが通常の状態か，稼働中バックアップ作業中の状態かを確認する。

ADpreBK
サーバを稼働中バックアップの状態に変更する。

ADstpBK
サーバを稼働中バックアップの状態から通常の状態に戻す。

ADstrBK
稼働中バックアップのコマンドを実行できる状態にする。

MLgetBK
稼働中バックアップを実行する。

MLputBK
稼働中バックアップで取得したデータをリストアする。

（1） ADmodBK

このコマンドは，現在のサーバの状態が，通常モードなのかバックアップ取得モードな
のかを確認できるコマンドです。このコマンドの格納場所は <Windows NTインストー
ルドライブ >¥Winnt¥Hitachiです。

（a）構文

ADmodBK [-v] [-h]

（b）引数とオプション

-v
メッセージを標準エラー出力に表示する場合に指定します。

-h
ヘルプを標準エラー出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した
場合はほかのオプションは無視され，ヘルプだけが表示されます。

（c）機能説明

このコマンドは，基本的にエラーになることはありません。
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（d）戻り値

0
通常モードです。

1
バックアップ取得モードです。

20
パラメタが不正です。正しいパラメタを指定して再実行してください。

255
エラーが発生しました。メッセージの内容を参照し障害を解消後，再実行してくだ
さい。

（e）メッセージ

YYYY/MM/DD hh:mm:ss 通常モードです。

要因
現在の状態は通常モードです。

対処
コマンドは正常に終了しているため，必要ありません。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップモードです。

要因
現在の状態はバックアップ取得モードです。

対処
コマンドは正常に終了しているため，必要ありません。

（2） ADpreBK

このコマンドは，Address Server，Mail Serverを稼働中バックアップ作業中に変更しま
す。このコマンドを開始した時点からが稼働中バックアップ作業中です。このコマンド
の格納場所は <Windows NTインストールドライブ >¥Winnt¥Hitachiです。このコマン
ドを実行する前に次の条件を満たしているか確認してください。

●通常状態である（稼働中バックアップ中でない）。

（a）構文

ADpreBK -m ファイル名 [-t ディレクトリ名 ] [-v] [-h]

（b）引数とオプション

-m ファイル名
メッセージを出力するファイルを指定します。このオプションは必ず指定します。
すでにファイルがある場合は，ファイルの最後から追加書き込みします。256文字
以内の完全パスで指定してください。ただし，ADpreBKコマンドの -tオプション
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で指定する一時待避用テンポラリディレクトリ上のファイルは指定しないでくださ
い。

-t ディレクトリ名
バックアップ取得中に使用する一時待避用テンポラリディレクトリを指定します。
バックアップ中の変更データを格納しますので，ディスク容量が十分なディレクト
リを指定してください。省略した場合は，<インストール先ディレクトリ >¥backup
が仮定されます（ない場合は作成されます）。

-v
メッセージを標準エラー出力に表示する場合に指定します。

-h
ヘルプを標準エラー出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した
場合はほかのオプションは無視され，ヘルプだけが表示されます。

（c）機能説明

このコマンドが異常終了した場合は，基本的に稼働中バックアップ作業中になります。
ADstpBKコマンドを実行して通常状態に戻してください。コマンド実行時にオプション
指定で誤りがある場合は，Usageが表示されます。

（d）戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
バックアップ取得モードにすることができません。-mオプションで指定したメッ
セージ出力ファイルにエラーの詳細を出力します。メッセージ出力ファイルの内容
を参照し障害を解消後，通常状態に戻してから再実行してください。

10
すでにバックアップ取得モードです。ADstpBKコマンドを使用して，通常モードに
してください。

20
パラメタの指定が不正です。正しいパラメタを指定して再実行してください。

30
メッセージの出力先でエラーが発生しました。メッセージファイルを確認後，再実
行してください。

99
タイムアウトが発生しました。メッセージ出力ファイルの内容を参照し障害を解消
後，通常状態に戻してから再実行してください。

255
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エラーが発生しました。-mオプションで指定したメッセージ出力ファイルにエラー
の詳細を出力します。メッセージ出力ファイルの内容を参照し障害を解消後，通常
モードに戻してから再実行してください。

（e）メッセージ

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ準備コマンドを完了しました。

要因
このコマンドが正常に終了しました。

対処
正常終了のため必要ありません。ADstrBKコマンドを実行できます。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss既にバックアップ取得中です。

要因
すでに稼働中バックアップ作業中です。

対処
ADstpBKコマンドを使用して，通常モードにしてください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ準備状態に変更できません。(s)（n）

要因
バックアップ取得モードにすることができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，ADstpBK
コマンドを使用して，通常モードに戻してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss タイムアウトのためバックアップ準備に失敗しました。

要因
タイムアウトが発生しました。

対処
ADstpBKコマンドを使用して，通常モードに戻してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ準備コマンドでエラーが発生しました。(s)（n）

要因
バックアップ取得モードにすることができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，ADstpBK
コマンドを使用して，通常モードに戻してください。

（3） ADstpBK

このコマンドは，Address Server，Mail Serverを稼働中バックアップ作業中から通常状
態に戻します。このコマンドの格納場所は <Windows NTインストールドライブ
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>¥Winnt¥Hitachiです。このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているか確認し
てください。

●バックアップ取得モードである。

（a）構文

ADstpBK -m ファイル名 [-v] [-h]

（b）引数とオプション

-m ファイル名
メッセージを出力するファイルを指定します。このオプションは必ず指定します。
すでにファイルがある場合は，ファイルの最後から追加書き込みします。256文字
以内の完全パスで指定してください。ただし，ADpreBKコマンドの -tオプション
で指定する一時待避用テンポラリディレクトリ上のファイルは指定しないでくださ
い。

-v
メッセージを標準エラー出力に表示する場合に指定します。

-h
ヘルプを標準エラー出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した
場合はほかのオプションは無視され，ヘルプだけが表示されます。

（c）機能説明

このコマンドは，バックアップ取得モードでだけ実行してください。このコマンドが異
常終了した場合は，基本的にバックアップ取得モードになります。このコマンドを再実
行して通常状態に戻してください。コマンド実行時にオプション指定で誤りがある場合
は，Usageが表示されます。

（d）戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
通常モードにすることができません。-mオプションで指定したメッセージ出力ファ
イルにエラーの詳細を出力します。メッセージ出力ファイルの内容を参照し障害を
解消後，再実行してください。

13
メールボックスのロック解除を開始できません。メッセージ出力ファイルの内容を
参照し障害を解消後，再実行してください。

14
メールボックスのロック解除でエラーが発生しました。メッセージ出力ファイルの
内容を参照し障害を解消後，再実行してください。
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20
パラメタの指定が不正です。正しいパラメタを指定して再実行してください。

30
メッセージの出力先でエラーが発生しました。メッセージファイルを確認後，再実
行してください。

255
エラーが発生しました。-mオプションで指定したメッセージ出力ファイルにエラー
の詳細を出力します。メッセージ出力ファイルの内容を参照し障害を解消後，再実
行してください。

（e）メッセージ

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ終了コマンドを完了しました。

要因
このコマンドが正常に終了しました。

対処
正常終了のため必要ありません。通常モードになりました。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ終了処理中状態に変更できません。(s)（n）

要因
通常モードにすることができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，ADstpBK
コマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ終了状態に変更できません。（n）

要因
通常状態にすることができません。

対処
詳細コード nを参照し，対処してください。障害解消後は，ADstpBKコマン
ドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss メールボックスのロック解除の開始に失敗しました。(s)(n)

要因
通常状態にすることができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，ADstpBK
コマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss メールボックスのロック解除で異常が発生しました。(n)

要因
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通常状態にすることができません。

対処
詳細コード nを参照し，対処してください。障害解消後は，ADstpBKコマン
ドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ終了コマンドでエラーが発生しました。(s)（n）

要因
通常状態にすることができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，ADstpBK
コマンドを再実行してください。

（4） ADstrBK

このコマンドは，Address Server，Mail ServerをMLgetBKコマンドを実行できる状
態，またはバックアップツールを実行できる状態にします。このコマンドの格納場所は
<Windows NTインストールドライブ >¥Winnt¥Hitachiです。このコマンドを実行する
前に次の条件を満たしているか確認してください。

●バックアップ取得モードである。

（a）構文

ADstrBK -m ファイル名 [-v] [-h]

（b）引数とオプション

-m ファイル名
メッセージを出力するファイルを指定します。このオプションは必ず指定します。
すでにファイルがある場合は，ファイルの最後から追加書き込みします。256文字
以内の完全パスで指定してください。ただし，ADpreBKコマンドの -tオプション
で指定する一時待避用テンポラリディレクトリ上のファイルは指定しないでくださ
い。

-v
メッセージを標準エラー出力に表示する場合に指定します。

-h
ヘルプを標準エラー出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した
場合はほかのオプションは無視され，ヘルプだけが表示されます。

（c）機能説明

このコマンドは，バックアップ取得モードでだけ実行してください。このコマンドが異
常終了した場合は，基本的にバックアップ取得モードになります。ADstpBKコマンドを
実行して通常モードに戻してください。コマンド実行時にオプション指定で誤りがある
場合は，Usageが表示されます。
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（d）戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

1
MLgetBKコマンドの実行およびファイルをコピーできる状態にすることができませ
ん。-mオプションで指定したメッセージ出力ファイルにエラーの詳細を出力しま
す。メッセージ出力ファイルの内容を参照し障害を解消後，通常状態に戻してから
再実行してください。

10
バックアップ取得モードではありません。ADpreBKコマンドを実行してから，再実
行してください。

20
パラメタの指定が不正です。正しいパラメタを指定して再実行してください。

30
メッセージの出力先でエラーが発生しました。メッセージファイルを確認後，再実
行してください。

255
エラーが発生しました。-mオプションで指定したメッセージ出力ファイルにエラー
の詳細を出力します。メッセージ出力ファイルの内容を参照し障害を解消後，通常
状態に戻してから再実行してください。

（e）メッセージ

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ開始コマンドを完了しました。

要因
このコマンドが正常に終了しました。

対処
正常終了のため必要ありません。MLgetBKコマンドを実行できます。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ開始状態に変更できません。(s)（n）

要因
MLgetBKコマンドを実行できるようにすることができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，ADstpBK
コマンドを実行して，通常モードに戻してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ準備状態になっていません。

要因
ADpreBKコマンドを実行していません。
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対処
ADpreBKコマンドを実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ開始コマンドでエラーが発生しました。(s)（n）

要因
MLgetBKコマンドを実行できるようにすることができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，ADstpBK
コマンドを実行して，通常モードに戻してください。

（5） MLgetBK

このコマンドは，Mail Serverの稼働中バックアップデータを取得します。このコマンド
の格納場所は <Windows NTインストールドライブ >¥Winnt¥Hitachiです。このコマン
ドを実行する前に次の条件を満たしているか確認してください。

● Object Serverが起動中です。

（a）構文

MLgetBK -d ディレクトリ名 -m ファイル名 [-v] [-o ファイル名 ] [-w] [-h]

（b）引数とオプション

-d ディレクトリ名
バックアップデータを格納するディレクトリを指定します。256文字以内の完全パ
スで指定してください。基本的にはインストール先ディレクトリとは別のファイル
システムを指定してください。

-m ファイル名
メッセージを出力するファイルを指定します。このオプションは必ず指定します。
すでにファイルがある場合は，ファイルの最後から追加書き込みします。256文字
以内の完全パスで指定してください。ただし，ADpreBKコマンドの -tオプション
で指定する一時待避用テンポラリディレクトリ上のファイルは指定しないでくださ
い。
また，このオプションで指定したファイルと同じディレクトリに次に示すログファ
イルが作成されます。
mlbkupmb.log，gmaxexp.log，gmaxchk.log，save_mb.log， save_mb.lst。

-v
メッセージを標準エラー出力および標準出力に表示する場合に指定します。

-o ファイル名
結果をファイルに出力する場合に指定します。指定したファイル名を利用して，
ファイル名 .bb（掲示板用）とファイル名 .mb（メール用）にそれぞれのメッセージ
を出力します。すでにファイルがある場合は，ファイルの最後から追加書き込みし
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ます。250文字以内で指定してください。

-w
結果を標準出力に表示する場合に指定します。

-h
ヘルプを標準エラー出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した
場合はほかのオプションは無視され，ヘルプだけが表示されます。

（c）機能説明

このコマンドが異常終了した場合は，基本的に稼働中バックアップ作業中になります。
このコマンドを再実行してください。コマンド実行時にオプション指定で誤りがある場
合は，Usageが表示されます。

（d）戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

10
メッセージの出力先でエラーが発生しました。メッセージファイルを確認後，再実
行してください。

11
結果の出力先でエラーが発生しました。結果ファイルを確認後，再実行してくださ
い。

12
バックアップ格納先でエラーが発生しました。バックアップ格納先を確認後，再実
行してください。

13
メールボックスのバックアップを開始することができません。メッセージを確認し
障害解消後，再実行してください。

14
メールボックスのバックアップ中にエラーが発生しました。メッセージを確認し障
害解消後，再実行してください。

20
パラメタの指定が不正です。正しいパラメタを指定して再実行してください。

33
Object Serverが起動されていません。Object Serverを起動してから再実行してく
ださい。

255
エラーが発生しました。-mオプションで指定したメッセージ出力ファイルにエラー
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の詳細を出力します。メッセージ出力ファイルの内容を参照し障害を解消後，再実
行してください。

（e）メッセージ

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップコマンドが完了しました。

要因
このコマンドが正常に終了しました。

対処
正常終了のため必要ありません。ADstpBKコマンドを実行できます。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss メッセージの出力先で入出力エラーが発生しました。（n）

要因
メッセージの出力先でエラーが発生しました。

対処
詳細コード nを参照し，対処してください。障害解消後は，MLgetBKコマン
ドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss 結果の出力先で入出力エラーが発生しました。（n）

要因
結果の出力先でエラーが発生しました。

対処
詳細コード nを参照し，対処してください。障害解消後は，MLgetBKコマン
ドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ先ディレクトリ (d)で入出力エラーが発生しまし
た。(s)（n）

要因
バックアップ先ディレクトリ dでエラーが発生しました。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，MLgetBK
コマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ssメールボックスのバックアップの開始に失敗しました。(s)
（n）

要因
メールボックスのバックアップを開始することができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，MLgetBK
コマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ssメールボックスのバックアップで異常が発生しました。(s)
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（n）

要因
メールボックスのバックアップ中にエラーが発生しました。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，MLgetBK
コマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss データベースが未起動です。(n)

要因
Object Serverが起動されていません。

対処
Object Serverを起動してから再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップコマンドでエラーが発生しました。(s)（n）

要因
バックアップを取得することができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，MLgetBK
コマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss gmaxexpでエラーが発生しました（出力ファイル名＝
ＦＩＬＥ）。

ログ情報 (XXXgmaxexp.log)を元にエラーの原因を特定してください（戻り値＝Ｙ）。

要因
gmaxexpユティリティでエラーが発生しました。FILEには出力ファイル名の
絶対パスが，XXXgmaxexp.logにはログ情報のファイル名が，Yには戻り値が
表示されます。

対処
ログ情報のエラーコードを参照し，対処してください。障害回復後は
MLgetBKコマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss gmaxchkでエラーが発生しました（チェックファイル名＝
ＦＩＬＥ）。

ログ情報 (XXXgmaxchk.log)を元にエラーの原因を特定してください（戻り値＝Ｙ）。

要因
gmaxchkユティリティでエラーが発生しました。FILEには出力ファイル名の
絶対パスが，XXXgmaxchk.logにはログ情報のファイル名が，Yには戻り値が
表示されます。

対処
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ログ情報のエラーコードを参照し，対処してください。障害回復後は
MLgetBKコマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss SAVE_MBでエラーが発生しました（ファイル名＝
ＦＩＬＥ）。

ログ情報（XXXsave_mb.log,save_mb.lst）を元にエラーの原因を特定してください（戻
り値＝Ｙ）。

要因
SAVE_MBユティリティでエラーが発生しました。FILEには一括登録ファイ
ルの絶対パスが，XXXsave_mb.log,save_mb.lstにはログ情報のファイル名が，
Yには戻り値が表示されます。

対処
ログ情報のエラーコードを参照し，対処してください。障害回復後は
MLgetBKコマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss mlbkupmbでエラーが発生しました（ログファイル＝
ＦＩＬＥ）。

【付加情報】：ＸＸＸ

要因
mlbkupmbユティリティでエラーが発生しました。 FILEにはログファイルの絶
対パスが表示されます。XXXには付加情報が表示されます。

対処
付加情報を参照し，対処してください。障害回復後はMLgetBKコマンドを再
実行してください。

付加情報

コマンドパラメタに誤りがあります。

対処
正しいコマンドパラメタを指定してMLgetBKコマンドを再実行してください。

データの退避先に誤りがあります。

対処
-dオプションで指定したディレクトリを確認してください。確認後は
MLgetBKコマンドを再実行してください。

実行権限がありません。

対処
システム管理者でMLgetBKコマンドを再実行してください。

データベースへの接続に失敗しました。

対処
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Object Serverを起動してからMLgetBKコマンドを再実行してください。

ファイルのアクセスに失敗しました。

対処
-dオプションで指定したディレクトリとログ情報出力先に書き込み権限を与え，
ディスク容量が十分あることを確認の上，MLgetBKコマンドを再実行してく
ださい。

メモリ不足により処理を中断します。

対処
十分なメモリを確保後，MLgetBKコマンドを再実行してください。

システムエラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

（f） 結果

●掲示板用ファイル（*.bb）

*** YYYY/MM/DD hh:mm:ss MLgetBK(start) ***

内容
MLgetBKコマンドが実行されたことを示します。

*** YYYY/MM/DD hh:mm:ss <readmng file> ***

内容
readmngファイルのコピーを開始することを示します。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss 識別子 ID

内容
識別子：Uの場合はユーザ，Oの場合は組織を示します。
ID：ユーザ IDまたは組織 IDを示します。

*** YYYY/MM/DD hh:mm:ss <article file> ***

内容
記事のコピーを開始することを示します。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss ID NO SUBJECT

内容
ID：掲示板 IDを示します。
NO：記事 IDを示します。
SUBJECT：記事の主題を示します。

*** YYYY/MM/DD hh:mm:ss MLgetBK(end) ***

内容
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MLgetBKコマンドが終了したことを示します。

●メール用ファイル（*.mb）

表示
*DATE XXXXXXXX
*HOST YYYY
*OPT  ZZZZZ
 No   ID                ホスト名            判定(コメント)

内容
処理結果のヘッダ行です。XXXXXXXXは実行日付，YYYYは実行サーバのホ
スト名，ZZZZZはオプション指定内容（ユーザは特に意識する必要はありませ
ん）です。

表示
シーケンス番号 組織ID又はユーザID       ホスト名          結果

内容
処理した結果を表すレコードです。シーケンス番号は処理の通番，組織 IDまた
はユーザ IDは処理した対象の ID，ホスト名は実行サーバのホスト名，結果は
処理結果を文章にしたものです。

表示
----/----------------/---------------------------------/
-----------------------------------------------

内容
処理した結果を表すレコードの前後につける目印です。

（6） MLputBK

このコマンドは，MLgetBKコマンドで取得したデータを正しい形でリストアします。こ
のコマンドの格納場所は <Windows NTインストールドライブ >¥Winnt¥Hitachiです。
このコマンドを実行する前に次の条件を満たしているか確認してください。

● Object Serverが起動中である。

●アドレスサービスは停止中である。

（a）構文

MLputBK -d ディレクトリ名 -m ファイル名 [-v] [-o ファイル名 ] [-w] [-h]

（b）引数とオプション

-d ディレクトリ名
リストアするデータが格納されているディレクトリを指定します。256文字以内の
完全パスで指定してください。

-m ファイル名
メッセージを出力するファイルを指定します。このオプションは必ず指定します。
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すでにファイルがある場合は，ファイルの最後から追加書き込みします。256文字
以内の完全パスで指定してください。ただし，ADpreBKコマンドの -tオプション
で指定する一時待避用テンポラリディレクトリ上のファイルは指定しないでくださ
い。
また，このオプションで指定したファイルと同じディレクトリに，次に示すログ
ファイルが作成されます。
mlresmb.log，load_mb.log，load_mb.lst，mlclrmb.log，mlclrmb.lst。

-v
メッセージを標準エラー出力および標準出力に表示する場合に指定します。

-o ファイル名
結果をファイルに出力する場合に指定します。指定したファイル名を利用して，
ファイル名 .bb（掲示板用）とファイル名 .mb（メール用）にそれぞれのメッセージ
を出力します。すでにファイルがある場合は，ファイルの最後から追加書き込みし
ます。250文字以内で指定してください。

-w
結果を標準出力に表示する場合に指定します。

-h
ヘルプを標準エラー出力に表示する場合に指定します。このオプションを指定した
場合はほかのオプションは無視され，ヘルプだけが表示されます。

（c）機能説明

このコマンドは，異常終了した場合は再実行してください。

（d）戻り値

0
コマンドが正常に終了しました。

10
メッセージの出力先でエラーが発生しました。メッセージファイルを確認後，再実
行してください。

11
結果の出力先でエラーが発生しました。結果ファイルを確認後，再実行してくださ
い。

12
バックアップ格納先でエラーが発生しました。バックアップ格納先を確認後，再実
行してください。

13
メールボックスのリストアを開始することができません。メッセージを確認し障害
解消後，再実行してください。
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14
メールボックスのリストア中にエラーが発生しました。メッセージを確認し障害解
消後，再実行してください。

20
パラメタの指定が不正です。正しいパラメタを指定して再実行してください。

33
Object Serverが起動されていません。Object Serverを起動してから再実行してく
ださい。

44
アドレスサービスが起動中です。アドレスサービスを停止して再実行してください。

255
エラーが発生しました。-mオプションで指定したメッセージ出力ファイルにエラー
の詳細を出力します。メッセージ出力ファイルの内容を参照し障害を解消後，再実
行してください。

（e）メッセージ

YYYY/MM/DD hh:mm:ss リストアコマンドが完了しました。

要因
このコマンドが正常に終了しました。

対処
正常終了のため必要ありません。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss メッセージの出力先で入出力エラーが発生しました。（n）

要因
メッセージの出力先でエラーが発生しました。

対処
詳細コード nを参照し，対処してください。障害解消後は，MLputBKコマン
ドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss 結果の出力先で入出力エラーが発生しました。（n）

要因
結果の出力先でエラーが発生しました。

対処
詳細コード nを参照し，対処してください。障害解消後は，MLputBKコマン
ドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss バックアップ先ディレクトリ (d)で入出力エラーが発生しまし
た。(s)（n）

要因
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バックアップ先ディレクトリ dでエラーが発生しました。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，
MLputBKコマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ssメールボックスのリストアの開始に失敗しました。(s)（n）

要因
メールボックスのリストアを開始することができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，
MLputBKコマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ssメールボックスのリストアで異常が発生しました。(s)（n）

要因
メールボックスのリストア中にエラーが発生しました。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，
MLputBKコマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss データベースが未起動です。

要因
Object Serverが起動されていません。

対処
Object Serverを起動してから再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss Address Serverが動作中です。

要因
アドレスサービスが起動中です。

対処
アドレスサービスを停止してから再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss リストアコマンドでエラーが発生しました。(s)（n）

要因
リストアすることができません。

対処
詳細コード sまたは nを参照し，対処してください。障害解消後は，
MLputBKコマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss LOAD_MBでエラーが発生しました（ファイル名＝
ＦＩＬＥ）。
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ログ情報（XXXload_mb.log,load_mb.lst）を元にエラーの原因を特定してください（戻
り値＝ Y）。

要因
LOAD_MBユティリティでエラーが発生しました。FILEには一括登録ファイ
ルの絶対パスが，XXXload_mb.log,load_mb.lstにはログ情報のファイル名が，
Yには戻り値が表示されます。

対処
ログ情報のエラーコードを参照し，対処してください。障害回復後は
MLputBKコマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss mlclrmbでエラーが発生しました。

ログ情報（XXXmlclrmb.log）を元にエラーの原因を特定してください（戻り値＝Ｙ）。

要因
mlclrmb ユティリティでエラーが発生しました。XXXmlclrmb.logにはログ情
報のファイル名が，Yには戻り値が表示されます。

対処
ログ情報のエラーコードを参照し，対処してください。障害回復後は
MLputBKコマンドを再実行してください。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss mlresmbでエラーが発生しました（ログファイル＝
ＦＩＬＥ）。

【付加情報】：ＸＸＸ

要因
mlresmbユティリティでエラーが発生しました。 FILEにはログファイルの絶対
パスが表示されます。XXXには付加情報が表示されます。

対処
付加情報を参照し，対処してください。障害回復後はMLputBKコマンドを再
実行してください。

付加情報

停止要求を受けました。

対処
MLputBKコマンドを再実行してください。

パラメタに誤りがあります。

対処
正しいコマンドパラメタでMLputBKコマンドを再実行してください。

退避先ディレクトリ下に on_bkup.csvがありません。

対処
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-dオプションに正しい退避先を指定して，MLputBKコマンドを再実行してく
ださい。

実行権限がありません。

対処
システム管理者でMLputBKコマンドを再実行してください。

データベースへの接続に失敗しました。

対処
Object Serverを起動してから，MLputBKコマンドを再実行してください。

ファイルのアクセスに失敗しました。

対処
-dオプションで指定したディレクトリとログ情報出力先に書き込み権限を与え，
ディスク容量が十分あることを確認の上，MLputBKコマンドを再実行してく
ださい。

メモリ不足により処理を中断します。

対処
十分なメモリを確保後，MLputBKコマンドを再実行してください。

システムエラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

（f） 結果

●掲示板用ファイル（*.bb）

*** YYYY/MM/DD hh:mm:ss MLputBK(start) ***

内容
MLputBKコマンドが実行されたことを示します。

*** YYYY/MM/DD hh:mm:ss <readmng file> ***

内容
readmngファイルのコピーを開始することを示します。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss 結果 識別子 ID1 ID2

内容
結果：Rの場合リストアしたことを示します。Dの場合リストアすべきでない
と判断し，リストアしなかったことを示します。
識別子：Uの場合はユーザ，Oの場合は組織を示します。
ID1：ユーザ IDまたは組織 IDを示します。
ID2：掲示板 IDを示します。

*** YYYY/MM/DD hh:mm:ss <article file> ***
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内容
記事のコピーを開始することを示します。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss 結果 ID NO SUBJECT

内容
結果：Rの場合リストアしたことを示します。Dの場合リストアすべきでない
と判断し，リストアしなかったことを示します。
ID：掲示板 IDを示します。
NO：記事 IDを示します。
SUBJECT：記事の主題を示します。

*** YYYY/MM/DD hh:mm:ss MLputBK(end) ***

内容
MLputBKコマンドが終了したことを示します。

●メール用ファイル（*.mb）

表示
*DATE XXXXXXXX
*HOST YYYY
*OPT  ZZZZZ
 No   ID                         判定(コメント)

内容
処理結果のヘッダ行です。XXXXXXXXは実行日付，YYYYは実行サーバのホ
スト名，ZZZZZはオプション指定内容（ユーザは特に意識する必要はありませ
ん）です。

表示
シーケンス番号 組織ID又はユーザID          結果

内容
処理した結果を表すレコードです。シーケンス番号は処理の通番，組織 IDまた
はユーザ IDは処理した対象の ID，結果は処理結果を文章にしたものです。

表示
----/----------------/-------------------------------------

内容
処理した結果を表すレコードの前後につける目印です。

●mlclrmbログ情報

最上位組織 ID Ｔ に削除するメールボックスはありません。(BMBC012I)

要因
IDが Tの最上位組織の下に組織またはユーザのメールボックスが一つもありま
せん。

対処
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正常時の確認メッセージのため，必要ありません。

組織 ID Ｇ 下に削除するメールボックスはありません。(BMBC013I)

要因
IDが Gの組織の下に組織またはユーザのメールボックスが一つもありません。

対処
正常時の確認メッセージのため，必要ありません。

起動パラメーターの指定に誤りがあります。(BMBC200E)

要因
内部コマンドmlclrmbの使用方法が不正です。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

データベースへの接続に失敗しました。(BMBC201E) (RC:ｎ)

要因
Object Serverが起動されていません。

対処
Object Serverを起動してから再実行してください。または詳細コード nを参照
し，対処してください。

システム管理者権限で実行して下さい。(BMBC202E) (RC:ｎ)

要因
システム管理者で実行していません。

対処
システム管理者で再実行してください。

指定したユーザ ID Ｕ のメールボックスは存在しません。(BMBC210E)

要因
IDがUのユーザのメールボックスがコマンドを実行しているサーバにありませ
ん。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

指定した組織 ID Ｇ のメールボックスは存在しません。(BMBC211E)

要因
IDが Gの組織のメールボックスがコマンドを実行しているサーバにありませ
ん。

対処
障害受付窓口に連絡してください。
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指定した最上位組織 ID Ｔ は存在しません。(BMBC212E)

要因
IDが Tの最上位組織がありません。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

メッセージ出力ディレクトリ Ｄ にアクセスできません。(BMBC400E)

要因
Dディレクトリがありません。または Dディレクトリに対する書き込み権限が
システム管理者にありません。

対処
Dディレクトリを作成し，システム管理者に書き込み権限を与え，再実行して
ください。

ファイル Ｆ にデータを出力できません。(BMBC401E)

要因
次の二つのうちのどれかです。
• Fファイルに対する書き込み権限がシステム管理者にありません。
• Fファイルにロックが掛かっています。

対処
システム管理者に Fファイルへの書き込み権限を与え，再実行してください。

ファイル Ｆ のオープンに失敗しました。(BMBC410E)

要因
次の三つのうちのどれかです。
• Fファイルがありません。
• Fファイルに対する書き込み権限がシステム管理者にありません。
• Fファイルにロックが掛かっています。

対処
Fファイルを作成し，システム管理者に書き込み権限を与え，再実行してくだ
さい。

ファイル Ｆ の読み込みに失敗しました。(BMBC411E)

要因
ファイル Fの内容に異常が発生しています。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

ディレクトリ Ｄ が存在しません。(BMBC412E)

要因
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ディレクトリ Dがありません。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

ディレクトリ Ｄ の読み込みに失敗しました。(BMBC413E)

要因
Dディレクトリがありません。または Dディレクトリに対する読み込み権限が
システム管理者にありません。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

ディレクトリ Ｄ の削除に失敗しました。(BMBC414E)

要因
Dディレクトリがありません。または Dディレクトリに対する削除権限がシス
テム管理者にありません。

対処
Dディレクトリがない場合は，何もする必要はありません。Dディレクトリが
ある場合は，システム管理者に削除権限を与えてください。

ファイル Ｆ の削除に失敗しました。(BMBC415E)

要因
Fファイルがありません。または Fファイルに対する削除権限がシステム管理
者にありません。

対処
Fファイルがない場合は，何もする必要はありません。Fファイルがある場合
は，システム管理者に削除権限を与えてください。

ディレクトリ Dのファイル削除に失敗しました。(BMBC416E)

要因
ディレクトリ Dが存在しない，またはファイル・ディレクトリの削除権限がシ
ステム管理者にありません。

対処
ディレクトリ Dが存在しない場合は，何もする必要ありません。ディレクトリ
Dが存在する場合は，ディレクトリ Dおよびディレクトリ Dに属するすべての
ファイル・ディレクトリの削除権限をシステム管理者に与えてください。

環境変数 NXROOT が設定されていません。(BMBC430E)

要因
システム管理者で実行していません。

対処
システム管理者で再実行してください。システム管理者で実行している場合は，
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障害受付窓口に連絡してください。

データベースとの接続に失敗しました。(BMBC431E)

(ｓ)(CODE:ｎ)

要因
Object Serverが起動されていません。

対処
Object Serverを起動してから再実行してください。または詳細コード sまたは
nを参照し，対処してください。

メモリ確保に失敗しました。(BMBC432E)

要因
メモリが不足しています。

対処
十分なメモリを確保後，再実行してください。

トランザクションの終了に失敗しました。(BMBC433E)

要因
データベースの使用中にエラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

データベースの切り離しに失敗しました。(BMBC434E)

要因
データベースの使用中にエラーが発生しました。

対処
障害受付窓口に連絡してください。

環境変数を設定できません。(BMBC490E) (RC:ｎ)

要因
環境変数を設定したファイルにアクセスできません。またはファイルの内容が
不正です。

対処
システム管理者で再実行してください。システム管理者で実行している場合は，
障害受付窓口に連絡してください。

ログ出力ディレクトリ Ｄ にアクセスできません。(BMBC491E)

要因
Dディレクトリがありません。または Dディレクトリに対する書き込み権限が
システム管理者にありません。

対処
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Dディレクトリを作成し，システム管理者に書き込み権限を与え，再実行して
ください。

ファイル Ｆ にデータを出力できません。(BMBC498E)

要因
次の二つのうちのどれかです。
• Fファイルに対する書き込み権限がシステム管理者にありません。
• Fファイルにロックが掛かっています。

対処
システム管理者に Fファイルへの書き込み権限を与え，再実行してください。
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付録 G　LDAPディレクトリ認証
Address Serverは，クライアントからユーザ IDおよびパスワード，またはニックネー
ムおよびパスワードを受け取り，ユーザの認証を実行します。

通常の認証は，Address Server内に保管してあるパスワードと突き合わせて実行されま
す。これをアドレス認証と呼びます。それに対して，Address Serverが LDAPディレク
トリサーバに認証を依頼して，LDAPディレクトリサーバが認証を実行することもでき
ます。これをディレクトリ認証と呼びます。

ここでは，ディレクトリ認証の環境設定について説明します。

G.1　ディレクトリ認証の設定
アドレス認証からディレクトリ認証に切り替える場合は，次の設定が必要です。

● LDAPディレクトリサーバ※の準備

● Hitachi Directory Runtimeのインストール

●アドレスサーバのディレクトリ認証の設定

注※
Address Serverが連携できる LDAPディレクトリサーバは，Hitachi Directory 
Server Version 2です。Hitachi Directory Server Version 2の詳細については，マ
ニュアル「日立ディレクトリサービス システム管理編」を参照してください。

（1） LDAPディレクトリサーバの準備

（a）アドレスユーザのユーザ IDの格納

LDAPディレクトリサーバのユーザエントリの属性に，アドレスユーザのユーザ IDを格
納してください。ユーザ IDの格納方法には，次の二つがあります。どちらか一つの方法
を選んでください。ここでは，方法 1をお勧めします。

1. ディレクトリユーザエントリのユーザ ID属性（uid）をアドレスユーザのユーザ IDと
一致させる。
新規に LDAPディレクトリサーバを構築する場合は，この方法を採用してください。

2. ディレクトリユーザエントリのユーザ ID属性（uid）とは違う属性に，アドレスユー
ザのユーザ IDを格納する。
Address Serverとは違う体系のユーザ管理をすでに LDAPディレクトリサーバで実
行している場合は，この方法を採用してください。

（b）アクセス権の設定

ディレクトリユーザエントリのアクセス権の設定については，次のことに注意してくだ
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さい。

●匿名アクセス（NULLバインド）で，アドレスユーザのユーザ IDが参照できる必要
があります。

●ディレクトリユーザエントリのパスワード属性を，ユーザ自身で変更できる必要があ
ります。

● LDAPディレクトリサーバの認証方法が，「Simple」に設定されている必要がありま
す。

LDAPディレクトリサーバについての詳細は，マニュアル「日立ディレクトリサービス
　システム管理編」を参照してください。

（c）パスワード属性の変更

ディレクトリユーザエントリのパスワード属性を，1文字以上 8文字以内の文字列に設
定（初期化）してください。パスワード属性が無し（0文字）に設定されている場合は，
Address Serverのディレクトリ認証は実行できません。

（2） Hitachi Directory Runtimeのインストール

ディレクトリ認証を実行するためには，アドレスサーバ上にHitachi Directory Runtime 
Version 2が必要です。サーバライブラリをアドレスサーバのマシンにインストールして
ください。

Hitachi Directory Runtime Version 2のインストールの詳細については，マニュアル
「日立ディレクトリサービス　導入編」を参照してください。

（3） アドレスサーバのディレクトリ認証の設定

次に示す三つの作業が必要です。

• servicesファイルの設定
• gmpublicinfoファイルの設定
• ディレクトリ認証設定ファイルの作成

次に，それぞれの作業を説明します。

（a）servicesファイルの設定

アドレスサーバを構築しているサーバが LDAPディレクトリサーバでもある場合は，
servicesファイルに次のサービス名称とポート番号を記述してください。

 
ldap    389/tcp
 

アドレスサーバを構築しているサーバが LDAPディレクトリサーバではない場合は，
ディレクトリ認証設定ファイルの PORTNUMに LDAPディレクトリサーバのポート番
号を設定してください。この設定をすれば，servicesファイルにサービス名称とポート
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番号を記述する必要はありません。

（b）gmpublicinfoの設定

アドレスサーバの認証方法を，アドレス認証からディレクトリ認証に切り替えるには，
gmpublicinfoファイルに環境変数 LDAP_AUTHENTICATEを設定する必要がありま
す。ディレクトリ認証の場合は，次のように記述してください。

 
LDAP_AUTHENTICATE=Y
 

設定を有効にするには，アドレスサービスの起動が必要です。次に説明するディレクト
リ認証設定ファイルの作成が完了してから再起動してください。

（c）ディレクトリ認証設定ファイルの作成

ディレクトリ認証を実行するためには，ユーザ ID，パスワードおよび LDAPディレクト
リサーバに認証を要求するための各種パラメタを記述したディレクトリ認証設定ファイ
ルを作成する必要があります。

ディレクトリ認証設定ファイルは次に示すファイルです。＜インストール先ディレクト
リ＞ ¥sampleディレクトリにサンプルがありますので，サンプルをコピーして環境に応
じた値を設定してください。

＜インストール先ディレクトリ＞ ¥nxcdir¥ldapauth.ini

設定内容の詳細は「付録 G.2 ディレクトリ認証設定ファイル」を参照してください。

G.2　ディレクトリ認証設定ファイル
ディレクトリ認証設定ファイルの記述形式は，1行 1レコードとし，レコードにはパラ
メタとしてセクションまたはキーワードの設定を記述します。

（1） ディレクトリ認証設定ファイルのパラメタ

ディレクトリ認証設定ファイルのパラメタの一覧を表 G-1に示します。

表 G-1　ディレクトリ認証設定ファイルのパラメタ一覧

セクション名 キー名 設定必要 /
任意

デフォルト値

SCHEMA UID_ATTRNAME ○ uid

PWD_ATTRNAME ○ userPassword

LDAP HOSTNAME ◎ なし

PORTNUM ○ servicesファイルの ldap

NET_TIMEOUT ○ 120

SRCH_BASE ◎ なし
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（凡例）◎は設定が必要であることを，○は設定が任意であることを示す。

●各パラメタは，アドレスサービス起動時に読み込まれます。設定を変更する場合は，
アドレスサービスを再起動してください。

●設定が必要なパラメタが設定されていない場合は，アドレスサービスの起動を中止し
ます。

●設定が任意のパラメタが設定されていない場合は，デフォルト値を使用します。また，
不正な値が設定されている場合も，デフォルト値を使用します。

（2） ディレクトリ認証設定ファイルの記述形式

ディレクトリ認証設定ファイルのパラメタの記述形式を説明します。

（a）セクション

セクションには，[SCHEMA]と [LDAP]の 2種類があります。

● [SCHEMA]
「付録 G.1 ディレクトリ認証の設定」の「(1) LDAPディレクトリサーバの準備」で説
明した，ユーザエントリのアドレスユーザのユーザ IDを格納する属性と，パスワー
ド属性を設定します。

● [LDAP]
LDAPディレクトリサーバへ要求するときの，各種パラメタを設定します。

（b）キーワード

キーワードには，各セクションの内容を，「キーワード =値」という形で記述します。各
キーワードについての説明を次に示します。

● [SCHEMA]

UID_ATTRNAME
アドレスユーザのユーザ IDが格納されている，LDAPディレクトリサーバの属
性名を指定します。
アドレスユーザのユーザ IDを，ディレクトリサーバユーザのユーザ ID属性
（uid）と一致させる場合は，「uid」を指定してください。
アドレスユーザのユーザ IDを，ディレクトリサーバユーザのユーザ ID属性

SRCH_SCOPE ○ ONELEVEL

SRCH_FILTER_PREFIX ○ (&(objectclass=inetOrgPerso
n)

SRCH_FILTER_SUFFIX ○ )

SRCH_TIMEOUT ○ 60

セクション名 キー名 設定必要 /
任意

デフォルト値
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（uid）とは違う属性（例：gmaxID）に格納する場合は，その属性 (gmaxID)を
指定してください。
この値は，アドレスユーザとディレクトリサーバユーザを対応付けるための
LDAP検索に使われます。
例えば，UID_ATTRNAME=uidの場合，アドレスユーザ A123456を検索する
LDAP検索フィルタは次のようになります。
(uid=A123456)

PWD_ATTRNAME
LDAPディレクトリサーバのユーザエントリで，パスワードが格納されている属
性名を指定します。
例えば，パスワード属性が（userpassword）のときは，「userpassword」を指定
してください。

● [LDAP]

HOSTNAME
LDAPディレクトリサーバのホスト名（ドメイン名），または IPアドレスを指定
してください。この項目は必ず指定してください。

PORTNUM
LDAPディレクトリサーバの LDAPポート番号を指定してください。
PORTNUMが指定されていない場合は，servicesファイルの ldap名称のポート
番号を使用します。servicesファイルに ldap名称のエントリがない場合は，アド
レスサービスの起動を中止します。

NET_TIMEOUT
LDAPディレクトリサーバとアドレスサーバの，コネクションのネットワークタ
イムアウト秒数を指定してください。指定できる値の範囲は，1～ 1800です。
SRCH_TIMEOUTよりも大きい値にしてください。クライアントとアドレス
サーバのコネクションのタイムアウトが 300秒であるため，300以内の数字を設
定することをお勧めします。

SRCH_BASE
認証時にユーザが入力したユーザ IDをキーにして，ユーザエントリの識別名
（DN：Distinguished Name。以降「DN」と略します）を検索します。このキー
ワードには，どの DNから検索を開始するのかを指定してください。この項目は
必ず指定してください。

SRCH_SCOPE
このキーワードには，SRCH_BASEで指定した DNから，どこまで検索するのか
（検索の範囲）を指定します。「BASE」，「ONELEVEL」および「SUBTREE」
の三つの値のどれかを指定してください。
「BASE」を指定すると，SRCH_BASEで指定した DNのエントリだけを検索し
ます。
「ONELEVEL」を指定すると，SRCH_BASEで指定した DNの一つ下の階層に
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ある DNのエントリを検索します。 SRCH_BASEで指定した DNのエントリは，
検索対象ではありません。
「SUBTREE」を指定すると，SRCH_BASEで指定した DNのエントリと，その
DNの下にあるすべての階層の DNのエントリを検索します。

SRCH_FILTER_PREFIX
このキーワードには，アドレスユーザとディレクトリサーバユーザを対応付ける
検索で作成される LDAP検索フィルタの前置文字列を指定してください。
指定した文字列は，SCHEMAセクションの UID_ATTRNAMEを使って作成さ
れる検索フィルタの直前に連結されます。
LDAP検索フィルタについては，マニュアル「日立ディレクトリサービス　AP
開発編」を参照してください。

SRCH_FILTER_SUFFIX
このキーワードには，アドレスユーザとディレクトリサーバユーザを対応付ける
検索で作成される LDAP検索フィルタの後置文字列を指定してください。
指定した文字列は，SCHEMAセクションの UID_ATTRNAMEを使って作成さ
れる検索フィルタの直後に連結されます。
LDAP検索フィルタについては，マニュアル「日立ディレクトリサービス　AP
開発編」を参照してください。

SRCH_TIMEOUT
このキーワードには，LDAPディレクトリサーバがユーザエントリの DNを検索
するのに必要とする秒数の最大値を指定してください。指定できる値の範囲は，
1～ 999です。

（c）記述例

ディレクトリ認証設定ファイルの記述例を次に示します。

 
[SCHEMA]
UID_ATTRNAME=uid
PWD_ATTRNAME=userpassword
 
[LDAP]
HOSTNAME=host1.abc.co.jp
PORTNUM=389
SRCH_BASE=o=abc,c=jp
SRCH_SCOPE=ONELEVEL
SRCH_FILTER_PREFIX=(&(objectclass=inetOrgPerson)
SRCH_FILTER_SUFFIX=)
SRCH_TIMEOUT=60
NET_TIMEOUT=120
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G.3　ディレクトリ認証の運用上の注意事項
（1） サーバのバージョン

ディレクトリ認証を設定したアドレスサーバをホームサーバとするユーザだけがディレ
クトリ認証を実行できます。つまり，Version 5以降の Address Serverでだけ利用でき
ます。

2台のマルチサーバ構成で，1台の Address Serverが Version 5でディレクトリ認証を
設定していて，もう 1台の Address Serverが Version 3である場合には，Version 5の
Address Serverはディレクトリ認証，Version 3の Address Serverはアドレス認証にな
ります。

（2） Groupmax_system最上位組織の例外

ディレクトリ認証に設定しても，Groupmax_system最上位組織以下に所属するユーザ
は，アドレス認証のときと同じ動作をします。つまり，パスワードの有効期間はなく，
同じパスワードで無期限にログインできます。

（3） パスワード

ディレクトリ認証時のパスワードの扱いについて，注意事項を説明します。

（a）文字長

LDAPディレクトリサーバに格納されるユーザエントリのパスワードは，Address 
Serverが扱える 8バイト以内にしてください。

Address Serverからでなく別の手段で LDAPディレクトリサーバに格納されたユーザエ
ントリのパスワードを 9バイト以上に変更した場合は，Address Serverから認証できな
くなります。この場合は，もう一度 LDAPディレクトリサーバに格納されたユーザエン
トリのパスワードを 8バイト以内に変更してください。

また，アドレス認証では「パスワードなし」を許していますが，Hitachi Directory 
Server Version 2では「パスワードなし」は許していません。このため，Address 
Serverからパスワードを変更する場合でも，1バイト以上のパスワードに変更してくだ
さい。「パスワードなし」に変更しようとすると，変更に失敗します。

（b）有効期間

ディレクトリ認証では，LDAPディレクトリサーバのパスワード有効期間が適用されま
す。運転席のシステムオプションで指定したパスワード有効期間は，無視されます。

LDAPディレクトリサーバでは，パスワード有効期間が切れると，クライアントからは，
パスワード有効期間切れの状態を，パスワードの変更などで解除することができません。
システム管理者は，ユーザに対してパスワード有効期間を切らさないように指導してく
ださい。
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パスワード有効期間切れのユーザが出てきたときは，システム管理者が LDAPディレク
トリサーバのパスワード有効期間切れの状態を解除してください。

（c）文字種

ディレクトリ認証の場合でもアドレス認証が指定可能としている文字をパスワードに指
定してください。

（d）その他のパスワードチェック

ディレクトリ認証では，文字長および文字種以外のパスワードチェックに関しては，
LDAPディレクトリサーバの仕様が適用されます。Address Serverのパスワードチェッ
ク機能は，無視されます。

（e）パスワードの初期化

運転席の名前データベースでパスワードを初期化しても，LDAPディレクトリサーバに
格納されたユーザエントリのパスワードは初期化されません。つまり，運転席からパス
ワードを初期化しても無効になります。パスワードを初期化したい場合は，LDAPディ
レクトリサーバで初期化してください。

G.4　ディレクトリ認証時のクライアント
ディレクトリ認証の場合は，LDAPディレクトリサーバに格納されたユーザエントリの
パスワードを，クライアントで入力します。

（1） 対象クライアント

ディレクトリ認証を実行できるクライアントは次のとおりです。

● 32ビット版クライアント

●WWWクライアント

● POP3/IMAP4クライアント

● 16ビット版クライアント※

注※
02-31-/C以降ではディレクトリ認証を実行することはできます。ただし，ユーザがパ
スワードを変更しても，02-31-/B以前と同様に，LDAPディレクトリサーバに格納さ
れたユーザエントリのパスワードは変更されません。

16ビット版クライアント（02-31-/B以前），リモート PCクライアントなど上記以外の
クライアントでは，基本的にアドレス認証と同じ動作をします。次に詳細を示します。

●認証時は，アドレスサーバ内のパスワードと突き合わせるアドレス認証です。

● LDAPディレクトリサーバのパスワードポリシ（有効期間，文字チェック）が適用さ
れません。
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●ユーザがパスワードを変更すると，アドレスサーバ内のパスワードは変更されますが，
LDAPディレクトリサーバに格納されたユーザエントリのパスワードは変更されませ
ん。

● LDAPディレクトリサーバに格納されたユーザエントリのパスワードを変更しても，
アドレスサーバ内のパスワードで認証を実行するため，LDAPディレクトリサーバで
のパスワード変更は意味がありません。ただし，LDAPディレクトリサーバとアドレ
スサーバ内に格納されたパスワードが違う場合には，Groupmax Address Console
ウィンドウに「ディレクトリ認証での認証に失敗しました（ID=XXXX,コード =49）」
が表示されます。

●アドレスサーバのパスワード有効期間は適用されません。

（2） クライアントの操作

（a）ログイン

ログイン画面の「ユーザ ID」欄に，アドレスユーザのユーザ ID（ニックネームでログ
インする場合は，「ニックネーム」欄にアドレスユーザのニックネーム）を指定します。
「パスワード」欄には，LDAPディレクトリサーバに格納されたユーザエントリのパス
ワードを指定します。

（b）パスワード変更

パスワード変更画面の「現在のパスワード」欄に，現在の LDAPディレクトリサーバに
格納されたユーザエントリのパスワードを指定します。「新しいパスワード」欄に，新し
く LDAPディレクトリサーバに格納されるユーザエントリのパスワードを指定します。

（3） クライアントのバージョンアップ

ディレクトリ認証を実行できないクライアントから，ディレクトリ認証を実行できるク
ライアントにバージョンアップするかまたは切り替えると，今までのパスワードでは認
証されなくなることがあります。これは LDAPディレクトリサーバに格納されたユーザ
エントリのパスワードが，アドレスサーバ内のパスワードと違う場合に発生します。

クライアントをバージョンアップするかまたは切り替えるときは，システム管理者は，
ユーザに「パスワードが LDAPディレクトリサーバに格納されたユーザエントリのパス
ワードの値に変更される」ことを連絡してください。

（4） 旧クライアントのメッセージ

Version 5より前のクライアントを使用している場合に出力されるメッセージについて説
明します。

（a）認証時に LDAPディレクトリサーバのパスワードの有効期間が切れている

32ビット版クライアントの場合
入力されたＩＤまたはパスワードが間違っています。
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もう一度ＩＤ・パスワードの入力を行いますか？

対処
ユーザが正しいパスワードを入力したにもかかわらずこのメッセージが表示さ
れる場合は，LDAPディレクトリサーバのパスワードが有効期間切れになって
いる場合があります。システム管理者が LDAPディレクトリサーバのパスワー
ド有効期間切れの状態を解除してください。

（b）パスワード変更時に LDAPディレクトリサーバのパスワードの有効期間が切れてい
る

16ビット版クライアントの場合
パスワード入力エラー
パスワードの変更はできませんでした。

32ビット版クライアントの場合
パスワード変更に失敗しました。

対処
ユーザが正しい旧パスワードと新パスワードを入力したにもかかわらずこの
メッセージが表示される場合は，LDAPディレクトリサーバのパスワードが有
効期間切れになっている場合があります。システム管理者が LDAPディレクト
リサーバのパスワード有効期間切れの状態を解除してください。

G.5　アドレス認証への切り替え
ディレクトリ認証からアドレス認証に切り替える場合は，次の設定が必要です。

●アドレスサーバのアドレス認証の設定

●パスワードの整合確保

（1） アドレスサーバのアドレス認証の設定

アドレスサーバの認証方法を，ディレクトリ認証からアドレス認証に切り替えるには，
gmpublicinfoファイルに記述された環境変数 LDAP_AUTHENTICATEを削除する必要
があります。次の記述を削除してください。

 
LDAP_AUTHENTICATE=Y
 

設定を有効にするには，アドレスサービスを再起動してください。

（2） パスワードの整合確保

ディレクトリ認証時に使用していたパスワードは，アドレス認証にも引き継がれます。
したがって，ユーザは同じパスワードを使用して，引き続き認証を実行できます。しか
し，LDAPディレクトリサーバのパスワードの有効期間は引き継ぎません。長い期間
ディレクトリ認証で運用していた場合などは，アドレス認証用のパスワードの有効期間



付録 G　LDAPディレクトリ認証

708

が切れているおそれがあります。この場合は，システム管理者がユーザにパスワードを
変更させてください。
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付録 H　拡張宛先解決
拡張宛先解決機能とは，サーバ統合などにより O/R名，ニックネームが変更となった場
合に移動前のユーザから受信したメールおよび，送信したメールをサーバ統合前と同様
に一覧表示（O/R名表示でない）され返信および，再送することを可能とするものです。

ここでは，Address Server，Mail Server環境を使用するための設定について説明しま
す。

H.1　拡張宛先解決機能の概要
サーバ統合によりユーザの O/R名，ニックネームが変更となり，このため O/R名，ニッ
クネームを変更したユーザから受信したメール，送信したメールの宛先表示が O/R名と
なります。また，宛先が O/R名表示のメールを返信，再送すると不達となります。

サーバ統合などにより O/R名およびニックネームを変更したユーザからの受信したメー
ル，送信したメールについての扱いを下記のようにするため宛先解決テーブルにて解決
します。

（1） 移動したユーザから受信したメールの扱い（INBOX）

●受信メールを取出したときの宛先がニックネーム表示（新ニックネーム）となります。

●宛先詳細情報を参照することができます。

●返信することができます。

（2） 移動したユーザへ送信したメールの扱い（送信ログ）

●送信メールを取出したときの宛先がニックネーム表示（新ニックネーム）となります。

●宛先詳細情報を参照することができます。

●送信メールプロパティで表示する宛先がニックネーム表示（新ニックネーム）となり
ます。

●再送することができます。

（3） 旧ニックネームの扱い

●ローカル宛先台帳に登録している旧ニックネームでメール送信できます。

●旧ニックネームが宛先に含まれているメールをＯＵＴＢＯＸ（後送信）から送信でき
ます。

●クライアントにローカル保存したmlf形式のファイルおよび受信控えが旧ニックネー
ムであっても再利用できます。
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H.2　宛先解決定義ファイルの作成
（1） 宛先解決定義ファイル

拡張宛先解決機能を使用するにあたりシステム管理者は宛先解決定義ファイルを作成す
る必要があります。宛先解決定義ファイルは CSV形式で作成します。

（2） 宛先解決定義ファイル定義

宛先解決定義ファイルの定義方法を下記に示します。

＜宛先解決定義ファイル定義＞

＜パラメタ＞
ユーザ ID       ：設定するユーザの移動後ユーザ ID（省略不可）
旧 O/R名       ：ユーザ移動前の古い O/R名（省略可）
旧ニックネーム ：ユーザ移動前の古いニックネーム（省略可）

＜省略値＞
旧 O/R名        ：現在の O/R名を DBより取得して設定します。O/R名による宛先解
決は行いません。
（O/R名の変更はないと判断します）
旧ニックネーム  ：現在のニックネームを DBより取得して設定します。ニックネー
ムによる宛先解決は行いません。（ニックネームの変更はないと判断します。）

＜宛先解決定義ファイル作成時の注意＞
• １行１ユーザの設定とし，行の終わりには改行を入れてください。１行は改行
コードを含めて最大 1024バイト以内としてください。

• 宛先解決定義ファイルは各 OS上のテキスト形式で作成してください。PCで作成
したものを使用する場合は作成した宛先解決定義ファイルをテキストモードで
ファイル転送してください。また，UNIXから宛先解決定義ファイルを転送する
場合もテキストモードでファイル転送してください。

• 旧 O/R名と旧ニックネームを同時に変更できます。旧 O/R名，旧ニックネームを
省略した場合，省略項目は DBから新情報を取得するため変更なしとみなされま
す。旧 O/R名，旧ニックネームの両方は省略できません。旧 O/R名，旧ニック
ネームの両方を省略した場合は，該当ユーザを無視して処理を続行します。

• 記述は１カラム目より記述してください。また「,」（カンマ）は省略できません
（最後のカンマ（旧ニックネーム後）はコメントがなければ任意です。旧ニック
ネームを省略した場合は「,」（カンマ）は１つは必要です）。

• 項目にカンマを含むときは項目全体をダブルクォーテーションで囲んでください。
• 項目にダブルクォーテーションを含むときは項目全体をダブルクォーテーション
で囲んでください。また，文字としてのダブルクォーテーションは二つの連続し
たダブルクォーテーションで１文字のダブルクォーテーションとみなします。

ユーザID,旧O/R名,旧ニックネーム,
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• 宛先解決定義ファイルは変換を必要とする全サーバに作成し，各サーバで新規提
供コマンドを実行して宛先解決データを作成してください。

• 宛先解決定義ファイルの旧 O/R名，旧ニックネームのエラーチェックは行いませ
ん。つまり，宛先解決定義ファイル内のデータと移行前に使用していた実際の O/
R名，ニックネームが不一致の場合はそのユーザに対してのメールは本機能を使
用できません。

• １カラム目に「#」を指定するとその行をコメント行として処理しません。また，
行途中の「#」以降をコメント行として扱います。

•「,」（カンマ）と「,」（カンマ）間，先頭カラムから「,」（カンマ）の間，「,」（カ
ンマ）から改行までの間のスペースは設定値として解釈します。また行途中にコ
メントを記述した場合は最終項目の終わりに「,」（カンマ）がない場合はコメント
も設定値と解釈します。

• 宛先解決定義ファイルに設定するユーザを重複させないよう定義してください。
（ユーザ ID,旧 O/R名，旧ニックネーム）
• 旧ニックネームは全角文字を扱えます。（9.5.4ユーザ情報の設定項目と入力条件
参照）旧 O/R名の文字種チェックは行いません。

（3） 宛先解決定義ファイルの定義例

宛先解決ファイルの定義例を下記に示します。

（a）旧 O/R名，旧ニックネームとも宛先解決の対象とする場合（省略項目なし）

旧 O/R名，旧ニックネームによる宛先解決が可能となります。旧 O/R名，旧ニックネー
ム以外の表示項目は DBから情報を取得して表示します。

（b）旧ニックネームを宛先解決の対象とする場合（旧 O/R名省略）

旧ニックネームによる宛先解決が可能となります。旧 O/R名は DBから現在の O/R名が
取得され設定されます。旧ニックネーム以外の表示項目も DBから情報を取得して表示
します。

（c）旧 O/R名を宛先解決の対象とする場合（旧ニックネーム省略）

旧 O/R名による宛先解決が可能となります。旧ニックネームは DBから現在のニック
ネームが取得され設定されます。旧 O/R名以外の表示項目も DBから情報を取得して表
示します。

ユーザID,旧O/R名,旧ニックネーム,

ユーザID,,旧ニックネーム,

ユーザID,旧O/R名,,
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（d）旧 O/R名を宛先解決の対象し最後のカンマを省略した場合（旧ニックネーム省略）

（ｃ）と同様の扱いです。最後のカンマ「,」を省略できます。

（e）コメントを記述して旧 O/R名，旧ニックネームとも宛先解決の対象とする場合（省
略項目なし）

（ａ）と同様の扱いです。コメントを記述できます。

（f） コメントを記述して旧ニックネームを宛先解決の対象とする場合（旧 O/R名省略）

（ｃ）と同様の扱いです。コメントを記述できます。

（g）コメントを記述して旧 O/R名を宛先解決の対象とする場合（旧ニックネーム省略）

（ｂ）と同様の扱いです。コメントを記述できます。

（h）該当定義をコメントとして宛先解決しない場合

該当ユーザの宛先変換を行いません。このエントリは無視します。

H.3　宛先解決データの作成
宛先解決定義ファイルを基にコマンドで宛先解決データを作成します。アドレスサービ
ス起動時に宛先解決データを共用メモリにロードします。サーバ側で宛先表示するとき
に現在の高速宛先変換メモリキャッシュおよび，ＤＢに存在しないときは宛先解決テー
ブルを参照して宛先解決します。

拡張宛先解決機能は宛先解決データを作成したサーバに所属するユーザだけが対象とな
ります。

宛先解決データの作成はコマンドにて行います。（コマンドの詳細は「16.8 admkmvtb」
参照）

ユーザID,旧O/R名,

ユーザ ID,旧 O/R名 ,旧ニックネーム ,                         # コメント

ユーザ ID,旧 O/R名 ,,                                       # コメント

ユーザ ID,,旧ニックネーム ,                                 # コメント

#ユーザ ID,旧 O/R名 ,旧ニックネーム ,
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H.4　オプション設定
（1） 宛先解決テーブル使用オプション

宛先解決テーブルを使用する場合，gmpublicinfoファイルに指定してください。

＜キーワード＞
MOVEADDRESS_MAPPING_TABLE

＜設定値＞
Y   … 宛先解決データを使用する
N   … 宛先解決データを使用しない

＜省略値＞
N（設定誤りもNとする）

＜その他＞
• 本オプション設定時は，設定したサーバのアドレスサービスを再起動してくださ
い。

• 本オプションは変換を必要とするサーバすべてに設定してください。
• 本オプションを設定するときは変換を必要とするサーバで宛先解決データ作成コ
マンドを実行してください。また，宛先解決データによる変換が必要のないサー
バは本オプションの設定を解除してください。

（2） キャッシュエントリ数設定オプション

O/R名とニックネーム，ニックネームと O/R名などの変換で使用するメモリキャッシュ
のエントリ数上限を設定します。設定値を変更する場合は，gmpublicinfoファイルに指
定してください。

＜キーワード＞
NICKNAME_CACHE_LIMIT

＜設定値＞
3000～ 1000000

＜省略値＞
3000

＜その他＞
• 本オプション設定時は，設定したサーバのアドレスサービスを再起動してくださ
い。

• 本オプションではアドレス管理ドメインに登録した全ユーザ数以上を設定してく
ださい。

• 本オプション設定を変更した場合は，既存のキャッシュセーブファイルが無効に
なります。
このため，admkordtコマンドで新しいキャッシュセーブファイルを作成してくだ
さい。
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詳細については，「8.8高速宛先変換のためのメモリキャッシュ設定」を参照して
ください。

（3） キャッシュ未展開時の処理設定オプション

O/R名とニックネーム，ニックネームと O/R名などの変換で使用するメモリキャッシュ
に，変換対象のユーザが展開されていない場合，ＤＢアクセスにより変換を続行するか
どうかを選択します。設定値を変更する場合は，gmpublicinfoファイルに指定してくだ
さい。

＜キーワード＞
NICKNAME_DB_ACCESS

＜設定値＞
Y   … ＤＢアクセスを行う
N   … ＤＢアクセスを行わない

＜省略値＞
Y（設定誤りも Yとする）

＜その他＞
• 本オプション設定時は，設定したサーバのアドレスサービスを再起動してくださ
い。

• 本オプション設定を変更した場合は，既存のキャッシュセーブファイルが無効に
なります。
このため，admkordtコマンドで新しいキャッシュセーブファイルを作成してくだ
さい。
詳細については，「8.8高速宛先変換のためのメモリキャッシュ設定」を参照して
ください。

• 本オプション設定時は，「NICKNAME_CACHE_LIMIT」の設定において，アド
レス管理ドメインに登録した全ユーザ数以上の値を設定してください。

（4） ユーザ IDの再利用オプション

サーバ統合後にサーバ統合前に使用していたユーザ IDを別ユーザに割当て再利用する場
合，gmpublicinfoファイルに指定してください。

＜キーワード＞
RECYCLED_USERID

＜設定値＞
Y   … ユーザ IDを再利用する
N   … ユーザ IDを再利用しない

＜省略値＞
N（設定誤りも Nとする）
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＜その他＞
• 本オプション設定時は，設定したサーバのメールサーバを再起動してください。
• 本オプション設定時には変換を必要とするサーバすべてに設定してください。

H.5　環境設定
サーバ統合などのユーザ移動作業が終了した状態，新規環境構築が終了した状態で環境
設定してください。

（１）サーバ統合が完了した新規環境でメール送受信など Address/Mail Serverが動作す
るかを確認してください。

（２）宛先解決定義ファイルは各 OS上のテキスト形式で作成してください。PCで作成
したものを使用する場合は作成した宛先解決定義ファイルをテキストモードでファイル
転送してください。また，UNIXから宛先解決定義ファイルを転送する場合もテキスト
モードでファイル転送してください。

（３）宛先解決定義ファイルは変換を必要とする全サーバに作成してください。（サーバ
ごとに異なる宛先解決定義ファイルを使用可能ですが登録されていないユーザのメール
は本機能対象外となります）

（４）変換を必要とするサーバの Object Serverを起動した状態で宛先解決データ作成コ
マンド（admkmvtb）実行により宛先解決データを作成してください。

（５）宛先解決データ作成コマンドは宛先解決定義ファイルを作成したすべてのサーバで
実行してください。

（6）変換を必要とするサーバすべてにサーバオプション（gmpublicinfoファイル）
「MOVEADDRESS_MAPPING_TABLE=Y」を設定してください。

また，「NICKNAME_DB_ACCESS」および「NICKNAME_CACHE_LIMIT」のオ
プションを設定する場合もこのタイミングで設定してください。
 「NICKNAME_DB_ACCESS=N」を設定する場合は，
「NICKNAME_CACHE_LIMIT」の設定値でアドレス管理ドメインに登録した全
ユーザ数以上の値を設定してください。

（7）「NICKNAME_DB_ACCESS」または「NICKNAME_CACHE_LIMIT」を設定した
場合，キャッシュセーブファイル作成コマンド（admkordt）実行により新しいキャッ
シュセーブファイルを作成してください。

（8）キャッシュセーブファイル作成コマンドは「NICKNAME_DB_ACCESS」または
「NICKNAME_CACHE_LIMIT」を設定したすべてのサーバで実行してください。

（9）アドレスサービスを起動してください。

（10）サーバ統合前に使用していたユーザ IDを別ユーザに割当て再利用する場合は，変
換を必要とするサーバすべてにサーバオプション（gmpublicinfoファイル）に
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「RECYCLED_USERID=Y」を設定したあとにMail Serverを起動してください。

H.6　基本的注意事項
(1)変換を必要とするサーバで宛先解決データを作成し，変換を必要とするサーバのサー
バオプションに「MOVEADDRESS_MAPPING_TABLE=Y」を設定してください。宛
先解決データを削除したときはサーバオプション
「MOVEADDRESS_MAPPING_TABLE=Y」の設定を解除してください。

(2)サーバごとに異なる宛先解決定義ファイルを使用することは可能ですが，ユーザ所属
サーバの宛先解決定義ファイルに登録されていないユーザからのメールは従来通りとな
ります。

(3)変換を必要とするサーバの宛先解決定義ファイルを作成した後に宛先解決データ作成
コマンド（admkmvtb）を実行してください。

(4)ニックネームを変更した後に同一ニックネームを別ユーザで再利用した場合，旧ニッ
クネームで送信したメールは新たに登録された別ユーザに配信されます。

(5)旧ニックネームの兼任ユーザで作成途中のメール（OUTBOX，ローカル保存メール）
は送信できません。

(6)代行受信は未サポートです。ユーザ移動前に代行設定を exportした情報をユーザ移
動後に修正して importしてください。

(7)機能使用時にユーザ追加およびユーザ変更する場合も，O/R名およびニックネームが
宛先解決テーブルに登録した情報と重複しないよう管理してください。

（８）宛先解決定義ファイルに設定するユーザは移動などを行ったユーザだけ必要最低限
の設定を推奨します。

（９）ニックネーム変更時にエンドユーザが持つローカル宛先台帳から旧ニックネームで
送信することが可能となるため長期に渡って旧ニックネームで送信するエンドユーザが
でてくる可能性があります。新ニックネームに変更するようアナウンスすることを推奨
します。旧ニックネームで送信するメールの宛先詳細情報は参照できません。これによ
りエンドユーザに新ニックネーム変更する必要がある判断基準となります。

（１０）本機能は１ユーザで１世代の O/R名，ニックネームの変更による宛先解決は可能
ですが，２世代以上の宛先解決は対応できません。

（１１）変換の必要がなくなったサーバはサーバオプション
「MOVEADDRESS_MAPPING_TABLE」の設定を解除し，admkmvtb -dオプションで
宛先解決データを削除してください。

（１２）サーバ統合前に使用していたユーザ IDを別ユーザに割当て再利用したときに，
変換を必要とするサーバすべてにサーバオプションに「RECYCLED_USERID=Y」が設
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定されていない場合，受信メールの発信者に送信した人とは別のユーザが表示されます。

（１３）大規模構成システム（ユーザ登録数が多いシステム）では ,高速宛先変換メモリ
キャッシュに登録されていない場合に DBアクセス処理を行うため処理に時間がかかる
場合があります。

そのため，gmpublicinfoファイルに高速宛先変換メモリキャッシュに全ユーザが登
録できるような値を「NICKNAME_CACHE_LIMIT」に設定し，
「NICKNAME_DB_ACCESS=N」の設定により DBアクセスを抑止，
「DDA_ORTONICK=N」の設定によりメール操作のレスポンス向上することを推奨
します。

H.7　構成上注意事項
（1） 宛先解決定義ファイル記述誤りによる誤動作

付録Ｈ．４　使用上の注意事項に記述したように宛先解決定義ファイルの記述を誤った
場合に想定される誤動作について下記に示します。

（a）宛先解決定義ファイルに重複登録した場合

1. ユーザ ID，旧 O/R名，旧ニックネームが重複宛先解決データ作成コマンド
（admkmvtb）でエラーとなり，該当ユーザは無視されます。

（b）旧ニックネームが別ユーザとしてシステムで登録されている場合

1. 旧ニックネームが別ユーザとしてシステムで登録されている場合，宛先解決データ作
成コマンド (admkmvtb)でエラーとなり該当ユーザは無視されます。
しかし，宛先解決データ作成後にユーザ登録，ユーザ変更によって重複した場合は旧
ニックネームで送信したメールがシステムに登録されているユーザに配信されます。

H.8　サーバ統合時の注意事項
サーバ統合したときはニックネームが重複する可能性があります。その場合，ニック
ネームを変更する必要がありニックネーム変更時の注意事項について各パターンによる
動作を表 H-1に示します。

[例 ]Ａさん（旧Ａさん），Ｃさんは旧システムＸを使用していた。
Ｂさん（旧Ｂさん），Ｄさんは旧システムＹを使用していた。
サーバ統合によりＡさん，Ｂさんとも新システムＺ（新Ａさん，新Ｂさん）を
使用することになった。

パターン１：旧システムＸ，ＹでＡさんのニックネーム（A.B）とＢさんのニッ
クネーム (A.B)が同じであった。サーバ統合後の新システムＺでニックネームをＡ
さんだけニックネーム (A.A)を変更した。Ａさんは拡張宛先解決機能を使用する。

パターン２：旧システムＸ，ＹでＡさんのニックネーム (A.B)とＢさんのニック
ネーム (A.B)が同じであった。サーバ統合後の新システムＺでニックネームをＡ
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さんのニックネーム (A.A)，Ｂさんのニックネーム (B.B)両方変更した。Ａさん，
Ｂさんとも拡張宛先解決機能を使用する。Ａさん，Ｂさんとも同一サーバに登録さ
れており，宛先解決定義ファイルにはＡさん，Ｂさんの順に登録されている。

パターン３：旧システムＸ，ＹでＡさんのニックネーム (A.B)とＢさんのニック
ネーム (A.B)が同じであった。サーバ統合後の新システムＺでニックネームをＡ
さんのニックネーム (A.A)，Ｂさんのニックネーム (B.B)両方変更した。Ａさん，
Ｂさんとも拡張宛先解決機能を使用する。Ａさん，Ｂさんとも別サーバに登録され
ており，宛先解決定義ファイルにはサーバごとに分けてＡさん，Ｂさんが登録され
ている。

パターン４：旧システムＸのＡさんのニックネーム (A.B)と旧システムＹのＢ
さんのニックネーム (B.A)は違うが，サーバ統合後の新システムＺでニックネーム
をＡさんのニックネーム (B.A)が旧システムＹのＢさんの旧ニックネーム (B.A)
と同じに変更された。Ｂさんのニックネームは別なニックネーム (B.B)に変更され
た。Ａさん，Ｂさんとも拡張宛先解決機能を使用する。

表 H-1　ニックネーム重複時の動作

[*1]：誤って送信，表示されるケース
[*2]：宛先確認表示で表示するニックネームはクライアントからの要求データを
表示するためニックネーム表示が旧ニックネーム表示となります。
[*3]：上記表はサーバ統合後にサーバ統合前に使用していたユーザ IDを別ユー
ザに割当て再利用しない場合の記述です。「RECYCLED_USERID=Y」を指定

　 パターン
１

パターン
２

パターン
３

パターン
４

 宛先解決データ作成コマンド実行結果 Ａさんは
エラー

Ｂさんは
エラー

正常 Ｂさんは
エラー

 Ｃさんが旧Ａさんから受信したメールをローカ
ルＰＣ上から返信したときの受信者

新Ｂさん
[*1]

新Ａさん 新Ａさん 新Ａさん

 Ｃさんが旧Ａさんから受信したメールをローカ
ルＰＣ上から返信したときの宛先確認表示者

新Ｂさん
[*1]

新Ａさん
[*2]

新Ａさん
[*2]

新Ａさん
[*2]

 Ｃさんが旧Ａさんから受信したメールをメール
ボックス上から返信したときの受信者

新Ａさん
[*3]

新Ａさん 新Ａさん 新Ａさん

 Ｃさんが旧Ａさんから受信したメールをメール
ボックス上から返信したときの宛先確認表示者

新Ａさん
[*4]

新Ａさん 新Ａさん 新Ａさん

 Ｄさんが旧Ｂさんから受信したメールをローカ
ルＰＣ上から返信したときの受信者

新Ｂさん 新Ａさん
[*1]

新Ｂさん 新Ａさん
[*1]

 Ｄさんが旧Ｂさんから受信したメールをローカ
ルＰＣ上から返信したときの宛先確認表示者

新Ｂさん
[*2]

新Ａさん
[*1]

新Ｂさん
[*2]

新Ａさん
[*1]

 Ｄさんが旧Ｂさんから受信したメールをメール
ボックス上から返信したときの受信者

新Ｂさん 新Ｂさん
[*3]

新Ｂさん 新Ｂさん
[*3]

 Ｄさんが旧Ｂさんから受信したメールをメール
ボックス上から返信したときの宛先確認表示者

新Ｂさん 新Ｂさん
[*4]

新Ｂさん 新Ｂさん
[*4]
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した場合は，拡張宛先解決機能を使用していないユーザのメールボックス処理
はエラーとなります。
[*4]：上記表はサーバ統合後にサーバ統合前に使用していたユーザ IDを別ユー
ザに割当て再利用しない場合の記述です。「RECYCLED_USERID=Y」を指定
した場合は，拡張宛先解決機能を使用していないユーザのメールボックス処理
は O/R名表示となります。

H.9　システム構成変更による注意事項
（1） 拡張宛先解決機能による変換が必要なくなった場合

拡張宛先解決機能による変換が必要なくなった場合は下記の操作を変換の必要がなく
なったサーバで行ってください。拡張宛先解決機能を使用しなくなったサーバに所属す
る全ユーザが旧環境で使用していたメールは拡張宛先解決機能の対象外となります。

（a）メールサーバ及び，アドレスサービスを停止してください。

（b）  admkmvtb -dで宛先解決データを削除してください。

（c） gmpublicinfoファイルのサーバオプション
「MOVEADDRESS_MAPPING_TABLE=Y」の記述を削除してください。

（d）アドレスサービス及び，メールサーバを起動してください。

（2） 宛先解決定義ファイルを変更する場合

宛先解決定義ファイルを変更する場合は下記の操作を宛先解決定義ファイル変更する
サーバで行ってください。宛先解決定義ファイルを変更した場合は変更ユーザが旧環境
で使用していたメールまたは，宛先解決定義ファイル変更前まで使用していたメールは
拡張宛先解決機能の対象外となります。

（a）宛先解決定義ファイルを変更してださい。

（b）メールサーバ及び，アドレスサービスを停止してください。

（c）宛先解決定義ファイルを変更するサーバに配布してください。ファイル転送する場
合はテキストモードで転送してください。

（d）admkmvtb -fで宛先解決データを作成してください。

（e）アドレスサービス及び，メールサーバを起動してください。

H.10　適用範囲
（１）本機能はメールユーザ，宛先ユーザを対象とします。ほかのユーザ（アドレスユー
ザ，アドレス帳ユーザ，兼任ユーザ）は対象としません。

（２）個人メールだけを対象とします。組織メール（共用メールボックス）は対象としま
せん。運転席からの電文処理，システム席メールの個人メールは扱えます。
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（３）掲示板，記事は対象としません。（旧ニックネームで掲示板オーナ，記事掲示者が
表示されます）

（４）回覧は対象としません。

（５）本機能はエンドユーザが指定したデータやクライアントデータに対する変換は行い
ません。つまり，一覧における検索，代行受信登録，宛先検索，宛先詳細情報（受信控
え，ローカルフォルダ，OUTBOX，ローカル宛先台帳からの旧ニックネーム設定）は対
象としません。

（６）システム宛先台帳（電子アドレス帳）での表示，検索は対象としません。

（７）本機能はMail - SMTPでニックネームマッピングを使用する設定の場合，POP3/
IMAP4の返信時（旧サーバで取得したメールの返信）の旧ニックネームの宛先解決は対
象としません。

（８）旧ニックネームによるニックネームログインは対象としません。

（９）本機能はWorkflow,Scheduler,Document Manegerなどからの Address Serverに
対しての情報取得は対象としません。

（１０）ローカルフォルダ，受信控え，ＯＵＴＢＯＸ，ローカル宛先台帳からの宛先設定
で旧ニックネームを宛先に設定している場合は，宛先確認表示に表示されるニックネー
ムは旧ニックネームとなります。

（１１）本機能は E-mailアドレスの変換は対象としません。

（１２）本機能は旧環境で受信したメール，送信済みメールの宛先中 E-mailアドレスま
たは，旧環境で作成したローカル宛先の E-mail宛先は対象としません。

（１３）本機能はメールの開封表示は対象としません。

H.11　統計出力機能
拡張宛先解決テーブルの統計情報をコマンドにより出力することができます。詳細は
「16.5 adlsmvtb」を参照してください。

この統計情報で拡張宛先解決機能による変換を中止する判断材料として利用できます。

H.12　リソース
（1） メモリ

宛先表示，メール送信の性能を考慮して宛先解決データを共用メモリにロードします。
共用メモリのデータ構造は現在の高速宛先変換メモリキャッシュと同様にするため共用
メモリ使用量が増えます。下記に共用メモリ使用量の算出式を記述します。

＜共用メモリ算出式＞
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宛先解決テーブル固定部（１３ KB）＋宛先解決テーブルエントリ部（０．７ KB）
× 宛先解決定ファイル設定数
（行コメントは除く）

（2） ディスク

拡張宛先解決テーブル作成コマンドで宛先解決データに出力します。ファイルデータ構
造も現在の高速宛先変換メモリキャッシュと同様であるためディスク使用量が増えます。
また，宛先解決テーブル作成コマンドで処理結果をログファイルに出力するためディス
ク使用量が増えます。下記にディスク使用量の算出式を記述します。

＜ディスク使用量算出式＞

宛先解決テーブルセーブファイルサイズ ＝
１６ B ＋ ３２ B(先頭 ID) ＋
約１３ KB(宛先解決テーブル固定部 ) ＋
約 0.7KB(宛先解決テーブル 1エントリ ) ×宛先解決定義ファイル設定数（行コ
メントは除く） ＋
３２ B(終端 ID)

拡張宛先解決テーブル作成コマンドログファイルサイズ ＝
（ 約６MB ＋ α） × ２ (世代 )
α ： 処理するデータ数によって値は異なる。30000件データの場合約 3MBと
なる。
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「初めて運転席を起動する場合」又は「運転
席ログイン ID設定を解除した後に起動する
場合」 142

A
adcdname 389
adcnsget 394
adcnsput 403
ADDITIONAL_POSITION_EXP 174
Address_Mail Serverセットアップダイアロ
グボックス 41,134
Address Server 2
Address Server，Mail Serverとは 2
Address Server，Mail Serverのセットアッ
プ 70
Address Server - Replication Optionのイン
ストール 110
Address Serverインストールダイアログ
ボックス 25,28
Address Server及びMail Server設定の最大
値について 323
Address Serverのインストール 102
Address Serverのセットアップ 41
Address Serverユーザ認証の準備 249
adlsmvtb 411
adlstalt 414
admkgsys 417
admkmvtb 420
admkordt 429
ADmodBK 672
adpaschk 433
adpasext 437
adpasind 440
adpaslst 443
ADpreBK 673
adsrvn 356,446
ADstpBK 675
ADstrBK 678

advup2_6（バージョンアップコマンド） 602
AGT_STATCIRCLE 174
apstart 448
apstartコマンド 332
AUTO_CANCEL_DEFERRED 174

B
BOARD_ACCESS_WRITE 175

C
CACHE_COMP 247
CLUSTERING_LEVEL 175

D
DDA_ORTONICK 175
DNAMERFC 176

E

E-mailアドレス 273,288
EMAIL_UNIQUE_CHECK 176
ERROR_LEVEL 177
EX_MAILFLOW_MODE 178

F

FAX番号 289
FLUSH_NOTIFY 178

G
gmlogagt 451
gmpublicinfoファイルの設定 172
Groupmax_system 9
Groupmax Address Consoleウィンドウに表
示されるメッセージ一覧 520
Groupmax環境設定ウィンドウ 30
Groupmaxサービスプロバイダ 236
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H

High-end Object Serverの環境設定 114
Hitachi Directory Runtimeのインストール 
699
hostsファイルの設定 24

I
IMAP4 224
IMAP4関連メッセージ 615
IMAP4クライアントから見えない掲示板が
ある 562
IMAP4クライアント利用時の注意事項 610
INCREMENTAL 178
IPN_REQUEST_FIX 178
ispdemon 340

L

LAN環境の設定 97
LAN上でのリモート機能 632
LDAP_AUTHENTICATE 178,700
LDAPディレクトリサーバの準備 698
LDAPディレクトリ認証 698
LHS形式アドレスマッピング 231
LOAD_COMP 247
LOG_DIR_SV_RESPONSE 179
LOG_VALID_PERIOD 179
LOG_VALID_SV_RESPONSE 179

M

Mail-SMTP経由で受信したメールを返信す
る場合の受信通知要求を変更する 586
Mail - SMTPとの連携 234
MAIL_CACHE_DIR 179
Mail Server 2
Mail Serverのインストール 107
Mail Serverのマスタ管理サーバ間を接続す
る 581
manageridinit 144,452
MAX_LOGIN_USER 179
MAX_MAIL_SIZE 179
MAX_NEWS_SIZE 180

mhs_nadr_cfg 454
mlcnsmb 456
MLgetBK 680
MLGETBK_SAVE_OPTION 180
mllstdfq 461
mlmakcfg 230,464
mlmfadm 467
mlmvmbbs 472
MLputBK 686
mlstnews 477
mlulkmb 482
MNG_JOURNAL 180
MNG_STATCIRCLE 180
MOVEADDRESS_MAPPING_TABLE 181
MTA 7
MTA移動ダイアログボックス 207
MTA情報の自動設定 190
MTA登録ダイアログボックス 202
MTAの移動 207
MTAの削除 206
MTAの登録 202
MTA名 293
MTAを起動・停止する 221
MTAを個別に指定して起動・停止する 221

N
NICKNAME_CACHE_LIMIT 181
NICKNAME_CACHE_LIMITの設定 251
NICKNAME_DB_ACCESS 181
NOTEXP_GMAXSYS 181
NOTEXP_SYSUSER 182
NOTICE_CONTROL 182
nxbbsrcv 484
NXCLOG_COUNT 182
NXCLOG_SIZE 183
NXS_REG_NTFCNT 183
NXS_REG_NTFTIME 183
NXS_REP_DIR 184
NXS_TIMEOUT 185
nxsmngsrv 488
nxsmngsrvコマンド 332
nxsrepstat 347,490
nxsrrx 495
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nxudmail 160,498
nxudmailM 159,502

O

Object Server簡易設定ダイアログボックス 
32
Object Server管理ツールウィンドウ 37
Object Serverサービスの開始 39
Object Serverと High-end Object Serverの
データベースファイルの例 116
Object Serverの環境設定 113
ORNAME_GEN 185
O/R名 287
OR名詳細 274
OR名詳細情報設定ダイアログボックス 274

P
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

ソフトウェアマニュアルについて，３種類のサービスをご案内します。ご活用ください。 

１． マニュアル情報ホームページ 

ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しております。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 
■Web提供マニュアル一覧 インターネットで参照できるマニュアルの一覧を提供しています。 

(詳細は「２．インターネットからのマニュアル参照」を参照してく
ださい。) 

■CD-ROMマニュアル情報 複数マニュアルを格納したCD-ROMマニュアルを提供していま
す。どの製品に対応したCD-ROMマニュアルがあるか，を参照でき
ます。 

■マニュアルに関するご意見・ご要望 マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２． インターネットからのマニュアル参照(ソフトウェアサポートサービス) 

ソフトウェアサポートサービスの契約をしていただくと，インターネットでマニュアルを参照できます。(本
サービスの対象となる契約の種別，及び参照できるマニュアルは，マニュアル情報ホームページでご確認く

ださい。参照できるマニュアルは，クライアント／サーバ系の日立オープンミドルウェア製品を中心に順次

対象を拡大予定です。) 
なお，ソフトウェアサポートサービスは，マニュアル参照だけでなく，対象製品に対するご質問への回答，

問題解決支援，バージョン更新版の提供など，お客様のシステムの安定的な稼働のためのサービスをご提供

しています。まだご契約いただいていない場合は，ぜひご契約いただくことをお勧めします。 

３． マニュアルのご注文 
裏面の注文書でご注文ください。 

①  マニュアル注文書に必要事項をご記入のうえ，FAXでご注文ください。 
②  ご注文いただいたマニュアルについて，請求書をお送りします。 
③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。なお，送料は弊社で負担します。 

④  入金確認後，7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 



（株）日和 出版センター　行き

 FAX 番号　０１２０－２１０－４５４（フリーダイヤル）

日立マニュアル注文書
 

マニュアルのご注文について，ご不明な点は

（株）日和 出版センター（TEL０３－５２８１－５０５４）へお問い合わせください。

ご注文日 年　　　　　月　　　　日

送付先ご住所 〒　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　

お客様名
（団体名，又は法人名など）

お名前

電話番号 　　　　　（　　　　）

FAX番号 　　　　　（　　　　）

資料番号 マニュアル名 数量

合計


